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人間情報学研究科

〈カリキュラムマップの見方〉

　カリキュラムマップは、開講されている各科目が学位授与の方針（ディプロマポリシー）のいずれを
達成する目的で設置されているかを示す表です。表の左から「科目ナンバリング」、「科目名」、「学位授
与の方針の各項目」の順に並んでおり、学位授与の方針の項目についている◎は「その科目がその方針
の達成を最も重視していること」を表し、○は「その科目がその方針の達成を重視していること」を表
しています。

〈科目ナンバリングの見方〉

　科目ナンバリングとは、その科目の性格を端的に示す記号で、以下のような情報から成っています。

－851－

EN 100－ 01－5R－1

専攻記号
文学研究科
　EN　英語英文学専攻
　AS　アジア文化史専攻
　EU　ヨーロッパ文化史専攻
経済学研究科
　EC　経済学専攻
経営学研究科
　BU　経営学専攻
法学研究科
　LA　法律学専攻
工学研究科
　ME　機械工学専攻
　EI　電気工学専攻
　EE　電子工学専攻
　CE　環境建設工学専攻
人間情報学研究科
　HU　人間情報学専攻

科目区分
科目分類に従い、順に
大分類、中分類、小分類

中分類または小分類がない
場合は 0。

必修選択の区分
R　必修科目
C　選択必修科目
E　選択科目

分類内での

科目番号

難易度
1　基礎
2　中級
3　上級

開講学年
5　修士 1年
6　修士 2年
7　博士 1年
8　博士 2年
9　博士 3年

戻る
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◎�人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2023 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学にか
かわる専門的知
識を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇

HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎

HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇

HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎

HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇

HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇

HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎

HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎

HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎

HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎

HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇

HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎

HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇

HU120-02-5C-3 適応行動学（心理支援に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇

HU120-04-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇

HU120-05-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎

HU120-06-5C-3 教育工学特論 〇 ◎

HU120-07-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇

HU120-08-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎

HU120-09-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎

HU120-10-5C-3 健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-11-5C-3 臨床健康心理学 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 〇 ◎

HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎

HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇

HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇

HU130-04-5C-3 メディア情報処理特論 ◎ 〇

HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎

HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇

HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇

HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎

HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇

HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇

HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇

HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇

HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎

HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇
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科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学にか
かわる専門的知
識を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU130-15-5C-3 アルゴリズム特論 〇 ◎

HU130-16-5C-3 確率・統計特論 ◎ 〇

HU130-17-5C-3 代数幾何学特論 ◎ 〇

HU210-01-5C-2 人間学特論 〇 ◎

HU210-02-5C-2 人間科学特論 〇 ◎

HU210-03-5C-2 人間形成原論 ◎ 〇

HU210-04-5C-2 宗教と科学・文化 ◎ 〇

HU210-06-5C-2 地域文化論特講 ◎ 〇

HU210-07-5C-2 スポーツ科学特論 〇 ◎

HU210-08-5C-2 共同体論特講 ◎ 〇

HU210-09-5C-2 国際地域論 ◎ 〇

HU210-10-5C-2 福祉市民活動論特講 〇 ◎

HU210-11-5C-2 生活情報システム論 ◎ 〇

HU210-12-5C-2 記号論特講 ◎ 〇

HU210-13-5C-2 日本語教育学 ◎ 〇

HU220-01-5C-2 言語情報処理論 ◎ 〇

HU220-02-5C-2 計算と論理 ◎

HU220-03-5C-2 数理情報科学 ◎ 〇

HU220-04-5C-2 フラクタル ◎ 〇

HU220-05-5C-2 複雑系の科学 〇 ◎

HU220-06-5C-2 数理統計学特論 〇 ◎

HU220-07-5C-2 遺伝・進化情報学 ◎ 〇

HU220-08-5C-2 データベース特論 〇 ◎

HU220-09-5C-2 人工知能特論 〇 ◎

HU220-10-5C-2 地球環境史 ◎ 〇

HU220-11-5C-2 地球環境論 ◎ 〇

HU220-12-5C-2 地域環境論特講 ◎ 〇

HU220-13-5C-2 関数方程式論 ◎ 〇

HU220-14-5C-2 プログラム言語論 ◎ 〇

HU230-01-5C-3 福祉分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-02-5C-3 教育分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-03-5C-3 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-04-5C-3 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎

HU230-05-5C-3 心理的アセスメントに関する理論と実践 〇 ◎

HU230-06-5C-3 家族関係・集団・地域社会における心理支援に関
する理論と実践 〇 ◎

HU230-07-5C-3 心理実践実習Ⅰ 〇 ◎

HU230-08-6C-3 心理実践実習Ⅱ 〇 ◎

HU300-01-5R-2 人間情報学演習Ⅰ ◎ 〇

HU300-01-6R-2 人間情報学演習Ⅱ ◎ 〇
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－854－

戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－854－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU423-01-9C-3 論文指導
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-02-9C-3 論文指導
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU423-03-9C-3 論文指導
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-04-9C-3 論文指導
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU431-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 〇 ◎

HU431-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU431-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU431-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU431-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

HU432-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎ 〇

HU432-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU432-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU432-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU432-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） ◎ 〇

HU433-01-9C-3 論文指導
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎

HU433-02-9C-3 論文指導
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU433-03-9C-3 論文指導
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU433-04-9C-3 論文指導
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） ◎

HU433-05-9C-3 論文指導
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

－855－

戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学（心理支援に関する理論と実践） ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-06-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-08-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-09-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-11-5C-3 臨床健康心理学
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 〇 ◎

HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 メディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－852－

戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学（心理支援に関する理論と実践） ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-06-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-08-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-09-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践） ◎ 〇

HU120-11-5C-3 臨床健康心理学
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 〇 ◎

HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 メディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－852－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU130-15-5C-3 アルゴリズム特論 〇 ◎
HU130-16-5C-3 確率・統計特論 ◎ 〇
HU130-17-5C-3 代数幾何学特論 ◎ 〇
HU210-01-5C-2 人間学特論 〇 ◎
HU210-02-5C-2 人間科学特論 〇 ◎
HU210-03-5C-2 人間形成原論 ◎ 〇
HU210-04-5C-2 宗教と科学・文化 ◎ 〇
HU210-06-5C-2 地域文化論特講 ◎ 〇
HU210-07-5C-2 スポーツ科学特論 〇 ◎
HU210-08-5C-2 共同体論特講 ◎ 〇
HU210-09-5C-2 国際地域論 ◎ 〇
HU210-10-5C-2 福祉市民活動論特講 〇 ◎
HU210-11-5C-2 生活情報システム論 ◎ 〇
HU210-12-5C-2 記号論特講 ◎ 〇
HU210-13-5C-2 日本語教育学 ◎ 〇
HU220-01-5C-2 言語情報処理論 ◎ 〇
HU220-02-5C-2 計算と論理 ◎
HU220-03-5C-2 数理情報科学 ◎ 〇
HU220-04-5C-2 フラクタル ◎ 〇
HU220-05-5C-2 複雑系の科学 〇 ◎
HU220-06-5C-2 数理統計学特論 〇 ◎
HU220-07-5C-2 遺伝・進化情報学 ◎ 〇
HU220-08-5C-2 データベース特論 〇 ◎
HU220-09-5C-2 地球環境史 ◎ 〇
HU220-10-5C-2 地球環境論 ◎ 〇
HU220-11-5C-2 地域環境論特講 ◎ 〇
HU220-12-5C-2 関数方程式論 ◎ 〇
HU220-13-5C-2 プログラム言語論 ◎ 〇
HU230-01-5C-3 福祉分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-02-5C-3 教育分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-03-5C-3 司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-04-5C-3 産業・労働分野に関する理論と支援の展開 〇 ◎
HU230-05-5C-3 心理的アセスメントに関する理論と実践 〇 ◎

HU230-06-5C-3 家族関係・集団・地域社会における心理支援に関
する理論と実践 〇 ◎

HU230-07-5C-3 心理実践実習Ⅰ 〇 ◎
HU230-08-6C-3 心理実践実習Ⅱ 〇 ◎
HU300-01-5R-2 人間情報学演習Ⅰ ◎ 〇
HU300-01-6R-2 人間情報学演習Ⅱ ◎ 〇
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎
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戻る
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2022 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－854－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU423-01-9C-3 論文指導
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-02-9C-3 論文指導
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU423-03-9C-3 論文指導
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-04-9C-3 論文指導
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU431-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 〇 ◎

HU431-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU431-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU431-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU431-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

HU432-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎ 〇

HU432-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU432-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU432-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU432-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） ◎ 〇

HU433-01-9C-3 論文指導
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎

HU433-02-9C-3 論文指導
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU433-03-9C-3 論文指導
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU433-04-9C-3 論文指導
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） ◎

HU433-05-9C-3 論文指導
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学 ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 安全行動情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-06-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-08-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-09-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-11-5C-3 健康行動学 ◎ 〇
HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 マルチメディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－856－
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU110-01-5C-3 応用社会学特論 ◎ 〇
HU110-02-5C-3 地域情報学特論 〇 ◎
HU110-03-5C-3 地域社会論特講 ◎ 〇
HU110-04-5C-3 社会情報システム論特講 〇 ◎
HU110-05-5C-3 情報社会論特講 ◎ 〇
HU110-06-5C-3 社会統計学特論 ◎ 〇
HU110-07-5C-3 社会教育学特論 〇 ◎
HU110-08-5C-3 地域政策論特講 〇 ◎
HU110-09-5C-3 地域産業論特講 〇 ◎
HU110-10-5C-3 地域福祉論特講 〇 〇 ◎
HU110-11-5C-3 教育社会学特論 ◎ 〇
HU110-12-5C-3 環境情報学特論 〇 ◎ 　　　　　　　　
HU120-01-5C-3 行動情報心理学 ◎ 〇
HU120-02-5C-3 適応行動学 ◎ 〇
HU120-03-5C-3 社会心理学特論 ◎ 〇
HU120-04-5C-3 安全行動情報学 ◎ 〇
HU120-05-5C-3 組織心理情報学 ◎ 〇
HU120-06-5C-3 知覚心理学特論 〇 ◎
HU120-07-5C-3 教育工学特論 〇 ◎
HU120-08-5C-3 認知心理学特論 ◎ 〇
HU120-09-5C-3 スポーツ生理学 〇 ◎
HU120-10-5C-3 健康体力統計学 〇 ◎
HU120-11-5C-3 健康行動学 ◎ 〇
HU130-01-5C-3 応用情報学特論 ◎
HU130-02-5C-3 インターフェース特論 ◎ 〇
HU130-03-5C-3 コンピュータシステム演習 ◎ 〇
HU130-04-5C-3 マルチメディア情報処理特論 ◎ 〇
HU130-05-5C-3 コンピュータネットワーク特論 〇 ◎
HU130-06-5C-3 視覚科学特論 ◎ 〇
HU130-07-5C-3 生体情報学特論 ◎ 〇
HU130-08-5C-3 生体情報処理系特論 〇 ◎
HU130-09-5C-3 代数学特論 ◎ 〇
HU130-10-5C-3 幾何学特論 ◎ 〇
HU130-11-5C-3 地表環境論 ◎ 〇
HU130-12-5C-3 生態学特論 ◎ 〇
HU130-13-5C-3 大気・水環境論 〇 ◎
HU130-14-5C-3 解析学特論 ◎ 〇

－856－

戻る

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU130-15-5C-3 アルゴリズム特論 〇 ◎
HU130-16-5C-3 確率・統計特論 ◎ 〇
HU130-17-5C-3 代数幾何学特論 ◎ 〇
HU210-01-5C-2 人間学特論 〇 ◎
HU210-02-5C-2 人間科学特論 〇 ◎
HU210-03-5C-2 人間形成原論 ◎ 〇
HU210-04-5C-2 宗教と科学・文化 ◎ 〇
HU210-06-5C-2 地域文化論特講 ◎ 〇
HU210-07-5C-2 スポーツ科学特論 〇 ◎
HU210-08-5C-2 共同体論特講 ◎ 〇
HU210-09-5C-2 国際地域論 ◎ 〇
HU210-10-5C-2 福祉市民活動論特講 〇 ◎
HU210-11-5C-2 生活情報システム論 ◎ 〇
HU210-12-5C-2 記号論特講 ◎ 〇
HU210-13-5C-2 言語コミュニケーション論 〇 ◎
HU210-14-5C-2 日本語教育学 ◎ 〇
HU220-01-5C-2 記号処理論 ◎
HU220-02-5C-2 言語情報処理論 ◎ 〇
HU220-03-5C-2 計算と論理 ◎
HU220-04-5C-2 数理情報科学 ◎ 〇
HU220-05-5C-2 フラクタル ◎ 〇
HU220-06-5C-2 複雑系の科学 〇 ◎
HU220-07-5C-2 数理統計学特論 〇 ◎
HU220-08-5C-2 遺伝・進化情報学 ◎ 〇
HU220-09-5C-2 データベース特論 〇 ◎
HU220-10-5C-2 地球環境史 ◎ 〇
HU220-11-5C-2 地球環境論 ◎ 〇
HU220-12-5C-2 地域環境論特講 ◎ 〇
HU220-13-5C-2 関数方程式論 ◎ 〇
HU220-14-5C-2 プログラム言語論 ◎ 〇
HU300-01-5R-2 人間情報学演習Ⅰ ◎ 〇
HU300-01-6R-2 人間情報学演習Ⅱ ◎ 〇
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◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

－858－

戻る
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科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU423-01-9C-3 論文指導
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-02-9C-3 論文指導
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU423-03-9C-3 論文指導
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU423-04-9C-3 論文指導
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU431-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 〇 ◎

HU431-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU431-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU431-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU431-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

HU432-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎ 〇

HU432-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU432-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU432-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 〇 ◎

HU432-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） ◎ 〇

HU433-01-9C-3 論文指導
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） ◎

HU433-02-9C-3 論文指導
（高次機能の制御に関する研究） 〇 ◎

HU433-03-9C-3 論文指導
（複雑系の解析及びモデルに関する研究） ◎ 〇

HU433-04-9C-3 論文指導
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） ◎

HU433-05-9C-3 論文指導
（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 〇 ◎

－859－

戻る

◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2021 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
人間情報学
にかかわる
専門的知識
を有する

学術的および実
社会の問題を学
際的視野から捉
える態度・能力
を有する

学術的および実
社会の問題の解
決に貢献できる
研究能力を有す
る

HU411-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU411-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU411-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU411-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（比較文化・異文化交流に関する研究） 〇 ◎

HU411-05-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU412-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU412-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU412-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU412-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU412-05-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU413-01-9C-3 論文指導
（社会情報処理システムの制御に関する研究） ◎ 〇

HU413-02-9C-3 論文指導
（コミュニティと地域文化に関する研究） ◎ 〇

HU413-03-9C-3 論文指導
（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） ◎ 〇

HU413-04-9C-3 論文指導
（比較文化・異文化交流に関する研究） ◎ 〇

HU413-05-9C-3 論文指導
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） ◎ 〇

HU421-01-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-02-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU421-03-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU421-04-7C-3 人間情報学演習Ⅲ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-01-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（行動情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-02-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（生理・運動機能に関する研究） ◎ 〇

HU422-03-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（適応情報処理システムに関する研究） 〇 ◎

HU422-04-8C-3 人間情報学演習Ⅳ
（社会行動システムに関する研究） 〇 ◎
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授 業 科 目 担 当 表

人間情報学研究科

◎人間情報学研究科人間情報学専攻博士前期課程授業科目及び履修単位

学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

コ
ア
科
目
群

社
会
情
報
学
領
域

応用社会学特論 2 教　授　神林　博史
人間情報学演習Ⅰ（応用社会学特論） 4 教　授　神林　博史
人間情報学演習Ⅱ（応用社会学特論） 4 教　授　神林　博史
社会情報システム論特講 2 准教授　小林　信重
人間情報学演習Ⅰ（社会情報システム論特講） 4 准教授　小林　信重
人間情報学演習Ⅱ（社会情報システム論特講） 4 准教授　小林　信重
情報社会論特講 2 教　授　鈴木　　努
人間情報学演習Ⅰ（情報社会論特講） 4 教　授　鈴木　　努
人間情報学演習Ⅱ（情報社会論特講） 4 教　授　鈴木　　努
社会統計学特論 2 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅰ（社会統計学特論） 4 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅱ（社会統計学特論） 4 教　授　片瀬　一男
社会教育学特論 2 教　授　原　　義彦
人間情報学演習Ⅰ（社会教育学特論） 4 教　授　原　　義彦
人間情報学演習Ⅱ（社会教育学特論） 4 教　授　原　　義彦
教育社会学特論 2 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅰ（教育社会学特論） 4 教　授　片瀬　一男
人間情報学演習Ⅱ（教育社会学特論） 4 教　授　片瀬　一男
地域政策論特講 2 教　授　柳井　雅也
人間情報学演習Ⅰ（地域政策論特講） 4 教　授　柳井　雅也
人間情報学演習Ⅱ（地域政策論特講） 4 教　授　柳井　雅也
地域産業論特講 2 教　授　岩動志乃夫
人間情報学演習Ⅰ（地域産業論特講） 4 教　授　岩動志乃夫
人間情報学演習Ⅱ（地域産業論特講） 4 教　授　岩動志乃夫

地域福祉論特講 2 教　授　増子　　正
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅰ（地域福祉論特講） 4 教　授　増子　　正
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅱ（地域福祉論特講） 4 教　授　増子　　正
教　授　菅原　真枝

地域情報学特論 2 非常勤　高野　岳彦
人間情報学演習Ⅰ（地域情報学特論） 4 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（地域情報学特論） 4 （本年度休講）
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域社会論特講 2 教　授　佐久間政広
人間情報学演習Ⅰ（地域社会論特講） 4 教　授　佐久間政広
人間情報学演習Ⅱ（地域社会論特講） 4 教　授　佐久間政広
環境情報学特論 2 准教授　栁澤　英明
人間情報学演習Ⅰ（環境情報学特論） 4 准教授　栁澤　英明
人間情報学演習Ⅱ（環境情報学特論） 4 准教授　栁澤　英明

行
動
情
報
学
領
域

行動情報心理学 2 教　授　萩原　俊彦
人間情報学演習Ⅰ（行動情報心理学） 4 教　授　萩原　俊彦
人間情報学演習Ⅱ（行動情報心理学） 4 教　授　萩原　俊彦
適応行動学 2 教　授　金井　嘉宏
人間情報学演習Ⅰ（適応行動学） 4 教　授　金井　嘉宏
人間情報学演習Ⅱ（適応行動学） 4 教　授　金井　嘉宏
適応行動学 

（心理支援に関する理論と実践） 2 教　授　金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅰ（適応行動学） 
（心理支援に関する理論と実践） 4 教　授　金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅱ（適応行動学） 
（心理支援に関する理論と実践） 4 （本年度休講）

社会心理学特論 2 教　授　福野　光輝
人間情報学演習Ⅰ（社会心理学特論） 4 教　授　福野　光輝
人間情報学演習Ⅱ（社会心理学特論） 4 教　授　福野　光輝
安全行動情報学 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅰ（安全行動情報学） （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（安全行動情報学） （本年度休講）
組織心理情報学 2 准教授　井川　純一
人間情報学演習Ⅰ（組織心理情報学） 准教授　井川　純一
人間情報学演習Ⅱ（組織心理情報学） 准教授　井川　純一
知覚心理学特論 2 教　授　櫻井　研三
人間情報学演習Ⅰ（知覚心理学特論） 4 教　授　櫻井　研三
人間情報学演習Ⅱ（知覚心理学特論） 4 教　授　櫻井　研三
認知心理学特論 2 教　授　加藤　健二
人間情報学演習Ⅰ（認知心理学特論） 4 教　授　加藤　健二
人間情報学演習Ⅱ（認知心理学特論） 4 教　授　加藤　健二
教育工学特論 2 教　授　稲垣　　忠
人間情報学演習Ⅰ（教育工学特論） 4 教　授　稲垣　　忠
人間情報学演習Ⅱ（教育工学特論） 4 教　授　稲垣　　忠
スポーツ生理学 2 教　授　千葉　智則
人間情報学演習Ⅰ（スポーツ生理学） 4 教　授　千葉　智則
人間情報学演習Ⅱ（スポーツ生理学） 4 教　授　千葉　智則
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

健康体力統計学 2 教　授　高橋　信二
准教授　岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅰ（健康体力統計学） 4 教　授　高橋信二准
准教授　岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅱ（健康体力統計学） 4 教　授　高橋　信二
准教授　岡﨑　勘造

健康行動学 2 准教授　東海林　渉
非常勤　堀毛　裕子

人間情報学演習Ⅰ（健康行動学） 4 准教授　東海林　渉
人間情報学演習Ⅱ（健康行動学） 4 准教授　東海林　渉
健康行動学 

（心の健康教育に関する理論と実践） 2 非常勤　堀毛　裕子

人間情報学演習Ⅰ（健康行動学） 
（心の健康教育に関する理論と実践） 4 （本年度休講）

人間情報学演習Ⅱ（健康行動学） 
（心の健康教育に関する理論と実践） 4 （本年度休講）

臨床健康心理学 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 4 准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅰ（臨床健康心理学） 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 4 准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅱ（臨床健康心理学） 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 4 准教授　東海林　渉

生
命
・
情
報
学
領
域

応用情報学特論 2 非常勤　乙藤　岳志
人間情報学演習Ⅰ（応用情報学特論） 4 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（応用情報学特論） 4 （本年度休講）
インターフェース特論 2 教　授　伊藤　則之
人間情報学演習Ⅰ（インターフェース特論） 4 教　授　伊藤　則之
人間情報学演習Ⅱ（インターフェース特論） 4 教　授　伊藤　則之
コンピュータシステム演習 2 教　授　坂本　泰伸
マルチメディア情報処理特論 2 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅰ（マルチメディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅱ（マルチメディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
メディア情報処理特論 2 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅰ（メディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
人間情報学演習Ⅱ（メディア情報処理特論） 4 教　授　松本　章代
コンピュータネットワーク特論 2 教　授　坂本　泰伸
人間情報学演習Ⅰ（コンピュータネットワーク特論） 4 教　授　坂本　泰伸
人間情報学演習Ⅱ（コンピュータネットワーク特論） 4 教　授　坂本　泰伸
アルゴリズム特論 2 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅰ（アルゴリズム特論） 4 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅱ（アルゴリズム特論） 4 教　授　武田　敦志
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

視覚科学特論 2 教　授　牧野　悌也
人間情報学演習Ⅰ（視覚科学特論） 4 教　授　牧野　悌也
人間情報学演習Ⅱ（視覚科学特論） 4 教　授　牧野　悌也
生体情報学特論 2 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅰ（生体情報学特論） 4 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅱ（生体情報学特論） 4 准教授　土原　和子
生体情報処理系特論 2 教　授　松尾　行雄
人間情報学演習Ⅰ（生体情報処理系特論） 4 教　授　松尾　行雄
人間情報学演習Ⅱ（生体情報処理系特論） 4 教　授　松尾　行雄
確率・統計特論 2 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅰ（確率・統計特論） 4 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅱ（確率・統計特論） 4 准教授　岩田友紀子
代数幾何学特論 2 教　授　石田　弘隆
人間情報学演習Ⅰ（代数幾何学特論） 4 教　授　石田　弘隆
人間情報学演習Ⅱ（代数幾何学特論） 4 教　授　石田　弘隆
代数学特論 2 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅰ（代数学特論） 4 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅱ（代数学特論） 4 准教授　佐藤　　篤
幾何学特論 2 准教授　片方　　江
人間情報学演習Ⅰ（幾何学特論） 4 准教授　片方　　江
人間情報学演習Ⅱ（幾何学特論） 4 准教授　片方　　江
解析学特論 2 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅰ（解析学特論） 4 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅱ（解析学特論） 4 准教授　星野　真樹
地表環境論 2 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅰ（地表環境論） 4 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅱ（地表環境論） 4 教　授　伊藤　晶文
生態学特論 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（生態学特論） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（生態学特論） 4 教　授　平吹　喜彦
大気・水環境論 2 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅰ（大気・水環境論） 4 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅱ（大気・水環境論） 4 准教授　目代　邦康

基
礎
学
科
目
群

Ⅰ
群

人間学特論 2 教　授　紺野　　祐
人間情報学演習Ⅰ（人間学特論） 4 教　授　紺野　　祐
人間情報学演習Ⅱ（人間学特論） 4 教　授　紺野　　祐
人間形成原論 2 准教授　坪田　益美
人間情報学演習Ⅰ（人間形成原論） 4 准教授　坪田　益美
人間情報学演習Ⅱ（人間形成原論） 4 准教授　坪田　益美
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

宗教と科学・文化 2 教　授　佐久間政広
比較文化論特講 2 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅰ（比較文化論特講） 4 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅱ（比較文化論特講） 4 教　授　津上　　誠
地域文化論特講 2 准教授　遠藤　　尚
人間情報学演習Ⅰ（地域文化論特講） 4 准教授　遠藤　　尚
人間情報学演習Ⅱ（地域文化論特講） 4 准教授　遠藤　　尚
スポーツ科学特論 2 教　授　坂本　　譲
人間情報学演習Ⅰ（スポーツ科学特論） 4 教　授　坂本　　譲
人間情報学演習Ⅱ（スポーツ科学特論） 4 教　授　坂本　　譲
共同体論特講 2 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅰ（共同体論特講） 4 教　授　津上　　誠
人間情報学演習Ⅱ（共同体論特講） 4 教　授　津上　　誠
国際地域論 2 教　授　楊　　世英
人間情報学演習Ⅰ（国際地域論） 4 教　授　楊　　世英
人間情報学演習Ⅱ（国際地域論） 4 教　授　楊　　世英
福祉市民活動論特講 2 准教授　大澤　史伸
人間情報学演習Ⅰ（福祉市民活動論特講） 4 准教授　大澤　史伸
人間情報学演習Ⅱ（福祉市民活動論特講） 4 准教授　大澤　史伸
生活情報システム論 2 教　授　仙田　幸子
人間情報学演習Ⅰ（生活情報システム論） 4 教　授　仙田　幸子
人間情報学演習Ⅱ（生活情報システム論） 4 教　授　仙田　幸子
記号論特講 2 准教授　文　　景楠
人間情報学演習Ⅰ（記号論特講） 4 准教授　文　　景楠
人間情報学演習Ⅱ（記号論特講） 4 准教授　文　　景楠
言語コミュニケーション論 2 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論） 4 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅱ（言語コミュニケーション論） 4 准教授　房　　賢嬉
日本語教育学 2 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学） 4 准教授　房　　賢嬉
人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学） 4 准教授　房　　賢嬉
日本語教育学 2 准教授　佐藤　真紀
人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学） 4 准教授　佐藤　真紀
人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学） 4 准教授　佐藤　真紀

Ⅱ
群

記号処理論 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅰ（記号処理論） （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（記号処理論） （本年度休講）
言語情報処理論 2 教　授　岸　　浩介
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

人間情報学演習Ⅰ（言語情報処理論） 4 教　授　岸　　浩介
人間情報学演習Ⅱ（言語情報処理論） 4 教　授　岸　　浩介
プログラム言語論 2 教　授　杉浦　茂樹
人間情報学演習Ⅰ（プログラム言語論） 4 教　授　杉浦　茂樹
人間情報学演習Ⅱ（プログラム言語論） 4 教　授　杉浦　茂樹
計算と論理 2 非常勤　乙藤　岳志
人間情報学演習Ⅰ（計算と論理） 4 （本年度休講）
人間情報学演習Ⅱ（計算と論理） 4 （本年度休講）
データベース特論 2 准教授　高橋　秀幸
人間情報学演習Ⅰ（データベース特論） 4 准教授　高橋　秀幸
人間情報学演習Ⅱ（データベース特論） 4 准教授　高橋　秀幸
人工知能特論 2 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅰ（人工知能特論） 4 教　授　武田　敦志
人間情報学演習Ⅱ（人工知能特論） 4 教　授　武田　敦志
数理情報科学 2 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅰ（数理情報科学） 4 准教授　佐藤　　篤
人間情報学演習Ⅱ（数理情報科学） 4 准教授　佐藤　　篤
フラクタル 2 教　授　村上　弘志
人間情報学演習Ⅰ（フラクタル） 4 教　授　村上　弘志
人間情報学演習Ⅱ（フラクタル） 4 教　授　村上　弘志
複雑系の科学 2 教　授　菅原　　研
人間情報学演習Ⅰ（複雑系の科学） 4 教　授　菅原　　研
人間情報学演習Ⅱ（複雑系の科学） 4 教　授　菅原　　研
数理統計学特論 2 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅰ（数理統計学特論） 4 准教授　岩田友紀子
人間情報学演習Ⅱ（数理統計学特論） 4 准教授　岩田友紀子
関数方程式論 2 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅰ（関数方程式論） 4 准教授　星野　真樹
人間情報学演習Ⅱ（関数方程式論） 4 准教授　星野　真樹
遺伝・進化情報学 2 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅰ（遺伝・進化情報学） 4 准教授　土原　和子
人間情報学演習Ⅱ（遺伝・進化情報学） 4 准教授　土原　和子
地球環境史 2 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅰ（地球環境史） 4 教　授　伊藤　晶文
人間情報学演習Ⅱ（地球環境史） 4 教　授　伊藤　晶文
地球環境論 2 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅰ（地球環境論） 4 准教授　目代　邦康
人間情報学演習Ⅱ（地球環境論） 4 准教授　目代　邦康
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学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
教　授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

准教授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴治

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2
非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）

1．履修方法
　 2年以上在学して、授業科目について次の要件を満たす 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上で、修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）　コア学科目群の三つの領域の一つを「メジャー」として選択し、当該領域から 8単位以上を修
得するものとする。

　（2）　コア学科目群の「メジャー」以外の領域から 2単位以上を修得するものとする。
　（3）　基礎学科目群Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群のうち二つ以上の群からそれぞれ２単位以上を修得するものと
する。ただし、Ⅲ群については、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必
要な科目をすべて修めた者のみが履修できるものとする。

　（4）　人間情報学演習Ⅰ及びⅡは必修とし、８単位を修得するものとする。
　（5）　公認心理師試験の受験資格取得希望者は、下記の科目を履修し、単位を修得しなければならない。

ア　コア科目群（行動情報学領域）の「適応行動学（心理支援に関する理論と実践）」「健康行動
学（心の健康教育に関する理論と実践）」「臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支
援の展開）」の３科目

イ　Ⅲ群のすべての科目

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　本研究科では、入学試験時に確認された学生の研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を
選出し、年度開始以前に指導体制を構築している。

〈一年次〉
　入学直後に実施される 2回の入学時オリエンテーションにおいて、大学院での学修に関する基本的
注意、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目履修に関する一般的説明などが行わ
れ、その後、指導教員及び科目担当者から科目履修に関する個別指導が行われる。これらを通じて、
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戻る
学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
准教授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

教　授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴浩

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2

非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄
准教授　井川　純一
教　授　加藤　健二
教　授　金井　嘉宏
教　授　櫻井　研三
准教授　東海林　渉
教　授　萩原　俊彦

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）
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学生は 1年間の履修計画を完成させ、それに対応した「学科目履修届」を提出する。
　学生は 1年間「人間情報学演習 I」を履修し、主及び副指導教員の指導のもとで論文講読・フィー
ルドワーク・調査・実験等を実施する。それらを通じて当該領域の研究方法を学修すると同時に、独
自の研究テーマを絞り込んでゆく。その過程では、国内外の研究者とのインターネットを利用した学
術交流についても体験する。
　年度末には、1年間の学修成果を『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈二年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、学位論文提出までの日程と提出に必要な手続き、及び論
文提出後の審査過程に関する説明が行われる。それに従い、学生は「修士論文題目届」と研究経過や
今後の研究計画等を記述した「修士論文作成指導申込書」とを作成し、指導教員の承認を得て提出し
なければならない。
　学生は 1年間「人間情報学演習 II」を履修し、主及び副指導教員の指導のもとで研究計画に基づく
調査や実験等の進捗状況の報告と討論を積み重ね、それらを基盤として論文を作成し、提出する。
　年度末には、1年間の学修成果を『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈論文審査の体制〉
　提出された論文に対して主査 1名と副査若干名（原則として演習指導教員）からなる審査委員会が
構成され、論文審査と最終試験（口述試験）が実施される。審査結果は研究科委員会で報告され、そ
こでの審議により合否が決定される。

〈論文の審査基準〉
　学術研究論文としての基本的要件を備えており、提出者の基本的研究能力を証左するものであるこ
とが審査基準となる。具体的には、①学術研究論文としての体裁、②論旨の一貫性、③データや資料
の分析の適切性と分析結果に基づく論証の的確性、等の観点から審査される。
　最終試験では、学位論文の内容及び当該分野に関する理解の程度を口述または筆答により審査す
る。

〈学位授与の要件〉
　①必要な科目の単位を全て履修済であること、②論文審査及び最終試験に合格すること、の 2点が
学位授与の要件となる。　　
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戻る

学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
教　授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

准教授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴治

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2
非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）

1．履修方法
　 2年以上在学して、授業科目について次の要件を満たす 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上で、修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）　コア学科目群の三つの領域の一つを「メジャー」として選択し、当該領域から 8単位以上を修
得するものとする。

　（2）　コア学科目群の「メジャー」以外の領域から 2単位以上を修得するものとする。
　（3）　基礎学科目群Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群のうち二つ以上の群からそれぞれ２単位以上を修得するものと
する。ただし、Ⅲ群については、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必
要な科目をすべて修めた者のみが履修できるものとする。

　（4）　人間情報学演習Ⅰ及びⅡは必修とし、８単位を修得するものとする。
　（5）　公認心理師試験の受験資格取得希望者は、下記の科目を履修し、単位を修得しなければならない。

ア　コア科目群（行動情報学領域）の「適応行動学（心理支援に関する理論と実践）」「健康行動
学（心の健康教育に関する理論と実践）」「臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支
援の展開）」の３科目

イ　Ⅲ群のすべての科目

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　本研究科では、入学試験時に確認された学生の研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を
選出し、年度開始以前に指導体制を構築している。

〈一年次〉
　入学直後に実施される 2回の入学時オリエンテーションにおいて、大学院での学修に関する基本的
注意、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目履修に関する一般的説明などが行わ
れ、その後、指導教員及び科目担当者から科目履修に関する個別指導が行われる。これらを通じて、
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戻る

学科
目群 領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

地域環境論特講 2 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦
人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講） 4 教　授　平吹　喜彦

Ⅲ
群 福祉分野に関する理論と支援の展開 2

非常勤　堀毛　裕子
非常勤　佐々木健太
教　授　井川　純一

教育分野に関する理論と支援の展開 2 教　授　平野　幹雄
非常勤　早川　典子

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 2 非常勤　菅藤　健一
産業・労働分野に関する理論と支援の展開 2 准教授　井川　純一

心理的アセスメントに関する理論と実践 2

准教授　金井　嘉宏
准教授　東海林　渉
非常勤　佐藤あけみ
非常勤　槙　　貴治

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する 
理論と実践 2 非常勤　平泉　　拓

心理実践実習Ⅰ 2
非常勤　堀毛　裕子
教　授　福野　光輝
教　授　平野　幹雄

心理実践実習Ⅱ 2 （本年度休講）

1．履修方法
　 2年以上在学して、授業科目について次の要件を満たす 30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指
導を受けた上で、修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
　（1）　コア学科目群の三つの領域の一つを「メジャー」として選択し、当該領域から 8単位以上を修
得するものとする。

　（2）　コア学科目群の「メジャー」以外の領域から 2単位以上を修得するものとする。
　（3）　基礎学科目群Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群のうち二つ以上の群からそれぞれ２単位以上を修得するものと
する。ただし、Ⅲ群については、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必
要な科目をすべて修めた者のみが履修できるものとする。

　（4）　人間情報学演習Ⅰ及びⅡは必修とし、８単位を修得するものとする。
　（5）　公認心理師試験の受験資格取得希望者は、下記の科目を履修し、単位を修得しなければならない。

ア　コア科目群（行動情報学領域）の「適応行動学（心理支援に関する理論と実践）」「健康行動
学（心の健康教育に関する理論と実践）」「臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支
援の展開）」の３科目

イ　Ⅲ群のすべての科目

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　本研究科では、入学試験時に確認された学生の研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を
選出し、年度開始以前に指導体制を構築している。

〈一年次〉
　入学直後に実施される 2回の入学時オリエンテーションにおいて、大学院での学修に関する基本的
注意、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目履修に関する一般的説明などが行わ
れ、その後、指導教員及び科目担当者から科目履修に関する個別指導が行われる。これらを通じて、

－866－

戻る

- 1309 -



◎人間情報学専攻博士後期課程授業科目及び履修単位

領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

社
会
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（社会情報処理システムの制御に関する研究） 4

教　授　片瀬　一男
准教授　小林　信重
教　授　神林　博史
教　授　仙田　幸子

人間情報学演習Ⅲ（コミュニティと地域文化に関する研究） 4

教　授　佐久間政広
教　授　津上　　誠
准教授　遠藤　　尚
教　授　紺野　　祐

人間情報学演習Ⅲ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） 4
教　授　増子　　正
准教授　大澤　史伸
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅲ（比較文化・異文化交流に関する研究） 4 教　授　津上　　誠
教　授　鈴木　　努

人間情報学演習Ⅲ 
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） 4

教　授　岩動志乃夫
教　授　柳井　雅也
教　授　楊　　世英

人間情報学演習Ⅳ（社会情報処理システムの制御に関する研究） 4

教　授　片瀬　一男
准教授　小林　信重
教　授　神林　博史
教　授　仙田　幸子

人間情報学演習Ⅳ（コミュニティと地域文化に関する研究） 4

教　授　佐久間政広
教　授　津上　　誠
准教授　遠藤　　尚
教　授　紺野　　祐

人間情報学演習Ⅳ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） 4
教　授　増子　　正
准教授　大澤　史伸
教　授　菅原　真枝

人間情報学演習Ⅳ（比較文化・異文化交流に関する研究） 4 教　授　津上　　誠
教　授　鈴木　　努

人間情報学演習Ⅳ 
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） 4

教　授　岩動志乃夫
教　授　柳井　雅也
教　授　楊　　世英

論文指導（社会情報処理システムの制御に関する研究） 4

教　授　片瀬　一男
准教授　小林　信重
教　授　神林　博史
教　授　仙田　幸子

論文指導（コミュニティと地域文化に関する研究） 4

教　授　佐久間政広
教　授　津上　　誠
准教授　遠藤　　尚
教　授　紺野　　祐

論文指導（福祉市民活動と地域福祉に関する研究） 4
教　授　増子　　正
准教授　大澤　史伸
教　授　菅原　真枝
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領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

論文指導（比較文化・異文化交流に関する研究） 4 教　授　津上　　誠
教　授　鈴木　　努

論文指導 
（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究） 4

教　授　岩動志乃夫
教　授　柳井　雅也
教　授　楊　　世英

行
動
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（行動情報処理システムに関する研究） 4
教　授　櫻井　研三
教　授　加藤　健二
准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅲ（生理・運動機能に関する研究） 4

教　授　千葉　智則
教　授　坂本　　譲
准教授　岡﨑　勘造
教　授　高橋　信二

人間情報学演習Ⅲ（適応情報処理システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅲ（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（行動情報処理システムに関する研究） 4
教　授　櫻井　研三
教　授　加藤　健二
准教授　東海林　渉

人間情報学演習Ⅳ（生理・運動機能に関する研究） 4

教　授　千葉　智則
教　授　坂本　　譲
准教授　岡﨑　勘造
教　授　高橋　信二

人間情報学演習Ⅳ（適応情報処理システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

論文指導（行動情報処理システムに関する研究） 4
教　授　櫻井　研三
教　授　加藤　健二
准教授　東海林　渉

論文指導（生理・運動機能に関する研究） 4

教　授　千葉　智則
教　授　坂本　　譲
准教授　岡﨑　勘造
教　授　高橋　信二

論文指導（適応情報処理システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

論文指導（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
教　授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦
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領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

論文指導（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
准教授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

生
命
・
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

論文指導（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4
准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

1．履修方法
　 3年以上在学し、授業科目について 12単位以上を修得し、指導教授の下に必要な研究指導を受けた
上、博士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、優れた研究業績を
上げた者と認められる場合には在学期間を短縮することができる。
　
（1）社会情報学・行動情報学・生命情報学の三領域の一つをメジャーとして選択する。
　

－870－

戻る

領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

生
命
・
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ 
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4 教　授　杉浦　茂樹

教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究） 4 教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4 教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅲ 
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4 准教授　栁澤　英明

教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4 教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ 
（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4 教　授　杉浦　茂樹

教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究） 4 教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4 教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅳ 
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4 准教授　栁澤　英明

教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4 教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4 教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

論文指導（高次機能の制御に関する研究） 4 教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4 教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4 准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4 教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康
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（2）選択した領域ごとにそれぞれ、演習Ⅲ 4単位、演習Ⅳ 4単位、論文指導 4単位計 12単位以上を修
得するものとする。

　
（3）演習Ⅲ、演習Ⅳ、論文指導は、それぞれの研究課題のうちから一つの課題を専修し、履修するも
のとする。

2．研究指導計画　― 学位授与までのプロセス ―
　進学時に確認された学生の研究テーマ、研究計画に応じて、主指導教員と複数の副指導教員を 2つ以
上の領域から選出し、年度開始までに指導体制を構築する。

〈一年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、利用できる施設・機器及び財政的支援制度の紹介、科目
履修に関する一般的説明などが行われ、その後、指導教員から研究計画に関する個別指導が行われ
る。学生は 1年間の研究計画を策定し、それに対応した「学科目履修届」を提出する。
　学生は 1年間「人間情報学演習Ⅲ」を履修し、主及び副指導教員の指導のもとで博士論文作成のた
めの基礎を固める。具体的には、最新の文献と並行してより基本的・古典的な文献も講読しつつ、実
証的な資料の蓄積による研究の進め方、問題の設定方法、データ解析の方法について学修する。
　年度末には、1年間の学修成果を小論文にまとめ、『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈二年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、年間の学事スケジュールが提示され、その後指導教員に
より研究計画に関する個別指導が行われる。学生は 1年間の研究計画を策定し、それに対応した「学
科目履修届」を提出する。
　学生は 1年間「人間情報学演習Ⅳ」を履修し、主及び副指導教員のもとで最新の技術や方法論に関
する文献や資料の解析と討論を重ねながら、研究テーマの絞り込みを行う。
　年度末には、1年間の学修成果を小論文にまとめ、『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈三年次〉
　年度初めのオリエンテーションにおいて、学位論文提出までの日程と提出に必要な手続き、及び論
文提出後の審査過程に関する説明が行われる。それに従い、学生は「学科目履修届」のほかに、「博
士論文題目届」と研究経過や今後の研究計画等を記述した「博士論文作成指導申込書」とを作成し、
指導教員の承認を得て提出しなければならない。
　学生は 1年間「論文指導」を履修し、主及び副指導教員のもとで博士論文作成のために必要な知
識・技術を学修しながら論文を作成し、提出する。
　年度末には、1年間の学修成果を小論文にまとめ、『人間情報学研究科年誌』に発表する。

〈論文審査の体制〉
　学生の論文審査及び学力確認のために、学生毎に審査委員会を組織する。審査委員会は、主指導教
員を委員長とし、主指導教員が所属する領域より 1名以上、他の領域から 1名以上を含む合計 3名以
上の大学院担当教員で構成する。また、必要に応じて、本学以外の大学院担当教員を審査委員として
加えることがある。
　予備審査：論文提出資格の充足と博士論文の作成がともに 1年以内に可能であると判断される学生
は、審査委員会の指示に従って、論文提出の前に予備審査を受けなければならない。予備審査を受け
る学生は、「業績一覧」を含む「研究計画書」を、予備審査の 1ヵ月前までに審査委員会に提出する。
予備審査において、審査委員会は後述する審査基準を満たす論文の作成可能性を判断する。同時に、
審査基準を満たすための条件を学生とのあいだで合意し、それを記録して保管する。審査結果は研究
科委員会に報告される。

－871－

戻る

領域 授　業　科　目 単位 担　当　者　名

論文指導（社会行動システムに関する研究） 4
教　授　福野　光輝
准教授　金井　嘉宏
教　授　萩原　俊彦

生
命
・
情
報
学
領
域

人間情報学演習Ⅲ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅲ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

人間情報学演習Ⅳ
（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4

准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究） 4
教　授　杉浦　茂樹
教　授　武田　敦志

論文指導（高次機能の制御に関する研究） 4
教　授　松尾　行雄
教　授　牧野　悌也

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究） 4
教　授　菅原　　研
准教授　岩田友紀子

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究） 4
准教授　栁澤　英明
教　授　伊藤　晶文

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究） 4
教　授　平吹　喜彦
准教授　目代　邦康

1．履修方法
　 3年以上在学し、授業科目について 12単位以上を修得し、指導教授の下に必要な研究指導を受けた
上、博士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、優れた研究業績を
上げた者と認められる場合には在学期間を短縮することができる。
　
（1）社会情報学・行動情報学・生命情報学の三領域の一つをメジャーとして選択する。
　

－870－

戻る
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　本審査：予備審査に合格した学生は、期日までに「論文審査願」に「博士論文」、「論文要旨」、「論
文目録」及び「履歴書」を添えて研究科長を通して学長に提出する。

〈論文の審査基準〉
　提出された論文が学術研究論文としての基本的要件を備えており、提出者が専攻分野の研究者とし
て自立した研究活動を行うに必要となる高度な研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有すること
を証左するものであることが、論文の審査基準となる。具体的には、①学術研究論文としての体裁、
②論旨の一貫性、③データや資料の分析の適切性と分析結果に基づく論証の的確性、④専攻分野の発
展に寄与する新たな知見、等の観点から審査される。
　最終試験では、学位論文の内容及び当該分野に関する理解の程度を口述または筆答により審査す
る。

〈学位授与の要件〉
　学位授与の要件は、①論文審査に合格すること、②課程在学中に博士論文の研究主題に関連する内
容で 2編以上の論文が学術雑誌に掲載済または採択済であること（うち 1編は定評のある査読有りの
学術雑誌であること）、③博士論文の主題の分野に関するしかるべき水準の知識及び外国語の能力が
確認されること、の 3点である。

－872－

戻る
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人間情報学専攻
博士前期課程

人間情報学研究科

講 義 内 容



神林　博史

応用社会学特論
Special Topics in Applied Sociology

■テーマ■テーマ

総中流社会から格差社会へ：階層意識からのアプローチ

■講義内容■講義内容

2000 年代以降、日本社会は「格差社会」になったと言われている。確かに、様々な社会経済的変数の不平等度は、1980
年代以降緩やかに上昇している。しかし、そうした実態レベルの不平等化に比べ、人びとの意識レベルでの変化――「総
中流社会」から「格差社会」への認識の変化――はより急激に生じたように見える。このギャップは何を意味するのだろ
うか。この講義では、1980 年代から 2000 年代までの階層意識（不平等に関する意識）の変遷を追いながら、日本社会に
おける不平等と、それをめぐる意識や社会認識の関係を検討する。

■達成目標■達成目標

（1）社会階層と階層意識に関する基礎知識を理解し、説明できるようになる。
（2）不平等および階層意識に関わる問題について、関連情報を自らの手でリサーチする能力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　日本の社会的・経済的不平等の現状について調べておく
【授業内容】　日本の不平等と階層意識
【事後学修】　講義時に指定された参考文献を読む。講義内容をふまえ、各種世論調査などから不平等に関する
意識の現状を調べる。

第２回 【事前学修】　第1回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　内容：階層帰属意識（1）：階層帰属意識から見た戦後日本社会
【事後学修】　第2回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第３回 【事前学修】　第2回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　階層帰属意識（2）：「中」回答の意味
【事後学修】　第3回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第４回 【事前学修】　第3回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　階層帰属意識（3）：階層イメージの変化
【事後学修】　第4回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第５回 【事前学修】　第4回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく。戦後日
本の投票率および政党支持の推移を調べておく
【授業内容】　政治意識と社会階層（1）：政党支持と政治的関心
【事後学修】　第5回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。近年の世論調査の結果の動
向を確認する。

第６回 【事前学修】　第5回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　政治意識と社会階層（2）：ネオリベラリズム vs 福祉国家
【事後学修】　第6回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第７回 【事前学修】　第6回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　政治意識と社会階層（3）：ナショナリズムと排外主義
【事後学修】　第7回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第８回 【事前学修】　第7回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　労働意識の変化（1）：望ましい働き方
【事後学修】　第8回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第９回 【事前学修】　第8回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　労働意識の変化（2）：地位不安とメンタルヘルス
【事後学修】　第9回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第10回 【事前学修】　第9回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　労働意識の変化（3）：日本人の「勤勉性」のゆくえ
【事後学修】　第10回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第11回 【事前学修】　第10回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　相対的剥奪（1）：どれくらい収入があれば満足か
【事後学修】　第11回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第12回 【事前学修】　第11回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　相対的剥奪（2）：「最低限文化的な生活」とは
【事後学修】　第12回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第13回 【事前学修】　第12回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　行為と社会階層（1）：「下流社会」と消費の階層性
【事後学修】　第13回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第14回 【事前学修】　第13回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　行為と社会階層（2）：社会的活動の階層性
【事後学修】　第13回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。

第15回 【事前学修】　第14回講義時に指定された文献を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】　まとめ：格差社会と階層意識の今後
【事後学修】　第15回講義時に指定された参考文献を読み、授業内容の理解を深める。期末レポートの準備を行
う。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業時の質問など授業への参加度（40％）および期末レポート（60％）で評価する。期末レポートは（1）社会階層と階層
意識に関する基礎知識をきちんと説明できているか、（2）関連情報を適切にリサーチできているか、を主な観点として、
授業内容についての理解と定着がなされているかどうかを評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義で指定する文献を可能な限り予習して講義に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

なし。毎回、教員が準備した資料を配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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神林　博史

人間情報学演習Ⅰ（応用社会学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

社会科学のためのデータ分析入門

■講義内容■講義内容

データの統計分析は、多くの学術分野において必須のツールとなっている。この演習では、社会科学で用いられる多様な
データ分析の技法を、実習形式で実践的に習得することを目指す。ソフトウェアはフリーの統計ソフトRを使用する。

■達成目標■達成目標

（1）データ分析の諸技法を理解する。
（2）データ分析の諸技法について、統計ソフトウェアを適切に操作し実践する力を身につける。
（3）各自の関心にしたがってデータを自らの手で分析する力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト第1章を読んでおく。各自のPCにRをインストールしておく
【授業内容】Rの基本的な操作
【事後学修】Rの基本操作の練習を行っておく

第２回 【事前学修】テキスト第2章の2.2までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】因果関係（1）労働市場における人種差別
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第３回 【事前学修】テキスト第2章の2.3から2.4までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】因果関係（2）因果効果と反事実、RCT
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第４回 【事前学修】テキスト第2章の2.5から2.7までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】因果関係（3）観察研究
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第５回 【事前学修】テキスト第2章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】因果関係に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第2章の練習問題（指定されたもの）を行う

第６回 【事前学修】テキスト第3章の3.1から3.3までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】測定（1）戦時における民間人の被害
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第７回 【事前学修】テキスト第3章の3.4から3.5までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】測定（2）標本調査
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第８回 【事前学修】テキスト第3章の3.6から3.8までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】測定（3）2変量関係の要約、クラスター化
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第９回 【事前学修】テキスト第3章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】測定に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第10回 【事前学修】テキスト第2章から第3章までを復習しておく
【授業内容】データ分析報告会のための準備作業
【事後学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行う

第11回 【事前学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行っておく
【授業内容】データ分析報告会（第1回）
【事後学修】報告会でのコメントをふまえて分析およびプレゼンテーションファイルを修正する

第12回 【事前学修】テキスト第4章の4.1から4.2までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】予測（1）選挙結果の予測、線形回帰
【事後学修】テキスト第4章の練習問題（指定されたもの）を行う

第13回 【事前学修】テキスト第4章の4.3から4.4までを読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】予測（2）回帰分析と因果関係
【事後学修】テキスト第3章の練習問題（指定されたもの）を行う

第14回 【事前学修】テキスト第4章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】予測に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第4章の練習問題（指定されたもの）を行う

第15回 【事前学修】テキスト第5章の5.1を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】発見（1）テキスト・データの分析
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う

第16回 【事前学修】テキスト第5章の5.2を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】発見（2）ネットワーク・データの分析
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う

第17回 【事前学修】テキスト第5章の5.3を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】発見（3）空間データの分析
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う
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第18回 【事前学修】テキスト第5章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】発見に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第5章の練習問題（指定されたもの）を行う

第19回 【事前学修】テキスト第4章から第5章までを復習しておく
【授業内容】データ分析報告会のための準備作業
【事後学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行う

第20回 【事前学修】報告会用のプレゼンテーションの準備をお粉う
【授業内容】データ分析報告会（第2回）
【事後学修】報告会でのコメントをふまえて分析およびプレゼンテーションファイルを修正する

第21回 【事前学修】テキスト第6章の6.1から6.2を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】確率（1）確率と条件付き確率
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第22回 【事前学修】テキスト第6章の6.3を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】確率（2）確率変数と確率分布
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第23回 【事前学修】テキスト第6章の6.4から6.5を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】確率（3）大標本理論
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第24回 【事前学修】テキスト第6章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】確率に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第6章の練習問題（指定されたもの）を行う

第25回 【事前学修】テキスト第7章の7.1を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】不確実性（1）推定
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第26回 【事前学修】テキスト第7章の7.2を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】不確実性（2）仮説検定
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第27回 【事前学修】テキスト第7章の7.3から7.4を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】不確実性（3）不確実性を伴う線形回帰モデル
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第28回 【事前学修】テキスト第7章を復習しておく、指定された文献を読む
【授業内容】不確実性に関するデータ分析実習
【事後学修】テキスト第7章の練習問題（指定されたもの）を行う

第29回 【事前学修】テキスト第6章から第7章を復習しておく
【授業内容】データ分析報告会のための準備作業
【事後学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行う

第30回 【事前学修】報告会用のプレゼンテーションの準備を行っておく
【授業内容】データ分析報告会（第3回）
【事後学修】報告会でのコメントをふまえて分析およびプレゼンテーションファイルを修正する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

3回の報告会の報告内容および報告レポートによって評価する（第1回33点＋第2回33点+第3回34点）。各回の評価基準は以
下の通り。（1）データ分析の諸技法の特徴を正しく理解した上で使えているか（11点）、（2）統計ソフトウェアを適切
に使いこなせているか（11点、3回目は12点）、（3）各自の関心にしたがって適切なデータ分析・結果の解釈ができてい
るか（11点）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時間以外にも積極的に分析の練習を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

初級～中級レベルの統計学の講義を受講していることが望ましい。

■テキスト■テキスト

今井耕介（粕谷祐子他訳）『社会科学のためのデータ分析入門（上・下）』岩波書店、2018、400061245X（上）、
4000612468（下）

■参考文献■参考文献

授業時に指示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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神林　博史

人間情報学演習Ⅱ（応用社会学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

社会疫学研究の課題

■講義内容■講義内容

社会疫学は健康の社会的決定要因を探求する学問であり、公衆衛生、経済学、社会学、心理学など様々な領域と関連しつ
つ現在最も注目を集めている研究分野の 1 つである。この演習では、2014 年に刊行された Berkman， Kawachi， and
Glymour の Social Epidemiology ［Second Edition］ の原書をテキストに、社会疫学の基本的な考え方と研究動向を把
握すると共に、社会学からこの領域に対しどのような貢献ができるかを考察する。

■達成目標■達成目標

（1）社会疫学の基礎的な知識を理解し説明できるようになる。
（2）英語文献を正しく読解できるようになる。
（3）社会疫学に関わる問題についてリサーチし、議論できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト第１章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】A Historical Framework for Social Epidemiology（1）テキストの講読
【事後学修】テキストの参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第２回 【事前学修】テキスト第 1 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよう
にしておく
【授業内容】A Historical Framework for Social Epidemiology（2）議論と考察
【事後学修】第２回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第３回 【事前学修】テキスト第2章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Socioeconomic Status and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第2章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第４回 【事前学修】テキスト第 2 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよう
にしておく
【授業内容】Socioeconomic Status and Health（2）議論と考察
【事後学修】第4回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第５回 【事前学修】テキスト第3章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Discrimination and Health Inequalities（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第3章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第６回 【事前学修】テキスト第3章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Discrimination and Health Inequalities（2）議論と考察
【事後学修】第6回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第７回 【事前学修】テキスト第4章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Income Inequality（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第4章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第８回 【事前学修】テキスト第 4 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよう
にしておく
【授業内容】Income Inequality（2）議論と考察
【事後学修】第8回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第９回 【事前学修】テキスト第5章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Working Conditions and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第5章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第10回 【事前学修】テキスト第5章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Working Conditions and Health（2）議論と考察
【事後学修】第10回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第11回 【事前学修】テキスト第6章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Labor Markets， Employment Policies， and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第6章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第12回 【事前学修】テキスト第6章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Labor Markets， Employment Policies， and Health（2）議論と考察
【事後学修】第12回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第13回 【事前学修】テキスト第7章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Social Network Epidemiology（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第7章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第14回 【事前学修】テキスト第7章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Social Network Epidemiology（2）議論と考察
【事後学修】第14回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第15回 【事前学修】テキスト第8章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Social Capital， Social Cohesion， and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第8章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む
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第16回 【事前学修】テキスト第8章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Social Capital， Social Cohesion， and Health（2）議論と考察
【事後学修】第16回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第17回 【事前学修】テキスト第9章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Affective Status and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第9章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第18回 【事前学修】テキスト第9章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるように
しておく
【授業内容】Affective Status and Health（2）議論と考察
【事後学修】第18回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第19回 【事前学修】テキスト第10章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Changing Health Behaviors in a Social Context（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第10章の参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第20回 【事前学修】テキスト第 10 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Changing Health Behaviors in a Social Context（2）議論と考察
【事後学修】第20回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第21回 【事前学修】テキスト第11章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Experimental Psychological Interventions（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第11章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第22回 【事前学修】テキスト第 11 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Experimental Psychological Interventions（2）議論と考察
【事後学修】第22回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第23回 【事前学修】テキスト第12章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Policies as Tools for Research and Translation in Social Epidemiology（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第12章の参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第24回 【事前学修】テキスト第 12 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Policies as Tools for Research and Translation in Social Epidemiology（2）議論と考察
【事後学修】第24回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第25回 【事前学修】テキスト第13章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Applications of Behavioral Economics to Improve Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第13章の参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第26回 【事前学修】テキスト第 13 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Applications of Behavioral Economics to Improve Health（2）議論と考察
【事後学修】第26回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第27回 【事前学修】テキスト第14章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】Biological Pathways Linking Social Conditions and Health（1）テキストの講読
【事後学修】テキストの参考文献の中から最低 1 本の論文を選んで読む

第28回 【事前学修】テキスト第 14 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】Biological Pathways Linking Social Conditions and Health（2）議論と考察
【事後学修】第28回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

第29回 【事前学修】テキスト第15章を読み、わからない点があれば質問できるようにしておく
【授業内容】From Science to Policy（1）テキストの講読
【事後学修】テキスト第15章の参考文献の中から最低1本の論文を選んで読む

第30回 【事前学修】テキスト第 15 章で扱われていた問題について各自の関心に基づいて調べ、授業時に報告できるよ
うにしておく
【授業内容】From Science to Policy（2）議論と考察
【事後学修】第30回授業時の議論をふまえ、追加の調査及び文献講読を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習時の報告（30％）、演習時の議論への参加の積極性と発言内容（30％）、期末レポート（40％）によって採点する。
到達目標に照らして、（1）社会疫学の基礎的な知識が身についているか、（2）テキストを正しく読みこなせているか、
（3）社会疫学にかかわる問題について、文献や情報を自らリサーチし、それを議論に生かせているか、の 3 つの観点か
ら評価を行う。具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを予習して講義に臨むこと。前回の講義内容を復習し、不明な点を質問すること。

■テキスト■テキスト

Berkman， Lisa F， Ichiro Kawachi, and M. Maria Glymour. 2014. Social Epidemiology ［Second Edition］. Oxford
University Press. 0199395330

■参考文献■参考文献

川上憲人・橋本英樹・近藤尚己（編）, 2015, 『社会と健康：健康格差解消に向けた統合科学的アプローチ』東京大学出
版会

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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小林　信重

社会情報システム論特講
Special Lectures on Social Information Systems

■テーマ■テーマ

ゲームスタディーズ

■講義内容■講義内容

教員が指定した文献・論文の翻訳・発表・議論を、毎週行う。
今年度は、Frans Mäyräの『An Introduction to Game Studies』を主に輪読し、受講生による報告と議論を行う。
なお、教員が翻訳の参考資料を用意する。

■達成目標■達成目標

ゲームの歴史を理解する。
ゲームスタディーズを理解する。
ゲームスタディーズの論文を書く力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む
【授業内容】　授業の概要、スケジュール、各自の関心の紹介
【事後学修】　第１回授業内容を復習する

第２回 【事前学修】　指定文献を読み、レジュメを作成する（第１章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第１章前半）
【事後学修】　第２回授業内容を復習する

第３回 【事前学修】　指定文献を読み、レジュメを作成する（第１章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第１章後半）
【事後学修】　第３回授業内容を復習する

第４回 【事前学修】　レジュメを作成する（第２章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第２章前半）
【事後学修】　第４回授業内容を復習する

第５回 【事前学修】　レジュメを作成する（第２章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第２章後半）
【事後学修】　第５回授業内容を復習する

第６回 【事前学修】　レジュメを作成する（第３章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第３章前半）
【事後学修】　第６回授業内容を復習する

第７回 【事前学修】　レジュメを作成する（第３章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第３章後半）
【事後学修】　第７回授業内容を復習する

第８回 【事前学修】　レジュメを作成する（第４章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第４章前半）
【事後学修】　第８回授業内容を復習する

第９回 【事前学修】　レジュメを作成する（第４章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第４章後半）
【事後学修】　第９回授業内容を復習する

第10回 【事前学修】　レジュメを作成する（第５章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第５章前半）
【事後学修】　第10回授業内容を復習する

第11回 【事前学修】　レジュメを作成する（第５章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第５章後半）
【事後学修】　第11回授業内容を復習する

第12回 【事前学修】　レジュメを作成する（第６章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第６章前半）
【事後学修】　第12回授業内容を復習する

第13回 【事前学修】　レジュメを作成する（第６章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第６章後半）
【事後学修】　第13回授業内容を復習する

第14回 【事前学修】　レジュメを作成する（第７章前半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第７章前半）
【事後学修】　第14回授業内容を復習する

第15回 【事前学修】　レジュメを作成する（第７章後半）
【授業内容】　指定文献について発表・議論する（第７章後半）
【事後学修】　第15回授業内容を復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内課題（7割）、授業態度（3割）で評価する。欠席は減点対象とする。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを購入すること。
指定文献を翻訳したレジュメを毎週用意すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Mäyrä, Frans, 2008, An Introduction to Game Studies: Games in Culture, Sage. 141293446X
その他の文献・論文については、適宜指定する。

■参考文献■参考文献

小林信重編，2020，『デジタルゲーム研究入門』ミネルヴァ書房．4623086925

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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小林　信重

人間情報学演習Ⅰ（社会情報システム論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

メディア文化・産業

■講義内容■講義内容

メディア文化・産業に関する社会科学的な論文の書き方を学ぶ。論文の形式、研究対象の選択と調査、先行研究の読み
方、データ収集・分析方法、調査結果・考察・結論の書き方などを習得する。
受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①学術論文を生産できるようになる。
②データ収集・分析方法を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む。
【授業内容】　授業の概要
【事後学修】　第１回授業内容を復習する。

第２回 【事前学修】　第２回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（対象と問い①）
【事後学修】　第２回授業内容を復習する。

第３回 【事前学修】　第３回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（対象と問い②）
【事後学修】　第３回授業内容を復習する。

第４回 【事前学修】　第４回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（テーマ選択の指針）
【事後学修】　第４回授業内容を復習する。

第５回 【事前学修】　第５回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表①）
【事後学修】　第５回授業内容を復習する。

第６回 【事前学修】　第６回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表②）
【事後学修】　第６回授業内容を復習する。

第７回 【事前学修】　第７回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表③）
【事後学修】　第７回授業内容を復習する。

第８回 【事前学修】　第８回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文①）
【事後学修】　第８回授業内容を復習する。

第９回 【事前学修】　第９回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文②）
【事後学修】　第９回授業内容を復習する。

第10回 【事前学修】　第10回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文③）
【事後学修】　第10回授業内容を復習する。

第11回 【事前学修】　第11回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文④）
【事後学修】　第11回授業内容を復習する。

第12回 【事前学修】　第12回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑤）
【事後学修】　第12回授業内容を復習する。

第13回 【事前学修】　第13回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑥）
【事後学修】　第13回授業内容を復習する。

第14回 【事前学修】　第14回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑦）
【事後学修】　第14回授業内容を復習する。

第15回 【事前学修】　前期におこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（半期のふりかえり）
【事後学修】　第15回授業内容を復習する。

第16回 【事前学修】　第16回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『メディアの卒論』①）
【事後学修】　第16回授業内容を復習する。

第17回 【事前学修】　第17回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『メディアの卒論』②）
【事後学修】　第17回授業内容を復習する。
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第18回 【事前学修】　第18回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表④）
【事後学修】　第18回授業内容を復習する。

第19回 【事前学修】　第19回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑤）
【事後学修】　第19回授業内容を復習する。

第20回 【事前学修】　第20回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑥）
【事後学修】　第20回授業内容を復習する。

第21回 【事前学修】　第21回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑧）
【事後学修】　第21回授業内容を復習する。

第22回 【事前学修】　第22回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑨）
【事後学修】　第22回授業内容を復習する。

第23回 【事前学修】　第23回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑩）
【事後学修】　第23回授業内容を復習する。

第24回 【事前学修】　第24回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究の読み方（論文⑪）
【事後学修】　第24回授業内容を復習する。

第25回 【事前学修】　第25回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『創造的論文の書き方』①）
【事後学修】　第25回授業内容を復習する。

第26回 【事前学修】　第26回指定文献を読み、自分の研究テーマを作成する。
【授業内容】　論文の形式（『創造的論文の書き方』②）
【事後学修】　第26回授業内容を復習する。

第27回 【事前学修】　第27回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑦）
【事後学修】　第27回授業内容を復習する。

第28回 【事前学修】　第28回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑧）
【事後学修】　第28回授業内容を復習する。

第29回 【事前学修】　第29回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究対象の選択・調査（各自のテーマ発表⑨）
【事後学修】　第29回授業内容を復習する。

第30回 【事前学修】　これまでおこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（通年のふりかえり）
【事後学修】　第30回授業内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

担当者の発表を重視する（60％）。また、授業に出席した際の授業態度、アンケート、コメントなどの平常点でも評価す
る（40％）。
なお、著しく出席数が低い学生や授業態度が悪い者は、単位の修得資格を失う。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを購入すること。

■テキスト■テキスト

小林信重編，2020，『デジタルゲーム研究入門』ミネルヴァ書房．
河野哲也，2018，『レポート・論文の書き方入門　第4版』慶應義塾大学出版会．4766425278
藤田真文編著，2016，『メディアの卒論　第2版』ミネルヴァ書房．4623077195

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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小林　信重

人間情報学演習Ⅱ（社会情報システム論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

メディア文化・産業

■講義内容■講義内容

メディア文化・産業に関する社会科学的な論文の書き方を学ぶ。論文の形式、研究対象の選択と調査、先行研究の読み
方、データ収集・分析方法、考察と結論の書き方などを実技形式で習得する。

■達成目標■達成目標

①学術論文を生産できるようになる。
②データ収集・分析方法を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読む。
【授業内容】　授業の概要
【事後学修】　第１回授業内容を復習する。

第２回 【事前学修】　第２回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（インタビュー調査）
【事後学修】　第２回授業内容を復習する。

第３回 【事前学修】　第３回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（フィールドワーク）
【事後学修】　第３回授業内容を復習する。

第４回 【事前学修】　第４回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（Googleフォーム）
【事後学修】　第４回授業内容を復習する。

第５回 【事前学修】　第５回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（SAS①）
【事後学修】　第５回授業内容を復習する。

第６回 【事前学修】　第６回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（SAS②）
【事後学修】　第６回授業内容を復習する。

第７回 【事前学修】　第７回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（SAS③）
【事後学修】　第７回授業内容を復習する。

第８回 【事前学修】　第８回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（KH Coder①）
【事後学修】　第８回授業内容を復習する。

第９回 【事前学修】　第９回指定文献を読み、データ収集・分析ソフトを練習する。
【授業内容】　データ収集・分析方法（KH Coder②）
【事後学修】　第９回授業内容を復習する。

第10回 【事前学修】　第10回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（問題意識）
【事後学修】　第10回授業内容を復習する。

第11回 【事前学修】　第11回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（調査対象）
【事後学修】　第11回授業内容を復習する。

第12回 【事前学修】　第12回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（調査結果）
【事後学修】　第12回授業内容を復習する。

第13回 【事前学修】　第13回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（考察）
【事後学修】　第13回授業内容を復習する。

第14回 【事前学修】　第14回指定文献を読み、自分のテーマの調査結果・考察・結論を書く。
【授業内容】　調査結果・考察・結論の書き方（結論）
【事後学修】　第14回授業内容を復習する。

第15回 【事前学修】　前期におこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（半期のふりかえり）
【事後学修】　第15回授業内容を復習する。

第16回 【事前学修】　第16回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（各自の調査研究の発表①）
【事後学修】　第16回授業内容を復習する。

第17回 【事前学修】　第17回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（各自の調査研究の発表②）
【事後学修】　第17回授業内容を復習する。

第18回 【事前学修】　第18回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（各自の調査研究の発表③）
【事後学修】　第18回授業内容を復習する。
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第19回 【事前学修】　第19回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文①）
【事後学修】　第19回授業内容を復習する。

第20回 【事前学修】　第20回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文②）
【事後学修】　第20回授業内容を復習する。

第21回 【事前学修】　第21回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文③）
【事後学修】　第21回授業内容を復習する。

第22回 【事前学修】　第22回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文④）
【事後学修】　第22回授業内容を復習する。

第23回 【事前学修】　第23回指定文献を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　先行研究（論文⑤）
【事後学修】　第23回授業内容を復習する。

第24回 【事前学修】　第24回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（問題意識）
【事後学修】　第24回授業内容を復習する。

第25回 【事前学修】　第25回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（問題意識）
【事後学修】　第25回授業内容を復習する。

第26回 【事前学修】　第26回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（調査対象）
【事後学修】　第26回授業内容を復習する。

第27回 【事前学修】　第27回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（調査結果）
【事後学修】　第27回授業内容を復習する。

第28回 【事前学修】　第28回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（考察）
【事後学修】　第28回授業内容を復習する。

第29回 【事前学修】　第29回指定文献を読み、自分の研究対象を調査する。
【授業内容】　研究進捗発表（結論）
【事後学修】　第29回授業内容を復習する。

第30回 【事前学修】　これまでおこなったことを振り返る。
【授業内容】　授業のまとめ（通年のふりかえり）
【事後学修】　第30回授業内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

担当者の発表を重視する（60％）。また、授業に出席した際の授業態度、アンケート、コメントなどの平常点でも評価す
る（40％）。
なお、著しく出席数が低い学生や授業態度が悪い者は、単位の修得資格を失う。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業でデータ収集・分析方法を学ぶため、ノートPCを用意すること。
テキストを購入すること。

■テキスト■テキスト

小林信重編，2020，『デジタルゲーム研究入門』ミネルヴァ書房．
河野哲也，2018，『レポート・論文の書き方入門　第4版』慶應義塾大学出版会．4766425278
藤田真文編著，2016，『メディアの卒論　第2版』ミネルヴァ書房．4623077195

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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鈴木　努

情報社会論特講
Special Lectures on Information Society

■テーマ■テーマ

社会科学におけるビッグデータの利用

■講義内容■講義内容

ビッグデータや集合知を使った新しいサーベイ法、デジタル社会実験などの手法を学ぶ。受講生による報告と議論を行
う。

■達成目標■達成目標

ウェブを利用した社会調査や実験の基礎的な概念を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１章　イントロダクション前半の予習
【授業内容】　第１章　イントロダクション前半の報告と議論
【事後学修】　第１章　イントロダクション前半の復習

第２回 【事前学修】　第１章　イントロダクション後半の予習
【授業内容】　第１章　イントロダクション後半の報告と議論
【事後学修】　第１章　イントロダクション後半の復習

第３回 【事前学修】　第２章　行動を観察する前半の予習
【授業内容】　第２章　行動を観察する前半の報告と議論
【事後学修】　第２章　行動を観察する前半の復習

第４回 【事前学修】　第２章　行動を観察する後半の予習
【授業内容】　第２章　行動を観察する後半の報告と議論
【事後学修】　第２章　行動を観察する後半の復習

第５回 【事前学修】　第３章　質問をする前半の予習
【授業内容】　第３章　質問をする前半の報告と議論
【事後学修】　第３章　質問をする前半の復習

第６回 【事前学修】　第３章　質問をする後半の予習
【授業内容】　第３章　質問をする後半の報告と議論
【事後学修】　第３章　質問をする後半の復習

第７回 【事前学修】　第４章　実験を行う前半の予習
【授業内容】　第４章　実験を行う前半の報告と議論
【事後学修】　第４章　実験を行う前半の復習

第８回 【事前学修】　第４章　実験を行う後半の予習
【授業内容】　第４章　実験を行う後半の報告と議論
【事後学修】　第４章　実験を行う後半の復習

第９回 【事前学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す前半の予習
【授業内容】　第５章　マスコラボレーションを生み出す前半の報告と議論
【事後学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す前半の復習

第10回 【事前学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す後半の予習
【授業内容】　第５章　マスコラボレーションを生み出す後半の報告と議論
【事後学修】　第５章　マスコラボレーションを生み出す後半の復習

第11回 【事前学修】　第６章　倫理前半の予習 
【授業内容】　第６章　倫理前半の報告と議論
【事後学修】　第６章　倫理前半の復習

第12回 【事前学修】　第６章　倫理後半の予習 
【授業内容】　第６章　倫理後半の報告と議論
【事後学修】　第６章　倫理後半の復習

第13回 【事前学修】　第７章　未来前半の予習
【授業内容】　第７章　未来前半の報告と議論
【事後学修】　第７章　未来前半の復習

第14回 【事前学修】　第７章　未来後半の予習
【授業内容】　第７章　未来後半の報告と議論
【事後学修】　第７章　未来後半の復習

第15回 【事前学修】　レポートの作成
【授業内容】　レポートの発表
【事後学修】　レポートの反省

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義進行に応じて簡単な演習を課す（30％）ならびに期末レポート（70％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必ず授業準備を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

マシュー・J.サルガニック『ビット・バイ・ビット -- デジタル社会調査入門』ISBN 978-4-641-17448-1
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■参考文献■参考文献

テキストの参考文献を参照

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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鈴木　努

人間情報学演習Ⅰ（情報社会論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ネットワーク分析の基礎

■講義内容■講義内容

データ分析用ソフトウェアRと汎用的なプログラミング言語であるPythonを用いてネットワーク分析の基礎を実技形式で学
ぶ。

■達成目標■達成目標

Rの基本的操作ができるようになる。
Pythonで初歩的なプログラミングができるようになる。
RとPythonを用いて初歩的なネットワーク分析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Rについて調べてインストールの準備をしておく。
【授業内容】　Rのインストールと基本操作。
【事後学修】　Rの起動、終了など基本操作を確認し、次回授業以降スムーズに学修にとりかかれるようにしてお
く。

第２回 【事前学修】　Rの基本的な演算や関数について調べておく。
【授業内容】　Rによる計算、プログラミング。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で計算やプログラミングをする。

第３回 【事前学修】　Rによる基本的な統計分析の方法を調べておく。
【授業内容】　Rによる基本的な統計分析。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で様々な統計計算をする。

第４回 【事前学修】　Rのグラフィックス機能について調べておく。
【授業内容】　Rによるグラフィックスの基礎。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で様々な描画をしてみる。

第５回 【事前学修】　ネットワークの入力形式について調べておく。
【授業内容】　Rによるネットワークデータの扱い。
【事後学修】　授業内容を復習し、自分で様々なネットワークデータを入力してみる。

第６回 【事前学修】　最短経路探索について調べておく。
【授業内容】　Rによる最短経路探索。
【事後学修】　さまざまな最短経路探索法について特徴をまとめる。

第７回 【事前学修】　ネットワーク構造の指標について調べておく。
【授業内容】　Rによるネットワークの密度、推移性、相互性の算出。
【事後学修】　ネットワークの密度、推移性、相互性について整理しておく。

第８回 【事前学修】　ネットワークの中心性について調べておく。
【授業内容】　離心中心性と近接中心性。
【事後学修】　ネットワーク距離と中心性について整理しておく。

第９回 【事前学修】　ネットワークの次数について調べておく。
【授業内容】　次数中心性とその拡張。
【事後学修】　固有ベクトル中心性の特徴について整理しておく。

第10回 【事前学修】　PageRankについて調べておく。
【授業内容】　PageRankとパワー中心性。
【事後学修】　固有ベクトル中心性の修正と拡張について整理しておく。

第11回 【事前学修】　ネットワークの連結性について調べておく。
【授業内容】　ネットワークの連結性とクリーク。
【事後学修】　ネットワークの連結性について整理しておく。

第12回 【事前学修】　ネットワークのコミュニティについて調べておく。
【授業内容】　ネットワークのコミュニティ抽出。
【事後学修】　ネットワークのコミュニティについて整理しておく。

第13回 【事前学修】　リンクコミュニティについて調べておく。
【授業内容】　リンクコミュニティの抽出。
【事後学修】　リンクコミュニティについて整理しておく。

第14回 【事前学修】　構造同値について調べておく。
【授業内容】　ネットワークの構造同値性。
【事後学修】　構造同値について整理しておく。

第15回 【事前学修】　ネットワークの類似性とコア周辺構造について調べておく。
【授業内容】　ネットワークの類似性とコア周辺構造。
【事後学修】　ネットワークの類似性とコア周辺構造について整理しておく。

第16回 【事前学修】　PythonとNetworkxについて調べておく。
【授業内容】　PythonとNetworkxの導入。
【事後学修】　PythonとNetworkxの操作に慣れておく。

第17回 【事前学修】　Pythonのデータ入力方法について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークデータの入力。
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークデータを入力する。
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第18回 【事前学修】　ネットワークの可視化について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークの可視化。
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークデータを可視化する。

第19回 【事前学修】　パスと連結成分について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるパスと連結成分の分析
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークの構造を調べる。

第20回 【事前学修】　次数相関について調べておく。
【授業内容】　Pythonによる次数相関の分析。
【事後学修】　次数相関の特徴について整理する。

第21回 【事前学修】　中心性について調べておく。
【授業内容】　Pythonによる中心性の分析
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークの中心性を調べる。

第22回 【事前学修】　ネットワークの経路探索について調べておく。
【授業内容】　Pythonによる経路探索
【事後学修】　Pythonで様々なネットワークについて経路探索してみる。

第23回 【事前学修】　ネットワークの分割について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークの分割。
【事後学修】　ネットワークの分割について整理する。

第24回 【事前学修】　コミュニティ抽出について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークのコミュティ抽出。
【事後学修】　コミュニティ抽出について整理する。

第25回 【事前学修】　ランダムグラフについて調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワークモデルの生成。
【事後学修】　様々なネットワークモデルについて整理する。

第26回 【事前学修】　リンク予測について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるリンク予測。
【事後学修】　リンク予測について整理する。

第27回 【事前学修】　ネットワーク伝播について調べておく。
【授業内容】　Pythonによるネットワーク伝播のシミュレーション。
【事後学修】　ネットワーク伝播について整理する。

第28回 【事前学修】　ネットワークデータを集める。
【授業内容】　RとPythonによるネットワーク分析の実践。
【事後学修】　自分が分析したいネットワークデータを収集する。

第29回 【事前学修】　ネットワーク分析の計画を立てる。
【授業内容】　実際に集めたネットワークデータを分析する。
【事後学修】　分析結果に関する検討。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備。
【授業内容】　ネットワーク分析の発表。
【事後学修】　プレゼンの改善点の検討。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の事前学習についての報告（2点×15回＝30点）
実際にネットワークデータを集めて分析した結果の発表（70点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

R、Pythonなど使用するソフトウェアに習熟しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅱ（情報社会論特講）

■テキスト■テキスト

鈴木努，2017，『Rで学ぶデータサイエンス8　ネットワーク分析　第2版』（共立出版、ISBN:978-4-320-11315-2）
村田剛志，2019，『Pythonで学ぶネットワーク分析』（オーム社、ISBN:978-4-274-22425-6）

■参考文献■参考文献

Mohammed Zuhair Al-Taie & Seifedine Kadry, 2017, Python for Graph and Network Analysis, Springer, ISBN:978-
3319530031.

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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鈴木　努

人間情報学演習Ⅱ（情報社会論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

ネットワーク分析の応用

■講義内容■講義内容

RとPythonを用いたネットワーク分析の発展的内容を実技形式で学ぶ。

■達成目標■達成目標

RやPythonを用いて発展的、応用的なネットワーク分析をできるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト1第7章7.1の予習
【授業内容】　ネットワーク分析における統計的仮説検定
【事後学修】　第1回授業の復習

第２回 【事前学修】　テキスト1第7章7.2の予習
【授業内容】　QAP検定
【事後学修】　第2回授業の復習

第３回 【事前学修】　テキスト1第7章7.3の予習
【授業内容】　コア/周辺構造のQAP検定
【事後学修】　第3回授業の復習

第４回 【事前学修】　テキスト1第7章7.4の予習
【授業内容】　CUG検定
【事後学修】　第4回授業の復習

第５回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5の予習
【授業内容】　指数ランダムグラフモデル
【事後学修】　第5回授業の復習

第６回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.1の予習
【授業内容】　p1モデル
【事後学修】　第6回授業の復習

第７回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.2の予習
【授業内容】　p*モデル
【事後学修】　第7回授業の復習

第８回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.3の予習
【授業内容】　曲指数型分布族モデル
【事後学修】　第8回授業の復習

第９回 【事前学修】　テキスト1第7章7.5.4の予習
【授業内容】　statnetの場合
【事後学修】　第9回授業の復習

第10回 【事前学修】　テキスト1第7章7.6の予習
【授業内容】　SAOMの基礎
【事後学修】　第10回授業の復習

第11回 【事前学修】　テキスト1第7章7.6.1の予習
【授業内容】　RSienaの基本
【事後学修】　第11回授業の復習

第12回 【事前学修】　テキスト1第7章7.6.1の予習
【授業内容】　RSienaの実例
【事後学修】　第12回授業の復習

第13回 【事前学修】　テキスト1第8章8.1の予習
【授業内容】　パーソナルネットワークの調査研究法
【事後学修】　第13回授業の復習

第14回 【事前学修】　テキスト1第8章8.2の予習
【授業内容】　認知ネットワークからのネットワーク構造の推定
【事後学修】　第14回授業の復習

第15回 【事前学修】　テキスト1第9章9.1と9.2の予習
【授業内容】　ソーシャル・メディアのネットワーク分析
【事後学修】　第15回授業の復習

第16回 【事前学修】　テキスト1第9章9.3と9.4の予習
【授業内容】　テキストマイニングによるネットワーク抽出
【事後学修】　第16回授業の復習

第17回 【事前学修】　テキスト1第10章10.1の予習
【授業内容】　複雑ネットワークの基礎
【事後学修】　第17回授業の復習

第18回 【事前学修】　テキスト1第10章10.2の予習
【授業内容】　ランダムグラフ
【事後学修】　第18回授業の復習
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第19回 【事前学修】　テキスト1第10章10.3の予習
【授業内容】　スモールワールド・ネットワーク
【事後学修】　第19回授業の復習

第20回 【事前学修】　テキスト1第10章10.4の予習
【授業内容】　スケールフリー・ネットワーク
【事後学修】　第20回授業の復習

第21回 【事前学修】　テキスト1第10章10.5と10.6の予習
【授業内容】　友人数のパラドクスと次数相関
【事後学修】　第21回授業の復習

第22回 【事前学修】　テキスト2第1章前半の予習
【授業内容】　Pythonを用いた複雑ネットワーク分析
【事後学修】　第22回授業の復習

第23回 【事前学修】　テキスト2第1章後半の予習
【授業内容】　NetworkX
【事後学修】　第23回授業の復習

第24回 【事前学修】　テキスト2第2章前半の予習
【授業内容】　ネットワーク分析指標の経済系への応用
【事後学修】　第24回授業の復習

第25回 【事前学修】　テキスト2第2章後半の予習
【授業内容】　企業間サプライチェーンに関するネットワーク研究
【事後学修】　第25回授業の復習

第26回 【事前学修】　テキスト2第3章前半の予習
【授業内容】　ネットワーク上のランダムウォーク
【事後学修】　第26回授業の復習

第27回 【事前学修】　テキスト2第3章後半の予習
【授業内容】　コミュニティ抽出機能の拡張
【事後学修】　第27回授業の復習

第28回 【事前学修】　テキスト2第4章前半の予習
【授業内容】　インフルエンサーの抽出や最適な攻撃耐性に関する進展
【事後学修】　第28回授業の復習

第29回 【事前学修】　テキスト2第4章後半の予習
【授業内容】　攻撃耐性の最適強化
【事後学修】　第29回授業の復習

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備。
【授業内容】　ネットワーク分析の発表。
【事後学修】　プレゼンの改善点の検討。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の事前学習についての報告（2点×15回＝30点）
実際にネットワークデータを集めて分析した結果の発表（70点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

R、Pythonなど使用するソフトウェアに習熟しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（情報社会論特講）

■テキスト■テキスト

1.鈴木努，2017，『Rで学ぶデータサイエンス8　ネットワーク分析　第2版』（共立出版、ISBN:978-4-320-11315-2）
2.林幸雄（編著），2019，『Pythonと複雑ネットワーク分析』（近代科学社、ISBN:978-4-7649-0602-0）

■参考文献■参考文献

授業内容ごとに指示する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

社会統計学特論
Special Topics in Social Statistics

■テーマ■テーマ

社会統計学の基礎

■講義内容■講義内容

社会科学における社会調査や実験から得られたデータをもとに、統計的・計量的分析を行なうための基礎を学ぶ。

■達成目標■達成目標

調査・実験データの統計的分析のための基本的な技法を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　調査はどのように行われるか
【事後学修】　テキスト 1 章の学習課題

第２回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　調査データをどう分析するか：統計調査を中心に
【事後学修】　テキスト 2 章の学習課題

第３回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　度数分布表を作成する
【事後学修】　テキスト 3 章の学習課題

第４回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　度数分布を記述する
【事後学修】　テキスト 4 章の学習課題

第５回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　クロス表を作成する
【事後学修】　テキスト 5 章の学習課題

第６回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　クロス表で変数間の関係を検定する：カイ二乗検定
【事後学修】　テキスト 6 章の学習課題

第７回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　2 の平均の差を検定する：t 検定
【事後学修】　テキスト 7 章の学習課題

第８回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　複数の平均の差を検定する（1）：分散分析の基礎
【事後学修】　テキスト 8 章の学習課題

第９回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　複数の平均の差を検定する（2）：分散分析の実際
【事後学修】　テキスト 9 章の学習課題

第10回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　2 つの連続変数間の関係を推定する（1）：回帰分析の基礎
【事後学修】　テキスト 10 章の学習課題

第11回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　2 つの連続変数間の関係を推定する（2）：回帰分析の応用
【事後学修】　テキスト 11 章の学習課題

第12回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　離散変数間の関連を測定する：関連係数
【事後学修】　テキスト 12 章の学習課題

第13回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　多重クロス表を作成する
【事後学修】　テキスト 13 章の学習課題

第14回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　多重クロス表を分析する：エラボレーション
【事後学修】　テキスト 14 章の学習課題

第15回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　多変量解析への招待
【事後学修】　テキスト 15 章の学習課題

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート 4 回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

片瀬一男ほか『社会統計学ベイシック』ミネルヴァ書房。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1334 -



■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅰ（社会統計学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

多変量解析の応用

■講義内容■講義内容

因果分析のための多変量解析の応用を講ずる。そして、エラボレーション、二元配置分散分析、回帰分析で多変量解析の
考え方を教授したのち、重回帰分析の展開、因子分析・主成分分析について学ぶ。

■達成目標■達成目標

計量社会学の基本を身につけ、それを用いて論文を書くことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト序章の予習
【授業内容】　社会調査データの統計的分析
【事後学修】　テキスト序章の学習課題

第２回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　社会調査データ分析における多変量解析
【事後学修】　テキスト 1 章の学習課題

第３回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　多変量解析の考え方（1）：エラボレーション
【事後学修】　テキスト 2 章の学習課題

第４回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　多変量解析の考え方（2）：二元配置の分散分析
【事後学修】　テキスト 3 章の学習課題

第５回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　多変量解析の考え方（3）：回帰分析から重回帰分析へ
【事後学修】　テキスト 4 章の学習課題

第６回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（1）：ダミー変数と交互作用効果
【事後学修】　テキスト 5 章の学習課題

第７回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（2）：ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト 6 章の学習課題

第８回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（3）：多項ロジット分析
【事後学修】　テキスト 7 章の学習課題

第９回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　重回帰分析の展開（4）：因果モデルとパス解析
【事後学修】　テキスト 8 章の学習課題

第10回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析入門
【事後学修】　テキスト 9 章の学習課題

第11回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析の基礎
【事後学修】　テキスト 10 章の学習課題

第12回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析の展開
【事後学修】　テキスト 11 章の学習課題

第13回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　因子分析入門
【事後学修】　テキスト 12 章の学習課題

第14回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　因子分析の基礎
【事後学修】　テキスト 13 章の学習課題

第15回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　因子分析の展開
【事後学修】　テキスト 14 章の学習課題

第16回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　主成分分析入門
【事後学修】　テキスト 15 章の学習課題

第17回 【事前学修】　テキスト 16 章の予習
【授業内容】　主成分分析の基礎
【事後学修】　テキスト 16 章の学習課題

第18回 【事前学修】　テキスト 17 章の予習
【授業内容】　主成分分析の展開
【事後学修】　テキスト 17 章の学習課題
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第19回 【事前学修】　テキスト 18 章の予習
【授業内容】　クラスター分析入門
【事後学修】　テキスト 18 章の学習課題

第20回 【事前学修】　テキスト 19 章の予習
【授業内容】　クラスター分析の基礎
【事後学修】　テキスト 19 章の学習課題

第21回 【事前学修】　テキスト 20 章の予習
【授業内容】　クラスター分析の展開
【事後学修】　テキスト 20 章の学習課題

第22回 【事前学修】　テキスト 21 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（1）：重回帰分析の場合
【事後学修】　テキスト 21 章の学習課題

第23回 【事前学修】　テキスト 22 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（2）：ロジスティック回帰分析の場合
【事後学修】　テキスト 22 章の学習課題

第24回 【事前学修】　テキスト 23 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（3）：多項ロジット分析の場合
【事後学修】　テキスト 23 章の学習課題

第25回 【事前学修】　テキスト 24 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（4）：ログリニア分析の場合
【事後学修】　テキスト 24 章の学習課題

第26回 【事前学修】　テキスト 25 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（5）：因子分析の場合
【事後学修】　テキスト 25 章の学習課題

第27回 【事前学修】　テキスト 26 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（6）：主成分分析の場合
【事後学修】　テキスト 26 章の学習課題

第28回 【事前学修】　テキスト 27 章の予習
【授業内容】　多変量解析による分析結果を読む（7）：クラスター分析の場合
【事後学修】　テキスト 27 章の学習課題

第29回 【事前学修】　テキスト 28 章の予習
【授業内容】　社会調査データの統計的分析再訪（1）：データ分析における因果推論
【事後学修】　テキスト 28 章の学習課題

第30回 【事前学修】　テキスト 29 章の予習
【授業内容】　社会調査データの統計的分析再訪（2）：データ分析における分類と潜在因子の推定
【事後学修】　テキスト 29 章の学習課題

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題レポート（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会統計学特論。

■テキスト■テキスト

片瀬一男ほか『社会統計学アドバンスト』ミネルヴァ書房

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅱ（社会統計学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

社会意識の計量分析

■講義内容■講義内容

仙台圏で行われた「教育と社会に対する高校生の意識」調査に関する計量社会学的分析を学ぶことで、実際の社会調査
データ分析の基礎を身につける。

■達成目標■達成目標

因果分析のための基本的技法を理解し自分でも使いこなすことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト①序章の予習
【授業内容】　カイ２乗検定
【事後学修】　テキスト①序章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト① 1 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析
【事後学修】　テキスト① 1 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト① 2 章の予習
【授業内容】　一元配置分散分析
【事後学修】　テキスト① 2 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト① 3 章の予習
【授業内容】　二元八分散分析
【事後学修】　テキスト① 3 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト① 4 章の予習
【授業内容】　重回帰分析
【事後学修】　テキスト① 4 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト① 5 章の予習
【授業内容】　因子分析
【事後学修】　テキスト① 5 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト① 6 章の予習
【授業内容】　主成分分析
【事後学修】　テキスト① 6 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト① 7 章の予習
【授業内容】　重回帰分析とダミー変数
【事後学修】　テキスト① 7 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト① 8 章の予習
【授業内容】　重回帰分析と交互作用
【事後学修】　テキスト① 8 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト① 9 章の予習
【授業内容】　階層的重回帰分析
【事後学修】　テキスト① 9 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト① 10 章の予習
【授業内容】　二項ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト① 10 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト① 11 章の予習
【授業内容】　順序ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト① 11 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト① 12 章の予習
【授業内容】　多項ロジスティック回帰分析
【事後学修】　テキスト① 12 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト① 13 章の予習
【授業内容】　構造方程式モデル
【事後学修】　テキスト① 13 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト① 14 章の予習
【授業内容】　対応分析
【事後学修】　テキスト① 14 章の復習

第16回 【事前学修】　テキスト②序章の予習
【授業内容】　「失われた時代」の高校生の意識
【事後学修】　テキスト②序章の復習

第17回 【事前学修】　テキスト② 1 章の予習
【授業内容】　ログリニア分析の実習
【事後学修】　テキスト② 1 章の復習

第18回 【事前学修】　テキスト② 2 章の予習
【授業内容】　「ゆとり教育」が学習を変えたか
【事後学修】　テキスト② 2 章の復習
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第19回 【事前学修】　テキスト② 3 章の予習
【授業内容】　「ゆとり教育」と学習の変容（1）：自発的学習行動の変化
【事後学修】　テキスト② 3 章の復習

第20回 【事前学修】　テキスト② 4 章の予習
【授業内容】　「ゆとり教育」と学習の変容（2）学習動機の変化
【事後学修】　テキスト② 4 章の復習

第21回 【事前学修】　テキスト② 5 章の予習
【授業内容】　規範意識の二側面（1）：同調性としての規範意識
【事後学修】　テキスト② 5 章の復習

第22回 【事前学修】　テキスト② 6 章の予習
【授業内容】　規範意識の二側面（2）：序列性としての規範意識
【事後学修】　テキスト② 6 章の復習

第23回 【事前学修】　テキスト② 7 章の予習
【授業内容】　変容する進学意識と職業志望：（1）進学意識の変容
【事後学修】　テキスト② 7 章の復習

第24回 【事前学修】　テキスト② 8 章の予習
【授業内容】　変容する進学意識と職業志望：（2）職業志望の変容
【事後学修】　テキスト② 8 章の復習

第25回 【事前学修】　テキスト② 9 章の予習
【授業内容】　性別役割意識の変容（1）：ライフコース展望と性別役割意識
【事後学修】　テキスト② 9 章の復習

第26回 【事前学修】　テキスト② 10 章の予習
【授業内容】　性別役割意識の変容（2）：性別役割意識の世代間伝達
【事後学修】　テキスト② 10 章の復習

第27回 【事前学修】　テキスト② 11 章の予習
【授業内容】　相談ネット①ワークが進路選択におよぼす影響（1）：相談ネット①ワークの範囲と多様性
【事後学修】　テキスト② 11 章の復習

第28回 【事前学修】　テキスト② 12 章の予習
【授業内容】　相談ネットワークが進路選択におよぼす影響（2）：相談ネット①ワークと進路選択
【事後学修】　テキスト② 12 章の復習

第29回 【事前学修】　テキスト② 13 章の予習
【授業内容】　社会意識の動態（1）：満足感・不公正感の動態
【事後学修】　テキスト② 13 章の復習

第30回 【事前学修】　テキスト② 14 章の予習
【授業内容】　社会意識の動態（2）：学歴社会イメージの動態
【事後学修】　テキスト② 14 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート10回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会統計学特論。

■テキスト■テキスト

①片瀬一男ほか『社会統計学アドバンスト』ミネルヴァ書房
②海野道郎・片瀬一男編『〈失われた時代〉の高校生の意識』有斐閣。

■参考文献■参考文献

片瀬一男『夢の行方』東北大学出版会。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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原　義彦

社会教育学特論
Special Topics in Adult Education

■テーマ■テーマ

社会教育・生涯学習のシステム論的考察と研究方法

■講義内容■講義内容

生涯学習社会における社会教育、学校教育、家庭教育の現状と課題についてシステム論的に考究することで、生涯学習社
会に果たすそれぞれの教育の役割、関係性を理解する。また、生涯学習のシステム論的考察の手立てとして、生涯学習研
究の理論と方法を習得する。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①社会教育、学校教育、家庭教育がどのよう関係しているかについて、自分なりの説明ができる。
②研究課題の解明につながる適切な質問紙を作成できるようになる。
③自身の研究課題について、研究の構想、研究対象と研究方法を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標や進め方等についてよく理解しておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　達成目標や進め方等を再度確認する。

第２回 【事前学修】　国内外の生涯教育進展の歴史を概観してくる。
【授業内容】　生涯学習社会の構築とその背景
【事後学修】　日本において生涯学習社会を構築するときの課題を整理する。

第３回 【事前学修】　生涯学習、社会教育の基本用語について調べてくる。
【授業内容】　生涯学習社会における社会教育、学校教育、家庭教育
【事後学修】　社会教育とは何か、学校教育とは何かについて、自分なりに説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　学校教育における地域との関わりを示す答申、学習指導要領等を読んでくる。
【授業内容】　学校教育における地域との連携、融合、協働
【事後学修】　社会教育施設と学校でどのような協働活動が可能を検討する。

第５回 【事前学修】　社会教育、学校教育、社会教育がどのような関係にあるかについて図式を作成してくる。
【授業内容】　社会教育、学校教育、社会教育の関係性（発表と討議）
【事後学修】　発表を聞いて、自身の関係性の捉え方について再検討する。

第６回 【事前学修】　児童生徒の学力・学習状況調査の近年のデータから見える課題を考えてくる。
【授業内容】　学力と学校、家庭、地域の関係
【事後学修】　子どもの学力と大人の学力（成人力）を高めるため必要なことを考察する。

第７回 【事前学修】　身近な地域にある社会教育施設・学習施設の現状を調べてくる。
【授業内容】　地域の社会教育施設・学習施設
【事後学修】　個人の自立と地域形成に果たす社会教育施設のあり方を考察する。

第８回 【事前学修】　デンマークの教育制度について調べてくる。
【授業内容】　海外の生涯学習事情
【事後学修】　授業で取り上げた以外の国の学校教育、成人教育の制度を調べる。

第９回 【事前学修】　学部の卒業研究をどのように進めてきたかについてまとめてくる。
【授業内容】　社会教育学、生涯学習学研究の視点と方法、研究論文とは何か
【事後学修】　自分自身の研究テーマの研究方法は何かを吟味する。

第10回 【事前学修】　研究論文を読むときの留意点をまとめてくる。
【授業内容】　論文作成と問題解決の技法
【事後学修】　授業で取り上げた問題解決技法を活用して、研究論文を読む。

第11回 【事前学修】　教育研究で使われる多変量解析等には何があるか調べてくる。
【授業内容】　社会調査の理論と方法、教育調査の統計的な分析手法
【事後学修】　自身の研究課題で必要な分析手法、活用が可能な分析手法は何かを検討する。

第12回 【事前学修】　発表者は、発表内容についてのレジュメを作成する。発表者以外は、発表テーマに関する内容に
ついて質問を考えてくる。
【授業内容】　研究課題と研究方法1（発表と討議）
【事後学修】　発表を通じて、自分自身の研究構想に改善点がないか検討する。

第13回 【事前学修】　発表者は、発表内容についてのレジュメを作成する。発表者以外は、発表テーマに関する内容に
ついて質問を考えてくる。
【授業内容】　研究課題と研究方法2（発表と討議）
【事後学修】　発表を通じて、自分自身の研究構想に改善点がないか検討する。

第14回 【事前学修】　発表者は、発表内容についてのレジュメを作成する。発表者以外は、発表テーマに関する内容に
ついて質問を考えてくる。
【授業内容】　研究課題と研究方法3（発表と討議）
【事後学修】　発表を通じて、自分自身の研究構想に改善点がないか検討する。

第15回 【事前学修】　授業を振り返り授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　社会教育学、生涯学習学の研究課題と動向、学習成果の確認
【事後学修】　期日までに教育の関係性に関するレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内での発表（50％）、授業内の討議・発言（50%）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

国や自治体の生涯学習、社会教育施策に関するニュースを欠かさずにチェックする。事前に配付される資料を熟読する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用します。なお、シュネーダー館の研究室（9階）、ま
たは生涯学習実習室（11階）に在室時は、質問、相談等に対応します。
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原　義彦

人間情報学演習Ⅰ（社会教育学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

生涯学習研究・生涯学習実践の課題

■講義内容■講義内容

学会誌に掲載された論文を手がかりに、生涯学習研究・生涯学習実践の方法と課題について検討する。主として受講生に
よる報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①生涯学習研究の動向を説明できる。
②生涯学習の方法と実践上の課題について説明できる。
③生涯学習の研究と実践のかかわりについて自分の考えをもつ。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標や進め方等についてよく理解しておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　達成目標や進め方等を再度確認する。担当する論文のレジュメを作成する。

第２回 【事前学修】　自分が担当する論文のレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　総論
【事後学修】　生涯学習研究の全体的な動向を自分なりに整理する。

第３回 【事前学修】　「生涯学習社会における教育・学習施設の機能」に関する資料、および担当者のレジュメを読
み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習社会における教育機能
【事後学修】　「生涯学習社会における教育・学習施設の機能」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等
について吟味する。

第４回 【事前学修】　「生涯学習の学習内容」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてく
る。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習の学習内容
【事後学修】　「生涯学習の学習内容」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味する。

第５回 【事前学修】　「情報化の進展と生涯学習の方法」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見
を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　情報化の進展と生涯学習の方法
【事後学修】　「情報化の進展と生涯学習の方法」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味
する。

第６回 【事前学修】　第 3 回～第 5 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　小総括
【事後学修】　討議を通じて、少子高齢化、地方分権、DXの時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分
なりに整理し確認する。

第７回 【事前学修】　「生涯学習に関する比較研究」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考
えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習に関する比較研究 
【事後学修】　「生涯学習に関する比較研究」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味す
る。

第８回 【事前学修】　「生涯学習における調査枠組みの構築手法」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質
問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習における調査枠組みの構築手法
【事後学修】　「生涯学習における調査枠組みの構築手法」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等につ
いて吟味する。

第９回 【事前学修】「日本における生涯学習の研究と教育」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意
見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　日本における生涯学習の研究と教育
【事後学修】　「日本における生涯学習の研究と教育」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について
吟味する。

第10回 【事前学修】　第 7 回～第 9 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　小総括
【事後学修】　討議を通じて、グローバル化、地方分権、社会的包摂の時代における生涯学習の方法と実践上の
課題を自分なりに整理し確認する。

第11回 【事前学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―歴史研究の側面から―」に関する資料、および担当者のレ
ジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習研究と実践とのかかわり ―歴史研究の側面から―
【事後学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―歴史研究の側面から―」の資料を批判的に読み返し、研究
方法・課題等について吟味する。

第12回 【事前学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―研究と実践の相互関係―」に関する資料、および担当者の
レジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習研究と実践とのかかわり ―研究と実践の相互関係―
【事後学修】　「生涯学習研究と実践とのかかわり ―研究と実践の相互関係―」の資料を批判的に読み返し、研
究方法・課題等について吟味する。
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第13回 【事前学修】　「生涯学習成果の評価・認証」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考
えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題　生涯学習成果の評価・認証
【事後学修】　「生涯学習成果の評価・認証」の資料を批判的に読み返し、研究方法・課題等について吟味す
る。

第14回 【事前学修】　第 3 回～第 13 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　生涯学習研究の課題をめぐって
【事後学修】　討議を通じて、地方創生、多様化の時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分なりに整
理し確認する。

第15回 【事前学修】　前期授業を振り返り、授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　学習成果の確認
【事後学修】　「生涯学習の研究課題」に関するレポートを所定の記述までに完成させる。

第16回 【事前学修】　自分が担当する論文のレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　総論
【事後学修】　「教育改革の時代における生涯学習研究の課題」に関する資料を批判的に読み返し、実践研究の
課題について自分なりに整理する。

第17回 【事前学修】　資料（「教育改革の時代における生涯学習研究の課題」）および担当者のレジュメを読み、質
問・意見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における生涯学習研究の課題
【事後学修】　「教育改革の時代における生涯学習実践の課題」を批判的に読み返し、生涯学習実践の課題につ
いて自分なりに整理する。

第18回 【事前学修】　「教育改革の時代における生涯学習研究の実践」に関する資料、および担当者のレジュメを読
み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における生涯学習実践の課題
【事後学修】　「教育改革の時代における生涯学習研究の実践」の資料を批判的に読み返し、生涯学習実践研究
の方法と実践上の課題について自分なりに整理する。

第19回 【事前学修】　資料（「教育改革の時代における家庭教育の課題」）および担当者のレジュメを読み、質問・意
見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における家庭教育の課題
【事後学修】　討議を通じて、変革の時代における家庭教育とその支援の実践上の課題を自分なりに整理し確認
する。

第20回 【事前学修】　第 17 回～第 19 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　小総括
【事後学修】　「教育改革の時代における社会教育行政改革」を批判的に読み返し、社会教育行政改革の方法と
実践上の課題について自分なりに整理する。

第21回 【事前学修】　資料（「教育改革の時代における社会教育行政改革」）および担当者のレジュメを読み、質問・
意見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育改革の時代における社会教育行政改革
【事後学修】　「教育委員会制度の課題と方向」を批判的に読み返し、教育委員会制度の課題について自分なり
に整理する。

第22回 【事前学修】　「教育委員会制度の改革」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えて
くる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　教育委員会制度の課題と方向
【事後学修】　「地方分権化と生涯学習」を批判的に読み返し、地方分権化における生涯学習の課題について自
分なりに整理する。

第23回 【事前学修】　「地方分権化と生涯学習」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えて
くる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　地方創生と生涯学習
【事後学修】　討議を通じて、連携・協働の時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分なりに整理し確
認する。

第24回 【事前学修】　第 21 回～第 23 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　小総括
【事後学修】　「教育改革と生涯学習社会の構築」に関する資料を批判的に読み返し、生涯学習の視点から見た
学校教育改革の方法と課題について自分なりに整理する。

第25回 【事前学修「生涯学習社会と学校改革」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてく
る。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　生涯学習社会と学校改革
【事後学修】　「生涯学習と大学システム問題」を批判的に読み返し、生涯学習の視点から見た大学システムの
課題について自分なりに整理する。

第26回 【事前学修】　「生涯学習支援と大学」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてく
る。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　生涯学習支援と大学
【事後学修】　「生涯学習支援と大学ネットワーク」を批判的に読み返し、生涯学習の視点から見た大学ネット
ワーク構築の方法と課題について自分なりに整理する。

第27回 【事前学修】　「生涯学習支援と大学ネットワーク」に関する資料、および担当者のレジュメを読み、質問・意
見を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　生涯学習支援と大学ネットワーク
【事後学修】　討議を通じて、連携・協働の時代における生涯学習の方法と実践上の課題を自分なりに整理し確
認する。

第28回 【事前学修】　第 25 回～第 27 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　教育改革と生涯学習社会の構築　小総括
【事後学修】　これまでの授業を踏まえ、連携・協働による生涯学習支援の方法と実践上の課題についてまとめ
る。
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第29回 【事前学修】　生涯学習の研究と実践のかかわりについて考えてくる。
【授業内容】　生涯学習の研究と実践のかかわりについて
【事後学修】　討議を踏まえ、生涯学習の研究と実践のかかわりについて自分なりに整理し確認する。

第30回 【事前学修】　授業を振り返り授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　学習成果の確認
【事後学修】　「生涯学習研究・生涯学習実践の課題」に関するレポートを所定の記述までに完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

2回のレポート（60%）、授業への参加の状況（40%）。観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に公表する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①様々な領域の研究方法に関する文献をふだんから読んでおく。
②生涯学習支援に関するニュースを毎日チェックする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会教育学特論

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用します。また、担当教員のアドレスをmanabaに公開し
ます。なお、シュネーダー館の研究室（9階）、または生涯学習実習室（11階）に在室時は、質問、相談等に対応します。
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原　義彦

人間情報学演習Ⅱ（社会教育学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

家庭・地域と学校の連携・協働による教育活動の検討

■講義内容■講義内容

基本文献と全国各地で行われている実践事例を手がかりに、家庭・地域と学校の連携・協働による教育活動の動向、課題
等について検討する。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①家庭・地域と学校の協働による教育活動の動向を説明できる。
②家庭・地域と学校の協働が成立するための条件について自分の考えを文章に表すことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読み、達成目標や進め方等についてよく理解しておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　達成目標や進め方等を再度確認する。担当する論文のレジュメを作成する。

第２回 【事前学修】　自分が担当する資料のレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動　総論
【事後学修】　授業を振り返り、家庭・地域と学校の協働による教育活動の全体像をイメージする。

第３回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の施策の動向・課題に関する資料および担当者のレジュ
メを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動施策の動向・課題
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第４回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の研究の動向・課題に関する資料および担当者のレジュ
メを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動研究の動向・課題
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働による教育活動の研究の動向・課題を自分なりに整理する。

第５回 【事前学修】　学社連携・融合に関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　学社連携・融合
【事後学修】　学社連携・融合に関する施策と研究の動向・課題を自分なりに整理する。

第６回 【事前学修】　第 3 回～第 5 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 3 ～ 5 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、家庭・地域と学校の協働による教育活動にかかわる動向・課題を自分なりに整理
し確認する。

第７回 【事前学修】　自分が担当する資料のレジュメを作成し持参する。学習支援ネットワークの形成に関する資料お
よび担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　学習支援ネットワークの形成
【事後学修】　学習支援ネットワークの形成に関する資料を読み返し、施策と研究の動向・課題を自分なりに整
理する。

第８回 【事前学修】　地域課題の解決とコーディネートに関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考
えてくる。
【授業内容】　地域課題の解決とコーディネート
【事後学修】　地域課題の解決とコーディネートに関する資料を読み返し、施策と研究の動向・課題を自分なり
に整理する。

第９回 【事前学修】　新しい公共性とソーシャルキャピタルに関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見
を考えてくる。
【授業内容】　新しい公共性とソーシャルキャピタル
【事後学修】　新しい公共性とソーシャルキャピタルに関する資料を読み返し、施策と研究の動向・課題を自分
なりに整理する。

第10回 【事前学修】　第 7 回～第 9 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 7 ～ 9 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、家庭・地域と学校の協働による教育活動にかかわる動向・課題を自分なりに整理
し確認する。

第11回 【事前学修】　自分が担当する資料のレジュメを作成し持参する。家庭・地域と学校の協働における学校・教員
の役割に関する資料および担当者のレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働における学校・教員の役割
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働における学校・教員の役割に関する資料を読み返し、施策と研究の動
向・課題を自分なりに整理する。

第12回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働における社会教育主事の役割に関する資料および担当者のレジュメを読
み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働における社会教育主事の役割
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働における社会教育主事の役割に関する資料を読み返し、施策と研究の動
向・課題を自分なりに整理する。

第13回 【事前学修】　家庭・地域と学校の協働におけるNPO・ボランティアの役割に関する資料および担当者のレジュメ
を読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働におけるNPO・ボランティアの役割
【事後学修】　家庭・地域と学校の協働におけるNPO・ボランティアの役割に関する資料を読み返し、施策と研究
の動向・課題を自分なりに整理する。
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第14回 【事前学修】　第 11 ～ 13 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 11 ～ 13 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、家庭・地域と学校の協働による教育活動にかかわる動向・課題を自分なりに整理
し確認する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　第 1 ～ 14 回のまとめと学習成果の確認
【事後学修】　「生涯学習の研究課題」に関するレポートを所定の期日までに完成させる。

第16回 【事前学修】　自分が興味を持った都道府県の実践事例の資料およびレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　事例研究　学校と地域の協働による教育活動推進事業　総論
【事後学修】　授業を振り返り、実践事例を批判的に検討する際のポイント等を整理する。

第17回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　都道府県の学校と地域の協働による教育活動推進事業１
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第18回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　都道府県の学校と地域の協働による教育活動推進事業２
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第19回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　都道府県の学校と地域の協働による教育活動推進事業３
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第20回 【事前学修】　第 17 ～ 19 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。自分が興味を持った市町村の
実践事例の資料およびレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　第 17 ～ 19 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、県レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理し確認する。

第21回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　市町村の学校と地域の協働による教育活動推進事業１
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第22回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　市町村の学校と地域の協働による教育活動推進事業２
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第23回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　事例研究　市町村の学校と地域の協働による教育活動推進事業３
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第24回 【事前学修】　第 21 ～ 23 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。自分が興味を持った宮城県内
の実践事例の資料およびレジュメを作成し持参する。
【授業内容】　第 21 ～ 23 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、市町村レベルの施策の動向・課題を自分なりに整理し確認する。

第25回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　宮城県内の事例研究　志教育（宮城県）と自分づくり教育（仙台市） 
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第26回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　宮城県内の事例研究　学校支援地域本部事業と放課後子ども教室事業
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第27回 【事前学修】　当日の発表者の資料およびレジュメを読み、質問・意見を考えてくる。
【授業内容】　宮城県内の事例研究　嘱託社会教育主事制度（仙台市）
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理する。

第28回 【事前学修】　第 25 回 ～ 第 27 回の授業を振り返り、疑問点や討議題を考えてくる。
【授業内容】　第 25 ～ 27 回小総括
【事後学修】　討議を踏まえ、宮城県内の施策の動向・課題を自分なりに整理し確認する。

第29回 【事前学修】　実践事例を通して浮かび上がってきた家庭・地域と学校の協働に関する課題について考えてく
る。
【授業内容】　家庭・地域と学校の協働による教育活動をめぐって
【事後学修】　実践事例に関する資料を読み返し、自治体が展開する施策の動向・課題を自分なりに整理し確認
する。

第30回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り、授業を通して得られた学習の成果を整理してくる。
【授業内容】　第 16 ～ 29 回のまとめと学習成果の確認
【事後学修】　「家庭・地域と学校の協働による教育活動実践の動向・課題」に関するレポートを所定の期日ま
でに完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

2回のレポート（60%）、授業への参加の状況（40％）。観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に公表する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

家庭・学校・地域の連携・協働に関する教育実践のニュースを欠かさずチェックする。事前に配付される資料を熟読す
る。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会教育学特論、人間情報学演習（社会教育学特論）

■テキスト■テキスト

なし

■参考文献■参考文献

随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導コレクションを使用します。また、担当教員のアドレスをmanabaに公開し
ます。なお、シュネーダー館の研究室（9階）、または生涯学習実習室（11階）に在室時は、質問、相談等に対応します。
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片瀬　一男

教育社会学特論
Special Topics in Educational Sociology

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムの制御に関する研究

■講義内容■講義内容

現代社会の構造変動、特に高度情報社会の進展とそれに伴う人間関係や意識、制度的規制のあり方を新しい社会情報シス
テムの導入との関連において、実証的・理論的に考究する。特に情報リテラシー、情報公開、個人情報保護などの情報規
範意識、生活の質の確保といった課題について、現実の地域社会における行政施策や住民ニーズに関連づけながら体系的
なアプローチを展開する。

■達成目標■達成目標

履修者が教育社会学の理論を理解し、それを用いて現代の教育問題を考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　はじめに：講義のねらい
【事後学修】　テキスト 1 章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　学校化社会へのアプローチ
【事後学修】　テキスト 2 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　社会化とアイデンティティ
【事後学修】　テキスト 3 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　教育と社会階層
【事後学修】　テキスト 4 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　ジェンダーと教育
【事後学修】　テキスト 5 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　変貌する中等教育
【事後学修】　テキスト 6 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　変貌する高等教育
【事後学修】　テキスト 7 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　大学院教育の展開
【事後学修】　テキスト 8 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　文化としての学習
【事後学修】　テキスト 9 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　「教育困難」と教師の実践
【事後学修】　テキスト 10 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　メディアと青少年
【事後学修】　テキスト 11 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　逸脱と少年非行
【事後学修】　テキスト 12 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　制度としての教育・組織としての学校
【事後学修】　テキスト 13 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　教育社会学の研究方法
【事後学修】　テキスト 14 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　講義のまとめ：教育社会学研究の展望
【事後学修】　テキスト 15 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小論文２回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前にテキスト資料を精読し、担当者はレジュメを作成してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

近藤博之・岩井八郎編『現代教育社会学』有斐閣。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅰ（教育社会学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

学歴をキーワードに教育社会学の基礎を学ぶ

■講義内容■講義内容

教育社会学の基礎的な文献を読むことによって、教育の社会学的研究の基礎知識を身につける。そして、「格差」や「二
極化」が叫ばれる現代日本の状況を踏まえ、それを生み出すメカニズムとしての「学歴」の効用や、その取得をめぐる
「受験競争」の実態を明らかにする 90 年代以降の諸論考を精選。教育と社会的地位との関連をめぐる混迷や閉塞を解
き、理解できるようになる。

■達成目標■達成目標

履修者が教育社会学の理論を理解し、それを用いて現代の教育問題を考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト序章の予習
【授業内容】　選抜・競争と社会変動の導入
【事後学修】　テキスト序章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　社会階層と進路形成の変容
【事後学修】　テキスト 1 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　現代社会で求められる『能力』
【事後学修】　テキスト 2 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　選抜・競争と社会変動のまとめ
【事後学修】　テキスト 3 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　学歴取得の機会と学歴によるキャリアへの影響の導入
【事後学修】　テキスト 4 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　教育と社会移動の趨勢
【事後学修】　テキスト 5 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　高度成長期以降の学歴・キャリア・所得
【事後学修】　テキスト 6 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　会社のなかの学歴社会
【事後学修】　テキスト 7 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　大衆教育社会のなかの階層意識
【事後学修】　テキスト 8 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　就職と選抜
【事後学修】　テキスト 9 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　学歴取得の機会と学歴によるキャリアへの影響のまとめ
【事後学修】　テキスト 10 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　学校から職業への移行の導入
【事後学修】　テキスト 11 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　地位達成過程と社会構造　制度的連結理論の批判的再検討
【事後学修】　テキスト 12 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　学校と職業社会の接続
【事後学修】　テキスト 13 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　増加するフリーター経由の移行
【事後学修】　テキスト 14 章の復習

第16回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　大学教育と職業への移行
【事後学修】　テキスト 15 章の復習

第17回 【事前学修】　テキスト 16 章の予習
【授業内容】　学校から職業への移行のまとめ
【事後学修】　テキスト 16 章の復習

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1350 -



第18回 【事前学修】　テキスト 17 章の予習
【授業内容】　競争意識の変化の導入
【事後学修】　テキスト 17 章の復習

第19回 【事前学修】　テキスト 18 章の予習
【授業内容】　〈自信〉の構造―セルフ・エスティームと教育における不平等
【事後学修】　テキスト 18 章の復習

第20回 【事前学修】　テキスト 19 章の予習
【授業内容】　職業観と学校生活感―若者の『まじめ』は崩壊したか
【事後学修】　テキスト 19 章の復習

第21回 【事前学修】　テキスト 20 章の予習
【授業内容】　教育アスピレーションの変容
【事後学修】　テキスト 20 章の復習

第22回 【事前学修】　テキスト 21 章の予習
【授業内容】　現代高校生の学習意欲と進路希望の形成
【事後学修】　テキスト 21 章の復習

第23回 【事前学修】　テキスト 22 章の予習
【授業内容】　競争意識の変化のまとめ
【事後学修】　テキスト 22 章の復習

第24回 【事前学修】　テキスト 23 章の予習
【授業内容】　競争と選抜の国際比較の導入
【事後学修】　テキスト 23 章の復習

第25回 【事前学修】　テキスト 24 章の予習
【授業内容】　学歴取得と学歴効用の国際比較
【事後学修】　テキスト 24 章の復習

第26回 【事前学修】　テキスト 25 章の予習
【授業内容】　教育アスピレーションの加熱・冷却
【事後学修】　テキスト 25 章の復習

第27回 【事前学修】　テキスト 26 章の予習
【授業内容】　高校教育における日本とシンガポールのメリトクラシー
【事後学修】　テキスト 26 章の復習

第28回 【事前学修】　テキスト 27 章の予習
【授業内容】　教育改革と学校文化―システム外的要因による変化
【事後学修】　テキスト 27 章の復習

第29回 【事前学修】　テキスト 28 章の予習
【授業内容】　競争と選抜の国際比較のまとめ
【事後学修】　テキスト 28 章の復習

第30回 【事前学修】　テキスト 29 章の予習
【授業内容】　演習のまとめ：教育社会学研究の展望
【事後学修】　テキスト 29 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小論文（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前にテキスト資料を精読し、担当者はレジュメを作成してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

岩井八郎・近藤博之『現代教育社会学』有斐閣。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男

人間情報学演習Ⅱ（教育社会学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

高等教育の社会学的研究の基礎を学ぶ

■講義内容■講義内容

高等教育における市場化、学力評価システムの日米比較、大学と地域・企業の産学連携、大学評価の研究と実践、法人と
しての大学経営など高等教育の問題をめぐるリーディングスをよみ、高等教育の社会学的研究の意義をさぐる。

■達成目標■達成目標

高等教育に関する教育社会学の代表的な文献を集めたリーディングスを読解することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト序章の予習
【授業内容】　高等教育システムへの導入
【事後学修】　テキスト序章の復習

第２回 【事前学修】　テキスト 1 章の予習
【授業内容】　大学組織の変容と質的保証に関する考察
【事後学修】　テキスト 1 章の復習

第３回 【事前学修】　テキスト 2 章の予習
【授業内容】　高等教育における市場化─国際比較からみた日本
【事後学修】　テキスト 2 章の復習

第４回 【事前学修】　テキスト 3 章の予習
【授業内容】　グローバル化する e ラーニング─市場原理と国家の交錯
【事後学修】　テキスト 3 章の復習

第５回 【事前学修】　テキスト 4 章の予習
【授業内容】　高等教育機会の格差と是正政策
【事後学修】　テキスト 4 章の復習

第６回 【事前学修】　テキスト 5 章の予習
【授業内容】　高等教育システムのまとめ
【事後学修】　テキスト 5 章の復習

第７回 【事前学修】　テキスト 6 章の予習
【授業内容】　大学教育への導入
【事後学修】　テキスト 6 章の復習

第８回 【事前学修】　テキスト 7 章の予習
【授業内容】　初年次教育とその評価
【事後学修】　テキスト 7 章の復習

第９回 【事前学修】　テキスト 8 章の予習
【授業内容】　学生のエンゲージメントと大学教育のアウトカム
【事後学修】　テキスト 8 章の復習

第10回 【事前学修】　テキスト 9 章の予習
【授業内容】　大学新卒者採用における面接評価の構造
【事後学修】　テキスト 9 章の復習

第11回 【事前学修】　テキスト 10 章の予習
【授業内容】　評価以前の研究
【事後学修】　テキスト 10 章の復習

第12回 【事前学修】　テキスト 11 章の予習
【授業内容】　知識社会における大学教育と職業
【事後学修】　テキスト 11 章の復習

第13回 【事前学修】　テキスト 12 章の予習
【授業内容】　学力評価システムの日米比較
【事後学修】　テキスト 12 章の復習

第14回 【事前学修】　テキスト 13 章の予習
【授業内容】　大学教育のまとめ
【事後学修】　テキスト 13 章の復習

第15回 【事前学修】　テキスト 14 章の予習
【授業内容】　研究と社会貢献への導入
【事後学修】　テキスト 14 章の復習

第16回 【事前学修】　テキスト 15 章の予習
【授業内容】　近代日本における『フンボルトの理念』─福田徳三とその時代
【事後学修】　テキスト 15 章の復習

第17回 【事前学修】　テキスト 16 章の予習
【授業内容】　フンボルト理念とは神話だったのか
【事後学修】　テキスト 16 章の復習

第18回 【事前学修】　テキスト 17 章の予習
【授業内容】　高等教育改革と大学教授職
【事後学修】　テキスト 17 章の復習
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第19回 【事前学修】　テキスト 18 章の予習
【授業内容】　日本の研究パフォーマンスと研究実施構造の変遷
【事後学修】　テキスト 18 章の復習

第20回 【事前学修】　テキスト 19 章の予習
【授業内容】　大学と地域社会に関する研究動向と課題
【事後学修】　テキスト 19 章の復習

第21回 【事前学修】　テキスト 20 章の予習
【授業内容】　イノベーション政策と産学連携
【事後学修】　テキスト 20 章の復習

第22回 【事前学修】　テキスト 21 章の予習
【授業内容】　研究と社会貢献のまとめ
【事後学修】　テキスト 21 章の復習

第23回 【事前学修】　テキスト 22 章の予習
【授業内容】　大学評価・大学経営への導入
【事後学修】　テキスト 22 章の復習

第24回 【事前学修】　テキスト 23 章の予習
【授業内容】　国際的通用力を持つ大学評価システムの構築
【事後学修】　テキスト 23 章の復習

第25回 【事前学修】　テキスト 24 章の予習
【授業内容】　大学評価の研究と実践の 10 年
【事後学修】　テキスト 24 章の復習

第26回 【事前学修】　テキスト 25 章の予習
【授業内容】　大学アドミニストレーターの役割と養成
【事後学修】　テキスト 25 章の復習

第27回 【事前学修】　テキスト 26 章の予習
【授業内容】　今後日本でも重視される『IR 部門』の役割
【事後学修】　テキスト 26 章の復習

第28回 【事前学修】　テキスト 27 章の予習
【授業内容】　学校法人活性化・再生研究会　最終報告ポイント
【事後学修】　テキスト 27 章の復習

第29回 【事前学修】　テキスト 28 章の予習
【授業内容】　国立大学の『選択と集中』
【事後学修】　テキスト 28 章の復習

第30回 【事前学修】　テキスト 29 章の予習
【授業内容】　大学評価・大学経営のまとめ
【事後学修】　テキスト 29 章の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート４回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高等教育に関する知識が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

教育社会学特論。

■テキスト■テキスト

塚原修一編『リーディングス　日本の教育と社会　第 12 巻　高等教育』。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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柳井　雅也

地域政策論特講
Special Lectures on Regional Policy

■テーマ■テーマ

グローバルプレッシャー下の地域の産業、地域政策

■講義内容■講義内容

世界経済の動向を踏まえながら、主要産業部門の産業構造と世界的な立地を、産業特性と立地条件を踏まえながら明らか
にしていく。このことによって、立地適地及び不適地における地域政策の課題を明らかにしていく。取り上げる産業は、
自動車、電機、化学、情報産業である。これらの産業構造と立地はリーディングインダストリーとして、世界経済や日本
経済の主導的地位にある。これらの分析を通じて地域政策の考え方、競争戦略上の課題、地域に及ぼす影響を考えてい
く。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

各産業の立地特性や地域経済の産業構成が分かるようになる。また、国や地域の産業競争の実態が分かるようになる。地
域政策の課題が、単に地域の「誘致したい産業」と「実際に、誘致可能」な産業との間にギャップがあることが分かるよ
うになる。また。地域政策はその時の解決策のみならず未来を先取りした戦略であることも理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　世界貿易の最新と 10 年前のデータ比較を統計資料を使って読み取り報告する。
【授業内容】　世界の経済構造のフレーム
【事後学修】　日本の海外進出企業の大陸別進出数と投資額を調べて提出する。

第２回 【事前学修】　自動車産業の世界ランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　自動車産業の世界競争
【事後学修】　ベンツの工場立地場所（ドイツ）を調べて立地理由を考察して提出。

第３回 【事前学修】　日本の自動車産業のランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　日本の自動車産業の構造と立地
【事後学修】　トヨタ自動車の工場立地とその理由を考察して提出。

第４回 【事前学修】　トヨタおよび関連産業の宮城県内の立地について調べては発表する。
【授業内容】　自動車産業の振興政策と地域政策（宮城県の実態）
【事後学修】　宮城県の自動車産業関連企業のリストを作成して提出。

第５回 【事前学修】　電機産業の世界ランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　電機産業の世界競争
【事後学修】　世界の電機企業（1 社）の事業展開について調べて次回の授業時に発表する。

第６回 【事前学修】　日本の電機産業のランキングを最新と 10 年前を比較して変化を報告する。
【授業内容】　日本の電機産業の構造と立地
【事後学修】　日本の電機企業 （1 社 ） の事業展開について調べて次回の授業時に発表する。

第７回 【事前学修】　シャープの液晶事業の経緯を調べて発表する。
【授業内容】　電機産業の衰退と地域政策（関西地域の家電産業）
【事後学修】　工業統計（1990 ～ 2015 年　5 年ごと）を調べて日本の電機産業の衰退状況を調べて提出。

第８回 【事前学修】　化学産業の世界動向をネットで調べて報告する。
【授業内容】　化学産業の世界競争
【事後学修】　ヘキスト社の企業分析と工場立地を調べて提出する。

第９回 【事前学修】　日本の化学産業の業界構造をネットで調べて報告する。
【授業内容】　日本の化学産業の構造と立地
【事後学修】　三菱化学の企業分析と工場立地を調べて提出する。

第10回 【事前学修】　日本の化学産業の地域政策についてネットで調べて報告する。
【授業内容】　化学産業の設備集約と地域政策
【事後学修】　日本の化学工場（1 社）の立地を資本系列別（10 年前と最新を比較）に確認して、その理由を整
理して提出。

第11回 【事前学修】　世界の情報産業のランキングをジャンル別に調べて報告する。
【授業内容】　情報産業の成長と世界競争
【事後学修】　マイクロソフトとグーグルの販売構成比を比較してその違いを提出。

第12回 【事前学修】　日本の情報産業のランキングをジャンル別に調べて報告する。
【授業内容】　日本の情報産業の構造と立地
【事後学修】　日本の情報産業（1 社）の企業構造と立地を調べて提出。

第13回 【事前学修】　地域産業政策の定義について調べて報告する。
【授業内容】　地域産業政策とは何か
【事後学修】　テクノポリス政策について調べて提出する。

第14回 【事前学修】　産業立地政策の事例を調べて報告する。
【授業内容】　産業立地と地域政策
【事後学修】　産業クラスター政策について調べて提出する。

第15回 【事前学修】　産業クラスター政策について調べて報告する。
【授業内容】　地域政策の新たな展開
【事後学修】　授業の後半で、これまでで最も興味があったテーマについて報告し討論する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

事前学習20％、事後学30％、発表内容50％。授業目標の達成度の視点から総合的に判断する。評価基準はルーブリックの
形で授業中に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

産業特性の把握を行う為、新聞記事の検索をして発表するための準備をすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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柳井　雅也

人間情報学演習Ⅰ（地域政策論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

産業集積の経済地理学的研究

■講義内容■講義内容

産業集積論の経済地理学的研究について、マーシャル、ヴェーバーなどを俎上に検討していく。具体的には、サード・イ
タリィ、シリコンバレー等、産業集積地域を事例にその理論の適用可能性と課題を探っていきたい。また、日本の産業集
積の特質と課題も同時に明らかにしていく。

■達成目標■達成目標

産業集積について、理論、世界分布とその分析が分かるようになる。これによって、最新の理論を修得するだけでなく、
多様な観点から産業集積地域を考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　企業城下町：門真市の松下本社の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　なぜ産業集積なのか
【事後学修】　産業集積の考え方を整理しておくこと。

第２回 【事前学修】　企業城下町：日立市の松下本社の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　シリコンバレーの位置と概要
【事後学修】　シリコンバレーの企業（大規模企業１社）と起業の経緯と成長の過程を調べておくこと。

第３回 【事前学修】　企業城下町：鯖江市の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　シリコンバレーの発展
【事後学修】　シリコンバレーの企業（中規模企業１社）と起業の経緯と成長の過程を調べておくこと。

第４回 【事前学修】　企業城下町：亀山市のシャープ工場現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　シリコンバレーのダイナミズム
【事後学修】　シリコンバレーの企業（ベンチャー企業１社）と起業の経緯と成長の過程を調べておくこと。

第５回 【事前学修】　企業城下町：会津若松市の富士通工場の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「サード・イタリィ」とはなにか
【事後学修】　サード・イタリィの家具事例を調べて次回授業時に報告する。

第６回 【事前学修】　企業城下町：大衡村のトヨタ工場の現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャル的産業地区としての「サード・イタリィ」
【事後学修】　サード・イタリィの皮革製品の事例を調べて次回授業時に報告する。

第７回 【事前学修】　企業城下町：にかほ市の TDK 工場の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「産業地区」の動態
【事後学修】　サード・イタリィの家電製品の事例を調べて次回授業時に報告する。

第８回 【事前学修】　企業城下町：黒部市の YKK 工場現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「サード・イタリィ」の制度的特徴
【事後学修】　サード・イタリィの金具製品の事例を調べて次回授業時に報告する。

第９回 【事前学修】　企業城下町：小松市の小松製作所の工場の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャルの産業地域論（1）「産業地区」と産業風土
【事後学修】　マーシャルの産業集積地域に該当する事例 （ イギリス ） を調べて次回授業時に報告する。

第10回 【事前学修】　企業城下町：大津市の東レの現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャルの産業地域論（2）産業地域の理論的諸問題
【事後学修】　マーシャルの産業集積地域に該当する事例 （ ドイツ ） を調べて次回授業時に報告する。

第11回 【事前学修】　企業城下町：延岡市の旭化成の現在と過去をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　マーシャルの産業地域論（3）マーシャルの産業地域論の視野
【事後学修】　マーシャルの産業集積地域に該当する事例 （ 日本 ） を調べて次回授業時に報告する。

第12回 【事前学修】　北上市の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　ウェーバーの集積論
【事後学修】　ウェーバーの集積論に沿ってドイツの製鉄業について調べて次回授業時に報告する。

第13回 【事前学修】　米沢市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　フーヴァーの集積論
【事後学修】　フーバーの集積論に沿った産業立地について調べて次回授業時に報告する。

第14回 【事前学修】　坂城町の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　ウリーンの集積論
【事後学修】　ウリーンの集積論に沿った産業立地について調べて次回授業時に報告する。

第15回 【事前学修】　三条・燕市の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「新しい産業空間」のフレーム
【事後学修】　「新しい産業空間」の事例を新聞やネットで調べて次回授業時に報告する。

第16回 【事前学修】　東京都大田区の産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　「新しい産業空間」論における集積発生の説明
【事後学修】　「新しい産業空間」の事例を新聞やネットで調べて次回授業時に報告する。

第17回 【事前学修】　大阪府東大阪の機械系産業の集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表す
る。
【授業内容】　クルーグマンのフレーム
【事後学修】　クルーマンの考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。
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第18回 【事前学修】　桐生市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　中心・周辺モデル
【事後学修】　中心・周辺の考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。

第19回 【事前学修】　太田市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　産業の局地化に関するモデル
【事後学修】　産業の局地化の考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。

第20回 【事前学修】　諏訪市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　クルーグマン理論における問題点
【事後学修】　クルーグマンの考え方を示す事例（第 17 回以外で）をネットや新聞記事から探して次回授業時
に報告する。

第21回 【事前学修】　富士市の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　ポーターの競争優位論
【事後学修】　ポーターの考え方を示す事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報告する。

第22回 【事前学修】　京都市伏見区の産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　競争優位論の環境的諸条件
【事後学修】　ワイン産業事例を使って競争優位を説明し次回授業時に報告する。

第23回 【事前学修】　アメリカのシリコンバレーの産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表
する。
【授業内容】　競争優位と産業クラスター
【事後学修】　日本の電機産業事例を使って競争優位を説明し次回授業時に報告する。

第24回 【事前学修】　サードイタリィの産業集積についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　知的創造と場所
【事後学修】　民間ベンチャーの事例をネットや新聞から調べてその内容と課題を次回授業時に報告する。

第25回 【事前学修】　中国の経済特区についてその過去と現在をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　知識と情報
【事後学修】　大学発ベンチャーの事例をネットや新聞から調べてその内容と課題を次回授業時に報告する。

第26回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた企業城下町系を比較分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　暗黙知とコード化された知識のスパイラス的変換
【事後学修】　伝統産業の技術が先端産業の技術に応用されている事例をネットや新聞から調べてその内容と課
題を次回授業時に報告する。

第27回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた地場産業地域を業種別に分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　知識創造と空間的近接性
【事後学修】　シリコンバレーの事例を調べて次回授業時に報告する。

第28回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた産業地域を国別に分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　イノベーション・ミリューと学習する地域
【事後学修】　イノベーション・ミリューと学習する地域の事例をネットや新聞記事から探して次回授業時に報
告する。

第29回 【事前学修】　いままで事前学修をしてきた産業地域を業種別に分類してその差異と特徴を調べる。
【授業内容】　日本の産業集積の現状と課題
【事後学修】　日本の産業集積の現状と課題の事例を調べて次回授業時に報告する。

第30回 【事前学修】　前回の内容をマーシャルの産業地域論から整理して、その理論の普遍性と課題を報告する。
【授業内容】　日本の産業集積への理論的適用の意義と限界
【事後学修】　これまで一番興味のあったテーマを報告し討論を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

事前学習20％、事後学習30％、発表の内容50％。授業目標の達成度の視点から総合的に判断し、授業中に解説を行う。評
価基準はルーブリックの形で授業中に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、新聞記事のオンライン検索で関連する話題を提供してもらう。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

特になし。
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柳井　雅也

人間情報学演習Ⅱ（地域政策論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

空間的分業について

■講義内容■講義内容

Massey の空間分業論を検討しながら、現代日本の地域構造を検討していく。主にヨーロッパで検証された「構造アプロー
チ」の視点を検証して、日本での適用可能性を検討する。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

Massey の空間分業論を検討しながら、「構造アプローチ」の考え方を学ぶ。そのため、社会的関係や不均等発展の概念規
定について学びながら、現状分析の方法も習得できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地域にとって空間とは何かについて調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業における問題の所在
【事後学修】　空間とは何かについて経済地理学の視点から整理して次回の授業時に提出する。

第２回 【事前学修】　社会的諸関係の定義について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（1）論争
【事後学修】　社会的諸関係と空間組織について論争点を一覧図に整理して次回の授業時に提出する。

第３回 【事前学修】　資本の諸特徴について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（2）資本の諸特徴
【事後学修】　社会的諸関係について事例を探して次回授業時に報告する。

第４回 【事前学修】　社会構造と生産関係とは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（3）社会構造と生産関係
【事後学修】　社会的諸関係について社会構造と生産関係が見える事例を探して次回報告する。

第５回 【事前学修】　社会関係と空間組織を地理的考えるとは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（4）地理
【事後学修】　社会的諸関係について地理的にわかる事例を探して次回報告する。

第６回 【事前学修】　イタリアの事例をネットや新聞記事で調べて発表する。
【授業内容】　社会的諸関係と空間組織（5）イタリアにおける例証
【事後学修】　サード・イタリィの事例を調べて次回報告する。

第７回 【事前学修】　不均等発展の定義について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（1）アプローチ
【事後学修】　不均等発展を世界統計から調べて発表する。

第８回 【事前学修】　空間構造とは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（2）空間構造
【事後学修】　不均等発展の空間構造とは何かを事例的に調べて次回提出する。

第９回 【事前学修】　地理的不均等について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（3）地理的不均等
【事後学修】　地理的不均等の事例を調べて次回提出する。

第10回 【事前学修】　場所のユニークネスとは何かについて教科書を整理して発表する。
【授業内容】　不均等発展と空間構造（4）場所のユニークネス
【事後学修】　場所のユニークネスの事例を調べて次回報告する。

第11回 【事前学修】　イギリスの空間構造の変化の背景について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（1）背景
【事後学修】　イギリスの産業の特徴について調べて次回報告する。

第12回 【事前学修】　イギリスのエレクトロニクス産業の空間構造について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（2）エレクトロニクス
【事後学修】　イギリスのエレクトロニクスの特徴を事例的に調べて報告する。

第13回 【事前学修】　イギリスの衣服産業の空間構造について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（3）衣服産業
【事後学修】　イギリスの衣服産業の特徴を事例的に調べて報告する。

第14回 【事前学修】　イギリスのサービス業の空間構造について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　イギリスにおける空間構造の諸変化（4）サービス業
【事後学修】　イギリスのサービス業の特徴を事例的に調べて報告する。

第15回 【事前学修】　産業と地域の関係について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　地域への影響（1）ユニーク
【事後学修】　空間構造について地理的な図を論文などから調べて報告する。

第16回 【事前学修】　空間組織と空間構造による炭田地域での展開を調べて発表する。
【授業内容】　地域への影響（2）炭田地域
【事後学修】　今回の授業で取り上げた事例で炭田の特徴を調べて次回授業時に報告する。

第17回 【事前学修】　空間組織と空間構造による縁辺地域での展開を調べて発表する。
【授業内容】　地域への影響（3）縁辺地域
【事後学修】　縁辺地域の空間構造の特徴を示す事例を調べて次回授業時に報告する。

第18回 【事前学修】　雇用と地理の関係について教科書を調べて発表する。
【授業内容】　雇用の地理（1）空間構造と空間的分業
【事後学修】　教科書の事例地域の現在についてネットや新聞記事より調べて報告する。
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第19回 【事前学修】　政治と地理の関係について教科書を調べて発表する。
【授業内容】　雇用の地理（2）不均等発展と国家政治
【事後学修】　不均等発展と国家政治の現代的な事例をネットや新聞記事より調べて次回授業時に報告する。

第20回 【事前学修】　雇用の変化が地理的分布に与える影響を教科書を調べて発表する。
【授業内容】　雇用の地理（3）地理的変化
【事後学修】　不均等発展の変化のパターンについて整理して次回授業時に報告する。

第21回 【事前学修】　不均等の再生産とは何かについて教科書を調べて発表する。
【授業内容】　不均等の再生産
【事後学修】　不均等の再生産に関する事例を調べて次回授業時に報告する。

第22回 【事前学修】　空間的分業に関する論争を教科書を調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（1）テーマ
【事後学修】　自動車産業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第23回 【事前学修】　空間的分業と資本主義の関係について調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（2）資本主義分析
【事後学修】　造船業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第24回 【事前学修】　空間的分業をめぐる説明方法の手順を教科書からまとめて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（3）説明方法
【事後学修】　鉄鋼業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第25回 【事前学修】　空間概念について教科書をまとめて発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（4）空間概念
【事後学修】　食品産業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第26回 【事前学修】　空間的分業の論争を 22 回目の講義から 25 回目までを踏まえて整理して発表する。
【授業内容】　空間的分業をめぐる論争（5）テーマの要約
【事後学修】　時計産業における空間的分業の事例を調べて次回授業時に報告する。

第27回 【事前学修】　空間的分業の日本の地域構造への展開についてその課題はどこにあるか教科書を整理して発表す
る、
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（1）理論的課題設定
【事後学修】　電機産業の日本における地理的事例を調べて次回授業時に報告する。

第28回 【事前学修】　日本の地域構造に関する学説史を教科書を参考に整理して発表する。
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（2）他の諸論との比較
【事後学修】　自動車産業の日本における地理的事例を調べて次回授業時に報告する。

第29回 【事前学修】　日本の地域構造を統計的に把握することの意義について教科書を整理して発表する。
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（3）統計的接近
【事後学修】　繊維産業の日本における地理的事例を調べて次回授業時に報告する。

第30回 【事前学修】　空間的分業の日本への適用についての課題を教科書で調べて発表する。
【授業内容】　空間的分業の日本の地域構造への適応（4）まとめ
【事後学修】　これまでの学習の中で一番気になったテーマについて、授業最後に報告・討論を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の事前学習20％と事後学習30％、授業中の発表内容50％。
授業目標の達成度の視点から総合的に判断し、授業中に解説を行う。評価基準はルーブリックの形で授業中に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、新聞記事のオンライン検索で関連する話題を提供してもらう。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

特になし。
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岩動　志乃夫

地域産業論特講
Special Lectures on Regional Industry

■テーマ■テーマ

地域産業の展開と地域構造の変貌

■講義内容■講義内容

わが国では 20 世紀後半から経済成長と共に産業構造を大きく変化させた。本講義では戦後の産業成長とその集積がどの
ような地域展開をしてきたのかを検証する。特に第二次産業と第三次産業の変容に着目する。

■達成目標■達成目標

①人口減少が進み、国際化が進展する中で、わが国の産業集積と産業構造に関する基礎知識を習得し、地域産業の構造と
展開について空間的に論ずることができるようになる。
②産業の立地論に関して説明することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指示された内容にしたがって学習を進めましょう。論文検索の方法を復習する。
【授業内容】　はじめに（授業の進め方、準備するもの、評価方法の説明など）
【事後学修】　第１回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。東北地理学会

第２回 【事前学修】　第２回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。東北地理学会
【授業内容】　戦後の国土計画と第二次産業の地域展開
【事後学修】　第２回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。東北地理学会

第３回 【事前学修】　第３回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。東北地理学会
【授業内容】　高度経済成長期の第二次産業
【事後学修】　第３回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。東北地理学会

第４回 【事前学修】　第４回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。経済地理学会
【授業内容】　高度経済成長期の第二次産業の課題
【事後学修】　第４回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。経済地理学会

第５回 【事前学修】　第５回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。経済地理学会
【授業内容】　情報化社会の第二次産業
【事後学修】　第５回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。経済地理学会

第６回 【事前学修】　第６回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。経済地理学会
【授業内容】　情報化社会の第二次産業の課題
【事後学修】　第６回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。経済地理学会

第７回 【事前学修】　第７回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。地理科学学会
【授業内容】　戦後の地場産業の成長と衰退、課題について
【事後学修】　第７回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。地理科学学会

第８回 【事前学修】　第８回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。地理科学学会
【授業内容】　戦後の第三次産業の地域的展開
【事後学修】　第８回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。地理科学学会

第９回 【事前学修】　第９回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。地理科学学会
【授業内容】　高度経済成長期の商業
【事後学修】　第９回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。地理科学学会

第10回 【事前学修】　第10回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。人文地理学会
【授業内容】　高度経済成長期の商店街の発達と機能
【事後学修】　第10回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。人文地理学会

第11回 【事前学修】　第11回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。人文地理学会
【授業内容】　駅前商店街と都心商業地
【事後学修】　第11回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。人文地理学会

第12回 【事前学修】　第12回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。人文地理学会
【授業内容】　都心商店街の衰退と郊外商業地の急成長（現地調査を予定）
【事後学修】　第12回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。人文地理学会

第13回 【事前学修】　第13回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。日本地理学会
【授業内容】　まち中の再生と地域づくり
【事後学修】　第13回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。日本地理学会

第14回 【事前学修】　第14回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。日本地理学会
【授業内容】　地域づくりと産業振興
【事後学修】　第14回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。日本地理学会

第15回 【事前学修】　第15回講義に関連するテーマの論文を検索してあらかじめ熟読する。日本地理学会
【授業内容】　受講を終えるにあたっての修得内容の確認
【事後学修】　第15回講義で学んだ内容に関連するテーマの論文を新たに検索して熟読する。日本地理学会

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％）、レポート提出（50％）による。提出後、内容について解説する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（これまでに使用したもので可）を毎回持参して下さい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人文地理学、経済地理学関連の科目。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1360 -



■テキスト■テキスト

講義時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義時に指示する。
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岩動　志乃夫

人間情報学演習Ⅰ（地域産業論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人文地理学や経済地理学における産業立地と都市の構造に関する文献講読

■講義内容■講義内容

人文地理学、経済地理学における産業立地に関する専門書および研究論文の読解を行い、受講生の研究能力の向上を図
る。取り上げる論文は地理学評論、人文地理、経済地理学年報、季刊地理学、地理科学、Annals of the Association of
American Geographers、その他を予定している。

■達成目標■達成目標

①先行文献（論文）の選び方を学び、論文の読解力を身につけ、地域産業に関するアカデミックな説明ができるようにな
る。
②学会発表で口頭説明ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地理学一般に関する文献講読
【事後学修】　東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。発表の準備をす
る。

第２回 【事前学修】　第２回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　人口に関する文献講読
【事後学修】　第２回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第３回 【事前学修】　第３回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第一次産業に関する文献講読
【事後学修】　第３回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第４回 【事前学修】　第４回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　稲作地域の変容に関する文献講読
【事後学修】　第４回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第５回 【事前学修】　第５回講義前に東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第一次産業と地域再生に関する文献講読
【事後学修】　第５回講義で学んだことについて東北地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第６回 【事前学修】　第６回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第二次産業に関する文献講読
【事後学修】　第６回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第７回 【事前学修】　第７回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　工業立地に関する文献講読
【事後学修】　第７回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第８回 【事前学修】　第８回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　工業発展と工業集積地の構造に関する文献講読
【事後学修】　第８回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第９回 【事前学修】　第９回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地場産業の歴史的経緯に関する文献講読
【事後学修】　第９回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第10回 【事前学修】　第10回講義前に地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地場産業の産地形成に関する文献講読
【事後学修】　第10回講義で学んだことについて地理科学学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第11回 【事前学修】　第11回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地場産業の産地再生に関する文献講読
【事後学修】　第11回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第12回 【事前学修】　第12回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　第三次産業に関する文献講読
【事後学修】　第12回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第13回 【事前学修】　第13回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　商業に関する文献講読
【事後学修】　第13回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。
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第14回 【事前学修】　第14回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　中心商店街の推定に関する文献講読
【事後学修】　第14回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第15回 【事前学修】　第15回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　中心商店街の再生に関する文献講読
【事後学修】　第15回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第16回 【事前学修】　第16回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　大型商業施設の立地に関する文献講読
【事後学修】　第16回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第17回 【事前学修】　第17回講義前に経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文
【授業内容】　大型商業施設の出店に対する各方面への影響に関する文献講読
【事後学修】　第17回講義で学んだことについて経済地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第18回 【事前学修】　第18回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市の内部構造に関する文献講読
【事後学修】　第18回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第19回 【事前学修】　第19回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市の産業立地に関する文献講読
【事後学修】　第19回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第20回 【事前学修】　第20回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市階層の展開に関する文献講読
【事後学修】　第20回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第21回 【事前学修】　第21回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　まち中再生に関する文献講読
【事後学修】　第21回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第22回 【事前学修】　第22回講義前に人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市の魅力に関する文献講読
【事後学修】　第22回講義で学んだことについて人文地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第23回 【事前学修】　第23回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　観光に関する文献講読
【事後学修】　第23回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第24回 【事前学修】　第24回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　都市観光に関する文献講読
【事後学修】　第24回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第25回 【事前学修】　第25回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　農村観光に関する文献講読
【事後学修】　第25回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第26回 【事前学修】　第26回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　グリーンツーリズムとエコツーリズムに関する文献講読
【事後学修】　第26回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第27回 【事前学修】　第27回講義前に日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した論文を検索する。
【授業内容】　地域づくりに関する文献講読
【事後学修】　第27回講義で学んだことについて日本地理学会のホームページを閲覧し、研究テーマに関連した
論文を検索する。発表の準備をする。

第28回 【事前学修】　第28回講義前に学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索する。
【授業内容】　まちおこしに関する文献講読
【事後学修】　第28回講義で学んだことについて学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検
索する。発表の準備をする。

第29回 【事前学修】　第29回講義前に学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索する。
【授業内容】　むらおこしに関する文献講読
【事後学修】　第29回講義で学んだことについて学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検
索する。発表の準備をする。

第30回 【事前学修】　第30回講義前に学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索する。
【授業内容】　受講を終えるにあたっての習得内容の確認
【事後学修】　本講義から学んだことについて学術情報センターの論文検索で研究テーマに関連する論文を検索
する。発表の準備をする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50％）、レポート提出（50％）による。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（これまでに使用したものでも可）を毎回持参して下さい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人文地理学、経済地理学関連の科目。

■テキスト■テキスト

講義時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義時に指示する。
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岩動　志乃夫

人間情報学演習Ⅱ（地域産業論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

人文地理学や経済地理学に関する修士論文の作成指導

■講義内容■講義内容

各自の研究テーマに関連する諸論文の読解指導、資料収集法の指導、資料の加工・分析指導を行い、受講生の論文の完成
度を高める。

■達成目標■達成目標

①学位論文の作成に必要な文献収集、調査法について学び、研究資料を作成することができるようになる。
②学位論文を作成することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文作成に向けてのテーマ決定と章立てを考える。
【授業内容】　地域産業の研究に必要な文献と資料について
【事後学修】　授業内容にもとづきデータを整理する。

第２回 【事前学修】　第２回講義前に学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献、資料の収集方法①　図書館、資料室等での収集
【事後学修】　第２回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第３回 【事前学修】　学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献、資料の収集方法②　インターネット検索
【事後学修】　第３回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第４回 【事前学修】　学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献・資料の読解方法と参考文献の書き方
【事後学修】　第４回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第５回 【事前学修】　学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　注の書き方
【事後学修】　第５回の授業内容にもとづき、表現方法を復習する。

第６回 【事前学修】　第６回講義前に学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　文献の整理と保管について
【事後学修】　第６回の授業内容にもとづき、表現方法を復習する。

第７回 【事前学修】　第７回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　国勢調査の収集方法とその加工　①人口
【事後学修】　第７回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第８回 【事前学修】　第８回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　国勢調査の収集方法とその加工　②産業
【事後学修】　第８回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第９回 【事前学修】　第９回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　国勢調査データのマップ化
【事後学修】　第９回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第10回 【事前学修】　第10回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　工業統計の収集方法とその加工　①大分類
【事後学修】　第10回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第11回 【事前学修】　第11回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　工業統計の収集方法とその加工　②中分類・その他
【事後学修】　第11回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第12回 【事前学修】　第12回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　工業統計表データのマップ化
【事後学修】　第12回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第13回 【事前学修】　第13回講義前にデータを整理しておく。
【授業内容】　分布図の作成方法
【事後学修】　第13回の授業内容にもとづきデータからマップ化する。

第14回 【事前学修】　第14回講義前にデータを整理しておく。
【授業内容】　主題図の作成方法
【事後学修】　第14回の授業内容にもとづきデータからマップ化する。

第15回 【事前学修】　第15回講義前に学会のホームページから論文を検索する。
【授業内容】　良き論文を作成するための注意点
【事後学修】　第15回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第16回 【事前学修】　第16回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　商業統計の収集方法とその加工　①市区町村単位
【事後学修】　第16回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第17回 【事前学修】　第17回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　商業統計の収集方法とその加工　②産業分類編
【事後学修】　第17回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第18回 【事前学修】　第18回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　商業統計データのマップ化
【事後学修】　第18回の授業内容にもとづきデータを整理する。
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第19回 【事前学修】　第19回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　事業所・企業統計調査データの収集方法とその加工
【事後学修】　第19回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第20回 【事前学修】　第20回講義前に統計データをホームページから検索する。
【授業内容】　事業所・企業統計調査データのマップ化
【事後学修】　第20回の授業内容にもとづきデータを整理する。

第21回 【事前学修】　第21回講義前に聞き取り表の作成。
【授業内容】　資料収集とまとめ方の注意事項
【事後学修】　第21回の授業内容にもとづき聞き取り表の修正。

第22回 【事前学修】　第22回講義前に聞き取り調査の準備。
【授業内容】　聞き取り調査の意義と調査用紙の作成方法
【事後学修】　第22回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第23回 【事前学修】　第23回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　聞き取り調査のまとめ方
【事後学修】　第23回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第24回 【事前学修】　第24回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　聞き取り調査による図表の作成法
【事後学修】　第24回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第25回 【事前学修】　第25回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケート法の有効性と調査用紙の作成方法
【事後学修】　第25回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第26回 【事前学修】　第26回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケートのまとめ方
【事後学修】　第26回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第27回 【事前学修】　第27回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケート集計、1 次集計、2 次集計
【事後学修】　第27回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第28回 【事前学修】　第28回講義前に聞き取りデータの整理をする。
【授業内容】　アンケート法の注意事項
【事後学修】　第28回の授業内容にもとづき聞き取りデータの整理と図表や地図の作成をする。

第29回 【事前学修】　第29回講義前に論文執筆。
【授業内容】　論文を執筆する際の注意事項やコツについて
【事後学修】　第29回の授業内容にもとづき論文執筆。

第30回 【事前学修】　第30回講義前に論文執筆。
【授業内容】　作成した資料の発表会
【事後学修】　本講義の授業内容にもとづき論文執筆。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（20％）、論文提出（80％）による。提出後、内容について解説する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（これまでに使用したものでも可）を毎回持参して下さい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人文地理学、経済地理学関連の科目。

■テキスト■テキスト

講義時に指示する。

■参考文献■参考文献

講義時に指示する。
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増子　正、菅原　真枝

地域福祉論特講
Special Lectures on Community Social Work

■テーマ■テーマ

コミュニティワークへのアプローチ

■講義内容■講義内容

わが国の社会福祉は、現代社会の変貌に伴い、少子・高齢化などの現象に象徴されるように、新しいパラダイムの転換が
求められている。本講義では、我われの生活圏を対象にして、地域が抱えている課題を解決するためのアプローチを、福
祉政策、財政、組織面から考えていく。

■達成目標■達成目標

①現代社会における福祉課題を把握することができるようになる。
②簡単な地域福祉計画が策定できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　当該科目履修の目的をまとめる
【授業内容】　少子・高齢化社会の課題（菅原）
【事後学修】　少子 ･ 高齢社会の特徴と課題をまとめる

第２回 【事前学修】　人口動態から想定される生活課題を考える
【授業内容】　地域福祉とコミュニティ（菅原）
【事後学修】　人口動態から将来の課題を整理する

第３回 【事前学修】　介護保険の地域包括ケアシステムの概要を調べる
【授業内容】　地域ケアシステム（菅原）
【事後学修】　地域包括ケアシステムとは何かを整理する

第４回 【事前学修】　社会保障制度について概要を調べる
【授業内容】　少子・高齢社会と医療問題（菅原）
【事後学修】　社会保障制度の概要をまとめる

第５回 【事前学修】　社会保障制度と福祉の関係を調べる
【授業内容】　少子・高齢社会と福祉問題（菅原）
【事後学修】　社会保障と福祉制度の関連を整理する

第６回 【事前学修】　介護保険制度の概要を調べる
【授業内容】　介護保険制度の課題（菅原）
【事後学修】　介護保険制度の概要を整理する

第７回 【事前学修】　市町村合併の背景を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉（菅原）
【事後学修】　市町村合併による効果を調べる

第８回 【事前学修】　地域福祉計画の概要策定状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画の概要（菅原）
【事後学修】　地域福祉計画の概要策定状況を調べる

第９回 【事前学修】　地域福祉計画と地域福祉活動計画の特徴を調べる
【授業内容】　地域福祉計画策定手法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画の策定プロセスを整理する

第10回 【事前学修】　評価の概念を調べる
【授業内容】　地域福祉計画評価手法（増子）
【事後学修】　事業評価の考え方を整理する

第11回 【事前学修】　行政の事業評価の実施状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画モニタリング手法（増子）
【事後学修】　事業評価のプログラムをシミュレーションする

第12回 【事前学修】　福祉コミュニティの概念を調べる
【授業内容】　地域福祉とセーフティネット（増子）
【事後学修】　自助・共助・公助の意義を整理する

第13回 【事前学修】　地域をアセスメントすることの意義を考える
【授業内容】　地域アセスメント手法と分析（増子）
【事後学修】　アセスメントの手法をまとめる

第14回 【事前学修】　情報システムとは何かを調べる
【授業内容】　保健・医療・福祉情報システム（増子）
【事後学修】　福祉情報システムの重要性をまとめる

第15回 【事前学修】　地域包括ケアの概念を整理する
【授業内容】　地域包括ケアシステム（増子）
【事後学修】　介護保険制度における地域包括ケアシステムの特徴を整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

数回の小テスト（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

わが国における社会福祉の現状を把握しておかれたい。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

中田雅美「高齢者の住まいとケアからみた地域包括ケアシステム」、明石書店、2015年、ISBN4750341576

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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増子　正、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅰ（地域福祉論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地域福祉研究の動向

■講義内容■講義内容

地域福祉学分野に関連する研究動向のレビューをおこない、専門書及び関連論文の読解をおこなう。

■達成目標■達成目標

①地域福祉計画策定におけるプロセスを把握することができるようになる。
②地域福祉計画策定における地域アセスメントができるようになる。
③地域福祉計画のモニタリングができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　社会福祉のなりたちを調べる
【授業内容】　社会福祉基礎構造改革（増子）
【事後学修】　社会福祉基礎構造改革が行われた背景を整理する

第２回 【事前学修】　介護保険制度のなりたちを調べる
【授業内容】　社会福祉基礎構造改革と地域福祉（増子）
【事後学修】　社会福祉基礎構造改革と地域福祉の位置づけをまとめる

第３回 【事前学修】　少子・高齢社会が抱える課題を調べる
【授業内容】　市町村をめぐる地域福祉の動向（増子）
【事後学修】　市町村をめぐる地域福祉の動向を整理する

第４回 【事前学修】　地域福祉とは何かをまとめる
【授業内容】　社会福祉協議会をめぐる動向（増子）
【事後学修】　社会福祉協議会をめぐる動向を整理する

第５回 【事前学修】　地域福祉あり方研究会報告書の概要を調べる
【授業内容】　厚生労働省「地域福祉あり方研究会報告」（増子）
【事後学修】　厚生労働省「地域福祉あり方研究会報告」が設置された背景を整理する

第６回 【事前学修】　地域福祉あり方研究会の述べている「新しい支え合」とはないかを調べる
【授業内容】　厚生労働省「地域福祉ありかた研究会報告」と現状（増子）
【事後学修】　厚生労働省「地域福祉ありかた研究会報告」の進捗状況をまとめる

第７回 【事前学修】　地域福祉計画とは何かを調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）の概要（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）の概要を整理する

第８回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画の概要を調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）の策定手法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）の策定手法を整理する

第９回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画の特徴を調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）の評価方法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）の評価方法を整理する

第10回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画実施の進捗状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画（行政計画）のモニタリング手法（増子）
【事後学修】　地域福祉計画（行政計画）のモニタリング手法を整理する

第11回 【事前学修】　地域福祉計画に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉計画に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉計画に関する論文を選び要約する

第12回 【事前学修】　地域福祉計画の評価に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉計画の評価手法に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉計画の評価手法に関する論文を選び要約する

第13回 【事前学修】　地域福祉のモニタリングに関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉計画のモニタリングに関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉計画のモニタリングに関する論文を選び要約する

第14回 【事前学修】　社会福祉協議会の動向に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の動向に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の動向に関する論文を選び要約する

第15回 【事前学修】　社会福祉協議会の事業評価に関する論文の精読
【授業内容】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の評価に関する論文読解（増子）
【事後学修】　地域福祉活動計画（社会福祉協議会）の評価に関する論文を選び要約する

第16回 【事前学修】　地域福祉のフォーマル、インフォーマルなサービスを調べる
【授業内容】　福祉サービス利用について（菅原）
【事後学修】　福祉サービス利用のプロセスを整理する

第17回 【事前学修】　後見人制度について調べる
【授業内容】　地域福祉権利擁護事業（菅原）
【事後学修】　成年後見人制度について整理する

第18回 【事前学修】　地域福祉の財源について調べる
【授業内容】　共同募金と地域福祉活動（菅原）
【事後学修】　共同募金と地域福祉活動の関係を整理する
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第19回 【事前学修】　地域包括ケアシステムの意義を調べる
【授業内容】　地域包括支援センターの役割（菅原）
【事後学修】　地域包括支援センターの役割を整理する

第20回 【事前学修】　介護保険制度の概要を調べる
【授業内容】　介護保険制度の概要（菅原）
【事後学修】　自分の町の介護保険制度の概要をまとめる

第21回 【事前学修】　介護保険制度と日常生活支援について調べる
【授業内容】　介護保険制度と地域福祉（菅原）
【事後学修】　介護保険制度と地域福祉の関係を整理する

第22回 【事前学修】　居宅介護保険事業者数の推移を調べる
【授業内容】　居宅介護支援事業と経営（菅原）
【事後学修】　自分の町の居宅介護支援事業の現状を調べる

第23回 【事前学修】　市町村合併の効果を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉（菅原）
【事後学修】　市町村合併がもたらした地域福祉を整理する

第24回 【事前学修】　市町村合併により地域福祉がどのような位置づけになったのかを調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉の課題（菅原）
【事後学修】　市町村合併と地域福祉の課題をまとめる

第25回 【事前学修】　市町村の行財政分析について調べる
【授業内容】　市町村合併における民生費（菅原）
【事後学修】　市町村合併における民生費の変化を調べる

第26回 【事前学修】　市町村合併に伴う福祉水準の変化に関する論文を調べる
【授業内容】　市町村合併と民生費に関する論文読解（菅原）
【事後学修】　市町村合併と民生費に関する論文を選び要約する

第27回 【事前学修】　共同募金と地域福祉活動の関係を調べる
【授業内容】　地域福祉と資源（菅原）
【事後学修】　地域福祉の資源を整理する

第28回 【事前学修】　フォーマルな社会資源とインフォーマルな社会資源の違いをまとめる
【授業内容】　地域福祉とインフォーマルな資源活用（菅原）
【事後学修】　自分の町の地域福祉とインフォーマルな資源活用状況を調べる

第29回 【事前学修】　小地域福祉ネットワーク活動に関する論文の精読
【授業内容】　小地域ネットワーク活動に関する論文読解（菅原）
【事後学修】　小地域ネットワーク活動に関する論文を選び要約する

第30回 【事前学修】　地域福祉に関する研究のテーマを考える
【授業内容】　地域福祉研究のまとめ（菅原）
【事後学修】　地域福祉研究の方法をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

武川正吾：「地域福祉計画」、有斐閣アルマ、2005 年を読み、地域福祉計画の概要を理解しておく。ISBN 4641-12260-1

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

講義の際に指定する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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増子　正、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅱ（地域福祉論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

市町村合併と地域福祉

■講義内容■講義内容

市町村合併と地域福祉に関する研究及び受講者の研究テーマに関する諸論文の読解と、データ解析指導をおこない、論文
作成の指導をおこなう。

■達成目標■達成目標

①わが国における市町村合併の変遷を理解することができるようになる。
②地域福祉における市町村合併の効果測定の手法を身につける。
③福祉政策の評価とモニタリングができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　市町村合併の背景を調べる
【授業内容】　市町村合併にみる地域福祉の展望（菅原）
【事後学修】　市町村合併の背景を整理する

第２回 【事前学修】　市町村合併後の地域の変化について調べる
【授業内容】　市町村合併にみる地域福祉の課題（菅原）
【事後学修】　市町村合併後の地域の変化について整理する

第３回 【事前学修】　市町村合併の事例を調べる
【授業内容】　先進自治体における市町村合併の事例研究（菅原）
【事後学修】　市町村合併の成功事例と失敗事例の要因をまとめる

第４回 【事前学修】　市町村合併の目的を調べる
【授業内容】　市町村合併の効果（菅原）
【事後学修】　道州制についての考えをまとめる

第５回 【事前学修】　市町村合併解消事例を調べる
【授業内容】　市町村合併の効果（菅原）
【事後学修】　市町村合併解消事例から合併成立に必要な要件をまとめる

第６回 【事前学修】　市町村合併と地域福祉の関係を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉の関係（菅原）
【事後学修】　市町村合併と地域福祉の関係をまとめる

第７回 【事前学修】　市町村合併の形態を調べる
【授業内容】　市町村合併の合意形成（菅原）
【事後学修】　市町村合併の形態と特徴をまとめる

第８回 【事前学修】　新設合併と吸収合併による事業調整について調べる
【授業内容】　市町村合併の合意形成事例研究（菅原）
【事後学修】　新設合併と吸収合併による事業調整の方法をまとめる

第９回 【事前学修】　合併済み自治外を選び合併後の事業の変化を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉事業の統廃合（菅原）
【事後学修】　合併済み自治外を選び合併後の事業の変化の特徴をまとめる

第10回 【事前学修】　事業評価の体系を調べる
【授業内容】　市町村合併における地域福祉事業の評価（菅原）
【事後学修】　事業評価の体系を整理する

第11回 【事前学修】　事業評価の手法を調べる
【授業内容】　市町村合併における地域福祉事業評価のシミュレーション（菅原）
【事後学修】　事業評価の手法を整理する

第12回 【事前学修】　交通弱者について調べる
【授業内容】　市町村合併と住民への交通サービス（菅原）
【事後学修】　交通弱者の課題を整理する

第13回 【事前学修】　デマンドバス運行事例を調べる
【授業内容】　市町村合併と住民への交通サービスの事例研究（菅原）
【事後学修】　移動サービスの形態をまとめる

第14回 【事前学修】　住民ニーズ収集の方法を調べる
【授業内容】　市町村合併における住民ニーズの把握（菅原）
【事後学修】　住民ニーズとは何かを整理する

第15回 【事前学修】　住民ニーズ評価の事例を集める
【授業内容】　市町村合併における住民ニーズの評価方法（菅原）
【事後学修】　住民ニーズ評価の事例から、シミュレーションの方法を整理する

第16回 【事前学修】　データ解析の基礎を調べる
【授業内容】　データ解析について（増子）
【事後学修】　データ解析の基礎をまとめる

第17回 【事前学修】　基本等軽量についての基礎を調べる
【授業内容】　基本統計量（増子）
【事後学修】　基本統計量についてまとめる
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第18回 【事前学修】　データ解析用のデータを集める
【授業内容】　データ集計と検定（増子）
【事後学修】　データ解析用のデータの集め方を整理する

第19回 【事前学修】　公開されている福祉関係のデータを調べる
【授業内容】　福祉に関する公開データによる演習（増子）
【事後学修】　公開されている福祉関係のデータを一覧表にまとめる

第20回 【事前学修】　行財政分析とは何かを調べる
【授業内容】　福祉政策の財政分析（増子）
【事後学修】　行財政分析の目的をまとめる

第21回 【事前学修】　自治体の決算カードの読み方を調べる
【授業内容】　福祉政策評価のシミュレーション（性質別歳出、目的別歳出）（増子）
【事後学修】　自治体の決算カードから、政策の優先順位の読み方を整理する

第22回 【事前学修】　事業評価における満足度調査の種類を調べる
【授業内容】　福祉サービスの満足度評価・分析（増子）
【事後学修】　事業評価における満足度調査の手法を整理する

第23回 【事前学修】　福祉事業の満足度調査に関する論文の精読
【授業内容】　福祉サービス満足度評価論文読解（増子）
【事後学修】　福祉事業の満足度調査結果と政策へのフィードバックの方法をまとめる

第24回 【事前学修】　自分の都道府県の政策評価の状況を調べる
【授業内容】　福祉政策評価・分析（増子）
【事後学修】　自分の都道府県の政策の優先順位をまとめる

第25回 【事前学修】　政策評価に関する論文を調べる
【授業内容】　福祉政策評価論文読解（増子）
【事後学修】　政策評価に関する論文から政策評価の手法を整理する

第26回 【事前学修】　福祉ニーズの順位付け手法順位付けの方法を考える
【授業内容】　福祉ニーズの順位付け手法（増子）
【事後学修】　分布関数を用いてて福祉ニーズの順位付けをシミュレーションする

第27回 【事前学修】　福祉ニーズの順位付け手法順位付けに関する論文の精読
【授業内容】　福祉ニーズ順位付け手法論文読解（増子）
【事後学修】　福祉ニーズの順位付け手法順位付けの方法を整理する

第28回 【事前学修】　自分の都道府県の政策評価の状況を調べる
【授業内容】　地域福祉計画の事例研究（増子）
【事後学修】　政策評価とアカウンタビリティの関係を整理する

第29回 【事前学修】　自分の町の地域福祉計画の策定状況を調べる
【授業内容】　地域福祉活動計画の事例研究（増子）
【事後学修】　自分の町の地域福祉計画の策定状況まとめる

第30回 【事前学修】　自分の町の地域福祉活動計画の策定状況を調べる
【授業内容】　市町村合併と地域福祉のまとめ（増子）
【事後学修】　自分の町の地域福祉活動計画の策定状況をまとめる
※授業内容：市町村合併が地域福祉に及ぼした影響を調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

川村匡由：「市町村合併と地域福祉」、ミネルヴァ書房、2007 年を読み、市町村合併の目的と変遷を理解して、道州制を
視野に入れた地域福祉のこれからのあり方について考えをまとめておく。ISBN 978-4-623-04613-3

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

講義の際に指定する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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高野　岳彦

地域情報学特論
Special Topics in Regional Information

■テーマ■テーマ

統計分析と分布図化による地域特性の解読

■講義内容■講義内容

地域情報の入手と分析および分布図化の技法習得とその課題地域への適用を通して、地域特性の科学的な捉え方とその限
界を学ぶ。

■達成目標■達成目標

地域情報の入手・分析とその地図化の技法を習得し、それを研究対象地域に適用して地域特性の科学的な把握の仕方とそ
の限界が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地域統計データにはどんなものがあるか、調べてくる
【授業内容】　地域の社会経済情報の入手
【事後学修】　授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく。

第２回 【事前学修】　地図情報にはどんなものがあるか、調べて来る
【授業内容】　web地図サイトにはどんなものがあるか調べる。
【事後学修】　授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく。

第３回 【事前学修】　主題図にはどんなものがあるか、地図帳で調べる
【授業内容】　主題図作成の基礎
【事後学修】　主題図の制作課題を行う。

第４回 【事前学修】　GIS ソフトとは何か、調べてくる
【授業内容】　GIS ソフトの紹介
【事後学修】　授業て紹介したGISソフトをPCに組み込んで動かしてみる。

第５回 【事前学修】　Kashmir3D とは何をするソフトか、調べて来る
【授業内容】　Kashmir3D の基本
【事後学修】　Kashmir3Dを使った地図製作課題を完成させる。

第６回 【事前学修】　地図太郎とは何ができるソフトか、調べて来る
【授業内容】　地図太郎の基本
【事後学修】　地図太郎を使った地図製作課題を完成させる。

第７回 【事前学修】　Mandara とは何ができるソフトか、調べてくる
【授業内容】　Mandara の基本
【事後学修】　Mandaraを使った統計地図づくりの課題を完成させる。

第８回 【事前学修】　自らの研究テーマに関連する地域や事象を決めて来る
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（1）対象事象の決定、リスト作成
【事後学修】　自ら選んだ地域について，Mandaraで人口増減図を作ってみる。

第９回 【事前学修】　Mandara操作の基本を復習する。
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（2）緯度・経度ファイル作成
【事後学修】　対象地点の緯度経度をしらべる。

第10回 【事前学修】　緯度経度しらべの手順を復習する。
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（3）　Mandara 地図との統合
【事後学修】　授業で例示した地点分布図づくりを，対象を変えて実践してみる。

第11回 【事前学修】　Mandaraによる線のデザイン方法を復習する。
【授業内容】　Mandara による分布図の作成　（4）分布図のデザイン・出力
【事後学修】　授業で紹介した技能を駆使して，地図を見栄え良くデザインしてみる。

第12回 【事前学修】　主題図にはどんなデザイン技能があるか，地図帳をみて確認しておく。
【授業内容】　地図太郎で土地利用図作成　（1）ベース画像の読み込み
【事後学修】　任意の地域を対象に，授業で解説した地図作り技能を実践してみる。

第13回 【事前学修】　土地利用図にはどんな表現方法があるか確認しておく。
【授業内容】　地図太郎で土地利用図作成　（2）対象事象のワークシートを作成
【事後学修】　対象地域を変えて，地図作りを試行してみる。

第14回 【事前学修】　前回の地図技能について復習しておく。
【授業内容】　地図太郎で土地利用図作成　（3）地図のデザイン・出力
【事後学修】　より見やすい地図になるよう，デザインを工夫してみる。

第15回 【事前学修】　地図から地域性を読みとる方法について考えてみる。
【授業内容】　地域特性の把握
【事後学修】　作成した地図から地域性を読みとり文章にまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎時の課題 70％、まとめ課題 30％　課題にはコメントをつけて返却する。
具体的にはルーブリックの形で提示。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

Excel による四則演算はできるようにしておく

■テキスト■テキスト

使用しない
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■参考文献■参考文献

授業で紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代えて、manaba の個別指導機能を使用する。
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佐久間　政広

地域社会論特講
Special Lectures on Community Studies

■テーマ■テーマ

地域社会の論理を考える

■講義内容■講義内容

地域社会において生じる諸現象を、贈与論の理論的枠組みを用いて解き明かす。

■達成目標■達成目標

地域社会を分析的視線で考察するさいの自分なりの枠組みを述べることができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する
【授業内容】　本講義の課題設定
【事後学修】　現代の地域問題についてサーベイする。

第２回 【事前学修】　現代日本における地域社会の意義について考えてみる。
【授業内容】　地域と地域社会
【事後学修】　日常生活において地域社会を実感しない理由を整理する。

第３回 【事前学修】　ポランニーの経済人類学について調べておく。
【授業内容】　生活資源獲得の 4 ルート
【事後学修】　自給／相互扶助／市場交換／再分配それぞれの定義を確認する。

第４回 【事前学修】　モース『贈与論』について調べておく。
【授業内容】　贈与交換の世界（相互扶助）
【事後学修】　贈与交換に対応する人間関係・社会関係の特徴を整理する。

第５回 【事前学修】　岩井克人『ベニスの商人の資本論』を読んでおく。
【授業内容】　市場交換の世界（商品と貨幣）
【事後学修】　市場交換に対応する人間関係・社会関係の特質を整理する。

第６回 【事前学修】　福祉国家について調べておく。
【授業内容】　再分配の世界（政府の役割）
【事後学修】　再分配が実施される根拠を整理する。

第７回 【事前学修】　家事労働論争について調べておく。
【授業内容】　自給の世界（家と家族）
【事後学修】　家族／世帯／家の違いについて整理する。

第８回 【事前学修】　家がどのように定義されているか調べておく。
【授業内容】　家とは何か
【事後学修】　現代日本において存在する「家的なもの」を考えてみる。

第９回 【事前学修】　村の定義としてこれまでどのようなものがあるか調べておく。
【授業内容】　家連合としての村
【事後学修】　同族的結合と講組的結合の違いを整理しておく。

第10回 【事前学修】　農家数、農業就業者数、食料自給率などの変化を調べておく。
【授業内容】　農業の近代化と農村社会の変貌
【事後学修】　農業政策の実施にさいし村落がどのように関わったかを整理する。

第11回 【事前学修】　都市の定義としてどのようなものがあるかを調べておく。
【授業内容】　都市的生活様式とは何か
【事後学修】　都市的生活様式について整理しておく

第12回 【事前学修】　自分の居住地の町内会について調べておく。
【授業内容】　町内会の歴史
【事後学修】　現代の地域社会において町内会が担う機能について整理する。

第13回 【事前学修】　ボランティアの歴史について調べておく。
【授業内容】　市民社会とボランティア
【事後学修】　現代日本においてボランティアが抱える困難について整理する。

第14回 【事前学修】　現代日本において公共性をめぐってどのような議論がなされているか調べておく。
【授業内容】　公共性と親密性
【事後学修】　親密性と公共性の関係について整理しておく。

第15回 【事前学修】　これまで授業で話されてきた事柄を振り返っておく。
【授業内容】　地域社会の論理を考える
【事後学修】　地域社会の理屈について整理しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加態度を主とする平常点（評価の40％）およびレポート（評価の 60％）。評価基準はルーブリッ
クの形で授業時に公開する。レポートに関しては、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組を通して、現在の日本社会において生じている問題に関して知識を深め
ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示。
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佐久間　政広

人間情報学演習Ⅰ（地域社会論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

今日の地域社会が直面する諸課題の検討

■講義内容■講義内容

今日、高齢化問題、過疎化問題、環境問題等、地域の抱える問題は深刻である。そうした諸問題の解決にさいして、大き
な期待が地域社会に向けられている。この期待は十分に現実的であろうか。演習では、種々の文献を検討するとともに、
現実の問題を取り上げ考察を深めていく。

■達成目標■達成目標

地域社会を分析的視線で考察するさいの枠組みを述べることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　本演習のオリエンテーション
【事後学修】　現代日本における地域問題を整理する。

第２回 【事前学修】　文献収集の手法に関する書籍を読む。
【授業内容】　地域問題に関する文献収集の方法
【事後学修】　自分の関心に従って文献を収集してみる。

第３回 【事前学修】　地域社会に関する定義を調べてみる。
【授業内容】　地域社会概念に関する理論的検討
【事後学修】　地域社会概念を検討するさいの論点を整理する。

第４回 【事前学修】　コミュニティ概念を調べてみる。
【授業内容】　地域社会とコミュニティ
【事後学修】　さまざまなコミュニティ概念を整理する。

第５回 【事前学修】　共同体という概念を調べてみる。
【授業内容】　共同体概念に関する理論的検討
【事後学修】　なぜ共同体概念を安易に使用できないかを確認する。

第６回 【事前学修】　村に関してどのような定義がなされているかを調べてみる。
【授業内容】　村落共同体概念に関する検討
【事後学修】　村の概念を整理してみる。

第７回 【事前学修】　家概念について調べてみる。
【授業内容】　家の成立について
【事後学修】　農民の家の成立を歴史的に確認する。

第８回 【事前学修】　民俗学において家がどのように説明されているかを調べてみる。
【授業内容】　文化としての家
【事後学修】　日本社会に残る家的な習俗を確認する。

第９回 【事前学修】　有賀喜左衞門が家についてどのような説明をおこなっているか調べてみる。
【授業内容】　生活保障組織としての家
【事後学修】　生活保障組織として家を把握する利点を整理する。

第10回 【事前学修】　有賀喜左衞門について調べてみる。
【授業内容】　家連合としての村
【事後学修】　家連合の考え方を整理する。

第11回 【事前学修】　有賀喜左衞門の石神村調査について調べてみる。
【授業内容】　有賀理論における同族団
【事後学修】　大家齋藤家と分家との関係について整理する。

第12回 【事前学修】　福武直について調べてみる。
【授業内容】　同族結合と講組結合
【事後学修】　同族結合と講組的結合の関係について整理する。

第13回 【事前学修】　竹内利美について調べてみる。
【授業内容】　竹内理論における村
【事後学修】　竹内理論の特徴を整理する。

第14回 【事前学修】　家族に関する定義を調べてみる。
【授業内容】　家と家族
【事後学修】　家概念と家族概念の違いを整理する。

第15回 【事前学修】　家父長制概念について調べる。
【授業内容】　家の家父長制をどう捉えるか
【事後学修】　農家の家父長制に関する竹内利美の説明を確認する。

第16回 【事前学修】　鈴木榮太郞『農村社会学原理』における村の諸組織を調べてみる。
【授業内容】　村における生産の諸組織
【事後学修】　今日の農村における生産の組織を確認する。

第17回 【事前学修】　鈴木榮太郞『農村社会学原理』における村の諸組織を調べてみる。
【授業内容】　村における生活の諸組織
【事後学修】　今日の農村における生活の組織を確認する。

第18回 【事前学修】　農地改革について調べてみる。
【授業内容】　戦後改革は村を変えたか
【事後学修】　戦後改革が農村に与えた影響を整理する。
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第19回 【事前学修】　日本の高度経済成長について調べてみる。
【授業内容】　高度経済成長と村落社会
【事後学修】　高度経済成長期の農村の変貌について整理する。

第20回 【事前学修】　農業の近代化とは何を指すか調べてみる。
【授業内容】　農業の近代化と村落の変容
【事後学修】　稲作機械化により農村がどのように変化したかを整理する。

第21回 【事前学修】　過疎と過密という言葉の登場について調べる。
【授業内容】　過疎問題の登場
【事後学修】　新しい過疎について調べてみる。

第22回 【事前学修】　山村高齢者の生活実態に関する論文を読む。
【授業内容】　過疎山村における高齢者
【事後学修】　村落社会における相互扶助の原理を確認する。

第23回 【事前学修】　人口の高齢化の現状について調べてみる。
【授業内容】　村落社会の高齢化
【事後学修】　村落社会における高齢者の位置づけを確認する。

第24回 【事前学修】　地域福祉の概念について調べてみる。
【授業内容】　地域社会の福祉機能
【事後学修】　高齢者の生活維持にとって地域社会の有する意義を確認する。

第25回 【事前学修】　農山村の環境問題としてどのようなものがあるか調べてみる。
【授業内容】　地域社会と環境問題
【事後学修】　農業の有する多面的機能について調べてみる。

第26回 【事前学修】　生活環境主義の文献を探して読んでみる。
【授業内容】　生活環境主義
【事後学修】　生活環境主義の考え方を整理する。

第27回 【事前学修】　地域組織としての町内会の特徴ついて調べてみる。
【授業内容】　自治組織としての地域社会
【事後学修】　町内会の歴史について調べてみる。

第28回 【事前学修】　ボランティアの概念について調べてみる。
【授業内容】　地域社会とボランティア
【事後学修】　日本社会におけるボランティアの困難について整理する。

第29回 【事前学修】　「地方消滅」をめぐる議論について調べてみる。
【授業内容】　地域社会に何を期待できるか
【事後学修】　「地方消滅」論を批判する議論を調べてみる。

第30回 【事前学修】　授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　地域社会が直面する課題についてのまとめ
【事後学修】　自らの研究テーマと受容内容の関連を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加態度を主とする平常点（評価の60％）およびレポート（評価の 40％）。評価基準については
ルーブリックの形で授業時に公開する。レポートに関しては、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組を通して、現在の日本社会において生じている問題に関して知識を深め
ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

授業中に指示。
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佐久間　政広

人間情報学演習Ⅱ（地域社会論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

社会システム理論の研究

■講義内容■講義内容

主にニクラス・ルーマンの社会システム理論を検討することを通じて、社会的現実に関する理論社会学的な見方を習得す
る。

■達成目標■達成目標

システム理論の視点から社会現象を理論的、分析的に説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　本演習のオリエンテーション
【事後学修】　社会システム理論について調べてみる。

第２回 【事前学修】　システムに関するいろいろな定義を調べてみる。
【授業内容】　システムとは何か
【事後学修】　システム概念を整理する。

第３回 【事前学修】　ユクスキュルについて調べる。
【授業内容】　システムと環境
【事後学修】　環境概念について整理する。

第４回 【事前学修】　トマス ･ ホッブスについて調べておく。
【授業内容】　根本問題としての社会秩序問題
【事後学修】　社会秩序問題について整理する。

第５回 【事前学修】　タルコット・パーソンズについて調べておく。
【授業内容】　秩序問題に関するパーソンズの解決
【事後学修】　秩序問題をパーソンズはどのように定式化し、いかに解決したかを整理する。

第６回 【事前学修】　ニクラス・ルーマンについて調べておく。
【授業内容】　秩序問題とダブルコンティンジェンシー
【事後学修】　ダブルコンティンジェンシー問題のパーソンズ的解決を確認する。

第７回 【事前学修】　他者の意図を把握することの可能性について考えてみる。
【授業内容】　ブラックボックスとしての他者
【事後学修】　なぜ他者をブラックボックスとして捉えなければならないかの理由を整理する。

第８回 【事前学修】　この回の講義内容に関連する論文を読んでおく。
【授業内容】　意思疎通の不可能性
【事後学修】　安易に意思疎通を前提とすることの問題点について整理する。

第９回 【事前学修】　情報に関する定義としてどのようなものがあるか調べてみる。
【授業内容】　情報とは何か
【事後学修】　ルーマンの情報概念を確認する。

第10回 【事前学修】　パーソンに関する論文を読んでおく。
【授業内容】　伝達：コミュニケーションの宛先としての人格
【事後学修】　パーソンを伝達の宛先となることで定義することの意義を考えてみる。

第11回 【事前学修】　解釈学的循環について調べておく。
【授業内容】　理解の構造：先入見と整合性
【事後学修】　理解の構造を整理しておく。

第12回 【事前学修】　ルーマンのコミュニケーション概念に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　理解の自己言及
【事後学修】　基底的自己言及について整理しておく。

第13回 【事前学修】　ルーマンのコミュニケーション概念に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　コミュニケーションの自己言及
【事後学修】　基底的自己言及、過程的自己言及、システム自己言及を整理しておく。

第14回 【事前学修】　オートポイエシスについて調べておく。
【授業内容】　コミュニケーションのオートポイエシス
【事後学修】　コミュニケーションのオートポイエシスの考え方の骨子を確認する。

第15回 【事前学修】　パーソンズのメディア概念について調べておく
【授業内容】　コミュニケーション・メディア
【事後学修】　ルーマンのメディア概念を整理する。

第16回 【事前学修】　真理概念に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　メディアとしての真理
【事後学修】　真理メディアに関するルーマンの考え方を確認する。

第17回 【事前学修】　親密性に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　メディアとしての愛
【事後学修】　愛メディアに関するルーマンの考え方を確認する。

第18回 【事前学修】　岩井克人『貨幣論』を読んでおく。
【授業内容】　メディアとしての貨幣
【事後学修】　貨幣メディアに関するルーマンの考え方を確認しておく。
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第19回 【事前学修】　権力についてどのような定義があるか調べておく。
【授業内容】　メディアとしての権力
【事後学修】　権力メディアに関するルーマンの考え方を確認しておく。

第20回 【事前学修】　生物学における分化概念について調べておく。
【授業内容】　分化形式の変容としての社会進化
【事後学修】　社会の進化に関するルーマンの考え方を確認しておく。

第21回 【事前学修】　ウェーバー『職業としての学問』を読んでおく。
【授業内容】　機能分化システムとしての近代社会
【事後学修】　文化諸領域の分離独立発展の帰結に関して考えてみる。

第22回 【事前学修】　包摂の問題を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　包摂と排除
【事後学修】　機能分化した現代の社会システムにおける個人の位置について確認する。

第23回 【事前学修】　親密性を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　匿名性と親密性
【事後学修】　匿名性の点で前近代社会と近代社会の違いを確認する。

第24回 【事前学修】　公共性を論じた論文を読んでおく。
【授業内容】　公共性と親密性
【事後学修】　親密性と公共性の二本立てで考察する意義を確認する。

第25回 【事前学修】　パーソンズ理論とルーマン理論の関係について論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　ルーマン理論とパーソンズ理論
【事後学修】　パーソンズ理論とルーマン理論の関係について整理しておく。

第26回 【事前学修】　パーソンズの分析的リアリズムについて調べておく。
【授業内容】　理論的抽象とは何か
【事後学修】　理論の発展に関するパーソンズの考え方を整理しておく。

第27回 【事前学修】　構築主義・構成主義について調べておく。
【授業内容】　ラディカル構成主義
【事後学修】　ルーマンのラディカル構成主義と他の構成主義との違いを整理しておく。

第28回 【事前学修】　小田中直樹『歴史学ってなんだ』を読んでおく。
【授業内容】　物語としての歴史記述
【事後学修】　歴史記述の問題状況について整理しておく。

第29回 【事前学修】　分析概念としてのシステムと実在を言い表すシステム概念の違いを考えてみる。
【授業内容】　システムは実在する！
【事後学修】　ルーマンのシステム概念を整理する。

第30回 【事前学修】　これまでの授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　社会システム理論
【事後学修】　ルーマンの社会システム理論の骨子を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加態度を主とする平常点（評価の60％）およびレポート（評価の 40％）。評価基準については
ルーブリックの形で授業時に公開する。レポートは、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

粘り強い思考が求められるので、授業で指示されるテキストを事前に丁寧に読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

授業中に指示。
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栁澤　英明

環境情報学特論
Special Topics in Environmental Informatics

■テーマ■テーマ

地形や地物の測量方法を学ぶ

■講義内容■講義内容

地形や地物の測量方法を学ぶとともに３Ｄ測量システムを構築し、その精度を検証する。

■達成目標■達成目標

①地形測量の方法を学び、理解できる。 
②３Ｄ測量システムを構築できる。
③３Ｄ測量システムの精度を検証できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　地形測量の情報を書籍などから調べる。
【授業内容】　授業ガイダンス
【事後学修】　測量の基本的な考え方を復習する。

第２回 【事前学修】　地形測量の種類を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の種類
【事後学修】　地形測量の種類について復習する。

第３回 【事前学修】　地形測量の方法を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の方法
【事後学修】　地形測量の方法について復習する。

第４回 【事前学修】　地形測量の手順（直接水準測量）を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の実践　①直接水準測量
【事後学修】　地形測量の手順（直接水準測量）について復習する。

第５回 【事前学修】　地形測量の手順（三角測量）を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の実践　②三角測量
【事後学修】　地形測量の手順（三角測量）について復習する。

第６回 【事前学修】　地形測量の手順（GNSS測量）を書籍などから調べる。
【授業内容】　地形測量の実践　③GNSS測量
【事後学修】　地形測量の手順（GNSS測量）について復習する。

第７回 【事前学修】　ライダーの種類を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーの種類
【事後学修】　ライダーの種類について復習する。

第８回 【事前学修】　ライダーによる測量方法を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる測量方法
【事後学修】　ライダーによる測量方法について復習する。

第９回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄ測量の概念）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システム ① 概要説明
【事後学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄ測量の概念）について復習する。

第10回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄシステムの設計）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システム ① システム設計
【事後学修】　ライダーによる測量方法（3Ｄシステムの設計）について復習する。

第11回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（システムの機器）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システム ① システム構築
【事後学修】　ライダーによる測量方法（システムの機器）について復習する。

第12回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（精度検証）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システムの精度検証（教室内）
【事後学修】　ライダーによる測量方法（精度検証）について復習する。

第13回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（誤差評価）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システムの精度検証（教室外）
【事後学修】　ライダーによる測量方法（誤差評価）について復習する。

第14回 【事前学修】　ライダーによる測量方法（誤差の計算法）を書籍などから調べる。
【授業内容】　ライダーによる3Ｄ測量システムの精度検証（屋外）
【事後学修】　ライダーによる測量方法（誤差の計算法）について復習する。

第15回 【事前学修】　これまでの内容を確認する。
【授業内容】　まとめと最終課題（成果発表会）
【事後学修】　これまでの内容を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の課題（50％）とレポート作成（50％）。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。
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栁澤　英明

人間情報学演習Ⅰ（環境情報学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

津波防災と環境変化

■講義内容■講義内容

テーマに関連する文献を講読し、内容に関連した調査を実施する。収集したデータを分析する技法を指導するとともに、
資料作成・学会発表について支援する。

■達成目標■達成目標

地震・津波の影響と環境変化の関係について分析し、自然現象と被害発生メカニズムの解明を進めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　災害に関する事例を調べる。
【授業内容】　ガイダンス（演習の進め方）
【事後学修】　災害の基本事項を復習する。

第２回 【事前学修】　地震と津波に関する事例を調べる。
【授業内容】　地震・津波による影響に関する概説
【事後学修】　地震と津波に関するメカニズムを復習する。

第３回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の発生）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（1）：第 1 章（津波の発生）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の発生）を熟読してまとめる。

第４回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の伝播）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（2）：第 2 章（津波の伝播）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の伝播）を熟読してまとめる。

第５回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の被害）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（3）：第 3 章（津波の被害）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の被害）を熟読してまとめる。

第６回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の対策）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（4）：第 4 章（津波の対策）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の対策）を熟読してまとめる。

第７回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波に強いまちづくり）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（5）：第 5 章（津波に強いまちづくり）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波に強いまちづくり）を熟読してまとめる。

第８回 【事前学修】　研究に関連する文献（津波の防災の取りくみ）を調べる。
【授業内容】　文献の講読（6）：総括（津波の防災の取りくみ）
【事後学修】　研究に関連する文献（津波の防災の取りくみ）を熟読してまとめる。

第９回 【事前学修】　研究に関する論文（津波の研究例）を収集する。
【授業内容】　科学論文の検索方法
【事後学修】　研究に関する論文（津波の研究例）を熟読してまとめる。

第10回 【事前学修】　研究に関する論文（先行研究）を収集する。
【授業内容】　先行研究論文の検索
【事後学修】　研究に関する論文（先行研究）を整理する。

第11回 【事前学修】　研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　先行研究論文の講読（1）論文の読み方
【事後学修】　研究に関する論文を熟読する。

第12回 【事前学修】　研究に関する論文の参考文献を調べる。
【授業内容】　先行研究論文の講読（2）研究方法
【事後学修】　研究に関する論文を熟読してまとめる。

第13回 【事前学修】　研究に関する論文の参考文献の資料を収集する。
【授業内容】　先行研究論文の講読（3）研究のまとめ方
【事後学修】　研究に関する論文を熟読して考察する。

第14回 【事前学修】　文献調査結果について発表資料を作成する。
【授業内容】　総括・発表
【事後学修】　文献調査結果について発表資料を見直す。

第15回 【事前学修】　フィールドワークの計画（基礎データの収集）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（基礎データの収集）
【事後学修】　フィールドワークの計画（基礎データの収集）を見直す。

第16回 【事前学修】　フィールドワークの計画（GIS データの作成）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（GIS データの作成）
【事後学修】　フィールドワークの計画（GIS データの作成）を見直す。

第17回 【事前学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査地の概要）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（1）
【事後学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査地の概要）を見直す。

第18回 【事前学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査の方法）を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（2）
【事後学修】　フィールドワークの計画（フィールド調査の方法）を見直す。
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第19回 【事前学修】　収集データの確認をする。（GIS、エクセルによる図面作成）
【授業内容】　収集したデータの整理（GIS、エクセルによる図面作成）
【事後学修】　収集データの整理をする。（GIS、エクセルによる図面作成）

第20回 【事前学修】　収集データの確認をする。（衛星画像などとの重ね合わせ）
【授業内容】　収集したデータの整理（衛星画像などとの重ね合わせ）
【事後学修】　収集データの整理をする。（衛星画像などとの重ね合わせ）

第21回 【事前学修】　収集データの確認をする。（GIS によるデータ処理）
【授業内容】　収集したデータの分析（GIS によるデータ処理）
【事後学修】　収集データの整理をする。（GIS によるデータ処理）

第22回 【事前学修】　収集データの確認をする。（GIS による解析）
【授業内容】　収集したデータの分析（GIS による解析）
【事後学修】　収集データの整理をする。（GIS による解析）

第23回 【事前学修】　調査結果の発表準備をする。
【授業内容】　中間報告会
【事後学修】　調査結果の発表資料を修正する。

第24回 【事前学修】　分析方法を調べる。（回帰分析）
【授業内容】　収集データに基づく解析（回帰分析）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（回帰分析）

第25回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析手法）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析手法）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（数値解析手法）

第26回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析の実践）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析の実践）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（数値解析の実践）

第27回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析と実測の比較）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析と実測の比較）
【事後学修】　分析結果をまとめる。（数値解析と実測の比較）

第28回 【事前学修】　報告書の書き方を調べる。（論文の書き方）
【授業内容】　報告書の作成方法（論文の書き方）
【事後学修】　報告書の作成する。（論文の書き方）

第29回 【事前学修】　報告書を修正する。（論文の書き方）
【授業内容】　報告書の修正（論文の書き方）
【事後学修】　報告書を修正する。（論文の書き方）

第30回 【事前学修】　研究成果の発表準備をする。
【授業内容】　研究成果の発表会
【事後学修】　研究成果の発表資料を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの作成（50％）と発表・報告内容（50％）。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。
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栁澤　英明

人間情報学演習Ⅱ（環境情報学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

津波影響分析に基づく地域脆弱性評価

■講義内容■講義内容

各研究テーマに関連する演習を実施し、成果に関連した討論を通じて、修士論文の作成を指導する。

■達成目標■達成目標

各研究テーマにおける課題について、高度な解析・分析を実践し、その研究成果を報告できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究に関する事例を調べる。
【授業内容】　ガイダンス（演習の進め方）
【事後学修】　研究に関する情報を整理する。

第２回 【事前学修】　テーマに関する情報を調べる。
【授業内容】　研究テーマの検討
【事後学修】　テーマに関する情報を整理する。

第３回 【事前学修】　研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　文献調査・情報収集（大学図書館および、インターネット）
【事後学修】　研究に関連する文献を整理する。

第４回 【事前学修】　研究に関連するデータを調べる。
【授業内容】　文献調査・情報収集（地元図書館）
【事後学修】　研究に関連するデータを整理する。

第５回 【事前学修】　研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　文献調査・情報収集（関連研究者との相談）
【事後学修】　研究に関連する文献を整理する。

第６回 【事前学修】　対象地域の情報を調べる。（地域特性）
【授業内容】　研究対象地域の選定
【事後学修】　対象地域の情報を整理する。（地域特性）

第７回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（研究手法）
【授業内容】　研究手法の検討
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（研究手法）

第８回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（研究計画）
【授業内容】　研究計画の作成
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（研究計画）

第９回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（分析・解析手法）
【授業内容】　先行研究の分析（分析・解析手法）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（分析・解析手法）

第10回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（結果のまとめ）
【授業内容】　先行研究の分析（結果のまとめ）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（結果のまとめ）

第11回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（課題の抽出）
【授業内容】　先行研究の分析（課題の抽出）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（課題の抽出）

第12回 【事前学修】　発表資料を作成する。
【授業内容】　総括：中間報告
【事後学修】　発表資料を修正する。

第13回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（画像処理）
【授業内容】　事前データの作成（画像処理）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（画像処理）

第14回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（GIS データ）
【授業内容】　事前データの作成（GIS データ）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（GIS データ）

第15回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（数値解析に関連する基礎データ：地形）
【授業内容】　事前データの作成（数値解析に関連する基礎データ：地形）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（数値解析に関連する基礎データ：地形）

第16回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（数値解析に関連する基礎データ：土地利用）
【授業内容】　事前データの作成（数値解析に関連する基礎データ：土地利用）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（数値解析に関連する基礎データ：土地利用）

第17回 【事前学修】　先行研究の調査方法を調べる。（数値解析結果）
【授業内容】　事前データの作成（数値解析結果）
【事後学修】　先行研究の調査方法を整理する。（数値解析結果）

第18回 【事前学修】　調査計画を立てる。
【授業内容】　現地調査計画の作成
【事後学修】　調査計画を見直す。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1385 -



第19回 【事前学修】　調査計画を立てる。（GIS データの作成）
【授業内容】　現地調査事前準備（GIS データの作成）
【事後学修】　調査計画を見直す。（GIS データの作成）

第20回 【事前学修】　調査計画を立てる。（調査器具の準備、マップ作成）
【授業内容】　現地調査事前準備（調査器具の準備、マップ作成）
【事後学修】　調査計画を見直す。（調査器具の準備、マップ作成）

第21回 【事前学修】　調査計画の最終確認をする。
【授業内容】　現地調査の実施
【事後学修】　現地データの確認をする。

第22回 【事前学修】　収集データを整理する。（GIS、エクセルによる図面作成）
【授業内容】　収集したデータの整理（GIS、エクセルによる図面作成）
【事後学修】　収集データを整理する。（GIS、エクセルによる図面作成）

第23回 【事前学修】　収集データを整理する。（衛星画像などとの重ね合わせ）
【授業内容】　収集したデータの整理（衛星画像などとの重ね合わせ）
【事後学修】　収集データを整理する。（衛星画像などとの重ね合わせ）

第24回 【事前学修】　収集データを整理する。（GIS によるデータ処理）
【授業内容】　収集したデータの分析（GIS によるデータ処理）
【事後学修】　収集データを整理する。（GIS によるデータ処理）

第25回 【事前学修】　発表資料を作成する。
【授業内容】　総括：中間報告会
【事後学修】　発表資料を修正する。

第26回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析の実践）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析の実践）
【事後学修】　分析方法を整理する。（数値解析の実践）

第27回 【事前学修】　分析方法を調べる。（数値解析と実測の比較）
【授業内容】　収集データに基づく解析（数値解析と実測の比較）
【事後学修】　分析方法を整理する。（数値解析と実測の比較）

第28回 【事前学修】　報告書の作成方法を調べる。
【授業内容】　報告書の作成方法
【事後学修】　報告書の作成方法を整理する。

第29回 【事前学修】　報告書を作成する。
【授業内容】　報告書の作成
【事後学修】　報告書を修正する。

第30回 【事前学修】　発表資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表会
【事後学修】　発表資料を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの作成（50％）と発表・報告内容（50％）。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。
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萩原　俊彦

行動情報心理学
Psychology of Behavior and Information

■テーマ■テーマ

人間行動―情報システム研究における動機づけ研究の動向

■講義内容■講義内容

本講義でいう「人間行動―情報システム」とはいわゆる心と行動の総体のことであり、人間が内的・外的環境情報を取り
込み、処理し、そこから広義の形で新たな情報を産出していく全体的システムをいう。本講義ではこのシステムにおいて
行動を始発し、方向づけ、維持する過程である動機づけについて、研究の主要理論と方法を概観し、その異同や関連に留
意しながら包括的理解を目指す。

■達成目標■達成目標

人間が社会生活を営むにあたって不可欠な動機づけ過程に関する理論が、これまでどのように発展してきたかを理解し、
各理論の異同や関連を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り組みたいテーマと本講義との関連性について説
明できるよう準備する。シラバスをよく読み達成目標と授業計画、成績評価方法等を確認する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】　オリエンテーションをふまえて、紹介された文献から自分の担当する箇所を決め、読み進める。

第２回 【事前学修】　第２回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　動機づけの基本事項の理解（基本的情動・様々な動機づけの様態）
【事後学修】　第２回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第３回 【事前学修】　第３回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　マレーの欲求理論
【事後学修】　第３回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第４回 【事前学修】　第４回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　マクレランドの動機論
【事後学修】　第４回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第５回 【事前学修】　第５回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　アトキンソンの達成動機づけ理論
【事後学修】　第５回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第６回 【事前学修】　第６回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　ワイナーの原因帰属理論
【事後学修】　第６回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第７回 【事前学修】　第７回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　内的―外的統制
【事後学修】　第７回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第８回 【事前学修】　第８回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　学習性無力感
【事後学修】　第８回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第９回 【事前学修】　第９回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　自己効力
【事後学修】　第９回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第10回 【事前学修】　第10回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　内発的動機づけとアンダーマイニング現象
【事後学修】　第10回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第11回 【事前学修】　第11回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　デシとライアンの自己決定理論
【事後学修】　第11回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。
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第12回 【事前学修】　第12回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　自尊心の維持と高揚
【事後学修】　第12回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第13回 【事前学修】　第13回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　ドゥエックの目標理論
【事後学修】　第13回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第14回 【事前学修】　第14回授業で指定された文献を読み、内容を議論できるよう疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合は発表レジュメを作成する。
【授業内容】　動機づけ理論における包括的・構造的理解
【事後学修】　第14回の授業内容をふまえて、取りあげた各理論の異同や関連を説明できるようにする。また、
修士論文で取り組みたいテーマとの関連性を考える。

第15回 【事前学修】　授業内容を振り返り、修士論文で取り組みたいテーマとの関連が深かった回はどの回か、説明で
きるよう準備する。
【授業内容】　まとめ（既習事項の復習とレポート課題の説明）
【事後学修】　授業内容をふまえて、修士論文で取り組みたいテーマに活かせる点を考える。また、レポートを
作成し、期限までに提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70％）・議論への参加状況（30％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に配布される文献・資料類に目を通し、疑問点や論点を言語化して整理してくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて資料を配布する。

■参考文献■参考文献

随時、必要に応じて関連文献を指示・紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを（開講時に）公開する。
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萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅰ（行動情報心理学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人間行動の研究法の基本的問題に関する指導（行動情報心理学）

■講義内容■講義内容

人間行動－情報システム研究としての現代心理学や現代発達心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英
文の論文の講読や議論などを通して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究対象の選択など、研究上の基本につい
て指導し、修士課程前期における論文作成の基礎的問題を援助する。

■達成目標■達成目標

①修士論文作成のための、各自の関心領域に関わる基本的知識を身につけられるようになる。
②修士論文作成のための、研究の進め方について理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み達成目標と授業計画、成績評価方法等を確認する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションの内容を良く理解する、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを立
て、自らのスケジュールを調整する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと 2年間の作業の見通しについ
て考える。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを再度確認する。

第３回 【事前学修】　修士論文の研究テーマに関わると思われる検索キーワードをリストアップしてくる。
【授業内容】　文献検索等の情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ検索方法をふまえて、自分の研究テーマに必要な文献を検索して入手する。

第４回 【事前学修】　事前に決めた文献を読み、全体もしくは一部についてレビューを作成する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ文献読解方法をふまえて、自分の文献の読み方と、作成したレジュメに必要な修正
を行う。

第５回 【事前学修】　卒業研究まで自分が参照していた基本文献・学術雑誌・データベースをリストアップしてくる。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースを実際に閲覧・使用して、それ
ぞれの特徴や長所・短所を把握する。

第６回 【事前学修】　自分の卒業論文がいかなるアプローチでなされた研究であったか、修士論文で必要なアプローチ
は何かを考えてくる。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　第６回授業での検討をふまえて、修士論文で必要なアプローチを再検討する。

第７回 【事前学修】　自分の卒業論文がいかなるアプローチでなされた研究であったか、修士論文で必要なアプローチ
は何かを、前回の授業内容をふまえて再検討してくる。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　第７回授業での検討をふまえて、修士論文で必要なアプローチを再検討する。

第８回 【事前学修】　卒業論文への取り組みで気づいた、関連分野の研究上の問題点をリストアップしてくる。
【授業内容】　人間行動－情報システムをめぐる研究の問題
【事後学修】　授業での検討をふまえて、修士論文では研究上の問題点をどう打開するかを検討する。

第９回 【事前学修】　ここまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験
【事後学修】　第10回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第11回 【事前学修】　第11回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙調査
【事後学修】　第11回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第12回 【事前学修】　第12回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：面接、フィールドワーク
【事後学修】　第12回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第13回 【事前学修】　第13回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：アクションリサーチ
【事後学修】　第13回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。
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第14回 【事前学修】　第14回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第14回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第15回 【事前学修】　第15回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連・適合性を議論できるよう、レ
ジュメを作成してくる。
【授業内容】　研究方法の検討：データ処理法
【事後学修】　第15回授業での検討をふまえて、議論した方法論と修士論文のテーマとの適合性を検討し、必要
があれば修正する。

第16回 【事前学修】　前期の授業と文献レビューに基づいて修士論文のテーマを再設定し、研究対象・具体的な研究方
法を構想してくる。
【授業内容】　前期のまとめ
【事後学修】　第16回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマと研究対象・具体的な研究方法を確認・修正
する。

第17回 【事前学修】　第17回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：発達的アプローチ
【事後学修】　第17回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第18回 【事前学修】　第18回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：力学的アプローチ
【事後学修】　第18回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第19回 【事前学修】　第19回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：社会文化的アプローチ
【事後学修】　第19回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第20回 【事前学修】　第20回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：刺激－反応と動作
【事後学修】　第20回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第21回 【事前学修】　第21回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：行動と行為
【事後学修】　第21回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第22回 【事前学修】　第22回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：社会的行動と社会的行為
【事後学修】　第22回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第23回 【事前学修】　第23回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：感覚、知覚、認知、社会的認知
【事後学修】　第23回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第24回 【事前学修】　第24回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：情報処理システム
【事後学修】　第24回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第25回 【事前学修】　第25回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムの成り立ち
【事後学修】　第25回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第26回 【事前学修】　第26回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：文化と人間行動－情報システム
【事後学修】　第26回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第27回 【事前学修】　第27回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムと適応
【事後学修】　第27回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。
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第28回 【事前学修】　第28回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムの形成
【事後学修】　第28回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第29回 【事前学修】　第29回授業で指定された文献を読み、修士論文テーマとの関連や付加すべき内容を議論できるよ
う、レジュメを作成してくる。
【授業内容】　文献検討：人間行動－情報システムの変容
【事後学修】　第29回授業での検討をふまえて、文献と修士論文テーマとの関連を確認し、必要があれば自らの
研究テーマ・方法に取り入れる。

第30回 【事前学修】　後期の授業と文献レビューに基づいて修士論文のテーマを再設定し、データ収集方法を構想して
くる。
【授業内容】　全体のまとめ（既習事項の確認と研究の方向性の検討）
【事後学修】　授業での検討をふまえて、修士論文のテーマとデータ収集方法を確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）。評価基準は
ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマについて、常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の科目群。

■テキスト■テキスト

必要に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを（開講時に）公開する。
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萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅱ（行動情報心理学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（行動情報心理学）

■講義内容■講義内容

人間の行動や社会的行動の問題を一般心理学や発達心理学の多様な観点から扱う。研究の方向性、研究方法、参考文献の
選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度中の研究・作業概要をまとめ、今年度中の作業の見通しについて考える。また、シラバス
をよく読み達成目標と授業計画、成績評価方法等を確認する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションの内容を良く理解する。また、修士論文作成に向けた今年度の作業の見通し
を立て、自らのスケジュールを調整する。

第２回 【事前学修】　前年度中の研究・作業概要をまとめ、今年度中の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回授業での検討をふまえて、今後 1 年間の作業の見通しを修正する。

第３回 【事前学修】　今年度中の研究・作業予定をまとめてくる。
【授業内容】　院生による今年度中の研究・作業予定の報告
【事後学修】　第３回授業での検討をふまえて、今後 1 年間の作業の見通しを再度確認する。

第４回 【事前学修】　ここまでの研究実施および修士論文作成上の問題点についてまとめてくる。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　第４回授業での検討をふまえて、研究実施および修士論文作成上の問題点打開を構想する。

第５回 【事前学修】　第５回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：文献レビューの方法
【事後学修】　第５回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第６回 【事前学修】　第６回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生による文献研究の進展状況報告
【事後学修】　第６回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第７回 【事前学修】　第７回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：具体的な研究課題における研究枠組と概念定義
【事後学修】　第７回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第８回 【事前学修】　第８回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における枠組および概念定義の報告と検討
【事後学修】　第８回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第９回 【事前学修】　第９回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：研究課題における仮説と検証方法
【事後学修】　第９回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回授業に備えて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における仮説および検証方法の報告と検討
【事後学修】　第10回授業での検討をふまえて、修士論文のテーマを確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回授業に備えて、研究テーマについて仮説と対象および検証方法を考える。
【授業内容】　研究方法の検討：アプローチおよび研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　第11回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第12回 【事前学修】　第12回授業に備えて、研究テーマについて仮説と対象および検証方法を考える。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるアプローチと研究方法
【事後学修】　第12回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第13回 【事前学修】　第13回授業に備えて、研究テーマについて仮説と対象および検証方法を考える。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における対象者選択
【事後学修】　第13回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第14回 【事前学修】　第14回授業に備えて、データ収集技法・処理法について具体的な検討を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ収集技法
【事後学修】　第14回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第15回 【事前学修】　第15回授業に備えて、データ収集技法・処理法について具体的な検討を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ処理法
【事後学修】　第15回授業での検討をふまえて、研究テーマに関する仮説と対象および検証方法を確認・修正す
る。

第16回 【事前学修】　第16回授業に備えて、前期中の研究進捗状況の報告をまとめ、後期の作業見通しについて考え
る。
【授業内容】　院生による前期中の研究進捗状況の報告
【事後学修】　第16回授業での検討をふまえて、後期の作業見通しを確認・修正する。
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第17回 【事前学修】　第17回授業に備えて、研究テーマについてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ処理結果
【事後学修】　第17回授業での検討をふまえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第18回 【事前学修】　第18回授業に備えて、研究テーマについてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における仮説の検証と考察
【事後学修】　第18回授業での検討をふまえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　第19回授業に備えて、研究テーマについてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における全体考察と意義
【事後学修】　第19回授業での検討をふまえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第20回 【事前学修】　第20回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：研究枠組の整理と確認
【事後学修】　第20回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第21回 【事前学修】　第21回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：問題の背景と課題設定
【事後学修】　第21回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第22回 【事前学修】　第22回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：問題設定と概念枠組・モデル
【事後学修】　第22回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第23回 【事前学修】　第23回授業に備えて、研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：変数間の関係とモデル
【事後学修】　第23回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第24回 【事前学修】　第24回授業に備えて、研究の論文作成を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（対象者・データ収集技法）
【事後学修】　第24回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第25回 【事前学修】　第25回授業に備えて、研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（データ収集と結果処理）
【事後学修】　第25回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第26回 【事前学修】　第26回授業に備えて、研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果の読み取りと図表の活用
【事後学修】　第26回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。

第27回 【事前学修】　第27回授業に備えて、研究の論文作成を行い、作成された修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　第27回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

第28回 【事前学修】　研究の論文作成を行い、章の最終的な仕上げを行う。また作成された修士論文の発表準備を行
う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察・展望
【事後学修】　第28回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

第29回 【事前学修】　研究の論文を完成させ、作成された修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：和文および英文要約
【事後学修】　第29回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

第30回 【事前学修】　作成された修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　まとめ（既習事項の確認と修士論文提出に向けた検討）
【事後学修】　第30回授業での検討をふまえて、修士論文の内容を確認・修正する。また、修士論文の発表準備
を修正して進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の状況（40％）。評価基準はルーブ
リックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて文献を指示。

■参考文献■参考文献

必要に応じて文献を指示。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを（開講時に）公開する。
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金井　嘉宏

適応行動学
Psychology of Adjustment

■テーマ■テーマ

心理学における「適応」概念の検討

■講義内容■講義内容

「適応」という言葉は、日常的にはきわめて多義的である。本講義では、心理学における適応概念について、パーソナリ
ティ心理学や臨床心理学、社会心理学、さらに認知心理学などの多角的な視点から整理し、そのメカニズムや統御機能の
問題を検討する。また、適応の維持・増進に関する心理学的介入についても考察する。
なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、現在および将来
のメンタルヘルス向上に役立つ方法を紹介する。

■達成目標■達成目標

①「適応」概念の取り扱われ方が学問領域によって多様であることを理解できる。
②臨床、健康、パーソナリティなどの心理学領域における、適応・不適応のとらえ方を習得できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前にはシラバスをよく読む。自分の卒業論文の報告、および修士論文のテーマについて話せる
ように準備する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介など
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、自分の日常生活における「適応」について考える。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：臨床心理学の視点から
【事後学修】　「行動としての適応」と「状態としての適応」の違いを説明できるようにし、日常生活場面で振
り返りながら理解を深める。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：健康心理学の視点から
【事後学修】　臨床心理学の視点からみた適応と健康心理学の視点からみた適応について説明できるようにす
る。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：パーソナリティ心理学の視点から
【事後学修】　パーソナリティなどの個人特性と適応の関係について説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：社会心理学の視点から
【事後学修】　パーソナリティなどの個人特性と人間関係における適応の関係について日常生活の例をあげなが
ら説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応概念の諸相：認知心理学の視点から
【事後学修】　認知心理学の視点からみた適応とそれまでに学んだ視点からの適応の関連について考える。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応の理解
【事後学修】　不適応の生起メカニズムについて学んだことを日常生活にあてはめながら理解を深める。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応のアセスメント
【事後学修】　不適応のアセスメントを体験し、ほかのアセスメント方法について調べる。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：認知行動療法 1
【事後学修】　認知行動療法に関する文献をさらに調べる。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：認知行動療法 2
【事後学修】　認知行動療法について授業で学んだことを日常生活で実践する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：対人関係療法
【事後学修】　対人関係療法に関する文献をさらに調べる。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　不適応への心理学的介入：ブリーフセラピー
【事後学修】　ブリーフセラピーに関する文献をさらに調べる。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応に関わる個人的要因
【事後学修】　適応と不適応、およびその変化メカニズムに関わる個人的要因についてさらに考える。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　適応と well-being
【事後学修】　適応と well-being に関する文献をさらに調べる。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、指定された文献を読む。発表が課された場合にはレジュメを作成する。
【授業内容】　文化と well-being
【事後学修】　文化と well-being について自分の体験をあてはめて考える。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70％）・授業中の質問や発言（30％）
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自の前期課程における研究テーマと関連させながら毎回の講義内容を理解することを通して、学習内容の定着を図るこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅰ（適応行動学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（適応行動学）

■講義内容■講義内容

主としてパーソナリティ心理学や臨床心理学、感情心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英文の論文
の講読や議論などを通して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択など、研究上の基本につ
いて指導し、博士課程前期における論文作成の基礎的問題を援助する。
なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

①修士論文を作成するために、各自の関心領域に関わる基本的知識を習得できる。
②修士論文を作成するための、研究の進め方を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるように準備する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、修士論文のテーマについて考える。

第３回 【事前学修】　これまでに習得している文献検索法について整理する。
【授業内容】　文献検索などの情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ文献検索法を用いて、修士論文のテーマに関わる文献を検索する。

第４回 【事前学修】　文献検索の結果をまとめ、報告できるように準備する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ方法を用いて、文献読解を進める。

第５回 【事前学修】　文献検索をさらに進め、結果を報告できるように準備する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された文献やデータベースを用いてさらに文献検索と読解を進める。

第６回 【事前学修】　法則定立的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　法則定立的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第７回 【事前学修】　個性記述的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　個性記述的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第８回 【事前学修】　臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考える。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：臨床心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連をさら
に考える。

第９回 【事前学修】　パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考える。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：パーソナリティ心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの
関連をさらに考える。

第10回 【事前学修】　修士論文の研究テーマについて、これまでの先行研究の展望と研究課題の設定について発表でき
るようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　第10回授業での検討を踏まえ、修士論文の研究テーマについて、先行研究の展望をさらに進め、
問題設定を考える。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙調査
【事後学修】　第11回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験
【事後学修】　第12回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第13回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：面接
【事後学修】　第13回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。
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第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法の倫理的
配慮について調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第15回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法の倫理的配慮について考える。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告①
【事後学修】　第16回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告②
【事後学修】　第17回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告③
【事後学修】　第18回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告④
【事後学修】　第19回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑤
【事後学修】　第20回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑥
【事後学修】　第21回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集①
【事後学修】　第22回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集②
【事後学修】　第23回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、予備研究のデータ解析を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析①
【事後学修】　第24回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、予備研究のデータ解析を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析②
【事後学修】　第25回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会①
【事後学修】　第26回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会②
【事後学修】　第27回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察①
【事後学修】　第28回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察②
【事後学修】　第29回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第30回 【事前学修】　予備研究の成果を発表するための準備を行う。
【授業内容】　予備研究の成果報告
【事後学修】　第30回授業の検討を踏まえて、来年度の本研究に向けた準備を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマを常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

適応行動学、健康行動学など。

■テキスト■テキスト

特になし。
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■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅱ（適応行動学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（適応行動学）

■講義内容■講義内容

主としてパーソナリティ心理学や臨床心理学、感情心理学の領域に関わる問題を扱う。研究の方向性、研究方法、参考文
献の選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。
なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度および春休み中の作業内容、進捗状況について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回授業の内容を踏まえ、前年度および春休み中の作業内容、進捗状況を振り返る。

第２回 【事前学修】　前年度および春休み中の作業内容、進捗状況について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回授業の内容を踏まえ、前年度および春休み中の作業内容、進捗状況について振り返る。

第３回 【事前学修】　今年度の作業スケジュールを計画し、発表できるように準備する。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、今年度の作業スケジュールの検討をさらに進める。

第４回 【事前学修】　研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究実施および修士論文作成上の問題点についてさらに検討する。

第５回 【事前学修】　これまでに調べた先行研究の展望を行うことができるように準備する。
【授業内容】　文献レビューの方法
【事後学修】　第５回授業の内容を踏まえ、先行研究の展望をさらに進める。

第６回 【事前学修】　先行研究の展望の成果を報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による文献レビューの成果報告
【事後学修】　第６回授業の内容を踏まえ、先行研究の展望をさらに進める。

第７回 【事前学修】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　第７回授業の内容を踏まえ、具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義をさらに検討す
る。

第８回 【事前学修】　研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　第８回授業の内容を踏まえ、具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義をさらに検討す
る。

第９回 【事前学修】　仮説の設定とその検証方法を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　仮説の設定とその検証方法
【事後学修】　第９回授業の内容を踏まえ、仮説の設定とその検証方法をさらに検討する。

第10回 【事前学修】　研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討
【事後学修】　第10回授業の内容を踏まえ、仮説の設定とその検証方法をさらに検討する。

第11回 【事前学修】　研究方法に関する文献レビューを報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　第11回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する文献レビューをさらに進める。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 1
【事後学修】　第12回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 2
【事後学修】　第13回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 3
【事後学修】　第14回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究方法について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 4
【事後学修】　第15回授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討をさらに進める。

第16回 【事前学修】　データ収集状況の報告ができるよう準備する。
【授業内容】　データ収集状況の報告
【事後学修】　第16回授業の内容を踏まえ、データ収集をさらに進める。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 1
【事後学修】　第17回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。
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第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 2
【事後学修】　第18回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 3
【事後学修】　第19回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、データ解析の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 4
【事後学修】　第20回授業の内容を踏まえ、データ解析をさらに進める。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 1
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、結果の執筆を進める。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 2
【事後学修】　第22回授業の内容を踏まえ、結果の執筆をさらに進める。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 3
【事後学修】　第23回授業の内容を踏まえ、考察の執筆を進める。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、データ検討会用に資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 4
【事後学修】　第24回授業の内容を踏まえ、考察の執筆をさらに進める。

第25回 【事前学修】　序論の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：序論
【事後学修】　序論の第 1 稿を修正する。

第26回 【事前学修】　方法の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：方法
【事後学修】　方法の第 1 稿を修正する。

第27回 【事前学修】　結果の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：結果
【事後学修】　結果の第 1 稿を修正する。

第28回 【事前学修】　考察の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　考察の第 1 稿を修正する。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 1
【事後学修】　研究成果発表用のスライドを修正する。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 2
【事後学修】　研究成果発表用の抄録を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の準備状況（40％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業を進めている
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

適応行動学、健康行動学など。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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金井　嘉宏

適応行動学（心理支援に関する理論と実践）

■テーマ■テーマ

公認心理師の実践における心理支援の理論と方法を理解し実践する

■講義内容■講義内容

本講義では，力動論に基づく心理療法，認知行動理論に基づく心理療法，来談者中心療法，家族療法などの理論と方法に
ついて学び，その知識を心理支援に応用できるようになることが目的である。
学部で学んだ心理学的支援の概論のうえに，各心理療法をはじめとした心理支援に関する文献を読んだり心理面接の動画
を視聴することによって，それぞれの支援法の理論的背景と実践方法を学ぶ。受講者は文献を調べて読んでまとめたレ
ジュメを作成し，授業の中でその内容についてディスカッションを行うことが求められる。

■達成目標■達成目標

（１）代表的な心理療法の理論と方法について説明できる。
（２）心理支援を要する者の特性や状況に応じて適切な支援方法を選択したり調整できる。
（３）心理支援において良好な人間関係を築くコミュニケーション方法を身につける。
（４）心理支援を行う際のプライバシーへの配慮について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　学部科目の「心理学的支援法」で学んだ内容を復習する。

第２回 【事前学修】　ロジャースが提唱した「治療的人格変化の必要十分条件」について調べる。
【授業内容】　来談者中心療法（１）
【事後学修】　日常生活における対話場面において来談者中心療法の視点を意識する。

第３回 【事前学修】　傾聴について調べてくる。
【授業内容】　来談者中心療法（２）
【事後学修】　日常生活における対話場面において来談者中心療法のコミュニケーション方法を意識する。

第４回 【事前学修】　動機づけ面接について調べてくる。
【授業内容】　動機づけ面接
【事後学修】　日常生活における対話場面において動機づけ面接を意識する。

第５回 【事前学修】　不安症について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（１）：不安症に対する認知行動療法
【事後学修】　第５回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第６回 【事前学修】　強迫症について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（２）：強迫症に対する行動療法
【事後学修】　第６回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第７回 【事前学修】　うつ病について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（３）：うつ病に対する認知行動療法
【事後学修】　第７回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第８回 【事前学修】　発達障害について調べてくる。
【授業内容】　認知行動療法の理論と方法（４）：応用行動分析とシングルケースデザイン
【事後学修】　シングルケースデザインを用いて応用行動分析の効果を検討している事例研究を調べて読む。

第９回 【事前学修】　ブリーフセラピーについてまとめてくる。
【授業内容】　ブリーフセラピー：解決志向アプローチ
【事後学修】　第９回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第10回 【事前学修】　家族療法についてまとめてくる。
【授業内容】　家族療法
【事後学修】　第10回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第11回 【事前学修】　フロイトの精神分析についてまとめてくる。
【授業内容】　力動論に基づく心理療法の理論と方法（１）フロイトの精神分析
【事後学修】　フロイトの症例に関する文献を調べて読む。

第12回 【事前学修】　アドラーの個人心理学についてまとめてくる。
【授業内容】　力動論に基づく心理療法の理論と方法（２）ユングの分析心理学とアドラーの個人心理学
【事後学修】　ユングの心理療法が日本においてどのように普及し，用いられているかについて調べる。

第13回 【事前学修】　フロイト後の精神分析を形成した代表的な心理療法家をひとりあげて調べてくる。
【授業内容】　力動論に基づく心理療法の理論と方法（３）フロイト後の精神力動的心理療法
【事後学修】　第13回の授業で学んだ支援法について復習するとともに，実際にその支援法が用いられている文
献を調べて読む。

第14回 【事前学修】　ケースフォーミュレーションについて調べてくる。
【授業内容】　心理支援を要する者の特性や状況に応じた適切な支援方法の選択と調整（１）　ケースフォー
ミュレーション
【事後学修】　それぞれの心理療法におけるケースフォーミュレーションの違いについて考察する。
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第15回 【事前学修】　ひとつの心理支援法をとりあげて，その事例研究についてまとめてくる。
【授業内容】　心理支援を要する者の特性や状況に応じた適切な支援方法の選択と調整（２）　事例検討，スー
パービジョン，コンサルテーション
【事後学修】　本授業で学んだ内容について，それぞれの内容を関連付けながらメタ的な視点で復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

manabaや用紙で提出される課題（40%），発表内容（30%），ディスカッションなど授業への積極的参加態度（30 %）
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各心理療法に関する事例研究について情報収集し授業の中で共有する姿勢が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

大学院における公認心理師関係科目

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

岡島　義・金井嘉宏　『使う使える臨床心理学』（弘文堂，2020年）ISBN 4335651872

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり，manabaの個別指導コレクションを使用する。
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金井　嘉宏

人間情報学演習Ⅰ（適応行動学）（心理支援に関する理論と実践）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（適応行動学）（心理支援に関する理論と実践）

■講義内容■講義内容

主として臨床心理学、感情心理学、パーソナリティ心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英文の論文
の講読や議論を通して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択など、研究上の基本について
指導し、博士課程前期における論文作成のプロセスを援助する。なお、担当者がこれまで医療機関や学校、産業・労働場
面で行ってきた心理面接業務の経験を活かして、科学的な研究論文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

①修士論文を作成するために、各自の関心領域に関わる基本的知識を習得できる。
②修士論文を作成するための、研究の進め方を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるように準備する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、修士論文のテーマについて考える。

第３回 【事前学修】　これまでに習得している文献検索法について整理する。
【授業内容】　文献検索などの情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ文献検索法を用いて、修士論文のテーマに関わる文献を検索する。

第４回 【事前学修】　文献検索の結果をまとめ、報告できるように準備する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ方法を用いて、文献読解を進める。

第５回 【事前学修】　文献検索をさらに進め、結果を報告できるように準備する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された文献やデータベースを用いてさらに文献検索と読解を進める。

第６回 【事前学修】　法則定立的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　法則定立的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第７回 【事前学修】　個性記述的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　個性記述的アプローチと自分の修士論文テーマを関連づけて考える。

第８回 【事前学修】　臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考える。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：臨床心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、臨床心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連をさら
に考える。

第９回 【事前学修】　感情心理学、パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論文テーマとの関連を考え
る。
【授業内容】　適応をめぐる研究の問題：感情心理学、パーソナリティ心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、感情心理学、パーソナリティ心理学の視点からみた適応と自分の修士論
文テーマとの関連をさらに考える。

第10回 【事前学修】　修士論文の研究テーマについて、これまでの先行研究の展望と研究課題の設定について発表でき
るようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　第10回授業での検討を踏まえ、修士論文の研究テーマについて、先行研究の展望をさらに進め、
問題設定を考える。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙調査
【事後学修】　第11回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験
【事後学修】　第12回授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を
さらに調べる。

第13回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：面接
【事後学修】　第13回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法を調べ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法を考える。
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第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法の倫理的
配慮について調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第15回授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法の倫理的配慮について考える。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告①
【事後学修】　第16回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告②
【事後学修】　第17回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告③
【事後学修】　第18回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらレジュメを作
成する。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告④
【事後学修】　第19回授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定と方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑤
【事後学修】　第20回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、修士論文の方法について先行研究を調べながら実験・調査材料を作成す
る。
【授業内容】　文献抄読または研究の進捗状況報告⑥
【事後学修】　第21回授業の検討を踏まえて、修士論文の方法について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集①
【事後学修】　第22回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集②
【事後学修】　第23回授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析①
【事後学修】　第24回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析②
【事後学修】　第25回授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会①
【事後学修】　第26回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会②
【事後学修】　第27回授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察①
【事後学修】　第28回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察②
【事後学修】　第29回授業の検討を踏まえて、解析結果の考察をさらに進める。

第30回 【事前学修】　予備研究の成果を発表するための準備を行う。
【授業内容】　予備研究の成果報告
【事後学修】　第30回授業の検討を踏まえて、来年度の本研究に向けた準備を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマを常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

適応行動学（心理支援に関する理論と実践）、心理的アセスメントに関する理論と実践、健康行動学など。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、研究室用Slackやmanabaの個別指導コレクションを使用する。
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（本年度　休講）

人間情報学演習Ⅱ（適応行動学）（心理支援に関する理論と実践）
Seminar in Human Informatics II
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福野　光輝

社会心理学特論
Special Topics in Social Psychology

■テーマ■テーマ

交渉の社会心理学

■講義内容■講義内容

交渉とは、利害の不一致を当事者同士で調整することであり、双方にとって望ましい合意が得られやすい紛争解決手続き
のひとつといえますが、交渉によって必ず最善の結果がもたらされるわけではありません。双方にとって望ましい合意
が、客観的にみても可能である場合でさえ、交渉当事者はなぜそうした合意に到達できないのでしょうか。本講義では、
交渉による合意形成を規定する心理的要因とその過程について、社会心理学的な交渉研究の知見をもとに検討していきま
す。この授業は対面授業として行います（予定）。

■達成目標■達成目標

社会心理学的な交渉研究の動向を把握し、その可能性と限界について自分なりの見方を示すことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回のオリエンテーションをふまえ、次回授業の準備を行う。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、文献検索を行い、社会心理学的な交渉研究にどのようなものがあるか自
分なりに調べてみる。
【授業内容】　社会心理学における交渉研究の概要
【事後学修】　第２回の授業の内容をふまえ、社会心理学的な交渉研究の可能性と限界について考えてみる。

第３回 【事前学修】　分配的交渉と統合的交渉について、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉における利害対立構造
【事後学修】　第３回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第４回 【事前学修】　交渉方略の分類モデルの 1 つである二重関心モデルについて、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉における方略
【事後学修】　第４回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、交渉時の認知バイアス研究について、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と認知 1
【事後学修】　第５回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、交渉時の認知バイアス研究について、自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と認知 2
【事後学修】　第６回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第７回 【事前学修】　文献検索を行い、合意形成における公正感の働きを調べた研究にどのようなものがあるか自分な
りに調べてみる。
【授業内容】　交渉と公正感
【事後学修】　第７回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第８回 【事前学修】　文献検索を行い、交渉時の動機づけの分類モデルにどのようなものがあるか自分なりに調べてみ
る。
【授業内容】　交渉と動機づけ
【事後学修】　第８回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第９回 【事前学修】　文献検索を行い、交渉における主観的価値の働きを調べた研究にどのようなものがあるか自分な
りに調べてみる。
【授業内容】　交渉と主観的価値
【事後学修】　第９回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉経験が交渉行動や合意形成にどのような影響をお
よぼすか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と経験
【事後学修】　第10回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉経験が交渉行動や合意形成にどのような影響をお
よぼすか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と経験
【事後学修】　第11回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉時の感情の役割、とくに個人内効果に関する研究
にどのようなものがあるか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と感情 1
【事後学修】　第12回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、文献検索を行い、交渉時の感情の役割、とくに対人効果に関する研究に
どのようなものがあるか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と感情 2
【事後学修】　第13回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第14回 【事前学修】　文献検索を行い、対人関係の分類モデルにどのようなものがあるか自分なりに調べてみる。
【授業内容】　交渉と対人関係
【事後学修】　第14回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

第15回 【事前学修】　文献検索を行い、文化が交渉行動や合意形成にどのような影響をおよぼすか自分なりに調べてみ
る。
【授業内容】　交渉と文化
【事後学修】　第15回の授業で取りあげられた論点を自分なりに整理し、当該研究領域の議論を進めるためには
どのような研究が必要か自分なりに考えてみる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポート（100％）で評価します。レポートの評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

予備知識は必要ありませんが、興味関心をもって取り組むことをもとめます。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

Goldman， B.， & Shapiro， D. L. （2012）．The Psychology of Negotiations in the 21st Century Workplace: New
Challenges and New Solutions. Routledge.
Kilgour, D. M., & Eden, C. (Eds.). (2021). Handbook of group decision and negotiation (2nd ed.). Dordrecht:
Springer. 978-3-030-49629-6
Olekalns， M.， & Adair， W. L. （Eds.）．（2013）． Handbook of Research on Negotiation. Edward Elgar
Publishing　1781005893．
Pruitt， D. G.， & Carnevale， P J．（1993）．Negotiation in social conflict. Thomson Brooks/Cole Publishing
Co　0335098657．
Thompson, L. L. （Ed.）．（2006）．Negotiation theory and research. Psychology Press　1841694169．3

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝

人間情報学演習Ⅰ（社会心理学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 1（社会心理学）

■講義内容■講義内容

社会心理学領域における先行研究の批判的検討を通して、修士論文の研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を設定し
ます。また、研究対象や研究方法の選択、データ収集の実施など、基本的な研究方法に関する学習を通して、博士課程前
期における研究指導を行います。

■達成目標■達成目標

①修士論文のための研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を設定できる。
②修士論文作成に必要な基本的知識と技能を身につけ、実際に作業を行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと 2年
間の作業の見通しについて考え、資料にまとめる。
【授業内容】　卒業論文の報告と今後の方向性に関する検討
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを文書にする。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　文献検索の仕方とクラウドサービスの利用法
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　実証研究の論理と方法
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　問題の設定と仮説の構成
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　さまざまな研究方法とその選択
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　測定の基礎
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　尺度構成と相関
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の基礎
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の発展
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験研究の企画と実施
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　観察法
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　社会調査法
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた執筆方法を確認する。
【授業内容】　論文の作成
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、データベース検索を通じて、社会心理学領域の研究動向を調べる。
【授業内容】　社会心理学の研究動向
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 1
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 2
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 3
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 4
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 5
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 6
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 7
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 8
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 9
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 10
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 11
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 12
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 13
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、社会心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べ
る。
【授業内容】　文献の検討 14
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、今年度の学修を総合的に振り返る。
【授業内容】　文献の検討 15
【事後学修】　第30回の修士論文で取り上げるテーマと来年度の作業の見通しについて、さらに具体化してい
く。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加（40％）、論文作成の準備状況（20％）で評価します。これらの評
価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

安藤清志・村田光二・沼崎誠（2017）、補訂新版社会心理学研究入門　東京大学出版会　413012112X

■参考文献■参考文献

研究テーマに関連した文献は適宜紹介しますが、研究活動全般に関する参考書の一部は以下の通りです。
Dunn， S. D. （2012）. Research methods for social psychology （2nd ed.）. Hoboken， NJ: Wiley.
Joireman, J., & Van Lange, P. A.（2015）. How to publish high quality research: Discovering, building, and
sharing the contribution. Washington, DC: American Psychological Association.
堀正岳 （2012）。理系のためのクラウド知的生産術：メール処理から論文執筆まで　講談社ブルーバックス。
酒井聡樹 （2015）。これから論文を書く若者のために：究極の大改訂版　共立出版。
田中幸夫 （2012）。卒論執筆のための Word 活用術：美しく仕上げる最短コース　講談社ブルーバックス。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1411 -



福野　光輝

人間情報学演習Ⅱ（社会心理学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 2（社会心理学）

■講義内容■講義内容

引き続き修士論文のためのデータ収集を行いながら、修士論文のための研究指導を行います。この授業は対面授業として
行います（予定）。

■達成目標■達成目標

実証データにもとづき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　前年度の研究作業に関する進捗報告
【事後学修】　第２回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　今年度の研究作業の見通しの検討
【事後学修】　第３回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告と対処
【事後学修】　第４回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 1
【事後学修】　第５回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 2
【事後学修】　第６回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 1
【事後学修】　第７回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 2
【事後学修】　第８回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　リサーチクエスチョンと仮説の確認と再検討
【事後学修】　第９回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 1
【事後学修】　第10回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 2
【事後学修】　第11回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 1
【事後学修】　第12回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 2
【事後学修】　第13回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 3
【事後学修】　第14回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 4
【事後学修】　第15回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　収集されたデータの整理と分析方針の検討
【事後学修】　第16回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 1
【事後学修】　第17回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 2
【事後学修】　第18回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 3
【事後学修】　第19回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 4
【事後学修】　第20回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 1
【事後学修】　第21回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 2
【事後学修】　第22回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 1
【事後学修】　第23回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 2
【事後学修】　第24回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 1
【事後学修】　第25回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 2
【事後学修】　第26回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 1
【事後学修】　第27回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 2
【事後学修】　第28回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 1
【事後学修】　第29回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 2
【事後学修】　第30回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加（30％）、論文作成の状況（40％）で評価します。これらの評価基
準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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（本年度　休講）

安全行動情報学（休講）
Human Informatics of Safety and Security
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（本年度　休講）

人間情報学演習Ⅰ（安全行動情報学）（休講）
Seminar in Human Informatics I
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（本年度　休講）

人間情報学演習Ⅱ（安全行動情報学）（休講）
Seminar in Human Informatics II
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井川　純一

組織心理情報学
Organizational Psychology

■テーマ■テーマ

組織における人間の心理・行動

■講義内容■講義内容

組織における人間の心理・行動、特に仕事への動機づけ、職務満足感、組織コミットメント、組織ストレスなどのトピッ
クスについて日本企業の特質と関係づけながら講ずる。また、主要な論文を全員で読み、議論を行う。

■達成目標■達成目標

組織における人間の心理・行動の一般的な傾向、および日本企業で働く労働者の心理・行動の特徴を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。自分の卒業論文の報告、および修士論文
のテーマについて話せるように準備する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】　オリエンテーションをふまえ、次回授業の準備を行う。紹介された文献から自分の担当する箇所
を決め、読み進める。

第２回 【事前学修】　仕事への動機づけ（内容理論）について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料
を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　仕事への動機づけ（1）：内容理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、仕事への動機づけに関する欲求理論を説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　仕事への動機づけ（過程理論）について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料
を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　仕事への動機づけ（1）：過程理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、仕事への動機づけに関係する過程理論を説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　科学的管理法と人間関係論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作
成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　職務満足感（1）：科学的管理法と人間関係論
【事後学修】　授業内容をふまえて、職務満足感についての科学的管理法と人間関係論の考え方の違いを説明で
きるようにする。

第５回 【事前学修】　新人間関係論と社会心理学的理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資
料を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　職務満足感（2）：新人間関係論と社会心理学的理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、職務満足感についての新人間関係論と社会心理学的理論の考え方の違いを
説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　組織コミットメントの諸理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を
作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織コミットメント（1）：組織コミットメントの諸理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織コミットメントの諸理論を説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　日本企業と組織コミットメントについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料
を作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織コミットメント（2）：日本企業と組織コミットメント
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業と組織コミットメントの関係を説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　組織ストレスの概念について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織ストレス（1）：組織ストレスの概念
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織ストレスの概念および諸理論を説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　日本企業と組織ストレスについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織ストレス（2）：日本企業と組織ストレス
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業と組織ストレスの関係を過労死などの例で説明できるようにす
る。

第10回 【事前学修】　組織内キャリアの理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織内キャリア（1）：組織内キャリアの理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織内キャリアの規定要因について説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　女性の組織内キャリアについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織内キャリア（2）：女性の組織内キャリア
【事後学修】　授業内容をふまえて、女性の組織内キャリアの実態を調べ、差別の要因を説明できるようにす
る。

第12回 【事前学修】　組織性逸脱行為の理論について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成す
る。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織性逸脱行為（1）：組織性逸脱行為の理論
【事後学修】　授業内容をふまえて、組織性逸脱行為の理論を説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　日本企業と組織性逸脱行為について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作
成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　組織性逸脱行為（2）：日本企業と組織性逸脱行為
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業と組織性逸脱行為の関係を理論的に説明できるようにする。
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第14回 【事前学修】　日本企業の職務システムについて、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を作成
する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　日本企業の人的資源管理の特質（1）：職務システム
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業の職務システムの特質を説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　日本企業の従業員の影響過程について、指定された文献を読み、疑問点や論点を整理した資料を
作成する。発表担当の場合はレジュメを作成する。
【授業内容】　日本企業の人的資源管理の特質（2）：従業員の影響過程
【事後学修】　授業内容をふまえて、日本企業の従業員の影響過程の特質を説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

議論への参加状況（40％）、レポートの内容（60％）。具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開
する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業以外での情報収集活動が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学関連、統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

必要があれば初回の講義で、学生と決定する。

■参考文献■参考文献

適宜配布する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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井川　純一

人間情報学演習Ⅰ（組織心理情報学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 1（産業・組織心理学）

■講義内容■講義内容

産業・組織心理学領域における先行研究の批判的検討を通して、修士論文の研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を
設定します。また、研究対象や研究方法の選択、データ収集の実施など、基本的な研究方法に関する学習を通して、博士
課程前期における研究指導を行います。

■達成目標■達成目標

1) 修士論文のための研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説を設定できる。
2) 修士論文作成に必要な基本的知識と技能を身につけ、実際に作業を行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと 2年
間の作業の見通しについて考え、資料にまとめる。
【授業内容】　卒業論文の報告と今後の方向性に関する検討
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを文書にする。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　文献検索の仕方とクラウドサービスの利用法
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　実証研究の論理と方法
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を確認する。
【授業内容】　問題の設定と仮説の構成
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　さまざまな研究方法とその選択
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　測定の基礎
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　尺度構成と相関
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の基礎
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験法の発展
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　実験研究の企画と実施
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　観察法
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた研究方法を確認する。
【授業内容】　社会調査法
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、これまで自分が実際に用いた執筆方法を確認する。
【授業内容】　論文の作成
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、データベース検索を通じて、社会心理学領域の研究動向を調べる。
【授業内容】　社会心理学の研究動向
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 1
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 2
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 3
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 4
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 5
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 6
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 7
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 8
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 9
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 10
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 11
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 12
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 13
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、産業・組織心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら
調べる。
【授業内容】　文献の検討 14
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、今年度の学修を総合的に振り返る。
【授業内容】　文献の検討 15
【事後学修】　第30回の修士論文で取り上げるテーマと来年度の作業の見通しについて、さらに具体化してい
く。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加（40％）、論文作成の準備状況（20％）で評価します。これらの評
価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。修士論文作成にあたり、一度は学会発表をしてもらいます。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくにありません。

■テキスト■テキスト

履修生の興味関心を踏まえて初回に決定する。

■参考文献■参考文献

研究テーマに関連した文献は適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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井川　純一

人間情報学演習Ⅱ（組織心理情報学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文のための研究指導 2（産業・組織心理学）

■講義内容■講義内容

演習Ⅰに引き続き修士論文のためのデータ収集を行いながら、修士論文のための研究指導を行います。

■達成目標■達成目標

実証データにもとづき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　前年度の研究作業に関する進捗報告
【事後学修】　第２回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後の作業の
見通しを立てる。
【授業内容】　今年度の研究作業の見通しの検討
【事後学修】　第３回の授業での検討をふまえ、修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめ、今後
の作業の見通しを修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告と対処
【事後学修】　第４回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 1
【事後学修】　第５回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　文献研究にもとづく研究課題の整理 2
【事後学修】　第６回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 1
【事後学修】　第７回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　全体的な研究計画の確認と再検討 2
【事後学修】　第８回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや目的、仮
説等の設定を行う。
【授業内容】　リサーチクエスチョンと仮説の確認と再検討
【事後学修】　第９回の授業での検討をふまえ、これまでの文献レビューに基づき、修士論文におけるテーマや
目的、仮説等の修正を行う。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 1
【事後学修】　第10回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集における研究方法の確認と検討 2
【事後学修】　第11回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 1
【事後学修】　第12回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 2
【事後学修】　第13回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 3
【事後学修】　第14回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　データ収集活動と問題対処 4
【事後学修】　第15回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　収集されたデータの整理と分析方針の検討
【事後学修】　第16回の授業での検討をふまえ、修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施す
る。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 1
【事後学修】　第17回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 2
【事後学修】　第18回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 3
【事後学修】　第19回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　データ分析 4
【事後学修】　第20回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、データ分析と結果の考察を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 1
【事後学修】　第21回の授業での検討をふまえ、データ分析と結果の考察を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　分析結果のまとめと検討 2
【事後学修】　第22回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 1
【事後学修】　第23回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：序論 2
【事後学修】　第24回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 1
【事後学修】　第25回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法 2
【事後学修】　第26回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 1
【事後学修】　第27回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果 2
【事後学修】　第28回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 1
【事後学修】　第29回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察 2
【事後学修】　第30回の授業での検討をふまえ、必要に応じて追加のデータ分析を行いながら、論文化の作業を
行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加（30％）、論文作成の状況（40％）で評価します。これらの評価基
準はルーブリックの形で授業時に公開します。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文作成のための一連の作業（文献読解、データ収集と分析、論文執筆など）を主体的に行おうとする姿勢をもって
ください。修士論文作成にあたり、一度は学会発表をしてもらいます。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学講義一般

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三

知覚心理学特論
Special Topics in Psychology of Perception

■テーマ■テーマ

視覚機能から探る人間の情報処理の特性

■講義内容■講義内容

露出した脳といわれる眼の機能、すなわち視覚を理解することは脳を理解することである。この講義では、視覚に関する
基本的な知識を中心に解説した上で、視知覚と身体の機能障害に関する症例も紹介しながら、視覚の諸機能を理解しても
らうことを目標とする。

■達成目標■達成目標

視覚に関する基本的な知識から入り、視覚研究がこれまでどのような発見を成し遂げてきたのかを学習する。さらに視知
覚の高次機能としての身体機能との連関も理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　眼球と脳の解剖生理学を予習し、各部位の名称を確認しておく。
【授業内容】　視覚経路
【事後学修】　大細胞（magno）系と小細胞（parvo）系の違いを説明できるようにする。

第２回 【事前学修】　空間周波数チャンネル理論について調べておく。
【授業内容】　形の知覚
【事後学修】　マルチチャンネルモデルを説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　Marr の計算理論アプローチについて調べておく
【授業内容】　面の知覚
【事後学修】　輝度差輪郭に対応するゼロ交差検出モデルを説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　奥行手がかりの分類について調べておく。
【授業内容】　奥行知覚 1（単眼的手がかり）
【事後学修】　運動視差からの奥行知覚を幾何学的に説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　ランダムドットステレオグラムについて調べておく。
【授業内容】　奥行知覚 2（両眼的手がかり）
【事後学修】　両眼立体視の原理を幾何学的に説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　恒常性が関係する錯視を確認しておく。
【授業内容】　恒常現象
【事後学修】　大きさ、形、色の恒常性に関係する神経学的対件を確認する。

第７回 【事前学修】　運動検出の基本モデルについて調べておく。
【授業内容】　運動視 1（運動検出機構）
【事後学修】　1 次運動と 2 次運動の違いを説明できるようにする。

第８回 【事前学修】　バイオロジカルモーションについて調べておく。
【授業内容】　運動視 2（奥行との相互作用）
【事後学修】　運動からの構造復元について説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　Sperling の感覚情報貯蔵の研究を調べておく。
【授業内容】　視覚的注意 1（注意の範囲）
【事後学修】　注意のスポットライト説を説明できるようにする。

第10回 【事前学修】　視覚探索課題でのポップアウトとは何かを調べておく。
【授業内容】　視覚的注意 2（特徴統合理論）
【事後学修】　探索非対称性と特徴マップの関係を説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　選好注視法について調べておく。
【授業内容】　視覚の発達 1（infant vision）
【事後学修】　様々な視覚機能の発現時期を説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　道具的条件づけによる心理物理学測定法を確認しておく。
【授業内容】　視覚の発達 2（動物実験からの知見）
【事後学修】　動物の視覚コントラスト感度曲線の特徴を説明できるようにする。

第13回 【事前学修】　視覚情報処理のモジュール説を調べておく。
【授業内容】　視覚障害 1（モジュール説に対応する症例）
【事後学修】　運動盲や皮質性色覚障害が対応する脳の機能局在とモジュール説との関係を説明できるようにす
る。

第14回 【事前学修】　視野闘争および盲視現象について調べておく。
【授業内容】　視覚障害 2（視覚的アウェアネス）
【事後学修】　視覚的アウェアネスの生起部位として側頭葉が疑われる理由を説明できるようにする。

第15回 【事前学修】　単純接触効果と選択盲現象について調べておく。
【授業内容】　視覚と意識
【事後学修】　意識できる選択（決定）の理由がポストディクティブである理由を説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期間中の課題に対するレポート（50％）、議論への参加状況（50％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英文の資料を読むことに慣れておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の他の科目。

■テキスト■テキスト

使用しない。必要に応じて、資料を配付する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三

人間情報学演習Ⅰ（知覚心理学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

視覚科学の最前線

■講義内容■講義内容

視覚科学のテキストと主要文献を精読しながら、現在の視覚研究が取り組んでいる問題について学ぶ。同時に、専門的な
実験研究の技法を学び、修士論文作成の基盤を確立する。

■達成目標■達成目標

心理物理学を基礎的方法とする視覚研究の現状を概観し、専門的な実験研究の技法を学ぶ。視覚研究の最先端の状況を把
握した上で、修士論文作成の基盤を確立できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト（363 ページ）の全体の構成を確認して、通年で読み通せるよう計画を立てておく。
【授業内容】　オリエンテーション（年間の演習内容の概観）
【事後学修】　演習の運営方針を確認し、1 週間の時間配分を決めておく。

第２回 【事前学修】　テキストの 1 ～ 15 ページを読んでおく。
【授業内容】　視覚研究の歴史と方法
【事後学修】　Helmholtz や Wundt が実施した視覚実験について調べる。

第３回 【事前学修】　テキストの 15 ～ 30 ページを読んでおく。
【授業内容】　心理物理学の基礎知識
【事後学修】　Fechner の法則と Stevens のマグニチュード推定法を説明できるようにしておく。

第４回 【事前学修】　テキストの 30 ～ 45 ページを読んでおく。
【授業内容】　極限法
【事後学修】　Fechner の心理物理学を調べる。

第５回 【事前学修】　テキストの 45 ～ 60 ページを読んでおく。
【授業内容】　恒常法
【事後学修】　Fechner の心理物理学を調べる。

第６回 【事前学修】　テキストの 60 ～ 75 ページを読んでおく。
【授業内容】　調整法
【事後学修】　Fechner の心理物理学を調べる。

第７回 【事前学修】　テキストの 75 ～ 90 ページを読んでおく。
【授業内容】　信号検出理論
【事後学修】　信号検出理論での d' と C の算出方法を確認しておく。

第８回 【事前学修】　テキストの 90 ～ 105 ページを読んでおく。
【授業内容】　新しい閾値測定法
【事後学修】　PEST 法と Classification Image 法の手続きを説明できるようにしておく。

第９回 【事前学修】　テキストの 105 ～ 120 ページを読んでおく。
【授業内容】　コントラスト感度曲線の求め方
【事後学修】　Campbell & Robson のコントラスト変調デモの有効性を説明できるようにしておく。

第10回 【事前学修】　テキストの 120 ～ 135 ページを読んでおく。
【授業内容】　グレーティング刺激の古典的生成法
【事後学修】　オシロスコープディスプレイを利用したテレビジョン技法の原理を説明できるようにしておく。

第11回 【事前学修】　テキストの 135 ～ 150 ページを読んでおく。
【授業内容】　グレーティング刺激の生成と制御
【事後学修】　ディスプレイの x，y，z 軸入力値と空間周波数、輝度変調、フレーム数の関係を説明できるよう
にしておく。

第12回 【事前学修】　テキストの 150 ～ 165 ページを読んでおく。
【授業内容】　視覚研究におけるグレーティング刺激の利用例
【事後学修】　聴覚研究におけるフーリエ解析の概念と、その視覚研究への応用について説明できるようにして
おく。

第13回 【事前学修】　テキストの 165 ～ 180 ページを読んでおく。
【授業内容】　グレーティング刺激の呈示方法と問題点
【事後学修】　視覚の受容野とグレーティング刺激の位相の関係を考察しておく。

第14回 【事前学修】　テキストの 180 ～ 195 ページを読んでおく。
【授業内容】　ガボール刺激の生成と制御
【事後学修】　搬送波と変調波の概念を確認しておく。

第15回 【事前学修】　前期分の内容を要約して発表できるようにしておく。
【授業内容】　視覚研究におけるガボール刺激の利用例
【事後学修】　位相を制御できるガボール刺激を利用した錯視現象を調べておく。

第16回 【事前学修】　テキストの 195 ～ 210 ページを読んでおく。
【授業内容】　ランダムドット刺激の生成と制御
【事後学修】　Julesz のランダムドットステレオグラムの初期の論文のいずれかを読んでおく。

第17回 【事前学修】　テキストの 210 ～ 225 ページを読んでおく。
【授業内容】　視覚研究におけるランダムドット刺激の利用例
【事後学修】　Braddick の運動検出機構に関する long-range と short-range の切り分けを説明できるように
しておく。
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第18回 【事前学修】　テキストの 225 ～ 240 ページを読んでおく。
【授業内容】　ランダムドット刺激の呈示方法と問題点
【事後学修】　ランダムドットパタンを構成するドットのライフタイム制御について調べてみる。

第19回 【事前学修】　テキストの 240 ～ 255 ページを読んでおく。
【授業内容】　ランダムドットパタンのステレオ刺激への展開
【事後学修】　ランダムドットステレオグラムで両眼立体視の対応問題を説明できるようにしておく。

第20回 【事前学修】　テキストの 255 ～ 270 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：網膜神経節細胞の受容野形状と反応特性
【事後学修】　ヘルマン格子錯視と網膜神経節細胞受容野との関係を調べておく。

第21回 【事前学修】　テキストの 270 ～ 285 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：特徴検出細胞の発見
【事後学修】　Hubel & Wiesel の主要業績を説明できるようにしておく。

第22回 【事前学修】　テキストの 285 ～ 300 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：視覚のマルチチャンネルモデル
【事後学修】　運動や輪郭を複数のメカニズムで検出している視覚の方略を説明できるようにしておく。

第23回 【事前学修】　テキストの 300 ～ 315 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：大細胞系と小細胞系
【事後学修】　Livingstone & Hubel の主要業績を説明できるようにしておく。

第24回 【事前学修】　テキストの 315 ～ 330 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：第 1 次視覚野での cortical magnification
【事後学修】　De Valois らの主要業績を説明できるようにしておく。

第25回 【事前学修】　テキストの 330 ～ 345 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：腹側経路と背側経路の機能分担
【事後学修】　What 経路と How 経路について説明できるようにしておく。

第26回 【事前学修】　テキストの 345 ～ 360 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：V4 の色覚情報処理
【事後学修】　Zeki の主要業績を説明できるようにしておく。

第27回 【事前学修】　テキストの 345 ～ 360 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：MT と MST 野における運動の検出
【事後学修】　選択的運動盲の症例を説明できるようにしておく。

第28回 【事前学修】　テキストの 360 ～ 363 ページを読んでおく。
【授業内容】　文献研究：視野闘争観察時の側頭葉の反応
【事後学修】　アウェアネスと視野闘争の議論を調べておく。

第29回 【事前学修】　後期分の内容を要約して発表できるようにしておく。
【授業内容】　文献研究：顔知覚への側頭葉の関与
【事後学修】　顔認識細胞の生理学的研究の流れを把握しておく。

第30回 【事前学修】　修士論文で取り上げるテーマ案を複数用意しておく。
【授業内容】　修士論文への展望
【事後学修】　修士論文で取り上げるテーマに沿って、関連する重要文献をリストアップしておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、および各自の論文作成に向けた準備状況
（20％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたいテーマについて熟考し、文献検索と読解を行なうこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の他の科目。

■テキスト■テキスト

Foundations of Perception. George Mather， Psychology Press.

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示。また院生各自の必要と関心により、独自に文献を検索・読解する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三

人間情報学演習Ⅱ（知覚心理学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

視覚機構の科学的解明

■講義内容■講義内容

人間の視覚機能の解明を目指して、院生各自の関心に合わせた研究テーマを模索する。研究の方向性、研究法、参考文献
の選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。

■達成目標■達成目標

実験データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文の構想を練っておく。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　第１回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　前年度中の研究・作業概要を修士論文の構想と関係づけて報告する準備をしておく。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　今年度の研究・作業予定を修士論文の構想と関係づけて報告する準備をしておく。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　第３回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、研究実施および修士論文作成上の問題点を整理してお
く。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　第４回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　研究主題に関連する文献でレビューすべきもののリストを作成しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；文献レビューの方法と文献研究の全体的計画
【事後学修】　第５回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　前回の演習で構築した文献研究の計画に従い、進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；院生による文献研究の進展状況報告
【事後学修】　第６回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　研究課題を絞り込んで、研究の枠組みと取り上げる概念の定義を明確にしておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　第７回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、研究の枠組みおよび取り上げる概念の定義を再度検討
しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　第８回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　研究課題における仮説と検証方法の素案を準備しておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；研究課題における仮説と検証方法
【事後学修】　第９回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、研究課題における仮説と検証方法の素案を再度検討し
ておく。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討；院生の研究における仮説および検証方法の報告と検討
【事後学修】　第10回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　課題への異なるアプローチおよび研究方法を検討できるよう文献をレビューしておく。
【授業内容】　研究方法の検討；アプローチおよび研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　第11回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　課題への独自のアプローチと研究方法の長所と短所をまとめておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究におけるアプローチと手法
【事後学修】　第12回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　用いる実験デザインの長所と短所をまとめておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究における実験デザイン
【事後学修】　第13回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　用いる測定法の候補を複数検討し、それぞれの長所と短所をまとめておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究における測定法
【事後学修】　第14回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　用いる測定法に対応したデータ処理の方法について調べておく。
【授業内容】　研究方法の検討；各自の研究におけるデータ処理
【事後学修】　第15回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　前期および夏休み中の研究進捗状況の報告準備をしておく。
【授業内容】　院生による前期中の研究進捗状況の報告
【事後学修】　第16回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第17回 【事前学修】　後期開始までに収集したデータについて処理結果を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　研究法の検討；各自の研究におけるデータ処理結果
【事後学修】　第17回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第18回 【事前学修】　前回報告した結果をもとに仮説を検証できるかどうかを考察しておく。
【授業内容】　研究法の検討；各自の研究における仮説の検証と考察
【事後学修】　第18回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　前回の演習で受けたコメントにもとづき、全体的考察と研究の意義をどのようにまとめるかを考
えておく。
【授業内容】　研究法の検討；各自の研究における全体考察と意義
【事後学修】　第19回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　研究枠組みを再度整理して内容を確認し、修士論文のアウトラインを作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；研究枠組みの整理と確認
【事後学修】　第20回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　理論的背景と課題設定の原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；理論的背景と課題設定
【事後学修】　第21回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　検証するモデルと仮説を説明する原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；検証するモデルと仮説
【事後学修】　第22回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　修論前半の論理的展開を確認し、問題点を洗い出しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；論理的展開の確認
【事後学修】　第23回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　実験の方法（観察者・刺激・装置）部分の原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；方法（観察者・刺激・装置）
【事後学修】　第24回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　実験の方法（手続き）部分の原稿を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；方法（手続き）
【事後学修】　第25回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　結果の原稿と、図表をどのように活用するのかについての原案を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；結果の記述と図表の活用
【事後学修】　第26回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　考察の原稿を作成し、不十分と思われる点の洗い出しとその部分の点を再度整理しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；考察の深め方と論点の整理
【事後学修】　第27回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　全体的考察と結論までの原稿を作成し、全体の論理的整合性を確認しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；全体の論理的整合性の確認
【事後学修】　第28回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　修論全体を通して読み、表現の一貫性を確認しておく。また、英文要約の原案を作成しておく。
【授業内容】　論文作成の指導；和文および英文要約
【事後学修】　第29回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　修士論文を投稿できそうな学術誌をリストアップして、それぞれの投稿規定を確認しておく。
【授業内容】　論文投稿についての指導
【事後学修】　第30回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、および論文作成の状況（20％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、修士論文のための文献研究、実験データの収集と分析、論文の論理構成等について、積極的に作業を進めて
いること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて文献を指示。

■参考文献■参考文献

必要に応じて文献を指示。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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加藤　健二

認知心理学特論
Special Topics in Cognitive Psychology

■テーマ■テーマ

認知心理学の実際

■講義内容■講義内容

記憶、理解、判断といった人間の高次な認知機能がいかなる心的メカニズムで達成されているのか。この問いに対してこ
れまで提出されてきた様々なモデルを、英文原典論文にあたり、具体的実験結果との関係を明らかにしながら検討する。
後半には実際に代表的実験を学生自らの手で追試し、認知心理学的研究の本質を理解する。

■達成目標■達成目標

①認知心理学における代表的概念・理論・モデルを明確に説明できるようになる。
②認知心理学実験の構成について理解し、簡単な実験を実際に組み立てられるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスと事前に配布される資料を熟読し、本授業の趣旨と運営方法をよく理解してくる。
【授業内容】　序論：認知心理学とは
【事後学修】　資料の序論の内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第２回 【事前学修】　事前に配布される英文資料を熟読し、代表的研究技法である反応時間測定について理解を整理し
て、授業時の課題 （ 実験 ） にスムースに入れるよう準備する。
【授業内容】　認知心理学の方法論　（反応時間測定実習を含む）
【事後学修】　反応時間測定を復習し、理解に不明確なところがあれば整理しておく。

第３回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 1 を読み、特に working memory について理解を整理しておく。
【授業内容】　記憶過程に関するモデル（1）貯蔵に焦点をあてたモデル
【事後学修】　英文論文 1を復習し、記憶過程に関するモデルを探れるようにしておく。

第４回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 2 を読み、retrieval cue について理解を整理しておく。
【授業内容】　記憶過程に関するモデル（2）検索に焦点をあてたモデル
【事後学修】　記憶過程に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第５回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 3 を読み、知識のネットワーク構造について理解を整理しておく。
【授業内容】　知識構造に関するモデル（1）命題ネットワーク
【事後学修】　知識構造に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第６回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 4 を読み、非言語的知識の構造について理解を整理しておく。
【授業内容】　知識構造に関するモデル（2）スキーマ、PS、ニューラルネット
【事後学修】　スキーマ等に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第７回 【事前学修】　事前に配布される資料１を読み、メンタルモデルとその機能について理解を整理しておく。
【授業内容】　思考、理解過程に関するモデル（1）問題解決におけるメンタルモデル
【事後学修】　学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第８回 【事前学修】　事前に配布される資料２を読み、メンタルモデルとその機能について理解を整理しておく。
【授業内容】　思考、理解過程に関するモデル（2）アナロジーによる思考
【事後学修】　思考に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第９回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 5 を読み、空間的知識の構造について理解を整理しておく。
【授業内容】　空間認知に関するモデル　（1）空間表象に関するモデル
【事後学修】　空間認知に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第10回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 6 を読み、空間的行動の特質について理解を整理しておく。
【授業内容】　空間認知に関するモデル　（2）空間産出に関するモデル
【事後学修】　空間産出に関する学習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第11回 【事前学修】　事前に配布される英文論文 7 を読み、記述されている実験の内容を理解しておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（1）実験計画および刺激作成
【事後学修】　時間内に終わらなかった作成作業を完了させておく。

第12回 【事前学修】　事前に配布される実験用ソフトのマニュアルを熟読し、基本的操作方法を理解しておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（2）パラメータの設定
【事後学修】　時間内に終わらなかった設定作業を完了させておく。

第13回 【事前学修】　実験準備が完了していることを確認しておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（3）実験の実施
【事後学修】　時間内に終わらなかった実験作業を完了させておく。

第14回 【事前学修】　事前に配布される資料を読み、統計ソフトを用いた統計処理について基礎的理解をしておく。
【授業内容】　実験用ソフトを用いた代表的実験の追試（4）統計分析と解釈
【事後学修】　時間内に終わらなかった統計分析作業を完了させておく。

第15回 【事前学修】　追試実験をまとめたレポートを準備し、指導教員に事前に送る。
【授業内容】　まとめ（振り返りと理解の確認）レポート返却とコメント
【事後学修】　教員からのコメントを参考に、自らの学習達成度について確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業・作業への取り組み方（60％）、最終レポート（40％）をもとに目標の達成度を総合的に評価する。具体的評価基準
は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

資料、英文論文読解に時間を要するので、十分な学習時間を確保しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学関連、統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

適宜、資料を配付する。英文原典もコピーを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜、紹介する。
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加藤　健二

人間情報学演習Ⅰ（認知心理学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

認知心理学研究の実際

■講義内容■講義内容

認知心理学およびその関連領域に関する基礎的な知識、研究法、実験技法を学習する。また文献抄読を通じて論文の読み
方、レポートのまとめ方など「研究能力の基礎」の向上をはかる。ネットワークを利用した国内および国外の研究者や研
究機関との学術的情報交換の実習指導も行う。

■達成目標■達成目標

①学術論文の構成について理解し、そのポイントを説明できるようになる。
②研究遂行の流れについて理解し、自らの研究テーマに即して実際に計画を立てられるようになる。
③実験の計画と実施を自ら行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスと事前に配布される資料を熟読し、この科目の趣旨と目標を理解してくる。
【授業内容】　授業の年間計画と自己紹介
【事後学修】　説明された年間計画をもとに、自らの年間計画を調整する。

第２回 【事前学修】　自らの卒論の内容を説明する資料を作成し、発表の準備を済ませる。また今後の研究のアイデア
をまとめておく。
【授業内容】　各自の卒業研究の紹介と展望
【事後学修】　演習内容を復習し、理解に不明確なところがあれば補っておく。

第３回 【事前学修】　事前に配布される資料を熟読し、今回の学習内容を予習し、不明確な点についてメモを作成して
おく。
【授業内容】　関連分野の基幹的文献の検索、ネットワーク・学内施設利用方法
【事後学修】　演習内容を復習し、文献検索に関する課題を終わらせておく。

第４回 【事前学修】　事前に配布される資料１を熟読し、今回の学習内容を予習し、不明確な点についてメモを作成し
ておく。
【授業内容】　学会への大会参加の準備と加入学会の選定
【事後学修】　演習内容を復習し、学会調査に関する課題を終わらせておく。

第５回 【事前学修】　事前に配布される資料２を熟読し、今回の学習内容を予習し、不明確な点についてメモを作成し
ておく。
【授業内容】　学会発行の学術誌と学術出版物の紹介
【事後学修】　演習内容を復習し、学会誌調査に関する課題を終わらせておく。

第６回 【事前学修】　事前に配布される文献１を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の紹介と研究動向の把握
【事後学修】　演習内容を復習し、文献読解に関する課題を終わらせておく。

第７回 【事前学修】　事前に配布される文献２を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の読解　（1）文献の紹介の方法
【事後学修】　文献の読解を終わら、内容を整理しておく。

第８回 【事前学修】　事前に配布される文献を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の読解　（2）論文の全体構成
【事後学修】　演習内容を復習し、練習課題を終わらせておく。

第９回 【事前学修】　事前に配布される文献３を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　文献の読解　（3）論文の書き方　アブスラクト、章の展開など
【事後学修】　演習内容を復習し、ライティングに関する課題を終わらせておく。

第10回 【事前学修】　事前に配布される文献４を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究主題の設定と方法をめぐる討論
【事後学修】　演習内容を復習し、実験法に関する課題を終わらせておく。

第11回 【事前学修】　事前に配布される文献５を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究主題の設定と展望についての討論
【事後学修】　演習内容を復習し、レビュー課題を終わらせておく。

第12回 【事前学修】　事前に配布される文献６を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（1）データの収集方針の討論
【事後学修】　演習内容を復習し、データ収集技法のレビュー課題を終わらせておく。

第13回 【事前学修】　事前に配布される文献７を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（2）データの収集に際しての倫理など
【事後学修】　演習内容を復習し、研究倫理に関する課題を終わらせておく。

第14回 【事前学修】　事前に配布される文献８を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（3）統計法
【事後学修】　演習内容を復習し、統計技法に関する調査課題を終わらせておく。

第15回 【事前学修】　事前に配布される文献９を読解し、内容を整理しておく。
【授業内容】　研究方法の検討　（4）実験法の理解
【事後学修】　演習内容を復習し、実験法に関する要点整理を終わらせておく。

第16回 【事前学修】　これまでの学習をもとに、自らの研究テーマについて焦点を絞った案を複数まとめておく。
【授業内容】　各自の研究テーマと目的の構想
【事後学修】　演習時のコメント１を参考に　テーマ案の妥当性・可能性を再度吟味する。
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第17回 【事前学修】　先行研究結果との関係に焦点を当ててテーマ案の妥当性・可能性を検討しておく。
【授業内容】　先行研究の理論的背景の整理
【事後学修】　演習時のコメント２を参考に　テーマ案の妥当性・可能性を再度吟味する。

第18回 【事前学修】　研究（実験）方法に焦点を当ててテーマ案の妥当性・可能性を検討しておく。
【授業内容】　先行研究の方法論の整理
【事後学修】　演習時のコメント３を参考に　テーマ案の妥当性・可能性を再度吟味する。

第19回 【事前学修】　具体的仮説を検討し、文章化してくる。
【授業内容】　研究目的と仮説の検討
【事後学修】　演習時のコメント４を参考に、作業を進めておく。

第20回 【事前学修】　要因計画と具体的な材料（刺激）、装置について整理しておく。
【授業内容】　研究計画の立案と研究手法の検討
【事後学修】　演習時のコメント５を参考に、作業を進めておく。

第21回 【事前学修】　刺激と装置の準備をし、実習時間内に予備実験を行えるようにしておく。
【授業内容】　研究準備と予備研究の実施
【事後学修】　演習時のコメント６を参考に、作業を進めておく。

第22回 【事前学修】　予備実験の結果について整理し、問題点があれば報告の準備をしておく。
【授業内容】　予備研究の結果と方法論の確認
【事後学修】　演習時のコメント７を参考に、作業を進めておく。

第23回 【事前学修】　本実験の準備を完了しておく。
【授業内容】　研究の実施とデータ収集 （1）
【事後学修】　演習時のコメント８を参考に、作業を進めておく。

第24回 【事前学修】　本実験の遂行状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　研究の実施とデータ収集 （2）
【事後学修】　演習時のコメント９を参考に、作業を進めておく。

第25回 【事前学修】　データの予備分析の結果について報告の準備をしておく。
【授業内容】　データ分析と解釈 （1）
【事後学修】　演習時のコメント10を参考に、作業を進めておく。

第26回 【事前学修】　データの分析結果とその解釈について、報告の準備をしておく。
【授業内容】　データ分析と解釈 （2）
【事後学修】　演習時のコメント11を参考に、作業を進めておく。

第27回 【事前学修】　結果の確認とそれに基づく仮説の検討結果報告の準備をしておく。
【授業内容】　結果のまとめと仮説の検証 （1）
【事後学修】　演習時のコメント12を参考に、作業を進めておく。

第28回 【事前学修】　修正された検討結果の報告準備をしておく。
【授業内容】　結果のまとめと仮説の検証 （2）
【事後学修】　演習時のコメント13を参考に、作業を進めておく。

第29回 【事前学修】　今回の結果と先行研究の結果とを比較検討し、その異同を整理しておく。
【授業内容】　先行研究との比較
【事後学修】　演習時のコメント14を参考に、作業を進めておく。

第30回 【事前学修】　今年度の研究結果をまとめ、修士論文完成に向けて不足している点などを書き出しておく。
【授業内容】　研究の問題点と今後の展開
【事後学修】　今年度の研究実践について報告（年誌）の準備をする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業への取り組み（準備状況、発表内容、議論への参加：70％）、まとめのレポート内容（30％）などをもとに目
標の達成度を総合的に評価する。具体的評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業以外での情報収集活動が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理学関連、統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

随時、資料、論文プリントを配付する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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加藤　健二

人間情報学演習Ⅱ（認知心理学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

認知心理学研究の展開と論文作成

■講義内容■講義内容

演習 I での学習を基礎に、研究主題に沿った文献収集および研究目的の設定を行い、研究方法の選択や資料の処理および
統計法について選択し、修士論文の全体的構成について原案を提出し検討する。

■達成目標■達成目標

①自らの主題に即した研究計画について、批判的に検討できるようになる。
②自ら執筆した論文の構成や論理的一貫性を批判的に検討できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　演習 I での研究結果を報告する準備をしておく。
【授業内容】　修士論文の構想についての検討結果発表
【事後学修】　演習時のコメント１を参考に、作業を進める。

第２回 【事前学修】　関連他分野における研究動向について調べておく。
【授業内容】　関連する領域の検討（他の研究との比較）結果発表
【事後学修】　演習時のコメント２を参考に、作業を進める。

第３回 【事前学修】　関連分野の研究者、研究機関について検索しておく。
【授業内容】　関連する領域の研究者と研究機関の調査結果発表
【事後学修】　演習時のコメント３を参考に、作業を進める。

第４回 【事前学修】　関連する最新文献について検索しておく。
【授業内容】　関連する先行研究の再検索とその結果発表
【事後学修】　演習時のコメント４を参考に、作業を進める。

第５回 【事前学修】　事前に配布される資料をもとに、これまでの研究成果を発表するに相応しい学会について調べて
おく。
【授業内容】　これまでの研究成果の学会発表 （1） 計画の発表（学会の時期に応じて変更あり）
【事後学修】　演習時のコメント５を参考に、作業を進める。

第６回 【事前学修】　発表用ポスター作成の準備をしておく。
【授業内容】　これまでの研究成果の学会発表 （2） 準備状況の発表（学会の時期に応じて変更あり）
【事後学修】　演習時のコメント６を参考に、作業を進める。

第７回 【事前学修】　発表のための最終チェックを終えておく。
【授業内容】　これまでの研究成果の学会発表 （3） 発表練習（学会の時期に応じて変更あり）
【事後学修】　演習時のコメント７を参考に、作業を進める。

第８回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）のテーマ、目的、仮説の妥当性をチェック
し、報告の準備をしておく。
【授業内容】　研究主題と目的・仮説の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント８を参考に、作業を進める。

第９回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）の要因計画等の妥当性をチェックし、報告の
準備をしておく。
【授業内容】　研究計画の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント９を参考に、作業を進める。

第10回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）の方法の妥当性をチェックし、報告の準備を
しておく。
【授業内容】　研究手法の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント10を参考に、作業を進める。

第11回 【事前学修】　これまでに得た情報をもとに、今後の研究（実験）のデータ分析法の妥当性をチェックし、報告
の準備をしておく。
【授業内容】　分析方法の再検討の結果発表
【事後学修】　演習時のコメント11を参考に、作業を進める。

第12回 【事前学修】　再吟味を経た修士論文の構想を整理し、資料を作成し、発表の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文の構想発表
【事後学修】　演習時のコメント12を参考に、作業を進める。

第13回 【事前学修】　修士論文研究（実験）の準備を進めておく。
【授業内容】　修士論文研究 （1） 準備状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント13を参考に、作業を進める。

第14回 【事前学修】　修士論文研究（実験）実施状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （2） 実施状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント14を参考に、作業を進める。

第15回 【事前学修】　修士論文研究（実験）実施状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （3） 実施状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント15を参考に、作業を進める。

第16回 【事前学修】　修士論文研究（実験）実施状況について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （4） 実施状況の報告
【事後学修】　演習時のコメント16を参考に、作業を進める。
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第17回 【事前学修】　修士論文研究（実験）のデータ分析結果について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （5） データ分析結果の発表
【事後学修】　演習時のコメント17を参考に、作業を進める。

第18回 【事前学修】　修士論文研究（実験）データ分析結果の解釈について報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （6） 解釈に関する検討
【事後学修】　演習時のコメント18を参考に、作業を進める。

第19回 【事前学修】　修士論文研究（実験）についてまとめの報告の準備をしておく。
【授業内容】　修士論文研究 （7） 結果のまとめ案の発表
【事後学修】　演習時のコメント19を参考に、作業を進める。

第20回 【事前学修】　事前に配布される資料を熟読し、心理学分野における標準的論文作成ルールを理解しておく。
【授業内容】　科学論文の書き方の再確認（ポイントの発表）
【事後学修】　演習時のコメント20を参考に、作業を進める。

第21回 【事前学修】　修士論文全体の構成について案を作成しておく。
【授業内容】　論文の構成　とくに章立てに関する案の発表
【事後学修】　演習時のコメント21を参考に、作業を進める。

第22回 【事前学修】　序論（背景）について筋立てを報告する準備をしておく。
【授業内容】　序論の執筆と理論的枠組みの整理に関する案の発表
【事後学修】　演習時のコメント22を参考に、作業を進める。

第23回 【事前学修】　目的、方法について筋立てを報告する準備をしておく。
【授業内容】　目的、方法の執筆と検討（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント23を参考に、作業を進める。

第24回 【事前学修】　結果について筋立て、および使用する図表を報告する準備をしておく。
【授業内容】　結果の執筆と議論の展開（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント24を参考に、作業を進める。

第25回 【事前学修】　結果からどのような考察が妥当か、検討しておく。
【授業内容】　データからの考察と理論の展開（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント25を参考に、作業を進める。

第26回 【事前学修】　考察について筋立てを報告する準備をしておく。
【授業内容】　考察の執筆と今後の研究の展開（進捗状況の報告）
【事後学修】　演習時のコメント26を参考に、作業を進める。

第27回 【事前学修】　論文全体の最終チェックをしておく。
【授業内容】　論文執筆に関する最終作業と論文の完成（確認作業）
【事後学修】　演習時のコメント27を参考に、作業を進める。

第28回 【事前学修】　修士論文の内容について、説明をする準備をしておく。
【授業内容】　口頭試問のための準備（ポイントの整理と質疑練習）
【事後学修】　演習時のコメント28を参考に、作業を進める。

第29回 【事前学修】　修士論文発表会のための資料（パワポ等を含む）案を作成しておく。
【授業内容】　修士論文発表会のための準備（リハーサル）
【事後学修】　演習時のコメント29を参考に、作業を進める。

第30回 【事前学修】　今年度の研究実践についてまとめの報告（年誌）の準備をしておく。
【授業内容】　全体のまとめ発表
【事後学修】　演習時のコメント30を参考に、作業を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学会発表などの確実な成果（20％）と、修士論文としての新規性、論理性、体系性を勘案して（80％）、目標の達成度を
総合的に評価する。具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に新たに得た情報に基づいて、自らの研究を批判的に検討する姿勢を持ち続けること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

統計学関連の諸科目。

■テキスト■テキスト

適宜、資料、論文プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1437 -



稲垣　忠

教育工学特論
Special Topics in Educatinonal Technology

■テーマ■テーマ

情報社会における学びの場のデザイン

■講義内容■講義内容

「教育工学」は、教育における教授・学習活動の諸問題の解決を志向する学問領域である。教授・学習活動を支援する道
具（教室環境、教具、教材、ICT、視聴覚機器を含む）の開発・使い方を明らかにしたり、授業そのものを分析する手法を
提供している。本講義では、情報社会の進展に伴い、学校教育がどのような変化を求められているのかについて論じられ
た文献を輪読し、教育工学的な視点からの学習環境のデザイン技法について学ぶ。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①教育工学・学習に関する諸理論を理解する。
②情報社会に対応した学習環境デザインを理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通しておく
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業計画を確認し、次回以降の学修の前提となる情報を確認する

第２回 【事前学修】　テキストの第 1 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　デジタル社会で何が起きているのか？
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第３回 【事前学修】　テキストの第 2 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　テクノロジ推進派の意見
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第４回 【事前学修】　テキストの第 3 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　テクノロジ懐疑派の意見
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第５回 【事前学修】　テキストの第 4 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学校教育の成立に果たしたテクノロジの役割
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第６回 【事前学修】　テキストの第 5 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学習環境の新たな動向
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第７回 【事前学修】　テキストの第 6 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　教育はどのように変化しているのか？
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第８回 【事前学修】　テキストの第 7 章を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学校とテクノロジの関わり方
【事後学修】　授業内容をふりかえり、学んだことと残された疑問点を整理する

第９回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　教育工学における学習理論
【事後学修】　教育工学会論文誌から論文を 1 つ選び、学習理論の観点から検討する

第10回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　学習環境デザインと教育工学
【事後学修】　企業、学校等、学びの場を 1 つ選び、学修環境設計の観点から考察する

第11回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　情報社会における学びとは何か
【事後学修】　情報社会とそれ以前とを対比し、学習の何が変化したのか表にまとめる

第12回 【事前学修】　配付された資料を読み、レジメを作成する
【授業内容】　社会の変化と学力観の変化
【事後学修】　「新しい能力」として示された学力モデルを 1 つ選び、その開発経緯を調べる

第13回 【事前学修】　示されたキーワードの中から 1 つ選び、関連する資料を集めてくる
【授業内容】　日本における教育現場の最新動向
【事後学修】　次期学習指導要領を読み、教育工学の立場から検討すべき課題と考えられる解決方法を検討する

第14回 【事前学修】　示されたキーワードの中から 1 つ選び、関連する資料を集めてくる
【授業内容】　諸外国における教育現場の最新動向
【事後学修】　外国を 1 つ選び、学校制度、特色ある教育活動について調べ、教育工学の観点から考察する

第15回 【事前学修】　これまでの授業を振り返り、関心をもったトピックを 3 つ設定し、関連情報を集めてくる
【授業内容】　総括討議
【事後学修】　討議の結果をもとにテーマを 1 つ選び、これまでの授業内容をいかし、期末課題にまとめる
※授業内容：テキストの輪読を中心とする。ただし、受講者の希望に応じて、教材開発、模擬授業等の実技を含
める可能性がある。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

討議への参加状況（30％）、授業中の発表（30％）、期末レポート（40％）から総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書・配付資料の内容を熟読し、疑問点・論点を整理してくること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

アラン・コリンズ、リチャード・ハルバーソン著　稲垣忠編訳「デジタル社会の学びのかたち Ver.2　～教育とテクノロ
ジの新たな関係」北大路書房　ISBN-10: 4762831263

■参考文献■参考文献

授業中に必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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稲垣　忠

人間情報学演習Ⅰ（教育工学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

教育工学の研究方法を探る

■講義内容■講義内容

教育工学、学習論に関する研究動向レビューを行い、受講者の研究テーマの位置づけを明確にする。あわせて学校現場
等、教育の現場とのかかわり、フィールド調査の方法、授業分析の技法などの研究方法を習得することを目指す。受講生
による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①教育工学理論に基づく授業や教育システムの設計・開発・評価の方法を習得する。
②教育工学分野における研究方法論を習得する。
③教育における実証的データの取り扱いに留意して、研究計画を立案できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読してくる
【授業内容】　オリエンテーション：教育工学研究のスタイル
【事後学修】　授業内容をふりかえり、自分の研究テーマ候補を構想する

第２回 【事前学修】　教育システムを 1 つ選び、紹介レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（1）　さまざまな教育システム
【事後学修】　分析対象とした教育システムと類似した教育システムを探し、比較検討する

第３回 【事前学修】　行動主義の学習理論について調べ、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（2）　行動主義的学習論に基づく設計技法
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、行動主義的学習理論の観点から分析する

第４回 【事前学修】　学習指導案を検索し、紹介するレジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（3）　ガニエの 9 教授事象による設計技法
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、ガニェの 9 教授事象を用いて分析する

第５回 【事前学修】　企業やアルバイトなど、社会における学習の事例を 1 つ選び、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（4）　活動理論・状況論による設計技法
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、活動理論の枠組みを用いて分析する

第６回 【事前学修】　大学における教育システムの導入事例を調べ、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（5）　授業の中の教育システム
【事後学修】　教育システムを 1 つ選び、授業での活用事例を分析する

第７回 【事前学修】　ＭＯＯＣＳのサービスを調べ、レジメを作成する
【授業内容】　教育システムの設計（6）　e ラーニングと教育システム設計
【事後学修】　e ラーニングサービスを 1 つ選び、授業内容をもとに分析する

第８回 【事前学修】　教育システムを 1 つ選び、これまでの授業内容をいかして分析し、プレゼンテーションを作成す
る
【授業内容】　教育システムの分析発表
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、レポートにまとめる

第９回 【事前学修】　開発してみたい授業あるいは教材のテーマを考えてくる
【授業内容】　課題分析の方法（1）　学習課題のブレインストーミング
【事後学修】　開発してみたい授業あるいは教材のテーマを決定し、資料を収集する

第10回 【事前学修】　テーマについてウェビング図を作成してくる
【授業内容】　課題分析の方法（2）　学習課題の構造化
【事後学修】　学習課題を詳細化し、評価問題を作成する

第11回 【事前学修】　ブルームのタキソノミーについて調べ、例示できるようにする
【授業内容】　課題分析の方法（3）　学習目標に応じた課題分析
【事後学修】　課題分析図を作成する

第12回 【事前学修】　テーマを学習目標分類に分解する
【授業内容】　課題分析の方法（4）　教授カリキュラムマップの設計
【事後学修】　教授カリキュラムマップを作成する

第13回 【事前学修】　テーマに関連する図書を複数探し、記載内容を整理する
【授業内容】　課題分析の方法（5）　カリキュラムのデザイン
【事後学修】　課題分析図とカリキュラムマップを統合する

第14回 【事前学修】　テーマについて課題分析図を作成する
【授業内容】　課題分析図の相互評価
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、レポートにまとめる

第15回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、レジメを作成する
【授業内容】　授業分析の方法（1）　授業を構成する要素のモデル化
【事後学修】　事前課題の授業ビデオを再試聴し、構成要素を分析する

第16回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、レジメを作成する
【授業内容】　授業分析の方法（2）　授業を記録する方法
【事後学修】　事前課題の授業ビデオを再試聴し、授業記録を作成する

第17回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、レジメを作成する
【授業内容】　授業分析の方法（3）　フランダースのカテゴリー分析
【事後学修】　事前課題の授業ビデオを再試聴し、カテゴリー分析を行う
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第18回 【事前学修】　授業記録の中から教師の発言を取り出し、表にまとめる
【授業内容】　授業分析の方法（4）　発問の分類
【事後学修】　授業記録から抽出した教師の発問を分析する

第19回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、教師と学習者の対話場面を抽出する
【授業内容】　授業分析の方法（5）　発話プロトコルの書き方
【事後学修】　授業ビデオから取り上げた場面についてプロトコルを作成、考察する

第20回 【事前学修】　課題で示された授業のビデオを視聴し、学習環境の影響がみられる場面を抽出する
【授業内容】　授業分析の方法（6）　学習環境への視座
【事後学修】　授業ビデオから取り上げた場面について学習環境の影響を考察する

第21回 【事前学修】　授業を 1 つ分析し、プレゼンテーションにまとめる
【授業内容】　授業分析の結果報告
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、レポートにまとめる

第22回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（1）　学習目標の分類と評価規準
【事後学修】　第 9 回で設定したテーマについて評価規準を作成する

第23回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（1）　学習目標の分類と評価規準
【事後学修】　第 9 回で設定したテーマについて評価規準を作成する

第24回 【事前学修】　既存のテスト問題を収集し、分析対象とする候補を探してくる
【授業内容】　学習評価の方法（3）　定量的な評価方法
【事後学修】　第10 回で作成した評価問題を詳細化する

第25回 【事前学修】　レポートやプレゼンテーションなど、分析対象となる学習成果物を探してくる
【授業内容】　学習評価の方法（4）　定性的な評価方法
【事後学修】　学修成果物についてルーブリック評価を行い、考察する

第26回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（5）　自己評価・相互評価の活用
【事後学修】　自己評価あるいは相互評価のワークシートを作成する

第27回 【事前学修】　配付された資料を読み、自分の考えをレジメにまとめてくる
【授業内容】　学習評価の方法（6）　授業リフレクションとは
【事後学修】　授業の事後検討会の運営方法を授業内容をもとに開発・提案する

第28回 【事前学修】　これまでの授業内容をもとに関心をもったテーマを考えてくる
【授業内容】　フィールド研究（1）　研究課題の設定の仕方
【事後学修】　フィールドを探し、コンタクトをとる

第29回 【事前学修】　自分が関わるフィールドについて、課題と考えられる事柄をリストアップする
【授業内容】　フィールド研究（2）　アクションリサーチとは
【事後学修】　フィールドと課題を共有し、課題解決の方策を検討する

第30回 【事前学修】　研究構想のプレゼンテーションを作成する
【授業内容】　研究構想の発表会
【事後学修】　発表と質疑を振り返り、今後の研究計画を詳細化する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

討議への参加状況（30％）、4 回の発表会でのプレゼンテーション（40％）及び期末レポート（30％）から総合的に評価
する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学校、大学、社会教育・企業内教育など、教育活動が行われているフィールドに対して興味関心と問題意識をもっておく
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅱ（教育工学特論）。

■テキスト■テキスト

必要に応じて授業中に紹介する。

■参考文献■参考文献

野嶋栄一郎、教育実践を記述する―教えること・学ぶことの技法、金子書房。ISBN-10: 4760823042

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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稲垣　忠

人間情報学演習Ⅱ（教育工学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

教育工学をテーマにした論文をまとめるには

■講義内容■講義内容

受講生の研究テーマに関するフィールド調査、実証実験の経過報告をもとに研究討議を行い、研究計画の立案、分析方
法、研究発表、論文執筆の指導を行う。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①教育工学における実証データの取り扱い方法を習得する。
②教育工学的な手法を用いた、実証研究を実施できるようになる。
③教育に関する研究論文の執筆方法を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する
【授業内容】　オリエンテーション：教育工学をテーマに論文を書くには
【事後学修】　大会論文集を閲覧し、研究テーマの候補をみつける

第２回 【事前学修】　研究テーマの候補を 3 ～ 5 つ考えてくる
【授業内容】　研究目的の設定（1）　問題意識の設定
【事後学修】　研究テーマを 3 つ以内にしぼり、何が問題なのか分析する

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する論文を探してくる
【授業内容】　研究目的の設定（2）　先行研究のレビュー
【事後学修】　研究テーマを 1 つに決め、関連する先行研究レビューを行う

第４回 【事前学修】　研究テーマに関する政策動向を調べる
【授業内容】　研究目的の設定（3）　教育政策の動向を把握する
【事後学修】　研究テーマについて政策動向をレビューする

第５回 【事前学修】　研究テーマを 1 つに決める
【授業内容】　研究目的の設定（4）　研究目的の設定
【事後学修】　研究テーマに基づいて目的を具体化する

第６回 【事前学修】　構想発表会用のプレゼンテーションを作成する
【授業内容】　構想発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究目的を改善する

第７回 【事前学修】　先行研究の中から取り組んでみたい研究方法を選び、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（1）　研究計画のデザインと方法論
【事後学修】　研究テーマにどのようなアプローチで取り組むか検討する

第８回 【事前学修】　研究テーマに関する先行研究の研究方法をレビューする
【授業内容】　研究計画（2）　実践研究とシステム研究の違い
【事後学修】　研究テーマに関する複数のアプローチの先行研究を調べる

第９回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（3）　システム研究の方法論
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第10回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（4）　実践研究の方法論
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第11回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（5）　理論研究との関連性
【事後学修】　研究テーマに特に関連する理論枠組みを探る

第12回 【事前学修】　研究テーマに使用できる方法論を検討し、レジメにまとめる
【授業内容】　研究計画（6）　計画書の書き方
【事後学修】　研究計画書を作成する

第13回 【事前学修】　研究計画発表会
【授業内容】　研究計画発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究計画書を改善する

第14回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　教育システムの開発（1）　問題の特定と要素技術のレビュー
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第15回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　教育システムの開発（2）　教育システムのモデル化
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第16回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　教育システムの開発（3）　ラピッド・プロトタイピング
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考察する

第17回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　調査データの収集（1）　フィールドとの関わり方
【事後学修】　フィールドを確定し、研究テーマを調整する
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第18回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　調査データの収集（2）　量的な実証データの収集方法
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考慮し、データの収集法法を検討する

第19回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　調査データの収集（3）　質的な実証データの収集方法
【事後学修】　研究テーマとの関連性を考慮し、データの収集法法を検討する

第20回 【事前学修】　研究テーマに使用できる方法論を検討し、レジメにまとめる
【授業内容】　中間発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究方法を改善する

第21回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　論文執筆の方法（1）　教育工学論文の構成と体裁
【事後学修】　研究テーマのもとで論文の目次を作成する

第22回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（2）　論文の新規性
【事後学修】　課題として示された論文について、新奇性の観点から考察する

第23回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（3）　論文の信頼性
【事後学修】　課題として示された論文について、信頼性の観点から考察する

第24回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（4）　論文の了解性
【事後学修】　課題として示された論文について、了解性の観点から考察する

第25回 【事前学修】　課題として示された論文を読み、レビューを作成する
【授業内容】　論文執筆の方法（5）　論文の有効性
【事後学修】　課題として示された論文について、有効性の観点から考察する

第26回 【事前学修】　レビューを試みたい論文を3 本探してくる
【授業内容】　論文のクロスレビュー
【事後学修】　選んだ論文について4 つの観点から批評文を作成する

第27回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究発表の方法（1）　学会発表の方法
【事後学修】　研究テーマについてプレゼンテーション資料を作成する

第28回 【事前学修】　課題として示された資料を読み、レジメにまとめる
【授業内容】　研究発表の方法（2）　効果的なプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンテーション資料を修正し、口頭での発表練習を行う

第29回 【事前学修】　研究テーマについてプレゼンテーションを作成する
【授業内容】　研究発表の相互評価
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、発表方法を改善する

第30回 【事前学修】　口頭発表の練習をする
【授業内容】　研究発表会
【事後学修】　発表への質疑をもとにふりかえり、研究内容を改善する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

2 回の発表会（30％）、論文（70％）から総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自らの研究課題に対して明確な問題意識を持ち、実証研究が可能なフィールドとの関わりをもっていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（教育工学特論）。

■テキスト■テキスト

S.M. ロス、G.R. モリソン（著）、向後千春、清水克彦、余田義彦、鈴木克明（訳）数育工学を始めよう―研究テーマの
選び方から論文の書き方まで、北大路書房。ISBN-10: 4762822450

■参考文献■参考文献

授業中に必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則

スポーツ生理学
Sports Physiology

■テーマ■テーマ

スポーツの生理学・運動の生理学

■講義内容■講義内容

スポーツ・運動時のヒトの生理的応答について、競技パフォーマンス向上および健康維持増進の観点から検討する。

■達成目標■達成目標

運動時の生理的なメカニズムを理解できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを精読し、かつ、運動時のエネルギー供給系について調べておく
【授業内容】　運動とエネルギー
【事後学修】　不明な点については専門書等で調べて、学習内容の理解を深める

第２回 【事前学修】　Fox のエネルギー連続体の概念について調べておく
【授業内容】　スポーツとエネルギー連続体
【事後学修】　エネルギー連続体の概念が適用される具体例について調べる

第３回 【事前学修】　運動時のエネルギー基質について調べておく
【授業内容】　運動に必要な燃料
【事後学修】　燃料としての糖質，脂質の特性の違いについて調べる

第４回 【事前学修】　回復時のエネルギー供給系について調べておく
【授業内容】　運動の回復過程
【事後学修】　運動後過剰酸素摂取の具体例について調べる

第５回 【事前学修】　運動単位について調べておく
【授業内容】　スポーツに応用される神経筋の概念
【事後学修】　運動単位の概念が適用される具体例をまとめる

第６回 【事前学修】　筋肥大のメカニズムについて調べておく
【授業内容】　ウエイトトレーニング
【事後学修】　レジスタンストレーニングの違いによる筋肥大効果の違いについてまとめる

第７回 【事前学修】　運動時の呼吸器系の働きについて調べておく
【授業内容】　運動と酸素運搬系（呼吸）
【事後学修】　アスリートの最大酸素摂取量について比較してまとめる

第８回 【事前学修】　運動時の循環器系の働きについて調べておく
【授業内容】　運動と酸素運搬系（循環）
【事後学修】　トレーニングによる安静時心拍数の変化のメカニズムについてまとめる

第９回 【事前学修】　無酸素性運動と有酸素性運動の特徴をまとめておく
【授業内容】　スプリントと持久性トレーニング
【事後学修】　長時間高強度間欠的運動について調べる

第10回 【事前学修】　体脂肪率の測定法について調べておく
【授業内容】　身体組成
【事後学修】　アスリートの身体組成についてまとめる

第11回 【事前学修】　三大栄養素および微小栄養素の働きをまとめておく
【授業内容】　栄養と運動能力
【事後学修】　高炭水化物食の全身持久力への効果をまとめる

第12回 【事前学修】　骨代謝のメカニズムを調べておく
【授業内容】　運動と骨
【事後学修】　運動による骨代謝変化のメカニズムについてまとめる

第13回 【事前学修】　体温調節機構の基礎についてまとめておく
【授業内容】　暑熱環境下での運動
【事後学修】　WBGTと運動実施の基準についてまとめる

第14回 【事前学修】　高所における生理応答の基礎をまとめておく
【授業内容】　低酸素環境下での運動
【事後学修】　高所における運動時の急性の影響についてまとめる

第15回 【事前学修】　これまでの講義内容について概観しておく
【授業内容】　運動時の生理的メカニズムの総括
【事後学修】　最終課題レポートを作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

ディスカッションの内容（50％）とレポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回十分な予習を行う

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

健康体力統計学・スポーツ科学特論

■テキスト■テキスト

特になし
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■参考文献■参考文献

随時配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則

人間情報学演習Ⅰ（スポーツ生理学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

スポーツ生理学実験法

■講義内容■講義内容

スポーツ・運動生理学的実験法の基礎を指導する。

■達成目標■達成目標

実験を通して運動時の生理的データを測定できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを精読しておく
【授業内容】　前期ガイダンス
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておく

第２回 【事前学修】　形態測定法についてまとめておく
【授業内容】　ヒトの形態
【事後学修】　収集した体格指数データからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・
基準」に記した基準により行う

第３回 【事前学修】　キャリパー法による体脂肪率推定について調べておく
【授業内容】　身体組成（1）キャリパー法
【事後学修】　収集した体脂肪率データからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・
基準」に記した基準により行う

第４回 【事前学修】　バイオインピーダンス法による体脂肪率推定について調べておく
【授業内容】　身体組成（2）バイオインピーダンス法
【事後学修】　収集した体脂肪率データからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・
基準」に記した基準により行う

第５回 【事前学修】　柔軟性の測定法についてまとめておく
【授業内容】　柔軟性
【事後学修】　収集した柔軟性データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方
法・基準」に記した基準により行う

第６回 【事前学修】　筋力の測定法についてまとめておく
【授業内容】　筋力
【事後学修】　収集した握力・背筋力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第７回 【事前学修】　調整力の測定法についてまとめておく
【授業内容】　調整力
【事後学修】　収集した調整力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方
法・基準」に記した基準により行う

第８回 【事前学修】　有酸素性作業能力（PWC150）の測定法についてまとめておく
【授業内容】　有酸素性作業能力（PWC150）
【事後学修】　収集した心拍数・作業量データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成
績評価方法・基準」に記した基準により行う

第９回 【事前学修】　最大無酸素性パワーの測定法についてまとめておく
【授業内容】　無酸素性作業能力（1）最大無酸素性パワー
【事後学修】　収集した最大無酸素性パワーデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第10回 【事前学修】　ウインゲートテストについて調べておく
【授業内容】　無酸素性作業能力（2）乳酸性パワー
【事後学修】　収集した乳酸性パワーデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第11回 【事前学修】　安静時代謝についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（1）安静時代謝
【事後学修】　収集した安静時代謝データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第12回 【事前学修】　RMR についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（2）RMR
【事後学修】　収集した運動時の酸素摂取量とRMRの関係をまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバッ
クは「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第13回 【事前学修】　METS についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（3）METS
【事後学修】　収集した運動時の酸素摂取量とMETSの関係性をまとめ、レポートの作成をする。結果のフィード
バックは「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第14回 【事前学修】　RQ についてまとめておく
【授業内容】　エネルギー代謝（4）RER
【事後学修】　収集した漸増負荷運動時のRERデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う
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第15回 【事前学修】　前期実験法についてまとめておく
【授業内容】　前期　実験法の総括
【事後学修】　これまで作成したレポートの振り返りをおこなう。結果のフィードバックは「成績評価方法・基
準」に記した基準により行う

第16回 【事前学修】　スラバスを精読しておく
【授業内容】　後期ガイダンス
【事後学修】　収集したデータをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基
準」に記した基準により行う

第17回 【事前学修】　VO2max について調べておく
【授業内容】　エネルギー代謝（5）VO2max
【事後学修】　収集したVO2maxデータからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基
準」に記した基準により行う

第18回 【事前学修】　VT について調べておく
【授業内容】　エネルギー代謝（6）VT
【事後学修】　収集したVTデータからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基準」
に記した基準により行う

第19回 【事前学修】　CO2excess について調べておく
【授業内容】　エネルギー代謝（7）CO2excess
【事後学修】　収集したCO2excessからレポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評価方法・基準」
に記した基準により行う

第20回 【事前学修】　皮膚血流量の生理的意義についてまとめておく
【授業内容】　皮膚血流量
【事後学修】　収集した安静時皮膚血流量データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第21回 【事前学修】　運動時の鼓膜温の変化についてまとめておく
【授業内容】　鼓膜温
【事後学修】　収集した運動時鼓膜温データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第22回 【事前学修】　運動時の血中乳酸濃度の変化についてまとめておく
【授業内容】　血中乳酸濃度
【事後学修】　収集した運動時血中乳酸濃度データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは
「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第23回 【事前学修】　運動時の血糖値の変化についてまとめておく
【授業内容】　血糖
【事後学修】　収集した運動時血糖データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第24回 【事前学修】　運動時の血中電解質濃度の変化についてまとめておく
【授業内容】　血中電解質濃度
【事後学修】　収集した血中電解質データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第25回 【事前学修】　運動時の血漿浸透圧の変化についてまとめておく
【授業内容】　血漿浸透圧
【事後学修】　収集した血漿浸透圧データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績評
価方法・基準」に記した基準により行う

第26回 【事前学修】　低酸素環境下における経皮的動脈血酸素飽和濃度の変化についてまとめておく
【授業内容】　経皮的動脈血酸素飽和濃度
【事後学修】　収集した経皮的動脈血酸素飽和濃度データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィード
バックは「成績評価方法・基準」に記した基準により行う

第27回 【事前学修】　等尺性筋力測定法を調べておく
【授業内容】　等尺性筋出力
【事後学修】　収集した等尺性筋出力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第28回 【事前学修】　等速性筋出力測定法を調べておく
【授業内容】　等速性筋出力（1）速度とパワーの関係
【事後学修】　収集した等速性筋出力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第29回 【事前学修】　筋疲労曲線の解釈について調べておく
【授業内容】　等速性筋出力（2）筋疲労曲線
【事後学修】　収集した等速性筋出力データをまとめ、レポートの作成をする。結果のフィードバックは「成績
評価方法・基準」に記した基準により行う

第30回 【事前学修】　前期実験法についてまとめておく
【授業内容】　後期　実験法の総括
【事後学修】　これまでの実験法をまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取組（50％）およびレポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

スポーツ生理学の基礎知識を身につけておく

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1448 -



千葉　智則

人間情報学演習Ⅱ（スポーツ生理学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

スポーツ生理学の論文作成

■講義内容■講義内容

研究テーマの設定および研究成果の報告発表をめぐる討論を通じて、論文作成の指導をおこなう。

■達成目標■達成目標

日本体力学会・日本運動生理学会で発表できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを精読しておく
【授業内容】　ガイダンス（前期）
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておくこと

第２回 【事前学修】　興味のある研究課題についてまとめておく
【授業内容】　研究課題の設定
【事後学修】　研究課題の設定について不明な点を調べ確認しておくこと

第３回 【事前学修】　研究課題に関連する先行研究をレビューする
【授業内容】　先行研究のレビュー（1）
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと（１）

第４回 【事前学修】　先行研究の問題点についてまとめる
【授業内容】　先行研究のレビュー（2）
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと（２）

第５回 【事前学修】　関連する先行研究についてまとめる
【授業内容】　先行研究のレビュー（3）
【事後学修】　再検討した内容をまとめておくこと

第６回 【事前学修】　関連する先行研究についてまとめる
【授業内容】　先行研究のレビュー（4）まとめ
【事後学修】　先行研究のレビューの概要をまとめる

第７回 【事前学修】　研究課題の絞り込みをしておく
【授業内容】　研究課題の検討
【事後学修】　研究課題について議論した内容をまとめておくこと

第８回 【事前学修】　先行研究との関連性から研究仮説を検討しておく
【授業内容】　研究仮説の検討
【事後学修】　研究仮説について議論した内容をまとめておくこと

第９回 【事前学修】　実験計画書を作成しておく
【授業内容】　実験計画の検討（１）
【事後学修】　実験計画について議論した内容をまとめておくこと（１）

第10回 【事前学修】　実験計画の問題点を修正しておく
【授業内容】　実験計画の検討（２）
【事後学修】　実験計画について議論した内容をまとめておくこと（２）

第11回 【事前学修】　適切なデータ分析法を調べておく
【授業内容】　データ分析法の検討
【事後学修】　分析法について議論した内容をまとめておくこと

第12回 【事前学修】　適切な測定法を調べておく
【授業内容】　予備実験（1）測定法の検討
【事後学修】　測定装置の使い方に慣れておくこと（１）

第13回 【事前学修】　適切な測定法の再検討をしておく
【授業内容】　予備実験（2）測定方法の確認
【事後学修】　測定装置の使い方に慣れておくこと（２）

第14回 【事前学修】　適切な測定法の再検討をしておく
【授業内容】　実験計画の再検討
【事後学修】　再検討した結果としての実験計画をまとめておくこと

第15回 【事前学修】　実験計画書の再作成
【授業内容】　実験計画の総括
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておくこと

第16回 【事前学修】　データを分析し、主要な結果をまとめておく
【授業内容】　実験結果中間報告
【事後学修】　分析結果について議論した内容をまとめておくこと

第17回 【事前学修】　プレゼンテーションスライドを作成しておく
【授業内容】　学会発表のための準備（1）口頭発表・質疑応答
【事後学修】　質疑応答で指摘された点について再検討すること（１）

第18回 【事前学修】　プレゼンテーションスライドの修正をしておく
【授業内容】　学会発表のための準備（2）口頭発表の修正
【事後学修】　質疑応答で指摘された点について再検討すること（２）
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第19回 【事前学修】　緒言のアウトラインをまとめておく
【授業内容】　論文作成（1）緒言の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（１）

第20回 【事前学修】　方法について文章作成しておく
【授業内容】　論文作成（2）方法の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（２）

第21回 【事前学修】　データ分析結果をまとめ、結果に文章作成しておく
【授業内容】　論文作成（3）結果の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（3）

第22回 【事前学修】　考察のアウトラインをまとめておく
【授業内容】　論文作成（4）考察の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（4)

第23回 【事前学修】　考察の問題点をまとめておく
【授業内容】　論文作成（5）考察の再検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（5）

第24回 【事前学修】　結果について文章作成しておく
【授業内容】　論文作成（6）結論の検討
【事後学修】　指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること（6）

第25回 【事前学修】　修士論文中間報告会にむけて資料を作成して、発表練習をしておく
【授業内容】　修士論文中間報告会
【事後学修】　質疑応答で指摘を受けた点について，先行研究から再検討すること

第26回 【事前学修】　口頭発表で確認された問題点について、まとめておく
【授業内容】　問題点の検討
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと

第27回 【事前学修】　要約を作成しておく
【授業内容】　要約
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと

第28回 【事前学修】　要約の問題点をまとめておく
【授業内容】　要約の再検討
【事後学修】　議論した内容をまとめておくこと

第29回 【事前学修】　修士論文最終報告会にむけて資料を作成して、発表練習をしておく
【授業内容】　最終報告会の準備
【事後学修】　不明な点を調べ確認しておくこと

第30回 【事前学修】　修士論文最終報告会にむけて、問題点をまとめておく
【授業内容】　最終報告会
【事後学修】　論文本体の最終確認をする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取組（50％）およびレポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

身体活動科学における研究方法 NAP（2004）を読んでおくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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高橋　信二、岡﨑　勘造

健康体力統計学
Statistics in Health and Sports Science

■テーマ■テーマ

健康増進と関わるヒトの「活動」の考え方、評価、及びその推進策と課題

■講義内容■講義内容

ヒトの「活動」量を増進させることは健康に好ましい影響をもたらすため、生涯にわたって「活動」的な生活を送ること
は大切である。そのヒトの「活動」は広義であり、健康増進のための「活動」の考え方、及び評価方法について考察す
る。さらに、健康との関わりを概観し、「活動」を推進させる方策について、その現状と課題を考察する。これら考察を
通して、「活動」的な生活を送るための基礎知識と態度を養う。

■達成目標■達成目標

１）健康及びヒトの「活動」について、その考え方、評価方法について説明できる。
２）ヒトの「活動」を推進させるための方策の現状と課題について説明できる。
３）「活動」的な生活を実践することに興味関心を持ち、その方策を計画できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ヒトが動くことと健康との関わりを考察し、学修する。
【授業内容】　オリエンテーション：授業の目標と内容（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、授業に期待することを学修する。

第２回 【事前学修】　ヒトの活動におけるスポーツ・運動の定義を考察する。
【授業内容】　ヒトの活動①：スポーツ・運動の捉え方（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、健康とヒトの活動の捉え方を包括的に学修する。

第３回 【事前学修】　ヒトの活動とは何かを考察する。
【授業内容】　ヒトの活動②：スポーツ・運動から身体活動へ（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、身体活動の捉え方を包括的に学修する。

第４回 【事前学修】　セルモニタリングについて考察する。
【授業内容】　ヒトの活動③：「活動」のセルフモニタリング（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業中セルフモニタリングした活動から、日常生活を振り返る。

第５回 【事前学修】　ヒトの活動を評価する方法を考察する。
【授業内容】　ヒトの活動④：「活動」の測り方（加速度計）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえて、活動量計による評価方法のメリット・デメリットを学修する。

第６回 【事前学修】　質問紙法でヒトの活動を評価する方法を考察する。
【授業内容】　ヒトの活動⑤：「活動」の測り方（質問紙法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえて、活動量計と質問紙法による評価方法の違いを学修する。

第７回 【事前学修】　QOLを調べてくる。
【授業内容】　健康とは①：QOLとその測り方（質問紙法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、QOLの意義について学修する。

第８回 【事前学修】　QOLを評価する方法を調べてくる。
【授業内容】　健康とは②：QOLの測り方（質問紙法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、QOLの意義とその評価方法について学修する。

第９回 【事前学修】　ヘモグロビンについて調べてくる。
【授業内容】　健康とは③：ヘモグロビンと健康（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、ヘモグロビンと健康との関連を学修する。

第10回 【事前学修】　ヘモグロビンとヒトの活動との関わりについて調べてくる。
【授業内容】　健康とは④：ヘモグロビンと活動との関連（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業を踏まえ、ヘモグロビンと活動との関連を学修する。

第11回 【事前学修】　個人を対象としたヒトの活動の推進方策を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策①：行動科学を活かした「活動」推進の理論（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、個人を対象とした推進方策の理論・モデルを学修する。

第12回 【事前学修】　前回の理論モデルを活かすための場を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策②：行動科学を活かした「活動」推進の実際（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、実践上の課題を学修する。

第13回 【事前学修】　社会環境の視点からヒトの活動の推進方策を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策③：「活動」推進を環境から考える（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、社会環境とヒトの活動の関連を学修する。

第14回 【事前学修】　社会環境の視点からヒトの活動の推進方策を考察する。
【授業内容】　活動を推進させる方策④：環境を活かした「活動」推進の実際（高橋・岡﨑）
【事後学修】　授業踏まえて、社会環境から捉えたヒトの活動を推進させる実践上の課題を学修する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を総合的に復習する。
【授業内容】　ヒトの「活動」と健康に関する包括的考察（高橋・岡﨑）
【事後学修】　ヒトの活動と健康について、包括的に学修し、日常生活に活かす方法を学習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題（20％）、及び最後の包括的考察（80％）によって評価する。
授業の5分の1を超えて欠席した場合には、単位の修得資格を失う。
欠席は、減点対象になる。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自らの健康を良くすることに興味・関心を持ち、予習・復習を各2時間程度行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心身の健康、及び人間行動と関連した科目

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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高橋　信二、岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅰ（健康体力統計学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究課題の作成方法と研究仮説の検証方法の習得

■講義内容■講義内容

受講者の研究テーマに関連する文献レビューを行い、検証可能な研究仮説を構築する。

■達成目標■達成目標

反復的に文献研究を行うことにより、科学論文の形式、仮説検証のプロセス（実験・調査・解析）、議論の進め方を習得
できる。最終的には、新規性、独創性および社会的意義を満足した修士論文の研究仮説および研究計画を作成できるよう
になることを目的とする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究テーマの概要を説明できるように準備する
【授業内容】　研究の種類の紹介（質的研究と量的研究）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究の種類に応じた論文の構成を復習する

第２回 【事前学修】　研究テーマの社会的問題と学術的問題を検討する
【授業内容】　研究課題の設定と文献レビュー（新規性と独自性に優れた課題の設定のために）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　課題として出された文献をレビューする

第３回 【事前学修】　論文検索データベースを利用する
【授業内容】　online-database を活用しての文献収集（高橋・岡﨑）
【事後学修】　系統的な文献検索を行う

第４回 【事前学修】　複数の論文を講読する
【授業内容】　文献レビューを効果的に行うための論理的推論（文献批評のポイント）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　文献の検定統計量と効果量をまとめる

第５回 【事前学修】　発表資料を準備するⅠ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅰ（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅠ

第６回 【事前学修】　発表資料を準備するⅡ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅱ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅡ

第７回 【事前学修】　発表資料を準備するⅢ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅲ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅢ

第８回 【事前学修】　発表資料を準備するⅣ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅳ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅣ

第９回 【事前学修】　発表資料を準備するⅤ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅴ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅤ

第10回 【事前学修】　発表資料を準備するⅥ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅵ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅥ

第11回 【事前学修】　発表資料を準備するⅦ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅶ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅦ

第12回 【事前学修】　発表資料を準備するⅧ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅷ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅧ

第13回 【事前学修】　発表資料を準備するⅨ
【授業内容】　文献レビューの実践Ⅸ（前回のレビューを発展させて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　レビューの修正を行うⅨ

第14回 【事前学修】　これまで講読した論文を計画・対象についてまとめる
【授業内容】　メタ分析の紹介（高橋・岡﨑）
【事後学修】　課題としてだされたメタ分析論文を講読する

第15回 【事前学修】　これまで講読した論文の効果量をまとめる
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅰ（メタ分析に用いる文献の選定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　採用基準を決定し、対象論文を増やす

第16回 【事前学修】　基本的な検定統計量について復習する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅱ（効果量の算出）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　統合できるように効果量を揃える（再計算）

第17回 【事前学修】　効果量のデータセットを作成する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅲ（効果量の統合）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量を統合する

第18回 【事前学修】　効果量の誤差（残差）を計算する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅳ（等質性の検証）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量の平方和を計算する
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第19回 【事前学修】　先行研究の等質性について分析する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅴ（前回までと異なるテーマについて）（メタ分析に用いる文献の選定）（高
橋・岡﨑）
【事後学修】　採用基準を決定し、対象論文を増やす

第20回 【事前学修】　採択基準を決定し、論文を検索する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅵ（効果量の算出）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　統合できるように効果量を揃える（再計算）

第21回 【事前学修】　効果量のデータセットを作成する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅶ（効果量の統合）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量を統合する

第22回 【事前学修】　効果量の誤差（残差）を計算する
【授業内容】　メタ分析の実践Ⅷ（等質性の検証）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　効果量の平方和を計算する

第23回 【事前学修】　研究テーマの新規性と独自性を検討する
【授業内容】　研究課題の作成（これまでの文献レビューおよびメタ分析を通じて）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　テーマを決定する

第24回 【事前学修】　研究仮説を立案する
【授業内容】　研究課題と研究仮説の設定（高橋・岡﨑）
【事後学修】　母集団、調査・測定方法を検討する

第25回 【事前学修】　変数を操作的に定義する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅰ（研究の従属変数・独立変数の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　変数の種類に応じて分析モデルを決定する

第26回 【事前学修】　仮説としての効果量を計算する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅱ（検定力分析・標本数の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　標本数と抽出方法を決定する

第27回 【事前学修】　実行可能な実験スケジュールを立案する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅲ（実験計画法の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　固定効果と変量効果を検討する

第28回 【事前学修】　固定効果と変量効果をもとに統計解析方法を検討する
【授業内容】　研究仮説を検証する方法論の検討Ⅳ（統計解析法の決定）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　仮説モデルを作成する

第29回 【事前学修】　研究の期待される成果をまとめる
【授業内容】　競争的研究資金の獲得について（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究費申請書を作成する

第30回 【事前学修】　研究費獲得のプレゼンテーションを準備する
【授業内容】　全体のまとめ（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究計画を修正する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎週授業時発表されるレジュメ、プレゼン資料により評価（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

最新の科学論文を批評することができる程度の英語力を準備すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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高橋　信二、岡﨑　勘造

人間情報学演習Ⅱ（健康体力統計学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

研究課題の作成方法と研究仮説の検証方法の習得

■講義内容■講義内容

研究仮説を証明するためのデータ収集、解析および解析結果の解釈を実践する。

■達成目標■達成目標

最終的に学術団体への投稿論文を作成できるようになることを目標とする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究テーマを決定してくる
【授業内容】　ガイダンス（高橋・岡﨑）
【事後学修】　研究計画書を作成する

第２回 【事前学修】　研究計画の発表資料を準備する
【授業内容】　研究計画書（背景、意義、仮説、方法）の作成（プレゼンテーション）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　計画を修正する

第３回 【事前学修】　修正した計画の発表資料を準備する
【授業内容】　研究計画書（背景、意義、仮説、方法）の修正（再プレゼンテーション）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　予備実験を計画する

第４回 【事前学修】　予備実験の説明資料を準備する
【授業内容】　予備実験の計画（高橋・岡﨑）
【事後学修】　測定用具を整備・確認する

第５回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　予備実験Ⅰ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第６回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　予備実験Ⅱ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第７回 【事前学修】　データセットを作成する
【授業内容】　予備実験Ⅲ（データ解析）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　解析結果をもとに計画の修正を検討する

第８回 【事前学修】　予備実験の報告資料を準備する
【授業内容】　研究計画書の見直し（予備実験の結果を考慮して、必要に応じて仮説の変更）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　計画・仮説を修正する

第９回 【事前学修】　最終的な研究計画の発表資料を準備する
【授業内容】　最終的な研究計画書の決定（高橋・岡﨑）
【事後学修】　スケジュールの修正を行う

第10回 【事前学修】　実験のスケジュールを決定する
【授業内容】　実験計画の作成（高橋・岡﨑）
【事後学修】　測定用具を整備・確認する

第11回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　研究実践Ⅰ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第12回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　研究実践Ⅱ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第13回 【事前学修】　実験の準備をする
【授業内容】　研究実践Ⅲ（データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　実験データの整理・入力を行う

第14回 【事前学修】　データセットを作成する
【授業内容】　研究実践Ⅳ（データセットの作成）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　記述統計を計算する

第15回 【事前学修】　解析結果の報告資料を準備する
【授業内容】　研究実践Ⅴ（データ解析とその評価）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　先行研究の結果と比較する

第16回 【事前学修】　図表の作成
【授業内容】　研究結果のまとめ（図表の作成）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　図表の修正

第17回 【事前学修】　研究仮説の判定
【授業内容】　研究結果の評価（必要に応じて再データ収集）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　計画修正

第18回 【事前学修】　投稿する学術誌の検討
【授業内容】　投稿先学術団体の選定（高橋・岡﨑）
【事後学修】　投稿フォーマットの確認
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第19回 【事前学修】　緒言の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅰ（緒言）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　緒言の修正

第20回 【事前学修】　方法の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅱ（方法）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　方法の修正

第21回 【事前学修】　結果の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅲ（結果）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　結果の修正

第22回 【事前学修】　考察の構成を検討する
【授業内容】　論文執筆Ⅳ（考察）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　考察の修正

第23回 【事前学修】　文献リストの作成
【授業内容】　論文執筆Ⅴ（文献リスト）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　文献リストの修正

第24回 【事前学修】　抄録の作成
【授業内容】　論文執筆Ⅵ（和英抄録）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　抄録の英文化

第25回 【事前学修】　投稿データを完成させる
【授業内容】　論文投稿（高橋・岡﨑）
【事後学修】　論文を投稿する

第26回 【事前学修】　学位論文の形式を確認する
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅰ（学位論文の形式の確認）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　投稿論文の形式を学位論文の形式に揃える

第27回 【事前学修】　研究の意義（学術的・社会的）を明確にする
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅱ（研究の社会的および学術的意義の明示）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　意義の記述

第28回 【事前学修】　用語を概念的および操作的定義する
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅲ（用語の操作的定義の記述）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　用語の定義の記述

第29回 【事前学修】　先行研究をまとめる
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅳ（文献研究）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　文献研究の記述

第30回 【事前学修】　論文の完成データ（印刷）を準備する
【授業内容】　投稿論文の学位論文化Ⅴ（学位論文完成）（高橋・岡﨑）
【事後学修】　論文提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

作成された論文（投稿形式）の完成度により評価（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

基礎的な実験計画（局所管理、反復、無作為化）や統計解析（線形モデル）について授業開始前に復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉、堀毛　裕子

健康行動学
Health Psychology

■テーマ■テーマ

健康心理学特論

■講義内容■講義内容

健康心理学は、精神的健康と身体的健康の双方を対象として、健康の維持・促進を目指す心理学の応用領域である。ここ
では、健康心理学の基礎とともに、あわせて最新の研究知見にも目を向けて、現代の健康心理学の概要を提示する。
なお、担当者は、病院の精神科・身体科や学校、さまざまな相談機関における心理学的支援の経験を持つため、授業内容
においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

１．健康心理学領域の基礎的な知識について説明することができる。
２．健康心理学における研究と実践の広がりの現状について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読み、講義内容や達成目標について理解する。
【授業内容】オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】オリエンテーションの内容を踏まえて、講義内容や関連文献等をよく理解する。

第２回 【事前学修】「健康」という概念について調べる。
【授業内容】健康心理学の視点
【事後学修】「健康」という概念について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第３回 【事前学修】心理学各領域の基礎的理論について調べる。
【授業内容】健康心理学の基礎
【事後学修】心理学各領域の基礎的理論について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第４回 【事前学修】心理学におけるさまざまな研究法について調べる。
【授業内容】健康心理学の研究法
【事後学修】心理学における研究法について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第５回 【事前学修】心理学における行動のモデルを調べる。
【授業内容】健康関連行動
【事後学修】心理学における行動のモデルについて、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第６回 【事前学修】ストレス理論について調べる。
【授業内容】心理学的ストレスモデル
【事後学修】ストレス理論について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第７回 【事前学修】健康や病気に関連するパーソナリティ要因について調べる。
【授業内容】健康とパーソナリティ
【事後学修】健康や病気に関連するパーソナリティ要因について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第８回 【事前学修】行動変容の技法およびストレスマネジメントについて調べる。
【授業内容】健康への認知行動的アプローチ
【事後学修】行動変容の技法およびストレスマネジメントについて、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第９回 【事前学修】健康に関連する社会文化的要因について調べる。
【授業内容】健康と社会文化的要因
【事後学修】健康に関連する社会文化的要因について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第10回 【事前学修】疾病に伴う心理学的問題について考える。
【授業内容】医療と健康心理学
【事後学修】疾病に伴う心理学的問題について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第11回 【事前学修】健康増進の方法について考える。
【授業内容】健康教育とヘルスプロモーション
【事後学修】健康増進の方法について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第12回 【事前学修】健康を維持・増進するパーソナリティ要因について調べる。
【授業内容】疾病生成論と健康生成論
【事後学修】健康を維持・増進するパーソナリティ要因について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第13回 【事前学修】英語論文のデータベースで、ポジティブ心理学領域の論文数の年次変化を調べる。
【授業内容】ポジティブ心理学
【事後学修】ポジティブ心理学の知見について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第14回 【事前学修】「健康」の定義に照らして、世界各国における健康心理学的問題を考える。
【授業内容】クリティカル健康心理学
【事後学修】世界各国の健康心理学的問題について、授業内容と結びつけて包括的に学修する。

第15回 【事前学修】これまでの授業内容を総合的に復習し、問題点や関心を持った点を考える。
【授業内容】まとめと課題：授業の中で関心を持ったテーマに関するレポート作成
【事後学修】自分自身の日常生活あるいは研究課題において、健康心理学の知見を活かしたい問題を考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％）、授業中の質問や発言（20％）。
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時にプリントにて明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義内容について、日常生活に援用して吟味・検討するという形での復習を行うことが望ましい。また、あらかじ
め文献を指定された回については、事前に文献に目を通す予習が必要となる。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

春木豊・森和代・石川利江・鈴木平　『健康の心理学；心と身体の健康のために』　サイエンス社

■参考文献■参考文献

島井・小玉・長田（編）　『健康・医療心理学 入門 -- 健康なこころ・身体・社会づくり』　有斐閣アルマ
島井哲志（監修）『保健と健康の心理学　標準テキスト（全15巻）』ナカニシヤ出版
その他にも、随時、関連文献を指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅰ（健康行動学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（健康行動学）

■講義内容■講義内容

おもに、健康心理学の領域に関わる問題を扱う。関連する領域の和文・英文の論文の講読や院生・教員間の論議などを通
して、修士論文の主題の決定、研究の方向性、研究の方法、研究対象の選択など、研究上の基本について指導し、博士課
程前期における論文作成の基礎的問題を援助する。
なお、担当者は、病院の精神科・身体科や学校等における心理学的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その
体験が反映される。

■達成目標■達成目標

１．修士論文作成のための、各自の関心領域に係わる基本的知識について説明することができる。
２．修士論文作成のための、研究の進め方について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、授業内容や達成目標を理解する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションを踏まえて、修士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の概要をまとめ、修士論文で取り上げたいテーマと2年間の作業の見通しについて
考える。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後1年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　関心のあるテーマに関する、これまでの文献収集の状況を振り返る。
【授業内容】　文献検索等の情報収集技法
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献収集の漏れを確認する。

第４回 【事前学修】　関心のあるテーマについて、文献を検索して収集する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　第４回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第５回 【事前学修】　関心のあるテーマについて、収集した文献の一覧表を作成する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベース等の紹介
【事後学修】　第５回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第６回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学（医学・公衆衛生領域）の研究動向を探る。
【授業内容】　文献検索による健康心理学の動向：医学・公衆衛生領域
【事後学修】　第６回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第７回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学（心理学領域）の研究動向を探る。
【授業内容】　文献検索による健康心理学の動向：心理学領域
【事後学修】　第７回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第８回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学の研究課題を探る。
【授業内容】　健康心理学における研究課題
【事後学修】　第８回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第９回 【事前学修】　データベース検索を通じて、医学・疫学の研究方法を探る。
【授業内容】　健康心理学における研究法：医学・疫学的方法
【事後学修】　第９回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第10回 【事前学修】　データベース検索を通じて、健康心理学の研究方法を探る。
【授業内容】　健康心理学における研究法：心理学的研究法
【事後学修】　第10回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第11回 【事前学修】　これまで自分が実際に用いた研究方法を振り返る。
【授業内容】　研究方法の検討：実験・質問紙調査
【事後学修】　第11回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第12回 【事前学修】　これまで自分が実際に用いたことのない研究方法を調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：面接・フィールドワーク
【事後学修】　第12回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第13回 【事前学修】　これから自分が用いる可能性のある研究方法の特徴を整理する。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究・アクションリサーチ
【事後学修】　第13回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第14回 【事前学修】　文部科学省や厚生労働省のHPに掲載されている、研究倫理の指針について調べる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　第14回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第15回 【事前学修】　これから自分が用いる可能性のある研究方法を用いた文献を探る。
【授業内容】　研究方法の検討；データ処理法
【事後学修】　第15回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。

第16回 【事前学修】　前期の授業を振り返って、関心のある研究テーマに対するアプローチを考える。
【授業内容】　前期のまとめ；心理学における研究法と院生の研究スタンス
【事後学修】　第16回の授業内容を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねていく。
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第17回 【事前学修】　健康心理学におけるさまざまな概念について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康行動のモデル
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第18回 【事前学修】　健康心理学における概念（認知的評価と関連要因）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：心理学的ストレスモデル①　認知的評価と関連要因
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第19回 【事前学修】　健康心理学における概念（コーピング）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：心理学的ストレスモデル②　コーピングと関連要因
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第20回 【事前学修】　健康心理学における概念（健康阻害要因）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康とパーソナリティ①　健康阻害要因
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第21回 【事前学修】　健康心理学における概念（健康促進要因）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康とパーソナリティ②　健康促進要因
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第22回 【事前学修】　健康心理学における概念（ヘルスプロモーションと治療的介入）について、文献を読みながら調
べる。
【授業内容】　文献検討：行動変容とヘルスプロモーション①　治療的介入
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第23回 【事前学修】　健康心理学における概念（ヘルスプロモーションと予防的介入）について、文献を読みながら調
べる。
【授業内容】　文献検討：行動変容とヘルスプロモーション②　予防的介入
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第24回 【事前学修】　健康心理学における概念（ウェルビーイングとQOL）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：患者理解の視点①　ウェルビーイングとQOL
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第25回 【事前学修】　健康心理学における概念（病いの語りとナラティブ）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：患者理解の視点②　病気体験とナラティブ
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第26回 【事前学修】　健康心理学における概念（健康生成論）について、文献を読みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：健康生成論
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第27回 【事前学修】　健康心理学における概念（ポジティブ心理学における個人特性と認知）について、文献を読みな
がら調べる。
【授業内容】　文献検討：ポジティブ心理学①　個人の特性と認知
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第28回 【事前学修】　健康心理学における概念（ポジティブ心理学における人間関係と集団環境）について、文献を読
みながら調べる。
【授業内容】　文献検討：ポジティブ心理学②　人間関係と集団環境
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第29回 【事前学修】　健康心理学における概念（クリティカル健康心理学における諸要因）について、文献を読みなが
ら調べる。
【授業内容】　文献検討：クリティカル健康心理学
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、関心領域に関する文献の検索と読解を積み重ねながらテーマ
を絞り込んでいく。

第30回 【事前学修】　今年度の学修を総合的に振り返る。
【授業内容】　全体のまとめおよび次年度の修士論文作成の見通しに関する検討
【事後学修】　修士論文で取り上げるテーマと来年度の作業の見通しについて、さらに具体化していく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマについて、常に考え、文献検索と読解を行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

健康行動学、適応行動学など、行動情報系の科目。

■テキスト■テキスト

随時、関連文献を指示する。

■参考文献■参考文献

随時、関連文献を指示する。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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堀毛　裕子

健康行動学（心の健康教育に関する理論と実践）

■テーマ■テーマ

心の健康教育に関する理論と実践を学ぶ

■講義内容■講義内容

公認心理師の業務には、支援を要する者等に対する支援だけでなく、心の健康に関する知識の普及を図るための教育や情
報提供、すなわち人々に対する健康教育や健康増進も含まれる。ここでは、健康教育や健康増進に関する理論と実践につ
いてその概要を学修する。
担当者は精神病院およびさまざまな相談機関での心理支援の経験を持つため、授業においても可能な範囲でその体験が反
映される。

■達成目標■達成目標

1.健康教育や健康増進に関する基本的な理論について説明することができる。
2.健康教育や健康増進に係る実践について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、講義内容や達成目標について理解する。
【授業内容】　オリエンテーション・文献紹介等
【事後学修】　オリエンテーションの内容を踏まえて、講義内容や関連文献等をよく理解する。

第２回 【事前学修】　健康の概念について調べる。
【授業内容】　健康教育・健康増進①：「健康」のとらえかた
【事後学修】　不明な点は調べ、「健康」概念について理解を深める。

第３回 【事前学修】　健康・病気、適応・不適応などの二分法の問題について考えてくる。
【授業内容】　健康教育・健康増進②：well-beingとポジティブ心理学の視点
【事後学修】　不明な点は調べ、健康増進に係る理解を深める。

第４回 【事前学修】　自分の生活における「当たり前」を疑ってみる。
【授業内容】　健康と社会・文化
【事後学修】　比較文化的な視点を持ち、さまざまなヘルスケアシステムについて理解する。

第５回 【事前学修】　心理学における行動のモデルを調べておく。
【授業内容】　行動変容の基礎理論①：健康行動のモデル①
【事後学修】　不明な点は調べ、健康行動に関するモデルの理解を深める。

第６回 【事前学修】　前回学習したもの以外の行動のモデルを調べておく。
【授業内容】　行動変容の基礎理論②：健康行動のモデル②
【事後学修】　健康行動に関するモデルを、問題に応じて使いわけることを考えてみる。

第７回 【事前学修】　健康や病気に関連する調査技法について調べておく。
【授業内容】　行動変容の基礎理論③：プリシード・プロシードモデル
【事後学修】　不明な点は調べ、健康増進に関するモデルの理解を深める。

第８回 【事前学修】　心理教育の意義について考えてみる。
【授業内容】　心理教育
【事後学修】　不明な点は調べ、心理教育に関する理解を深める。

第９回 【事前学修】　心理学的ストレスモデルについて調べておく。
【授業内容】　ストレスマネジメント
【事後学修】　不明な点は調べ、ストレスマネジメントを実践できるようにする。

第10回 【事前学修】　ソーシャルスキルトレーニングが必要な場合について考える。
【授業内容】　ソーシャルスキルトレーニング
【事後学修】　不明な点は調べ、ソーシャルスキルトレーニングについて理解を深める。

第11回 【事前学修】　心身の健康に関わる具体的な問題を挙げてみる。
【授業内容】　心身の健康に関わるさまざまな問題への支援
【事後学修】　不明な点は調べ、心身の健康に関わる問題への介入について考える。

第12回 【事前学修】　危機介入の概念について調べておく。
【授業内容】　災害からの回復支援①：危機介入
【事後学修】　不明な点は調べ、危機介入に関する理解を深める。

第13回 【事前学修】　最近の災害支援の現状について調べておく。
【授業内容】　災害からの回復支援②：災害支援の実際
【事後学修】　不明な点は調べ、災害支援に関する理解を深める。

第14回 【事前学修】　「コミュニティ」の概念について調べておく。
【授業内容】　コミュニティへの支援
【事後学修】　不明な点は調べ、コミュニティ心理学に関する理解を深める。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を総合的に振り返り、問題点や関心を持った点を考える。
【授業内容】　まとめ（講義内容全体に関わる討論）
【事後学修】　健康教育や健康増進の視点を持ち、必要に応じて今後の実践に活かせるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・レポート（80%）、授業中の質問や発言（20%）。
・レポートでは、課題に関わる達成目標の達成度を確認する。
　評価基準：指示された形式・文字数等の遵守（50%）、記述の適切さ（50％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の内容について、日常生活に援用して吟味・検討するという形での復習を行うことが望ましい。また、あらかじめ文
献を指定された回については、事前に文献に目を通す予習が必要となる。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

他の公認心理師対応科目

■テキスト■テキスト

随時、関連文献や資料を提示する。

■参考文献■参考文献

野島・岡村（監修）　松本・宮崎（編著）　2019　『公認心理師実践ガイダンス４：心の健康教育』　木立の文庫

■履修上の注意■履修上の注意

・オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
・この科目はコア学科目群（行動情報学領域）の選択科目であるが、公認心理師国家試験の受験資格取得希望者には、単
位取得が必須である。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅱ（健康行動学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（健康行動学）

■講義内容■講義内容

おもに健康心理学の視点から問題を扱い、院生・教員間の論議を通じて、研究の方向性、研究法、参考文献の選択など、
修士論文作成の最終段階の促進を援助する。
なお、担当者は、病院の精神科・身体科や学校等における心理学的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その
体験が反映される。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況をまとめる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　オリエンテーションを踏まえて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第２回 【事前学修】　修士論文作成に向けた前年度の作業の進捗状況の報告ができるように準備する。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　第２回の授業での検討を受けて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第３回 【事前学修】　修士論文作成に向けた前年度の作業状況から、今後の作業を整理する。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　第３回の授業での検討を受けて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第４回 【事前学修】　修士論文作成に向けた今後の作業を抽出し、スケジュールを立てる。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　第４回の授業での検討を受けて、今後の作業の見通しを確認・修正する。

第５回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における研究主題の設定を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：文献レビューの方法
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の研究主題を確認・修正する。

第６回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における問題点の整理を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生による文献研究の進展状況報告
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文で扱う問題点を確認・修正する。

第７回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における研究枠組みの設定を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　授業での検討を受けて、研究枠組みを確認・修正する。

第８回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における概念定義を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の概念定義を確認・修正する。

第９回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における仮説の設定を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：研究課題における仮説と検証方法
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の仮説を確認・修正する。

第10回 【事前学修】　これまでの文献レビューに基づき、修士論文における仮説の検証方法の検討を行う。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討：院生の研究における仮説および検証方法の報告と検討
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の仮説の検証方法を確認・修正する。

第11回 【事前学修】　修士論文に関わる方法論を文献レビューする。
【授業内容】　研究方法の検討：アプローチおよび研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の方法を確認・修正する。

第12回 【事前学修】　修士論文に関わる方法論を整理し、具体的なアプローチを検討する。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるアプローチと研究方法
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文の具体的なアプローチを確認・修正する。

第13回 【事前学修】　修士論文に関わる調査対象者を検討する。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究における対象者選択
【事後学修】　授業での検討を受けて、修士論文における調査対象者を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　修士論文に関わる具体的なデータ収集の方法を検討し、実施する。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ収集技法
【事後学修】　授業での検討を受けて、具体的なデータ収集の方法等を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　修士論文に関わる具体的なデータ処理の方法を文献レビューする。
【授業内容】　研究方法の検討：院生の研究におけるデータ処理法
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ処理の方法を見直す。

第16回 【事前学修】　修士論文に関わる具体的なデータ処理の方法をシミュレーションする。
【授業内容】　院生による前期中の研究進捗状況の報告
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ処理の方法を確認・修正し実施する。

第17回 【事前学修】　データ分析を行う。
【授業内容】　研究法の検討：院生の研究におけるデータ処理結果
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ分析について確認・修正する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1464 -



第18回 【事前学修】　データ分析の結果をまとめる。
【授業内容】　研究法の検討：院生の研究における仮説の検証と考察
【事後学修】　授業での検討を受けて、データ分析の結果の読み取りと記述について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　データ分析の結果を考察する。
【授業内容】　研究法の検討：院生の研究における全体考察と意義
【事後学修】　授業での検討を受けて、結果の考察について確認・修正する。

第20回 【事前学修】　研究枠組みの整理と確認を行い、必要に応じて追加のデータ分析を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：研究枠組みの整理と確認
【事後学修】　授業での検討を受けて、研究枠組みの整理と追加のデータ分析について確認・修正する。

第21回 【事前学修】　問題の背景と課題設定を記述する。
【授業内容】　論文作成の指導：問題の背景と課題設定
【事後学修】　授業での検討を受けて、問題の背景と課題設定の記述について確認・修正する。

第22回 【事前学修】　概念枠組み・モデルの記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：課題設定と概念枠組み・モデル
【事後学修】　授業での検討を受けて、概念枠組み・モデルの記述について確認・修正する。

第23回 【事前学修】　変数間の関係とモデルの記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：変数間の関係とモデル
【事後学修】　授業での検討を受けて、変数間の関係とモデルの記述について確認・修正する。

第24回 【事前学修】　対象者・データ収集法の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（対象者・データ収集法）
【事後学修】　授業での検討を受けて、対象者・データ収集法の記述について確認・修正する。

第25回 【事前学修】　分析方法と結果の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：方法（データ収集と結果処理）
【事後学修】　授業での検討を受けて、分析方法と結果の記述について確認・修正する。

第26回 【事前学修】　図表を含めて結果の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：結果の読み取りと図表の活用
【事後学修】　授業での検討を受けて、図表を含めた結果の記述について確認・修正する。

第27回 【事前学修】　考察の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　授業での検討を受けて、考察について確認・修正する。

第28回 【事前学修】　展望および引用文献の記述を行う。
【授業内容】　論文作成の指導：考察・展望
【事後学修】　授業での検討を受けて、考察・展望と引用文献について確認・修正する。

第29回 【事前学修】　論文の仕上げを行う。
【授業内容】　論文作成の指導：和文および英文要約
【事後学修】　授業での検討を受けて、論文を完成させる。

第30回 【事前学修】　修士論文発表会に向けて、プレゼンテーションの準備を行う。
【授業内容】　修士論文発表に関する準備
【事後学修】　授業での検討を受けて、発表会のプレゼンテーションを確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の状況（40％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

必要に応じて文献を指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて文献を指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

臨床健康心理学（保健医療分野に関する理論と支援の展開）

■テーマ■テーマ

臨床健康心理学の実践（保健医療分野に関する理論と支援の展開）

■講義内容■講義内容

　保健医療分野で働く心理師には、臨床心理学および健康心理学の知見を業務に生かすことが求められる。本授業では、
保健医療分野で精神疾患および身体疾患を有するクライエントへの支援を行う場合に必要となる理論の習熟と支援の実際
を知ることを目指す。
　特に近年、疾病構造の主要因が感染症から慢性疾患に代わり、平均寿命が延びるにしたがって、病気と健康への理解の
仕方が変化してきている。ここには身体疾患だけでなく精神疾患も含まれ、健康の考え方は病気や障害からの回復モデル
だけでなく、病気や障害の発生の予防モデル、病いと共に生きる生活モデルへと展開している。本授業ではこれらのモデ
ルを基に、人々の心理的問題の改善や予防を目的にしている臨床心理学と、人々の心身の健康の維持増進に寄与すること
を目的にしている健康心理学に基づいて、臨床実践を紹介し、保健医療分野において心理学がどのように活用されている
かを学ぶ。
　なお，授業では毎回授業の感想等をICT（manaba等）で受け付け、次の回にフィードバックする。また、担当者は学校現
場、病院の精神科・身体科、災害被災地における心理支援業務の実践経験を生かして講義を行う。

■達成目標■達成目標

(1) 保健医療分野における臨床心理学・健康心理学の臨床実践に必要な理論を説明できる。
(2) 保健医療分野における臨床心理学・健康心理学の臨床応用の具体例を説明することができる。
(3) 保健医療分野における臨床心理学・健康心理学の貢献と課題を現実に即して分析することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の第１章を読んでくる。
【授業内容】　オリエンテーション、臨床心理学・臨床健康心理学とは
【事後学修】　臨床心理学・臨床健康心理学の歴史、範囲、モデルについて不明な点を調べてノートする。

第２回 【事前学修】　教科書の第２章を読んでくる。
【授業内容】　慢性疾患や身体障害の受容とその対処。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　病いや障害の受容に関連する心理学的要因について不明な点を調べてノートする。

第３回 【事前学修】　医療における心理査定について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助１：心理査定。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　心理面接、行動観察、心理検査など心理アセスメントについて不明な点を調べてノートする。

第４回 【事前学修】　医療における心理面接について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助２：心理面接。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　個人療法、集団療法など心理療法について不明な点を調べてノートする。

第５回 【事前学修】　医療における心理面接について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助３：チーム医療と他職種連携。前回コメントへのフィードバッ
ク。
【事後学修】　コンサルテーション、精神科リエゾン、コラボレーション、アウトリーチについて不明な点を調
べてノートする。

第６回 【事前学修】　医療における地域援助について文献を検索して学んだことをノートする。
【授業内容】　精神疾患者への臨床心理学的援助４：精神科デイケア、地域連携。前回コメントへのフィード
バック。
【事後学修】　精神科デイケア、就労支援、ケースワークについて不明な点を調べてノートする。

第７回 【事前学修】　教科書の第３章、第４章を読んでくる。
【授業内容】　血液透析患者への健康心理学的援助、心臓疾患者への健康心理学的リハビリテーション。前回コ
メントへのフィードバック。
【事後学修】　腎不全の病態と身体的・心理的負担および健康心理学的支援、心不全の病態と身体的・心理的負
担および心臓リハビリテーションについて不明な点を調べてノートする。

第８回 【事前学修】　教科書の第５章を読んでくる。
【授業内容】　がん患者への健康心理学的援助。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　がんの病態と身体的・心理的負担および健康心理学的支援について不明な点を調べてノートす
る。

第９回 【事前学修】　教科書の第６章、第７章を読んでくる。
【授業内容】　喫煙者への健康心理学的援助、飲酒者への健康心理学的援助。前回コメントへのフィードバッ
ク。
【事後学修】　喫煙問題と喫煙の身体的・心理的特徴および健康心理学的支援、アルコール依存症の病態と心理
および当事者や家族への健康心理学的支援について不明な点を調べてノートする。

第10回 【事前学修】　教科書の第８章、第９章を読んでくる。
【授業内容】　女性特有の疾患への健康心理学的援助、不眠症者への健康心理学的援助。前回コメントへの
フィードバック。
【事後学修】　女性のライフサイクル、女性特有の疾患への健康心理学的支援、睡眠の問題と不眠症の病態と心
理および健康心理学的支援について不明な点を調べてノートする。

第11回 【事前学修】　教科書の第１０章、第１１章を読んでくる。
【授業内容】　糖尿病者への健康心理学的援助。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　糖尿病の病態と身体的・心理的特徴、特異的なストレス、糖尿病の当事者や家族への健康心理学
的支援について不明な点を調べてノートする。
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第12回 【事前学修】　教科書の第１２章を読んでくる。
【授業内容】　災害精神保健（被災者支援）における健康心理学的アプローチ。前回コメントへのフィードバッ
ク。
【事後学修】　災害精神保健と被災者支援、被災地域支援について不明な点を調べてノートする。

第13回 【事前学修】　教科書の第１３章を読んでくる。
【授業内容】　行動療法/認知行動療法。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　認知行動療法の歴史、心理療法としての特徴、行動的/認知的アプローチについて不明な点を調べ
てノートする。

第14回 【事前学修】　教科書の第１４章を読んでくる。
【授業内容】　動機づけ面接/コーチング。前回コメントへのフィードバック。
【事後学修】　動機づけ面接の理念と方法、コーチングの理念と方法について不明な点を調べてノートする。

第15回 【事前学修】　学習ノートを復習し最終試験に備える。
【授業内容】　最終試験と学習の振り返り
【事後学修】　試験の振り返りにおいて不明な点を調べてノートする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・最終試験（60％）：学習内容を踏まえて記述式の試験を行う。「知識の正確性」「文章の論理性」「知識の豊富さ」
「考察の発展性」等の観点で評価する。
・毎回のミニレポート（40％）：学習した内容を踏まえて次の回までに関連する文献を検索して読んでくることを課題と
する。そのミニレポートを「文献選択の適切性」「文章の論理性」「要約の妥当性」「考察の発展性」等の観点で評価す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

(1) 普段から新聞やニュース等で心身の健康問題に関心を抱き、関連する記事を読んで知識を蓄えておくこと。
(2)【事前学修】に書かれている予習と【事後学修】に書かれている復習を行うこと。
(3) 授業内では積極的に発言・参加し、担当者と受講者で共に学びの場を共有すること。
(4) 教科書や授業時に配布する資料だけでなく臨床心理学・健康心理学に関する書籍を参照して学習すること。
(5) 出典の不明なインターネット記事は鵜呑みにせず、複数のサイトで内容を確認したり、図書館の書籍等を講読したり
するなど必ず情報の信憑性を確認すること。
(6) 東北学院大学学習支援システム「manaba」を利用するので、事前に登録や使用方法の確認をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

公認心理師資格取得のために設置されている各科目

■テキスト■テキスト

羽鳥健司[編]（2017）『臨床健康心理学(保健と健康の心理学標準テキスト4]』ナカニシヤ出版（ISBN-10:
4779512050）3,200＋税

■参考文献■参考文献

臨床心理学関連
(1) 丹野義彦ほか (2015)『臨床心理学 (New Liberal Arts Selection)』有斐閣（ISBN: 978-4641053793）
(2) 下山晴彦[編] (2009)『よくわかる臨床心理学［改訂新版］』ミネルヴァ書房（ISBN: 978-4623054350）
(3) 桑原知子 (2007)『臨床心理学 (朝倉心理学講座)』朝倉書店（ISBN: 978-4254526691）
(4) 伊藤良子 (2009)『臨床心理学:全体的存在として人間を理解する』ミネルヴァ書房（ISBN: 978-4623052844）
健康心理学関連
(1) 島井哲志・長田久雄・小玉正博[編] (2020)『健康・医療心理学 入門：健康なこころ・身体・社会づくり』有斐閣
（ISBN: 978-4641221420）
(2) 春木豊・石川利江・鈴木平・森和代[著] (2007)『健康の心理学：心と身体の健康のために』サイエンス社（ISBN:
978-4781911731）
(3) 太田信夫[監修]・竹中晃二[編] (2017)『健康心理学(シリーズ心理学と仕事 12)』北大路書房（ISBN: 978-
4762829956）
(4) 鈴木伸一[編] (2016)『からだの病気のこころのケア：チーム医療に活かす心理職の専門性』北大路書房（ISBN: 978-
4762829314）

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅰ（臨床健康心理学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導（臨床健康心理学）

■講義内容■講義内容

臨床心理学や健康心理学に関連するテーマを扱う。関連する領域の和文・英文の論文の講読や議論などを通して、修士論
文の主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択など、研究上の基本について指導し、博士課程前期における
論文作成の基礎的問題を援助する。
なお、担当者の学校現場，病院の精神科・身体科，災害被災地における心理支援業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

(1) 修士論文を作成するために必要な、各自の関心領域に関わる基本的知識を説明し記述できる。
(2) 修士論文を作成するための、研究の進め方を解説できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、１年間に研究上すべきことをリストアップしてくる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるように準備する。

第２回 【事前学修】　自分の卒業論文の報告と修士論文のテーマを発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による卒業論文および博士課程前期における研究展望の紹介
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、修士論文のテーマについて考える。

第３回 【事前学修】　これまでに習得している文献検索法について整理する。
【授業内容】　文献検索などの情報収集技法
【事後学修】　授業で学んだ文献検索法を用いて、修士論文のテーマに関わる文献を検索して読みノートにまと
める。

第４回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる文献の概要をまとめ、報告できるように準備する。
【授業内容】　文献読解の方法
【事後学修】　授業で学んだ方法を用いて、文献読解を進める。新たに文献を検索して読みノートにまとめる。

第５回 【事前学修】　文献検索と読解を進め、結果を報告できるように準備する。
【授業内容】　関連領域の基本文献・学術雑誌・データベースなどの紹介
【事後学修】　授業で紹介された文献やデータベースを用いてさらに文献検索と読解を進める。

第６回 【事前学修】　法則定立的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：法則定立的アプローチ
【事後学修】　法則定立的アプローチを用いた文献を文献を検索して読みノートにまとめる。

第７回 【事前学修】　個性記述的アプローチについて調べ、発表できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　心理学における研究法：個性記述的アプローチ
【事後学修】　個性記述的アプローチを用いた文献を文献を検索して読みノートにまとめる。

第８回 【事前学修】　健康心理学の視点から、「健康」と自分の修士論文テーマの接点について考える。
【授業内容】　研究テーマの検討：健康心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、健康心理学の視点から自分の修士論文テーマをさらに考える。

第９回 【事前学修】　臨床心理学の視点から、「臨床」と自分の修士論文テーマの接点について考える。
【授業内容】　研究テーマの検討：臨床心理学の視点から
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、臨床心理学の視点から自分の修士論文テーマをさらに考える。

第10回 【事前学修】　修士論文の研究テーマについて、これまでの先行研究の展望と研究課題の設定について発表でき
るようにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究主題の設定に関する検討
【事後学修】　授業での検討を踏まえ、修士論文の研究テーマについて、先行研究の展望をさらに進め、問題設
定を考える。

第11回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で質問紙法を用いた文献を検索して読解しノートにまとめ
る。
【授業内容】　研究方法の検討：質問紙
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる質問紙を用いた先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。

第12回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で実験法を用いた文献を検索して読解しノートにまとめる。
【授業内容】　研究方法の検討：実験法
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる実験法を用いた先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。

第13回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で面接法を用いた文献を検索して読解しノートにまとめる。
【授業内容】　研究方法の検討：面接法
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる面接法を用いた先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。

第14回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で介入研究として実施されている文献を検索して読解しノー
トにまとめる。
【授業内容】　研究方法の検討：介入研究
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文のテーマに関わる介入研究による先行研究で用いられている研
究方法をさらに調べる。
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第15回 【事前学修】　修士論文のテーマに関わる先行研究で用いられている研究方法の倫理的配慮についてノートにま
とめる。
【授業内容】　研究方法の検討：研究倫理
【事後学修】　授業の内容を踏まえて、修士論文で用いる研究方法の倫理的配慮について考える。

第16回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わるt検定および相関分析を
用いた文献を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告①と文献抄読：t検定および相関分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の問題設定について先行研究を調べながらさらに準備を進め
る。

第17回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わる二要因以上の分散分析
を用いた文献を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告②と文献抄読：二要因以上の分散分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の研究枠組みと概念定義について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第18回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わる重回帰分析を用いた文
献を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告③と文献抄読：重回帰分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の仮説について先行研究を調べながらさらに準備を進める。

第19回 【事前学修】　問題設定と方法についてレジュメを作成する。修士論文のテーマに関わる因子分析を用いた文献
を検索し概要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告④と文献抄読：因子分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の仮説検証のための方法について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第20回 【事前学修】　実験・調査材料を作成する。修士論文のテーマに関わる共分散構造分析を用いた文献を検索し概
要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告⑤と文献抄読：共分散構造分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の方法（調査対象者）について先行研究を調べながらさらに準
備を進める。

第21回 【事前学修】　実験・調査材料を作成する。修士論文のテーマに関わるクラスター分析を用いた文献を検索し概
要をノートにまとめる。
【授業内容】　進捗状況報告⑥と文献抄読：クラスター分析
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、修士論文の方法（データ収集法）について先行研究を調べながらさらに
準備を進める。

第22回 【事前学修】　予備研究の計画およびデータ収集法を検討する。
【授業内容】　予備研究のデータ収集①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集の確認・修正をする。

第23回 【事前学修】　予備研究のデータ収集を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ収集②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、予備研究のデータ収集をさらに進める。

第24回 【事前学修】　予備研究のデータ解析を行う。
【授業内容】　予備研究のデータ解析①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの解析をさらに進める。

第25回 【事前学修】　予備研究の結果を解読する。
【授業内容】　予備研究のデータ解析②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの解析を確認・修正する。

第26回 【事前学修】　データ検討会用の資料を作成する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの検討をさらに進める。

第27回 【事前学修】　データ検討会用の資料を確認・修正する。
【授業内容】　予備研究のデータ検討会②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、データの解読を確認・修正する。

第28回 【事前学修】　解析結果を考察するためのレジュメを作成する。
【授業内容】　予備研究の考察①
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、解析結果の考察を確認・修正する。

第29回 【事前学修】　考察を含めた予備研究の報告書を作成する。
【授業内容】　予備研究の考察②
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、予備研究の報告書を確認・修正する。

第30回 【事前学修】　予備研究の成果を発表するための準備を行う。
【授業内容】　予備研究の成果報告
【事後学修】　授業の検討を踏まえて、来年度の本研究に向けた準備を進める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の準備状況（20％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が修士論文で取り上げたい研究テーマを常に考え、文献検索と読解を積極的に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の科目群、公認心理師資格対応科目群。

■テキスト■テキスト

必要に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。
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■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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東海林　渉

人間情報学演習Ⅱ（臨床健康心理学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

修士論文作成に関する指導（臨床健康心理学）

■講義内容■講義内容

臨床心理学や健康心理学に関連するテーマを扱う。研究の方向性、研究方法の策定、データ分析、結果の解釈、考察点の
抽出、参考文献の選択など、修士論文作成の最終段階の促進を援助する。
なお、担当者の学校現場、病院の精神科・身体科、災害被災地における心理支援業務の経験を活かして、科学的な研究論
文と臨床実践とのつながりを解説する。

■達成目標■達成目標

実証データに基づき、論旨の一貫した完成度の高い修士論文を作成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　前年度の作業内容について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業内容を踏まえ、前年度の作業内容、進捗状況を振り返る。

第２回 【事前学修】　春休み中の作業内容、進捗状況について報告できるように準備を行う。
【授業内容】　院生による前年度中の研究・作業概要の報告
【事後学修】　授業内容を踏まえ、春休み中の作業内容、進捗状況を振り返る。

第３回 【事前学修】　今年度の作業スケジュールを計画し、発表できるように準備する。
【授業内容】　院生による今年度の研究・作業予定の報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえて一年間でやるべき事項をリストアップして、年間の作業スケジュールを修
正する。

第４回 【事前学修】　研究実施および修士論文作成上の問題点について報告できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生による研究実施および修士論文作成上の問題点についての報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究実施および修士論文作成上の問題点についてさらに検討する。

第５回 【事前学修】　自分の修士論文のテーマに関してこれまでに調べた先行研究の展望を発表することができるよう
に準備する。
【授業内容】　文献レビューの方法
【事後学修】　授業内容を踏まえ、先行研究の知見を整理する。

第６回 【事前学修】　自分の修士論文のテーマに関して先行研究の展望の成果を報告できるようにレジュメを作成す
る。
【授業内容】　院生による文献レビューの成果報告
【事後学修】　授業内容を踏まえ、先行研究の課題を整理する。

第７回 【事前学修】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　具体的な研究課題における研究枠組みと概念定義
【事後学修】　授業内容を踏まえ、具体的な研究課題における研究枠組みをさらに検討する。

第８回 【事前学修】　研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における枠組みおよび概念定義の報告と検討
【事後学修】　授業内容を踏まえ、具体的な研究課題における概念定義をさらに検討する。

第９回 【事前学修】　仮説の設定とその検証方法を検討できるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　仮説の設定とその検証方法
【事後学修】　授業内容を踏まえ、仮説の設定をさらに検討する。

第10回 【事前学修】　研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討ができるようにレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における仮説の設定とその検証方法の報告と検討
【事後学修】　授業内容を踏まえ、仮説の検証方法をさらに検討する。

第11回 【事前学修】　研究方法（研究手法、対象、人数、測度、分析方法など）に関する文献レビューを報告できるよ
うにレジュメを作成する。
【授業内容】　研究方法に関する文献レビュー
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究方法に関する文献レビューをさらに進める。

第12回 【事前学修】　研究方法（研究手法）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 1
【事後学修】　授業内容を踏まえ、研究手法に関する問題点を整理し、改善策を検討する。

第13回 【事前学修】　研究方法（対象、人数、測度）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 2
【事後学修】　授業内容を踏まえ、対象、人数、測度に関する問題点を整理し、改善策を検討する。

第14回 【事前学修】　研究方法（分析方法）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 3
【事後学修】　授業内容を踏まえ、分析方法に関する問題点を整理し、改善策を検討する。

第15回 【事前学修】　研究方法（仮説検証の具体的方法論）について検討できるようレジュメを作成する。
【授業内容】　院生の研究における研究方法の検討 4
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、研究方法に関する検討を進め、方法を決定する。

第16回 【事前学修】　データ収集状況の報告ができるよう準備する。
【授業内容】　データ収集状況の報告
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、データ収集をさらに進める。
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第17回 【事前学修】　データ解析（データのクリーニング）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 1
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（データのクリーニング）を確認・修正する。

第18回 【事前学修】　データ解析（記述統計の実施、変数間の関連）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 2
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（記述統計の実施、変数間の関連）を確認・修正する。

第19回 【事前学修】　データ解析（推測統計の実施）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 3
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（推測統計の実施）を確認・修正する。

第20回 【事前学修】　データ解析（結果の読み取り）の報告ができるよう準備を行う。
【授業内容】　データ解析 4
【事後学修】　授業内容を踏まえ、データ解析（結果の読み取り）を確認・修正する。

第21回 【事前学修】　データ検討会用にデータ分析結果の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 1
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、結果の執筆を進める。

第22回 【事前学修】　データ検討会用に仮説検証結果の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 2
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、結果の執筆をさらに進める。

第23回 【事前学修】　データ検討会用に考察の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 3
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、考察の執筆を進める。

第24回 【事前学修】　データ検討会用に考察と展望の資料を作成する。
【授業内容】　データ検討会 4
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、考察の執筆をさらに進める。

第25回 【事前学修】　序論の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：序論
【事後学修】　序論の第 1 稿を修正する。

第26回 【事前学修】　方法の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：方法
【事後学修】　方法の第 1 稿を修正する。

第27回 【事前学修】　結果の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：結果
【事後学修】　結果の第 1 稿を修正する。

第28回 【事前学修】　考察の第 1 稿を作成する。
【授業内容】　論文作成の指導：考察
【事後学修】　考察の第 1 稿を修正する。

第29回 【事前学修】　研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 1
【事後学修】　研究成果発表用のスライドを修正する。

第30回 【事前学修】　研究成果発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　プレゼンテーション技法 2
【事後学修】　研究成果発表用の抄録を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（30％）、議論への参加状況（30％）、論文作成の準備状況（40％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

修士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業を進めるこ
と。自学自習も必要であるため、積極的に学ぶこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

行動情報系の科目群、公認心理師資格対応科目群。

■テキスト■テキスト

必要に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1472 -



乙藤　岳志

応用情報学特論
Special Topics in Applied Information Science

■テーマ■テーマ

コンピュータアーキテクチャとアルゴリズム

■講義内容■講義内容

コンピュータアーキテクチャを概括したうえで、
文字、数値以外でのコンピュータの応用について特徴を論じる。ソフトウェアでも、アルゴリズムを中心とした講義とな
るが、アーキテクチャからくる制約、特徴が生じることを理解することを目的とする。

■達成目標■達成目標

①コンピュータ全般に対して深く理解できるようになる。
②アルゴリズムの変遷について理解できるようになる。
③ネットワークへの展開を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート１回の予習）
【授業内容】　コンピュータアーキテクチャの紹介（入門）
【事後学修】　講義ノート１回の復習、レポート作成の準備

第２回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート２回の予習）
【授業内容】　コンピュータアーキテクチャの詳細（CISC とRISC）
【事後学修】　講義ノート２回の復習、レポート作成の準備

第３回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート３回の予習）
【授業内容】　同CISC
【事後学修】　講義ノート３回の復習、レポート作成の準備

第４回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート４回の予習）
【授業内容】　同 RISC
【事後学修】　講義ノート４回の復習、レポート作成の準備

第５回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート５回の予習）
【授業内容】　その他のアーキテクチャ
【事後学修】　講義ノート５回の復習、レポート作成の準備

第６回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート６回の予習）、レポート作成
【授業内容】　データの表現（図形）
【事後学修】　講義ノート６回の復習

第７回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート７回の予習）
【授業内容】　データの表現（画像 1：BMP、JPG）
【事後学修】　講義ノート７回の復習、レポート作成の準備

第８回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート８回の予習）
【授業内容】　データの表現（画像 2：MPG）
【事後学修】　講義ノート８回の復習、レポート作成の準備

第９回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート９回の予習）
【授業内容】　データの表現（音声 1：PCM）
【事後学修】　講義ノート９回の復習、レポート作成の準備

第10回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート10回の予習）
【授業内容】　データの表現（音声 2：MPEG）
【事後学修】　講義ノート10回の復習、レポート作成の準備

第11回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート11回の予習）、レポート作成
【授業内容】　図形に関するアルゴリズム（表現方法）
【事後学修】　講義ノート11回の復習

第12回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート12回の予習）
【授業内容】　図形に関するアルゴリズム（基本的な処理方法）
【事後学修】　講義ノート12回の復習、レポート作成の準備

第13回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート13回の予習）
【授業内容】　図形に関するアルゴリズム（特殊な処理方法）
【事後学修】　講義ノート13回の復習、レポート作成の準備

第14回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート14回の予習）
【授業内容】　アーキテクチャとアルゴリズム
【事後学修】　講義ノート14回の復習、レポート作成の準備

第15回 【事前学修】　指定した教材の予習（講義ノート15回の予習）、レポート作成
【授業内容】　NP 問題
【事後学修】　講義ノート15回の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

数回のレポート提出（採点後、解説、講評をする60％）と平常点（40％）により総合的に評価。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み, 予習しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示。

■参考文献■参考文献

Computer Architecture（ISBN: 978-0-12-811905-1）
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伊藤　則之

インターフェース特論
Special Topics in Human-Machine Interface

■テーマ■テーマ

インターフェースに基づいたコンピュータシステムの理解

■講義内容■講義内容

担当者が長年企業でソフトウエア開発およびマネジメントを担当してきた経験を活かし、人間と機械（ハードウェアおよ
びソフトウェア）の共生系であるコンピュータシステムをインターフェースの観点から講ずる。具体的には、（1）アプリ
ケーションプログラムインターフェースなどの機械同士のインターフェース、（2）ユーザーインターフェースなどの人間
と機械の間のインターフェース、（3）グループウェアなどの機械を介した人間同士のインターフェースの 3 つに大別し
て、それぞれに関して詳しく考察する。

■達成目標■達成目標

①機械同士のインターフェースに関する基礎について説明できるようになる。
②人間と機械の間のインターフェースに関する基礎について説明できるようになる。
③機械を介した人間同士のインターフェースに関する基礎について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の 1 章前半（1. 1 ～ 1. 2）を予習する。
【授業内容】　ヒューマンインターフェースとは
【事後学修】　教科書の 1 章前半（1. 1 ～ 1. 2）を復習し、章末の課題を解答する。

第２回 【事前学修】　教科書の 1 章後半（1. 3 ～ 1. 5）を予習する。
【授業内容】　人間の特性
【事後学修】　教科書の 1 章後半（1. 3 ～ 1. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第３回 【事前学修】　教科書の 2 章前半（2. 1 ～ 2. 3）を予習する。
【授業内容】　デザイン目標とユーザ特性
【事後学修】　教科書の 2 章前半（2. 1 ～ 2. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

第４回 【事前学修】　教科書の 2 章後半（2. 4 ～ 2. 5）を予習する。
【授業内容】　対話型システムのデザイン
【事後学修】　教科書の 2 章後半（2. 4 ～ 2. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第５回 【事前学修】　教科書の 3 章前半（3. 1 ～ 3. 3）を予習する。
【授業内容】　入力インターフェース①（キーボードとポインティングデバイス）
【事後学修】　教科書の 3 章前半（3. 1 ～ 3. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

第６回 【事前学修】　教科書の 3 章後半（3. 4 ～ 3. 5）を予習する。
【授業内容】　入力インターフェース②（その他の入力デバイス）
【事後学修】　教科書の 3 章後半（3. 4 ～ 3. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第７回 【事前学修】　教科書の 4 章前半（4. 1 ～ 4. 2）を予習する。
【授業内容】　表示デバイスと GUI
【事後学修】　教科書の 4 章前半（4. 1 ～ 4. 2）を復習し、章末の課題を解答する。

第８回 【事前学修】　教科書の 4 章後半（4. 3 ～ 4. 4）を予習する。
【授業内容】　GUI システムの構成とデザイン
【事後学修】　教科書の 4 章後半（4. 3 ～ 4. 4）を復習し、章末の課題を解答する。

第９回 【事前学修】　教科書の 5 章前半（5. 1 ～ 5. 4）を予習する。
【授業内容】　人と人工物のコミュニケーション①（音声インターフェースと非言語インターフェース）
【事後学修】　教科書の 5 章前半（5. 1 ～ 5. 4）を復習し、章末の課題を解答する。

第10回 【事前学修】　教科書の 5 章後半（5. 5）を予習する。
【授業内容】　人と人工物のコミュニケーション②（マルチモーダルインターフェース）
【事後学修】　教科書の 5 章後半（5. 5）を復習し、章末の課題を解答する。

第11回 【事前学修】　教科書の 6 章前半（6. 1）を予習する。
【授業内容】　バーチャルリアリティ
【事後学修】　教科書の 6 章前半（6. 1）を復習し、章末の課題を解答する。

第12回 【事前学修】　教科書の 6 章後半（6. 2）を予習する。
【授業内容】　実世界指向インターフェース
【事後学修】　教科書の 6 章後半（6. 2）を復習し、章末の課題を解答する。

第13回 【事前学修】　教科書の 7 章前半（7. 1 ～ 7. 3）を予習する。
【授業内容】　マルチユーザインターフェース
【事後学修】　教科書の 7 章前半（7. 1 ～ 7. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

第14回 【事前学修】　教科書の 7 章後半（7. 4 ～ 7. 6）を予習する。
【授業内容】　コンピュータによる協同作業支援
【事後学修】　教科書の 7 章後半（7. 4 ～ 7. 6）を復習し、章末の課題を解答する。

第15回 【事前学修】　教科書の 8 章全体（8. 1 ～ 8. 3）を予習する。
【授業内容】　インターフェースの評価
【事後学修】　教科書の 8 章全体（8. 1 ～ 8. 3）を復習し、章末の課題を解答する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

最終レポート（40％）、課題提出（30％）、授業態度（30％）。
観点毎の配点は授業のなかで明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、教科書を予習と復習する必要がある。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし。

■テキスト■テキスト

岡田謙一、西田正吾、葛岡英明、仲谷美江、塩澤秀和「IT Text ヒューマンコンピュータインタラクション改訂 2 版」
オーム社（2016 年 3 月）。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。
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伊藤　則之

人間情報学演習Ⅰ（インターフェース特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

やわらかいシステムの基盤技術の調査・分析と基礎的実験

■講義内容■講義内容

担当者が長年企業でソフトウエア開発およびマネジメントを担当してきた経験を活かし、人間と機械の共生系であるコン
ピュータシステムを対象として、人にやさしい「やわらかいシステム」の基盤技術の調査・分析と基礎的実験に関する指
導を行う。

■達成目標■達成目標

人にやさしい「やわらかいシステム」に関して理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の原案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の原案をさらに詰める。

第２回 【事前学修】　ハードウェアのインターフェースに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめ
る。
【授業内容】　機械同士のインターフェース①：ハードウェア関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のハードウェアのインターフェースに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第３回 【事前学修】　ソフトウェアのインターフェースに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめ
る。
【授業内容】　機械同士のインターフェース②：ソフトウェア関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のソフトウェアのインターフェースに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第４回 【事前学修】　ネットワークのインターフェースに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめ
る。
【授業内容】　機械同士のインターフェース③：ネットワーク関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のネットワークのインターフェースに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第５回 【事前学修】　機械同士のインターフェースに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　機械同士のインターフェース④：発表と討論
【事後学修】　質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第６回 【事前学修】　CUIに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース①：CUI 関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のCUIに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第７回 【事前学修】　GUIに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース②：GUI 関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のGUIに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第８回 【事前学修】　MUI に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース③：MUI 関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のMUI に関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第９回 【事前学修】　人間と機械の間のインターフェースに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　人間と機械の間のインターフェース④：発表と討論
【事後学修】　質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第10回 【事前学修】　非同期型コミュニケーションに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース①：非同期型コミュニケーション関連の著書・論文の
調査・分析
【事後学修】　授業中の非同期型コミュニケーションに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第11回 【事前学修】　同期型コミュニケーションに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース②：同期型コミュニケーション関連の著書・論文の調
査・分析
【事後学修】　授業中の同期型コミュニケーションに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第12回 【事前学修】　ソーシャルウェアに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース③：ソーシャルウェア関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のソーシャルウェアに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第13回 【事前学修】　機械を介した人間同士のインターフェースに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　機械を介した人間同士のインターフェース④：発表と討論
【事後学修】　質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第14回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　インターフェース全般に関しての発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第15回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　インターフェース全般に関しての発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　やわらかいシステムに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　やわらかいシステムの基礎理論①：著書・論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のやわらかいシステムに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。
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第17回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　やわらかいシステムの基礎理論②：発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第18回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　やわらかいシステムの基礎理論③：発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第19回 【事前学修】　やわらかいネットワークに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　やわらかいネットワーク①：論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のやわらかいネットワークに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第20回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　やわらかいネットワーク②：発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第21回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　やわらかいネットワーク③：発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第22回 【事前学修】　やわらかい情報処理システムに関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　やわらかい情報処理システム①：論文の調査・分析
【事後学修】　授業中のやわらかい情報処理システムに関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第23回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　やわらかい情報処理システム②：発表準備
【事後学修】　配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第24回 【事前学修】　配布資料と発表用スライドを完成し、発表練習する。
【授業内容】　やわらかい情報処理システム③：発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第25回 【事前学修】　従来システム（非やわらかいシステム）3 種類以上とやわらかいシステム 3 種類以上を調べ、各
システムの特徴をまとめる。
【授業内容】　従来システム（非やわらかいシステム）とやわらかいシステムの比較
【事後学修】　授業中の非やわらかいシステムとやわらかいシステムの比較に関する質疑とそれに対する回答を
まとめる。

第26回 【事前学修】　やわらかいシステムフレームワークをダウンロードする。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験①：フレームワークの導入
【事後学修】　やわらかいシステムフレームワークのマニュアルを熟読する。

第27回 【事前学修】　実験計画書と実験手順書の原案を作成する。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験②：実験の計画
【事後学修】　実験計画書と実験手順書を修正する。

第28回 【事前学修】　実験の準備を行う。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験③：実験の実施
【事後学修】　実験結果を整理し、データ化する。

第29回 【事前学修】　実験結果の分析を行い、実験結果と実験手順と実験結果が記載された実験報告書の作成に着手す
る。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験④：実験結果の分析
【事後学修】　実験報告書を修正する。

第30回 【事前学修】　実験結果の評価を行い、実験報告書に追加する。
【授業内容】　やわらかいシステムフレームワークを用いた実験⑤：実験結果の評価
【事後学修】　実験報告書を完成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（30％）、討論（30％）、演習ノート（40％）。観点毎の配点は授業のなかで明示する。
manabaによる提出物にはmanabaもしくは授業内においてフィードバックを行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。
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伊藤　則之

人間情報学演習Ⅱ（インターフェース特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

やわらかいシステムの研究・開発と論文指導

■講義内容■講義内容

担当者が長年企業でソフトウエア開発およびマネジメントを担当してきた経験を活かし、演習 I の内容を発展させ、「や
わらかいシステム」の実践的な研究・開発と論文作成に関する指導を行う。

■達成目標■達成目標

①　「やわらかいシステム」の新規提案を行うことができるようになる。
②　①で提案したシステムの実装を行うことができるようになる。
③　②で実装したシステムの評価を行うことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の修正案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の修正案をさらに詰める。

第２回 【事前学修】　従来型システム（非やわらかいシステム）の現状に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文
の概要をまとめる。
【授業内容】　従来型システム（非やわらかいシステム）の調査・分析①：現状の認識
【事後学修】　授業中の従来型システム（非やわらかいシステム）の現状に関する質疑とそれに対する回答をま
とめる。

第３回 【事前学修】　従来型システム（非やわらかいシステム）の問題点に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論
文の概要をまとめる。
【授業内容】　従来型システム（非やわらかいシステム）の調査・分析②：問題点の明確化
【事後学修】　授業中の従来型システム（非やわらかいシステム）の問題点に関する質疑とそれに対する回答を
まとめる。

第４回 【事前学修】　既存のやわらかいシステムの基盤技術に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をま
とめる。
【授業内容】　既存のやわらかいシステムの調査・分析①：基盤技術関連
【事後学修】　授業中の既存のやわらかいシステムの基盤技術に関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第５回 【事前学修】　既存のやわらかいシステムの応用研究に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をま
とめる。
【授業内容】　既存のやわらかいシステムの調査・分析②：応用研究関連
【事後学修】　授業中の既存のやわらかいシステムの応用研究に関する質疑とそれに対する回答をまとめる。

第６回 【事前学修】　新規システムの対象領域に関する原案を作成する。
【授業内容】　新規システムの検討①：対象領域の検討
【事後学修】　新規システムの対象領域に関する原案を修正する。

第７回 【事前学修】　新規システムの問題点と解決法に関する原案を作成する。
【授業内容】　新規システムの検討②：問題点とやわらかさに基づく解決法の検討
【事後学修】　新規システムの問題点と解決法に関する原案を修正する。

第８回 【事前学修】　新規システムのシステム概要に関する原案を作成する。
【授業内容】　新規システムの検討③：システム概要の提案
【事後学修】　新規システムのシステム概要に関する原案を修正する。

第９回 【事前学修】　提案システムの要件定義に関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの要件定義
【事後学修】　提案システムの要件定義に関する原案を修正する。

第10回 【事前学修】　提案システムの概要設計に関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの設計①：概要設計
【事後学修】　提案システムの概要設計に関する原案を修正する。

第11回 【事前学修】　提案システムの詳細設計に関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの設計②：詳細設計
【事後学修】　提案システムの詳細設計に関する原案を修正する。

第12回 【事前学修】　提案システムの設計レビューに関する原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの設計③：設計のレビュー
【事後学修】　提案システムの設計レビューに関する原案を修正する。

第13回 【事前学修】　発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　中間発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表の全体構成を修正する。

第14回 【事前学修】　発表用スライドを作成する。
【授業内容】　中間発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　発表用スライドを修正する。

第15回 【事前学修】　発表練習を行う。
【授業内容】　中間発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装①：フレームワーク構築
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。
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第17回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装②：バックエンド
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第18回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装③：フロントエンド
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第19回 【事前学修】　実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　提案システムの実装④：インターフェースの改善
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第20回 【事前学修】　評価の原案を作成する。
【授業内容】　提案システムの評価
【事後学修】　評価の原案を修正する。

第21回 【事前学修】　評価を行い、評価報告書を作成する。
【授業内容】　評価結果の分析・考察
【事後学修】　評価報告書を修正する。

第22回 【事前学修】　論文の全体構成を作成する。
【授業内容】　論文作成指導①：全体構成（序論、関連研究、本論、結論）の検討
【事後学修】　論文の全体構成を修正する。

第23回 【事前学修】　論文の序章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導②：序論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の序章を修正する。

第24回 【事前学修】　論文の関連研究を作成する。
【授業内容】　論文作成指導③：関連研究に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の関連研究を修正する。

第25回 【事前学修】　論文の本論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導④：本論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の本論を修正する。

第26回 【事前学修】　論文の結論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導⑤：結論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の結論を修正する。

第27回 【事前学修】　論文全体を見直し、完成度を高める。
【授業内容】　論文作成指導⑥：各ページの推敲
【事後学修】　論文を完成させる。

第28回 【事前学修】　発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　最終発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表の全体構成を修正する。

第29回 【事前学修】　発表用スライドを作成する。
【授業内容】　最終発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　発表用スライドを修正する。

第30回 【事前学修】　発表練習を行う。
【授業内容】　最終発表と討論
【事後学修】　発表のふり返りをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（30％）、発表（20％）、討論（20％）、演習ノート（30％）。
観点毎の配点は授業のなかで明示する。
manabaによる提出物にはmanabaもしくは授業内においてフィードバックを行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。
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坂本　泰伸

コンピュータシステム演習
Seminar in Computer System

■テーマ■テーマ

Open Source Software（OSS）を利用したコンピュータシステムの理解と設計

■講義内容■講義内容

Open Source Software（OSS）を活用したコンピュータシステムの構築を行う。OS の構造の理解から始まり、コンピュー
タ内部でのソフトウェアの動作を理解することを目的とする。受講者の将来の方向に応じて、OSS（オープンソースソフト
ウェア）を活用した応用プログラムの開発なども行う。

■達成目標■達成目標

基本的な UNIX 系 OS のインストールと設定が行えるようになる。
UNIX 系で動作する OSS のインストールと設定が行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　一般的な OS が持つ基本的な機能について調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　一般的な OS が持つ基本的な機能について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第２回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のインストールと起動シーケンスについて関連する用語の意味を調べてノート
にまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のインストールと起動シーケンスについて学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第３回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス管理方法とシグナルの関係について関連する用語の意味を調べて
ノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス管理方法とシグナルの関係について学習する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第４回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）の標準入出力・標準エラー出力について関連する用語の意味を調べてノートに
まとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）の標準入出力・標準エラー出力について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第５回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）の一般的なプロセス（フォアグラウンドプロセスとバックグラウンドプロセ
ス）とデーモンの違いについて関連する用語の意味を調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）の一般的なプロセス（フォアグラウンドプロセスとバックグラウンドプロセ
ス）とデーモンの違いについて学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第６回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス、デーモン、ログの関係について調べて関連する用語の意味をノー
トにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス、デーモン、ログの関係について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第７回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間通信（共有メモリ、ソケット、パイプ）について関連する用語の
意味を調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間通信（共有メモリ、ソケット、パイプ）について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第８回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間における同期方法（セマフォ、シグナル）について関連する用語
の意味を調べてノートにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間における同期方法（セマフォ、シグナル）について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第９回 【事前学修】　事前に指示された内容のプロセス間通信を使った演習プログラムの開発
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）のプロセス間通信を使った演習プログラムの開発
【事後学修】　授業中に完成しなかった演習用プログラムを開発させておくこと

第10回 【事前学修】　UNIX系OS（Linux）の権限とユーザ空間とカーネル空間について関連する用語の意味を調べてノー
トにまとめてくる
【授業内容】　UNIX系OS（Linux）の権限とユーザ空間とカーネル空間について学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第11回 【事前学修】　web サーバの設定に関して必要となる内容を調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　web サーバの設定とセキュリティの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第12回 【事前学修】　web サーバとバックエンドプログラムの関係に関して調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　web サーバとバックエンドプログラムの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第13回 【事前学修】　OSS（RDBMS）の設定に関して必要となる内容を調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　OSS（RDBMS）の設定とセキュリティの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第14回 【事前学修】　OSS（メールサーバ）の設定に関して必要となる内容を調べてノートにまとめてくること
【授業内容】　OSS（メールサーバ）の設定とセキュリティの関係を学修する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記してまとめておくこと

第15回 【事前学修】　1回目から14回目までに作ったノートを振り返り理解不足な点をまとめておくこと
【授業内容】　1回目から14回目の授業を振り返って理解不足な部分について細く説明を実施する
【事後学修】　自己のノートについて授業中の補足を追記して完全なノートとしてまとめておくこと
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

最終回に提出するノートの内容（60%）と第9回目に提出するプログラムの内容（40％）を評価する。
ルーブリック等による具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示。

■参考文献■参考文献

講義中に指示。
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松本　章代

メディア情報処理特論
Special Topics in Multimedia Processing

■テーマ■テーマ

多様なメディアの処理技術の獲得

■講義内容■講義内容

コンピュータおよびネットワークで扱われているメディアに関する基本的かつ重要な知識の取得を目的とする。文字情
報、音声情報、画像情報などの要素技術について論じると共に、ネットワーク社会において各種メディアが果たす役割に
ついても述べる。

■達成目標■達成目標

コンピュータネットワークが発達した現代社会において、ディジタル化したメディアとの関わりが当たり前になっている
反面、その仕組みに関する理解は十分とはいいがたい。この講義では、特別な予備知識を必要とすることなく、マルチメ
ディアの根底にある基本知識と技術を学ぶことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書全体をひととおりざっと眺めておくこと。
【授業内容】　マルチメディアの基礎
【事後学修】　マルチメディアの基礎について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第２回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（1）文書、音声と音響」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（1）文書、音声と音響
【事後学修】　文書、音声と音響の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第３回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（2）画像と図形」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（2）画像と図形
【事後学修】　画像と図形の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第４回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース」の範囲
を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース
【事後学修】　アニメーションと映像、ヒューマンインタフェースについて、興味を持った技術や理解できな
かった点についてはさらに調べてみること。

第５回 【事前学修】　教科書の「コンピュータとインターネット」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンピュータとインターネット
【事後学修】　コンピュータとインターネットについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第６回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン」
の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン
【事後学修】　コンセプトメイキング、コンテンツデザインについて、興味を持った技術や理解できなかった点
についてはさらに調べてみること。

第７回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース」の範囲を読
み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース
【事後学修】　プログラミング、データベースについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側
【事後学修】　フロントエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点について
はさらに調べてみること。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（2）バックエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（2）バックエンド側
【事後学修】　バックエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点については
さらに調べてみること。

第10回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信」の範囲を読み、興味
を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信
【事後学修】　電話と携帯端末、放送と通信について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第11回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電」の範囲を読み、興
味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電
【事後学修】　エンタテインメント、情報家電について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。
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第12回 【事前学修】　教科書の「インターネットの応用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　インターネットの応用
【事後学修】　インターネットの応用について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第13回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会」の範囲を読み、興味を持った
技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会
【事後学修】　ユビキタスネット社会について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第14回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策」の範囲を読み、興味を持った技術
についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策
【事後学修】　セキュリティ対策について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみ
ること。

第15回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権
【事後学修】　知的財産権について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみるこ
と。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

実践マルチメディア（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474618

■参考文献■参考文献

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1484 -



松本　章代

人間情報学演習Ⅰ（マルチメディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

インタラクティブなシステムの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、基本的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「イン
タラクティブ」をキーワードにウェブシステムを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にインタラクティブなウェブシステムを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めることがで
きる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Web デザインへのアプローチ」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　Web デザインへのアプローチ
【事後学修】　Web デザインへのアプローチについてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「コンセプトメイキング」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　コンセプトメイキング
【事後学修】　コンセプトメイキングについてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「情報の収集と分類、組織化」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　情報の収集と分類、組織化
【事後学修】　情報の収集と分類、組織化についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構造への展開」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構造への展開
【事後学修】　Web サイト構造への展開についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェース」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェース
【事後学修】　ユーザインタフェースについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「ナビゲーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　ナビゲーション
【事後学修】　ナビゲーションについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「動きと音の効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　動きと音の効果
【事後学修】　動きと音の効果についてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（1）HTML」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（1）HTML
【事後学修】　HTMLについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（2）CSS」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（2）CSS
【事後学修】　CSSについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（3）JavaScript」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（3）JavaScript
【事後学修】　JavaScriptについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（4）CGI」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（4）CGI
【事後学修】　CGIについてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（5）データベース」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（5）データベース
【事後学修】　データベースについてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails」の範囲を読み、興味を持った技術に
ついてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails
【事後学修】　Ruby on Railsについてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「Web サイトのテスト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　Web サイトのテスト
【事後学修】　Web サイトのテストについてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「Web サイトの運用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べて
おくこと。
【授業内容】　Web サイトの運用
【事後学修】　Web サイトの運用についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　HTML の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（1）HTML の基礎演習
【事後学修】　HTML の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　HTML の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（2）HTML の応用演習
【事後学修】　HTML の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　CSS の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（3）CSS の基礎演習
【事後学修】　CSS の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　CSS の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（4）CSS の応用演習
【事後学修】　CSS の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　JavaScript の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（5）JavaScript の基礎演習
【事後学修】　JavaScript の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　JavaScript の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（6）JavaScript の応用演習
【事後学修】　JavaScript の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　CGI の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（7）CGI の基礎演習
【事後学修】　CGI の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　CGI の応用演習技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（8）CGI の応用演習
【事後学修】　CGI の応用演習演習の課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　データベースの基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（9）データベースの基礎演習
【事後学修】　データベースの基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　データベースの応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（10）データベースの応用演習
【事後学修】　データベースの応用演習の課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　データベースの発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（11）データベースの発展演習
【事後学修】　データベースの発展演習の課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　Ruby on Rails の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（12）Ruby on Rails の基礎演習
【事後学修】　Ruby on Rails の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　Ruby on Rails の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（13）Ruby on Rails の応用演習
【事後学修】　Ruby on Rails の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　Ruby on Rails の発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（14）Ruby on Rails の発展演習
【事後学修】　Ruby on Rails の発展演習の課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。前半（第 15 回まで）のうちに、
後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルウェブシステムの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533

■参考文献■参考文献

特になし
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松本　章代

人間情報学演習Ⅱ（マルチメディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

マルチメディア技術を応用したスマートフォン・タブレット端末用アプリの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、応用的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「ディ
ジタル技術」をキーワードにスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めるこ
とができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（1）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（1）
【事後学修】　Unity 入門（1）についてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（2）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（2）
【事後学修】　Unity 入門（2）についてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェースの作成」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェースの作成
【事後学修】　ユーザインタフェースの作成についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「オブジェクトの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　オブジェクトの制御
【事後学修】　オブジェクトの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「物理エンジン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておく
こと。
【授業内容】　物理エンジン
【事後学修】　物理エンジンについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（1）スプライト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（1）スプライト
【事後学修】　スプライトについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（2）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（2）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ
【事後学修】　モデル・ライト・カメラについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（2）シーン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（2）シーン
【事後学修】　シーンについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（3）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（3）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（1）効果音の再生」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（1）効果音の再生
【事後学修】　効果音の再生についてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生」の範囲を読み、興味を持った技術について
はさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生
【事後学修】　ピッチの変更・逆再生についてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（3）残響効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（3）残響効果
【事後学修】　残響効果についてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（4）BGM の処理」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（4）BGM の処理
【事後学修】　BGM の処理についてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（5）スピーカーの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（5）スピーカーの制御
【事後学修】　スピーカーの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　企画の考案の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（1）企画の考案
【事後学修】　企画の考案の演習課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　企画書の作成の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（2）企画書の作成
【事後学修】　企画書の作成の演習課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　要件定義の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（3）要件定義
【事後学修】　要件定義の演習課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　外部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（4）外部設計
【事後学修】　外部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　内部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（5）内部設計
【事後学修】　内部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　プログラム設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（6）プログラム設計
【事後学修】　プログラム設計の演習課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　Unity 環境構築の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（7）Unity 環境構築
【事後学修】　Unity 環境構築の演習課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（8）実装①
【事後学修】　実装①の演習課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（9）実装②
【事後学修】　実装②の演習課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（10）実装③
【事後学修】　実装③の演習課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（11）実装④
【事後学修】　実装④の演習課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（12）実装⑤
【事後学修】　実装⑤の演習課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　テストの手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（13）テスト
【事後学修】　テストの演習課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　プレゼンの内容をあらかじめ考えておくこと。
【授業内容】　演習（14）プレゼン準備
【事後学修】　プレゼン準備の演習課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前半（第 15 回まで）のうちに、後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルアプリの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

特になし
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松本　章代

メディア情報処理特論

■テーマ■テーマ

多様なメディアの処理技術の獲得

■講義内容■講義内容

コンピュータおよびネットワークで扱われているメディアに関する基本的かつ重要な知識の取得を目的とする。文字情
報、音声情報、画像情報などの要素技術について論じると共に、ネットワーク社会において各種メディアが果たす役割に
ついても述べる。

■達成目標■達成目標

コンピュータネットワークが発達した現代社会において、ディジタル化したメディアとの関わりが当たり前になっている
反面、その仕組みに関する理解は十分とはいいがたい。この講義では、特別な予備知識を必要とすることなく、マルチメ
ディアの根底にある基本知識と技術を学ぶことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書全体をひととおりざっと眺めておくこと。
【授業内容】　マルチメディアの基礎
【事後学修】　マルチメディアの基礎について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第２回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（1）文書、音声と音響」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（1）文書、音声と音響
【事後学修】　文書、音声と音響の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第３回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（2）画像と図形」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（2）画像と図形
【事後学修】　画像と図形の処理技術について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第４回 【事前学修】　教科書の「メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース」の範囲
を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　メディアの処理技術（3）アニメーションと映像、ヒューマンインタフェース
【事後学修】　アニメーションと映像、ヒューマンインタフェースについて、興味を持った技術や理解できな
かった点についてはさらに調べてみること。

第５回 【事前学修】　教科書の「コンピュータとインターネット」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンピュータとインターネット
【事後学修】　コンピュータとインターネットについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第６回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン」
の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（1）コンセプトメイキング、コンテンツデザイン
【事後学修】　コンセプトメイキング、コンテンツデザインについて、興味を持った技術や理解できなかった点
についてはさらに調べてみること。

第７回 【事前学修】　教科書の「コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース」の範囲を読
み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　コンテンツ制作とプログラミング（2）プログラミング、データベース
【事後学修】　プログラミング、データベースについて、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（1）フロントエンド側
【事後学修】　フロントエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点について
はさらに調べてみること。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構築と運用（2）バックエンド側」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構築と運用（2）バックエンド側
【事後学修】　バックエンド側のWeb サイト構築について、興味を持った技術や理解できなかった点については
さらに調べてみること。

第10回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信」の範囲を読み、興味
を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（1）電話と携帯端末、放送と通信
【事後学修】　電話と携帯端末、放送と通信について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさら
に調べてみること。

第11回 【事前学修】　教科書の「生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電」の範囲を読み、興
味を持った技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　生活を豊かにする道具と技術（2）エンタテインメント、情報家電
【事後学修】　エンタテインメント、情報家電について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさ
らに調べてみること。
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第12回 【事前学修】　教科書の「インターネットの応用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　インターネットの応用
【事後学修】　インターネットの応用について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第13回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会」の範囲を読み、興味を持った
技術についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（1）ユビキタスネット社会
【事後学修】　ユビキタスネット社会について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べ
てみること。

第14回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策」の範囲を読み、興味を持った技術
についてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（2）セキュリティ対策
【事後学修】　セキュリティ対策について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみ
ること。

第15回 【事前学修】　教科書の「マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　マルチメディアと IT 社会（3）知的財産権
【事後学修】　知的財産権について、興味を持った技術や理解できなかった点についてはさらに調べてみるこ
と。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

実践マルチメディア（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474618

■参考文献■参考文献

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533
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松本　章代

人間情報学演習Ⅰ（メディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

インタラクティブなシステムの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、基本的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「イン
タラクティブ」をキーワードにウェブシステムを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にインタラクティブなウェブシステムを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めることがで
きる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Web デザインへのアプローチ」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　Web デザインへのアプローチ
【事後学修】　Web デザインへのアプローチについてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「コンセプトメイキング」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　コンセプトメイキング
【事後学修】　コンセプトメイキングについてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「情報の収集と分類、組織化」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　情報の収集と分類、組織化
【事後学修】　情報の収集と分類、組織化についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「Web サイト構造への展開」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　Web サイト構造への展開
【事後学修】　Web サイト構造への展開についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェース」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調
べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェース
【事後学修】　ユーザインタフェースについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「ナビゲーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　ナビゲーション
【事後学修】　ナビゲーションについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「動きと音の効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　動きと音の効果
【事後学修】　動きと音の効果についてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（1）HTML」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（1）HTML
【事後学修】　HTMLについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（2）CSS」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（2）CSS
【事後学修】　CSSについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（3）JavaScript」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（3）JavaScript
【事後学修】　JavaScriptについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（4）CGI」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（4）CGI
【事後学修】　CGIについてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（5）データベース」の範囲を読み、興味を持った技術につ
いてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（5）データベース
【事後学修】　データベースについてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails」の範囲を読み、興味を持った技術に
ついてはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　Web サイトを実現する技術（6）Ruby on Rails
【事後学修】　Ruby on Railsについてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「Web サイトのテスト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　Web サイトのテスト
【事後学修】　Web サイトのテストについてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「Web サイトの運用」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べて
おくこと。
【授業内容】　Web サイトの運用
【事後学修】　Web サイトの運用についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　HTML の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（1）HTML の基礎演習
【事後学修】　HTML の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　HTML の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（2）HTML の応用演習
【事後学修】　HTML の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　CSS の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（3）CSS の基礎演習
【事後学修】　CSS の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　CSS の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（4）CSS の応用演習
【事後学修】　CSS の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　JavaScript の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（5）JavaScript の基礎演習
【事後学修】　JavaScript の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　JavaScript の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（6）JavaScript の応用演習
【事後学修】　JavaScript の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　CGI の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（7）CGI の基礎演習
【事後学修】　CGI の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　CGI の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（8）CGI の応用演習
【事後学修】　CGI の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　データベースの基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（9）データベースの基礎演習
【事後学修】　データベースの基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　データベースの応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（10）データベースの応用演習
【事後学修】　データベースの応用演習の課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　データベースの発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（11）データベースの発展演習
【事後学修】　データベースの発展演習の課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　Ruby on Rails の基礎技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（12）Ruby on Rails の基礎演習
【事後学修】　Ruby on Rails の基礎演習の課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　Ruby on Rails の応用技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（13）Ruby on Rails の応用演習
【事後学修】　Ruby on Rails の応用演習の課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　Ruby on Rails の発展技術を用いて何を作るかあらかじめ考えておく。
【授業内容】　演習（14）Ruby on Rails の発展演習
【事後学修】　Ruby on Rails の発展演習の課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておくことが望ましい。前半（第 15 回まで）のうちに、
後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルウェブシステムの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

Web デザイン（CG-ARTS 協会）ISBN 978-4903474533

■参考文献■参考文献

特になし
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松本　章代

人間情報学演習Ⅱ（メディア情報処理特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

マルチメディア技術を応用したスマートフォン・タブレット端末用アプリの構築

■講義内容■講義内容

マルチメディアを支える技術について、応用的な知識の習得とともに実習による深い理解を目指した演習を行う。「ディ
ジタル技術」をキーワードにスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築する演習を行う。

■達成目標■達成目標

本演習では実際にスマートフォン・タブレット端末用アプリを構築することで、マルチメディアに対する理解を深めるこ
とができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（1）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（1）
【事後学修】　Unity 入門（1）についてさらに知見を深めておくこと。

第２回 【事前学修】　教科書の「Unity 入門（2）」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べてお
くこと。
【授業内容】　Unity 入門（2）
【事後学修】　Unity 入門（2）についてさらに知見を深めておくこと。

第３回 【事前学修】　教科書の「ユーザインタフェースの作成」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　ユーザインタフェースの作成
【事後学修】　ユーザインタフェースの作成についてさらに知見を深めておくこと。

第４回 【事前学修】　教科書の「オブジェクトの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べ
ておくこと。
【授業内容】　オブジェクトの制御
【事後学修】　オブジェクトの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第５回 【事前学修】　教科書の「物理エンジン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で調べておく
こと。
【授業内容】　物理エンジン
【事後学修】　物理エンジンについてさらに知見を深めておくこと。

第６回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（1）スプライト」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（1）スプライト
【事後学修】　スプライトについてさらに知見を深めておくこと。

第７回 【事前学修】　教科書の「2D 画像処理（2）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　2D 画像処理（2）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第８回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ」の範囲を読み、興味を持った技術につい
てはさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（1）モデル・ライト・カメラ
【事後学修】　モデル・ライト・カメラについてさらに知見を深めておくこと。

第９回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（2）シーン」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分で
調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（2）シーン
【事後学修】　シーンについてさらに知見を深めておくこと。

第10回 【事前学修】　教科書の「3D 画像処理（3）アニメーション」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさら
に自分で調べておくこと。
【授業内容】　3D 画像処理（3）アニメーション
【事後学修】　アニメーションについてさらに知見を深めておくこと。

第11回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（1）効果音の再生」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに
自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（1）効果音の再生
【事後学修】　効果音の再生についてさらに知見を深めておくこと。

第12回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生」の範囲を読み、興味を持った技術について
はさらに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（2）ピッチの変更・逆再生
【事後学修】　ピッチの変更・逆再生についてさらに知見を深めておくこと。

第13回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（3）残響効果」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自分
で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（3）残響効果
【事後学修】　残響効果についてさらに知見を深めておくこと。
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第14回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（4）BGM の処理」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさらに自
分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（4）BGM の処理
【事後学修】　BGM の処理についてさらに知見を深めておくこと。

第15回 【事前学修】　教科書の「サウンド処理（5）スピーカーの制御」の範囲を読み、興味を持った技術についてはさ
らに自分で調べておくこと。
【授業内容】　サウンド処理（5）スピーカーの制御
【事後学修】　スピーカーの制御についてさらに知見を深めておくこと。

第16回 【事前学修】　企画の考案の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（1）企画の考案
【事後学修】　企画の考案の演習課題について終わらせておくこと。

第17回 【事前学修】　企画書の作成の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（2）企画書の作成
【事後学修】　企画書の作成の演習課題について終わらせておくこと。

第18回 【事前学修】　要件定義の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（3）要件定義
【事後学修】　要件定義の演習課題について終わらせておくこと。

第19回 【事前学修】　外部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（4）外部設計
【事後学修】　外部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第20回 【事前学修】　内部設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（5）内部設計
【事後学修】　内部設計の演習課題について終わらせておくこと。

第21回 【事前学修】　プログラム設計の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（6）プログラム設計
【事後学修】　プログラム設計の演習課題について終わらせておくこと。

第22回 【事前学修】　Unity 環境構築の手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（7）Unity 環境構築
【事後学修】　Unity 環境構築の演習課題について終わらせておくこと。

第23回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（8）実装①
【事後学修】　実装①の演習課題について終わらせておくこと。

第24回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（9）実装②
【事後学修】　実装②の演習課題について終わらせておくこと。

第25回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（10）実装③
【事後学修】　実装③の演習課題について終わらせておくこと。

第26回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（11）実装④
【事後学修】　実装④の演習課題について終わらせておくこと。

第27回 【事前学修】　実装にあたり、わからないことはあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（12）実装⑤
【事後学修】　実装⑤の演習課題について終わらせておくこと。

第28回 【事前学修】　テストの手法についてあらかじめ調べておくこと。
【授業内容】　演習（13）テスト
【事後学修】　テストの演習課題について終わらせておくこと。

第29回 【事前学修】　プレゼンの内容をあらかじめ考えておくこと。
【授業内容】　演習（14）プレゼン準備
【事後学修】　プレゼン準備の演習課題について終わらせておくこと。

第30回 【事前学修】　プレゼンの準備を行うこと。
【授業内容】　成果発表会
【事後学修】　発表会で指摘された点について改善すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成果物（80％）、プレゼンテーション（20％）
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前半（第 15 回まで）のうちに、後半（第 16 回以降）に作成するオリジナルアプリの企画を考えておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

特になし
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坂本　泰伸

コンピュータネットワーク特論
Special Topics in Computer Network

■テーマ■テーマ

IPC や TCP/IP に基づくネットワークの通信方法とその応用

■講義内容■講義内容

プロセス間通信（IPC）によるコミュニケーションの特徴を理解した後に、TCP/IP によるネットワークの構築方法を学び
進める。IPC によるコミュニケーションや TCP/IP を用いたネットワークの通信方法を、実践的な演習を含めながら知識
として習得する。講義では、ネットワーク上でのシステムの運用や応用における問題点についても、具体的な事例を用い
て解説を進める。

■達成目標■達成目標

IPC によるコミュニケーションや TCP/IP を用いたネットワーク通信を行う基礎的なプログラムを開発できるようにな
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　UNIX上のシグナルの役割について調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　共有メモリと signal を使った基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　シグナルを使ったプログラムを完成させておくこと

第２回 【事前学修】　UNIXにおけるFIFOとメッセージキューの役割に関して調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　IPC によるプロセス間通信の概要の解説１（FIFO、メッセージキュー）
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、FIFO、メッセージキューの役割に関するまとめをノートに記載して
おくこと

第３回 【事前学修】　UNIXにおけるIPCに関して共有メモリ、ソケット、パイプという機能に関して調べてノートにまと
めておくこと
【授業内容】　IPC によるプロセス間通信の概要の解説２（共有メモリ、ソケット、パイプ（無名パイプ、名前
付きパイプ））
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、共有メモリとソケット、パイプの役割に関するまとめをノートに記
載しておくこと

第４回 【事前学修】　UNIX上のIPCを使うプログラムに必要とされる同期処理や排他制御の方法について調べてノートに
まとめておくこと
【授業内容】　IPC による同期処理の必要性（リードライトロック、fcntl ロック、signal、セマフォ、mutex）
の解説
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、リードライトロック、fcntl ロック、signal、セマフォ、mutexの役
割に関するまとめをノートに記載しておくこと

第５回 【事前学修】　第３回目のノートを１読して同期処理や排他制御に関する知識定着を実施しておくこと
【授業内容】　セマフォや mutex を用いたロックに関する基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　講義中に進めたプログラムの開発を終了させておくこと

第６回 【事前学修】　UNIX上でパイプを用いる方法について事前に調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UNIX上における複数プロセスによるIPCを使った同期処理の実現１（パイプ版）
【事後学修】　講義で実施したパイプを使ったプログラムの開発を終了させておくこと

第７回 【事前学修】　UNIX上で共有メモリを用いる方法について事前に調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UNIX上における複数プロセスによるIPCを使った同期処理の実現２（共有メモリ版）
【事後学修】　講義で実施した共有メモリを使ったプログラムの開発を終了させておくこと

第８回 【事前学修】　キューイングについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　FIFO を使った基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　キューイングを使ったプログラムを完成させておくこと

第９回 【事前学修】　優先度に基づくキュイーニングの役割について調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　FIFO の問題点及び優先度付きメッセージキューの必要性
【事後学修】　優先度を考慮したキューイングのプログラムを完成させておくこと

第10回 【事前学修】　通信ソケットの仕組みについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UNIX ソケットを使った基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　通信ソケットを使ったプログラムをを完成させておくこと

第11回 【事前学修】　UDP，TCP/IP の役割や仕組みを調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UDP，TCP/IP によるネットワークの特徴（パケットとルーティングの処理）の解説
【事後学修】　講義中の解説をもとにして、UDP，TCP/IP の仕組みの違いとアプリケーションとの関係に関する
まとめをノートに記載しておくこと

第12回 【事前学修】　UDP 通信が必要となるアプリケーションの特徴を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　UDP を用いた基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　UDP 通信を使ったプログラムを完成させておくこと

第13回 【事前学修】　TCP 通信が必要となるアプリケーションの特徴を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　TCP を用いた基本的なプログラムの開発方法の解説
【事後学修】　TCP 通信を使ったプログラムを完成させておくこと

第14回 【事前学修】　並列処理アプリケーションの概要を構想してノートにまとめておくこと
【授業内容】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの設計
【事後学修】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの設計を終了させておくこと
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第15回 【事前学修】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの開発に必要な関数などを調べ
てノートにまとめておくこと
【授業内容】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの開発
【事後学修】　IPC によるコミュニケーション機能を実装したアプリケーションの開発を終了させておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

一連の講義で作成するプログラムの提出状況（100％）：講義で解説した機能が実装されているか評価します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

C 言語によるプログラミングの能力が必ず必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

第 1 回目に指示します。

■参考文献■参考文献

講義中に指示を出します。
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坂本　泰伸

人間情報学演習Ⅰ（コンピュータネットワーク特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

情報通信ネットワークシステムの分析や設計について実践的な理解を深める

■講義内容■講義内容

情報通信ネットワーク、特にインターネットにおけるネットワークシステムのニーズに関する分析方法や、個々のシステ
ムの設計手法、ネットワーク環境全体の設定を通じてネットワークシステムが立脚している技術に関する理解を深める。

■達成目標■達成目標

TCP/IP によるコンピュータネットワークの通信手法の基本概念を理解した上で、ネットワークシステムに求められる要求
の分析に基づきシステムを設計し、その内容を他者に対して説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ネットワークプログラミングに必要となるC言語の関数を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ネットワーク技術の歴史と Internet Protocol（TCP、UDP）に関する解説
【事後学修】　ネットワークを使ったプログラムの開発を終了させておくこと

第２回 【事前学修】　TCP、UDPを用いたネットワークアプリケーションについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　TCP/UDP を利用した上位の通信プロトコルに関する解説
【事後学修】　TCP/UDP を利用した上位の通信プロトコルに関してノートに整理しておくこと

第３回 【事前学修】　ネットワークセキュリティについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ルーティングとファイヤーウォールに関する解説
【事後学修】　ルーティングとファイヤーウォールに関してノートに整理しておくこと

第４回 【事前学修】　ネットワークを介した攻撃手法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　セキュアネットワークとアタックの分類に関する解説
【事後学修】　セキュアネットワークとアタックの分類に関してノートに整理しておくこと

第５回 【事前学修】　ソフトウェアの開発工程を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ソフトウェアシステムの開発手法に関する解説
【事後学修】　ソフトウェアの開発工程

第６回 【事前学修】　要求分析の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要求分析方法と要件定義の必要性に関する解説
【事後学修】　要求分析の手順をまとめるに関してノートに整理しておくこと

第７回 【事前学修】　概要設計の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計手法に関する解説
【事後学修】　概要設計の手順に関してノートに整理しておくこと

第８回 【事前学修】　詳細設計の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計手法に関する解説
【事後学修】　詳細設計の手順に関してノートに整理しておくこと

第９回 【事前学修】　工程管理の必要性を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　工程管理の必要性に関する解説
【事後学修】　工程管理に必要となる項目に関してノートに整理しておくこと

第10回 【事前学修】　ソフトウェアのチューニングについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ソフトウェアシステムのボトルネックとデータ処理能力の関係に関する解説
【事後学修】　ソフトウェアシステムのボトルネックとデータ処理能力の関係に関してノートに整理しておくこ
と

第11回 【事前学修】　ネットワークのチューニングについて調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　ネットワークシステムのボトルネックと通信量の関係に関する解説
【事後学修】　ネットワークシステムのボトルネックと通信量の関係に関してノートに整理しておくこと

第12回 【事前学修】　リアルタイム性が重要となるアプリケーションを調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　リアルタイム性に関する解説
【事後学修】　リアルタイム性に関してノートに整理しておくこと

第13回 【事前学修】　性能評価の対象となる項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　システム全体の処理能力に関する評価方法に関する解説
【事後学修】　システム全体の処理能力に関する評価方法に関してノートに整理しておくこと

第14回 【事前学修】　安全評価の対象となる項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　システム全体のセキュリティに関する評価方法に関する解説
【事後学修】　システム全体のセキュリティに関する評価方法に関してノートに整理しておくこと

第15回 【事前学修】　要求分析の手順を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要件定義書の作成 1（要求の調査）
【事後学修】　要求分析の手順をまとめノートに整理しておくこと

第16回 【事前学修】　要求分析として書く必要がある項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要件定義書の作成 2（要求の分析）
【事後学修】　要求分析として書く必要がある項目をまとめノートに整理しておくこと

第17回 【事前学修】　概要設計に必要となる要求分析の項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　要件定義書の作成 3（要件の定義）
【事後学修】　概要設計に必要となる要求分析の項目をまとめノートに整理しておくこと
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第18回 【事前学修】　要求分析書を作成する
【授業内容】　要件定義書の内容発表と質疑応答
【事後学修】　これまでの講義（No.15-No.17）で作成した要求分析書を修正してノートに整理しておくこと

第19回 【事前学修】　概要設計として記載する必要がある項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計の実践 1（概要設計の実施方法の再確認）
【事後学修】　概要設計として記載する項目をまとめる

第20回 【事前学修】　詳細設計に必要となる概要設計の項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計の実践 2（概要設計の実施）
【事後学修】　詳細設計に必要となる概要設計の項目をまとめノートに整理しておくこと

第21回 【事前学修】　概要設計と要求分析の照合方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　概要設計の実践 3 （概要設計書の内容と要求定義書との照らし合わせ）
【事後学修】　概要設計と要求分析の照合方法をまとめノートに整理しておくこと

第22回 【事前学修】　これまでの講義（No.19-No.21）をもとに概要設計書を作成しておくこと
【授業内容】　概要設計書の内容発表と質疑応答
【事後学修】　作成した概要設計書を講義中の指摘に沿って修正しておくこと

第23回 【事前学修】　詳細設計として書く必要がある項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 1（詳細設計の実施方法の再確認）
【事後学修】　詳細設計として書く必要がある項目をまとめノートに整理しておくこと

第24回 【事前学修】　実装に必要となる詳細設計の項目を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 2（詳細設計の実施）
【事後学修】　実装に必要となる詳細設計の項目をまとめノートに整理しておくこと

第25回 【事前学修】　詳細設計と概要設計の照合方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 3 （詳細設計書の内容と概要設計書との照らし合わせ）
【事後学修】　詳細設計と概要設計の照合方法をまとめノートに整理しておくこと

第26回 【事前学修】　これまでの講義（No.23-No.25）をもとに詳細設計書を作成しておくこと
【授業内容】　詳細設計書の内容発表と質疑応答
【事後学修】　作成した詳細設計書を講義中の指摘に沿って修正しておくこと

第27回 【事前学修】　設計書を使った性能評価方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計書に基づいたシステムのボトルネックに関する考察の実施
【事後学修】　詳細設計書に基づいたシステムのボトルネックに関する考察の方法に関してノートに整理してお
くこと

第28回 【事前学修】　設計書を使った安全評価方法を調べてノートにまとめておくこと
【授業内容】　詳細設計書に基づいたシステムのセキュリティに関する考察の実施
【事後学修】　設計書を使った安全評価方法に関してノートに整理しておくこと

第29回 【事前学修】　これまでの講義（No.15-No.28）をもとにソフトウェアの設計書を作成する
【授業内容】　システムの評価方法に関する考察の実施
【事後学修】　作成したソフトウェアの設計書を講義中の指摘に沿って修正しておくこと

第30回 【事前学修】　ソフトウェアの開発計画書の作成を完了させておくこと
【授業内容】　システムの管理運営に関する考察の実施
【事後学修】　作成した講義ノートを用いて本講義の一連の振り返りを実施し知識の定着を図ること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート提出（３回100％）で評価：評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラミングの能力やプレゼンテーションの能力は必ず必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特にありません。

■参考文献■参考文献

講義中に指示を出します。
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坂本　泰伸

人間情報学演習Ⅱ（コンピュータネットワーク特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

情報通信ネットワークシステムに求められる要求を理解してシステムの分析や設計・開発を実践する

■講義内容■講義内容

インターネットにおけるネットワークシステムのニーズに関する分析方法や、個々のシステムの設計手法、ネットワーク
環境全体の設定を通じてネットワークシステムが立脚している技術に関する理解を深め、実際の開発を進めながらシステ
ムの評価を実施する。

■達成目標■達成目標

ネットワークシステムに求められる要求の分析に基づいてシステムを設計し、実際に開発を進めることができるようにな
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ソフトウェアの開発工程を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　三階層モデルに関する解説
【事後学修】　ソフトウェアの開発工程をまとめノートに整理しておく

第２回 【事前学修】　概要設計と詳細設計の方法を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　概要設計手法と詳細設計手法の解説
【事後学修】　概要設計と詳細設計の方法をまとめノートに整理しておく

第３回 【事前学修】　要求分析の手順を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　自身の研究に関わる利用者の要求から要件定義書を作成する
【事後学修】　要件定義書を完成させておくこと

第４回 【事前学修】　概要設計の手順を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　自身の研究に関わる利用者の要求から概要設計書を作成する
【事後学修】　概要設計書を完成させておくこと

第５回 【事前学修】　詳細設計の手順を調べてノートにまとめておく
【授業内容】　自身の研究に関わる利用者の要求から詳細設計書の概要を作成する
【事後学修】　詳細設計書の概要を完成させておくこと

第６回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（データ構造）に関する構想をまとめてノートに整理しておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 1（データ構造の決定）
【事後学修】　詳細設計書（データ構造）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第７回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（データ層全体の設計）に関する構想をまとめてノートに整理しておく
こと
【授業内容】　詳細設計の実践 2（データ層全体の設計）
【事後学修】　詳細設計書（データ層全体の設計）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第８回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（データ処理方法）に関する構想をまとめてノートに整理しておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 3（データ処理方法の設計）
【事後学修】　詳細設計書（データ処理方法）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第９回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（制御機能）に関する構想をまとめてノートに整理しておくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 4（アプリケーション層の設計）
【事後学修】　詳細設計書（制御機能）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第10回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（ユーザインターフェイス）に関する構想をまとめてノートに整理して
おくこと
【授業内容】　詳細設計の実践 5（ユーザインターフェイスのデザイン設計）
【事後学修】　詳細設計書（ユーザインターフェイス）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第11回 【事前学修】　ソフトウェアの詳細設計（プレゼンテーション層）に関する構想をまとめてノートに整理してお
くこと
【授業内容】　詳細設計の実践 6（プレゼンテーション層全体の設計）
【事後学修】　詳細設計書（プレゼンテーション層）を講義中の指摘に従って修正しておくこと

第12回 【事前学修】　講義（No.6,No.7）の資料を一度読み返して知識の定着をはかっておくこと
【授業内容】　開発 1（データ構造とデータ層の実装）
【事後学修】　データ構造とデータ層に関するプログラム開発を進めておくこと

第13回 【事前学修】　講義（No.8,No.9）の資料を一度読み返して知識の定着をはかっておくこと
【授業内容】　開発 2（データ処理とアプリケーション層に関する実装）
【事後学修】　データ処理とアプリケーション層に関するプログラム開発を進めておくこと

第14回 【事前学修】　講義（No.10,No.11）の資料を一度読み返して知識の定着をはかっておくこと
【授業内容】　開発 3（ユーザインターフェイスとプレゼンテーション層の実装）
【事後学修】　ユーザインターフェイスとプレゼンテーション層に関するプログラム開発を進めておくこと

第15回 【事前学修】　プログラム開発を終了させておくこと
【授業内容】　各種設計書に基づいたシステムの改善に関する解説
【事後学修】　講義中の指摘に従ってプログラムを改善させておくこと

第16回 【事前学修】　アプリケーションを自身の研究に活用するためのレビューの方法について考えてノートにまとめ
ておくこと
【授業内容】　システムのレビューに関する解説（量的評価と質的評価）
【事後学修】　システムのレビューに関してまとめてノートに整理しておくこと
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第17回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価方法の手順に関して考えてノートにまとめておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の手順に関する解説
【事後学修】　アプリケーションの質的評価方法の手順に関してまとめてノートに整理しておくこと

第18回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価方法に必要となる各種資料の概要を作成してノートにまとめておく
こと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法に必要となる各種資料（ヒアリングシート、アンケート票）の
開発
【事後学修】　アプリケーションの質的評価方法に必要となる各種資料（ヒアリングシート、アンケート票）の
開発を終了させておくこと

第19回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価方法の実施に必要となる準備（手順・資料）を完成させておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の実施1（データの収集）
【事後学修】　アプリケーションの質的評価（データの収集）を開始すること

第20回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価（解析手法）に関してノートにまとめておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の実施2（解析手法の検討）
【事後学修】　アプリケーションの質的評価（解析手法）に関してノートに整理しておくこと

第21回 【事前学修】　既に入手しているデータを利用してプレリミナルな解析を実施しておくこと
【授業内容】　アプリケーションの質的評価方法の実施3（解析の実施）
【事後学修】　アプリケーションの質的評価（解析）を継続して実施しておくこと

第22回 【事前学修】　アプリケーションの質的評価（解析）を終了させておくこと
【授業内容】　開発したアプリケーションの質的評価に基づく評価の実施
【事後学修】　開発したアプリケーションの質的評価についてまとめてノートに整理しておくこと

第23回 【事前学修】　質的評価の結果を整理してアプリケーションの改善点をノートにまとめておく
【授業内容】　開発したアプリケーションの質的評価に基づく改良の実施
【事後学修】　開発したアプリケーションの質的評価に基づく改良を終了させておくこと

第24回 【事前学修】　開発したアプリケーションのボトルネックとなっている部分を調べてノートにまとめること
【授業内容】　アプリケーションのボトルネックに関する考察の実施
【事後学修】　アプリケーションのボトルネックに関する考察をまとめてノートに整理しておくこと

第25回 【事前学修】　開発したアプリケーションのボトルネックの解消方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　アプリケーションのボトルネック改善に関する考察の実施
【事後学修】　アプリケーションのボトルネック改善に関する考察をまとめてノートに整理しておくこと

第26回 【事前学修】　データ連携機能の性能を向上させる方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　システムの改良の検討1（データ層）
【事後学修】　データ連携機能の性能を向上させる方法を実装しておくこと

第27回 【事前学修】　制御機能の性能を向上させる方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　システムの改良の検討 2（アプリケーション層）
【事後学修】　制御機能の性能を向上させる方法を実装しておくこと

第28回 【事前学修】　表示機能の性能を向上させる方法を考えてノートにまとめること
【授業内容】　システムの改良の検討 3（プレゼンテーション層）
【事後学修】　表示機能の性能を向上させる方法を実装しておくこと

第29回 【事前学修】　アプリケーションの改善作業を終了させておくこと
【授業内容】　システムの改良結果の発表と質疑応答
【事後学修】　アプリケーションの改善作業についてまとめてノートに整理しておくこと

第30回 【事前学修】　これまでの講義を振り返りながら自身が開発したアプリケーションの長所と短所をノートにまと
めておくこと
【授業内容】　情報通信ネットワークシステムに求められる「要求」と「システムの分析や設計」「開発」過程
との関係に関する解説
【事後学修】　これまでの講義で作ったノートを見返しながら知識定着をはかること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート提出（３回100％）で評価：評価基準はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラミングの能力やプレゼンテーションの能力は必ず必要となります。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（コンピュータネットワーク特論）。

■テキスト■テキスト

特にありません。

■参考文献■参考文献

講義中に指示を出します。
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武田　敦志

アルゴリズム特論

■テーマ■テーマ

データ解析のためのアルゴリズム

■講義内容■講義内容

大量のデータを扱うためのアルゴリズムについて、以下の項目について学ぶ。
（1）ソートアルゴリズムと探索アルゴリズム
（2）並列計算と分散環境
（3）探索木と評価関数
（4）強化学習と遺伝的アルゴリズム

■達成目標■達成目標

（1）ソートアルゴリズムと探索アルゴリズムの種類と特性を説明できるようになる
（2）分散環境におけるデータ解析アルゴリズムを説明できるようになる
（3）評価関数を用いた探索方法を説明できるようになる
（4）強化学習と遺伝的アルゴリズムについて説明できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　アルゴリズムの種類について調べる
【授業内容】　プログラミングとアルゴリズム
【事後学修】　アルゴリズムの種類について整理する

第２回 【事前学修】　P問題とNP問題について調査する
【授業内容】　アルゴリズムの性能評価
【事後学修】　性能評価の指標について整理する

第３回 【事前学修】　配列・リスト構造・ツリー構造について調べる
【授業内容】　データ構造
【事後学修】　リスト構造とツリー構造の利点と欠点について整理する

第４回 【事前学修】　O（N logN）時間で実行できるソートアルゴリズムを調べる
【授業内容】　ソートアルゴリズム
【事後学修】　それぞれのソートアルゴリズムの利点と欠点について整理する

第５回 【事前学修】　O（logN）時間で実行できる探索アルゴリズムを調べる
【授業内容】　探索アルゴリズム
【事後学修】　探索アルゴリズムの実行時間について整理する

第６回 【事前学修】　一方向ハッシュ関数について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数
【事後学修】　ブロックチェーンの仕組みについて整理する

第７回 【事前学修】　マルチプロセスとマルチスレッドについて調べる
【授業内容】　並列計算と排他制御
【事後学修】　排他制御の種類について整理する

第８回 【事前学修】　分散環境を想定した情報システム（Bigtableなど）について調べる
【授業内容】　ビッグデータを扱うアルゴリズム
【事後学修】　ビッグデータの解析を行うためのアルゴリズムを整理する

第９回 【事前学修】　探索木について調べる
【授業内容】　幅優先探索と深さ優先探索
【事後学修】　幅優先探索と深さ優先探索の利点と欠点について整理する

第10回 【事前学修】　評価関数について調べる
【授業内容】　評価関数を用いた探索
【事後学修】　評価関数を用いた探索方法の欠点について整理する

第11回 【事前学修】　複数人で行うゲーム（将棋・囲碁など）での探索木の使い方を調べる
【授業内容】　探索木の枝狩り
【事後学修】　Mini-Max法とアルファベータ法について整理する

第12回 【事前学修】　モンテカルロ法について調べる
【授業内容】　モンテカルロ木探索
【事後学修】　モンテカルロ木探索の問題点について整理する

第13回 【事前学修】　動的計画法の仕組みについて調べる
【授業内容】　動的計画法
【事後学修】　動的計画法が有効となる問題について整理する

第14回 【事前学修】　強化学習の仕組みについて調べる
【授業内容】　強化学習
【事後学修】　強化学習が有効となる問題について整理する

第15回 【事前学修】　遺伝的アルゴリズムの仕組みについて調べる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズム
【事後学修】　遺伝的アルゴリズムが有効となる問題について整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）に基づいて評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

より理解を深めるためには講義中に学んだ事を実際に試す必要がある。そのため、プログラミングできる環境があること
が望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅰ（アルゴリズム特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

並べ替え・探索・並列処理に関するアルゴリズム

■講義内容■講義内容

プログラムの作成を通じて、以下のアルゴリズムを学習する。
（1）並べ替えのアルゴリズム
（2）探索のアルゴリズム
（3）並列処理のアルゴリズム

■達成目標■達成目標

（1）並べ替えのプログラムを作成できるようになる
（2）探索のプログラムを作成できるようになる
（3）並列処理のプログラムを作成できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノートPCなどの演習に必要な機器を準備する
【授業内容】　アルゴリズムとプログラミング
【事後学修】　プログラミングに必要なソフトウェアをインストールする

第２回 【事前学修】　プログラミングの基本的な制御文を調べる
【授業内容】　制御文
【事後学修】　制御文を使ったプログラムを完成させる

第３回 【事前学修】　プログラミングの基本的な配列の文法を調べる
【授業内容】　配列
【事後学修】　配列を使ったプログラムを完成させる

第４回 【事前学修】　線形サーチについて調べる
【授業内容】　線形サーチ
【事後学修】　線形サーチのプログラムを完成させる

第５回 【事前学修】　バイナリサーチについて調べる
【授業内容】　バイナリサーチ
【事後学修】　バイナリサーチのプログラムを完成させる

第６回 【事前学修】　サーチアルゴリズムの性能について考察する
【授業内容】　サーチアルゴリズムの性能
【事後学修】　サーチアルゴリズムの性能について整理する

第７回 【事前学修】　選択ソートについて調べる
【授業内容】　選択ソート
【事後学修】　選択ソートのプログラムを完成させる

第８回 【事前学修】　バブルソートについて調べる
【授業内容】　バブルソート
【事後学修】　バブルソートのプログラムを完成させる

第９回 【事前学修】　マージソートについて調べる
【授業内容】　マージソート
【事後学修】　マージソートのプログラムを完成させる

第10回 【事前学修】　クイックソートについて調べる
【授業内容】　クイックソート
【事後学修】　クイックソートのプログラムを完成させる

第11回 【事前学修】　挿入ソートについて調べる
【授業内容】　挿入ソート
【事後学修】　挿入ソートのプログラムを完成させる

第12回 【事前学修】　ソートアルゴリズムの性能について考察する
【授業内容】　ソートアルゴリズムの性能
【事後学修】　ソートアルゴリズムの性能について整理する

第13回 【事前学修】　一方向リスト構造について調べる
【授業内容】　一方向リスト構造
【事後学修】　一方向リスト構造を使ったプログラムを完成させる

第14回 【事前学修】　双方向リスト構造について調べる
【授業内容】　双方向リスト構造
【事後学修】　双方向リスト構造を使ったプログラムを完成させる

第15回 【事前学修】　リスト構造を使った挿入ソートについて調べる
【授業内容】　リスト構造を使った挿入ソート
【事後学修】　リスト構造を使った挿入ソートのプログラムを完成させる

第16回 【事前学修】　ツリー構造について調べる
【授業内容】　ツリー構造
【事後学修】　ツリー構造を使ったプログラムを完成させる

第17回 【事前学修】　ツリー構造を使ったソートについて調べる
【授業内容】　ツリー構造を使ったソート
【事後学修】　ヒープソートのプログラムを作成する
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第18回 【事前学修】　ヒープソートについて調べる
【授業内容】　ヒープソート
【事後学修】　ヒープソートのプログラムを完成させる

第19回 【事前学修】　ハッシュ関数について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数
【事後学修】　ハッシュ関数を使ったプログラムを作成する

第20回 【事前学修】　ハッシュ関数の種類について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数の種類
【事後学修】　ハッシュ関数を使ったプログラムを完成させる

第21回 【事前学修】　ハッシュ関数を使った探索について調べる
【授業内容】　ハッシュ関数を使った探索
【事後学修】　ハッシュテーブルのプログラムを作成する

第22回 【事前学修】　ハッシュテーブルについて調べる
【授業内容】　ハッシュテーブル
【事後学修】　ハッシュテーブルのプログラムを完成させる

第23回 【事前学修】　並列処理について調べる
【授業内容】　並列処理
【事後学修】　マルチスレッドのプログラムを作成する

第24回 【事前学修】　マルチスレッドについて調べる
【授業内容】　マルチスレッド
【事後学修】　マルチスレッドのプログラムを完成させる

第25回 【事前学修】　排他制御について調べる
【授業内容】　排他制御
【事後学修】　排他制御を使ったプログラムを作成する

第26回 【事前学修】　共有ロックと排他ロックについて調べる
【授業内容】　共有ロックと排他ロック
【事後学修】　排他制御を使ったプログラムを完成させる

第27回 【事前学修】　FIFOや優先処理について調べる
【授業内容】　データの順次処理
【事後学修】　キューイングを使ったプログラムを作成する

第28回 【事前学修】　キューイングについて調べる
【授業内容】　キューイング
【事後学修】　キューイングを使ったプログラムを完成させる

第29回 【事前学修】　割り込みについて調べる
【授業内容】　割り込み処理
【事後学修】　シグナルを使ったプログラムを作成する

第30回 【事前学修】　シグナルについて調べる
【授業内容】　シグナル
【事後学修】　シグナルを使ったプログラムを完成させる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ノートPCなどのプログラムを作成できる環境を用意すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅱ（アルゴリズム特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

木探索・乱数・動的計画法・強化学習に関するアルゴリズム

■講義内容■講義内容

プログラムの作成を通じて、以下のアルゴリズムを学習する。
（1）木探索のアルゴリズム
（2）乱数を使ったアルゴリズム
（3）動的計画法
（4）強化学習

■達成目標■達成目標

（1）木探索のプログラムを作成できるようになる
（2）乱数を使ったプログラムを作成できるようになる
（3）動的計画法のプログラムを作成できるようになる
（4）強化学習のプログラムを作成できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノートPCなどの演習に必要な機器を準備する
【授業内容】　アルゴリズムとプログラミング
【事後学修】　プログラミングに必要なソフトウェアをインストールする

第２回 【事前学修】　プログラミングの基本的な文法を調べる
【授業内容】　探索
【事後学修】　探索アルゴリズムのプログラムを完成させる

第３回 【事前学修】　プログラミングの基本的な文法を調べる
【授業内容】　ツリー構造
【事後学修】　ツリー構造を使ったプログラムを完成させる

第４回 【事前学修】　マルコフモデルについて調べる
【授業内容】　マルコフモデル
【事後学修】　マルコフモデルを表現するプログラムを作成する

第５回 【事前学修】　ツリー構造を用いたマルコフモデルの表現方法について調べる
【授業内容】　マルコフモデルの表現方法
【事後学修】　マルコフモデルを表現するプログラムを完成させる

第６回 【事前学修】　深さ優先探索について調べる
【授業内容】　深さ優先探索
【事後学修】　深さ優先探索を使ったプログラムを完成させる

第７回 【事前学修】　幅優先探索について調べる
【授業内容】　幅優先探索
【事後学修】　幅優先探索を使ったプログラムを完成させる

第８回 【事前学修】　ボードゲーム（囲碁・将棋・三目並べなど）の探索方法を調べる
【授業内容】　ゲームにおける探索
【事後学修】　Mini-Max法を使ったプログラムを作成する

第９回 【事前学修】　Mini-Max法について調べる
【授業内容】　Mini-Max法
【事後学修】　Mini-Max法を使ったプログラムを完成させる

第10回 【事前学修】　枝刈りについて調べる
【授業内容】　枝刈り
【事後学修】　アルファ・ベータ法を使ったプログラムを作成する

第11回 【事前学修】　アルファ・ベータ法について調べる
【授業内容】　アルファ・ベータ法
【事後学修】　アルファ・ベータ法を使ったプログラムを完成させる

第12回 【事前学修】　探索しきれない場合の対応策を調べる
【授業内容】　探索空間
【事後学修】　評価値を使った探索のプログラムを作成する

第13回 【事前学修】　評価値を使った探索を調べる
【授業内容】　評価値を使った探索
【事後学修】　評価値を使った探索のプログラムを改良する

第14回 【事前学修】　優先度を使った探索を調べる
【授業内容】　優先度を使った探索
【事後学修】　評価値を使った探索のプログラムを完成させる

第15回 【事前学修】　探索アルゴリズムの種類を調べる
【授業内容】　探索アルゴリズムの利点と欠点
【事後学修】　探索アルゴリズムの利点と欠点を整理する

第16回 【事前学修】　ボードゲーム（囲碁・将棋・三目並べなど）の探索空間について調べる
【授業内容】　探索アルゴリズムと課題
【事後学修】　探索アルゴリズムの課題を整理する
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第17回 【事前学修】　評価テーブルについて調べる
【授業内容】　評価テーブル
【事後学修】　評価テーブルを使ったプログラムを作成する

第18回 【事前学修】　統計的手法を用いた評価テーブルについて調べる
【授業内容】　統計的手法を用いた評価テーブル
【事後学修】　評価テーブルを使ったプログラムを完成させる

第19回 【事前学修】　評価関数について調べる
【授業内容】　評価関数
【事後学修】　評価関数を使ったプログラムを作成する

第20回 【事前学修】　統計的手法を用いた評価関数について調べる
【授業内容】　統計的手法を用いた評価関数
【事後学修】　評価関数を使ったプログラムを完成させる

第21回 【事前学修】　モンテカルロ法について調べる
【授業内容】　モンテカルロ法
【事後学修】　モンテカルロ法を使ったプログラムを完成させる

第22回 【事前学修】　モンテカルロ木探索について調べる
【授業内容】　モンテカルロ木探索
【事後学修】　モンテカルロ木探索を使ったプログラムを作成する

第23回 【事前学修】　効率的なモンテカルロ木探索について調べる
【授業内容】　効率的なモンテカルロ木探索
【事後学修】　モンテカルロ木探索を使ったプログラムを完成させる

第24回 【事前学修】　動的計画法について調べる
【授業内容】　動的計画法
【事後学修】　動的計画法を使ったプログラムを作成する

第25回 【事前学修】　動的計画法の性能について調べる
【授業内容】　動的計画法と探索
【事後学修】　動的計画法を使ったプログラムを完成させる

第26回 【事前学修】　強化学習について調べる
【授業内容】　強化学習
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを作成する

第27回 【事前学修】　Q学習について調べる
【授業内容】　Q学習のアルゴリズム
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを改良する

第28回 【事前学修】　Q学習における報酬の与え方について調べる
【授業内容】　Q学習と報酬
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを改良する

第29回 【事前学修】　Q学習におけるランダム探索ついて調べる
【授業内容】　Q学習とランダム探索
【事後学修】　Q学習を使ったプログラムを完成させる

第30回 【事前学修】　Q学習における評価関数について調べる
【授業内容】　Q学習と評価関数
【事後学修】　Q学習の評価関数として利用できるアルゴリズムを整理する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ノートPCなどのプログラムを作成できる環境を用意すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。

■参考文献■参考文献

講義中に指示する。
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牧野　悌也

視覚科学特論
Special Topics in Vision Science

■テーマ■テーマ

脳における視覚情報処理機構

■講義内容■講義内容

視覚に関して、脳の基本構造から視覚情報処理プロセス、さらには 3D 映像のしくみまで広く学び、視覚のメカニズムに
関する基礎知識を習得する。テキストによる学習をベースとして、討論を行うことで理解を深める。これらにより画像情
報、文字情報を認識するしくみとその特質を理解する。

■達成目標■達成目標

視覚に関する基本的な知識から最先端の研究まで広く概観することで視覚のメカニズムに関する知見を得ることができ
る。また、討論を通して、各項目の内容を深いレベルで理解し、説明できるようになる。脳における視覚メカニズムと画
像認識、文字認識との関係を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト「神経科学－脳の探究－」第I部第1章と付録を読んでまとめてくる
【授業内容】　脳の基本構造
【事後学修】　脳の基本構造に関する特徴をまとめておく

第２回 【事前学修】　テキスト「神経科学－脳の探究－」第I部第2章から第7章を読んでまとめてくる
【授業内容】　ニューロンによる情報処理プロセス
【事後学修】　ニューロンによる情報処理の特徴をまとめておく

第３回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第1章読んでまとめてくる
【授業内容】　視覚系の初期伝達経路
【事後学修】　視覚系の初期伝達経路の特徴をまとめておく

第４回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第2章読んでまとめてくる
【授業内容】　明るさと色
【事後学修】　明るさ知覚と色知覚に関する特徴をまとめておく

第５回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第3章読んでまとめてくる
【授業内容】　奥行きと運動
【事後学修】　奥行き知覚と運動知覚の特徴をまとめておく

第６回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第4章読んでまとめてくる
【授業内容】　一目で分かること
【事後学修】　「一目で分かる」情報処理にはどういう特徴があるかまとめておく

第７回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第5章読んでまとめてくる
【授業内容】　視覚的注意
【事後学修】　視覚的注意の情報処理における特徴をまとめておく

第８回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第6章読んでまとめてくる
【授業内容】　オブジェクト認知
【事後学修】　オブジェクト認知の特徴をまとめておく

第９回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第7章読んでまとめてくる
【授業内容】　情景理解と空間認知
【事後学修】　情景理解と空間認知の特徴をまとめておく

第10回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第8章読んでまとめてくる
【授業内容】　感覚間相互作用
【事後学修】　感覚間相互作用の特徴をまとめておく

第11回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第9章読んでまとめてくる
【授業内容】　脳、意識
【事後学修】　意識とは何か、脳活動と同関連するか特徴をまとめておく

第12回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第1章～第3章をまとめてくる
【授業内容】　錯視とは
【事後学修】　初期視覚情報処理と錯視の関係をまとめておく

第13回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第4章～第6章をまとめてくる
【授業内容】　錯視のもつ可能性
【事後学修】　高次視覚情報処理と錯視の関係をまとめておく

第14回 【事前学修】　テキスト「視覚科学」第7章～第9章をまとめてくる
【授業内容】　脳という情報処理システム
【事後学修】　視覚情報処理から見た脳と言うシステムの特徴をまとめておく

第15回 【事前学修】　第１回から第14回資料をよく読み込んでくる
【授業内容】　脳と視覚、総まとめ
【事後学修】　脳における視覚情報処理システムの特徴をまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％、添削して返却する）
講義中に適宜行うプレゼンテーション（50％、プレゼンテーションごとに評価を伝える）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前事後学修を毎回行ってくること
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

神経科学　－脳の探求－〈改訂版〉（ベアー／コノーズ／パラディーソ、西村書店）
視覚科学（横澤一彦著、勤草書房）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する
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牧野　悌也

人間情報学演習Ⅰ（視覚科学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

視覚系の情報処理

■講義内容■講義内容

視覚に関して、脳の基本構造から視覚情報処理プロセス、さらには 3D 映像のしくみまで広く学び、視覚のメカニズムに
関する基礎知識を習得する。テキストによる学習をベースとして、演習と討論を行うことで理解を深める。

■達成目標■達成目標

視覚に関する基本的な知識から最先端の研究まで広く概観することで視覚のメカニズムに関する知見を得ることができ
る。また、演習と討論を通して、各項目の内容を深いレベルで理解し、説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　配付資料をよく読み脳の基本構造をまとめてくる
【授業内容】　脳の基本構造
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳の基本構造の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第２回 【事前学修】　前回の脳の基本構造に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（脳の基本構造）
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳の基本構造に関して討論された内容をまとめておくこと

第３回 【事前学修】　配付資料をよく読みニューロンによる情報処理プロセスをまとめてくる
【授業内容】　ニューロンによる情報処理プロセス
【事後学修】　演習内容を振り返り、ニューロンによる情報処理プロセスの理解で足りなかった部分を調べ補っ
ておく

第４回 【事前学修】　前回のニューロンによる情報処理プロセスに関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（ニューロンによる情報処理プロセス）
【事後学修】　演習内容を振り返り、ニューロンによる情報処理プロセスに関して討論された内容をまとめてお
くこと

第５回 【事前学修】　配付資料をよく読み視覚系の初期伝達経路をまとめてくる
【授業内容】　視覚系の初期伝達経路
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系の初期伝達経路の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第６回 【事前学修】　前回の視覚系の初期伝達経路に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（視覚系の初期伝達経路）
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系の初期伝達経路に関して討論された内容をまとめておくこと

第７回 【事前学修】　配付資料をよく読み明るさと色をまとめてくる
【授業内容】　明るさと色
【事後学修】　演習内容を振り返り、明るさと色の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第８回 【事前学修】　前回の明るさと色に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（明るさと色）
【事後学修】　演習内容を振り返り、明るさと色に関して討論された内容をまとめておくこと

第９回 【事前学修】　配付資料をよく読み奥行きと運動をまとめてくる
【授業内容】　奥行きと運動
【事後学修】　演習内容を振り返り、奥行きと運動の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第10回 【事前学修】　前回の奥行きと運動に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（奥行きと運動）
【事後学修】　演習内容を振り返り、奥行きと運動に関して討論された内容をまとめておくこと

第11回 【事前学修】　配付資料をよく読み「一目で分かること」をまとめてくる
【授業内容】　一目で分かること
【事後学修】　演習内容を振り返り、一目で分かることの理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第12回 【事前学修】　前回の一目で分かることに関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（一目で分かること）
【事後学修】　演習内容を振り返り、一目で分かることに関して討論された内容をまとめておくこと

第13回 【事前学修】　配付資料をよく読み視覚的注意をまとめてくる
【授業内容】　視覚的注意
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚的注意の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第14回 【事前学修】　前回の視覚的注意に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（視覚的注意）、プレゼンテーション課題１提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚的注意に関して討論された内容をまとめておくこと、

第15回 【事前学修】　これまでの配付資料をよく読み、プレゼンテーション課題の準備をしてくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 1
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かったところをまとめておく

第16回 【事前学修】　配付資料をよく読みオブジェクト認知をまとめてくる
【授業内容】　オブジェクト認知
【事後学修】　演習内容を振り返り、オブジェクト認知の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第17回 【事前学修】　前回のオブジェクト認知に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（オブジェクト認知）
【事後学修】　演習内容を振り返り、オブジェクト認知に関して討論された内容をまとめておくこと

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1509 -



第18回 【事前学修】　配付資料をよく読み情景理解と空間認知をまとめてくる
【授業内容】　情景理解と空間認知
【事後学修】　演習内容を振り返り、情景理解と空間認知の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第19回 【事前学修】　前回の情景理解と空間認知に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（情景理解と空間認知）
【事後学修】　演習内容を振り返り、情景理解と空間認知に関して討論された内容をまとめておくこと

第20回 【事前学修】　配付資料をよく読み感覚間相互作用をまとめてくる
【授業内容】　感覚間相互作用
【事後学修】　演習内容を振り返り、感覚間相互作用の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第21回 【事前学修】　前回の感覚間相互作用に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（感覚間相互作用）
【事後学修】　演習内容を振り返り、感覚間相互作用に関して討論された内容をまとめておくこと

第22回 【事前学修】　配付資料をよく読み脳と意識をまとめてくる
【授業内容】　脳、そして意識
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳と意識の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第23回 【事前学修】　前回の脳と意識に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（脳、そして意識）
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳と意識に関して討論された内容をまとめておくこと

第24回 【事前学修】　配付資料をよく読み初期知覚と錯視の関係をまとめてくる
【授業内容】　錯視とは
【事後学修】　演習内容を振り返り、初期知覚と錯視の関係の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第25回 【事前学修】　前回の錯視に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（錯視とは）
【事後学修】　演習内容を振り返り、初期知覚と錯視に関して討論された内容をまとめておくこと

第26回 【事前学修】　配付資料をよく読み高次知覚と錯視の関係をまとめてくる
【授業内容】　錯視のもつ可能性
【事後学修】　演習内容を振り返り、高次知覚と錯視の理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第27回 【事前学修】　前回の高次知覚と錯視に関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（錯視のもつ可能性）
【事後学修】　演習内容を振り返り、高次知覚と錯視に関して討論された内容をまとめておくこと

第28回 【事前学修】　配付資料をよく読み脳を情報処理システムという視点からまとめてくる
【授業内容】　脳という情報処理システム
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳という情報処理システムの理解で足りなかった部分を調べ補っておく

第29回 【事前学修】　前回の脳という情報処理システムに関する復習をしてくること
【授業内容】　演習と討論（脳という情報処理システム）、プレゼンテーション課題２提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、脳という情報処理システムに関して討論された内容をまとめておくこと

第30回 【事前学修】　配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 2
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かったところをまとめておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％、添削して返却する）
講義中に適宜行うプレゼンテーション（50％、プレゼンテーションごとに評価を伝える）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前事後学修を毎回行ってくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

神経科学－脳の探求－〈改訂版〉（ベアー／コノーズ／パラディーソ、西村書店）
視覚科学（横澤一彦著、勤草書房）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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牧野　悌也

人間情報学演習Ⅱ（視覚科学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

視覚と画像情報処理

■講義内容■講義内容

視覚と深く関わる画像情報の取り扱いとその処理技術に関する演習を行う。基礎技術から最新の画像入力デバイスの原理
まで広く学び、画像処理に関する基礎知識を習得する。簡単なプログラミングを行うことで理解を深める。

■達成目標■達成目標

情報機器における画像情報の取り扱いとその処理手法について、基礎から最新技術まで広く学び、その原理に関する基礎
知識が習得できる。また、プログラミングを行うことでその実装法まで理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　画像処理技術に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　画像処理技術とは
【事後学修】　演習内容を振り返り、画像処理技術に関してまとめておく

第２回 【事前学修】　前回の画像処理技術に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（画像処理技術とは）
【事後学修】　演習内容を振り返り、画像処理技術に関するプログラミングを習熟しておく

第３回 【事前学修】　平滑化フィルタに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　空間フィルタ : 平滑化フィルタ
【事後学修】　演習内容を振り返り、空間フィルタ、平滑化フィルタに関してまとめておく

第４回 【事前学修】　空間フィルタに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　プログラミング演習（平滑化フィルタ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、平滑化フィルタに関するプログラミングを習熟しておく

第５回 【事前学修】　エッジ抽出と鮮鋭化に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　空間フィルタ : エッジ抽出と鮮鋭化
【事後学修】　演習内容を振り返り、エッジ抽出と鮮鋭化に関してまとめておく

第６回 【事前学修】　前回のエッジ抽出と鮮鋭化に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（エッジ抽出と鮮鋭化）
【事後学修】　演習内容を振り返り、エッジ抽出と鮮鋭化に関するプログラミングを習熟しておく

第７回 【事前学修】　明暗変換と 2 値化に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　明暗変換と 2 値化
【事後学修】　演習内容を振り返り、明暗変換と 2 値化に関してまとめておく

第８回 【事前学修】　前回の明暗変換と 2 値化に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（明暗変換と 2 値化）
【事後学修】　演習内容を振り返り、明暗変換と 2 値化に関するプログラミングを習熟しておく

第９回 【事前学修】　ディザに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　ディザ
【事後学修】　演習内容を振り返り、ディザに関してまとめておく

第10回 【事前学修】　前回のディザに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（ディザ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、ディザに関するプログラミングを習熟しておく

第11回 【事前学修】　テンプレートマッチングに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　テンプレートマッチング
【事後学修】　演習内容を振り返り、テンプレートマッチングに関してまとめておく

第12回 【事前学修】　前回のテンプレートマッチングに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（テンプレートマッチング）
【事後学修】　演習内容を振り返り、テンプレートマッチングに関するプログラミングを習熟しておく

第13回 【事前学修】　アフィン変換に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　アフィン変換
【事後学修】　演習内容を振り返り、アフィン変換に関してまとめておく

第14回 【事前学修】　前回のアフィン変換に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（アフィン変換）、プレゼンテーション課題１提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、アフィン変換に関するプログラミングを習熟しておく、プレゼンテーショ
ン課題１の準備

第15回 【事前学修】　前半の配付資料をよく読み、プレゼンテーション課題１の準備をしてくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 1
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かった点をまとめて億

第16回 【事前学修】　算術的圧縮法に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　データ圧縮（算術的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、算術的圧縮法に関してまとめておく

第17回 【事前学修】　前回の算術的圧縮法に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（データ圧縮 : 算術的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、算術的圧縮法に関するプログラミングを習熟しておく
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第18回 【事前学修】　辞書的圧縮法に関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　データ圧縮（辞書的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、辞書的圧縮法に関してまとめておく

第19回 【事前学修】　前回の辞書的圧縮法に関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（データ圧縮 : 辞書的圧縮法）
【事後学修】　演習内容を振り返り、辞書的圧縮法に関するプログラミングを習熟しておく

第20回 【事前学修】　フーリエ変換と DCTに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　フーリエ変換と DCT
【事後学修】　演習内容を振り返り、フーリエ変換と DCTに関してまとめておく

第21回 【事前学修】　前回のフーリエ変換と DCTに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（フーリエ変換と DCT）
【事後学修】　演習内容を振り返り、フーリエ変換と DCTに関するプログラミングを習熟しておく

第22回 【事前学修】　JPEG と MPEGに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　PEG と MPEG
【事後学修】　演習内容を振り返り、JPEG と MPEGに関してまとめておく

第23回 【事前学修】　前回のJPEG と MPEGに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（JPEG と MPEG）
【事後学修】　演習内容を振り返り、JPEG と MPEGに関するプログラミングを習熟しておく

第24回 【事前学修】　ラスタデータとベクタデータに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　ラスタデータとベクタデータ
【事後学修】　演習内容を振り返り、ラスタデータとベクタデータに関してまとめておく

第25回 【事前学修】　前回のラスタデータとベクタデータに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（ラスタデータとベクタデータ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、ラスタデータとベクタデータに関するプログラミングを習熟しておく

第26回 【事前学修】　文字認識のしくみに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　文字認識のしくみ
【事後学修】　演習内容を振り返り、文字認識のしくみに関してまとめておく

第27回 【事前学修】　前回の文字認識のしくみに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（文字認識のしくみ）
【事後学修】　演習内容を振り返り、文字認識のしくみに関するプログラミングを習熟しておく

第28回 【事前学修】　視覚系入力デバイスのしくみに関する配付資料をよく読んでくる
【授業内容】　視覚系入力デバイスのしくみ
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系入力デバイスのしくみに関してまとめておく

第29回 【事前学修】　前回の視覚系入力デバイスのしくみに関する復習をしてくること
【授業内容】　プログラミング演習（視覚系入力デバイスのしくみ）、プレゼンテーション課題２提示
【事後学修】　演習内容を振り返り、視覚系入力デバイスのしくみに関するプログラミングを習熟しておく、プ
レゼンテーション課題２の準備

第30回 【事前学修】　後半の配付資料をよく読み、プレゼンテーション課題２の準備をしてくる
【授業内容】　課題に関するプレゼンテーション 2
【事後学修】　演習内容を振り返り、自分とほかの人のプレゼンテーションの良かった点をまとめて億

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％、添削して返却する）
講義中に適宜行うプレゼンテーション（50％、プレゼンテーションごとに評価を伝える）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前事後学修を毎回行ってくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。適宜資料を配布する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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土原　和子

生体情報学特論
Special Topics in Biological Information Systems

■テーマ■テーマ

生体における情報処理の仕組みとその特徴の解析

■講義内容■講義内容

生体における情報処理システムの仕組みとその特徴を、さまざまな動物の脳神経系を題材としそれらの構造と機能を解説
する。

■達成目標■達成目標

生体における情報の発現と受容、および情報伝達の仕組みの概要を脳神経系全体の観点から説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　神経系の構造について調べてくる
【授業内容】　神経系の構造
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　神経細胞について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の構造
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　情報コーディングについて調べてくる
【授業内容】　神経情報の伝導と伝達
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　神経伝達物質と神経修飾物質について調べてくる
【授業内容】　神経伝達物質と神経修飾物質の作用機序
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　神経伝達物質と神経修飾物質の作用機序について調べてくる
【授業内容】　神経伝達物質と神経修飾物質の種類
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　感覚情報処理について調べてくる
【授業内容】　感覚情報処理概論
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　視覚系について調べてくる
【授業内容】　視覚の情報処理
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　聴覚系について調べてくる
【授業内容】　聴覚の情報処理
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　嗅覚系について調べてくる
【授業内容】　嗅覚の情報処理
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　体性感覚系について調べてくる
【授業内容】　体性感覚の情報処理
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　運動情報処理について調べてくる
【授業内容】　運動情報処理概論
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　大脳の運動制御系について調べてくる
【授業内容】　大脳による運動制御
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　小脳、脊髄の運動制御系について調べてくる
【授業内容】　小脳、脊髄による運動制御
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　記憶と情動について調べてくる
【授業内容】　記憶と情動
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　脳の可塑性について調べてくる
【授業内容】　脳の可塑性
【事後学修】　第15回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の２点でおこなう。1）授業における発表（60％）、2）発表資料（40％）
評価基準と配点を以下に示す
1）授業における発表、発表の仕方（60％）、資料作成（30％）、質疑応答（50％）で評価する。配点：4点×15回 = 60点
2）発表資料は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：40点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。生体システムが実世界においてリアルタイムで機能するために必要な情報処理と脳の仕
組みとの関係を考えること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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土原　和子

人間情報学演習Ⅰ（生体情報学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

神経細胞における興奮の発現とその伝導・伝達

■講義内容■講義内容

生体の脳神経系における情報処理ネットワークシステムでは、神経細胞の興奮の発現、伝導、伝達がその基礎をなしてい
る。本演習ではこれらの機序に関る事象を、神経生理学的・計算論的な立場から討論を交えて学習する。

■達成目標■達成目標

生体の生存条件を巧に利用した情報伝達を興奮と抑制の両面から実際の生体に即して説明できる。また神経細胞のモデル
化の要点を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　神経細胞と神経膠細胞について調べてくる
【授業内容】　神経細胞と神経膠細胞
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　体液成分について調べてくる
【授業内容】　体液の成分
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　体液成分の濃度の表し方について調べてくる
【授業内容】　体液成分の濃度の表し方
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　体液のバランスについて調べてくる
【授業内容】　体液のバランス
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　生理食塩水について調べてくる
【授業内容】　生理食塩水のイオン構成
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　緩衝剤について調べてくる
【授業内容】　緩衝剤による pH の調整事
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　神経細胞のイオン環境について調べてくる
【授業内容】　神経細胞のイオン環境
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　静止膜電位について調べてくる
【授業内容】　細胞の静止膜電位の発現機序
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　静止膜電位の熱力学について調べてくる
【授業内容】　静止膜電位の熱力学
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　静止膜電位の数学的解析について調べてくる
【授業内容】　静止膜電位の数学的解析
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　神経細胞の興奮について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の興奮
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　神経細胞の不応期について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の不応期
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　活動電位の発生機序について調べてくる
【授業内容】　活動電位の発生機序
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　興奮の伝導とその遮断物質について調べてくる
【授業内容】　興奮の伝導とその遮断物質
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　神経細胞膜の構造と特徴について調べてくる
【授業内容】　神経細胞膜の構造と特徴
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　神経細胞膜の働きについて調べてくる
【授業内容】　神経細胞膜の働き
【事後学修】　第16回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第17回 【事前学修】　イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　イオンチャンネル概論
【事後学修】　第17回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第18回 【事前学修】　Na イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　Na イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する
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第19回 【事前学修】　K イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　K イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　Cl イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　Cl イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　Ca イオンチャンネルについて調べてくる
【授業内容】　Ca イオンチャンネルの特徴
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　神経細胞内の Ca イオン動態について調べてくる
【授業内容】　神経細胞内の Ca イオン動態
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　ニューロン間の興奮伝達について調べてくる
【授業内容】　ニューロン間の興奮伝達
【事後学修】　第23回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第24回 【事前学修】　シナプスの構造について調べてくる
【授業内容】　シナプスの構造
【事後学修】　第24回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第25回 【事前学修】　シナプス伝達の機序について調べてくる
【授業内容】　シナプス伝達の機序
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　シナプス伝達の特徴について調べてくる
【授業内容】　シナプス伝達の特徴
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　シナプスにおける長期増強と長期抑圧について調べてくる
【授業内容】　シナプスにおける長期増強と長期抑圧
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　グルタミン酸受容体の機能について調べてくる
【授業内容】　グルタミン酸受容体の機能
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　抑制性シナプスについて調べてくる
【授業内容】　抑制性シナプスの重要性
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　GABA 受容体とグリシン受容体について調べてくる
【授業内容】　GABA 受容体とグリシン受容体の分布の違い
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）－3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点×2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点×15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。神経細胞や神経ネットワークのモデル化における要点を考えること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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土原　和子

人間情報学演習Ⅱ（生体情報学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

生体情報信号処理のモデルシミュレーション

■講義内容■講義内容

生体では神経細胞がネットワークを形成することで、様々な外界の刺激に処理し、多様な機能を発現している。本演習で
は、コンピュータにより神経細胞をモデル化し、ネットワークモデルを構築することで、神経系における生体情報処理の
機能発現をシミュレートする。

■達成目標■達成目標

生体における情報処理機能を発現するネットワークモデルを構築できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　神経系における情報処理について調べてくる
【授業内容】　神経系における情報処理概論
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　神経細胞における情報処理について調べてくる
【授業内容】　神経細胞における情報処理
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　神経ネットワークにおける情報処理について調べてくる
【授業内容】　神経ネットワークにおける情報処理
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　神経細胞の電気的特性について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の電気的特性
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　神経細胞モデルについて調べてくる
【授業内容】　神経細胞モデル概論
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　微分方程式と数値計算について調べてくる
【授業内容】　微分方程式と数値計算
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　神経細胞の静止膜電位について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の静止膜電位のモデル化
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　神経細胞の活動電位について調べてくる
【授業内容】　神経細胞の活動電位のモデル化
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　シナプス伝達モデルについて調べてくる
【授業内容】　シナプス伝達モデル概論
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　興奮性シナプス伝達について調べてくる
【授業内容】　興奮性シナプス伝達のモデル化
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　抑制性シナプス伝達について調べてくる
【授業内容】　抑制性シナプス伝達のモデル化
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　運動制御ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　運動制御ネットワーク概論
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　相反抑制ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　相反抑制ネットワークモデルとリズム
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　結合振動子系について調べてくる
【授業内容】　結合振動子系とリズムの伝播
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　運動機能の発現と感覚入力について調べてくる
【授業内容】　運動機能の発現と感覚入力
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　感覚情報処理ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　感覚情報処理ネットワーク概論
【事後学修】　第16回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第17回 【事前学修】　側抑制ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　側抑制ネットワークモデル
【事後学修】　第17回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第18回 【事前学修】　視覚情報処理における側抑制ネットワークについて調べてくる
【授業内容】　視覚情報処理における側抑制ネットワーク
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する
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第19回 【事前学修】　結線による情報処理機能の発現について調べてくる
【授業内容】　結線による情報処理機能の発現
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　線分検出について調べてくる
【授業内容】　線分検出モデル
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　曲線検出について調べてくる
【授業内容】　曲線検出モデル
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　時間パターン生成による情報処理機能の発現について調べてくる
【授業内容】　時間パターン生成による情報処理機能の発現
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　嗅覚情報処理について調べてくる
【授業内容】　嗅覚情報処理ネットワーク
【事後学修】　第23回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第24回 【事前学修】　糸球体モジュールについて調べてくる
【授業内容】　糸球体モジュールのモデル化
【事後学修】　第24回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第25回 【事前学修】　糸球体内抑制性介在神経について調べてくる
【授業内容】　糸球体内抑制性介在神経と時間パターン
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　糸球体間抑制性介在神経について調べてくる
【授業内容】　糸球体間抑制性介在神経と時間パターン
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　高次嗅覚情報処理について調べてくる
【授業内容】　高次嗅覚情報処理ネットワークの機能
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　シナプス可塑性と記憶について調べてくる
【授業内容】　シナプス可塑性と記憶
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　情報の分類と階層化について調べてくる
【授業内容】　情報の分類と階層化
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　これまでの授業で学んだことをまとめておく
【授業内容】　脳神経系における情報処理に関する総合討論
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）－3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点×2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点×15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。シミュレーションモデルを実世界で機能する情報処理システムに拡張する方法を考える
こと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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松尾　行雄

生体情報処理系特論
Special Topics in Biological Information Processing

■テーマ■テーマ

知覚・感覚システムの情報処理

■講義内容■講義内容

生物の情報処理の中で聴覚に関する情報処理を生理学的レベル・行動学的レベル・計算論レベルで概観し、情報処理シス
テムとして捉えなおす。毎回、responを用いて学修の振り返りを提出し、その内容は履修者相互に閲覧できるようにす
る。

■達成目標■達成目標

聴覚に関係する生体の情報処理の基礎知識ならびに情報システムとしての働きを習得することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること。manaba course及びResponを利用できるように準備しておく
【授業内容】　生物の情報処理の基礎
【事後学修】　生物の情報処理について復習し、内容をまとめてくること

第２回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚末梢系の機能について調べてくること
【授業内容】　聴覚末梢系の機能
【事後学修】　聴覚末梢系の機能について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第３回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚末梢系の仕組みについて調べてくること
【授業内容】　聴覚末梢系の仕組み
【事後学修】　聴覚末梢系の仕組みについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第４回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚中枢系の機能について調べてくること
【授業内容】　聴覚中枢系の機能
【事後学修】　聴覚中枢系の機能について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第５回 【事前学修】　配布資料に基づいて、聴覚中枢系の仕組みについて調べてくること
【授業内容】　聴覚中枢系の仕組み
【事後学修】　聴覚中枢系の仕組みについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第６回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音源定位の機能について調べてくること
【授業内容】　音源定位の基礎
【事後学修】　音源定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第７回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音源定位の機能について調べてくること
【授業内容】　音源定位
【事後学修】　音源定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第８回 【事前学修】　配布資料に基づいて、反響定位について調べてくること
【授業内容】　反響定位の基礎
【事後学修】　反響定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第９回 【事前学修】　配布資料に基づいて、生物の情報処理、特に反響定位について調べてくること
【授業内容】　反響定位のための聴覚システム
【事後学修】　反響定位のための聴覚システムについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第10回 【事前学修】　配布資料に基づいて、生物の情報処理、特に反響定位にかかわる聴覚システムについて調べてく
ること
【授業内容】　反響定位
【事後学修】　反響定位について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第11回 【事前学修】　配布資料に基づいて、反響定位のモデルについて調べてくること
【授業内容】　反響定位の計算論モデル（１）コウモリ
【事後学修】　反響定位の計算論モデルについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第12回 【事前学修】　配布資料に基づいて、反響定位のモデル、特にイルカについて調べてくること
【授業内容】　反響定位の計算論モデル（２）イルカ
【事後学修】　反響定位の計算論モデルについて復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第13回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声信号処理について調べてくること
【授業内容】　音声認識の基礎
【事後学修】　音声認識について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第14回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声認識システムについて調べてくること
【授業内容】　音声認識
【事後学修】　音声認識について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

第15回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声認識について調べてくること
【授業内容】　音声認識の応用例
【事後学修】　音声認識について復習し、内容をまとめ、manabaを通して報告する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（80％、４回程度）、小テスト（20％）という割合で評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料を熟読の上講義に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

適宜紹介します。

■参考文献■参考文献

特になし。
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松尾　行雄

人間情報学演習Ⅰ（生体情報処理系特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

音声信号処理による分析と設計

■講義内容■講義内容

音声信号処理、特に音声認識や空間定位に関する信号処理の基礎の習得、ならびにセミナーや実験を指導する。また、
ネットワークを利用し、国内および国外の研究者や研究機関との学術的な情報交換の実習を指導する。

■達成目標■達成目標

音声認識や空間認識に関する基礎知識を習得し、信号処理プログラムを開発できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　音声や超音波に関する基本的知識について
【事後学修】　音声や超音波に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第２回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析の基礎
【事後学修】　音声解析に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第３回 【事前学修】　配布資料に基づいて、フーリエ変換について調べてくること
【授業内容】　音声解析（１）フーリエ変換
【事後学修】　音声解析、特にフーリエ変換、に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第４回 【事前学修】　配布資料に基づいて、相関解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（２）相関解析
【事後学修】　音音声解析、特に相関解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第５回 【事前学修】　配布資料に基づいて、時間周波数解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（３）時間周波数解析
【事後学修】　音声解析、特に時間周波数解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第６回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ケプストラム解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（４）ケプストラム解析
【事後学修】　音声解析、特にケプストラム解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第７回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ピッチ解析について調べてくること
【授業内容】　音声解析（５）ピッチ解析
【事後学修】　音声解析、特にピッチ解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第８回 【事前学修】　配布資料に基づいて、第２回から７回までの内容についてまとめてくること
【授業内容】　２回から７回までのまとめと確認
【事後学修】　音声解析に関する事項について復習し、まとめてくること

第９回 【事前学修】　配布資料に基づいて、プログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析の基礎
【事後学修】　について復習し、まとめてくること

第10回 【事前学修】　配布資料に基づいて、フーリエ変換の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（１）フーリエ変換
【事後学修】　フーリエ変換について復習し、プログラムを完成させてくること

第11回 【事前学修】　配布資料に基づいて、相関解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（２）相関解析
【事後学修】　相関解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第12回 【事前学修】　配布資料に基づいて、時間周波数解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（３）時間周波数解析
【事後学修】　時間周波数解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第13回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ケプストラム解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（４）ケプストラム解析
【事後学修】　ケプストラム解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第14回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ピッチ解析の解析例について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声解析（５）ピッチ解析
【事後学修】　ピッチ解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第15回 【事前学修】　配布資料に基づいて、第９回から14回までの内容についてまとめてくること
【授業内容】　９回から14回までのまとめと確認
【事後学修】　音声解析に関するプログラムについて復習し、まとめてくること

第16回 【事前学修】　webなどを用いて、コウモリの能力について調べてくること
【授業内容】　コウモリの空間認識
【事後学修】　空間認識に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第17回 【事前学修】　配布資料に基づいて、コウモリの空間認識について調べてくること
【授業内容】　コウモリの空間認識の仕組み
【事後学修】　コウモリの空間認識に関する事項について復習し、まとめてくること

第18回 【事前学修】　配布資料に基づいて、信号の種類について調べてくること
【授業内容】　チャープ信号とCF信号
【事後学修】　信号に関する基礎事項について復習し、まとめてくること
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第19回 【事前学修】　配布資料に基づいて、ウェーブレット解析について調べてくること
【授業内容】　ウエーブレット解析
【事後学修】　ウェーブレット解析に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第20回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間認識について調べてくること
【授業内容】　16回から19回までのまとめと確認
【事後学修】　コウモリの空間認識に関係する事項について復習し、まとめてくること

第21回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声解析について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いたチャープ信号作成
【事後学修】　チャープ信号について復習し、プログラムを完成させてくること

第22回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声解析にかかわる信号処理について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いたウエーブレット解析
【事後学修】　ウエーブレット解析について復習し、プログラムを完成させてくること

第23回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声計測について調べてくること
【授業内容】　音響計測とは
【事後学修】　音響計測に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第24回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声計測と解析について調べてくること
【授業内容】　音響計測の基礎
【事後学修】　音響計測に関する事項について復習し、まとめてくること

第25回 【事前学修】　配布資料に基づいて、スピーカについて調べてくること
【授業内容】　スピーカの基礎
【事後学修】　スピーカに関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第26回 【事前学修】　配布資料に基づいて、マイクについて調べてくること
【授業内容】　マイクの基礎
【事後学修】　マイクに関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第27回 【事前学修】　配布資料に基づいて、計測システムの基礎について調べてくること
【授業内容】　計測システムの基礎
【事後学修】　計測システムに関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第28回 【事前学修】　配布資料に基づいて、計測システムについて調べてくること
【授業内容】　計測システムを用いた音響計測の準備
【事後学修】　音響計測に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

第29回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音響計測について調べてくること
【授業内容】　計測システムを用いた音響計測
【事後学修】　音響計測に関する事項について復習し、まとめてくること

第30回 【事前学修】　計測結果に基づいて、第27回から29回までの内容についてまとめてくること
【授業内容】　計測結果のまとめと討論
【事後学修】　音響計測に関する基礎事項について復習し、まとめてくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラムに関する基礎知識を理解しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生体情報処理系特論。

■テキスト■テキスト

特に指定しないが、授業で資料などを配布する。

■参考文献■参考文献

授業中に適宜、紹介する。
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松尾　行雄

人間情報学演習Ⅱ（生体情報処理系特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

音声信号処理解析システム

■講義内容■講義内容

音声信号処理、特に音声認識や空間定位に関する信号処理アルゴリズムの習得、ならびにセミナーや実験を指導する。ま
た、ネットワークを利用し、国内および国外の研究者や研究機関との学術的な情報交換の実習を指導する。

■達成目標■達成目標

音声認識や空間認識に関する基礎知識を習得し、信号処理プログラムを開発できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　音声認識とは
【事後学修】　今回学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度について調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験の基礎
【事後学修】　音声明瞭度の基礎事項について復習し、まとめてくること

第３回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度実験について調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験の準備
【事後学修】　音声明瞭度実験について復習し、まとめてくること

第４回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声入出力について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声入出力
【事後学修】　音声入出力の基礎事項について復習し、まとめてくること

第５回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度実験について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声明瞭度実験
【事後学修】　音声明瞭度の基礎事項について復習し、まとめてくること

第６回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度にかかる文献について調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた音声明瞭度実験の準備
【事後学修】　音声明瞭度の事項について復習し、プログラムを完成させてくること

第７回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること（解析方法）
【授業内容】　被験者を用いた音声明瞭度実験（１）1回目
【事後学修】　音声明瞭度実験の事項について復習し、実験結果をまとめてくること

第８回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること（まとめる）
【授業内容】　被験者を用いた音声明瞭度実験（２）2回目
【事後学修】　音声明瞭度実験の事項について復習し、実験結果をまとめてくること

第９回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること（統計）
【授業内容】　被験者を用いた音声明瞭度実験（３）3回目
【事後学修】　音声明瞭度実験の事項について復習し、実験結果をまとめてくること

第10回 【事前学修】　配布資料に基づいて、音声明瞭度に関係する論文について調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験結果の解析
【事後学修】　音声明瞭度実験結果についてまとめてくること

第11回 【事前学修】　音声明瞭度に関係する論文や実験結果に基づいて、発表資料をまとめてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験結果の評価・発表資料の作成
【事後学修】　発表内容についてコメントをまとめてくること

第12回 【事前学修】　前回の発表に基づいて、結果をまとめてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験に関する実験結果報告
【事後学修】　音声明瞭度の実験結果についてまとめてくること

第13回 【事前学修】　関連する音声明瞭度の論文について、調べてくること
【授業内容】　音声明瞭度実験に関する実験まとめ資料の作成
【事後学修】　音声明瞭に関する資料をまとめてくること

第14回 【事前学修】　音声明瞭度の論文について、調べてくること（解析）
【授業内容】　音声明瞭度実験の問題点の指摘（討論を含めて）
【事後学修】　音声明瞭度実験の課題についてまとめてくること

第15回 【事前学修】　音声明瞭度の論文について、調べてくること（方法）
【授業内容】　音声明瞭度実験の応用
【事後学修】　音声明瞭度実験についてまとめてくること

第16回 【事前学修】　webなどを用いて、空間定位について調べてくること
【授業内容】　空間定位とは
【事後学修】　空間定位の基礎事項について復習し、まとめてくること

第17回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の用語について調べてくること
【授業内容】　空間定位の基礎
【事後学修】　空間定位について復習し、まとめてくること

第18回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位のシステムについて調べてくること
【授業内容】　空間定位システムとは
【事後学修】　空間定位システムの基礎事項について復習し、まとめてくること
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第19回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の仕組みについて調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの仕組み
【事後学修】　空間定位システムについて復習し、まとめてくること

第20回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の機能について調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの機能
【事後学修】　空間定位システムの機能について復習し、まとめてくること

第21回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位のシステム設計について調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの設計
【事後学修】　空間定位システムについて復習し、システムをまとめてくること

第22回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位全体について調べてくること
【授業内容】　16回から21回までのまとめ
【事後学修】　空間定位システムについてまとめてくること

第23回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位プログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた空間定位の基礎
【事後学修】　空間定位について復習し、プログラムを完成させてくること

第24回 【事前学修】　配布資料に基づいて、定位実験のためのプログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた空間定位実験
【事後学修】　空間定位実験について復習し、プログラムを完成させてくること

第25回 【事前学修】　配布資料に基づいて、定位実験方法のためのプログラミングについて調べてくること
【授業内容】　プログラミングを用いた空間定位実験の準備
【事後学修】　空間定位実験について復習し、プログラムを完成させてくること

第26回 【事前学修】　配布資料に基づいて、定位実験解析のためのプログラミングについて調べてくること
【授業内容】　空間定位実験
【事後学修】　空間定位実験を実施、結果をまとめてくること

第27回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の方法に関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位実験結果の評価
【事後学修】　空間定位実験について復習し、プログラムを完成させてくること

第28回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の結果に関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位実験の発表資料作成
【事後学修】　空間定位実験について復習し、発表資料をまとめてくること

第29回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の機能に関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位実験の結果報告
【事後学修】　結果報告に関するコメントに基づいて修正事項をまとめてくること

第30回 【事前学修】　配布資料に基づいて、空間定位の仕組みに関する論文を調べてくること
【授業内容】　空間定位システムの評価とまとめ
【事後学修】　空間システムについて復習し、まとめてくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プログラムに関する基礎知識を理解しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生体情報処理系特論。

■テキスト■テキスト

特に指定しないが、授業で資料などを配布する。

■参考文献■参考文献

授業中に適宜、紹介する。
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岩田　友紀子

確率・統計特論

■テーマ■テーマ

位相空間論

■講義内容■講義内容

確率論の土台となる位相空間論を学ぶ。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

1変数関数や多変数関数で学んだ微積分学をより一般化した位相空間論を定義を踏まえて自分で説明出来るようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　集合と論理の確認
【授業内容】　集合の無限演算
【事後学修】　具体的な集合で演算法の確認

第２回 【事前学修】　写像の定義の確認
【授業内容】　写像と集合の演算
【事後学修】　単射と全射の定義の確認

第３回 【事前学修】　集合演算の確認
【授業内容】　閉包の公理
【事後学修】　閉包演算の確認

第４回 【事前学修】　開区間、閉区間の定義の確認
【授業内容】　閉集合と開集合
【事後学修】　閉集合と開集合の定義が説明できるように取り組む

第５回 【事前学修】　集合族の確認
【授業内容】　ボレル集合族
【事後学修】　σ加法族の確認

第６回 【事前学修】　近傍の定義の確認
【授業内容】　基底、部分基底
【事後学修】　具体的な空間における基底の確認

第７回 【事前学修】　極限の定義の確認
【授業内容】　集合の境界と内部
【事後学修】　集合の境界と内部を具体例を通して説明できるように取り組む

第８回 【事前学修】　有理数と実数の関係の確認
【授業内容】　稠密な部分集合、疎集合
【事後学修】　集合の稠密性と疎集合を具体例を通して説明できるように取り組む

第９回 【事前学修】　数列における集積点の確認
【授業内容】　集積点の集合、第1類集合、第2類集合
【事後学修】　集積点、第1類集合、第2類集合とを具体例を通して説明できるように取り組む

第10回 【事前学修】　一様有界性の定義の確認
【授業内容】　ベールの定理
【事後学修】　至る所微分不可能な関数の存在とベールの定理の確認

第11回 【事前学修】　連続関数の定義の確認
【授業内容】　連続写像
【事後学修】　連続写像の定義から導出される定理の確認

第12回 【事前学修】　開集合と閉集合の復習
【授業内容】　同相写像
【事後学修】　具体的な同相写像を説明できるように取り組む

第13回 【事前学修】　２次元における領域の確認
【授業内容】　連結空間
【事後学修】　具体的な連結空間を説明できるように取り組む

第14回 【事前学修】　コーシー列の定義の確認
【授業内容】　コンパクト性
【事後学修】　コンパクト性に関する基本定理の確認

第15回 【事前学修】　距離空間の定義の確認
【授業内容】　距離空間におけるコンパクト性
【事後学修】　点列コンパクトとコンパクト性の違いの確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する．
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前に講義ノートに記載の例題や演習問題を解く

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学Ⅰ、解析学Ⅱ

■テキスト■テキスト

「Topology: Volume I」K. Kuratowski （著）、Academic Press

■参考文献■参考文献

「位相への30講」志賀浩二（著）、朝倉書店
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■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅰ（確率・統計特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

様々な独立同分布な確率過程と確率分布

■講義内容■講義内容

統計学に現れる様々な理論や手法を数理科学的な観点から考察する。セミナー形式の授業を行ない指導する。双方向型授
業で行う。

■達成目標■達成目標

確率と確率変数の意味が理解でき、様々な確率分布の平均、分散、相関係数等が正しく計算できるようになる。また正規
分布表やその他の重要な数表の使い方を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　相加平均、相乗平均、調和平均とはどのようなものか予習して来る。
【授業内容】　資料の整理と代表値
【事後学修】　相加平均の計算の簡便法を、具体例を用いて復習する。

第２回 【事前学修】　度数分布表とは何かを予習して来る。
【授業内容】　度数分布表と平均・分散
【事後学修】　度数分布表から平均と分散を計算する簡便法を練習する。

第３回 【事前学修】　分散の計算法（2 種類）を復習する。
【授業内容】　標準偏差とチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式の証明法を復習する。

第４回 【事前学修】　2 変量の相関表について予習して来る。
【授業内容】　相関表と共分散
【事後学修】　共分散の持つ意味を復習する。

第５回 【事前学修】　相関の強さを表す方法を考えてくる。
【授業内容】　相関係数
【事後学修】　具体例を用いて相関係数を計算する練習をしておく。

第６回 【事前学修】　相関係数の求め方を復習しておく。
【授業内容】　回帰直線
【事後学修】　回帰直線の持つ意味を復習する。

第７回 【事前学修】　場合の数と確率について予習しておく。
【授業内容】　標本空間と事象
【事後学修】　集合の演算法則を復習する。

第８回 【事前学修】　標本空間と事象の例を復習しておく。
【授業内容】　確率の定義、組み合わせ論的確率と統計的確率
【事後学修】　組み合わせ論的確率と統計的確率について復習しておく。

第９回 【事前学修】　組み合わせ論的確率を復習しておく。
【授業内容】　確率の公理的定義、確率空間
【事後学修】　確率空間という概念を復習しておく。

第10回 【事前学修】　確率を求める具体的な問題を解く練習をする。
【授業内容】　条件付確率
【事後学修】　確率の乗法定理の応用例をいくつか解いておく。

第11回 【事前学修】　条件付確率を復習しておく。
【授業内容】　ベイズの定理とその応用
【事後学修】　ベイズの定理を使う問題をいくつか解いておく。

第12回 【事前学修】　定積分の復習をしておく。
【授業内容】　離散確率変数と連続確率変数
【事後学修】　連続確率変数の確率分布の例を復習しておく。

第13回 【事前学修】　微分積分学の基本定理を復習しておく。
【授業内容】　分布関数と確率密度関数
【事後学修】　確率密度関数の性質を理解しておく。

第14回 【事前学修】　2 種類の確率変数が必要となる例を考えてくる。
【授業内容】　2 次元分布（離散と連続）
【事後学修】　2 次元の確率変数の例を復習しておく。

第15回 【事前学修】　二重積分を復習しておく。
【授業内容】　2 次元確率密度と 2 次元確率密度関数
【事後学修】　2 次元確率変数の具体例に対して確率計算の練習をしておく。

第16回 【事前学修】　条件付き確率の復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の独立性
【事後学修】　独立な確率変数と従属な確率変数の例をそれぞれ復習をしておく。

第17回 【事前学修】　確率変数の和が確率変数になることを確かめてくる。
【授業内容】　確率変数の演算
【事後学修】　確率変数の和や積の確率分布について復習をしておく。

第18回 【事前学修】　度数分布表に対する平均・分散について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の平均と分散
【事後学修】　確率変数の平均と分散の計算練習をしておく

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1527 -



第19回 【事前学修】　データの整理で述べたチェビシェフの不等式を復習をしておく。
【授業内容】　確率変数についてのチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式を具体例に適用する練習をしておく。

第20回 【事前学修】　統計的確率の復習をしておく。
【授業内容】　大数の法則
【事後学修】　統計的確率と大数の法則の関係を復習をしておく。

第21回 【事前学修】　確率変数とその演算について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数のモーメント母関数
【事後学修】　平均や分散とモーメント母関数の関係を復習をしておく。

第22回 【事前学修】　分布関数とは何であったかを復習をしておく。
【授業内容】　分布関数とモーメント母関数の関係
【事後学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。

第23回 【事前学修】　二項分布とは何であったを復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をどのように計算したかを復習をしておく。

第24回 【事前学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布のモーメント母関数
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をモーメント母関数から導く方法を復習をしておく。

第25回 【事前学修】　正規分布とはどのような分布かを復習しておく。
【授業内容】　正規分布とそのモーメント母関数
【事後学修】　正規分布の平均・分散について復習しておく。

第26回 【事前学修】　定積分の変数変換の公式を復習しておく。
【授業内容】　標準正規分布と正規分布表
【事後学修】　正規分布表の見方を復習しておく。

第27回 【事前学修】　二重積分の計算練習をしておく
【授業内容】　正規分布の再生性
【事後学修】　正規分布の再生性を示す定理の証明法を復習しておく。

第28回 【事前学修】　確率変数の平均について復習しておく。
【授業内容】　母集団と標本、統計量
【事後学修】　標本や統計量の意味をしっかり把握する。

第29回 【事前学修】　標本平均とその分布について復習をしておく。
【授業内容】　中心極限定理
【事後学修】　中心極限定理の証明法を理解しておく。

第30回 【事前学修】　二項定理について復習しておく。
【授業内容】　中心極限定理の応用、ラプラスの定理
【事後学修】　二項分布を正規分布で近似する際の注意点を復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する．
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学的な理論の裏づけを重視するので、日頃からいろいろな数学書をよく読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅱ（確率・統計特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

関数解析、エルゴード理論

■講義内容■講義内容

関数解析を通して、エルゴード理論について学ぶ。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

独立でない確率変数列に対しても、ある種の条件下で大数の法則や、中心極限定理が成り立つことを確認できるようにな
る。講義を通して測度論の基礎理論も習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　三角不等式の確認
【授業内容】　ノルム空間
【事後学修】　具体的なノルム空間の確認

第２回 【事前学修】　完備化の定義の確認
【授業内容】　バナッハ空間
【事後学修】　具体的なバナッハ空間の確認

第３回 【事前学修】　行列の線形性の確認
【授業内容】　有界線形作用素
【事後学修】　具体的な有界線形作用素の確認

第４回 【事前学修】　作用素ノルムの確認
【授業内容】　一様有界性定理
【事後学修】　作用素ノルムの演算の確認

第５回 【事前学修】　集合のカルテシアンの確認
【授業内容】　開写像定理と閉グラフ定理
【事後学修】　開写像定理と閉グラフ定理の具体例の確認

第６回 【事前学修】　閉部分空間の確認
【授業内容】　共役空間とその表現
【事後学修】　具体的なバナッハ空間の共役空間の確認

第７回 【事前学修】　共役空間の定義の確認
【授業内容】　ハーン・バナッハの分離定理
【事後学修】　幾何学的なハーン・バナッハの分離定理の確認

第８回 【事前学修】　ノルムの定義の確認
【授業内容】　弱位相、汎弱位相
【事後学修】　弱位相と汎弱位相の具体例の確認

第９回 【事前学修】　無限次元バナッハ空間の定義の確認
【授業内容】　L_p空間
【事後学修】　L_p空間の線形性やノルムの定義の確認

第10回 【事前学修】　L_2空間の定義の確認
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　スペクトルとリゾルベントの確認

第11回 【事前学修】　ボレル測度空間を説明できるように取り組む
【授業内容】　確率空間と確率過程
【事後学修】　独立な確率過程で成り立つ諸定理の確認

第12回 【事前学修】　結合分布の密度関数の計算法の確認
【授業内容】　マルコフ連鎖
【事後学修】　マルコフ作用素の具体例の確認

第13回 【事前学修】　半群の定義の確認
【授業内容】　マルチンゲール
【事後学修】　連続時間と離散時間マルチンゲールの定義の確認

第14回 【事前学修】　一様可積分性の定義の確認
【授業内容】　停止時刻と任意抽出定理
【事後学修】　任意抽出定理を説明できるように取り組む

第15回 【事前学修】　大数の法則の確認
【授業内容】　エルゴード定理
【事後学修】　カオティックな力学系を用いてエルゴード定理を確認

第16回 【事前学修】　位相空間論の確認
【授業内容】　弱位相
【事後学修】　弱位相の例の確認

第17回 【事前学修】　弱位相の定義の確認
【授業内容】　汎弱位相
【事後学修】　弱位相と汎弱位相の具体例の確認

第18回 【事前学修】　ノルム空間の定義の確認
【授業内容】　L_p空間
【事後学修】　L_p空間の具体例の確認
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第19回 【事前学修】　ルベーグ積分の基本性質の確認
【授業内容】　L_p空間の基本性質
【事後学修】　Ｌ_p空間上の不等式の確認

第20回 【事前学修】　ノルム空間の確認
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　ヒルベルト空間の定義を説明できるように取り組む

第21回 【事前学修】　有界線形作用素の定義の確認
【授業内容】　ヒルベルト空間上の線形作用素
【事後学修】　ヒルベルト空間での線形作用素の具体例の確認

第22回 【事前学修】　確率測度の確認
【授業内容】　確率空間と確率過程
【事後学修】　可測関数の基本性質の確認

第23回 【事前学修】　確率測度の定義の確認
【授業内容】　様々な確率空間と分布
【事後学修】　絶対連続性の確認

第24回 【事前学修】　ルベーグ積分の確認
【授業内容】　期待値
【事後学修】　期待値の基本性質の確認

第25回 【事前学修】　期待値の定義の確認
【授業内容】　確率空間における様々な不等式
【事後学修】　イェンセンの不等式の確認

第26回 【事前学修】　確率過程の定義の確認
【授業内容】　マルコフ連鎖
【事後学修】　結合分布の定義の確認

第27回 【事前学修】　結合分布の密度関数の計算法の確認
【授業内容】　マルコフ連鎖の応用例
【事後学修】　マルコフ作用素の具体例の確認

第28回 【事前学修】　半群の定義の確認
【授業内容】　マルチンゲール確率過程
【事後学修】　連続時間と離散時間マルチンゲールの定義の確認

第29回 【事前学修】　一様可積分性の定義の確認
【授業内容】　停止時刻と任意抽出定理
【事後学修】　任意抽出定理を説明できるように取り組む

第30回 【事前学修】　大数の法則の確認
【授業内容】　エルゴード定理
【事後学修】　カオティックな力学系を用いてエルゴード定理を確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する．
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業前に講義ノートに記載の例題や演習問題を解く

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学Ⅰ、解析学Ⅱ

■テキスト■テキスト

「関数解析」宮島 静雄　（著）、横浜図書
「Ergodic Theory of Markov Processes」Shaul R. Foguel （著）、Van Nostrand Reinhold Inc.,U.S. （December
1969）

■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

特になし
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石田　弘隆

代数幾何学特論

■テーマ■テーマ

平面代数曲線

■講義内容■講義内容

代数幾何学の入門として、歴史的に古くから研究されてきた平面代数曲線について具体的な計算を交えて学ぶ。

■達成目標■達成目標

①平面代数曲線の定義を説明することができ、特異点や変曲点を求めることができるようになる。
②ベズーの定理とその応用例を理解できるようになる。
③ブローイング・アップによる特異点解消と特異点の特徴を調べることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　極座標について確認しておく。
【授業内容】　歴史的曲線
【事後学修】　歴史的に研究されてきた曲線について復習する。

第２回 【事前学修】　環や体の定義を確認しておく。
【授業内容】　1変数多項式
【事後学修】　1数多項式の基本事項について復習する。

第３回 【事前学修】　拡大体、拡大次数、超越的な元について復習しておく。
【授業内容】　多変数多項式
【事後学修】　多変数多項式の基本事項について復習する。

第４回 【事前学修】　実数体、複素数体について確認しておく。
【授業内容】　アフィン曲線
【事後学修】　アフィン曲線の定義について復習する。

第５回 【事前学修】　群の定義および一般線形群について確認しておく。
【授業内容】　アフィン幾何
【事後学修】　アフィン変換について復習する。

第６回 【事前学修】　偏微分について確認しておく。
【授業内容】　特異点、接線、変曲点
【事後学修】　特異点、接線、変曲点について復習する。

第７回 【事前学修】　線形代数学における1次連立方程式の基本事項、行列式について確認しておく。
【授業内容】　終結式（1変数の場合）
【事後学修】　終結式について復習する。

第８回 【事前学修】　環やイデアルについて確認しておく。
【授業内容】　終結式（多変数の場合）
【事後学修】　判別式や多変数の場合の終結式を復習する。

第９回 【事前学修】　対称行列の対角化について確認しておく。
【授業内容】　射影曲線
【事後学修】　射影曲線について復習する。

第10回 【事前学修】　アフィン曲線の特異点について確認しておく。
【授業内容】　射影曲線の特異点
【事後学修】　射影曲線の特異点について復習する。

第11回 【事前学修】　射影曲線について確認しておく。
【授業内容】　ベズーの定理
【事後学修】　ベズーの定理とその応用について復習する。

第12回 【事前学修】　射影平面と射影曲線の接線について確認しておく。
【授業内容】　双対射影平面
【事後学修】　双対射影平面と双対曲線について復習する。

第13回 【事前学修】　平面幾何学におけるパスカルの定理やパップスの定理を確認しておく。
【授業内容】　射影2次曲線、射影3次曲線
【事後学修】　射影2次曲線、射影3次曲線について復習する。

第14回 【事前学修】　収束べき級数環について確認しておく。
【授業内容】　局所交点数
【事後学修】　局所交点数について復習する。

第15回 【事前学修】　平面曲線の特異点とその重複度について確認しておく。
【授業内容】　ブローイング・アップと特異点解消
【事後学修】　ブローイング・アップとこれによる特異点解消について復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①－③について, レポート課題（指示された形式の遵守（20％），記述の適切さ（30％），答案の正しさ
（50％）で評価）により達成度を確認する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数学、代数学について十分に復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学関連科目

■テキスト■テキスト

酒井文雄 著「平面代数曲線」共立出版、2012年（ISBN： 9784320019928）
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■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1532 -



石田　弘隆

人間情報学演習Ⅰ（代数幾何学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

複素代数幾何学入門

■講義内容■講義内容

複素多様体の基礎理論について学ぶ。さらに、コンパクトリーマン面、代数曲線、1変数代数関数体の3つが本質的に同値
な対象であることや楕円曲面の特異ファイバーの分類も学習する。

■達成目標■達成目標

①複素多様体の基礎理論を理解できるようになる。
②コンパクトリーマン面、代数曲線、1変数代数関数体の3つの概念の関係を理解できるようになる。
③楕円曲面の特異ファイバーの型を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　1変数正則関数に関して確認しておく．
【授業内容】　正則関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、正則関数に関する学習内容をノートにまとめる.

第２回 【事前学修】　多変数正則関数に関して確認しておく．
【授業内容】　Weierstrassの予備定理と種々の定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Weierstrassの予備定理や逆関数の定理などの学習内容をノー
トにまとめる.

第３回 【事前学修】　形式べき数全体の集合や収束べき級数全体の集合が環をなすことを確認しておく. 
【授業内容】　収束ベキ級数環
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、収束べき級数環の性質をノートにまとめる.

第４回 【事前学修】　複素多様体の定義を確認しておく. 
【授業内容】　複素多様体の定義と有理型関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、複素多様体の定義と例，および有理型関数学習内容をノート
にまとめる.

第５回 【事前学修】　因子の定義を確認しておく. 
【授業内容】　因子と直線束
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、因子と直線束に関する学習内容をノートにまとめる.

第６回 【事前学修】　直線束の定義を確認しておく. 
【授業内容】　直線束と有理型関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、直線束と有理型関数に関する学習内容をノートにまとめる.

第７回 【事前学修】　解析的部分集合に関して確認しておく. 
【授業内容】　解析的部分集合
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、解析的部分集合に関する学習内容をノートにまとめる.

第８回 【事前学修】　ブローイングアップの定義を確認しておく. 
【授業内容】　ブローイングアップ
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、ブローイングアップに関する学習内容をノートにまとめる.

第９回 【事前学修】　Chowの定理に関して確認しておく．
【授業内容】　Chowの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Chowの定理に関する学習内容をノートにまとめる.

第10回 【事前学修】　層の定義を確認しておく．
【授業内容】　層の定義
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、層とその例に関する学習内容をノートにまとめる.

第11回 【事前学修】　コホモロジー群の定義を確認しておく．
【授業内容】　コホモロジー群
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、コホモロジー群の定義および具体的な計算例をノートにまと
める.

第12回 【事前学修】　コホモロジー群とDe Rhamコホモロジーの定義を確認しておく．
【授業内容】　De Rhamの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、De Rhamコホモロジーの定義とDe Rhamの定理，およびその計
算例をノートにまとめる.

第13回 【事前学修】　正則p次形式のgermの層を確認しておく．
【授業内容】　Dolbeaultの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Dolbeaultの定理，およびその計算例をノートにまとめる.

第14回 【事前学修】　コホモロジー群, De Rhamコホモロジーの定義を確認しておく．
【授業内容】　リーマン面の種数の定義
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、リーマン面の種数に関する学習内容をノートにまとめる.

第15回 【事前学修】　有理型関数について確認しておく．
【授業内容】　有理型関数の存在
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、コホモロジーを用いたリーマン面上の有理型関数の存在性に
ついてノートにまとめる.

第16回 【事前学修】　Riemann-Rochの定理を確認しておく．
【授業内容】　Riemann-Rochの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Riemann-Rochの定理とその応用に関してノートにまとめる.
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第17回 【事前学修】　Serreの双対性を確認しておく．
【授業内容】　Serreの双対性
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Serreの双対性に関して学習内容をノートにまとめる.

第18回 【事前学修】　一次系の定義を確認しておく．
【授業内容】　一次系
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、一次系に関する学習内容をノートにまとめる.

第19回 【事前学修】　リーマン面の被覆に関して確認しておく. 
【授業内容】　リーマン面の被覆
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、リーマン面の被覆に関する学習内容をノートにまとめる.

第20回 【事前学修】　超楕円曲線の定義を確認しておく．
【授業内容】　超楕円曲線
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、超楕円曲線に関する学習内容をノートにまとめる.

第21回 【事前学修】　平面曲線の定義を確認しておく．
【授業内容】　平面曲線
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、平面曲線に関する学習内容をノートにまとめる.

第22回 【事前学修】　代数関数体の定義を確認しておく．
【授業内容】　代数関数体
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、代数関数体に関する学習内容をノートにまとめる.

第23回 【事前学修】　種数やコホモロジー群を確認しておく．
【授業内容】　種数公式
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、種数公式と具体的な計算をノートにまとめる.

第24回 【事前学修】　解析接続に関して確認しておく．
【授業内容】　解析接続と被覆面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、解析接続と被覆面に関する学習内容をノートにまとめる.

第25回 【事前学修】　楕円曲線の定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲線
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲線の構造に関して学習内容をノートにまとめる.

第26回 【事前学修】　楕円関数の定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円関数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲線の同型類に関して学習内容をノートにまとめる.

第27回 【事前学修】　交点数の定義を確認しておく. 
【授業内容】　交点数
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、交点数の定義とその具体的な計算例をノートにまとめる.

第28回 【事前学修】　コホモロジー群の定義および第1Chern類の定義を確認しておく．
【授業内容】　第1Chern類
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、第1Chern類に関する学習内容をノートにまとめる.

第29回 【事前学修】　楕円曲面の特異ファイバーに関して定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲面の特異ファイバー
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲面の特異ファイバーの例をノートにまとめる.

第30回 【事前学修】　楕円曲面の特異ファイバーに関して定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲面の特異ファイバー（重複ファイバー）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲面の特異ファイバーの分類をノートにまとめる.

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①－③について, 講義の準備状況, 発表内容, 発表における質疑応答（40％）とレポート（60％）によってその
達成度を総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

複素関数論、代数学について十分に復習しておくこと。学修内容をノートにまとめること。また、授業内のコメントを参
考に復習を十分に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学関連科目

■テキスト■テキスト

堀川頴二 著「新装版 複素代数幾何学入門」岩波書店、2015年（ISBN： 9784000059671）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1534 -



石田　弘隆

人間情報学演習Ⅱ（代数幾何学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

複素代数曲面論

■講義内容■講義内容

複素代数曲面論の基礎とEnriques-小平の複素代数曲面の分類について学ぶ。

■達成目標■達成目標

①小平次元の定義とそれによる複素代数曲面の分類を理解できるようになる。
②様々な代数曲面の構造を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　Picard群の定義を確認しておく. 
【授業内容】　Picard群
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Picard群といくつかの代数曲面のPicard群についてノートに
まとめる.

第２回 【事前学修】　Riemann-Rochの定理を確認しておく．
【授業内容】　Riemann-Rochの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Riemann-Rochの定理に関する学習内容をノートにまとめる.

第３回 【事前学修】　有理写像の定義を確認しておく．
【授業内容】　有理写像
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、有理写像に関する学習内容をノートにまとめる.

第４回 【事前学修】　ブローイング･アップの定義を確認しておく．
【授業内容】　ブローイング･アップ
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、ブローイング･アップに関する学習内容をノートにまとめる.

第５回 【事前学修】　線形系とそれに付随する有理写像の定義を確認しておく．
【授業内容】　線形系と有理写像
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線形系とそれに付随する有理写像に関する学習内容をノート
にまとめる.

第６回 【事前学修】　ブローイング･アップについて確認しておく．
【授業内容】　Castelnuovoの可縮定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Castelnuovoの可縮定理に関する学習内容をノートにまとめ
る.

第７回 【事前学修】　線織曲面の定義について確認しておく．
【授業内容】　線織曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第８回 【事前学修】　線織曲面上のベクトル束について確認しておく．
【授業内容】　線織曲面とベクトル束
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面上のベクトル束に関する学習内容をノートにまとめ
る.

第９回 【事前学修】　線織曲面の不変量について定義を確認しておく．
【授業内容】　線織曲面の数値的性質
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面の不変量の数値的性質をノートにまとめる.

第10回 【事前学修】　有理曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　有理曲面の構造
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、有理曲面の構造に関する学習内容をノートにまとめる.

第11回 【事前学修】　del Pezzo曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　del Pezzo曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、del Pezzo曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第12回 【事前学修】　Castelnuovoの定理を確認しておく. 
【授業内容】　Castelnuovoの定理
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Castelnuovoの定理に関して学習内容をノートにまとめる.

第13回 【事前学修】　Castelnuovoの定理を確認しておく. 
【授業内容】　Castelnuovoの定理の応用
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Castelnuovoの定理の応用に関する学習内容をノートにまとめ
る.

第14回 【事前学修】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面の特徴に関して確認しておく．
【授業内容】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、学習内容をノートにまとめる.

第15回 【事前学修】　線織曲面に関して確認しておく．
【授業内容】　線織曲面の特徴づけ
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、線織曲面の数値的性質と特徴づけに関して学習内容をノート
にまとめる.

第16回 【事前学修】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面に関して確認しておく．
【授業内容】　種数0, 不正則数1以上の代数曲面の構造
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、種数0, 不正則数1以上の代数曲面の構造について学習内容を
ノートにまとめる.
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第17回 【事前学修】　小平次元の定義について確認しておく．
【授業内容】　小平次元の定義
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、小平次元に関する学習内容をノートにまとめる.

第18回 【事前学修】　小平次元が0となる代数曲面の例を確認しておく．
【授業内容】　小平次元0の代数曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、小平次元が0となる代数曲面に関する学習内容をノートにまと
める.

第19回 【事前学修】　K3曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　K3曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、K3曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第20回 【事前学修】　Enriques曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　Enriques曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、Enriques曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第21回 【事前学修】　小平次元に関して確認しておく．
【授業内容】　小平次元1の代数曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、小平次元が1となる代数曲面に関する学習内容をノートにまと
める.

第22回 【事前学修】　楕円曲面の定義を確認しておく．
【授業内容】　楕円曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、楕円曲面に関する学習内容をノートにまとめる.

第23回 【事前学修】　一般型曲面の定義とその例を確認しておく．
【授業内容】　一般型曲面
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、一般型曲面に関する学習をノートにまとめる．

第24回 【事前学修】　修士論文の主題と構成について考察しておく。
【授業内容】　論文作成の指導（論文の主題および構成の設定）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第25回 【事前学修】　導入および主結果の第一稿を準備する。
【授業内容】　論文作成の指導（導入と主結果の設定）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第26回 【事前学修】　修士論文の本論部分（前半）の第一稿を準備する。
【授業内容】　論文作成の指導（本論部分前半の検討）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第27回 【事前学修】　修士論文の本論部分（後半）の第一稿を準備する。
【授業内容】　論文作成の指導（本論部分後半の検討）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第28回 【事前学修】　修士論文の原稿の論理展開を確認し、推敲を重ねる。
【授業内容】　論文作成の指導（全体の論理展開の確認と推敲）
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の内容を修正する。

第29回 【事前学修】　修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　発表内容の検討
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の発表内容を修正する。

第30回 【事前学修】　修士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　発表準備
【事後学修】　講義内でのコメントや議論を元に、修士論文の発表内容を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

達成目標①、②について、準備状況・発表内容・発表における質疑応答（30％）とレポートおよび論文（70％）によって
総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

複素関数論、代数学について十分に復習しておくこと。学修内容をノートにまとめること。また、授業内のコメントを参
考に復習を十分に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学関連科目

■テキスト■テキスト

A. Beauville 著「Complex Algebraic Surfaces」Cambridge University Press，1996年（ISBN： 9780521498425）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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佐藤　篤

代数学特論
Special Topics in Algebra

■テーマ■テーマ

楕円函数と楕円曲線

■講義内容■講義内容

二重周期をもつ有理型函数である楕円函数の基礎理論、ならびに複素数体上の楕円曲線について解説する。また、楕円曲
線のモジュライの観点からモジュラー形式の基礎理論を紹介し、楕円曲線の一意化についても触れる。

■達成目標■達成目標

１．楕円函数の基本的な性質と構成方法について説明できるようになる。
２．複素トーラスが射影平面上の代数曲線と見なせる仕組みについて説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　有理型函数の定義と基本的な性質を確認しておく
【授業内容】　有理型函数の周期
【事後学修】　有理型函数全般について復習する

第２回 【事前学修】　加群やその部分群の定義を確認しておく
【授業内容】　格子と複素トーラス
【事後学修】　平面の格子による剰余群の定義と性質を復習する

第３回 【事前学修】　留数定理と偏角の原理について確認しておく
【授業内容】　楕円函数の定義と基本的な性質
【事後学修】　楕円函数の基本的な性質について証明も含めて復習する

第４回 【事前学修】　絶対収束と一様収束について確認しておく
【授業内容】　Weierstrass の p 函数
【事後学修】　函数項級数の収束について復習する

第５回 【事前学修】　楕円函数の基本的な性質を復習しておく
【授業内容】　p 函数による楕円函数の表示
【事後学修】　楕円函数全体のなす体の構造について復習する

第６回 【事前学修】　冪級数の基本的な性質を確認しておく
【授業内容】　p 函数がみたす微分方程式
【事後学修】　2 次式と 3 次式の判別式について復習する

第７回 【事前学修】　行列式の定義と基本的な性質を確認しておく
【授業内容】　p 函数の加法公式
【事後学修】　部分格子の p 函数に関する命題の証明を完成させる

第８回 【事前学修】　well-defined という概念について確認しておく
【授業内容】　複素トーラスの間の正則写像
【事後学修】　剰余群の間の準同型写像について復習する

第９回 【事前学修】　Riemann 球面の自己同型について確認しておく
【授業内容】　同種写像
【事後学修】　モジュラー不変量の定義と性質について復習する

第10回 【事前学修】　射影平面の定義について確認しておく
【授業内容】　楕円曲線
【事後学修】　平面代数曲線の正則点・特異点について復習する

第11回 【事前学修】　p 函数の性質について復習しておく
【授業内容】　複素トーラスと楕円曲線
【事後学修】　一意化定理の証明の流れについて復習する

第12回 【事前学修】　p 函数の加法公式について復習しておく
【授業内容】　楕円曲線の演算
【事後学修】　同種写像の代数的な計算について復習する

第13回 【事前学修】　平面内の格子について復習しておく
【授業内容】　複素トーラスの同型類
【事後学修】　基本領域が実際に基本領域になっていることを確認する

第14回 【事前学修】　モジュラー変換群について復習しておく
【授業内容】　モジュラー形式
【事後学修】　モジュラー形式の定義について復習する

第15回 【事前学修】　モジュラー形式の定義と性質を復習しておく
【授業内容】　Eisenstein 級数
【事後学修】　Eisenstein 級数がモジュラー形式になっていることを確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小テスト （60％） とレポート （40％） による。
小テストとレポートのフィードバック方法は初回授業時に説明する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

フルヴィッツ・クーラント、楕円関数論、丸善出版、2012。
ISBN: 9784621065525
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佐藤　篤

人間情報学演習Ⅰ（代数学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

楕円曲線の数論

■講義内容■講義内容

射影平面上の代数曲線の幾何学な性質、ならびに楕円曲線上の有理点のなす群の数論的な性質を学ぶ。また、暗号理論等
への応用も学ぶ。発表や報告は受講者が行い、それを元にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

１．楕円曲線上の点の全体が群をなすことについて説明できるようになる。
２．Mordell の定理の証明について説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストA.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　射影平面の定義
【事後学修】　テキストA.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト A.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　射影平面上の曲線
【事後学修】　テキスト A.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　円錐曲線上の有理点
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　3 次曲線における幾何学
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Weierstrass の標準形
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　群法則の明示公式
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 2.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　位数 2 または 3 の点
【事後学修】　テキスト 2.1 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　3 次曲線上の実点と複素点
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　判別式
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 2.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限位数の点は整座標をもつ
【事後学修】　テキスト 2.4 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 2.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Nagell-Lutz の定理とさらなる発展
【事後学修】　テキスト 2.5 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 3.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　高さと降下法
【事後学修】　テキスト 3.1 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　P+P0 の高さ
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　2P の高さ
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 3.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　便利な準同型写像
【事後学修】　テキスト 3.4 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 3.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Mordell の定理
【事後学修】　テキスト 3.5 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　テキスト 3.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　計算例と発展
【事後学修】　テキスト 3.6 節の内容を自分なりに再構成する

第18回 【事前学修】　テキスト 3.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　特異 3 次曲線
【事後学修】　テキスト 3.7 節の内容を自分なりに再構成する
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第19回 【事前学修】　テキスト 4.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上の有理点
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 4.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Gauss の定理
【事後学修】　テキスト 4.2 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 4.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　位数有限の点‐再考
【事後学修】　テキスト 4.3 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 4.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線を使った因数分解アルゴリズム
【事後学修】　テキスト 4.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく

第23回 【事前学修】　テキスト 5.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　整点はどれくらいあるか？
【事後学修】　テキスト 5.1 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　テキスト 5.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　タクシーと 2 つの 3 乗数の和
【事後学修】　テキスト 5.2 節の内容を自分なりに再構成する

第25回 【事前学修】　テキスト 5.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Thue の定理と Diophantus 近似
【事後学修】　テキスト 5.3 節の内容を自分なりに再構成する

第26回 【事前学修】　テキスト 5.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助多項式の構成
【事後学修】　テキスト 5.4 節の内容を自分なりに再構成する

第27回 【事前学修】　テキスト 5.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助多項式は小さい
【事後学修】　テキスト 5.5 節の内容を自分なりに再構成する

第28回 【事前学修】　テキスト 5.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助多項式は消滅しない
【事後学修】　テキスト 5.6 節の内容を自分なりに再構成する

第29回 【事前学修】　テキスト 5.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Diophantus 近似定理の証明
【事後学修】　テキスト 5.7 節の内容を自分なりに再構成する

第30回 【事前学修】　テキスト 5.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　更なる発展
【事後学修】　テキスト 5.8 節の内容を自分なりに再構成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

代数学と複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

シルヴァーマン・テイト、楕円曲線論入門、丸善出版、2012。ISBN: 9784621064535

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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佐藤　篤

人間情報学演習Ⅱ（代数学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

楕円曲線と楕円暗号

■講義内容■講義内容

楕円曲線を利用した公開鍵暗号である楕円暗号の基礎を学ぶ。また、そのために必要となる代数学や整数論についても学
ぶ。発表や報告は受講者が行い、それを元にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

１．公開鍵暗号の概念について説明できるようになる。
２．楕円暗号の仕組みと実際の運用法について説明できるようになる。
３．これまでに学んだことを自分なりに再構成して表現することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　数論・代数曲線と暗号理論
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　暗号小史 ― 古代から近代へ
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　現代暗号 ― サイバー世界と公開鍵暗号
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　暗号の安全性
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 1.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　数学の威力 ― 楕円暗号
【事後学修】　テキスト 1.5 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ユークリッド互除法
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　群、環、体
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 2.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　合同式の性質と中国人の剰余定理
【事後学修】　テキスト 2.4 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 2.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　オイラーの定理
【事後学修】　テキスト 2.5 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 2.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上のベクトル、行列そして多項式
【事後学修】　テキスト 2.6 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 2.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上の多項式の数学的処理
【事後学修】　テキスト 2.7 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 2.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　拡大体
【事後学修】　テキスト 2.8 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ディオファントス問題と有理数体上の楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　平面曲線としての楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 3.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　代数群としての楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.4 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 3.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線離散対数と楕円暗号
【事後学修】　テキスト 3.5 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　テキスト 3.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　複素数体上の楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.6 節の内容を自分なりに再構成する
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第18回 【事前学修】　テキスト 3.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線の同型変換
【事後学修】　テキスト 3.7 節の内容を自分なりに再構成する

第19回 【事前学修】　テキスト 3.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円曲線の自己準同型写像
【事後学修】　テキスト 3.8 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 3.9 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体上の楕円曲線
【事後学修】　テキスト 3.9 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 3.10 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ヴェイユ予想
【事後学修】　テキスト 3.10 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 3.11 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　等分点
【事後学修】　テキスト 3.11 節の内容を自分なりに再構成する

第23回 【事前学修】　テキスト 3.12 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円暗号の安全性と RSA、エルガマル暗号との比較
【事後学修】　テキスト 3.12 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　論文の概要についてまとめておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　論文の概要について修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　主結果について草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　主結果について修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　定理等の依存関係をまとめておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　定理等の依存関係について修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　定理等の証明の草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　定理等の証明について修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字脱字を修正しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：推敲
【事後学修】　論文の誤字脱字について修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備しておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表のスライドについて修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　発表の練習について修正し、適切な内容になっているか確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

代数学と複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

辻井重男・笠原正雄 （編著）、暗号理論と楕円曲線、森北出版、2008。ISBN: 9784627847514

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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片方　江

幾何学特論
Special Topics in Geometry

■テーマ■テーマ

函数論とフラクタル集合

■講義内容■講義内容

函数論に現れるフラクタル集合について学ぶ．

■達成目標■達成目標

具体例を考察し，函数論に現れるフラクタル集合について理解を深める．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト§1.1,§1.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】複素平面・相似変換
【事後学修】授業内容をまとめ，複素平面・相似変換に関連する演習問題を解く．

第２回 【事前学修】テキスト§1.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】自己相似集合
【事後学修】授業内容をまとめ，自己相似集合に関連する演習問題を解く．

第３回 【事前学修】テキスト§1.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】複素微分
【事後学修】授業内容をまとめ，複素微分に関連する演習問題を解く．

第４回 【事前学修】テキスト§1.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】複素積分
【事後学修】授業内容をまとめ，複素積分に関連する演習問題を解く．

第５回 【事前学修】テキスト§1.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】コーシーの積分定理
【事後学修】授業内容をまとめ，コーシーの積分定理に関連する演習問題を解く．

第６回 【事前学修】テキスト§2.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】リーマン球面
【事後学修】授業内容をまとめ，リーマン球面に関連する演習問題を解く．

第７回 【事前学修】テキスト§2.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】メビウス変換
【事後学修】授業内容をまとめ，メビウス変換に関連する演習問題を解く．

第８回 【事前学修】テキスト§2.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】等角写像
【事後学修】授業内容をまとめ，等角写像に関連する演習問題を解く．

第９回 【事前学修】テキスト§2.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】極限集合
【事後学修】授業内容をまとめ，極限集合に関連する演習問題を解く．

第10回 【事前学修】テキスト§2.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】双曲幾何
【事後学修】授業内容をまとめ，双曲幾何に関連する演習問題を解く．

第11回 【事前学修】テキスト§4.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】2次多項式
【事後学修】授業内容をまとめ，2次多項式に関連する演習問題を解く．

第12回 【事前学修】テキスト§4.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】ジュリア集合
【事後学修】授業内容をまとめ，ジュリア集合に関連する演習問題を解く．

第13回 【事前学修】テキスト§4.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】グリーン関数
【事後学修】授業内容をまとめ，グリーン関数に関連する演習問題を解く．

第14回 【事前学修】テキスト§4.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】マンデルブロ集合
【事後学修】授業内容をまとめ，マンデルブロ集合に関連する演習問題を解く．

第15回 【事前学修】これまでの内容を復習し，疑問点を確認する．
【授業内容】今後の展望
【事後学修】授業内容を体系的に整理する．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート100%で評価する．
具体的な評価基準は授業時に公開する．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

解析学に関する基礎知識を理解しておくこと．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学科目全般

■テキスト■テキスト

もう一つの函数論入門（著：谷口雅彦，京都大学学術出版会）
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■参考文献■参考文献

適宜紹介する．

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する．
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片方　江

人間情報学演習Ⅰ（幾何学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

力学系とフラクタル集合

■講義内容■講義内容

力学系から生成されるフラクタル集合について学ぶ．

■達成目標■達成目標

力学系から生成されるフラクタル集合の具体例を考察し，議論を一般論へ展開することができる．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト§1.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Introduction
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.1の演習問題を解く．

第２回 【事前学修】テキスト§1.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of Möbius Transformations
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.2の演習問題を解く．

第３回 【事前学修】テキスト§1.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z^2
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.3の演習問題を解く．

第４回 【事前学修】テキスト§1.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Tchebychev Polynomials
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.4の演習問題を解く．

第５回 【事前学修】テキスト§1.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z^2-1
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.5の演習問題を解く．

第６回 【事前学修】テキスト§1.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z^2+c
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.6の演習問題を解く．

第７回 【事前学修】テキスト§1.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ z+1/z
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.7の演習問題を解く．

第８回 【事前学修】テキスト§1.8の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Iteration of z ↦ 2z-1/z
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.8の演習問題を解く．

第９回 【事前学修】テキスト§1.9の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Newton's Approximation
【事後学修】授業内容をまとめ，§1.9の演習問題を解く．

第10回 【事前学修】テキスト§2.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Extended Complex Plane
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.1の演習問題を解く．

第11回 【事前学修】テキスト§2.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Rational Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.2の演習問題を解く．

第12回 【事前学修】テキスト§2.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Lipschitz Condition
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.3の演習問題を解く．

第13回 【事前学修】テキスト§2.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Conjugacy
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.4の演習問題を解く．

第14回 【事前学修】テキスト§2.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Valency
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.5の演習問題を解く．

第15回 【事前学修】テキスト§2.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Fixed Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.6の演習問題を解く．

第16回 【事前学修】テキスト§2.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Critical Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.7の演習問題を解く．

第17回 【事前学修】テキスト§2.8の定義・定理などを確認する．
【授業内容】A Topology on the Rational Functions
【事後学修】授業内容をまとめ，§2.8の演習問題を解く．

第18回 【事前学修】テキスト§3.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Fatou and Julia Sets
【事後学修】授業内容をまとめ，§3.1の演習問題を解く．
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第19回 【事前学修】テキスト§3.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Completely Invariant Sets
【事後学修】授業内容をまとめ，§3.2の演習問題を解く．

第20回 【事前学修】テキスト§3.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Normal Families and Equicontinuity
【事後学修】授業内容をまとめ，§3.3の演習問題を解く．

第21回 【事前学修】テキスト§4.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Exceptional Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§4.1の演習問題を解く．

第22回 【事前学修】テキスト§4.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Properties of the Julia Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§4.2の演習問題を解く．

第23回 【事前学修】テキスト§4.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Rational Maps with Empty Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§4.3の演習問題を解く．

第24回 【事前学修】テキスト§5.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Topology of the Sphere
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.1の演習問題を解く．

第25回 【事前学修】テキスト§5.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Completely Invariant Components of the Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.2の演習問題を解く．

第26回 【事前学修】テキスト§5.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Euler Characteristic
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.3の演習問題を解く．

第27回 【事前学修】テキスト§5.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Riemann-Hurwitz Formula for Covering Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.4の演習問題を解く．

第28回 【事前学修】テキスト§5.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Maps Between Components of Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.5の演習問題を解く．

第29回 【事前学修】テキスト§5.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Number of Components of the Fatou Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.6の演習問題を解く．

第30回 【事前学修】テキスト§5.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Components of the Julia Set
【事後学修】授業内容をまとめ，§5.7の演習問題を解く．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

① 発表の準備状況，発表内容，発表態度［発表者］
② 質問内容，参加態度［聴講者］
③ レポート［全員］

①②70%および③30%で評価する．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は分からないところ・曖昧なところがなくなるまで十分に予習を行い，発表原稿を作成すること．
聴講者も予習を行い，分かる・分からないを明確にして参加すること．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学科目全般

■テキスト■テキスト

Iteration of rational functions（著：Alan F. Beardon，Springer）

■参考文献■参考文献

適宜紹介する．

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する．
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片方　江

人間情報学演習Ⅱ（幾何学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

力学系とフラクタル集合

■講義内容■講義内容

力学系から生成されるフラクタル集合について学ぶ．

■達成目標■達成目標

力学系から生成されるフラクタル集合の具体例を考察し，議論を一般論へ展開することができる．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト§6.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Classification of Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.1の演習問題を解く．

第２回 【事前学修】テキスト§6.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Existence of Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.2の演習問題を解く．

第３回 【事前学修】テキスト§6.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】(Super)Attracting Cycles
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.3の演習問題を解く．

第４回 【事前学修】テキスト§6.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Repelling Cycles
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.4の演習問題を解く．

第５回 【事前学修】テキスト§6.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Rationally Indifferent Cycles
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.5の演習問題を解く．

第６回 【事前学修】テキスト§6.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Irrationally Indifferent Cycles in F
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.6の演習問題を解く．

第７回 【事前学修】テキスト§6.7の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Irrationally Indifferent Cycles in J
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.7の演習問題を解く．

第８回 【事前学修】テキスト§6.8の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Proof of the Existence of Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.8の演習問題を解く．

第９回 【事前学修】テキスト§6.9の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Julia set and Periodic Points
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.9の演習問題を解く．

第10回 【事前学修】テキスト§6.10の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Local Conjugacy
【事後学修】授業内容をまとめ，§6.10の演習問題を解く．

第11回 【事前学修】テキスト§7.1の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Five Possibilities
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.1の演習問題を解く．

第12回 【事前学修】テキスト§7.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Limit Functions
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.2の演習問題を解く．

第13回 【事前学修】テキスト§7.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Parabolic Domains
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.3の演習問題を解く．

第14回 【事前学修】テキスト§7.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Siegel Discs and Herman Rings
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.4の演習問題を解く．

第15回 【事前学修】テキスト§7.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Connectivity of Invariant Components
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.5の演習問題を解く．

第16回 【事前学修】テキスト§7.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Connectivity of Invariant Components
【事後学修】授業内容をまとめ，§7.5の演習問題を解く．

第17回 【事前学修】テキスト§8.2の定義・定理などを確認する．
【授業内容】A Preliminary Result
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.2の演習問題を解く．

第18回 【事前学修】テキスト§8.3の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Conformal Structures
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.3の演習問題を解く．
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第19回 【事前学修】テキスト§8.4の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Quasiconformal Conjugates of Rational Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.4の演習問題を解く．

第20回 【事前学修】テキスト§8.5の定義・定理などを確認する．
【授業内容】Boundary Values of Conjugate Maps
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.5の演習問題を解く．

第21回 【事前学修】テキスト§8.6の定義・定理などを確認する．
【授業内容】The Proof of Theorem 8.1.2
【事後学修】授業内容をまとめ，§8.6の演習問題を解く．

第22回 【事前学修】修士論文の主題と概要を準備する．
【授業内容】論文作成指導①（主題・概要）
【事後学修】主題と概要を修正する．

第23回 【事前学修】修士論文の導入部分を準備する．
【授業内容】論文作成指導②（導入）
【事後学修】導入部分を修正する．

第24回 【事前学修】修士論文の主結果を準備する．
【授業内容】論文作成指導③（主結果）
【事後学修】主結果を修正する．

第25回 【事前学修】修士論文の主結果の証明を準備する．
【授業内容】論文作成指導④（証明）
【事後学修】主結果の証明を修正する．

第26回 【事前学修】修士論文の初稿を完成させる．
【授業内容】論文作成指導⑤（推敲）
【事後学修】修士論文の第二稿を完成させる．

第27回 【事前学修】修士論文の第二稿を確認する．
【授業内容】論文作成指導⑥（まとめ）
【事後学修】修士論文の最終稿を完成させる．

第28回 【事前学修】修士論文の発表準備を行う．
【授業内容】発表準備①（構成）
【事後学修】発表原稿・スライドを作成する．

第29回 【事前学修】修士論文の発表準備を行う．
【授業内容】発表準備②（発表練習）
【事後学修】発表原稿・スライドの調整を行う．

第30回 【事前学修】修士論文の発表準備を行う．
【授業内容】発表準備③（まとめ）
【事後学修】発表原稿・スライドを完成させる．

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

① 発表の準備状況，発表内容，発表態度［発表者］
② 質問内容，参加態度［聴講者］
③ レポートおよび論文［全員］

①②70%および③30%で評価する．

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

発表者は分からないところ・曖昧なところがなくなるまで十分に予習を行い，発表原稿を作成すること．
聴講者も予習を行い，分かる・分からないを明確にして参加すること．

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学科目全般

■テキスト■テキスト

Iteration of rational functions（著：Alan F. Beardon，Springer）

■参考文献■参考文献

適宜紹介する．

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する．
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星野　真樹

解析学特論
Special Topics in Analysis

■テーマ■テーマ

関数解析概論

■講義内容■講義内容

微分方程式論やフーリエ解析を学ぶ上で基礎となる関数空間と作用素について取り扱う。

■達成目標■達成目標

１．バナッハ空間やヒルベルト空間について具体例を用いて説明することができるようになる
２．関数空間上の作用素論を用いて、積分方程式や微分方程式の解を考察することができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　実数列の収束条件を調べる
【授業内容】　コーシー列と縮小写像の原理
【事後学修】　縮小写像と収束に関する具体例を調べる

第２回 【事前学修】　ユークリッド空間のベクトルを復習しておく
【授業内容】　ベクトル空間
【事後学修】　一次従属・独立に関して具体例を調べる

第３回 【事前学修】　ユークリッド空間の距離と性質を確認しておく
【授業内容】　バナッハ空間
【事後学修】　バナッハ空間の具体例を調べて完備性を証明する

第４回 【事前学修】　縮小写像と不動点について確認する
【授業内容】　バナッハ空間における縮小写像
【事後学修】　フレドホルムの積分方程式を調べる

第５回 【事前学修】　行列、微分、積分についての性質を復習しておく
【授業内容】　線形作用素
【事後学修】　線形作用素の例を調べ、有界かどうか確認する

第６回 【事前学修】　ノルム空間の定義と具体例を調べておく
【授業内容】　有界線形作用素の作る空間
【事後学修】　定理の証明を完成させる

第７回 【事前学修】　等比級数の和と収束条件について確認しておく
【授業内容】　逆作用素
【事後学修】　逆作用素の具体例を調べる

第８回 【事前学修】　重積分と積分順序の交換について復習しておく
【授業内容】　微分方程式と積分方程式への応用
【事後学修】　具体例に対し方程式の解を求めてみる

第９回 【事前学修】　実数の完備性と内積の性質を確認しておく
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　ヒルベルト空間に対して成立する不等式を調べる

第10回 【事前学修】　連続関数列の極限が連続でない例を調べておく
【授業内容】　２乗可積分関数の作る空間
【事後学修】　リーマン積分の範囲では考察できない理由をまとめる

第11回 【事前学修】　ユークリッド空間の基底を正規直交化する手順を復習しておく
【授業内容】　正規直交系
【事後学修】　直交関数系を調べる

第12回 【事前学修】　ユークリッド空間の直和分解を復習しておく
【授業内容】　直和分解
【事後学修】　射影作用素の性質をまとめ証明してみる

第13回 【事前学修】　線形汎関数の例を調べておく
【授業内容】　線形汎関数の表現定理
【事後学修】　リースの表現定理の応用例を調べる

第14回 【事前学修】　対称行列の性質を復習しておく
【授業内容】　共役作用素
【事後学修】　自己共役作用素の性質と例を調べる

第15回 【事前学修】　行列の固有値と固有ベクトルについて調べておく
【授業内容】　ヒルベルト空間の作用素とスペクトル
【事後学修】　具体的なヒルベルト空間上の作用素とそのスペクトルを調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の演習（30％）およびレポート（70％）で評価する。詳細は授業開始時に指示する。授業中の演習については、教
科書の例などについて正しく理解されているか（100％）について評価し、レポートについては教科書中の演習問題に関し
て解いてもらうこと（100％）について評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数（抽象ベクトル空間と種々の行列とその性質，固有値問題）や微分積分学（実数の完備性、イプシロンN論法、イ
プシロンデルタ論法、上限や下限の定義、級数の収束）について全体的に復習しておくこと。さらに、位相空間論（距離
空間とコンパクト性，完備空間と完備化等）、ルベーグ積分等も用いられるので履修前に学習しておくこと。
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■テキスト■テキスト

洲之内治男著,改定 函数解析入門, サイエンス社, ISBN978-4-781-90742-0

■参考文献■参考文献

必要に応じて適宜紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅰ（解析学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

関数解析

■講義内容■講義内容

関数解析の理論は、微分方程式をはじめ数学の諸分野において、基礎的な部分からその応用面まで広く重要な役割を果た
している。ここでは、ノルム空間や、ヒルベルト空間といった基本的な関数空間を取り上げ受講生に発表してもらう。さ
らに、基本的な作用素とその性質についても取り扱う。

■達成目標■達成目標

１．ノルム空間、ヒルベルト空間などの関数空間について説明し、使うことができるようになる。
２．関数空間上で定義された作用素について具体的な例をあげたり、利用することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ユークリッド空間について復習する
【授業内容】　ベクトル空間
【事後学修】　適当な関数の集合がベクトル空間になることを確かめる

第２回 【事前学修】　ユークリッド空間の次元について確認する
【授業内容】　次元
【事後学修】　関数空間が無限次元になることを確かめる

第３回 【事前学修】　ユークリッド空間の距離について確認する
【授業内容】　ノルム空間
【事後学修】　一様収束と各点収束を与える関数列の具体例を考察する

第４回 【事前学修】　ユークリッド空間の開集合や閉集合の性質について調べておく
【授業内容】　ノルム空間の位相
【事後学修】　関数空間に対し開集合系を考え位相空間になることを確かめる

第５回 【事前学修】　有理数が完備でないことを実数列の収束の視点で復習しておく
【授業内容】　完備性
【事後学修】　ノルムの違いによって同じ関数列に対しても完備性が変わることを考察する

第６回 【事前学修】　級数の収束について復習しておく
【授業内容】　バナッハ空間
【事後学修】　バナッハ空間の例を調べる

第７回 【事前学修】　像や逆像など写像に関する用語と具体例を調べておく
【授業内容】　写像
【事後学修】　写像の例について全射や単射などの性質を調べる

第８回 【事前学修】　線形で有界な写像について具体例を調べておく
【授業内容】　連続な線形写像
【事後学修】　写像の例について線形性や連続性を確認する

第９回 【事前学修】　集合算を復習しておく
【授業内容】　ベールのカテゴリー定理
【事後学修】　定理の証明について文献を調べる

第10回 【事前学修】　有理点で微分不可能な関数について予習しておく
【授業内容】　ベールのカテゴリー定理の応用
【事後学修】　バナッハシュタインハウスの定理の証明にあった実数に関する部分を一般化する

第11回 【事前学修】　有理数の完備化について調べておく
【授業内容】　ノルム空間の完備化
【事後学修】　多項式からなる関数空間の完備化を考察する

第12回 【事前学修】　縮小写像の性質と具体例について調べておく
【授業内容】　バナッハの不動点定理
【事後学修】　適当な積分方程式が不動点をもつことを確かめる

第13回 【事前学修】　区間の集合算とその長さに関して成り立つことを調べておく
【授業内容】　可測関数
【事後学修】　可測関数の例を調べ可測であることを示す

第14回 【事前学修】　イプシロンデルタ論法を復習しておく
【授業内容】　測度収束と極限
【事後学修】　測度収束する関数列に対しその極限を考察する

第15回 【事前学修】　可測関数の具体例と可測性を示すことができるようにしておく
【授業内容】　可測関数列の性質
【事後学修】　階段関数列の測度的極限と関数列の収束を考察する

第16回 【事前学修】　リーマン積分の定義と可積分条件を確認しておく
【授業内容】　有界可測関数の積分
【事後学修】　ルベーグ積分とリーマン積分が一致することを確かめる

第17回 【事前学修】　集合算について復習しておく
【授業内容】　可測集合
【事後学修】　可測集合に関する基本的性質を確かめる
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第18回 【事前学修】　リーマン積分にあった基本的な定理を必要な仮定に気をつけながら調べておく
【授業内容】　ルベーグ積分の基本定理
【事後学修】　具体例に関し基本的性質を確認しルベーグ積分とリーマン積分の比較を通してその有用性を考察
する

第19回 【事前学修】　ユークリッド空間の内積の性質を確認する
【授業内容】　内積
【事後学修】　関数空間に適当な内積を導入し、その性質を考察する

第20回 【事前学修】　ユークリッド空間のノルムについて確認する
【授業内容】　内積空間におけるノルム
【事後学修】　関数空間に適切なノルムを導入しその性質を考察する

第21回 【事前学修】　完備性について復習しておく
【授業内容】　ヒルベルト空間
【事後学修】　ヒルベルト空間の例を調べる

第22回 【事前学修】　ノルムと内積について復習しておく
【授業内容】　強収束と弱収束
【事後学修】　弱収束するが強収束しない例を調べる

第23回 【事前学修】　ユークリッド空間の正規直交系を復習しておく
【授業内容】　ヒルベルト空間の正規直交基底
【事後学修】　関数列から正規直交列を構成してみる

第24回 【事前学修】　ユークリッド空間において正規直交系と内積を用いたベクトルの表示法について調べておく
【授業内容】　フーリエ級数展開
【事後学修】　周期関数に対しフーリエ級数を求める

第25回 【事前学修】　ユークリッド空間における射影の例と性質を確認する
【授業内容】　直交射影
【事後学修】　適当な関数の直交分解を考える

第26回 【事前学修】　直交分解について復習しておく
【授業内容】　リースの表現定理
【事後学修】　適当な線形汎関数に対しリースの表現定理を確かめる

第27回 【事前学修】　行列のノルムと性質について調べておく
【授業内容】　線形作用素と作用素ノルム
【事後学修】　積分作用素とその作用素ノルムを考察する

第28回 【事前学修】　線形写像と具体例について確認しておく
【授業内容】　双線形写像と表現定理
【事後学修】　ラックス・ミルグラムの定理の応用例を調べる

第29回 【事前学修】　対称行列についてその性質を復習しておく
【授業内容】　自己共役作用素
【事後学修】　自己共役作用素の例を調べる

第30回 【事前学修】　逆行列・正規行列・ユニタリ行列について復習しておく
【授業内容】　逆作用素
【事後学修】　逆作用素の例を調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表と質疑応答（80％）、レポート（20％）により評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

位相空間論、抽象ベクトル空間を扱っている線形代数学,収束や連続に関して厳密な定義に基づいた微分積分学全般等の知
識を必要とするので、予め学習しておく必要がある。さらにルベーグ積分の知識が必要となるため、他の教科書を読むな
ど事前の入念な準備と予習と復習が必要である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学特論

■テキスト■テキスト

堀内利朗・下村勝孝共著, 関数解析の基礎 ∞次元の微積分, 内田老鶴圃, ISBN4-7536-0099-8

■参考文献■参考文献

適時紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅱ（解析学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

関数解析

■講義内容■講義内容

関数解析の理論は、微分方程式をはじめ数学の諸分野において、基礎的な部分からその応用面まで広く重要な役割を果た
している。ここでは、引き続き関数空間上で定義された作用素やその性質を取り上げ受講生に発表してもらう。さらに、
それらがどのように応用されるか、微分方程式やフーリエ解析などの観点から考察してもらう。

■達成目標■達成目標

１．様々な作用素とその性質について具体例を用い説明し、応用することができるようになる
２．フーリエ解析や常微分方程式に関数解析的手法を用いることができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　正値行列と行列の平方根について調べる
【授業内容】　正値作用素
【事後学修】　正値作用素の例を調べる

第２回 【事前学修】　射影行列と性質について調べる
【授業内容】　射影作用素
【事後学修】　射影作用素の例を調べる

第３回 【事前学修】　アスコリアルツェラの定理を調べる
【授業内容】　コンパクト作用素
【事後学修】　コンパクト作用素の例を調べる

第４回 【事前学修】　行列の固有値と固有ベクトルに関して復習しておく
【授業内容】　固有値と固有ベクトル
【事後学修】　積分や微分作用素に関する固有値と固有ベクトルを調べる

第５回 【事前学修】　ユニタリ行列の固有値と固有ベクトルの性質を確認する
【授業内容】　コンパクト作用素と固有値
【事後学修】　自己共役コンパクト作用素の例について固有値と固有ベクトルを調べる

第６回 【事前学修】　行列の場合の固有値に対する固有空間へのベクトルの分解を考察する
【授業内容】　スペクトル分解
【事後学修】　自己共役コンパクト作用素の例についてスペクトル分解を求める

第７回 【事前学修】　有界作用素について復習する
【授業内容】　非有界作用素
【事後学修】　非有界作用素の例を調べる

第８回 【事前学修】　自己共役作用素について復習しておく
【授業内容】　非有界作用素への拡張
【事後学修】　非有界作用素と有界作用素の扱い方を比較する

第９回 【事前学修】　フーリエ級数とフーリエ変換の関係を調べる
【授業内容】　フーリエ変換
【事後学修】　ガウス関数のフーリエ変換を求める

第10回 【事前学修】　簡単な関数についてフーリエ変換ができるようにしておく
【授業内容】　2乗可積分関数の空間におけるフーリエ変換
【事後学修】　2乗可積分関数の例についてフーリエ変換の性質を確認する

第11回 【事前学修】　ラプラス変換とフーリエ変換の関係を調べる
【授業内容】　ラプラス変換
【事後学修】　ラプラス変換の性質を証明する

第12回 【事前学修】　簡単な関数についてラプラス変換ができるようにしておく
【授業内容】　ラプラス逆変換
【事後学修】　ラプラス逆変換の性質を証明する

第13回 【事前学修】　簡単な関数についてラプラス逆変換ができるようにしておく
【授業内容】　ラプラス変換の応用
【事後学修】　ラプラス変換を利用して常微分方程式の初期値問題を解く

第14回 【事前学修】　常微分方程式について復習しておく
【授業内容】　フーリエ変換の常微分方程式への応用
【事後学修】　具体的な常微分方程式をフーリエ変換し解いてみる

第15回 【事前学修】　２階の常微分方程式の境界値問題について復習しておく
【授業内容】　常微分方程式の境界値問題
【事後学修】　自己共役になるような境界値つき常微分作用素の例を調べる

第16回 【事前学修】　ロンスキアンについて復習しておく
【授業内容】　スツルム・リュービル型固有値問題
【事後学修】　スツルム・リュービル型固有値問題の具体例と固有値・固有関数を調べる

第17回 【事前学修】　具体的なスツルム・リュービル型固有値問題について調べておく
【授業内容】　スツルム・リュービル型固有値問題の解法
【事後学修】　スツルム・リュービル型固有値問題の具体例について固有関数展開を用いて解く
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第18回 【事前学修】　多変数関数の部分積分と積分に関する一致の性質について調べておく
【授業内容】　超関数の準備
【事後学修】　共役作用素を計算する

第19回 【事前学修】　ガウス関数の性質を調べておく
【授業内容】　テスト関数の空間
【事後学修】　テスト関数の空間における収束について証明を完成する

第20回 【事前学修】　線形汎関数について復習しておく
【授業内容】　超関数
【事後学修】　超関数の意味で微分することと古典的な微分を比較する

第21回 【事前学修】　ヘルダーの不等式を確認しておく
【授業内容】　超関数と関数空間
【事後学修】　ソボレフ空間の応用について調べる

第22回 【事前学修】　ソボレフ空間について確認しておく
【授業内容】　超関数の性質
【事後学修】　これまでの学習を総括する

第23回 【事前学修】　研究課題について概要を発表できるようにしておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第24回 【事前学修】　序論と主結果の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　本論の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　証明の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　全体のバランスや構成を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：論文全体に関する検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字や脱字など詳細を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑥：推敲
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備して発表できるようにしておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　これまでの反省を踏まえ発表を行えるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文作成および発表（50％）、質疑応答（25％）、レポート（25％）で評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

位相空間論、抽象ベクトル空間を扱っている線形代数学,収束や連続に関して厳密な定義に基づいた微分積分学全般等の知
識を必要とするので、予め学習しておく必要がある。さらにルベーグ積分の知識が必要となるため、他の教科書を読むな
ど事前の入念な準備と予習と復習が必要である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

解析学特論

■テキスト■テキスト

堀内利朗・下村勝孝共著, 関数解析の基礎 ∞次元の微積分, 内田老鶴圃,ISBN4-7536-0099-8

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1554 -



伊藤　晶文

地表環境論
Earth Surface Processes and Environments

■テーマ■テーマ

湿潤変動帯における地形形成と人間生活

■講義内容■講義内容

湿潤変動帯に位置する日本列島では，さまざまな地形が形成され，変化し続けている。このような環境で生活する日本人
にとって，地形の基礎知識を得ることは，開発や災害予測などを検討する上で重要である。本講義では，南九州に広がる
シラス台地を例に，その特徴や形成過程とともに，人間による開発や土砂災害の事例と対応を紹介する。

■達成目標■達成目標

1．地形の特徴や形成過程などを説明できる
2．地形と人間の開発や自然災害との関係を説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　高校までの教科書や地図帳などで，シラス台地の位置や特徴について確認する。

第２回 【事前学修】　「破局噴火」について調べる。
【授業内容】　シラスとは，火山活動と火山地形
【事後学修】　シラスや火山活動と火山地形の定義について復習する。

第３回 【事前学修】　日本の火山分布について調べる。
【授業内容】　噴火様式と火山地形との関係，日本列島の火山の代表的な3タイプ，火砕流
【事後学修】　マグマの種類と噴火様式および火山地形との関係や，日本列島の火山分布の特徴，火砕流につい
て復習する。

第４回 【事前学修】　地理院地図で南九州の地形起伏を確認する。
【授業内容】　シラスの分布，台地
【事後学修】　シラスの分布状況や台地の定義について復習する。

第５回 【事前学修】　台地（段丘）の形成について調べる。
【授業内容】　シラス台地の形成過程，流水による侵食，シラス台地の形成時期
【事後学修】　シラス台地の形成過程および形成時期について復習する。

第６回 【事前学修】　谷地形について調べる。
【授業内容】　シラス台地を刻む谷，河川と流域，水系，シラス地域の1次谷の分類と分布
【事後学修】　シラス台地の開析谷の特徴やその分類および分布について復習する。

第７回 【事前学修】　湧水（または湧泉）について調べる。
【授業内容】　シラス台地の水と開発
【事後学修】　シラス台地の水環境や開発について復習する。

第８回 【事前学修】　岩石の風化について調べる。
【授業内容】　風化，マスムーブメント
【事後学修】　風化とマスムーブメントの定義について復習する。

第９回 【事前学修】　マスムーブメントの分類について確認する。
【授業内容】　土壌匍行，崩落・崩壊，地すべり，土石流
【事後学修】　代表的なマスムーブメントとそれによりできる地形について復習する。

第10回 【事前学修】　斜面地形について調べる。
【授業内容】　斜面型，斜面縦断形の基本的類型，斜面物質の収支による分類
【事後学修】　斜面の基本型と分類について復習する。

第11回 【事前学修】　斜面の長期的な斜面変化について考える。
【授業内容】　斜面発達，長期的な斜面発達モデル，シラス斜面の崩壊の形態と発生箇所
【事後学修】　理論モデルによる斜面発達を復習し，実際の斜面発達を説明できるか考える。

第12回 【事前学修】　シラスの特徴や水環境について再確認する。
【授業内容】　シラス台地周辺斜面の地形と崩壊に関する研究事例
【事後学修】　従来の研究によるシラス台地で発生するマスムーブメントと地形の関係を復習する。

第13回 【事前学修】　マスムーブメントの定義について再確認する。
【授業内容】　斜面崩壊の原因，抵抗力と駆動力の時間的変化パターン
【事後学修】　斜面崩壊の素因と誘因や抵抗力と駆動力の時間的変化パターンについて復習する。

第14回 【事前学修】　南九州で近年発生した土砂災害について調べる。
【授業内容】　崩壊の発生周期を決める要因，シラス台地周辺の土砂災害事例
【事後学修】　崩壊発生周期を決める要因と人為の影響による土砂災害事例について復習する。

第15回 【事前学修】　土砂災害対策について調べる。
【授業内容】　シラス台地周辺の土砂災害対策
【事後学修】　シラス台地周辺に限らず，斜面崩壊による被害を防ぐ，あるいは軽減する対策について考える。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加状況（30％），適宜課すレポート（70％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授
業時に公開する。レポートの講評・解説は授業中またはmanabaで行う。5回以上欠席した場合は，単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高校または学部レベルの地学や自然地理学の知識を習得しておくこと。
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■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅰ（地表環境論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地形学分野（主にプロセス地形学）の研究課題および最新の研究動向を探る

■講義内容■講義内容

地形学分野（主にプロセス地形学）における修士論文のテーマ設定に向けて，関連文献や論文の講読をとおして，当該分
野の研究課題および最新の研究動向を把握する。本授業では、ディベートや受講生による報告などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

1．地形学分野（主にプロセス地形学）の研究課題を説明できる
2．地形学分野（主にプロセス地形学）における最新の研究動向を説明できる
3．修士論文の研究テーマを設定できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の研究計画を立てる。

第２回 【事前学修】　卒業論文に関する発表資料（レジュメおよびパワーポイント資料）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告1：卒業論文
【事後学修】　卒業論文と修士論文との関連やつながりについて考える。

第３回 【事前学修】　第２回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読1：地形と地形学
【事後学修】　第３回の内容に関連する他の文献を調べる。

第４回 【事前学修】　第３回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読2：風化プロセス
【事後学修】　第４回の内容に関連する他の文献を調べる。

第５回 【事前学修】　第４回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読3：石灰岩の溶解プロセス
【事後学修】　第５回の内容に関連する他の文献を調べる。

第６回 【事前学修】　第５回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読4：斜面プロセス
【事後学修】　第６回の内容に関連する他の文献を調べる。

第７回 【事前学修】　第６回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読5：河川プロセス
【事後学修】　第７回の内容に関連する他の文献を調べる。

第８回 【事前学修】　第７回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読6：海岸付近の波および流れの作用
【事後学修】　第８回の内容に関連する他の文献を調べる。

第９回 【事前学修】　第８回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読7：飛砂プロセス
【事後学修】　第９回の内容に関連する他の文献を調べる。

第10回 【事前学修】　第９回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読8：氷河プロセス
【事後学修】　第10回の内容に関連する他の文献を調べる。

第11回 【事前学修】　第10回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読9：周氷河プロセス
【事後学修】　第11回の内容に関連する他の文献を調べる。

第12回 【事前学修】　第３回から第11回までの内容をまとめる。
【授業内容】　文献講読10：地形プロセスのまとめ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，まとめた内容を整理する。

第13回 【事前学修】　卒業論文作成の際に用いた検索サイト等の利用方法を確認する。
【授業内容】　論文検索方法
【事後学修】　授業で確認した検索方法により，関心のある論文を収集する。

第14回 【事前学修】　第17回以降に報告する論文リスト（3本以上のモデル論文を含む）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告2：論文リスト
【事後学修】　授業での議論をふまえて，論文リストを修正する。

第15回 【事前学修】　現時点で関心を持つ研究テーマに即したパイロット調査計画案を作成する。
【授業内容】　受講者による報告3：パイロット調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，パイロット調査計画案を再検討する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施したパイロット調査の結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告4：パイロット調査結果
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマ案などを考える。

第17回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文1を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読1：論文1
【事後学修】　論文1の内容に関連する他の文献を調べる。
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第18回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文2を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読2：論文2
【事後学修】　論文2の内容に関連する他の文献を調べる。

第19回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文3を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読3：論文3
【事後学修】　論文3の内容に関連する他の文献を調べる。

第20回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文4を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読4：論文4
【事後学修】　論文4の内容に関連する他の文献を調べる。

第21回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文5を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読5：論文5
【事後学修】　論文5の内容に関連する他の文献を調べる。

第22回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文6を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読6：論文6
【事後学修】　論文6の内容に関連する他の文献を調べる。

第23回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文7を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読7：論文7
【事後学修】　論文7の内容に関連する他の文献を調べる。

第24回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文8を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読8：論文8
【事後学修】　論文8の内容に関連する他の文献を調べる。

第25回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文9を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読9：論文9
【事後学修】　論文9の内容に関連する他の文献を調べる。

第26回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文10を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読10：論文10
【事後学修】　論文10の内容に関連する他の文献を調べる。

第27回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究テーマ案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：修士論文の研究テーマ案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマについて再検討する。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究方法案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：修士論文の研究方法案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究方法について再検討する。

第29回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究計画案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：修士論文の研究計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

第30回 【事前学修】　春季休業中の予備調査計画案について，レジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告8：修士論文の予備調査計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

授業時に紹介する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅱ（地表環境論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

地形学分野（主にプロセス地形学）の修士論文作成に向けた研究指導

■講義内容■講義内容

地形学分野（主にプロセス地形学）の修士論文作成のための研究指導を行う。本授業では、ディベートや受講生による報
告などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

各自の研究テーマに即した研究方法により取得した各種試・資料の解析および実験等を行い，完成度の高い修士論文を作
成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　人間情報学演習Ⅰ（地表環境論）で実施した各種作業の進捗状況を整理し，今年度の計画案を作
成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の計画を立てる。

第２回 【事前学修】　前年度に実施した予備調査結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告1：予備調査
【事後学修】　授業での議論の内容を整理する。

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する複数のモデル論文の概略をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告2：モデル論文
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，研究テーマを検討する。

第４回 【事前学修】　研究テーマについてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告3：研究テーマ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，研究テーマを決定する。

第５回 【事前学修】　調査地域と調査理由についてまとめる
【授業内容】　受講者による報告4：調査地域と選定理由
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査地域を決定する。

第６回 【事前学修】　調査項目と調査方法についてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：調査項目と調査方法
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査項目および調査方法を決定する。

第７回 【事前学修】　調査地域の地形に関する先行研究1の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：調査地域の先行研究1
【事後学修】　第７回の授業での議論の内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　調査地域に地形に関する先行研究2の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：調査地域の先行研究2
【事後学修】　第８回授業での議論の内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　地形の区分について専門書で調べ，地形分類に必要な資料を収集する。 
【授業内容】　調査準備1：地形図読図
【事後学修】　読図結果を整理する。

第10回 【事前学修】　地理院地図で調査地域の地表の起伏を把握する。
【授業内容】　調査準備2：空中写真判読1（主に中・小地形）
【事後学修】　判読結果を参照しながら地形図の読図作業結果を適宜修正する。

第11回 【事前学修】　専門書で写真判読の手がかりについて調べる。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読2（主に微地形）
【事後学修】　判読作業結果をまとめる。

第12回 【事前学修】　先行研究の地形分類図を参照する。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読3（主に微地形）
【事後学修】　微地形に関する判読作業結果をまとめる。

第13回 【事前学修】　読図および判読作業結果を整理する。
【授業内容】　調査準備5：地形分類図（予察図）の作成
【事後学修】　地形分類図（予察図）を完成させる。

第14回 【事前学修】　これまでの作業内容をまとめて発表資料を作成する。
【授業内容】　受講者による報告8：調査準備のまとめ
【事後学修】　授業での議論の内容をまとめ，現地調査計画を検討する。

第15回 【事前学修】　夏季休業中の調査計画書を作成する。
【授業内容】　受講者による報告9：現地調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，現地調査の段取りを再検討し，適宜修正する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施した現地調査の結果（概略）をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告10：現地調査
【事後学修】　第16回の授業での議論の内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　収集したデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験1
【事後学修】　第17回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。
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第18回 【事前学修】　第17回で扱わなかったデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験2
【事後学修】　第18回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　これまでの作業で得られた各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ1：図表作成1
【事後学修】　第19回授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第20回 【事前学修】　第19回で扱わなかった各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ2：図表作成2
【事後学修】　第20回の授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第21回 【事前学修】　これまでの各種結果を整理し，結論の核になる短い文章を作成する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ5：まとめ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，結論の核になる内容を適宜修正する。

第22回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論1
【事後学修】　授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進める。

第23回 【事前学修】　第22回に引き続き，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論2
【事後学修】　第23回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第24回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査地域に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査地域
【事後学修】　第24回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第25回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査方法に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査方法
【事後学修】　第25回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第26回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果1
【事後学修】　第26回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第27回 【事前学修】　第26回に引き続き，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果2
【事後学修】　第27回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察1
【事後学修】　第28回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第29回 【事前学修】　第28回に引き続き，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察2
【事後学修】　第29回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第30回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結論
【事後学修】　第30回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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平吹　喜彦

生態学特論
Special Topics in Ecology

■テーマ■テーマ

「主体－環境系」の概念をマルチスケールの視点で学ぶ

■講義内容■講義内容

生態学があつかう対象は、個々の生物種から地球生態系まで広範に及ぶが、その視点は「生物の生活とそれを包み込む環
境とのかかわりを探求する」点で一貫している。本講義では緑色植物に注目しながら、多様な生物から構成され、複雑な
関係が支配する自然界を理解する指針となりうる生態学の諸原理を、先端的・具体的な研究事例に触れながら学修する。
なお、この授業は双方向的なやりとりを含むオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

生態学の基礎を修得し、生態学的な見方で生物や環境を認識できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、また文献も用いて、身近な環境問題をリストアップする。
【授業内容】　導入：人間社会に役立つ生態学
【事後学修】　文献も参照して「環境問題における生態学の貢献」についてまとめ、課題をこなす。

第２回 【事前学修】　文献も用いて、「生態学史」を調べる。
【授業内容】　生態学とは (1) 生態学がたどってきた歴史
【事後学修】　文献も参照して、第２回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第３回 【事前学修】　文献も用いて、「生態学が取り扱う現象、生態学の主要原理」を調べる。
【授業内容】　生態学とは (2) 視点と手法
【事後学修】　文献も参照して、第３回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第４回 【事前学修】　文献も用いて、「生物多様性、系統樹」について調べる。
【授業内容】　生物種の生態学 (1) 多様な生活様式、系統樹
【事後学修】　文献も参照して、第４回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第５回 【事前学修】　文献も用いて、「ダーウィンの進化論、個体群の増加パターン」について調べる。
【授業内容】　生物種の生態学 (2) 進化論、r・k 戦略理論
【事後学修】　文献も参照して、第５回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第６回 【事前学修】　文献も用いて、「ニッチ、共生」について調べる。
【授業内容】　生物種の生態学 (3) ニッチ、共生
【事後学修】　文献も参照して、第６回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第７回 【事前学修】　文献も用いて、「植物群落、生活形」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (1) 生活形、種組成
【事後学修】　文献も参照して、第７回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第８回 【事前学修】　文献も用いて、「階層構造、分散構造、フェノロジー」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (2) 時空間構造
【事後学修】　文献も参照して、第８回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第９回 【事前学修】　文献も用いて、「遷移」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (3) 遷移
【事後学修】　文献も参照して、第９回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第10回 【事前学修】　文献も用いて、「縄文時代以降の人間活動のあらまし」について調べる。
【授業内容】　植物群落と植生 (4) 植生史
【事後学修】　文献も参照して、第10回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第11回 【事前学修】　文献も用いて、「生態系の構造・機能」について調べる。
【授業内容】　生態系 (1) 物質の生産と循環、エネルギーフロー
【事後学修】　文献も参照して、第11回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。提示されたテーマに関し
て、レポート作成に着手する。

第12回 【事前学修】　文献も用いて、「生物多様性、生態系サービス」について調べる。
【授業内容】　生態系 (2) 生物多様性、生態系サービス
【事後学修】　文献も参照して、第12回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポート作成を進める。

第13回 【事前学修】　文献も用いて、「地球環境問題」について調べる。
【授業内容】　生態系 (3) 地球環境の悪化
【事後学修】　文献も参照して、第13回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポート作成を進める。

第14回 【事前学修】　文献も用いて、「経済活動のグローバル化、持続可能な社会」について調べる。
【授業内容】　グローバル化時代における生態学の役割
【事後学修】　文献も参照して、これまで学修した内容を総括する。レポート作成を進める。

第15回 【事前学修】　文献も用いて、「環境マネジメント」について調べる。レポートを仕上げる。
【授業内容】　レポートの発表と総合討論、「主体－環境系」の概念を社会に活かす
【事後学修】　レポートに対するコメントを振り返る。文献も用いて、学修内容全体を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％； 毎回の授業における課題発表や発言の①主体性・積極性、②論理展開、③学術性の
3基準で評価）、および2)レポート（総点の40％； 記述の①論理展開、②学術性、③書式・体裁の3基準で評価）による。
課題やレポートに対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

身のまわりの生物や現象、そして環境にかかわる報道に日ごろから関心を持って接すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

生態学の視点から「人と自然のかかわり」を考究する

■講義内容■講義内容

生態学特論で学んだ諸原理のいくつかを取り上げ、関連する文献の講読および現象の確認（フィールド調査を含む）を行
う。大学院において、自ら調査・収集したデータに基づいて研究が進められるよう、調査や研究の技法についても指導す
る。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

生態学の原理や手法に基づいて、地域の生物や植生、環境を合理的に調査し、管理・保護するためのスキームを、すぐれ
た先行研究を読み解くなかで身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、探求したい現象・原理をいくつか選択してくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　授業全体の学修内容・過程を明確化する。

第２回 【事前学修】　指定した書籍に目を通す。
【授業内容】　「人と自然のかかわり」と「生態学」を見渡す
【事後学修】　第２回授業の学修内容をまとめる。

第３回 【事前学修】　「書籍 A 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (1) 書籍の講読　A 章
【事後学修】　第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　「書籍 B 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (2) 書籍の講読　B 章
【事後学修】　第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　「書籍 C 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (3) 書籍の講読　C 章
【事後学修】　第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　「書籍 D 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (4) 書籍の講読　D 章
【事後学修】　第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　「書籍 E 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (5) 書籍の講読　E 章
【事後学修】　第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　書籍で学修した内容全体を振り返ってくる。
【授業内容】　包括的な学修 (6) 書籍の講読　総括
【事後学修】　第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　探求したい領域を選択してくる。
【授業内容】　学修を深める領域の選定
【事後学修】　今後の学修内容 ･ 過程を明確化する。

第10回 【事前学修】　インターネット上の学術情報検索サイトをいくつか閲覧してくる。
【授業内容】　文献検索の技法
【事後学修】　探求対象とした「領域 F」に関して、最適な学術論文等を複数探し出す。

第11回 【事前学修】　「F1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (1) 論文等の講読　F1 論文等
【事後学修】　第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「F2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (2) 論文等の講読　F2 論文等
【事後学修】　第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「F3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (3) 論文等の講読　F3 論文等
【事後学修】　第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　第14回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 F にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　第14回授業の調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　領域 F のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 F の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　領域 F の学修内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　探求対象とした「領域 G」に関して、「G1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (1) 論文等の講読　G1 論文等
【事後学修】　第16回授業の学修内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　「G2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (2) 論文等の講読　G2 論文等
【事後学修】　第17回授業の学修内容をまとめる。
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第18回 【事前学修】　「G3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (3) 論文等の講読　G3 論文等
【事後学修】　第18回授業の学修内容をまとめる。

第19回 【事前学修】　第19回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 G にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　領域 G のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 G の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　領域 G の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　探求対象とした「領域 H」に関して、「H1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (1) 論文等の講読　H1 論文等
【事後学修】　第21回授業の学修内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　「H2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (2) 論文等の講読　H2 論文等
【事後学修】　第22回授業の学修内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　「H3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (3) 論文等の講読　H3 論文等
【事後学修】　第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　第24回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 H にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　第24回授業の調査内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　領域 H のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 H の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　領域 H の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　これまでの学修成果（主に生態学の諸原理）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体の振り返り (1) 生態学の諸原理
【事後学修】　第26回授業の学修内容をまとめる。報告書の構想を練る。

第27回 【事前学修】　これまでの学修成果（主に調査・研究技法）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体の振り返り (2) 調査・研究技法
【事後学修】　第27回授業の学修内容をまとめる。

第28回 【事前学修】　報告書（主に全体構成）を構想してくる。
【授業内容】　演習報告書の作成 (1) 全体編集
【事後学修】　報告書を作成する。

第29回 【事前学修】　報告書（主に詳細部分）を構想してくる。
【授業内容】　演習報告書の作成 (2) 詳細編集
【事後学修】　報告書の作成を進める。

第30回 【事前学修】　授業全体のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：演習報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　授業全体の学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％；毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)報告書（総点の40％；記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題やレポートに対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろより書籍を読むなどして、専門的な議論を遂行しうる基礎力を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、地域環境論特講

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

「人と自然のかかわり」を生態学的に探究するスキルの向上

■講義内容■講義内容

副指導教員の協力の下、受講生に主体的な課題設定と研究活動を促し、学修成果の報告・発表をめぐる討論を通じて、論
文作成を指導する。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

フィールドにおいて自ら課題を設定した上で、調査・分析・発表・報告書作成を体験することにより、1 年次より育んで
きた基礎力を検証しつつ、実践力・応用力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスおよび修士・博士論文に目を通してくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　課題（研究テーマ）や今後の探求内容・過程を構想する。

第２回 【事前学修】　探求したい課題（研究テーマ）を構想してくる。
【授業内容】　研究テーマの検討
【事後学修】　課題と探求の道筋を明確化する。

第３回 【事前学修】　探求に適したフィールドの要件を整理してくる。
【授業内容】　研究フィールドの検討
【事後学修】　第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　研究企画を構想してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の作成
【事後学修】　第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　研究企画の検討結果を整理し、プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の発表
【事後学修】　第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　第５回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (1) 図書館の活用
【事後学修】　第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　第６回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (2) 研究室書架の活用
【事後学修】　第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　第７回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (3) インターネットの活用
【事後学修】　第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　優れた先行研究におけるデータ分析技法について整理してくる。
【授業内容】　先行研究の分析技法
【事後学修】　第９回授業の学修内容をまとめる。

第10回 【事前学修】　優れた先行研究におけるプレゼンテーション技法について整理してくる。
【授業内容】　分析結果のプレゼンテーション技法
【事後学修】　第10回授業の学修内容をまとめる。

第11回 【事前学修】　「文献 A」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (1) 文献 A
【事後学修】　第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「文献 B」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (2) 文献 B
【事後学修】　第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「文献 C」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (3) 文献 C
【事後学修】　第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　これまでの学修をふりかえって、研究方法の詳細を構想してくる。
【授業内容】　研究方法詳細の検討
【事後学修】　第14回授業の学修内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　フィールド D の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (1) フィールド D
【事後学修】　第15回授業をふまえて、調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　フィールド E の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (2) フィールド E
【事後学修】　第16回授業をふまえて、調査内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　これまでの学修を総括して、研究企画を再構築してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 2」の作成・発表
【事後学修】　第17回授業の学修内容をまとめる。

第18回 【事前学修】　第18回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (1) 概況調査 F1
【事後学修】　第18回授業の調査内容をまとめる。
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第19回 【事前学修】　第19回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (2) 詳細調査 F2
【事後学修】　第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　調査結果を検討し、調査方法を見直す。
【授業内容】　調査結果の検討、フィールド調査方法の修正
【事後学修】　第20回授業の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　第21回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (3) 詳細調査 F3
【事後学修】　第21回授業の調査内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　第22回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (4) 詳細調査 F4
【事後学修】　第22回授業の学修内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な表示方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (1) データの視覚化
【事後学修】　第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な解析方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (2) データの統計解析
【事後学修】　第24回授業の学修内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　調査結果をとりまとめてくる。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ
【事後学修】　第25回授業の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　調査結果のプレゼンテーション
【事後学修】　第26回授業の学修内容をまとめる。

第27回 【事前学修】　報告書の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成技法
【事後学修】　報告書の骨組みをつくる。

第28回 【事前学修】　報告書（主に全体構成）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (1) 全体編集
【事後学修】　報告書をの肉付けを行う。

第29回 【事前学修】　報告書（主に詳細部分）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (2) 詳細編集
【事後学修】　報告書を仕上げる。

第30回 【事前学修】　授業全体のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：研究報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　授業全体の学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％；毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)報告書（総点の40％；記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や報告書に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業全体を見通し、学修環境を整えること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習 I（生態学特論）、地域環境論特講

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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目代　邦康

大気・水環境論
Environment on Atmosphere and Water Use

■テーマ■テーマ

大気・河川・海の水循環

■講義内容■講義内容

気圏と地圏との間に存在する水の循環は、人の暮らしにも大きな影響を与える。その循環の速度によっては大規模洪水、
土石流などの自然災害として私たちの暮らしを襲う。本講義では水の循環にかかる基本的事象としての大気・水の循環、
そしてその中に存在する大規模な災害について考えてゆく。

■達成目標■達成目標

①地球規模の水循環の理解を背景に、百年・千年のタイムスケールにおいて生じうる大規模な洪水や土砂災害の発生原因
について理解できるようになる。
②近未来の災害に対する防災・減災の方法を論じることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】近年多発する水害についての情報を得ておくこと。
【授業内容】授業ガイダンス：授業の進め方について
【事後学修】授業の進め方について理解しておくこと。

第２回 【事前学修】世界の気候区分について概要を理解しておくこと。
【授業内容】地球規模の大気の大循環と水収支
【事後学修】地球上の水の分布の偏在を大気の循環の視点で整理しておくこと。

第３回 【事前学修】日本の四季を理解しておくこと。
【授業内容】温帯地域の季節変化
【事後学修】日本列島の豪雨の原因や季節について整理しておくこと。

第４回 【事前学修】扇状地という地形について概要を理解しておくこと。
【授業内容】豪雨と扇状地
【事後学修】扇状地の形成と河道変遷について整理しておくこと。

第５回 【事前学修】東北地方において扇状地はどこにあるか探しだしておくこと。
【授業内容】扇状地の成因から見える土砂災害
【事後学修】潜在的土砂災害発生地点について上空からの画像をもとに考察しておくこと。

第６回 【事前学修】確認した幾つかの扇状地のリストを書きとめておく。
【授業内容】日本各地の河川と扇状地
【事後学修】扇状地の地表勾配が意味するものは何か，考察しておくこと。

第７回 【事前学修】沖積平野に分布する微地形について予習しておく。
【授業内容】仙台平野中央部を流下する中規模河川沿いに生じた河道遷移
【事後学修】河道遷移の原因を考察しておくこと。

第８回 【事前学修】放射性炭素年代測定法についてその概要を調べておくこと。
【授業内容】河道遷移の原因とその年代
【事後学修】河道遷移に特定の時期はあるか、整理しておくこと。

第９回 【事前学修】七北田川，岩切以東の地形について知識を得ておくこと。
【授業内容】扇状地を形成しない小規模河川による低地への土砂供給
【事後学修】沖積低地への土砂供給の継続は何をもたらすか考察しておくこと。

第10回 【事前学修】阿武隈川臨海部にみられる自然堤防の存在を確認しておくこと。
【授業内容】大河川下流部にみられる大規模土砂供給の痕跡
【事後学修】水の循環の一部が地形をつくり、災害をもたらすことを整理すること。

第11回 【事前学修】「これまでに経験しなかった豪雨」という言葉について考えておくこと
【授業内容】中・小河川の予想を上回る出水と人的被害
【事後学修】高齢者関連施設の立地との関係を再確認すること。

第12回 【事前学修】地球温暖化による海水面上昇の速度について調べておくこと。
【授業内容】氷河期以降の地球温暖化による海水面上昇
【事後学修】過去2万年間の海水面上昇の全体像を整理しておくこと。

第13回 【事前学修】観光地松島の景観について知っておくこと。
【授業内容】海水面上昇がもたらす地形景観
【事後学修】海水面上昇とリアスの関連性についても考察してみること。

第14回 【事前学修】砂浜侵食の原因をいくつか考察しておくこと。
【授業内容】温暖化による海面上昇という言葉によってかき消されそうな砂浜侵食の原因
【事後学修】なぜ砂浜海岸の侵食が問題視されるのかを理解し整理しておくこと。

第15回 【事前学修】日本列島における長大な砂浜海岸を幾つか探索しておくこと。
【授業内容】砂浜海岸の動態と人為の影響
【事後学修】河川－砂浜－人為を一つの流域として捉えておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加状況（40％），適宜課すレポート（60％）。具体的な評価基準は、達成目標を重視し、ルーブ
リックの形式で提示する。レポートの講評は，レポート提出後の講義のなかで行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高校あるいは学部レベルの地学や地理学の知識を得ておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

Montgomery, David R., and Paul R. Bierman. 2019. Key Concepts in Geomorphology. Macmillan Learning.

■参考文献■参考文献

授業の進度や受講生の興味に基づいて、参考文献を適宜紹介する。
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目代　邦康

人間情報学演習Ⅰ（大気・水環境論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

気圏と地圏間の水の循環のうち、降水現象にともなう治水・流域管理の必要性について考える

■講義内容■講義内容

気圏と地圏の間に存在する水の循環は人々の暮らしには不可欠な現象であり、災害をもたらす現象でもある。すなわち、
人々は水を生活や生産のために利用もするが、時として水は豪雨、洪水、土石流などの災害をもたらす原因となる。とく
に近年の地球温暖化に対応した海水面温度の上昇は大気中に大量の水蒸気を供給し、やがては豪雨として地表に降り注
ぐ。本講義では、その豪雨の結果生じる気象災害について、数千年のタイムスケールにおいて議論する。土石流災害に関
するフィールドワークを重視する。

■達成目標■達成目標

①現代の地球環境に連続する過去数千年間の水循環の変動を理解し、気象災害発生のメカニズムを考察できるようにな
る。
②近未来の治水のあり方について考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　気候学、自然地理学に関する知識のレベルを口頭試問するので、その準備をすること。
【授業内容】　本演習のガイダンス（受講者の気候学、自然地理学に関する知識の確認）
【事後学修】　不足する知識をできるだけ早い機会に習得する。

第２回 【事前学修】　希望する研究テーマに即した既存研究についての論文リストを用意する（2週にわたる）。
【授業内容】　研究課題を明確にするための文献検索
【事後学修】　文献リストを作成し始める。

第３回 【事前学修】　希望する研究テーマに即した既存研究についての論文リストを用意しておく（前回の継続）。
【授業内容】　既存論文の選択
【事後学修】　文献リストから紹介する論文を選ぶ。

第４回 【事前学修】　既存論文を 1 編読んでおくこと。
【授業内容】　既存論文の読み方
【事後学修】　文献リストから紹介する論文を選ぶ。

第５回 【事前学修】　既存論文を紹介する準備としてレジメを用意しておくこと。
【授業内容】　既存論文の内容を発表する（レジメ作成の方法について）
【事後学修】　アドバイスをレジメに反映させる。

第６回 【事前学修】　既存論文を紹介する準備としてパワーポイントファイルを用意する。
【授業内容】　既存論文の内容を発表する（受講生 1）
【事後学修】　発表に際して指摘された箇所を修正する。

第７回 【事前学修】　既存論文を紹介する準備としてパワーポイントファイルを用意する。
【授業内容】　既存論文の内容を発表する（受講生 2）
【事後学修】　発表に際して指摘された箇所を修正しておく。

第８回 【事前学修】　研究テーマ案を用意する。
【授業内容】　研究テーマの設定について
【事後学修】　研究テーマをさらに深く考える。

第９回 【事前学修】　研究テーマに即した地域を選定すること。
【授業内容】　研究地域の選定方法について（野外調査）
【事後学修】　調査地域について筆よ湯に応じて再検討しておくこと。

第10回 【事前学修】　フィールドワークではどんなデータを得るべきかを考えておく。
【授業内容】　フィールドワークの方法について（野外調査：洪水現象の理解）
【事後学修】　自分の研究テーマに有効なフィールドワークの内容を再構築する。

第11回 【事前学修】　フィールドワークでは何をするかを考える。
【授業内容】　フィールドワークの方法について（野外調査：洪水痕跡の検出）
【事後学修】　自分の研究テーマに有効な野外作業の内容を確定する。

第12回 【事前学修】　フィールドワーク準備（機材準備）を行っておく。
【授業内容】　フィールドワークの実践（洪水現象の理解）
【事後学修】　フィールドワーク成果について小レポート 1 を作成する。

第13回 【事前学修】　フィールドワーク準備（機材準備）を行っておく。
【授業内容】　フィールドワークの実践（野外調査：洪水痕跡の検出）
【事後学修】　フィールドワーク成果について小レポート 2 を作成する。

第14回 【事前学修】　研究テーマについて再考結果を用意する。
【授業内容】　研究テーマの発表（受講者 1）
【事後学修】　14回目の授業での指摘をもとにテーマ確定。

第15回 【事前学修】　研究テーマについて再検討の結果を用意する。
【授業内容】　研究テーマの発表（受講者 2）
【事後学修】　15回目の授業での指摘をもとにテーマ確定。

第16回 【事前学修】　暫定成果発表に関して情報の収集，整理を行う。
【授業内容】　受講生のテーマに即したフィールドワーク成果の発表（受講生 1）
【事後学修】　フィールドワークの成果と研究テーマについて検討を行う。
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第17回 【事前学修】　暫定成果発表の準備を行う。
【授業内容】　受講生のテーマに即したフィールドワーク成果の発表（受講生 2）
【事後学修】　フィールドワークの成果と研究テーマとの整合性をはかる。

第18回 【事前学修】　研究テーマについて再構築する。
【授業内容】　研究テーマの再構築（受講生 1）
【事後学修】　おおよそ研究テーマをかためる（受講生 1）。

第19回 【事前学修】　研究テーマについて再構築する。
【授業内容】　研究テーマの再構築（受講生 2）
【事後学修】　おおよそ研究テーマをかためる（受講生 2）。

第20回 【事前学修】　フィールドワーク計画を用意する。
【授業内容】　フィールドワークの実践 1
【事後学修】　フィールドワーク成果のまとめ 1

第21回 【事前学修】　フィールドワーク計画を用意する。
【授業内容】　フィールドワークの実践 2
【事後学修】　フィールドワーク成果のまとめ 2

第22回 【事前学修】　試料前処理（河床堆積物）を行っておく。
【授業内容】　試料分析の方法（河床堆積物）
【事後学修】　分析方法を確認（河床堆積物）し、マニュアルを作成しておくこと。

第23回 【事前学修】　試料前処理（洪水堆積物）を行っておく。
【授業内容】　試料分析の方法（洪水堆積物）
【事後学修】　分析方法を確認（洪水堆積物）し、マニュアルを作成しておくこと。

第24回 【事前学修】　試料前処理（その他の堆積物）を行っておく。
【授業内容】　試料分析の方法（その他の堆積物）
【事後学修】　分析方法を確認（その他の堆積物）しマニュアルを作成しておくこと。

第25回 【事前学修】　分析試料を準備（河床堆積物）する。
【授業内容】　試料分析の実践（河床堆積物）
【事後学修】　分析結果をグラフ化 1しておく。

第26回 【事前学修】　分析試料を準備（洪水堆積物）する。
【授業内容】　試料分析の実践（洪水堆積物）
【事後学修】　分析結果のグラフ化 2しておく。

第27回 【事前学修】　分析試料を準備（その他の堆積物）する。
【授業内容】　試料分析の実践（その他の堆積物）
【事後学修】　分析結果のグラフ化 3しておく。

第28回 【事前学修】　暫定成果のまとめ
【授業内容】　研究成果のまとめ（受講生 1）
【事後学修】　検討結果に基づき、必要な修正を加える。

第29回 【事前学修】　暫定成果のまとめ
【授業内容】　研究成果のまとめ（受講生 2）
【事後学修】　検討結果に基づき、必要な修正を加える。

第30回 【事前学修】　残された課題をまとめておく。
【授業内容】　残された課題の確認（受講生 1、2）
【事後学修】　残された課題を再確認し、次年度に向けてレポートを作成しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

過去数千年間の水環境の変化が理解できていること（50％）。学会等での研究成果の公表活動（50％）。課題に対しての
講評は，授業内で行う。
具体的な評価基準は、ルーブリック形式で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルの気候学や自然地理学の知識をあらかじめ習得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

「デジタルブック最新第四紀学」授業の1回目に教員から購入。

■参考文献■参考文献

授業で適宜紹介する。
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目代　邦康

人間情報学演習Ⅱ（大気・水環境論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

気圏と地圏間の水の循環のうち、大規模降水現象による斜面崩壊および洪水の発生について考える

■講義内容■講義内容

気圏と地圏における水の循環は、人々の暮らしには不可欠な現象であり、同時に豪雨、洪水、土石流などの自然災害の原
因にもなる。近年、地球温暖化により，海水面温度が上昇し，大気中に大量の水蒸気が供給され、豪雨の発生頻度がたか
まっている。本演習では、その豪雨の結果生じる洪水災害について、過去数千年のタイムスケールにおいて復元し、将来
に備えるための議論を展開する。野外調査を重視する。

■達成目標■達成目標

①現代の地球環境に連続する過去数千年間の水循環の変動を理解し、気象災害発生のメカニズムを考察できるようにな
る。
②近未来の洪水災害への備えについて考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】研究の進捗状況をまとめておくこと。
【授業内容】本演習のガイダンスと研究の進捗状況の確認
【事後学修】不足する知識をできるだけ早い機会に習得しておくこと。

第２回 【事前学修】研究の進捗状況についてのプレゼンテーション準備を行っておくこと。
【授業内容】前年度の研究成果の確認，発表
【事後学修】文献リストの作成。

第３回 【事前学修】進捗状況を整理し、本年度の研究計画を作成する。
【授業内容】本年度の演習の進め方について議論する
【事後学修】文献リストから重要な論文について選択しておくこと。

第４回 【事前学修】研究課題進行にあたっての問題点を整理しておくこと。
【授業内容】研究課題についての検討と学会発表に向けた準備
【事後学修】学会発表準備

第５回 【事前学修】学会発表に向けた準備を行っておく。
【授業内容】学会発表内容の確認
【事後学修】アドバイスをレジメに反映させること。

第６回 【事前学修】研究課題と既存研究の違いを明確にする。
【授業内容】既存の研究と本研究の違いや特徴を確認
【事後学修】発表に際して指摘された箇所を修正する。

第７回 【事前学修】修正した研究課題について考えを整理し、既存研究の違いを説明できるようにしておくこと。
【授業内容】既存の研究と本研究の違いをより深めて考える
【事後学修】発表に際して指摘された箇所を修正する。

第８回 【事前学修】研究遂行に必要なフィールドワークの内容を吟味（地形認識に関する部分）する。
【授業内容】フィールドワーク内容の吟味（地形認識に関する部分）
【事後学修】フィールドワーク内容について復習しておくこと。

第９回 【事前学修】研究遂行に必要なフィールドワークの内容を吟味（試料採取に関する部分）する。
【授業内容】フィールドワーク内容の吟味（試料採取に関する部分）
【事後学修】調査地域を複数選定しておくこと。

第10回 【事前学修】フィールドワークの準備をおこなう。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：1回目）
【事後学修】自分の研究テーマに有効なフィールドワークの内容について情報収集を行う。

第11回 【事前学修】フィールドワークに関して情報収集を行う。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：2回目）
【事後学修】　自分の研究テーマに有効なフィールドワークの内容を考える。

第12回 【事前学修】フィールドワークの具体的な準備をおこなう。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：3回目）
【事後学修】フィールドワーク成果について小レポートを作成する。

第13回 【事前学修】フィールドワークの準備をおこなう。
【授業内容】フィールドワークの実施（野外調査：4回目）
【事後学修】フィールドワーク成果についてまとめた小レポートを改定する。

第14回 【事前学修】試料採取準備を進める。
【授業内容】採取試料の分析方法についての議論
【事後学修】分析結果の可視化について考えておくこと。

第15回 【事前学修】試料採取準備を進める。
【授業内容】採取試料の分析方法についてのまとめ
【事後学修】分析結果の可視化について考えておく。

第16回 【事前学修】分析結果に関するグラフ等の作成 1。
【授業内容】分析結果の誤差と表現方法
【事後学修】フィールドワークの成果と研究テーマとの整合性をはかる。

第17回 【事前学修】分析結果に関するグラフ等の作成 2。
【授業内容】分析結果の可視化
【事後学修】フィールドワークの成果と研究テーマとの整合性をはかる。
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第18回 【事前学修】分析結果の考察結果を用意しておく。
【授業内容】分析結果について考察する
【事後学修】分析結果をもとに、研究テーマをかためる。

第19回 【事前学修】分析結果の考察結果を用意しておく。
【授業内容】分析結果についての考察をさらに深める
【事後学修】分析結果をもとに、研究テーマをかためる。

第20回 【事前学修】フィールドワーク再設定とその実施準備を進める。
【授業内容】フィールドワークの再設定と実施
【事後学修】フィールドワーク成果をまとめる。

第21回 【事前学修】フィールドワーク再設定に対する実施準備を進める。
【授業内容】フィールドワーク成果についての議論
【事後学修】フィールドワーク成果をまとめる。

第22回 【事前学修】フィールドワーク成果の整理。
【授業内容】フィールドワーク成果についての議論
【事後学修】河床堆積物についての分析方法の確認。

第23回 【事前学修】フィールドワーク成果の整理。
【授業内容】フィールドワークの再設定と実施
【事後学修】洪水堆積物についての分析方法の確認。

第24回 【事前学修】論文、図表の作成準備1。
【授業内容】論文執筆と図の作成１
【事後学修】堆積物に関する論文、図表の表現方法の確認。

第25回 【事前学修】論文、図表の作成準備 2。
【授業内容】論文執筆と図の作成２
【事後学修】論文、図表の表現方法の確認2。

第26回 【事前学修】論文、図表の作成準備 3。
【授業内容】論文執筆と図の作成３
【事後学修】論文、図表の表現方法の確認3。

第27回 【事前学修】論文、図表の作成準備 4。
【授業内容】発表資料の準備
【事後学修】論文、図表の表現方法の確認4。

第28回 【事前学修】研究発表準備
【授業内容】発表スライドの内容と研究結果との整合性の検討
【事後学修】研究成果について必要な修正を加える

第29回 【事前学修】研究発表準備
【授業内容】研究成果の発表
【事後学修】研究成果について必要な修正を加える

第30回 【事前学修】残された課題をまとめておく
【授業内容】残された課題の確認
【事後学修】残された課題を再確認し、次年度に向けてレポートを作成しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

過去数千年間の水環境の変化を理解していること（50％）。学会、研究会などでの研究成果の公表活動（50％）を行って
いること。課題に対しての講評は，授業中に行う。
具体的な評価基準は、ルーブリック形式で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部レベルの自然地理学の知識をあらかじめ習得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特記なし。

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

授業で適宜紹介する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1572 -



紺野　祐

人間学特論
Special Topics in Philosophical Anthropology

■テーマ■テーマ

「進化」の人間学を模索する

■講義内容■講義内容

20世紀の哲学的人間学の思想的意義を解明するとともに、生物進化に関連する諸理論の検討を通じて、新たな人間学の構
築を試みる。その過程で、人間形成の現実および人間と教育のありうる関係を探索する。受講生による報告と議論を行
う。毎授業終了後に小レポートを課し、manaba 上に提出する。
この授業は、アクティブラーニング科目である。

■達成目標■達成目標

① 20 世紀の哲学的人間学の概要をまとめることができる。
②人間のあり方のさまざまな特質を生物進化の視点から説明することができる。
③生物進化に関連する諸研究の成果から、人間形成の現実、人間と教育の関係、人間形成にとっての教育の意義等を人間
学的に考察することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスを熟読し、本授業の事前理解を進める。
【授業内容】オリエンテーション：本授業の目標と内容
【事後学修】第１回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第２回 【事前学修】「理性」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（1）：「理性」の発見
【事後学修】第２回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第３回 【事前学修】「ホモ・サピエンス」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（2）：人間の自己理解の小史
【事後学修】第３回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第４回 【事前学修】「哲学的人間学」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（3）：哲学的人間学の成立とその人間理解
【事後学修】第４回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第５回 【事前学修】「人間科学」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】哲学的人間学の思想的意義（4）：哲学的人間学とそれ以降
【事後学修】第５回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第６回 【事前学修】「生物」の定義について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（1）：生物をめぐる 4 つの「なぜ？」
【事後学修】第６回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第７回 【事前学修】「生物進化」について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（2）：進化理論の基本的なロジック
【事後学修】第７回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第８回 【事前学修】「利己的な遺伝子」について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（3）：進化理論の現代的な展開①「利己的な遺伝子」論
【事後学修】第８回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第９回 【事前学修】「利他主義」について事典類で調べてくる。
【授業内容】進化理論の基礎的理解（4）：進化理論の現代的な展開②「利他主義」の説明理論
【事後学修】第９回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第10回 【事前学修】「人類の進化」について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（1）：人類進化の概略
【事後学修】第10回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第11回 【事前学修】「心」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（2）：人間の心の進化と発達
【事後学修】第11回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第12回 【事前学修】「学習」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（3）：人間の「学び」の現実
【事後学修】第12回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第13回 【事前学修】「道徳」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（4）：人間の社会性と道徳性
【事後学修】第13回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第14回 【事前学修】「教育」という言葉について事典類で調べてくる。
【授業内容】新たな人間学の模索（5）：人間における「教え」行為の進化と定着
【事後学修】第14回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

第15回 【事前学修】教育の困難さについて意見をまとめてくる。
【授業内容】まとめ：教育の可能性と困難さ
【事後学修】第15回の授業内容を復習し、manaba 上で小レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末レポート（50％）、授業期間中の小レポート（50％）により、到達目標の達成度について評価する。。
なお、レポートの評価規準については、レポート課題の発表時にルーブリックのかたちで公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

下記の参考文献を一読してから授業に臨むこと。また、哲学・思想系、心理学系、生物学系等各種の事典類を準備してお
くことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（人間学特論）、人間情報学演習Ⅱ（人間学特論）。

■テキスト■テキスト

指定しない。

■参考文献■参考文献

長谷川寿一・長谷川真理子・大槻久（2022）『進化と人間行動』第２版・東京大学出版会（ISBN：978-4130622301）　ほ
か。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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紺野　祐

人間情報学演習Ⅰ（人間学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人間のあり方と教育の営みにおける「ケア（ケアリング）」の意義の検討

■講義内容■講義内容

前半では Noddings， N. （2003） Is Teaching a Practice? Journal of Philosophy of Education， 37（2）を精読
し、後半ではケアリング論その他の文献から内容の報告を行う。その過程で、人間のあり方と教育の営みにおける「ケア
（ケアリング）」の意義について参加者全員で討議し、教育を含む人間社会のありうる姿を探索する。受講生による報告
と議論を行う。
この授業は、アクティブラーニング科目である。

■達成目標■達成目標

①人間のあり方にとって「ケア（ケアリング）」が果たす意義について理解を深める。
②ケアに関する理論・ケアリング論の概略をまとめることができる。
③人間の「教え」について人間学的に考察することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】第１回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】オリエンテーション：本授業の目標と内容
【事後学修】第１回の授業内容を復習し、本授業の達成目標や進め方についての理解を深める。

第２回 【事前学修】第２回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（1）：ダンとマッキンタイアの対話
【事後学修】第２回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第３回 【事前学修】第３回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（2）：「実践」概念の小史
【事後学修】第３回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第４回 【事前学修】第４回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（3）：「教え」の定義①マッキンタイア
【事後学修】第４回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第５回 【事前学修】第５回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（4）：「教え」の定義②シェフラーとスミス
【事後学修】第５回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第６回 【事前学修】第６回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（5）：「教え」の定義③デューイ
【事後学修】第６回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第７回 【事前学修】第７回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（6）：「教え」の定義のまとめ
【事後学修】第７回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第８回 【事前学修】第８回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（7）：職業としての「教え」
【事後学修】第８回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第９回 【事前学修】第９回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（8）：「教え」の中の利他主義
【事後学修】第９回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第10回 【事前学修】第10回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（9）：関係する実践としての「教え」
【事後学修】第10回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第11回 【事前学修】第11回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（10）：関係する実践とケア（ケアリング）
【事後学修】第11回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第12回 【事前学修】第12回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Noddings の Is Teaching a Practice ? の読解（11）：ケア（ケアリング）と「教え」
【事後学修】第12回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第13回 【事前学修】Noddings のケアリング論の特質について、意見をまとめる。
【授業内容】Noddings のケアリング論の特質
【事後学修】第13回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第14回 【事前学修】Noddings のケアリング論から見る「教え」と教育について、意見をまとめる。
【授業内容】Noddings のケアリング論から見る「教え」と教育
【事後学修】第14回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第15回 【事前学修】人間社会における教育実践の意義について、意見をまとめる。
【授業内容】前半のまとめ：人間社会における教育実践の意義
【事後学修】第15回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第16回 【事前学修】第16回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告①医療とケア
【事後学修】第16回の授業内容を復習し、理解を定着させる。
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第17回 【事前学修】第17回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告②看護とケア
【事後学修】第17回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第18回 【事前学修】第18回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告③介護とケア
【事後学修】第18回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第19回 【事前学修】第19回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】川本隆史編『ケアの社会倫理学』の読解・報告④生命倫理教育
【事後学修】第19回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第20回 【事前学修】第20回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告①他者の成長を助けることとしてのケア
【事後学修】第20回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第21回 【事前学修】第21回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告②ケアの主な要素
【事後学修】第21回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第22回 【事前学修】第22回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告③ケアの主要な特質
【事後学修】第22回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第23回 【事前学修】第23回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告④人をケアすることの特殊な側面
【事後学修】第23回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第24回 【事前学修】第24回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】メイヤロフ『ケアの本質』の読解・報告⑤ケアと人間の生
【事後学修】第24回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第25回 【事前学修】第25回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告①生きることの質と倫理
【事後学修】第25回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第26回 【事前学修】第26回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告②死ぬこととデス・エデュケーション
【事後学修】第26回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第27回 【事前学修】第27回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告③ケアの思想
【事後学修】第27回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第28回 【事前学修】第28回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告④〈心〉が傷ついた人のケア
【事後学修】第28回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第29回 【事前学修】第29回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】森村修『ケアの倫理』の読解・報告⑤支え合うことの倫理
【事後学修】第29回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第30回 【事前学修】人間社会におけるケアの意義について、意見をまとめる。
【授業内容】後半のまとめ：人間社会におけるケアの意義
【事後学修】第30回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末レポート（30％）、討議および報告への参加状況（70％）の割合で評価する。
なお、レポートの評価規準については、レポート課題の発表時にルーブリックのかたちで公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語で書かれた論文を読むための各種の準備を要する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間学特論、人間情報学演習Ⅱ（人間学特論）。

■テキスト■テキスト

Noddings， N. （2003）　Is Teaching a Practice ?　Journal of Philosophy of Education， 37（2）ほか和書 3 冊。

■参考文献■参考文献

ノディングズ、N. （1992）『学校におけるケアの挑戦』ゆみる出版、2007年（ISBN：978-4946509414）ほか。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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紺野　祐

人間情報学演習Ⅱ（人間学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

人間形成における「学習の社会性」の検討

■講義内容■講義内容

前半では Lave， J. （1991） Situating Learning in Communities of Practice. L.B. Rensnick （eds）Perspectives
on Socially Shared Cognition を精読し、後半ではレイヴその他の文献から内容の報告を行う。その過程で、人間形成に
おける「学習の社会性」について参加者全員で討議し、人間形成と教育のありうる姿を探索する。受講生による報告と議
論を行う。
この授業は、アクティブラーニング科目である。

■達成目標■達成目標

①人間形成にとってさまざまな学習が果たす意義について理解を深める。
②「状況的学習」に関する理論の概略をまとめることができる。
③「学習の社会性」について人間学的に考察することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスを熟読し、本授業の事前理解を進める。
【授業内容】オリエンテーション：本授業の目標と内容
【事後学修】第１回の授業内容を復習し、本授業の達成目標や進め方についての理解を深める。

第２回 【事前学修】第２回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（1）：「学習」の定義
【事後学修】第２回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第３回 【事前学修】第３回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（2）：「状況に埋め込まれた学習」の定義
【事後学修】第３回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第４回 【事前学修】第４回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（3）：「状況に埋め込まれた学習」の事例
【事後学修】第４回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第５回 【事前学修】第５回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（4）：「正統的周辺参加」の定義
【事後学修】第５回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第６回 【事前学修】第６回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（5）：「正統的周辺参加」の事例
【事後学修】第６回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第７回 【事前学修】第７回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（6）：「正統的周辺参加」としての学習
【事後学修】第７回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第８回 【事前学修】第８回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（7）：アイデンティティの変容とは何か
【事後学修】第８回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第９回 【事前学修】第９回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（8）：アイデンティティの変容と「学習」
【事後学修】第９回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第10回 【事前学修】第10回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（9）：「参加」におけるアイデンティティの変容
【事後学修】第10回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第11回 【事前学修】第11回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（10）：実践の共同体と学習のプロセス
【事後学修】第11回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第12回 【事前学修】第12回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（11）：実践の共同体と職場
【事後学修】第12回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第13回 【事前学修】第13回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（12）：実践の共同体と学校
【事後学修】第13回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第14回 【事前学修】第14回テキストの指定個所について、事典課題を作成しながら読む。
【授業内容】Lave の Situating Learning 論文の読解（13）：学習の伝達と内在化
【事後学修】第14回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第15回 【事前学修】人間形成にとっての状況的学習の意味について、意見をまとめる。
【授業内容】前半のまとめ：人間形成にとっての状況的学習の意味
【事後学修】第15回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第16回 【事前学修】第16回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴら『状況に埋め込まれた学習』の読解・報告①：正統的周辺参加と社会
【事後学修】第16回の授業内容を復習し、理解を定着させる。
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第17回 【事前学修】第17回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴら『状況に埋め込まれた学習』の読解・報告②：さまざまな徒弟制
【事後学修】第17回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第18回 【事前学修】第18回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴら『状況に埋め込まれた学習』の読解・報告③：実践共同体と状況的学習
【事後学修】第18回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第19回 【事前学修】第19回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴ『日常生活の認知行動』の読解・報告①：学校を出てからの生活
【事後学修】第19回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第20回 【事前学修】第20回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴ『日常生活の認知行動』の読解・報告②：スーパーマーケットでの計算行動
【事後学修】第20回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第21回 【事前学修】第21回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】レイヴ『日常生活の認知行動』の読解・報告③：実践における認知
【事後学修】第21回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第22回 【事前学修】第22回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ウィリス『ハマータウンの野郎ども』の読解・報告①：「落ちこぼれ」の文化
【事後学修】第22回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第23回 【事前学修】第23回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ウィリス『ハマータウンの野郎ども』の読解・報告②：対抗文化の重層構造
【事後学修】第23回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第24回 【事前学修】第24回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ウィリス『ハマータウンの野郎ども』の読解・報告③：文化の再生産理論
【事後学修】第24回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第25回 【事前学修】第25回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告①：「生まれ」か「育ち」か
【事後学修】第25回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第26回 【事前学修】第26回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告②：〈われわれ〉と〈アイツら〉
【事後学修】第26回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第27回 【事前学修】第27回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告③：子どもたちにとって学校とは
【事後学修】第27回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第28回 【事前学修】第28回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告④：大人になるということ
【事後学修】第28回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第29回 【事前学修】第29回テキストの指定個所について、報告をまとめる。
【授業内容】ハリス『子育ての大誤解』の読解・報告⑤：子どもたちの「レジリエンス」
【事後学修】第29回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

第30回 【事前学修】学習の社会的な本性と教育の意味について、意見をまとめる。
【授業内容】後半のまとめ：学習の社会的な本性と教育の意味
【事後学修】第30回の授業内容を復習し、理解を定着させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末レポート（30％）、討議および報告への参加状況（70％）の割合で評価する。
なお、レポートの評価規準については、レポート課題の発表時にルーブリックのかたちで公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語で書かれた論文を読むための各種の準備を要する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間学特論、人間情報学演習Ⅰ（人間学特論）。

■テキスト■テキスト

Lave， J. （1991） Situating Learning in Communities of Practice. L.B.Resnick （eds.）Perspectives on
Socially Shared Cognition. APA（ISBN： 978-1557983763）　ほか和書 4 冊。

■参考文献■参考文献

内容に即して適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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坪田　益美

人間形成原論
Fundamentals of Human Becoming and Building

■テーマ■テーマ

人間形成を左右する教育と社会との関係性とそれらの影響について考える

■講義内容■講義内容

人間形成、つまり教育をせまく学校教育の視角だけに限定してとらえるのではなく、ひろく子どもの人間としての成熟や
発達にかかわり、それを支える営みとしてとらえる基本的な立場、教育人間学的な視点に立って、「人間の発達」とそれ
に不可分に絡まり合う作用としての「教育」の意義と必要性を、両者の密接な関連性に着目しつつ考察する。なお、毎回
の演習では、それぞれのテーマについての資料（関連する文献の抜粋および各受講者が作成した要約）を受講者自身が解
説することを中心にして進める。

■達成目標■達成目標

①人間形成を図る教育が社会の有り様と不可分に結びついていることとその人間形成における問題性について論じること
ができる。
②教育の「不確かさ」の要因、理由、結果と問題点について、事例を挙げて説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学問としての教育学と実践としての教育の違いを考える
【授業内容】　教育（学）とは何か？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、教育学の意義、課題等について考える

第２回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「教える」とは？「学ぶ」とは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第３回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　日本の子どもの学力は上がったのか？
【事後学修】　日本における学力論争の意味と問題点についてまとめる

第４回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　明示的な教育と非明示的（および無意図的）な教育とは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、「教育」における「意図」「意識」の重要性について自身の考えをまと
める

第５回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　詰め込み教育？　ゆとり教育？　教育による画一化という抑圧と暴力
【事後学修】　教育による画一化の問題、その問題性等についてまとめる

第６回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　いじめ？　いじり？　教育が介入すべき領域、段階とは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第７回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　体罰は教育か？　暴力か？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第８回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　性教育で教えるべきこととは？
【事後学修】　本日の議論をふまえて、自身の考えをまとめる

第９回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　現代社会の特徴と学校教育の世界的潮流
【事後学修】　学校教育の世界的潮流とその社会的背景についてまとめる

第10回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　多文化教育の誕生と歴史的変遷
【事後学修】　多文化教育とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自身の考えを
まとめる

第11回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　グローバル教育の展開
【事後学修】　グローバル教育とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自身の考
えをまとめる

第12回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ESD をいかに捉えるか？
【事後学修】　ESD とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自身の考えをまとめ
る

第13回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　シティズンシップ教育とは？
【事後学修】　シティズンシップ教育とその世界的潮流についてまとめ、今後いかなる教育が必要となるか、自
身の考えをまとめる

第14回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　欧米型シティズンシップ教育と日本型シティズンシップ教育
【事後学修】　欧米と比較した日本のシティズンシップ教育の特徴と今後求められるであろう教育について、自
身の考えをまとめる
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第15回 【事前学修】　人間形成と教育の関係性、意義、課題等について自身の考えをまとめる
【授業内容】　総括と結論─　教育の「不確かさ」と当該社会による影響、その問題とは？
【事後学修】　人間形成と社会と教育と学校の相関性をふまえて、教育学に求められることは何か、自身の考え
をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

「まとめ（要約）と考察」（60％）＋議論への参加態度（20％）＋レポート（20％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学生には、本講義は「教わる」のではなく、「学ぶ」あるいは「知を生成する」場であることを念頭においた受講姿勢を
求める。原則として毎回、講義時間内に受講者各自に対して意見発表を求める。そのために受講者にはあらかじめ配布し
た資料あるいは指示した文献についての「まとめ（要約）」を作成し、自らの考察を経て講義に臨む必要がある。した
がって、毎回必ずそれらの作業を行うのは当然のこと、配布された資料だけでなく、その他の参考文献を調べ、検討、分
析し自らの考察・主張を根拠づける努力が必須要件となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

教育学関連の諸科目

■テキスト■テキスト

指定なし。適宜プリントおよび課題文献を提示する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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坪田　益美

人間情報学演習Ⅰ（人間形成原論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

人間の発達における教育の必要性と価値、そのあり方について考える

■講義内容■講義内容

人間形成、つまり教育をせまく学校教育の視角だけに限定してとらえるのではなく、ひろく子どもの人間としての成熟や
発達にかかわり、それを支える営みとしてとらえる基本的な立場、教育人間学的な視点に立って、「人間の発達」とそれ
に不可分に絡まり合う作用としての「教育」の意義と必要性を、両者の密接な関連性に着目しつつ考察する。なお、毎回
の演習では、それぞれのテーマについての資料（関連する文献の抜粋および各受講者が作成した要約）を受講者自身が解
説することを中心にして進める。

■達成目標■達成目標

①人間の発達が教育的な援助を不可欠のものとして要求することをさまざまな角度から理解する。
②人間の発達には教育が不可欠であることを、具体的な事例を挙げながら、さまざまな文献を引用した上で、自らの言葉
でまとめ、説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教育の必要性について各自考察してまとめる
【授業内容】　イントロダクション─教育は必要か？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて教育が必要か、自身の考えをまとめる

第２回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　20 世紀以前の教育哲学の潮流①─　教育を受けるべきなのは誰か？
【事後学修】　教育哲学の潮流をふまえて、教育を受けるべき対象とその理由についてまとめる

第３回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　20 世紀以前の教育哲学の潮流②─　どのような教育が必要か？
【事後学修】　教育哲学の潮流をふまえて、いかなる教育が必要かについて自身の考えをまとめる

第４回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ジョン・デューイを生み出したもの
【事後学修】　ジョン・デューイの思想や教育実践を生み出した社会背景についてまとめる

第５回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ジョン・デューイが目指したもの
【事後学修】　ジョン・デューイが目指したものは何か、それはなぜか、自身の考えをまとめる

第６回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　教育を分析するとは？
【事後学修】　教育を分析するとはどういうことか、どのような手法があり得るか、等についてまとめる

第７回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　教育学における分析哲学の功績
【事後学修】　教育学における分析哲学の系譜についてまとめる

第８回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する①─実存主義　vs　解釈学
【事後学修】　実存主義と解釈学について、教育の観点から考察する

第９回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する②─現象学
【事後学修】　現象学的に教育を考えることの意義、価値、課題等について考察する

第10回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する③─批判理論
【事後学修】　批判理論について教育の観点から考察する

第11回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ヨーロッパの哲学を教育の観点で考察する④─ポストモダニズム
【事後学修】　ポストモダニズムについて教育の観点から考察する

第12回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　批判的思考とは何か？　いかにして教授するか？　の検討①─　形式論理学 vs 非形式論理学
【事後学修】　日の議論の内容と自身の考えをまとめる

第13回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　批判的思考とは何か？　いかにして教授するか？　の検討②─　マクペック批判と新たな方法論
【事後学修】　日の議論の内容と自身の考えをまとめる

第14回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　知識論と教育学①─　基礎づけ主義 vs 非基礎づけ主義
【事後学修】　基礎づけ主義と非基礎づけ主義、それぞれの立場からの知識論についてまとめる

第15回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　知識論と教育学②─　知識と構成主義
【事後学修】　知識と構成主義についてまとめ、その観点から教育の意味について考察する

第16回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　社会科学の哲学と教育学研究
【事後学修】　社会科学の哲学と教育学研究の関係についてまとめる

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1581 -



第17回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　倫理学と道徳教育①─　倫理学の系譜
【事後学修】　倫理学の系譜についてまとめる

第18回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　倫理学と道徳教育②─　道徳教育の潮流と問題の把握
【事後学修】　道徳教育の潮流と問題についてまとめる

第19回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　社会哲学×政治哲学における論争と教育
【事後学修】　日の演習の内容と自身の考えをまとめる

第20回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　民主主義と教育
【事後学修】　民主主義と教育の関係についてまとめる

第21回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ネル・ノッディングスを生んだもの
【事後学修】　ネル・ノッディングスの思想を生んだ背景についてまとめる

第22回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　ケアの倫理と教育
【事後学修】　ケアの理論と教育の相関についてまとめる

第23回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「知る」と「わかる」と「できる」のあいだ
【事後学修】　「知る」と「わかる」と「できる」の違いについてまとめる

第24回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　さまざまな「わかる」
【事後学修】　「わかる」とはどういうことかまとめる

第25回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　人間の本質としての知的好奇心
【事後学修】　日の演習の内容と自身の考えをまとめる

第26回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「わかる」ことの意義と価値
【事後学修】　「わかる」ことの意義と価値について自身の考えをまとめる

第27回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　「わかる」から「なっとくする」へ
【事後学修】　「わかる」と「納得する」の違いについてまとめる

第28回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　社会の構成員としての成長と教育
【事後学修】　日の演習をふまえて、教育の価値について自身の考えをまとめる

第29回 【事前学修】　指定した文献のレジュメを作成する
【授業内容】　正統的周辺参加と学校教育
【事後学修】　正統的周辺参加の観点から学校教育の課題と可能性について自身の考えをまとめる

第30回 【事前学修】　ここまでの議論をふまえて、教育は必要か、ということについての自身の考えをまとめる
【授業内容】　総括と暫定的な結論─　教育は必要か？
【事後学修】　改めて教育は必要か、ということについて自身の考えをまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

「まとめ（要約）と考察」（60％）＋議論への参加態度（20％）＋レポート（20％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学生には、本講義は「教わる」のではなく、「学ぶ」あるいは「知を生成する」場であることを念頭においた受講姿勢を
求める。原則として毎回、講義時間内に受講者各自に対して意見発表を求める。そのために受講者にはあらかじめ配布し
た資料あるいは指示した文献についての「まとめ（要約）」を作成し、自らの考察を経て講義に臨む必要がある。した
がって、毎回必ずそれらの作業を行うのは当然のこと、配布された資料だけでなく、その他の参考文献を調べ、検討、分
析し自らの考察・主張を根拠づける努力が必須要件となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間形成原論。

■テキスト■テキスト

ネル・ノディングス著、宮寺晃夫監訳『教育の哲学─　ソクラテスから〈ケアリング〉まで』世界思想社、2006 年。佐伯
胖『「わかる」ということの意味』岩波書店、2009 年。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

講義の内容に関連した質問や意見、主張の積極的な開陳を大いに歓迎します。誤りや無知を恥じるのではなく、それを自
覚し、向き合い、向上しようとする姿勢こそを大事にして、互いに切磋琢磨していきましょう。研究室：泉キャンパス 4
号館 4 階 4402。連絡先は初回の授業で案内する。オフィス・アワー等については開講時に指示する。なお、オフィスア
ワーは流動的であるため、原則メールにて都合を調整することとする。
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坪田　益美

人間情報学演習Ⅱ（人間形成原論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

現代ならびに近い将来に求められる人間形成（教育）のあり方について考える

■講義内容■講義内容

人間形成、つまり教育をせまく学校教育の視角だけに限定してとらえるのではなく、ひろく子どもの人間としての成熟や
発達にかかわり、それを支える営みとしてとらえる基本的な立場、教育人間学的な視点に立って、「人間の発達」とそれ
に不可分に絡まり合う作用としての「教育」の意義と必要性を、両者の密接な関連性に着目しつつ考察する。なお、毎回
の演習では、それぞれのテーマについて各自が用意した資料（関連する文献の抜粋および各受講者が作成した要約）を受
講者自身が解説することを中心にして進める。

■達成目標■達成目標

①テーマごとに、日本国内外の教育および教育研究の動向を把握する。
②先行研究を批判的に考察するとともに、新たな視点と主張を提示する。
③自らの視点と主張の正当性、妥当性、意義について論拠を提示して論証する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　どんな教育が必要となるか、について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　イントロダクション─どんな教育が必要となるか？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第２回 【事前学修】　現代社会の諸相について自身が注目した観点、内容を説明するための資料を準備する
【授業内容】　現代社会の諸相を明らかにする。
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第３回 【事前学修】　グローバル化の現状と課題について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　グローバル化の現状と課題について考察する。
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第４回 【事前学修】　日本型グローバル教育と海外の動向について、自身の関心に基づいた資料を準備する
【授業内容】　日本型グローバル教育と海外の動向。
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第５回 【事前学修】　グローバル化する社会に求められる教育について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　グローバル化する社会に求められる教育とは？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第６回 【事前学修】　多文化社会の現状と課題について考察するための資料を準備する
【授業内容】　多文化社会の現状と課題
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第７回 【事前学修】　多文化教育が目指すものと直面する課題について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　多文化教育が目指すものと直面する課題
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第８回 【事前学修】　多文化化する社会に求められる教育について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　多文化化する社会に求められる教育とは？
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第９回 【事前学修】　民主主義社会の現状と直面している課題について自身の考えを説明するための資料を準備する
【授業内容】　民主主義社会の現状と直面している課題
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第10回 【事前学修】　イデオロギーの対立とシティズンシップ教育の多様性について考察するための資料を準備する
【授業内容】　イデオロギーの対立とシティズンシップ教育の多様性
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第11回 【事前学修】　シティズンシップ教育が世界的潮流として重視された背景について説明するための資料を準備す
る
【授業内容】　世界的潮流としてのシティズンシップ教育の重視
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第12回 【事前学修】　イギリスにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　イギリスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　イギリスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第13回 【事前学修】　フランスにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　フランスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　フランスにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第14回 【事前学修】　カナダ・オーストラリアにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　カナダ・オーストラリアにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　カナダ・オーストラリアにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第15回 【事前学修】　EU におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　EU におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　EU におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第16回 【事前学修】　韓国におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　韓国におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　韓国におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる
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第17回 【事前学修】　香港におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　香港におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　香港におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第18回 【事前学修】　中国におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　中国におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　中国におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第19回 【事前学修】　シンガポールにおけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　シンガポールにおけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　シンガポールにおけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第20回 【事前学修】　日本におけるシティズンシップ教育に関する資料を準備する
【授業内容】　日本におけるシティズンシップ教育の展開と課題
【事後学修】　諸外国と比較しながら、日本におけるシティズンシップ教育の展開と課題についてまとめる

第21回 【事前学修】　法とシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　法とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第22回 【事前学修】　人権とシティズンシップ教育が関わる教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　人権とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第23回 【事前学修】　平和に向けたシティズンシップ教育の教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　平和に向けたシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第24回 【事前学修】　シティズンシップ教育における歴史教育の役割について自身の考えを説明する資料を準備する
【授業内容】　シティズンシップ教育における歴史教育の役割
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第25回 【事前学修】　愛国心とシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　愛国心とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第26回 【事前学修】　宗教とシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　宗教とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第27回 【事前学修】　メディア・リテラシーとシティズンシップ教育の関係について考察するための資料を準備する
【授業内容】　メディア・リテラシーとシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第28回 【事前学修】　環境問題とシティズンシップ教育が関わる教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　環境問題とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第29回 【事前学修】　多文化共生とシティズンシップ教育が関わる教材・実践事例についての資料を準備する
【授業内容】　多文化共生とシティズンシップ教育
【事後学修】　日の議論をふまえて、改めて自身の考えをまとめる

第30回 【事前学修】　いかなる教育が必要となるか、ここまでの議論をふまえた自身の考えを説明する資料を準備する
【授業内容】　総括と暫定的な結論─どんな教育が必要になるか？
【事後学修】　1 年間の議論をふまえて、最も関心のあるテーマに関するレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

「レジュメ」（40％）＋議論への参加態度（30％）＋レポート（30％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学生には、本講義は「教わる」のではなく、「学ぶ」あるいは「知を生成する」場であることを念頭においた受講姿勢を
求める。原則として毎回、講義時間内に受講者各自に対して意見発表を求める。そのために受講者にはあらかじめ配布し
た資料あるいは指示した文献について、自らの考察を経て講義に臨む必要がある。したがって、毎回必ずそれらの作業を
行うのは当然のこと、配布された資料だけでなく、その他の参考文献を調べ、検討、分析し自らの考察・主張を根拠づけ
る努力が必須要件となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間形成原論。

■テキスト■テキスト

シティズンシップ研究会編『シティズンシップの教育学』晃洋書房、2006 年。嶺井明子編著『世界のシティズンシップ教
育─　グローバル時代の国民 / 市民形成─』東信堂、2007 年。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

講義の内容に関連した質問や意見、主張の積極的な開陳を大いに歓迎します。誤りや無知を恥じるのではなく、それを自
覚し、向き合い、向上しようとする姿勢こそを大事にして、互いに切磋琢磨していきましょう。
研究室：泉キャンパス 4 号館 4 階 4402。連絡先は初回の授業で案内する。オフィス・アワー等については開講時に指示
する。なお、オフィス・アワーは流動的であるため、原則メールにて都合を調整することとする。
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佐久間　政広

宗教と科学・文化
Religion, Science and Culture

■テーマ■テーマ

世界に関する説明図式としての宗教と科学

■講義内容■講義内容

しばしば「科学は合理的で、宗教は非合理的」と対比され、宗教は迷信と同一視されることがある。しかし、宗教も科学
も世界に関する説明する枠組みにほかならず、その点では同じである。本講義では、宗教と科学を世界に関する説明枠組
みとして捉え、それぞれの特徴を説明する。そのうえで、ヨーロッパ文化と日本文化それぞれにおいて死と死後の世界が
宗教によってどのように説明されてきたのかを講ずる。

■達成目標■達成目標

①世界に関する説明枠組みとして宗教と科学を位置づける考え方の骨子を説明できる。
②ヨーロッパ文化における死に関する描写の歴史的変遷について説明できる。
③日本文化における「あの世」に関する捉え方の歴史的変遷について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業計画について確認する。

第２回 【事前学修】　磁力について調べてみる。
【授業内容】　磁石の力は歴史的にどのように説明されてきたか
【事後学修】　磁力に関する説明の歴史を整理しておく。

第３回 【事前学修】　近代科学について事典で調べてみる。
【授業内容】　近代科学の成立
【事後学修】　近代科学の特徴について整理しておく。

第４回 【事前学修】　「科学的」とされる事柄の特徴を考えてみる。
【授業内容】　科学的説明とはいかなる説明か
【事後学修】　説明図式として科学を捉える考え方を整理しておく。

第５回 【事前学修】　「パラダイム」について調べてみる。
【授業内容】　科学革命
【事後学修】　科学革命という考え方をめぐるその後の議論を調べてみる。

第６回 【事前学修】　認識論について事典で調べてみる。
【授業内容】　概念枠組みとはなにか
【事後学修】　「概念枠組み」という考え方を整理しておく。

第７回 【事前学修】　魔術について調べてみる。
【授業内容】　魔術的世界観と脱魔術的世界観
【事後学修】　魔術的世界観と脱魔術的世界観との違いを整理しておく。

第８回 【事前学修】　現代社会において「宗教的」とされる営みを考えてみる。
【授業内容】　いかなうる営みを宗教的とみなすか
【事後学修】　宗教を説明図式として捉える考え方を整理しておく。

第９回 【事前学修】　死後の世界に関するキリスト教の説明を調べてみる。
【授業内容】　ヨーロッパ文化における死の描写の変遷（1）：死の個人化
【事後学修】　「死の個人化」について整理しておく。

第10回 【事前学修】　フィリップ・アリエスについて調べてみる。
【授業内容】　ヨーロッパ文化における死の描写の変遷（2）：死の非日常化
【事後学修】　「死の非日常化」について整理しておく。

第11回 【事前学修】　日本神話における死者の世界に関する説明を調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（1）：この世にとどまる死者
【事後学修】　古代の死生観を整理しておく。

第12回 【事前学修】　浄土思想について調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（2）：あの世の出現
【事後学修】　平安時代後期の「極楽往生」に関する問題状況を整理しておく。

第13回 【事前学修】　鎌倉仏教について調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（3）：鎌倉仏教の革新性
【事後学修】　鎌倉仏教の意義について整理しておく。

第14回 【事前学修】　柳田國男について調べておく。
【授業内容】　日本文化における死者のゆくえ（4）：先祖になる
【事後学修】　日本文化における祖先観を整理しておく。

第15回 【事前学修】　14回の授業の内容をふりかえっておく。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　科学と宗教を説明枠組みとして捉える見方を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回授業終了時に提出するワークシート（50％）、レポート（50％）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開す
る。レポートは、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・新聞を読み、ドキュメンタリー番組を視聴すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。
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津上　誠

比較文化論特講
Special Lectures on Comparative Culture

■テーマ■テーマ

現代日本社会の文化人類学的検討

■講義内容■講義内容

言語、分類、家族的なるもの、性、生産活動、交換、儀礼、「宗教」、ネイション、といったテーマを設け、異文化社会
におけるあり方を理解することを通じて、我々が自明視する「常識」を相対化していく。毎回具体例を挙げて講義する。
受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①現代日本社会の「文化」の諸側面一つ一つを、数ある社会の常識の一つとして相対化する態度が身につく。
②文化の多様性を認めた上でもなお言える人間性を追究する姿勢が身につく。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割について適宜資料を探し読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第２回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系に関する当日配付資料について、次回までに考察
を加えておく

第３回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れについての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れに関する当日配付資料について、次回までに考察を加えてお
く

第４回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性に関する当日配付資料について、次回までに考察を加え
ておく

第５回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第６回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第７回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性に関する当日配付資料について、次回までに考察を加え
ておく

第８回 【事前学修】　生産の諸様式（採集狩猟民、遊牧民、移動農耕民、定住農耕民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（採集狩猟民、遊牧民、移動農耕民、定住農耕民）
【事後学修】　生産の諸様式（採集狩猟民、遊牧民、移動農耕民、定住農耕民）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第９回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換 / 間柄から見た近代と前近代についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換 / 間柄から見た近代と前近代
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換 / 間柄から見た近代と前近代に関する当日配付資料について、次回
までに考察を加えておく

第10回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第11回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格に関する当日配付資料について、次回までに考察を
加えておく

第12回 【事前学修】　儀礼についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼
【事後学修】　儀礼に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第13回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈に関する当日配付資料について、次回までに考察
を加えておく

第14回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく
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第15回 【事前学修】　「民族」と「国民」についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」
【事後学修】　「民族」と「国民」に関する当日配付資料について、考察を加える

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回に指示する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅰ（比較文化論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

文献講読を通じた現代日本社会の文化人類学的検討

■講義内容■講義内容

言語、分類、家族的なるもの、性、生産活動、交換、儀礼、「宗教」、ネイションといったテーマを設け、異文化社会に
おけるあり方を理解することを通じて、我々が自明視する「常識」を相対化していく。以上を、毎回、具体例を盛り込ん
だ論文を読むことを通じて、行なう。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①現代日本社会の「文化」の諸側面一つ一つを、数ある社会の常識の一つとして相対化する態度が身につく。
②文化の多様性を認めた上でもなお言える人間性を追究する姿勢が身につく。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（進化論的探究）について適宜資料を探し読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（進化論的探究）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（進化論的探究）に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第２回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（機能主義的探究）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（機能主義的探究）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（機能主義的探究）に関する当日配付資料について、次回までに
考察を加えておく

第３回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（構造主義と意味体系の追究）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（構造主義と意味体系の追究）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（構造主義と意味体系の追究）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第４回 【事前学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（現代の文化論）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　文化論系諸学の歴史とその役割（現代の文化論）
【事後学修】　文化論系諸学の歴史とその役割（現代の文化論）に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第５回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（サピア＝ウォーフ仮説）についての事前配布資
料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（サピア＝ウォーフ仮説）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（サピア＝ウォーフ仮説）に関する当日配付資料
について、次回までに考察を加えておく

第６回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（位置関係を表す語彙と認知）についての事前配
布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（位置関係を表す語彙と認知）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（位置関係を表す語彙と認知）に関する当日配付
資料について、次回までに考察を加えておく

第７回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（「甘え」理論と日本語）についての事前配布資
料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（「甘え」理論と日本語）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（「甘え」理論と日本語）に関する当日配付資料
について、次回までに考察を加えておく

第８回 【事前学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（ひらめきと新表現）についての事前配布資料を
読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（ひらめきと新表現）
【事後学修】　諸言語と意味世界（1）言語相対仮説と分類体系（ひらめきと新表現）に関する当日配付資料につ
いて、次回までに考察を加えておく

第９回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（動物分類）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（動物分類）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（動物分類）に関する当日配付資料について、次回までに考
察を加えておく

第10回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（排泄物とは何か）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（排泄物とは何か）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（排泄物とは何か）に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第11回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（人間社会における穢れ）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（人間社会における穢れ）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（人間社会における穢れ）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第12回 【事前学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（分類体系とアイデンティティの政治）についての事前配布
資料を読む
【授業内容】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（分類体系とアイデンティティの政治）
【事後学修】　諸言語と意味世界（2）境界性と穢れ（分類体系とアイデンティティの政治）に関する当日配付資
料について、次回までに考察を加えておく
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第13回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（母系社会における父）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（母系社会における父）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（母系社会における父）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第14回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（父系社会と嫁）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（父系社会と嫁）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（父系社会と嫁）に関する当日配付資料について、次回
までに考察を加えておく

第15回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（「核家族」という名の線引き）についての事前配布資
料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（「核家族」という名の線引き）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（「核家族」という名の線引き）に関する当日配付資料
について、次回までに考察を加えておく

第16回 【事前学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（非「生物学的」関係による「身内」）についての事前
配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（非「生物学的」関係による「身内」）
【事後学修】　「家族」と「身内」（1）線引きの恣意性（非「生物学的」関係による「身内」）に関する当日配
付資料について、次回までに考察を加えておく

第17回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論のさまざま）についての
事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論のさまざま）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論のさまざま）に関する当
日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第18回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論の役割）についての事前
配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論の役割）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（民俗生殖理論の役割）に関する当日配
付資料について、次回までに考察を加えておく

第19回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（交換論から見た「身内」の本質）につ
いての事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（交換論から見た「身内」の本質）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（交換論から見た「身内」の本質）に関
する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第20回 【事前学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（ポスト近代家族を模索する）について
の事前配布資料を読む
【授業内容】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（ポスト近代家族を模索する）
【事後学修】　「家族」と「身内」（2）連なりの信仰と「身内」の本質（ポスト近代家族を模索する）に関する
当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第21回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（ジョン・マネーの報告より）についての事前
配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（ジョン・マネーの報告より）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（ジョン・マネーの報告より）に関する当日配
付資料について、次回までに考察を加えておく

第22回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（「バックラッシュ」をめぐって）についての
事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（「バックラッシュ」をめぐって）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（「バックラッシュ」をめぐって）に関する当
日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第23回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性区分の多様性：第 3 の性・第 4 の性）に
ついての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性区分の多様性：第 3 の性・第 4 の性）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性区分の多様性：第 3 の性・第 4 の性）に
関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第24回 【事前学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性別の儀礼的構築）についての事前配布資料
を読む
【授業内容】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性別の儀礼的構築）
【事後学修】　性区分と性役割（1）フィクションとしての性区分（性別の儀礼的構築）に関する当日配付資料に
ついて、次回までに考察を加えておく

第25回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割とその多様性）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割とその多様性）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割とその多様性）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第26回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割への違和感）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割への違和感）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性役割への違和感）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第27回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性的志向性）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性的志向性）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性的志向性）に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第28回 【事前学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性別の儀礼的変換）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性別の儀礼的変換）
【事後学修】　性区分と性役割（2）性役割と性的志向性（性別の儀礼的変換）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1590 -



第29回 【事前学修】　生産の諸様式（採集狩猟民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（採集狩猟民）
【事後学修】　生産の諸様式（採集狩猟民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第30回 【事前学修】　生産の諸様式（遊牧民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（遊牧民）
【事後学修】　生産の諸様式（遊牧民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時に読む論文には必ず事前に目を通しておくこと。報告者はレジュメを作成・配付すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

比較文化論特講。

■テキスト■テキスト

授業初回に指示する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅱ（比較文化論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

文献講読を通じた現代日本社会の文化人類学的検討

■講義内容■講義内容

言語、分類、家族的なるもの、性、生産活動、交換、儀礼、「宗教」、ネイション、といったテーマを設け、異文化社会
におけるあり方を理解することを通じて、我々が自明視する「常識」を相対化していく。以上を、毎回、具体例を盛り込
んだ論文を読むことを通じて、行なう。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

①現代日本社会の「文化」の諸側面一つ一つを、数ある社会の常識の一つとして相対化する態度が身につく。
②文化の多様性を認めた上でもなお言える人間性を追究する姿勢が身につく。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　生産の諸様式（移動農耕民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（移動農耕民）
【事後学修】　生産の諸様式（移動農耕民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第２回 【事前学修】　生産の諸様式（定住農耕民）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　生産の諸様式（定住農耕民）
【事後学修】　生産の諸様式（定住農耕民）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第３回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換は間柄を作り更新する）について
の事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換は間柄を作り更新する）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換は間柄を作り更新する）に関する
当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第４回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（近代と前近代における「生きること」
の中身の違い）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（近代と前近代における「生きること」
の中身の違い）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（近代と前近代における「生きること」
の中身の違い）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第５回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（自家消費の禁止）についての事前配布
資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（自家消費の禁止）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（自家消費の禁止）に関する当日配付資
料について、次回までに考察を加えておく

第６回 【事前学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換モードの価値序列）についての事
前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換モードの価値序列）
【事後学修】　交換と間柄（1）3 種の交換／間柄から見た近代と前近代（交換モードの価値序列）に関する当日
配付資料について、次回までに考察を加えておく

第７回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（ポトラッチとビッグマン）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（ポトラッチとビッグマン）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（ポトラッチとビッグマン）に関する当日配付資料について、次回まで
に考察を加えておく

第８回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（王・天皇・貴族）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（王・天皇・貴族）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（王・天皇・貴族）に関する当日配付資料について、次回までに考察を
加えておく

第９回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（イスラームとキリスト教）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（イスラームとキリスト教）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（イスラームとキリスト教）に関する当日配付資料について、次回まで
に考察を加えておく

第10回 【事前学修】　交換と間柄（2）贈与と力（家族内構造）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（2）贈与と力（家族内構造）
【事後学修】　交換と間柄（2）贈与と力（家族内構造）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加え
ておく

第11回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（メトニミーとフェティシズム）についての事前配
布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（メトニミーとフェティシズム）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（メトニミーとフェティシズム）に関する当日配付
資料について、次回までに考察を加えておく

第12回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（屋敷や土地の意味）についての事前配布資料を読
む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（屋敷や土地の意味）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（屋敷や土地の意味）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく
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第13回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（死体と臓器移植）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（死体と臓器移植）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（死体と臓器移植）に関する当日配付資料につい
て、次回までに考察を加えておく

第14回 【事前学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（性の商品化をめぐって）についての事前配布資料
を読む
【授業内容】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（性の商品化をめぐって）
【事後学修】　交換と間柄（3）財やサービスに宿りうる人格（性の商品化をめぐって）に関する当日配付資料に
ついて、次回までに考察を加えておく

第15回 【事前学修】　儀礼（儀礼論一般）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（儀礼論一般）
【事後学修】　儀礼（儀礼論一般）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第16回 【事前学修】　儀礼（成人儀礼）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（成人儀礼）
【事後学修】　儀礼（成人儀礼）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第17回 【事前学修】　儀礼（婚姻儀礼）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（婚姻儀礼）
【事後学修】　儀礼（婚姻儀礼）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第18回 【事前学修】　儀礼（死者儀礼）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　儀礼（死者儀礼）
【事後学修】　儀礼（死者儀礼）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第19回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（ノモス・コスモス・カオス）についての事前配
布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（ノモス・コスモス・カオス）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（ノモス・コスモス・カオス）に関する当日配付
資料について、次回までに考察を加えておく

第20回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（呪術と妖術）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（呪術と妖術）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（呪術と妖術）に関する当日配付資料について、
次回までに考察を加えておく

第21回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（占い）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（占い）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（占い）に関する当日配付資料について、次回ま
でに考察を加えておく

第22回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（神々の業）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（神々の業）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（1）不幸の解釈（神々の業）に関する当日配付資料について、次
回までに考察を加えておく

第23回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「家」と「死の解決」）につい
ての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「家」と「死の解決」）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「家」と「死の解決」）に関す
る当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第24回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（科学信仰と新生殖技術）につい
ての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（科学信仰と新生殖技術）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（科学信仰と新生殖技術）に関す
る当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第25回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（現実解釈図式としての病名体
系）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（現実解釈図式としての病名体
系）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（現実解釈図式としての病名体
系）に関する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第26回 【事前学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「本能」という名の神話）につ
いての事前配布資料を読む
【授業内容】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「本能」という名の神話）
【事後学修】　現実解釈図式としての「宗教」（2）身体をめぐる現実解釈図式（「本能」という名の神話）に関
する当日配付資料について、次回までに考察を加えておく

第27回 【事前学修】　「民族」と「国民」（作られる「民族」と「国民」）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（作られる「民族」と「国民」）
【事後学修】　「民族」と「国民」（作られる「民族」と「国民」）に関する当日配付資料について、次回まで
に考察を加えておく

第28回 【事前学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての言語）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（しるしとしての言語）
【事後学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての言語）に関する当日配付資料について、次回までに考察を
加えておく

第29回 【事前学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「血」）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（しるしとしての「血」）
【事後学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「血」）に関する当日配付資料について、次回までに考察
を加えておく
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第30回 【事前学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「文化」）についての事前配布資料を読む
【授業内容】　「民族」と「国民」（しるしとしての「文化」）
【事後学修】　「民族」と「国民」（しるしとしての「文化」）に関する当日配付資料について、考察を加える

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時に読む論文には必ず事前に目を通しておくこと。報告者はレジュメを作成・配付すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

比較文化論特講。

■テキスト■テキスト

授業初回に指示する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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遠藤　尚

地域文化論特講
Special Lectures on Regional Culture

■テーマ■テーマ

地域文化についての知見を深める。

■講義内容■講義内容

本講義では文化とは何かについて問い直した上で、インドネシア、ジャワ農村を事例として地域の文化とその変容につい
て紹介する。また、履修者はそれぞれの選んだ地域の文化について調べて発表し、ディスカッションを行うことで、地域
文化について検討する視点とスキルを身につけることを目指す。

■達成目標■達成目標

1．「文化」をとらえる難しさを理解できる。
2．地域の文化について多面的に検討できる。
3．地域文化について知見が深まったことを実感できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　文化の定義について調べておく。
【授業内容】　文化とは何か①講義
【事後学修】　授業内容を元に文化の定義について整理する。

第２回 【事前学修】　前回の授業内容と紹介された文献、自主学習の成果を元に「文化とは何か」についての発表資料
をまとめる。
【授業内容】　文化とは何か②発表
【事後学修】　質疑内容踏まえて、発表資料を修正する。

第３回 【事前学修】　「本講義における地域文化」について自分なりにまとめる。
【授業内容】　文化とは何か③ディスカッション「本講義における地域文化」
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえ，「本講義における地域文化」について整理する。

第４回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の立地と自然環境について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴①立地と自然環境
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の立地と自然環境について調べてまとめる。

第５回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の民族分布について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴②民族
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の民族分布とその特徴について調べてまとめる。

第６回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の歴史と宗教の概要について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴③歴史と宗教
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の歴史と宗教について調べてまとめる。

第７回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ島の現在の産業について調べておく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の特徴④産業
【事後学修】　自らが選んだ対象地域の主要産業とその変化について調べてまとめる。

第８回 【事前学修】　農業のインボリューションについての資料を読んでおく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化①農業と農村の文化（農業のインボリューションについて）
【事後学修】　自らが選んだ対象地域に関する鍵となる論文を探して読む。

第９回 【事前学修】　配付されたギアーツ以降のジャワ農村に関する論文を読んでおく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化②農業と農村の文化（ギアーツ以降の諸研究について）
【事後学修】　自らが選んだ対象地域に関する論文を探して読む。

第10回 【事前学修】　生計研究に関する資料を読んでおく。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化③農村の世帯生計
【事後学修】　自らが選んだ対象地域における生計に関する論文を探して読む。

第11回 【事前学修】　インドネシア，ジャワ農村に関する第10回までの授業内容を振り返る。
【授業内容】　インドネシア，ジャワ農村の文化④まとめ
【事後学修】　自らが選んだ対象地域についてこれまで調べた成果をまとめる。

第12回 【事前学修】　自らが選んだ対象地域についてこれまで調べた成果を報告資料として用意する。
【授業内容】　地域文化について調べる①経過報告
【事後学修】　指摘された不足部分について調べる。

第13回 【事前学修】　前回指摘された不足部分について、不明点を明らかにしておく。
【授業内容】　地域文化について調べる②地域文化を調べる方法（講義）
【事後学修】　授業内容を踏まえて、自らが選んだ対象地域について分析を進める。

第14回 【事前学修】　自らが選んだ対象地域の地域文化について発表資料を用意する。
【授業内容】　地域文化について調べる③最終発表とディスカッション
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえ、発表資料を修正する。

第15回 【事前学修】　第14回までの授業内容を踏まえて地域文化について改めて考えておく。
【授業内容】　地域文化論とは
【事後学修】　授業の前後で「地域文化」の捉え方がどのように変化したのかレポートとしてまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題への取り組み方（15%）、ディスカッションの内容（15%）、最終発表の内容（50点）、最終レポート（20点）
以上の4点から授業の理解度や達成目標の到達度を評価する。授業の5分の1を超えて欠席した場合は、最終発表の評価資格
を失う。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。レポート等の提出物については、添削して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やインターネット、書籍等で興味のある地域について常にアンテナを張っておく。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特定のテキストは使用しない。

■参考文献■参考文献

授業の中で随時紹介する。
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遠藤　尚

人間情報学演習Ⅰ（地域文化論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地域文化に関する研究を知り、地域研究の視点や分析方法を学ぶ。

■講義内容■講義内容

本演習では、地域文化に関する学術的な研究の視点や分析方法を身につけるために、毎回の課題に沿って論文等を読み進
め、地域文化に関する研究とはどのような研究なのか学んでいく。また、学外でのフィールドワークにおいて地域調査の
手法を身につける。授業は、事前学修を元にした発表、ディスカッションあるいはフィールドワークによって進める。

■達成目標■達成目標

①特に興味のある分野を見つけ、地域文化に関する学術的な研究の視点や基本的な分析ができる。
②他の学生が興味を持ったテーマについても、ディスカッションを通して知見を得、自分なりの意見を言うことができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、この講義の内容と運営方法について理解しておく。これまでの地域に関す
る講義内容や新聞などから、地域に関する興味を高めておく。
【授業内容】　地域に関する学会誌を知る
【事後学修】　時間中に紹介した学会誌の中から興味深いタイトルの論文を探す。

第２回 【事前学修】　１回目で探した論文をリストとしてまとめ、授業中に紹介できるように整理する。
【授業内容】　事前学修の結果を発表し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、論文リストの更新をする。

第３回 【事前学修】　『人文地理』の学会展望などから興味のある分野を見つけ、授業中に紹介できるように整理す
る。
【授業内容】　テーマ「地域文化研究の文献を探す①（展望論文から）」、事前学修の結果を発表し、ディス
カッションを行う。
【事後学修】　興味のある分野の展望論文を改めて読み返し、中でも興味あるテーマを探してみる。

第４回 【事前学修】　興味のある論文の参考文献から読んでみたい論文と単行本を探し、授業中に紹介できるように整
理する。
【授業内容】　テーマ「地域文化研究の文献を探す②（芋づる式）」、事前学修の結果を発表し、ディスカッ
ションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえ、読んでみたい論文と単行本のリストを修正する。

第５回 【事前学修】　図書館で利用できる文献検索システムなどを用いて、興味のある論文を探し、リストを作成す
る。
【授業内容】　テーマ「地域文化研究の文献を探す③（文献検索システム）」、事前学修の結果を発表し、ディ
スカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえ、読んでみたい論文のリストを修正する。

第６回 【事前学修】　これまで作成したリストの中から論文を一つ選び、授業中に紹介できるように要旨をまとめる。
【授業内容】　テーマ「学術論文を読む」、事前学修の結果を発表し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえて、論文を読み直し要旨を修正する。

第７回 【事前学修】　6回目で読んだ論文の参考文献から一つ取り上げて論文を読み、要旨にまとめる。
【授業内容】　テーマ「学術論文を読み進める」、事前学修の結果を発表し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえて、論文を読み直し要旨を修正する。

第８回 【事前学修】　第7回までで更新されたリストを参考に、興味のある地域・テーマに関する論文を読み進め要旨に
まとめる。
【授業内容】　テーマ「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる①」、事前学修の結果を発表し、
ディスカッションを行う。
【事後学修】　「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる①」に関する授業内容を踏まえて、論文
を読み直し要旨を修正する。

第９回 【事前学修】　引き続き興味のある地域・テーマに関する論文を読み進め要旨にまとめる。
【授業内容】　テーマ「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる②」、事前学修の結果を発表し、
ディスカッションを行う。
【事後学修】　「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる②」に関する授業内容を踏まえて、論文
を読み直し要旨を修正する。

第10回 【事前学修】　8、9回目で読んだ論文を元に、興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる。
【授業内容】　テーマ「興味のある地域・テーマに関する研究動向をまとめる③」、事前学修の結果を発表し、
ディスカッションを行う。
【事後学修】　授業内容を踏まえて、論文を読み直し研究動向を修正する。

第11回 【事前学修】　これまでの授業を踏まえて、自らの興味のあるテーマにふさわしい調査対象地域を検討する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの対象地域について調べる」
【事後学修】　教員のアドバイスを元に、対象地域についてさらに調べる。

第12回 【事前学修】　対象地域について調べた結果を発表資料としてまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの対象地域を検討する」
【事後学修】　決定した対象地域について自らのテーマに沿った論文等を調べる。

第13回 【事前学修】　フィールドワークの対象地域について、自らのテーマに沿って調べた内容をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの対象地域について発表する」
【事後学修】　授業内容を踏まえて、フィールドワークで自らが行う調査のテーマを検討する。
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第14回 【事前学修】　フィールドワークで自らが行う調査のテーマと調査方法についてまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークにおけるテーマと調査方法」
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、フィールドワークにおけるテーマと調査方法を修正する。

第15回 【事前学修】　フィールドワークの計画を自分なりに立てる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの計画を練る①」事前学修の結果を発表し、履修者間で調整する。
【事後学修】　授業で調整した日程や役割分担を踏まえて、フィールドワークの計画を調整する。

第16回 【事前学修】　調整した結果を踏まえて、交通手段や宿泊先の手配を進める。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの計画を練る②」手配した交通手段等を確認した上で、全体の計画に
反映させる。
【事後学修】　巡検先での自らの具体的な調査計画と準備を進める。

第17回 【事前学修】　巡検先での自らの具体的な調査計画を全体の計画に反映させる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの計画を決定する」全体の計画とそれぞれの役割や行動を確認する。
【事後学修】　巡検の準備を行う。

第18回 【事前学修】　巡検での自らの役割を確認する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク①」共同で行うフィールドワークにおける自らの役割を果たす。
【事後学修】　自らの行動について反省し、必要に応じて修正する。

第19回 【事前学修】　自らのテーマに沿った調査設計について確認する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク②」自らのテーマに沿った調査設計に沿った調査を行う。
【事後学修】　調査結果について整理する。

第20回 【事前学修】　調査結果について随時報告資料をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク③」調査結果について当日の報告会で報告する。
【事後学修】　ディスカッションの結果に応じて、調査内容や方法を調整する。

第21回 【事前学修】　調査結果を整理する。
【授業内容】　テーマ「フィールドワーク④」整理の結果、不明点や不足な部分が明らかになった場合、できる
限り追加で調査をする。
【事後学修】　追加部分も含めて調査結果を整理する。

第22回 【事前学修】　アンケート票の整理など結果分析に必要な準備を行う。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析①」アンケート調査のデータ入力、聞き取り調査の結果の
書き起こしなどを行う。
【事後学修】　引き続き入力等を行い、必要に応じて教員のアドバイスなどを元にデータベースを修正する。

第23回 【事前学修】　分析に必要なデータベースを完成させる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析②」ピボットテーブル等を用いて調査結果を分析する。
【事後学修】　引き続き調査結果を分析する。

第24回 【事前学修】　ここまでの分析結果をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析③」ここまでの分析結果を発表する。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、分析を進める。

第25回 【事前学修】　修正した分析結果をまとめる。
【授業内容】　テーマ「フィールドワークの結果分析④」修正した分析結果を発表する。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、分析結果をさらに修正する。

第26回 【事前学修】　事前の準備と分析結果を基に、テーマについて考察を行う。
【授業内容】　テーマ「設定したテーマについて考察を加える」事前学修の結果を報告し、ディスカッションを
行う。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、考察を深める。

第27回 【事前学修】　考察した結果を図にまとめる。
【授業内容】　テーマ「考察結果を図にする」事前学修の結果を報告し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　ディスカッションの内容を踏まえて、図を修正する。

第28回 【事前学修】　これまでの学修やフィールドワークの成果を報告書にまとめる。
【授業内容】　テーマ「報告書の作成①」事前学修の結果を報告し、アドバイスを受ける。
【事後学修】　アドバイスの内容を踏まえて、原稿を修正する。

第29回 【事前学修】　報告書の最終原稿をまとめる。
【授業内容】　テーマ「報告書の作成②」フォーマットなども含め、最終原稿について確認する。
【事後学修】　全体の報告書の原稿をそろえ、調整する。

第30回 【事前学修】　報告書の内容を発表資料としてまとめる。
【授業内容】　テーマ「成果を発表する」事前学修の結果を報告し、ディスカッションを行う。
【事後学修】　自らの今後の研究について検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

要旨の準備等発表への取り組み（30%）、ディスカッションや巡検への参加状況（30%）、最終報告書の内容（40%）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日頃から新聞やニュースに触れ、地域に関する問題への関心を持つこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特定のテキストは使用しない。

■参考文献■参考文献

授業中に随時紹介する。
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遠藤　尚

人間情報学演習Ⅱ（地域文化論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

外国語の文献に親しみ、地域文化についての知見を深める。

■講義内容■講義内容

この講義では、前半で履修者共通の外国語文献、後半で履修者が各自選んだ外国語文献を熟読し、外国語の文献を読むス
キルを身につけると同時に、修士論文執筆に必要な地域文化についての知見を深める。外国語は基本的に英語とする。

■達成目標■達成目標

1．外国語の文献を読めるようになる。
2．国内のものとは異なる地域文化についての知見が深まったことを実感できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自らの興味の方向性を整理しておく。
【授業内容】　提示されたいくつかの中から輪読する論文を2本決め、担当順を決める。
【事後学修】　決まった論文を入手し、構成や要旨などを確認しておく。

第２回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第2回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める①第1回授業で指定された部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める①の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第３回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第3回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める②前回終了時点から第1回授業で指定された第3回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める②の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第４回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第4回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める③前回終了時点から第1回授業で指定された第4回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める③の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第５回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第5回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める④前回終了時点から第1回授業で指定された第5回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める④の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第６回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第6回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は訳
した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑤前回終了時点から第1回授業で指定された第6回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑤授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間違
いの原因も特定する。

第７回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも論文を最後まで読み、不明点を検討する。担当者は訳した内容を資料に
まとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑥前回終了時点から最後まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑥の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第８回 【事前学修】　第7回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する①初回から第7回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検討す
る。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を整理する。

第９回 【事前学修】　2本目の論文について、自分の担当ではなくとも第9回授業までに読み進める部分を読み、不明点
を検討する。担当者は訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑧第8回授業で指定された部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑧の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第10回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第10回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑨前回終了時点から第8回授業で指定された第10回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑨の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第11回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第11回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑩前回終了時点から第8回授業で指定された第11回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑩の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。
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第12回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第12回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑪前回終了時点から第8回授業で指定された第12回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑪の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第13回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも第13回授業までに読み進める部分を読み、不明点を検討する。担当者は
訳した内容を資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑫前回終了時点から第8回授業で指定された第13回部分まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑫の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第14回 【事前学修】　自分の担当ではなくとも2本目の論文を最後まで読み、不明点を検討する。担当者は訳した内容を
資料にまとめる。
【授業内容】　輪読形式で論文を読み進める⑬前回終了時点から最後まで
【事後学修】　輪読形式で論文を読み進める⑬の授業内容を元に、自分の読み間違いなどを確認、修正する。間
違いの原因も特定する。

第15回 【事前学修】　第14回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する②第9回から第14回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検討
する。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を改めて整理する。

第16回 【事前学修】　自らの研究テーマに応じて読みたい外国語文献をリストアップする。
【授業内容】　授業後半で自らが読む外国語文献を2本決める。14回でどのように読み進めるか計画を立てる。
【事後学修】　決まった論文を入手し、構成や要旨などを確認しておく。

第17回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める①（初回分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、初回分の部分を読み直す。

第18回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める②（2回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、2回目分の部分を読み直す。

第19回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める③（3回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、3回目分の部分を読み直す。

第20回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める④（4回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、4回目分の部分を読み直す。

第21回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑤（5回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、5回目分の部分を読み直す。

第22回 【事前学修】　計画に従って1本目の論文を最後まで読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても
内容を把握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑥（最終部分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、最後部分を読み直す。

第23回 【事前学修】　第22回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する③第17回から第22回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検
討する。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を改めて整理する。

第24回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑦（初回分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、初回分の部分を読み直す。

第25回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑧（2回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、2回目分の部分を読み直す。

第26回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑨（3回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、3回目分の部分を読み直す。

第27回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても内容を把
握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑩（4回目分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、4回目分の部分を読み直す。

第28回 【事前学修】　計画に従って2本目の論文を最後まで読み進め報告資料にまとめる。他の履修者の論文についても
内容を把握しておく。
【授業内容】　選んだ外国語文献を読み進める⑪（最終部分）
【事後学修】　授業で指摘された部分を中心に、最後部分を読み直す。
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第29回 【事前学修】　第28回の授業まで読んだ論文を通読し、論文の内容、不明点など改めて確認する。
【授業内容】　論文の内容を検討する④第24回から第28回まで掛けて読んだ論文について改めて内容について検
討する。
【事後学修】　外国語論文を読むに当たって、自らが注意すべき点を改めて整理する。

第30回 【事前学修】　この授業で読んだ4本の論文についての所見と外国語文献を読むに際して学んだことをレポートに
まとめる。
【授業内容】　所見と学びについての発表
【事後学修】　今後読みたい外国語文献を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

前半については担当部分の資料、後半については毎回の報告資料の内容（60%）、ディスカッション等への参加状況
（30%）、最終回の報告内容（10%）。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

外国語論文を読むのに必要な英語の辞書や辞書アプリを準備しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特定のテキストは使用しない。

■参考文献■参考文献

授業中に随時紹介する。
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坂本　譲

スポーツ科学特論
Special Topics in Sports Science

■テーマ■テーマ

スポーツ科学の現状、役割、課題について

■講義内容■講義内容

ヒトの身体や健康に関するスポーツ科学的知見を解説すると共に、近年どのような内容の研究が行われそしてどのような
成果を挙げ、それがどの様に利用されてきているのか、事例を交えながら解説する。

■達成目標■達成目標

スポーツ科学についての理解を深める。
事例に対し科学的視点から物事を理解し、内容に関して批判できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読して内容を確認する。
【授業内容】　身体活動、運動とスポーツ
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに身体活動、運動とスポーツの違いについて理解を深める。

第２回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに体力について調べる。
【授業内容】　健康と体力
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった体力について再度調べ問題
点等、その理解度を高める。

第３回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに生活習慣病について調べる。
【授業内容】　身体活動と生活習慣病の予防
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった生活習慣病について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第４回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに身体能力や健康と遺伝の関係について調べる。
【授業内容】　身体活動と健康の遺伝的要因
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった身体能力や健康と遺伝の関
係について再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第５回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに加齢・老化について調べる。
【授業内容】　身体機能の加齢変化
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった加齢・老化について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第６回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに人間の成長について調べる。
【授業内容】　発育と発達
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった人間の成長について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第７回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに最近の心の健康問題について調べる。
【授業内容】　身体活動とこころの健康
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった心の健康問題について再度
調べ問題点等、その理解度を高める。

第８回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに身体を構成する物質（タンパク質、核酸等）について調べ
る。
【授業内容】　身体活動の生命科学的基礎
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった身体を構成する物質（タン
パク質、核酸等）について再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第９回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋・骨格系について調べる。
【授業内容】　筋・骨格系と運動・トレーニング
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった筋・骨格系について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第10回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに呼吸・循環・内分泌系について調べる。
【授業内容】　呼吸・循環・内分泌系と運動・トレーニング
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった呼吸・循環・内分泌系につ
いて再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第11回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに脳・神経系について調べる。
【授業内容】　脳・神経系と運動・トレーニング
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった脳・神経系について再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第12回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにスポーツバイオメカニクスについて調べる。
【授業内容】　スポーツバイオメカニクス
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となったスポーツバイオメカニクス
について再度調べ問題点等、その理解度を高める。

第13回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにスポーツ医学、免疫学について簡単に調べる。
【授業内容】　スポーツ医学、運動免疫学
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となったスポーツ医学、免疫学につ
いて再度調べ問題点等、その理解度を高める。
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第14回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに発表スライド・資料を準備する。
【授業内容】　スポーツ科学論文抄読会①（プレゼンテーション、質疑応答）
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともにディスカッションの中心となった内容の科学的背景を再度調
べ問題点等、その理解度を高める。

第15回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに発表スライド・資料を準備し、科学的背景を理解する。
【授業内容】　スポーツ科学論文抄読会②（プレゼンテーション、質疑応答）およびまとめと総括
【事後学修】　発表内容の科学的な背景を理解するとともに半期の授業内容をふり返り全体的な理解度を高め
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

ディスカッションの内容（50％）とレポート（50％）。
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時にプリントにて公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

本講義の様々な内容に関する文献検索等の情報収集能力を養っておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

スポーツ生理学、健康体力統計学

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1603 -



坂本　譲

人間情報学演習Ⅰ（スポーツ科学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

スポーツトレーニング理論の基礎

■講義内容■講義内容

スポーツ科学の基礎を学び、エネルギー供給系の観点から、運動負荷に対する生体反応について基礎的実験を行いなが
ら、身体運動のメカニズムを理解していく。

■達成目標■達成目標

スポーツ科学の基礎について実験を行いながら学習し、身体運動のメカニズムを知識だけに留まらず、より深く理解でき
るようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認する。
【授業内容】　ガイダンス（前期）
【事後学修】　ガイダンス（前期）内容を理解する。

第２回 【事前学修】　遊びと人間（岩波書店）を読んでくる。
【授業内容】　遊びと人間
【事後学修】　遊びと人間（岩波書店）の要点を理解する。

第３回 【事前学修】　人間の身体の仕組みとその働きについて広く理解できるように準備する。
【授業内容】　人間の身体とスポーツ科学
【事後学修】　人間の身体の仕組みとその働きについて骨格筋を中心として全般にわたり広く理解する。

第４回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋収縮とエネルギー供給について調べる。
【授業内容】　筋収縮とエネルギー供給
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに筋収縮とエネルギー供給について広く理解する。

第５回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋繊維の種類とその特徴について調べる。
【授業内容】　筋繊維の種類とその特徴
【事後学修】　筋繊維の種類とその特徴について配布資料を使って復習する。

第６回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに神経系について調べる。
【授業内容】　神経系の役割
【事後学修】　神経系の役割について配布資料を使って復習する。

第７回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋の収縮様式と筋力について調べる。
【授業内容】　筋の収縮様式と筋力
【事後学修】　筋の収縮様式と筋力について配布資料を使って復習する。

第８回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに循環系について調べる。
【授業内容】　運動と循環
【事後学修】　運動と循環について配布資料を使って復習する。

第９回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに呼吸について調べる。
【授業内容】　運動と呼吸
【事後学修】　運動と呼吸について配布資料を使って復習する。

第10回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに肥満について調べる。
【授業内容】　身体組成と肥満
【事後学修】　身体組成と肥満について配布資料を使って復習する。

第11回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに体温調節について調べる。
【授業内容】　運動と体温調節
【事後学修】　運動と体温調節について配布資料を使って復習する。

第12回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに筋疲労について調べる。
【授業内容】　筋疲労の要因
【事後学修】　筋疲労について配布資料を使って復習する。

第13回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに老化について調べる。
【授業内容】　老化に伴う身体機能の変化
【事後学修】　老化に伴う身体機能の変化について配布資料を使って復習する。

第14回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともに運動と栄養について調べる。
【授業内容】　運動と栄養
【事後学修】　運動と栄養について配布資料を使って復習する。

第15回 【事前学修】　人間の身体の仕組みとその仕組みについて理解度を確認する。
【授業内容】　まとめ（前期）
【事後学修】　前期講義内容をふり返り、全体的な理解度を確認する。

第16回 【事前学修】　シラバスを熟読し後期の内容を確認する。
【授業内容】　ガイダンス（後期）
【事後学修】　3つのエネルギー供給系について理解する。

第17回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにエネルギー供給系について調べる。
【授業内容】　エネルギー供給系の基礎
【事後学修】　エネルギー供給系について配布資料を使って復習する。

第18回 【事前学修】　配布資料の内容を把握するとともにATP-PCr 系について調べる。
【授業内容】　ATP-PCr 系スポーツの種目特性
【事後学修】　ATP-PCr 系スポーツの種目特性について配布資料を使って復習する。
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第19回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定原理を理解する。
【授業内容】　最大無酸素性パワーの測定方法と原理
【事後学修】　最大無酸素性パワーの測定方法と原理について配布資料を使って復習する。

第20回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定をできるよう準備する。
【授業内容】　最大無酸素性パワーの測定の実践
【事後学修】　最大無酸素性パワーの測定について実践内容を配布資料を使って復習する。

第21回 【事前学修】　参考文献を検索し、測定結果の比較等ができるよう準備する。
【授業内容】　最大無酸素性パワーの測定結果の分析
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに最大無酸素性パワーの測定結果をまとめる。

第22回 【事前学修】　短時間高強度運動の種目特性および血中乳酸濃度の数値について調べる。
【授業内容】　乳酸系スポーツの種目特性
【事後学修】　乳酸系スポーツの種目特性について配布資料を使って復習する。

第23回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定原理を理解する。
【授業内容】　乳酸性パワーの測定方法と原理
【事後学修】　乳酸性パワーの測定方法と原理について配布資料を使って復習する。

第24回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定をできるよう準備する。
【授業内容】　乳酸性パワーの測定の実践
【事後学修】　乳酸性パワーの測定について実践内容を配布資料を使って復習する。

第25回 【事前学修】　参考文献を検索し、測定結果の比較等ができるように準備する。
【授業内容】　乳酸性パワーの測定結果の分析
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに乳酸性パワーの測定結果をまとめる。

第26回 【事前学修】　持久性運動の種目特性および最大酸素摂取量・血中乳酸濃度の数値について調べる。
【授業内容】　有酸素系スポーツの種目特性
【事後学修】　有酸素系スポーツの種目特性について配布資料を使って復習する。

第27回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定原理を理解する。
【授業内容】　有酸素性パワーの測定方法と原理
【事後学修】　有酸素性パワーの測定方法と原理について配布資料を使って復習する。

第28回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を参考に測定をできるよう準備する。
【授業内容】　有酸素性パワーの測定の実践
【事後学修】　有酸素性パワーの測定について実践内容を配布資料を使って復習する。

第29回 【事前学修】　参考文献を検索し、測定結果の比較等ができるよう準備する。
【授業内容】　有酸素性パワーの測定結果の分析
【事後学修】　配布資料を使って復習するとともに有酸素性パワーの測定結果をまとめる。

第30回 【事前学修】　3つエネルギー供給系の仕組みを再度確認する。
【授業内容】　エネルギー供給系のまとめ
【事後学修】　エネルギー供給系についての理解度を高める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

ディスカッションの内容（50％）とレポート（50％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各種測定機器を使いこなせるよう事前に準備しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

スポーツ生理学、健康体力統計学。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

随時配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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坂本　譲

人間情報学演習Ⅱ（スポーツ科学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

スポーツ科学研究の展開と論文作成

■講義内容■講義内容

研究テーマの設定および研究成果の報告・発表を通して議論し、論文作成の指導をする。

■達成目標■達成目標

日本体育学会、日本体力医学会等で発表ができるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認する。
【授業内容】　ガイダンス（前期）事
【事後学修】　研究計画書を入念に作成する。

第２回 【事前学修】　研究計画書を作成する。
【授業内容】　研究課題の設定
【事後学修】　研究課題の修正・調整をすること。

第３回 【事前学修】　先行研究を入念に調べる。
【授業内容】　先行研究のレビュー（1）発表
【事後学修】　先行研究のレビューの発表の問題点を明確にし、参考文献等で復習する。

第４回 【事前学修】　主となる先行研究を熟読し、関連のある論文も検。索しディスカッションができるよう準備する
【授業内容】　先行研究のレビュー（2）議論
【事後学修】　ディスカッションで理解不足の点を論文・参考文献等で理解度を深める。

第５回 【事前学修】　主となる先行研究に関連のある論文を検索しディスカッションができるよう準備する。
【授業内容】　先行研究のレビュー（3）再検討
【事後学修】　ディスカッションで理解不足の点を再検討し、論文・参考文献等でそれらの理解度を深める。

第６回 【事前学修】　研究課題の領域の現状がおおよそ理解できているよう準備する。
【授業内容】　先行研究のレビュー（4）まとめ
【事後学修】　自分自身の研究課題が明確になるように準備する。

第７回 【事前学修】　研究課題を明確化する。
【授業内容】　研究課題の検討
【事後学修】　研究課題についてディスカッション内容の理解度を深める。

第８回 【事前学修】　研究課題の仮説を明確化する。
【授業内容】　研究仮説の検討
【事後学修】　研究仮説についてディスカッション内容の理解度を深める。

第９回 【事前学修】　先行研究等を参考に実験方法・手順を考える。
【授業内容】　実験計画の検討
【事後学修】　実験計画についてディスカッション内容の理解度を深める。

第10回 【事前学修】　研究計画が実際に問題なく行うことができるかを検討する。
【授業内容】　実験計画の再検討
【事後学修】　再検討した実験計画についてディスカッション内容の理解度を深める。

第11回 【事前学修】　研究方法から導き出される結果についてどのような分析をすべきかを検討する。
【授業内容】　データ分析法の検討
【事後学修】　データ分析法についてディスカッション内容の理解度を深める。

第12回 【事前学修】　測定機器のマニュアル等を熟読し測定上の問題点を把握する。
【授業内容】　予備実験（1）測定法の検討
【事後学修】　測定上の問題点についてディスカッション内容の理解度を深める。

第13回 【事前学修】　測定機器の作動確認をし、より正確なデータが得られるようチェックする。
【授業内容】　予備実験（2）測定法の確認
【事後学修】　測定機器の作動確認についてディスカッション内容の理解度を深める。

第14回 【事前学修】　研究計画の細部まで見直す。
【授業内容】　研究計画の再検討
【事後学修】　再検討した研究計画についてディスカッション内容の理解度を深める。

第15回 【事前学修】　研究計画がいつでも実行できるよう必要な準備を進める。
【授業内容】　まとめ（前期）
【事後学修】　実験計画を具体化できるよう調整する。

第16回 【事前学修】　実験結果のデータを整理しておくこと。
【授業内容】　実験結果の中間発表
【事後学修】　実験結果の中間発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第17回 【事前学修】　整理されたデータから研究内容が発表できるよう準備する。
【授業内容】　学会発表のための準備（1）口頭発表
【事後学修】　口頭発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第18回 【事前学修】　学会発表の手順を再チェックする。
【授業内容】　学会発表のための準備（2）口頭発表の修正
【事後学修】　修正した口頭発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。
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第19回 【事前学修】　論文作成に着手する。
【授業内容】　論文作成（1）緒言の検討
【事後学修】　緒言に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第20回 【事前学修】　緒言の書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（2）研究方法の検討
【事後学修】　研究方法に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第21回 【事前学修】　研究方法の書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（3）結果の検討
【事後学修】　結果に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第22回 【事前学修】　結果のまとめ方、書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（4）考察の検討
【事後学修】　考察に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第23回 【事前学修】　考察の書き方について検討する。
【授業内容】　論文作成（5）考察の再検討
【事後学修】　再検討した考察に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第24回 【事前学修】　考察の書き方の順序や参考文献の扱いについて検討する。
【授業内容】　論文作成（6）結論の検討
【事後学修】　結論に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第25回 【事前学修】　研究課題について発表できるよう準備する。
【授業内容】　修士論文中間発表
【事後学修】　中間発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第26回 【事前学修】　発表会での問題点を整理し、修正する。
【授業内容】　問題点の検討
【事後学修】　問題点の修正に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第27回 【事前学修】　要約を作成する。
【授業内容】　要約
【事後学修】　要約に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第28回 【事前学修】　ディスカッションでの問題点を修正する。
【授業内容】　要約の再検討
【事後学修】　再検討した要約に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第29回 【事前学修】　研究発表ができるよう準備する。
【授業内容】　最終報告会の準備
【事後学修】　最終報告会に向けた研究発表に関するディスカッション内容の理解度を深める。

第30回 【事前学修】　発表の詳細まで再検討し準備する。
【授業内容】　まとめ（最終報告会）
【事後学修】　最終発表会の全般にわたる反省をする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配布資料を読み予習しておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

随時配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
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津上　誠

共同体論特講
Special Lectures on Community Theory

■テーマ■テーマ

文化人類学と共同体論

■講義内容■講義内容

古典的文化人類学の諸主張を共同体論として読み直す。基本的には講義形式であるが、ワークシートを使った思考課題や
グループでのミニ議論などの手法を授業に取り入れる。

■達成目標■達成目標

共同体について近代の常識から自由になり、多角的な見方ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　親族関係と名称体系についての語られ方を、適宜選んだ文化人類学の基礎文献から探して調べて
おく
【授業内容】　親族関係と名称体系
【事後学修】　親族関係と名称体系についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第２回 【事前学修】　家族と出自集団についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　家族と出自集団
【事後学修】　家族と出自集団についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第３回 【事前学修】　婚姻と性関係の諸規定についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　婚姻と性関係の諸規定
【事後学修】　婚姻と性関係の諸規定についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第４回 【事前学修】　交叉イトコ婚の意味についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　交叉イトコ婚の意味
【事後学修】　交叉イトコ婚の意味についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第５回 【事前学修】　生態系と生業についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　生態系と生業
【事後学修】　生態系と生業についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第６回 【事前学修】　市場・生産・社会についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　市場・生産・社会
【事後学修】　市場・生産・社会についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第７回 【事前学修】　法と紛争についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　法と紛争
【事後学修】　法と紛争についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第８回 【事前学修】　政体と王についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　政体と王
【事後学修】　政体と王についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第９回 【事前学修】　呪術と宗教についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　呪術と宗教
【事後学修】　呪術と宗教についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第10回 【事前学修】　シャーマン・祭司・儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　シャーマン・祭司・儀礼
【事後学修】　シャーマン・祭司・儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第11回 【事前学修】　全体主義と現代社会についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　全体主義と現代社会
【事後学修】　全体主義と現代社会についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第12回 【事前学修】　神話・象徴・社会についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　神話・象徴・社会
【事後学修】　神話・象徴・社会についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第13回 【事前学修】　通過儀礼（生と死）についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　通過儀礼：生と死
【事後学修】　通過儀礼（生と死）についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第14回 【事前学修】　一線的文化進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　一線的文化進化論
【事後学修】　一線的文化進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく
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第15回 【事前学修】　多線的文化進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　多線的文化進化論
【事後学修】　多線的文化進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。到達目標に示した内容が、基本的には評価の観点となる。左記の
「授業参加の積極性」も、到達目標に向かっての積極性ということである。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回にリストアップし、各々のサマリーを毎回配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅰ（共同体論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

文化人類学と共同体論

■講義内容■講義内容

文化人類学のテキスト群を用い、古典的文化人類学の諸主張を共同体論として読み直す。毎回テキストを割当てられた者
が、以上の趣旨にそった発表を行ない、それについて議論を行なう。

■達成目標■達成目標

共同体について近代の常識から自由になり、多角的な見方ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　親族の概念についての語られ方を、適宜選んだ文化人類学の基礎文献から探して調べておく
【授業内容】　親族の概念
【事後学修】　親族の概念についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第２回 【事前学修】　擬制親族関係についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　擬制親族関係
【事後学修】　擬制親族関係についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第３回 【事前学修】　親族名称体系についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　親族名称体系
【事後学修】　親族名称体系についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第４回 【事前学修】　親族構造と行動様式についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　親族構造と行動様式
【事後学修】　親族構造と行動様式についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第５回 【事前学修】　核家族の普遍性についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　核家族の普遍性
【事後学修】　核家族の普遍性についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第６回 【事前学修】　家族概念の検討についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　家族概念の検討
【事後学修】　家族概念の検討についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第７回 【事前学修】　出自集団についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　出自集団
【事後学修】　出自集団についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第８回 【事前学修】　単系出自集団の構造についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　単系出自集団の構造
【事後学修】　単系出自集団の構造についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第９回 【事前学修】　家族・親族研究の課題についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　家族・親族研究の課題
【事後学修】　家族・親族研究の課題についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第10回 【事前学修】　ディスクールとしての性と婚姻についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探し
て調べておく
【授業内容】　ディスクールとしての性と婚姻
【事後学修】　ディスクールとしての性と婚姻についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているか
を調べておく

第11回 【事前学修】　性と婚姻の不確定性についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　性と婚姻の不確定性
【事後学修】　性と婚姻の不確定性についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第12回 【事前学修】　婚姻における感情と構造についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　婚姻における感情と構造
【事後学修】　婚姻における感情と構造についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第13回 【事前学修】　女性の交換としての婚姻についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　女性の交換としての婚姻
【事後学修】　女性の交換としての婚姻についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく
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第14回 【事前学修】　交換の体系とイトコ婚についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　交換の体系とイトコ婚
【事後学修】　交換の体系とイトコ婚についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第15回 【事前学修】　婚姻交換の象徴性についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　婚姻交換の象徴性
【事後学修】　婚姻交換の象徴性についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第16回 【事前学修】　文化と環境についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文化と環境
【事後学修】　文化と環境についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第17回 【事前学修】　文化生態学についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文化生態学
【事後学修】　文化生態学についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第18回 【事前学修】　文化生態学の具体例についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　具体例
【事後学修】　文化生態学の具体例についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第19回 【事前学修】　モデルとしての生態系についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　モデルとしての生態系
【事後学修】　モデルとしての生態系についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第20回 【事前学修】　社会の中に埋め込まれた経済についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　社会の中に埋め込まれた経済
【事後学修】　社会の中に埋め込まれた経済についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第21回 【事前学修】　互酬性・再分配・市場交換についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調
べておく
【授業内容】　互酬性・再分配・市場交換
【事後学修】　互酬性・再分配・市場交換についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調
べておく

第22回 【事前学修】　伝統的社会の諸類型についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　伝統的社会の諸類型
【事後学修】　伝統的社会の諸類型についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第23回 【事前学修】　交換論と生産論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　交換論と生産論
【事後学修】　交換論と生産論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第24回 【事前学修】　日常生活における法と紛争についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調
べておく
【授業内容】　日常生活における法と紛争
【事後学修】　日常生活における法と紛争についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調
べておく

第25回 【事前学修】　人類学における法と紛争の研究についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探し
て調べておく
【授業内容】　人類学における法と紛争の研究
【事後学修】　人類学における法と紛争の研究についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているか
を調べておく

第26回 【事前学修】　秩序と紛争についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　秩序と紛争
【事後学修】　秩序と紛争についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第27回 【事前学修】　紛争処理のための手段についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　紛争処理のための手段
【事後学修】　紛争処理のための手段についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第28回 【事前学修】　法人類学の課題についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　法人類学の課題
【事後学修】　法人類学の課題についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第29回 【事前学修】　政治と人類学についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　政治と人類学
【事後学修】　政治と人類学についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第30回 【事前学修】　支配と従属についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　支配と従属
【事後学修】　支配と従属についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。到達目標に示した内容が、基本的には評価の観点となる。左記の
「授業参加の積極性」も、到達目標に向かって積極性ということである。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回にリストアップし、各々の部分コピーを毎回配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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津上　誠

人間情報学演習Ⅱ（共同体論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

文化人類学と共同体論

■講義内容■講義内容

文化人類学のテキスト群を用い、古典的文化人類学の諸主張を共同体論として読み直す。毎回テキストを割当てられた者
が、以上の趣旨にそった発表を行ない、それについて議論を行なう。

■達成目標■達成目標

「共同体」について近代の常識から自由になり、多角的な見方ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　分散的政治組織についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　分散的政治組織
【事後学修】　分散的政治組織についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第２回 【事前学修】　集権的政体についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　集権的政体
【事後学修】　集権的政体についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第３回 【事前学修】　神聖な王権についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　神聖な王権
【事後学修】　神聖な王権についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第４回 【事前学修】　国家と民族についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　国家と民族
【事後学修】　国家と民族についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第５回 【事前学修】　宗教文化についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　宗教文化
【事後学修】　宗教文化についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第６回 【事前学修】　呪術と宗教に関する学説についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　呪術と宗教についての学説
【事後学修】　呪術と宗教に関する学説についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第７回 【事前学修】　白呪術と黒呪術についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　白呪術と黒呪術
【事後学修】　白呪術と黒呪術についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第８回 【事前学修】　呪術と宗教のダイナミックスについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　呪術と宗教のダイナミックス
【事後学修】　呪術と宗教のダイナミックスについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第９回 【事前学修】　シャーマンと祭司についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　シャーマンと祭司
【事後学修】　シャーマンと祭司についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第10回 【事前学修】　シャーマン・祭司の諸相についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　シャーマン・祭司の諸相
【事後学修】　シャーマン・祭司の諸相についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第11回 【事前学修】　儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　儀礼とは
【事後学修】　儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第12回 【事前学修】　儀礼の分類についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　儀礼の分類
【事後学修】　儀礼の分類についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第13回 【事前学修】　コミュニタスについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　コミュニタス
【事後学修】　コミュニタスについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第14回 【事前学修】　象徴の体系としての文化についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べ
ておく
【授業内容】　象徴の体系としての文化
【事後学修】　象徴の体系としての文化についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べ
ておく

第15回 【事前学修】　文化の象徴論的研究についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　文化の象徴論的研究
【事後学修】　文化の象徴論的研究についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1613 -



第16回 【事前学修】　神話についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　神話
【事後学修】　神話についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第17回 【事前学修】　象徴、社会、歴史についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　象徴と社会、そして歴史
【事後学修】　象徴、社会、歴史についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第18回 【事前学修】　通過儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　通過儀礼とは
【事後学修】　通過儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第19回 【事前学修】　通過儀礼の構造（死と再生）についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　通過儀礼の構造：死と再生
【事後学修】　通過儀礼の構造（死と再生）についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第20回 【事前学修】　分析モデルとしての通過儀礼についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して
調べておく
【授業内容】　分析モデルとしての通過儀礼
【事後学修】　分析モデルとしての通過儀礼についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを
調べておく

第21回 【事前学修】　古典的進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　古典的進化論
【事後学修】　古典的進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第22回 【事前学修】　モルガンの研究についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　モルガンの研究
【事後学修】　モルガンの研究についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第23回 【事前学修】　『古代社会』の理論と方法についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調
べておく
【授業内容】　『古代社会』の理論と方法
【事後学修】　『古代社会』の理論と方法についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調
べておく

第24回 【事前学修】　親族名称と婚姻・家族についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べて
おく
【授業内容】　親族名称と婚姻・家族
【事後学修】　親族名称と婚姻・家族についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べて
おく

第25回 【事前学修】　モルガン理論の評価についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べてお
く
【授業内容】　モルガン理論の評価
【事後学修】　モルガン理論の評価についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べてお
く

第26回 【事前学修】　文化圏説についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文化圏説
【事後学修】　文化圏説についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第27回 【事前学修】　新進化論についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　新進化論
【事後学修】　新進化論についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第28回 【事前学修】　新進化論のその後についての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　新進化論のその後
【事後学修】　新進化論のその後についての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第29回 【事前学修】　文明とは何かについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文明とは何か
【事後学修】　文明とは何かについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べておく

第30回 【事前学修】　文明のプロセスについての語られ方を、事前指定された文化人類学文献から探して調べておく
【授業内容】　文明のプロセス
【事後学修】　文明のプロセスについての語られ方が他の文化人類学文献ではどうなっているかを調べる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業参加の積極性（50％）、レポート評価（50％）。到達目標に示した内容が、基本的には評価の観点になる。左記の
「授業参加の積極性」も、到達目標に向かっての積極性ということである。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

前回分の授業内容を見返した上で授業に臨むこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業初回にリストアップし、各々の部分コピーを毎回配布する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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楊　世英

国際地域論
Regional Problems in International Perspective

■テーマ■テーマ

国際的地域分析手法と国際地域論の枠組み

■講義内容■講義内容

国際地域論の分析手法・統計分析、統計ソフトを用いて学ぶ。また国際地域論に関する諸理論の問題点の整理。

■達成目標■達成目標

国際地域研究の分析の方法を把握したうえ、国際経済社会において存在している未解決な理論問題や現実の課題をテーマ
にして、そのメカニズムを説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　国際地域論の概略
【事後学修】　指定の参考文献の該当箇所を読んでくること

第２回 【事前学修】　国際地域論の枠組みを復習しておく
【授業内容】　国際地域論に関する諸理論を紹介
【事後学修】　配布した資料の該当箇所を読んでくることと問題点を見つかること

第３回 【事前学修】　国際地域論の分析手法について復習しておく
【授業内容】　国際地域論の研究方法
【事後学修】　アジア地域の国際問題をまとめること

第４回 【事前学修】　地域論の国際性について復習しておく
【授業内容】　国際地域論の課題
【事後学修】　アジアの地域性を調べてまとめること

第５回 【事前学修】　配布資料の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　地域別の地域論（日本）
【事後学修】　日本経済における技術立国の経緯を調べること

第６回 【事前学修】　中国経済を復習しながらその特徴をまとめておくこと
【授業内容】　地域別の地域論（中国）
【事後学修】　中国経済の現状をまとめてレポートを作成すること

第７回 【事前学修】　配布した資料の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　地域別の地域論（韓国）
【事後学修】　中国経済の特徴部分の資料を読んでくること

第８回 【事前学修】　中国の産業構造について復習すること
【授業内容】　地域別の地域論（インド）
【事後学修】　中東アジア諸国の産業構造を調べること

第９回 【事前学修】　アジア経済における経済成長部分の資料を調べる
【授業内容】　地域別の地域論（東南アジア諸国）
【事後学修】　東南アジア諸国の農業構造とは何？資料を調べてまとめてみよう。

第10回 【事前学修】　ASEANとは何ですかについて調べる
【授業内容】　地域別の地域論（ASEAN）
【事後学修】　ASEAN諸国の経済構造の共通性について調べたうえまとめる。

第11回 【事前学修】　南アジア経済の特徴を調べる
【授業内容】　地域別の地域論（シンガポール）
【事後学修】　シンガポールの経済構造を調べてまとめる。

第12回 【事前学修】　統計手法とデータの選択について復習すること
【授業内容】　実証分析方法 1 統計基礎と誤差問題
【事後学修】　経済構造に対して実証分析を用いてある地域を分析すること

第13回 【事前学修】　データの加工手法を調べて下さい
【授業内容】　実証分析方法 2 データベースの処理
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のためのノートを作成すること

第14回 【事前学修】　実証データの分類法について調べる
【授業内容】　実証分析方法 3 最適化問題とモデルの構築
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることとモデルを構築するためのノートを作成すること

第15回 【事前学修】　事例分析の事前準備事項について確認しておく
【授業内容】　事例分析
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のためのノートを作成すること
※事後学修：世界経済・地域問題点を取り上げながら解決策を論じること
※事前学修：国際経済学・アジア社会学を学習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験やレポートの評価結果は解説を交えてフィードバックする。
小テスト（50％）２回、レポートによって（50％）総合的に評価する。
小テストの基準は講義内容・達成目標の確認（80％）、記述の正確さ（20％）である。レポートの基準は課題の解題
（20％）、主張と論拠の明確さ（60％）、論理的な展開（20％）である。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連分野の知識を予習すること。経済学の基本理論（マクロ経済学・ミクロ経済学）
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

開講際に指示する

■参考文献■参考文献

履修時に適宜指示します。また授業の進捗状況と合わせて指示する場合もある。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わりmanabaの個別指導コレクションを使用する
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楊　世英

人間情報学演習Ⅰ（国際地域論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地域研究における国際地域論の課題設定と分析の進め方

■講義内容■講義内容

国際地域研究の課題設定と分析・調査の進め方について、教科書・論文等諸研究を解読したうえ討議する。

■達成目標■達成目標

地域の諸現象と問題のとらえ方の多様性を理解し、問題関心に沿った国際地域研究の課題設定と分析、フィルード調査の
計画作成する力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　データの分類法を確認しておく
【授業内容】　情報学基礎 1　データ採集
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでデータの特性をつかむ

第２回 【事前学修】　データを整理する方法はリスト化しておく
【授業内容】　情報学基礎 2　データ分類整理
【事後学修】　一次元データの分類法をまとめること

第３回 【事前学修】　二次関数にかかわる知識を学習しておく
【授業内容】　情報学基礎 3　データ分析・統計関数の選択
【事後学修】　データに基づいて統計関数を作成してみる。

第４回 【事前学修】　相関分析の特徴を復習して事例を挙げて下さい
【授業内容】　相関分析
【事後学修】　産業構造に対して相関分析を試みる。

第５回 【事前学修】　回帰分析の特性を学習してから事例を挙げてみる
【授業内容】　回帰分析
【事後学修】　GDP増加と雇用関係を回帰分析モデルを作成してみる

第６回 【事前学修】　経済学における統計法の常用例を探しておく
【授業内容】　Excel による経済統計入門
【事後学修】　経済統計入門段階における統計関数の類型をまとめる

第７回 【事前学修】　線形計画法の事例分析を探しておく
【授業内容】　線形計画法
【事後学修】　線形計画法の特性をまとめる

第８回 【事前学修】　TSPソフト操作の方法を確認しておく
【授業内容】　TSP 入門
【事後学修】　TPS統計分析の特性をまとめる

第９回 【事前学修】　モデル構築する際の手順を確認して学習する
【授業内容】　モデル基礎 1　方程式
【事後学修】　モデル分析のパラメータについて調べる

第10回 【事前学修】　モデル変数を選択基準を確認しておく
【授業内容】　モデル基礎 2　変数選定
【事後学修】　モデル分析における変数選定の事例を挙げてみる

第11回 【事前学修】　実証分析に関する手法を確認してリスト化しておく
【授業内容】　実証分析基礎
【事後学修】　実証分析の手順をまとめる

第12回 【事前学修】　事例を選択する要点を確認すること
【授業内容】　事例分析手法の基本
【事後学修】　実例をあげて事例分析手法を説明してみる

第13回 【事前学修】　事例分析の実例を挙げてみて問題点を探す
【授業内容】　事例分析
【事後学修】　事例分析とモデル分析の関係を説明する

第14回 【事前学修】　研究調査事例を作ってみておく
【授業内容】　フィルード調査 1　計画
【事後学修】　フィル―ド調査の手順を説明する

第15回 【事前学修】　研究調査の項目を確認すること
【授業内容】　フィルード調査 2　実施と分析　第 1 回
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと調査案レポートを作成すること

第16回 【事前学修】　多変数の定義を確認して理解すること
【授業内容】　情報処理技術 1　多変数
【事後学修】　モデル分析と多変数の関係を調べる

第17回 【事前学修】　パラメータの選択基準を学習・復習すること
【授業内容】　情報処理技術 2　パラメータ
【事後学修】　実例を用いてパラメータの特性を説明する

第18回 【事前学修】　誤差の定義・範囲を確認する
【授業内容】　情報処理技術 3　誤差分析
【事後学修】　誤差範囲の選択を説明すること
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第19回 【事前学修】　実証分析法を分類しておく
【授業内容】　実証分析 1
【事後学修】　経済構造分析に関してモデルの構築を試みる

第20回 【事前学修】　実証分析法の実例を挙げてみて下さい
【授業内容】　実証分析 2
【事後学修】　生産性に関する労働の貢献度に対する分析を試みる

第21回 【事前学修】　実証分析法の特性を確認しておく
【授業内容】　実証分析 3
【事後学修】　GDP分析モデルを作成してみる。

第22回 【事前学修】　実証分析と比較研究との関連について学習しておく
【授業内容】　実証分析 4
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることとレポートを作成すること

第23回 【事前学修】　発表するリストを作成する
【授業内容】　総合発表 1
【事後学修】　モデルとデータをうまく説明すること

第24回 【事前学修】　発表するため実証データを点検すること
【授業内容】　総合発表 2
【事後学修】　パラメータを選択する理由を説明してみる

第25回 【事前学修】　発表概要を作成する
【授業内容】　総合発表 3
【事後学修】　変数の策定を試みる

第26回 【事前学修】　発表のため、調査データと実証分析の方法の整合性を再確認する
【授業内容】　総合発表 4
【事後学修】　参考文献の引用を説明すること

第27回 【事前学修】　発表した後、自分が意識したことを考える。例えば問題点とか
【授業内容】　問題点整理 1
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることとレポートを作成すること

第28回 【事前学修】　発見した問題点、あるいは指摘した問題点を確認しておく
【授業内容】　問題点整理 2
【事後学修】　問題点を解決方法を探ってみること

第29回 【事前学修】　実証分析した結果を再整理して、問題解決に向けてレポートを作成
【授業内容】　分析結果のまとめ 1
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のためのノート作成案をまとめること

第30回 【事前学修】　分析した結果はデータとの照合を確認すること
【授業内容】　分析結果のまとめ 2
【事後学修】　参考文献の該当箇所を読んでくることと事例研究のノートを作成すること
※事後学修：事例分析法を復習すること
※事前学修：国際地域学を学習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験やレポートの評価結果は解説を交えてフィードバックする。
発表（50点）、まとめの試験（50点）。発表の基準は研究課題に対する理解、課題設定に関する自分の見解を述べること
（50％）主張と論拠の明確さ（50％）である。まとめの試験の採点基準は講義内容・達成目標との関連（50％）、記述内
容の適切さ・作法など（50％）である。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連分野の知識を予習すること。経済学や地域論などを確認しておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域領域の関連科目。とくにミクロ経済学、マクロ経済学、産業連関分析など

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。学生の状況と合わせて決める場合もある。
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楊　世英

人間情報学演習Ⅱ（国際地域論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

研究課題に関する問題意識と方法論の深化

■講義内容■講義内容

国際地域研究という視点からの研究を可能とする課題を絞り、その近い研究論文を関係学会誌から選定して研究方法に学
びつつ、その問題点に整理したうえ自らの問題関心と方法を深化させる。必要の場合は関連するフィールドへの視察を実
施。

■達成目標■達成目標

先行研究における国際地域の見方を理解し、それに基づいて各自の研究テーマに沿った国際地域の課題設定と分析調査方
法の確立、実施する力を身に付けることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　国際経済学の内容を確認すること
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　参考文献を選び、リストをつくること

第２回 【事前学修】　日経新聞など国際経済の動向を確認すること
【授業内容】　関連学会誌紹介
【事後学修】　関連学会誌リストを作ってそれぞれの特徴を説明すること

第３回 【事前学修】　地域経済の分析手法を確認してまとめてみる
【授業内容】　国際地域論に関する諸問題について意見発表 1
【事後学修】　国際地域論の特徴を調べてレポートを作成すること

第４回 【事前学修】　経済学と国際地域論との関連を再確認して要点をまとめる
【授業内容】　国際地域論に関する諸問題について意見発表 2
【事後学修】　国際地域論の研究手法について調べること

第５回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　国際地域論に関する諸問題について意見発表 3
【事後学修】　国際地域論に関するモデル分析の可能性についてレポートを作成すること

第６回 【事前学修】　教科書の該当箇所を読んでくること
【授業内容】　総合討論
【事後学修】　国際地域論の研究範疇を定める要素について調べる。

第７回 【事前学修】　国際経済学の特徴を確認すること
【授業内容】　国際地域論の視点と方法
【事後学修】　入手した参考文献をレポートにする。

第８回 【事前学修】　事例調査リストを作ってみる
【授業内容】　フィルード事例調査 1
【事後学修】　予定の調査地をレポートを作成すること

第９回 【事前学修】　調査した事例を先行研究と比較して学習する
【授業内容】　フィルード事例調査 2
【事後学修】　調査プランを作成てみる

第10回 【事前学修】　研究調査の事例を選択してみて下さい
【授業内容】　フィルード調査発表 1
【事後学修】　調査から得た結果をレポートを作成すること

第11回 【事前学修】　調査発表の方法を確認しておく
【授業内容】　フィルード調査発表 2
【事後学修】　フィル―ド調査の問題点を整理すること

第12回 【事前学修】　調査論文の整理方法を確認すること
【授業内容】　研究調査論文 1
【事後学修】　調査論文の枠組みを構築する

第13回 【事前学修】　調査論文をリスト化して整理方法を確認しておく
【授業内容】　研究調査論文 2
【事後学修】　研究調査論文の予想結論を探る

第14回 【事前学修】　比較研究の重要性を確認しておく
【授業内容】　先行研究と比較
【事後学修】　先行研究と比較する可能性について探る

第15回 【事前学修】　討議する要点を確認しておく
【授業内容】　総合討論・まとめ 1
【事後学修】　まとめ過程において発見した問題点をリストする。

第16回 【事前学修】　研究事例をデータごとにまとめてみる
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究を進めるための方法を探る

第17回 【事前学修】　いくつか先行研究の事例を挙げて下さい
【授業内容】　先行研究の整理
【事後学修】　先行研究から問題点を探る
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第18回 【事前学修】　配布資料を再学習して「先行研究」の重要性を確認する
【授業内容】　問題点整理方法
【事後学修】　問題点に対して分析法を整理する

第19回 【事前学修】　問題点に対する論述方法をまとめる
【授業内容】　実証分析 1（事例研究）
【事後学修】　実証分析のために事例を選び

第20回 【事前学修】　データ分類法を確認しておく
【授業内容】　実証分析 2（データ採集）
【事後学修】　事例研究のためデータの入手

第21回 【事前学修】　実証分析の手法を再確認しておく
【授業内容】　実証分析 3（モデル構築）
【事後学修】　モデル分析の変数選択

第22回 【事前学修】　試算モデルの変数を確認しておく
【授業内容】　実証分析 4（試算モデル構築）
【事後学修】　モデル分析に関わるパラメータを確定

第23回 【事前学修】　発表方法を準備しておく
【授業内容】　総合発表 1
【事後学修】　モデルの構築とモデルの問題点をまとめること

第24回 【事前学修】　発表の要点を確認しておく
【授業内容】　総合発表 2
【事後学修】　プレゼンテーション案を際構築

第25回 【事前学修】　発表する際の資料・データを再確認して準備して下さい
【授業内容】　総合発表 3
【事後学修】　モデルに関わる問題点をまとめること

第26回 【事前学修】　発表のために一回練習してみて下さい
【授業内容】　総合発表 4
【事後学修】　プレゼンテーションの修正

第27回 【事前学修】　研究調査論文のリストを作ってみて下さい
【授業内容】　研究調査論文 3
【事後学修】　調査研究論文の枠組みを構築してみる

第28回 【事前学修】　研究調査論文を分類しておく
【授業内容】　研究調査論文 4
【事後学修】　研究調査論文の構造を分析

第29回 【事前学修】　討論のための要点をまとめておく
【授業内容】　総合討論・まとめ 2
【事後学修】　研究調査論文の概要と調査案レポートを作成すること

第30回 【事前学修】　調査論文の要点をリスト化してから補習しておく
【授業内容】　総合討論・まとめ ３
【事後学修】　研究調査論文の最終修正とレポートを作成すること
※事後学修：事例分析法を復習すること
※事前学修：国際地域論を学習すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（50点）、まとめの試験（50点）。発表の基準は研究課題に対する理解、課題設定に関する自分の見解を述べること
（50％）主張と論拠の明確さ（50％）である。まとめの試験の採点基準は講義内容・達成目標との関連（50％）、記述内
容の適切さ・作法など（50％）である。
試験やレポートの評価結果は解説を交えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連分野の知識を予習すること。マクロ経済学　ミクロ経済学、計量経済学

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の際に指導する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わりmanabaの個別指導コレクションを使用する。
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大澤　史伸

福祉市民活動論特講
Special Lectures on Welfare Citizen Activities

■テーマ■テーマ

わが国における福祉市民活動の現状と課題

■講義内容■講義内容

本講義では、特に、民間非営利組織を中心に、我が国における福祉市民活動の現状と課題について考察をする。具体的に
は、ボランティアの歴史や理念、海外と国内のボランティアの比較、NPO 法人や企業の社会貢献活動等の事例について学
ぶことにする。

■達成目標■達成目標

①我が国における福祉市民活動の現状と課題について学習できる。
②福祉市民活動を行うための理論と実践活動について理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の関心のあるボランティア団体について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアの理念
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア団体の理念について調べる。

第２回 【事前学修】　欧米のボランティアの歴史について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　欧米のボランティアの歴史
【事後学修】　欧米のボランティアについて事例を挙げて説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　欧米のボランティアの現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　欧米のボランティアの現状
【事後学修】　欧米のボランティアの現状について事例を挙げて説明できるようにする。

第４回 【事前学修】　日本のボランティアの歴史について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　日本のボランティアの歴史
【事後学修】　日本のボランティアの歴史について事例を挙げて説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　日本のボランティアの現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　日本のボランティアの現状
【事後学修】　日本のボランティアの現状について事例を挙げて説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　ボランティアの今日的意味について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアの今日的意味
【事後学修】　ボランティアの今日的意味について事例を挙げて説明できるようにする。

第７回 【事前学修】　自分の関心のあるボランティア団体について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアの団体・組織
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア団体について聞き取り調査を行う。

第８回 【事前学修】　自分の関心のある企業を取り上げどのような社会貢献活動を行っているのかを調べる。
【授業内容】　企業の社会貢献活動の意義と役割
【事後学修】　自分の関心のある企業を取り上げ実際に聞き取り調査を行う。

第９回 【事前学修】　自分の関心のある企業で行った聞き取り調査の結果を発表するための準備をする。
【授業内容】　企業の社会貢献活動の実際
【事後学修】　聞き取り調査を行った企業に関する文献調査を行う。

第10回 【事前学修】　NPO 法人について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　NPO 法人とは何か①定義
【事後学修】　自分の関心のある NPO 法人の概要について各種資料等を用いて調べる。

第11回 【事前学修】　自分の関心のある NPO 法人の組織と運営に関して各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　NPO 法人とは何か②組織と運営
【事後学修】　講義で学んだことを通して、自分の関心のある NPO について分析し、問題点を整理する。

第12回 【事前学修】　自分の関心のある NPO 法人に聞き取り調査を行う。
【授業内容】　NPO 法人の活動の実際
【事後学修】　講義で学んだことをさらに深めるために再度、自分の関心のあるNPO 法人に行き、聞き取り調査
を行う。

第13回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織を取り上げ、概要について調べる。
【授業内容】　非営利組織の経営（経営管理、経営戦略）
【事後学修】　自分の調べた非営利組織の経営についてのレポートを作成する。

第14回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織の課題について考える。
【授業内容】　非営利組織の課題（法的制度、資金的基盤）
【事後学修】　自分の調べた非営利組織の課題について聞き取り調査合を行う。

第15回 【事前学修】　ボランティア、NPO、非営利組織の現状と課題について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　現状と課題
【事後学修】　これまでの学びを通して自分が学んだボランティア、NPO、非営利組織の現状と課題について現状
と課題を整理する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（30％）、レポート提出（70％）。結果のフィードバックについては後日、模範解答を提示する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ボランティア活動や NPO、企業の社会貢献活動に関する新聞、雑誌等に目を通しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

大澤史伸、『市民活動論 ボランティア・NPO・CSR』、学文社、2022年
ISBN978-4-7620-3160-1

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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大澤　史伸

人間情報学演習Ⅰ（福祉市民活動論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

福祉市民活動研究の動向

■講義内容■講義内容

福祉市民活動分野に関連する研究動向のレビューを行い、専門書及び関連論文の解読を行う。

■達成目標■達成目標

①国内外におけるボランティア活動に関する研究動向を把握できる。
②国内外における NPO 活動に関する研究動向を把握できる。
③国内外における企業の社会貢献活動の研究動向を把握できる。
④福祉市民活動のマネジメントに関する基礎的理解を深めることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　福祉市民活動について資料等を用いて調べる。
【授業内容】　福祉市民活動の概念
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動について調査し、報告書を作成する。

第２回 【事前学修】　ボランティアについて資料等を用いて調べる。
【授業内容】　ボランティアとは何か
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア活動について調査し、報告書を作成する。

第３回 【事前学修】　ボランティアの理念に焦点を当て、ボランティアの理念について調べる。
【授業内容】　①理念
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア活動がどのような理念に基づき活動をしているのか調べる。

第４回 【事前学修】　ボランティアの歴史について資料等を用いて調べる。
【授業内容】　②歴史
【事後学修】　自分の関心のあるボランティア団体の歴史について調べる。

第５回 【事前学修】　ボランティアの定義について資料等を用いて調べる。
【授業内容】　③定義
【事後学修】　ボランティアの定義についてどのようなものがあるのかを文献調査を行う。

第６回 【事前学修】　ボランティアの概念についてどのようなものがあるのか調べて報告書を作成する。
【授業内容】　④概念
【事後学修】　ボランティア活動についての概念整理を行う。

第７回 【事前学修】　ボランティア活動を進める上でどのような制度・政策があるのか調べる。
【授業内容】　⑤制度・施策
【事後学修】　ボランティア活動における制度・政策をまとめ、その課題等を明らかにする。

第８回 【事前学修】　ボランティア活動を行う上でどのような障壁があるのか考える。
【授業内容】　⑥活動状況と課題
【事後学修】　ボランティア活動を行う上での課題について、自分の関心のあるボランティアの事例について考
える。

第９回 【事前学修】　NPO とは何かについて、新聞、雑誌、テレビなどを題材にして考える。
【授業内容】　NPO とは何か
【事後学修】　自分の関心のある NPO について文献調査を行う。

第10回 【事前学修】　NPO の理念について、自分の興味のある NPO を取り上げて考える。
【授業内容】　①理念
【事後学修】　NPO の理念について、どのようなものがあるのかできるだけ多く挙げてみる。

第11回 【事前学修】　NPO の歴史について各種資料を用いて調べる。
【授業内容】　②歴史
【事後学修】　自分の関心のある NPO の歴史について文献調査、聞き取り調査を行う。

第12回 【事前学修】　NPO の定義について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　③定義
【事後学修】　NPO の定義について日本と諸外国の場合について比較してみる。

第13回 【事前学修】　NPO の概念についてどのようなものがあるのかを調べる。
【授業内容】　④概念
【事後学修】　NPO の概念整理を行い、日本と諸外国の場合について比較してみる。

第14回 【事前学修】　NPO の制度・政策についてどのようなものがあるのかできるだけ挙げてみる。
【授業内容】　⑤制度・施策
【事後学修】　NPO の制度・政策を整理し、その課題について考えてみる。

第15回 【事前学修】　自分の関心のある NPO 団体について調べる。
【授業内容】　⑥活動状況と課題
【事後学修】　自分の関心のある NPO 団体の現状と課題についてレポートを作成する。

第16回 【事前学修】　企業の社会貢献活動（CSR） について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　企業の社会貢献活動（CSR）とは何か
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動について文献調査を行う。

第17回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の理念について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　①理念
【事後学修】　自分の関心のある企業がどのような理念で社会貢献活動を行っているのか考える。
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第18回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の歴史について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　②歴史
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動の歴史について文献調査、聞き取り調査を行う。

第19回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の定義についてどのようなものがあるのかを調べる。
【授業内容】　③定義
【事後学修】　企業の社会貢献活動の定義について日本と諸外国を比較してみる。

第20回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の概念について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　④概念
【事後学修】　企業の社会貢献活動の概念整理をし、諸外国との比較を行う。

第21回 【事前学修】　企業の社会貢献活動を進める上での制度・政策についてまとめる。
【授業内容】　⑤制度・施策
【事後学修】　企業の社会貢献活動における制度・政策の長所と短所についてできるだけ挙げてみる。

第22回 【事前学修】　企業の社会貢献活動の現状と課題について考える。
【授業内容】　⑥活動状況と課題
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動の状況と課題についてレポートを作成する。

第23回 【事前学修】　福祉市民活動を進める上で効果的と考える条件についてできるだけ挙げてみる。
【授業内容】　福祉市民活動の事業化
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動について調査をし、その内容をレポートにまとめる。

第24回 【事前学修】　福祉市民活動における経営管理について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　①経営管理
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動の経営管理について調査を行う。

第25回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのような経営戦略があるのか考える。
【授業内容】　②経営戦略
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのような経営戦略を行っているのか文献調査、聞き取り調査
を行う。

第26回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのようなマーケティング活動を行っているのか考える。
【授業内容】　③マーケティング
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのようなマーケティング活動を行っているのか調べる。

第27回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのような組織形態をとっているのか考える。
【授業内容】　④組織
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのような組織形態ととっているのか不フィールドワークを行
う。

第28回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのような財務・会計を行っているのか考える。
【授業内容】　⑤財務・会計
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのような財務・会計を行っているのか、財務・会計担当者に
話を聞く。

第29回 【事前学修】　福祉市民活動を行う上でどのようなマンパワー要請を行っているのか考える。
【授業内容】　⑥マンパワーの養成
【事後学修】　自分の関心のある福祉市民活動がどのようなマンパワー養成を行っているのか、人事担当者に話
を聞く。

第30回 【事前学修】　今までの学びを通して自分がやってみたい福祉市民活動について考える。
【授業内容】　福祉市民活動研究のまとめ
【事後学修】　今までの学びを通して自分がやってみたい福祉市民活動についての事業計画を立案する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（30％）、レポート（70％）。結果のフィードバックについては後日、模範解答を提示する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分が興味を持っている福祉市民活動の情報を収集しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

大澤史伸、『市民活動論　ボランティア・NPO・CSR』、学文社、2022年
ISBN978-4-7620-3160-1

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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大澤　史伸

人間情報学演習Ⅱ（福祉市民活動論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

企業、NPO における農業分野における知的障害者の就労支援

■講義内容■講義内容

企業、NPO における農業分野における知的障害者の就労支援について取り上げ、解説を行う。また、受講生の研究テーマ
に関する諸論文の解読および論文作成の指導を実施する。

■達成目標■達成目標

①企業、NPO における福祉市民活動の実際を理解できる。
②非営利組織のマネジメントに関する研究手法を身につけることができる。
③経営理念の課題と研究方法を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマについて先行研究を調べる。
【授業内容】　先行研究レビューと課題設定①
【事後学修】　自分の関心のあるテーマについて先行研究を調べ、テーマを設定する。

第２回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマの先行研究を調べ、テーマを設定する。
【授業内容】　先行研究レビューと課題設定②
【事後学修】　自分の関心のあるテーマについてどのような研究方法を用いるのかを検討する。

第３回 【事前学修】　会社法人における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　会社法人における知的障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある会社法人による障がい者雇用について調べ、レポートを作成する。

第４回 【事前学修】　自分の関心のある会社法人による障がい者雇用の事例について発表準備をする。
【授業内容】　会社法人における知的障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　会社法人による障がい者雇用の課題について検討する。

第５回 【事前学修】　農業法人における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　農事組合法人における障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある農業法人における障がい者雇用の現状について調べ、レポートを作成する。

第６回 【事前学修】　自分の関心のある農業法人における障がい者雇用の事例について発表準備をする。
【授業内容】　農事組合法人における障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　農業法人における障がい者雇用の課題について検討する。

第７回 【事前学修】　市町村における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　市町村における知的障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある市町村における障がい者雇用について調べ、レポートを作成する。

第８回 【事前学修】　自分の関心のある市町村における障がい者雇用の事例について発表準備をする。
【授業内容】　市町村における知的障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　市町村における障がい者雇用の課題について検討する。

第９回 【事前学修】　企業の社会貢献活動における障がい者雇用の現状について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　企業の社会貢献活動における障害者就労支援の取り組み①
【事後学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動における障がい者雇用について調べ、レポートを作成す
る。

第10回 【事前学修】　自分の関心のある企業の社会貢献活動における障がい者雇用についての事例について発表準備を
する。
【授業内容】　企業の社会貢献活動における障害者就労支援の取り組み②
【事後学修】　企業の社会貢献活動における障がい者雇用の課題について検討する。

第11回 【事前学修】　農業事業体における障がい者雇用の現状と課題について調べる。
【授業内容】　農業事業体における知的障害者の就労促進への提言と課題①
【事後学修】　農業事業体における障がい者雇用についてのフィールドワークを行う。

第12回 【事前学修】　農業事業体における障がい者雇用の事例についての発表準備を行う。
【授業内容】　農業事業体における知的障害者の就労促進への提言と課題②
【事後学修】　農業事業体における障がい者雇用の提言を行う。

第13回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織に関する文献調査を行う。
【授業内容】　非営利組織の組織
【事後学修】　非営利組織における自分の関心のあるテーマを設定する。

第14回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織の存在意義について考える。
【授業内容】　非営利組織の存在意義
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の存在意義について仮説を立てる。

第15回 【事前学修】　非営利組織における経営管理について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の経営管理
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の経営管理について考える。

第16回 【事前学修】　非営利組織のマーケティングについて各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織のマーケティング研究
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織のマーケティング戦略を分析する。

第17回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織のマーケティング戦略についての発表準備を行う。
【授業内容】　非営利組織のマーケティング戦略
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織のマーケティング戦略の課題を明らかにする。
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第18回 【事前学修】　非営利組織の資源獲得についてどのようなものがあるのか考える。
【授業内容】　非営利組織の資源獲得
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の資源獲得についての課題を明らかにする。

第19回 【事前学修】　非営利組織の人材管理について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の人材管理
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の人材管理について人事担当者に対して聞き取り調査を行う。

第20回 【事前学修】　自分の関心のある非営利組織の人材管理についての発表準備を行う。
【授業内容】　非営利組織の人材確保
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の人材管理についての課題を明らかにする。

第21回 【事前学修】　非営利組織の人材養成について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の人材育成
【事後学修】　自分の関心のある非営利組織の人材養成の課題を明らかにする。

第22回 【事前学修】　非営利組織の業績評価について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　非営利組織の業績評価
【事後学修】　自分の関心の非営利組織について業績評価を実施し、レポートを作成する。

第23回 【事前学修】　経営理念について各種資料等を用いて調べる。
【授業内容】　経営理念の課題と研究方法
【事後学修】　自分の関心のある団体の経営理念を文献調査・聞き取り調査を行う。

第24回 【事前学修】　自分の関心のある団体の経営理念についての発表準備を行う。
【授業内容】　先行研究からみた経営理念研究
【事後学修】　自分の関心のある団体の経営理念に関する課題を明らかにする。

第25回 【事前学修】　経営理念の課題についての先行研究を行う。
【授業内容】　経営理念の今日的課題
【事後学修】　自分の関心のある団体の経営理念の課題を解決するための方法を提示する。

第26回 【事前学修】　経営理念について会社法人、非営利組織の共通点と相違点について文献調査を行う。
【授業内容】　経営理念の捉え方
【事後学修】　経営理念の成功事例と失敗事例を比較検討する。

第27回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマ設定を行う。
【授業内容】　事例研究①
【事後学修】　自分の関心のあるテーマの先行研究を行う。

第28回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマの研究計画を立案する。
【授業内容】　事例研究②
【事後学修】　フィールドワークの準備を行う。

第29回 【事前学修】　自分の関心のあるテーマの文献調査・聞き取り調査の準備を行う。
【授業内容】　事例研究③
【事後学修】　自分の関心のあるテーマの発表準備を行う。

第30回 【事前学修】　発表準備、レポート作成を行う。
【授業内容】　知的障害者の就労支援についてのまとめ
【事後学修】　発表を終えての振り返りを行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（30％）、レポート（70％）。結果のフィードバックについては後日、模範解答を提示する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分が興味を持っている福祉市民活動の情報を収集しておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特に定めない。

■テキスト■テキスト

大澤史伸、『農業分野における知的障害者雇用促進システムの構築と実践』、（株）みらい、2010 年（ISBN：978-4-
86015-215-4）。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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仙田　幸子

生活情報システム論
Theory of Information System and Social Life

■テーマ■テーマ

現代日本における女性の就業・結婚行動

■講義内容■講義内容

現代日本における女性の就業・結婚行動についての最先端の知識を習得する。講義は、論文の読解（予習）→解読（授
業）→クイズ（授業）→再解読（予習）→口頭報告（授業）を 1 サイクルとして行われる。毎回、全員がその週の課題論
文を読み、レジュメを作成したうえで報告する。輪読制ではない。
この授業は対面授業で行われる。

■達成目標■達成目標

学術論文という研究者が研究者向けに書いた文献を読むことで、修士論文研究に必要な文献を読解する能力を身につけ
る。また、理解したことをレジュメと口頭報告によって学術的に報告する力を身につける。最終的には、授業で取り上げ
たすべての論文を、受講者一人一人の独自の視点でまとめたレポートを作成する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の趣旨について理解する
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業の趣旨を確認する

第２回 【事前学修】　指定された論文 （1） の構造と要旨を理解し、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第３回 【事前学修】　指定された論文 （1） のキーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第４回 【事前学修】　指定された論文 （1） の全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第５回 【事前学修】　指定された論文 （2） の構造と要旨を理解し、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（2）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第６回 【事前学修】　指定された論文の （2） キーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（2）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第７回 【事前学修】　指定された論文の （2） 全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（2）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第８回 【事前学修】　論文 （1）（2） を読んで理解したことについてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（1）（2）のまとめ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第９回 【事前学修】　指定された論文 （3） の構造と要旨を理解する
【授業内容】　論文（3）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第10回 【事前学修】　指定された論文 （3） のキーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（3）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第11回 【事前学修】　指定された論文 （3） の全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（3）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第12回 【事前学修】　指定された論文 （4） の構造と要旨を理解し、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（4）解読
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第13回 【事前学修】　指定された論文 （4） のキーワードを見つけ、それについて調べてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（4）クイズ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第14回 【事前学修】　指定された論文 （4） の全体の流れをつかみ、レジュメをつくる
【授業内容】　論文（4）口頭報告
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第15回 【事前学修】　論文 （3）（4） を読んで理解したことについてレジュメをつくる
【授業内容】　論文（3）（4）のまとめ
【事後学修】　授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業の課題の達成度 50％（どれくらい正確に論文を読めているか、レジュメと口頭報告の分かりやすさ）、授業へ
の貢献度 50％（ほかの人の報告に対するコメント）による。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

インターネットを用いて論文を入手できるスキルを習得しておくこと。
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■テキスト■テキスト

岩沢美帆・三田房美（2005）。「職縁結婚の盛衰と未婚化の進展」『人口問題研究』（ISSN：03872793）535、16-28。金
井篤子（2010）。「働く女性のキャリア・トランジション」『日本労働研究雑誌』（ISSN：09163808）603、44-53。李尚
波（2011）。「雇用均等時代の大卒女性の雇用に関する研究」『日本労働研究雑誌』（ISSN：09163808）615、63-722。永
瀬信子（2002）。「若年層の雇用の非正規化と結婚行動」『人口問題研究』（ISSN：03872793）58-2、22-35。ほか、履修
者の希望による。テキストはインターネット上で各自が入手する。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。多変量解析の分析結果の表を読みこなす能力が求められる。学士号取
得に際し、家族社会学および女性労働論に関する専門科目を履修していることが履修の前提である。
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仙田　幸子

人間情報学演習Ⅰ（生活情報システム論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

家族と職業の実証研究

■講義内容■講義内容

先行研究のレビューをおこない、それに基づいて仮説を設定し、自らデータを収集して研究を進められるよう基礎的な力
を涵養する。
この授業は対面授業で行われる。

■達成目標■達成目標

家族と職業に関連するテーマを自身で設定し、先行研究のレビューと仮説設定をおこない、データを収集して分析する基
礎的な力を身に付ける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の主旨について理解する
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業の主旨を確認する

第２回 【事前学修】　研究計画について整理してレジュメを作成する
【授業内容】　研究計画
【事後学修】　第２回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第３回 【事前学修】　研究における先行研究の位置づけを理解し整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（1）レビューの方法論
【事後学修】　第３回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第４回 【事前学修】　インターネットで先行研究を調べて整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（2）文献データベースによる探索
【事後学修】　第４回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第５回 【事前学修】　主要な先行研究の引用論文から先行研究を調べて整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（3）その他の方法による探索
【事後学修】　第５回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第６回 【事前学修】　第 4 回、第 5 回で収集した先行研究の相互の関係を整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（4）文献の整理
【事後学修】　第６回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第７回 【事前学修】　第 4 回、第 5 回で収集した先行研究から得られた知見を整理してレジュメを作成する
【授業内容】　先行研究のレビュー（5）各自の報告
【事後学修】　第７回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第８回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いる理論仮説を立ててレジュメにまとめる
【授業内容】　仮説設定（1）理論仮説
【事後学修】　第８回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第９回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いる作業仮説を立ててレジュメにまとめる
【授業内容】　仮説設定（2）作業仮説
【事後学修】　第９回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第10回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いる概念を整理して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（3）概念の操作化
【事後学修】　第10回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第11回 【事前学修】　先行研究を参考に、研究で用いるモデルを構築して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（4）モデル構築
【事後学修】　第11回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第12回 【事前学修】　自分のオリジナリティを表せる研究で用いるモデルを構築して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（5）モデル検証
【事後学修】　第12回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第13回 【事前学修】　第12回で作成したモデルを精緻化して、レジュメを作成する
【授業内容】　仮説設定（6）各自の報告
【事後学修】　第13回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第14回 【事前学修】　質的データの分析法について調べて、レジュメを作成する
【授業内容】　データの収集（1）質的データ
【事後学修】　第14回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第15回 【事前学修】　量的データの分析法について調べて、レジュメを作成する
【授業内容】　データの収集（2）量的データ
【事後学修】　第15回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第16回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータ収集法を考え、レジュメにまとめる
【授業内容】　データの収集（3）調査計画
【事後学修】　第16回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第17回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータを収集するために必要なサンプリング方法を考え、レジュメにまとめ
る
【授業内容】　データの収集（4）サンプリング
【事後学修】　第17回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する
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第18回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータを収集するために必要な調査項目を考え、レジュメにまとめる
【授業内容】　データの収集（5）調査票作成
【事後学修】　第18回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第19回 【事前学修】　調査を実施して、結果をレジュメにまとめる
【授業内容】　データの収集（6）インタビュー
【事後学修】　第19回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第20回 【事前学修】　得られたデータをふまえて、あらためて研究目的を設定し、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（1）分析の目的設定
【事後学修】　第20回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第21回 【事前学修】　得られたデータをもとに、あらためて仮説を見直し、検討できそうなことをレジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（2）仮説
【事後学修】　第21回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第22回 【事前学修】　得られたデータの限界を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（3）測定上の問題
【事後学修】　第22回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第23回 【事前学修】　得られたデータの基礎的集計をおこない、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（4）記述的分析
【事後学修】　第23回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第24回 【事前学修】　得られたデータの基礎的分析をおこない、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（5）統計的推測
【事後学修】　第24回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第25回 【事前学修】　得られたデータの多変量解析を行い、レジュメにまとめる （1）
【授業内容】　データ分析（6）スクリプトの作成
【事後学修】　第25回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第26回 【事前学修】　得られたデータの多変量解析を行い、レジュメにまとめる （2）
【授業内容】　データ分析（7）リアリティの把握
【事後学修】　第26回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第27回 【事前学修】　第20回から第26回までの分析の中から、研究に用いる分析結果を抽出し、レジュメにまとめる
【授業内容】　データ分析（8）報告
【事後学修】　第27回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第28回 【事前学修】　第27回で抽出した分析結果を解釈し、レジュメにまとめる
【授業内容】　レポート作成（1）理論的観点からみた分析結果の整理
【事後学修】　第28回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第29回 【事前学修】　論文の基本的構造にしたがい、研究を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　レポート作成（2）レポートの構造
【事後学修】　第29回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第30回 【事前学修】　第29回の内容を改訂し、レジュメにまとめる
【授業内容】　レポート発表およびディスカッション
【事後学修】　第30回の授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する
※事後学修：授業の趣旨を確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の報告（50％）とレポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分自身の関心に基づいてテーマを設定し、関連する文献およびデータを収集すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

家族・労働および社会調査・分析法に関する諸科目。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。学士号取得にあたりこの分野で卒業研究をしており、相応のレベルの
家族社会学および女性労働論の知識があることが履修の前提である。
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仙田　幸子

人間情報学演習Ⅱ（生活情報システム論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

家族と職業の実証研究

■講義内容■講義内容

自らの研究計画に基づいて研究を進め、成果の発表と討論をおこなうことで論文を作成する。この授業は対面授業で行わ
れる。

■達成目標■達成目標

自身で研究計画を立て実行するとともに、研究成果について報告・討論を通じて考察を深め、オリジナルな論文を執筆で
きるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の主旨について理解する
【授業内容】　イントロダクション
【事後学修】　授業の主旨を確認する

第２回 【事前学修】　自分が研究したいテーマについて考え、レジュメを作成する
【授業内容】　研究計画（1）研究計画の立て方
【事後学修】　第２回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第３回 【事前学修】　自分が研究したいテーマに関する先行研究を探して整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（2）先行研究のレビュー
【事後学修】　第３回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第４回 【事前学修】　先行研究で用いられている仮説を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（3）仮説設定
【事後学修】　第４回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第５回 【事前学修】　先行研究で用いられている独立変数と従属変数を整理し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（4）操作化
【事後学修】　第５回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第６回 【事前学修】　自分の研究に適した調査方法を検討し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（5）調査計画
【事後学修】　第６回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第７回 【事前学修】　調査で得られるデータの分析方法を検討し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（6）分析計画
【事後学修】　第７回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第８回 【事前学修】　第 2 回から第 7 回までを振り返り、自分の研究計画を作成し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（7）各自の報告
【事後学修】　第８回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第９回 【事前学修】　第 8 回をふまえて、研究計画を改訂し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究計画（8）討論
【事後学修】　第９回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第10回 【事前学修】　自分の研究に適切なデータを収集するための調査方法を考え、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（1）研究の実施方法
【事後学修】　第10回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第11回 【事前学修】　あらためて先行研究を収集し、整理してレジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（2）先行研究のレビュー
【事後学修】　第11回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第12回 【事前学修】　自分の研究に用いる仮説を立て、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（3）仮説設定
【事後学修】　第12回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第13回 【事前学修】　仮説を実証するための概念の操作化をおこない、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（4）操作化
【事後学修】　第13回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第14回 【事前学修】　どのようなタイミングとペースで調査を行うかを決めてレジュメに整理する
【授業内容】　研究実施（5）調査計画
【事後学修】　第14回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第15回 【事前学修】　得られたデータの分析方法を検討し、レジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（6）分析計画
【事後学修】　第15回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第16回 【事前学修】　調査計画をレジュメにまとめる
【授業内容】　研究実施（7）調査の実施
【事後学修】　第16回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第17回 【事前学修】　実施した調査の概要について、レジュメに整理する
【授業内容】　データの整理
【事後学修】　第17回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第18回 【事前学修】　データの確認を行い、レジュメに整理する
【授業内容】　クリーニング
【事後学修】　第18回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する
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第19回 【事前学修】　データの基礎集計を行い、レジュメに整理する
【授業内容】　分析
【事後学修】　第19回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第20回 【事前学修】　データの統計的分析をおこない、レジュメに整理する
【授業内容】　結果と整理
【事後学修】　第20回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第21回 【事前学修】　第20回の結果を仮説と照らし合わせた結果をレジュメに整理する
【授業内容】　仮説との照合
【事後学修】　第21回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第22回 【事前学修】　分析から得られた知見を整理し、レジュメを作成する
【授業内容】　理論的インプリケーション
【事後学修】　第22回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第23回 【事前学修】　第16回から第22回までを振り返り、整理してレジュメにする
【授業内容】　成果の発表と討論
【事後学修】　第23回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第24回 【事前学修】　第23回をふまえて、知見についての考察を深め、整理してレジュメにする
【授業内容】　討論
【事後学修】　第24回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第25回 【事前学修】　テキストをもとに、論文のルールについて分かったことをレジュメにする
【授業内容】　論文のルール
【事後学修】　第25回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第26回 【事前学修】　論文を作成し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　論文の作成
【事後学修】　第26回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第27回 【事前学修】　第26回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　推敲
【事後学修】　第27回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第28回 【事前学修】　第27回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　相互の批評
【事後学修】　第28回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第29回 【事前学修】　第28回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　論文報告
【事後学修】　第29回授業中のコメントを受けて、レジュメを改訂する

第30回 【事前学修】　第29回をふまえて論文を改訂し、アウトラインをレジュメにする
【授業内容】　論文提出
【事後学修】　第30回授業中のコメントを受けて、論文を改訂する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の報告・討論（50％）とレポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自分自身のテーマについて研究計画を立て、教員および受講者との討論をおこないながら論文を作成すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

家族・労働・政策および社会調査・分析法に関する諸科目。

■テキスト■テキスト

野田直人 （2015）『小論文・レポートの書き方：パラグラフ・ライティングとアウトラインを鍛える演習帳』有限会社人
の森（ISBN：9784990717018）

■参考文献■参考文献

特になし。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。仙田による人間情報学演習Ⅰを履習していることが履修の前提であ
る。
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文　景楠

記号論特講
Special Lectures on Semiotics

■テーマ■テーマ

現代言語哲学研究入門

■講義内容■講義内容

「言語」は人間が用いる記号の最たるものであり、その研究において現代の言語哲学は欠かすことのできない役割を担っ
ている。この講義では、現代の分析哲学で言語が論じられる際に基本となるトピックを考察することから、その研究手法
に親しむことを目指す。

■達成目標■達成目標

①現代の言語哲学で議論されている中心的なトピックに親しむ。
②現代の言語哲学の基本文献を自力で読みこなす準備となる知識を得る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスで提示した参考文献のうち、関心をもったものを一冊読んでくること。
【授業内容】　①オリエンテーション
　　　　　　　　授業全体の進行や成績評価などに関して説明する。続いて、テキストとそこで扱われるトピッ
クを簡単に見渡す。
【事後学修】　言語がなぜ哲学において問題になっているのかを、講義の内容に基づいて自分なりに説明できる
ようにしておく。

第２回 【事前学修】　テキストのIntroductionを読んでおくこと。
【授業内容】　②意味と指示
　　　　　　　　言語哲学の最も中心的なトピックである意味と指示に関する導入的な講義を行う。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、意味と指示がどのような仕方で哲学的に
問題にされているのかを説明できるようにすること。

第３回 【事前学修】　テキストの2. Definite descriptionsを読んでおくこと。
【授業内容】　③確定記述1
　　　　　　　　指示の問題に対処するための理論である「確定記述説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、「確定記述説」の内容をまとめた500字の
レポートを提出する。

第４回 【事前学修】　テキストの2. Definite descriptionsで提起されているobjectionsとquestionsを事前に読み、自
分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　④確定記述2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第５回 【事前学修】　テキストの3. Proper names: the description theoryを読んでおくこと。
【授業内容】　⑤固有名の記述説1
　　　　　　　　指示の問題に関して熱心に議論されている「固有名の記述説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、「固有名の記述説」の内容をまとめた500
字のレポートを提出する。

第６回 【事前学修】　テキストの3. Proper names: the description theoryで提起されているobjectionsとquestions
を事前に読み、自分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑥固有名の記述説2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第７回 【事前学修】　テキストの4. Proper names: direct reference and the causal-historical theoryを読んでお
くこと。
【授業内容】　⑦固有名の直接指示説1
　　　　　　　　固有名の指示の問題に対するもう一つのアプローチである「直接指示説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、「固有名の直接指示説」の内容をまとめ
た500字のレポートを提出する。

第８回 【事前学修】　テキストの4. Proper names: direct reference and the causal-historical theoryで提起され
ているobjectionsとquestionsを事前に読み、自分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑧固有名の直接指示説2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第９回 【事前学修】　事前に配布される参加者のレポート集を読んでくること。
【授業内容】　⑨ 確認と討論
　　　　　　　　参加者が第2回から第8回にかけて提出したレポートをもとに、理解の確認と議論を行う。
【事後学修】　授業中の議論をもとに、自分の理解がどのように変化したのかに関して500字のレポートを提出す
る。

第10回 【事前学修】　テキストの5. Traditional theories of meaningを読んでおくこと。
【授業内容】　⑩伝統的な意味の理論
　　　　　　　　「意味」が伝統的な哲学においてどのように理解されてきたのかを概観する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、伝統的な意味の理論をまとめた500字のレ
ポートを提出する。
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第11回 【事前学修】　テキストの5. Traditional theories of meaningで提起されているobjectionsとquestionsを事前
に読み、自分の立場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑪伝統的な意味の理論2
　　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第12回 【事前学修】　テキストの6. "Use" theoriesを読んでおくころ。
【授業内容】　⑫意味の使用説1
　　　　　　　現代的な意味の理論である「意味の使用説」を紹介する。
【事後学修】　講義中に参加者によって作成されるレジュメを見直し、特に伝統的な意味の理論と使用説の違い
ニついて500字のレポートを提出する。

第13回 【事前学修】　テキストの6. "Use" theoriesで提起されているobjectionsとquestionsを事前に読み、時分の立
場を説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　⑬意味の使用説2
　　　　　　　テキストで提起されているobjectionsとquestionsをもとに、参加者による討論を行う。
【事後学修】　議論されたテーマのうち、特に関心をもったものを一つ選び、500字のレポートを提出する。

第14回 【事前学修】　事前に配布される参加者のレポート集を読んでくること。
【授業内容】　⑭確認と討論
　　　　　　　　参加者が第10回から第13回にかけて提出したレポートをもとに、理解の確認と議論を行う。
【事後学修】　授業中の議論をもとに、自分の理解がどのように変化したのかに関して500字のレポートを提出す
る。

第15回 【事前学修】　最終レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　⑮最終レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの講義の内容をもとに、各自がどのような最終レポートを作成するかを簡単に紹介し、
それに基づいて議論する。
【事後学修】　議論の内容を参考に、最終レポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の二点に基づいて行う。（ ）内は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準。
・平常時のパフォーマンス（① 授業毎に課される小レポートと討論での発言。② 達成目標1 ③ 30点＝2点x15回 ④ 主張
やまとめの適切さ（80％）、字数の遵守（20％））
・最終レポート（① 7000字程度の最終レポート。② 達成目標2 ③ 70点 ④ テーマの独自性（20％）、主張と論拠の明確
さ（60％）、指示された形式・字数の遵守（20％））
※小レポートやコメントに関しては次回の授業で口頭でフィードバックし、最終レポートに関しては授業終了後に添削し
て返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

① 学部レベルの哲学・倫理学の知識を習得していることを前提とする。
② 該当する回のテキストの予習が必須となる。
③ 参加者は最低1回該当する回のレジュメ作成を担当することになる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（記号論特講）

■テキスト■テキスト

・Lycan, William G. 2008. “Philosophy of language: A contemporary introduction.” 2nd ed. Routledge
Contemporary Introductions to Philosophy. New York: Routledge. （ISBN: 0415957524）
・ライカン、W・G（2005）『言語哲学：入門から中級まで』（荒磯敏文 他 訳）勁草書房．（ISBN：4326101598）
講義では最新版の英語文献を主に用い、日本語訳は適宜参照する。

■参考文献■参考文献

より詳しい文献情報は授業中に指示する。以下は開講前に読んでおくべき基本図書。
① 飯田隆（1987）『論理と言語』言語哲学大全1、勁草書房。（ISBN：4326152001）
② 服部裕幸（2003）『言語哲学入門』勁草書房。（ISBN：4326153695）
③ 八木沢敬（2011）『分析哲学入門』選書メチエ、講談社。（ISBN：4062585200）
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文　景楠

人間情報学演習Ⅰ（記号論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

言語哲学基礎文献講読

■講義内容■講義内容

言語哲学の研究手法を用いて実際に修士論文を作成するために、修士1年の時点で読んでおくべき三つの文献（フレーゲ
「意義と意味について」、ラッセル「表示について」、クリプキ『名指しと必然性』）を講読する。

■達成目標■達成目標

①言語哲学の基礎的な文献を日本語または英語で実際に読む能力を養う。
②修士論文の作成に向けて、複雑な議論の組み立て方を学ぶ。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスで提示した参考文献のうち、関心をもったものを一冊読んでくること。
【授業内容】　①オリエンテーション
　　　　　　　　授業全体の進行や成績評価などに関して説明する。続いて、講読するテキストとそこで扱われ
ているトピックを簡単に見渡す。
【事後学修】　これらの文献が、自分の修士論文とどのような関連をもちうるかを300字のレポートでまとめる。

第２回 【事前学修】　訳書5-10頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　②フレーゲ「意義と意味について」1（訳書5-10頁）
【事後学修】　訳書5-10頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第３回 【事前学修】　訳書10-14頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　③フレーゲ「意義と意味について」2（訳書10-14頁）
【事後学修】　訳書10-14頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第４回 【事前学修】　訳書14-20頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　④フレーゲ「意義と意味について」3（訳書14-20頁）
【事後学修】　訳書14-20頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第５回 【事前学修】　訳書20-25頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑤フレーゲ「意義と意味について」4（訳書20-25頁）
【事後学修】　訳書20-25頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第６回 【事前学修】　訳書25-30頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑥フレーゲ「意義と意味について」5（訳書25-30頁）
【事後学修】　訳書25-30頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第７回 【事前学修】　訳書30-36頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑦フレーゲ「意義と意味について」6（訳書30-36頁）
【事後学修】　訳書30-36頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第８回 【事前学修】　訳書36-43頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑧フレーゲ「意義と意味について」7（訳書36-43頁）
【事後学修】　訳書36-43頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。第2回から第8
回までの文献読解をもとに、疑問に思ったことを500字のレポートで提出する。

第９回 【事前学修】　事前に配布される参加者のレポート集を読んでくること。
【授業内容】　⑨確認と討論
　　　　　　　　参加者が第2回から第8回にかけて作成したレジュメと第8回後に提出したレポートをもとに、理
解の確認と議論を行う。
【事後学修】　授業中の議論をもとに、自分の理解がどのように変化したのかに関して500字のレポートを提出す
る。

第10回 【事前学修】　訳書59-65頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑩ラッセル「表示について」1（訳書59-65頁）
【事後学修】　訳書59-65頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第11回 【事前学修】　訳書65-70頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑪ラッセル「表示について」2（訳書65-70頁）
【事後学修】　訳書65-70頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第12回 【事前学修】　訳書70-75頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑫ラッセル「表示について」3（訳書70-75頁）
【事後学修】　訳書70-75頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第13回 【事前学修】　訳書75-80頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑬ラッセル「表示について」4（訳書75-80頁）
【事後学修】　訳書75-80頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第14回 【事前学修】　訳書80-85頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑭ラッセル「表示について」5（訳書80-85頁）
【事後学修】　訳書80-85頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第15回 【事前学修】　夏期レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　⑮夏期レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような夏期レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、夏期休業期間中に7000字のレポートを完成し提出すること。
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第16回 【事前学修】　夏期休業期間中に本人が提出したレポートを読み返しておくこと。
【授業内容】　⑯夏期レポートの振り返り
　　　　　　　　夏期レポートに対して教員がコメントを行い、それをもとに全員で議論する。
【事後学修】　教員のコメントに対する応答を、それぞれ500字のレポートにまとめて提出する。

第17回 【事前学修】　訳書「前書き」を予習してくること。
【授業内容】　⑰クリプキ『名指しと必然性』1（訳書「前書き」）
【事後学修】　訳書「前書き」の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第18回 【事前学修】　訳書「第一講義」25-40頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑱クリプキ『名指しと必然性』2（訳書「第一講義」25-40頁）
【事後学修】　訳書「第一講義」25-40頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第19回 【事前学修】　訳書「第一講義」40-65頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑲クリプキ『名指しと必然性』3（訳書「第一講義」40-65頁）
【事後学修】　訳書「第一講義」40-65頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第20回 【事前学修】　訳書「第一講義」65-82頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　⑳クリプキ『名指しと必然性』4（訳書「第一講義」65-82頁）
【事後学修】　訳書「第一講義」65-82頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第21回 【事前学修】　「第一講義」の段落毎の内容を簡略に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　21 クリプキ『名指しと必然性』5：「第一講義」内容確認と討論
　　　　　　　　該当する章の内容を復習し、疑問を提起しながら討論する。
【事後学修】　授業中の議論をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第22回 【事前学修】　訳書「第二講義」83-98頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　22 クリプキ『名指しと必然性』6（訳書「第二講義」83-98頁）
【事後学修】　訳書「第二講義」83-98頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第23回 【事前学修】　訳書「第二講義」98-111頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　23 クリプキ『名指しと必然性』7（訳書「第二講義」98-111頁）
【事後学修】　訳書「第二講義」98-111頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第24回 【事前学修】　訳書「第二講義」111-126頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　24 クリプキ『名指しと必然性』8（訳書「第二講義」111-126頁）
【事後学修】　訳書「第二講義」111-126頁の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第25回 【事前学修】　「第二講義」の段落毎の内容を簡略に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　25 クリプキ『名指しと必然性』9：「第二講義」内容確認と討論
　　　　　　　　該当する章の内容を復習し、疑問を提起しながら討論する。
【事後学修】　授業中の議論をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第26回 【事前学修】　訳書「第三講義」127-145頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　26 クリプキ『名指しと必然性』10（訳書「第三講義」127-145頁）
【事後学修】　訳書「第三講義」127-145頁の読解をもとに作成するレジュメを読み込み、内容を熟知してくださ
い。

第27回 【事前学修】　訳書「第三講義」145-165頁の箇所を予習してくること。
【授業内容】　27 クリプキ『名指しと必然性』11（訳書「第三講義」145-165頁）
【事後学修】　訳書「第三講義」145-165頁の読解をもとに作成するレジュメを読み込み、内容を熟知してくださ
い。

第28回 【事前学修】　訳書「第三講義」165-183の箇所を予習してくること。
【授業内容】　28 クリプキ『名指しと必然性』12（訳書「第三講義」165-183頁）
【事後学修】　訳書「第三講義」165-183の読解をもとに作成するレジュメを読み込み、内容を熟知してくださ
い。

第29回 【事前学修】　「第三講義」の段落毎の内容を簡略に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】　29 クリプキ『名指しと必然性』13：「第三講義」内容確認と討論
　　　　　　　　該当する章の内容を復習し、疑問を提起しながら討論する。
【事後学修】　授業中の議論をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第30回 【事前学修】　最終レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　30 最終レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような最終レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、期日までに7000字の最終レポートを完成し提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の二点に基づいて行う。（ ）内は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準。
・平常時のパフォーマンス（① 授業毎に課される小レポートと討論での発言。② 達成目標1 ③ 30点＝1点x30回 ④ 主張
やまとめの適切さ（80％）、字数の遵守（20％））
・二つのレポート（① 7000字程度の最終レポートを二度課す。② 達成目標2 ③ 70点＝35点x2回 ④ テーマの独自性
（20％）、主張と論拠の明確さ（60％）、指示された形式・字数の遵守（20％））
※小レポートやコメントに関しては次回の授業で口頭でフィードバックし、二つのレポートに関しては添削して返却す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①学部レベルの哲学・倫理学の知識を習得していることを前提とする。
②該当する回のテキストの予習が必須となる。
③参加者は最低1回該当する回のレジュメ作成を担当することになる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

記号論特講
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■テキスト■テキスト

フレーゲ「意義と意味について」とラッセル「表示について」に関しては、下記の選集に収められた訳を使用。
・松坂陽一 編訳（2013）『言語哲学重要論文集』現代哲学への招待Anthology、春秋社。（ISBN：4393323106）
クリプキ『名指しと必然性』は、下記の単行本を使用。
・クリプキ、ソール・A（1985）『名指しと必然性：様相の形而上学と心身問題』（八木沢敬＋野家啓一 訳）産業図書。
（ISBN：4782800223）
いずれも英語原典は必要に応じてコピーで配布する。

■参考文献■参考文献

より詳しい文献情報は授業中に指示する。以下は開講前に読んでおくべき基本図書。
①飯田隆（1987）『論理と言語』言語哲学大全1、勁草書房。（ISBN：4326152001）
②服部裕幸（2003）『言語哲学入門』勁草書房。（ISBN：4326153695）
③八木沢敬（2011）『分析哲学入門』選書メチエ、講談社。（ISBN：4062585200）
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文　景楠

人間情報学演習Ⅱ（記号論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

言語哲学史基礎文献講読

■講義内容■講義内容

言語哲学の研究手法を用いて実際に修士論文を作成するために、修士2年の時点で読んでおくべき「言語哲学史」の基本文
献を、古代と中世のものを中心に講読する。

■達成目標■達成目標

①言語哲学史の基礎的な文献を英語で読む能力を養う。
②修士論文の完成に向けて、言語哲学史の背景的知識を得る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスで提示した参考文献のうち、関心をもったものを一冊読んでくること。
【授業内容】　①オリエンテーション
　　　　　　　　授業全体の進行や成績評価などに関して説明する。続いて、講読するテキストとそこで扱われ
ているトピックを簡単に見渡す。
【事後学修】　これらの文献が、自分の修士論文とどのような関連をもちうるかを500字のレポートでまとめる。

第２回 【事前学修】　テキストのIntroductionを読んでおくこと。
【授業内容】　②導入
【事後学修】　Introductionの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第３回 【事前学修】　テキストのPresocratics and Sophistsを読んでおくこと。
【授業内容】　③ソクラテス以前とソフィストたち
【事後学修】　Presocratics and Sophistsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第４回 【事前学修】　テキストの3.1 Sophistを読んでおくこと。
【授業内容】　④プラトン1（3.1 Sophist）
【事後学修】　3.1 Sophistの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第５回 【事前学修】　テキストの3.2 The Seventh Letter; 3.3 Cratylus, pp.47-59を読んでおくこと。
【授業内容】　⑤プラトン2（3.2 The Seventh Letter; 3.3 Cratylus, pp.47-59）
【事後学修】　3.2 The Seventh Letter; 3.3 Cratylus, pp.47-59の読解をもとに参加者が作成するレジュメを
再読し、復習を行うこと。

第６回 【事前学修】　テキストの3.3 Cratylus, pp.59-71を読んでおくこと。
【授業内容】　⑥プラトン3（3.3 Cratylus, pp.59-71）
【事後学修】　3.3 Cratylus, pp.59-71の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第７回 【事前学修】　テキストの4.1 Categoriesを読んでおくこと。
【授業内容】　⑦アリストテレス1（4.1 Categories）
【事後学修】　4.1 Categoriesの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第８回 【事前学修】　テキストの4.2 On Interpretationの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　⑧アリストテレス2（4.2 On Interpretation）
【事後学修】　4.2 On Interpretationの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第９回 【事前学修】　テキストの4.3 Topicsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑨アリストテレス3（4.3 Topics）
【事後学修】　4.3 Topicsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第10回 【事前学修】　テキストの4.4 Rhetoricを読んでおくこと。
【授業内容】　⑩アリストテレス4（4.4 Rhetoric）
【事後学修】　4.4 Rhetoricの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第11回 【事前学修】　テキストの4.5 Poeticsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑪アリストテレス5（4.5 Poetics）
【事後学修】　4.5 Poeticsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第12回 【事前学修】　テキストの4.6 Sophistical Refutationsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑫アリストテレス6（4.6 Sophistical Refutations）
【事後学修】　4.6 Sophistical Refutationsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第13回 【事前学修】　テキストの4.7 Posterior Analyticsを読んでおくこと。
【授業内容】　⑬アリストテレス7（4.7 Posterior Analytics）
【事後学修】　4.7 Posterior Analyticsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第14回 【事前学修】　テキストのEpicureanismを読んでおくこと。
【授業内容】　⑭エピクロス主義（5.1 Epicurus; 5.2 Lucretius）
【事後学修】　5.1 Epicurus; 5.2 Lucretiusの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第15回 【事前学修】　夏期レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　⑮夏期レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような夏期レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、夏期休業期間中に7000字のレポートを完成し提出すること。
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第16回 【事前学修】　夏期休業期間中に本人が提出したレポートを読み返しておくこと。
【授業内容】　⑯夏期レポートの振り返り
　　　　　　　　夏期レポートに対して教員がコメントを行い、それをもとに全員で議論する。
【事後学修】　教員のコメントに対する応答を、それぞれ500字のレポートにまとめて提出する。

第17回 【事前学修】　テキストのStoicismを読んでおくこと。
【授業内容】　⑰ストア派（6.1 The Stoics）
【事後学修】　6.1 The Stoicsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第18回 【事前学修】　テキストのSextus Empiricusを読んでおくこと。
【授業内容】　⑱セクストス・エンペイリコス（7.1 Outlines of Pyrrhonism）
【事後学修】　7.1 Outlines of Pyrrhonismの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこ
と。

第19回 【事前学修】　テキストのAugustineの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　⑲アウグスティヌス1（8.1 On Christian Doctrine; 8.2 On the Teacher, pp. 136-146）
【事後学修】　8.1 On Christian Doctrine; 8.2 On the Teacher, pp. 136-146の読解をもとに参加者が作成す
るレジュメを再読し、復習を行うこと。

第20回 【事前学修】　テキストのAugustineの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　⑳アウグスティヌス2（8.2 On the Teacher, pp.146-158）
【事後学修】　8.2 On the Teacher, pp.146-158の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行
うこと。

第21回 【事前学修】　テキストのAugustineの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　21.アウグスティヌス3（8.2 On the Teacher, pp.158-169; 9.3 Confessions）
【事後学修】　8.2 On the Teacher, pp.158-169; 9.3 Confessionsの読解をもとに参加者が作成するレジュメを
再読し、復習を行うこと。

第22回 【事前学修】　テキストのNeoplatonistsの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　22.新プラトン主義1（9.1 Proclus, On Plato’s Cratylus）
【事後学修】　9.1 Proclus, On Plato’s Cratylusの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を
行うこと。

第23回 【事前学修】　テキストのNeoplatonistsの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　23.新プラトン主義2（9.2 Ammonius, On Aristotle On Interpretation; 9.3 Boethius, On
Aristotle On Interpretation）
【事後学修】　9.2 Ammonius, On Aristotle On Interpretation; 9.3 Boethius, On Aristotle On
Interpretationの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第24回 【事前学修】　テキストのAnselmの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　24.アンセルムス1（10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.195-205）
【事後学修】　10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.195-205の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読
し、復習を行うこと。

第25回 【事前学修】　テキストのAnselmの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　25.アンセルムス2（10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.205-213）
【事後学修】　10.1 Anselm, On the Grammarian, pp.205-213の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読
し、復習を行うこと。

第26回 【事前学修】　テキストのPeter Abelardの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　26.アベラール1（11.1 Abelard on the signification of universal expressions）
【事後学修】　11.1 Abelard on the signification of universal expressionsの読解をもとに参加者が作成す
るレジュメを再読し、復習を行うこと。

第27回 【事前学修】　テキストのPeter Abelardの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　27.アベラール2（11.2 Abelard on What Propositions Signify）
【事後学修】　11.2 Abelard on What Propositions Signifyの読解をもとに参加者が作成するレジュメを再読
し、復習を行うこと。

第28回 【事前学修】　テキストのThomas of Aquinasの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　28.トマス・アクィナス1（13.1 Commentary on On Interpretation, Introduction, Lessons 1-
3）
【事後学修】　13.1 Commentary on On Interpretation, Introduction, Lessons 1-3の読解をもとに参加者が作
成するレジュメを再読し、復習を行うこと。

第29回 【事前学修】　テキストのThomas of Aquinasの該当箇所を読んでおくこと。
【授業内容】　29.トマス・アクィナス2（13.2 Summa Contra Gentiles I, Chapters 30-35）
【事後学修】　13.2 Summa Contra Gentiles I, Chapters 30-35の読解をもとに参加者が作成するレジュメを再
読し、復習を行うこと。

第30回 【事前学修】　最終レポートで論じるトピックを15分程度で簡単に紹介できるように準備すること。
【授業内容】　30.最終レポートのテーマ決定
　　　　　　　　今までの文献講読をもとに、各自がどのような最終レポートを作成するかを簡単に紹介し、そ
れに基づいて議論する。
【事後学修】　討論した内容をもとに、期日までに7000字の最終レポートを完成し提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の二点に基づいて行う。（ ）内は各方法の①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準。
・平常時のパフォーマンス（① 授業毎に課される小レポートと討論での発言。② 達成目標1 ③ 30点＝1点x30回 ④ 主張
やまとめの適切さ（80％）、字数の遵守（20％））
・二つのレポート（① 7000字程度の最終レポートを二度課す。② 達成目標2 ③ 70点＝35点x2回 ④ テーマの独自性
（20％）、主張と論拠の明確さ（60％）、指示された形式・字数の遵守（20％））
※小レポートやコメントに関しては次回の授業で口頭でフィードバックし、二つのレポートに関しては添削して返却す
る。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

① 学部レベルの哲学・倫理学の知識を習得していることを前提とする。
② 該当する回のテキストの予習が必須となる。
③ 参加者は最低1回該当する回のレジュメ作成を担当することになる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

記号論特講、人間情報学演習Ⅰ（記号論特講）

■テキスト■テキスト

下記のものを使用するが、高価なので可能な限りコピーで配布する。
・Cameron, Margaret, Benjamin Hill and Robert J. Stainton, eds. 2017. “Sourcebook in the history of
philosophy of language: Primary source texts from the pre-Socratics to Mill.” Springer Graduate Texts in
Philosophy. Dordrecht: Springer.（ISBN：3319269062）

■参考文献■参考文献

より詳しい文献情報は授業中に指示する。以下は開講前に読んでおくべき基本図書。
① 飯田隆（1987）『論理と言語』言語哲学大全1、勁草書房。（ISBN：4326152001）
②　 服部裕幸（2003）『言語哲学入門』勁草書房。（ISBN：4326153695）
③　 八木沢敬（2011）『分析哲学入門』選書メチエ、講談社。（ISBN：4062585200）
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房　賢嬉

言語コミュニケーション論
Language in Communication

■テーマ■テーマ

日本語教育における社会文化諸理論

■講義内容■講義内容

多文化共生社会を実現するための理論的枠組みとして注目されている社会構成主義や社会文化諸理論について、テキスト
及び関連する文献を読んで学ぶ。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

日本語教育の方法（学習内容・教材・学習活動）を社会文化的なパースペクティブ（ヴィゴツキーやバフチンらの社会文
化諸理論）から捉えなおすことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　第1章「ジャンル論のエッセンス」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「感性的世界としての意識」「ジャンル論のモチーフ」
【事後学修】　第1章（「感性的世界としての意識」「ジャンル論のモチーフ」）を復習しながら、授業をふり返
る。

第３回 【事前学修】　第1章「ジャンル論のエッセンス」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「ことばのジャンル再考」「言葉と対象」
【事後学修】　第1章（「ことばのジャンル再考」「言葉と対象」）を復習しながら、授業をふり返る。

第４回 【事前学修】　第2章「ことばのジャンルと基礎第二言語教育のデザイン」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問
を整理する。
【授業内容】　「ことばのジャンルと第二言語の習得」「第二言語の習得と言葉遣い」
【事後学修】　第2章（「ことばのジャンルと第二言語の習得」「第二言語の習得と言葉遣い」）を復習しなが
ら、授業をふり返る。

第５回 【事前学修】　第2章「ことばのジャンルと基礎第二言語教育のデザイン」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問
を整理する。
【授業内容】　「新たな基礎第二言語教育の構想」「パフォーマンス・オリエンティッドな基礎第二言語教育の
教育内容」
【事後学修】　第2章を復習しながら、授業をふり返る。

第６回 【事前学修】　第3章「対話原理」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「対話原理のエッセンス」「対話原理の認識論─人間にとっての経験とことばと現実」
【事後学修】　第3章を復習しながら、授業をふり返る。

第７回 【事前学修】　第3章「対話原理」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　対面的な社会的交通への対話原理の視座
【事後学修】　第3章（「対面的な社会的交通への対話原理の視座」）を復習しながら、授業をふり返る。

第８回 【事前学修】　第4章「社会的交通と発話と内言」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「社会的交通の展開と外言と内言」
【事後学修】　第4章（「社会的交通の展開と外言と内言」）を復習しながら、授業をふり返る。

第９回 【事前学修】　第4章「社会的交通と発話と内言」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「社会的交通の多声性」「社会的交通の現実」
【事後学修】　第4章（「社会的交通の多声性」「社会的交通の現実」）を復習しながら、授業をふり返る。

第10回 【事前学修】　第5章「バフチンの超言語学」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「社会的交通が発現する基底の構造」「社会的交通の発現と発話の立ち現れ」
【事後学修】　第5章（「社会的交通が発現する基底の構造」「社会的交通の発現と発話の立ち現れ」）を復習し
ながら、授業をふり返る。

第11回 【事前学修】　第5章「バフチンの超言語学」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「対話関係と超言語学」
【事後学修】　第5章（「対話関係と超言語学」）を復習しながら、授業をふり返る。

第12回 【事前学修】　第6章「第二言語教育における対話論的アプローチ」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理
する。
【授業内容】　「言語現象の研究へのバフチンの貢献」「カリキュラム・デザインの指針」
【事後学修】　第6章（「言語現象の研究へのバフチンの貢献」「カリキュラム・デザインの指針」）を復習しな
がら、授業をふり返る。

第13回 【事前学修】　第6章「第二言語教育における対話論的アプローチ」の指定範囲を読み、自分の考えや疑問を整理
する。
【授業内容】　「教材作成のスキームとナラティブ学習のスキーム」「ユニットの授業プランと学習者と教師」
【事後学修】　第6章（「教材作成のスキームとナラティブ学習のスキーム」「ユニットの授業プランと学習者と
教師」）を復習しながら、授業をふり返る。

第14回 【事前学修】　第7章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「対話原理から見た接触場面社会的交通」
【事後学修】　第7章（「対話原理から見た接触場面社会的交通」）を復習しながら、授業をふり返る。

第15回 【事前学修】　授業全体をふり返り、まとめる。
【授業内容】　総括
【事後学修】　これまでの授業をふり返って、期末課題を作成し提出する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表＆授業での積極性（50％）、課題（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。
※提出課題や発表の内容に関しては、授業中に口頭でフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2）文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3）文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）

■テキスト■テキスト

西口光一（2016）『対話原理と第二言語の習得と教育―第二言語教育におけるバフチン的アプローチ』くろしお出版

■参考文献■参考文献

西口光一編著（2005）『文化と歴史の中の学習と学習者―日本語教育における社会文化的パースペクティブ』凡人社
（ISBN10:4893585924）
James V. Wertsch（2004）『心の声―媒介された行為への社会文化的アプローチ』福村出版（ISBN:4571210302）
その他の参考文献は、授業時に随時紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

生態学的視点に基づく言語教育

■講義内容■講義内容

科学的視点に基づく一般言語学では、一貫した調査のために現実世界の多様性を単純化したり、問題の原因を探る場合、
問題を「周りと切り離して」分析することが多い。しかし、生態学ではある事象が単純な理論、一つの要因で説明できる
とは考えておらず、個々の生物、人間、ことばやそれに関わるコト・モノのつながり全体に注目する。本演習では、文献
講読を通して生態学的視点に基づく言語教育について理解を深める。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

（1）生態学的視点に基づく考えと一般言語学との違いを理解し、説明できる。
（2）日本語教育の方法（学習内容・教材・学習活動）を生態学的アプローチで捉えなおすことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　自分の言語学習観・言語教育観をふり返り、まとめる。

第２回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第1章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「なぜ生態学なのか」
【事後学修】　第1章を復習しながら、授業をふり返る。

第３回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第2章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「言語の見方」①
【事後学修】　第2章（言語の見方①）を復習しながら、授業をふり返る。

第４回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第2章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「言語の見方」②
【事後学修】　第2章（言語の見方②）を復習しながら、授業をふり返る。

第５回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第3章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「記号と意味」①
【事後学修】　第3章（記号と意味①）を復習しながら、授業をふり返る。

第６回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第3章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「記号と意味」②
【事後学修】　第3章（記号と意味②）を復習しながら、授業をふり返る。

第７回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第4章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「創発とアフォーダンス」①
【事後学修】　第4章（創発とアフォーダンス①）を復習しながら、授業をふり返る。

第８回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第4章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「創発とアフォーダンス」②
【事後学修】　第4章（創発とアフォーダンス②）を復習しながら、授業をふり返る。

第９回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第5章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「自己とアイデンティティ」①
【事後学修】　第5章（自己とアイデンティティ①）を復習しながら、授業をふり返る。

第10回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第5章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「自己とアイデンティティ」②
【事後学修】　第5章（自己とアイデンティティ②）を復習しながら、授業をふり返る。

第11回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第6章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「学習と言語」①
【事後学修】　第6章（学習と言語①）を復習しながら、授業をふり返る。

第12回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第6章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「学習と言語」②
【事後学修】　第6章（学習と言語②）を復習しながら、授業をふり返る。

第13回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第7章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学の批判力」
【事後学修】　第7章（生態学の批判力）を復習しながら、授業をふり返る。

第14回 【事前学修】　『生態学が教育を変える－多言語社会の処方箋』第8章を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学の研究法」
【事後学修】　第8章（生態学の研究法）を復習しながら、授業をふり返る。

第15回 【事前学修】　夏期レポートのテーマ設定とアウトラインの作成
【授業内容】　総括＆夏期レポートのテーマとアウトラインの発表
【事後学修】　これまで講読した文献の中から、特に興味を持ったトピックを一つ選び、夏期レポートを作成
し、提出する。

第16回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』（はじめに）をを読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　生態学の基本的見方、背景と問い
【事後学修】　授業内容を復習しながら、授業をふり返る。

第17回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第1章（p.3~p.11）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　言語生態学（Language Ecology）の定義・領域・目的
【事後学修】　第1章（p.3~p.11）を復習しながら、授業をふり返る。
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第18回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第1章（p.12~p.23）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「人間生態学としての言語生態学」
【事後学修】　第1章（p.12~p.23）を復習しながら、授業をふり返る。

第19回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第2章（p.27~p.40）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　グローバル化の下で変動する世界における言語生態学の課題
【事後学修】　第2章（p.27~p.40）を復習しながら、授業をふり返る。

第20回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第2章（p.40~p.45）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「想像力の縮退」の原因を探る:言語生態学のとらえ方の基礎
【事後学修】　第2章（p.40~p.45）を復習しながら、授業をふり返る。

第21回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第3章（p.49~p.56）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　グローバル化の下で創出される言語教育の新たな地平
【事後学修】　第3章（p.49~p.56）を復習しながら、授業をふり返る。

第22回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第3章（p.56~p.61）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「持続可能な生き方」を追求する言語教育
【事後学修】　第3章（p.56~p.61）を復習しながら、授業をふり返る。

第23回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第4章（p.65~p.83）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　ライフコースに沿った生態学的リテラシー（Ecological Literacy）
【事後学修】　第4章（p.65~p.83）を復習しながら、授業をふり返る。

第24回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第4章（p.83~p.99）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　日本語教育における課題と克服の形
【事後学修】　第4章（p.83~p.99）を復習しながら、授業をふり返る。

第25回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.103~p.124）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」①育成の方法の例
【事後学修】　第5章（p.103~p.124）を復習しながら、授業をふり返る。

第26回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.124~p.158）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」②ステップ1、2
【事後学修】　第5章（p.124~p.158）を復習しながら、授業をふり返る。

第27回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.158~p.192）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」③ステップ3、4
【事後学修】　第5章（p.158~p.192）を復習しながら、授業をふり返る。

第28回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.192~p.226）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」④ステップ5、6、7
【事後学修】　第5章（p.192~p.226）を復習しながら、授業をふり返る。

第29回 【事前学修】　『言語生態学と言語教育』第5章（p.227~p.256）を読み、自分の考えや疑問を整理する。
【授業内容】　「生態学的リテラシーの育成」⑤持続可能な生き方追求の基礎
【事後学修】　第5章（p.227~p.256）を復習しながら、授業をふり返る。

第30回 【事前学修】　最終レポートのテーマ設定とアウトラインの作成
【授業内容】　総括＆最終レポートのテーマとアウトラインの発表
【事後学修】　これまで講読した文献の中から、特に興味を持ったトピックを一つ選び、最終レポートを作成
し、提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表＆授業での積極性（50％）、課題（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。
※提出課題や発表の内容に関しては、授業中に口頭でフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2）文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3）文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語コミュニケーション論

■テキスト■テキスト

岡崎敏雄（2009）『言語生態学と言語教育』凡人社.（ISBN:4893587285）
van Lier, L.（2004）The Ecology and Semiotics of Language Learning: A Sociocultural Perspective. Dordrecht:
Kluwer Academic Publishers.（ISBN:1402079931）
van Lier, L. 宇都宮裕章訳（2009）『生態学が教育を変える―多言語社会の処方箋』ふくろう出版.（ISBN:4861863988）

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーや連絡先については、初回の授業時に知らせます。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅱ（言語コミュニケーション論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

日本語・日本語教育を研究する

■講義内容■講義内容

本演習では、自分の研究関心に基づき、テーマ設定、データ収集・分析、アウトライン作成、執筆、推敲のプロセスを報
告し合い、議論しながら論文を完成させる。

■達成目標■達成目標

修士論文執筆のために必要な思考力と基礎スキルを身につける。
（1）先行研究を読みながら、問題意識を持ち、独自の研究テーマを設定することができる。
（2）研究テーマについて、文献収集およびそのレビューができる。
（3）修正論文を完成させるための論理的思考、分析的思考、情報収集方法を学び、自分の研究課題を発信するための基礎
力をつける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　自分が研究したいテーマについて考えてくる。
【授業内容】　研究テーマについての検討（1）　マインドマップ作成
【事後学修】　マインドマップを精緻化する。

第３回 【事前学修】　最も興味のあるテーマに絞る。
【授業内容】　研究テーマについての検討（2）　構想マップ作成
【事後学修】　構想マップを精緻化する。

第４回 【事前学修】　文献を検索するためのキーワードを複数考えてくる。
【授業内容】　文献検索・情報収集
【事後学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を調べる。

第５回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究のリストを作る。
【授業内容】　文献・情報の整理
【事後学修】　自分仕立ての文献・情報の整理法を考案する。

第６回 【事前学修】　「テキスト批評の仕方」についての文献を読んでくる。
【授業内容】　先行研究を批評するとは？
【事後学修】　文献を読み、テキスト批評を行う。

第７回 【事前学修】　自分の研究テーマに関するレビュー論文を読んでくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（1）　レビュー論文を読む
【事後学修】　先行研究の文献レビューを読み、そのテーマに関する現状と課題を把握しておく。

第８回 【事前学修】　レビュー論文を読み、どのような構成になっているか分析してくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（2）　レビュー論文の書き方
【事後学修】　レビュー論文の書き方についてまとめる。

第９回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を収集する。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（1） 先行研究を分類する
【事後学修】　先行研究を時系列やテーマ別に分類して整理する。

第10回 【事前学修】　先行研究と自分の研究の関係を考えてくる。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（2）　先行研究の中に自分の研究を位置づける
【事後学修】　先行研究の空白を見出し、自分の研究を位置づける。

第11回 【事前学修】　先行研究をレビューする。
【授業内容】　文献レビューの検討
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、文献レビューを修正する。

第12回 【事前学修】　研究計画書のアウトラインを作成する。
【授業内容】　研究計画書の発表　
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、研究計画書ーを修正する。

第13回 【事前学修】　研究計画書に基づき、パイロット調査を行う。
【授業内容】　パイロット調査（1）　準備
【事後学修】　パイロット調査のための準備（インタビュー項目、質問紙）を整える。

第14回 【事前学修】　パイロット調査を実施する。
【授業内容】　パイロット調査（2）　報告
【事後学修】　理論枠組みや方法が研究目的・研究対象に照らして適切かどうか検討する。

第15回 【事前学修】　パイロット調査を踏まえて、研究計画を再検討する。
【授業内容】　総括
【事後学修】　研究計画を練り直す。

第16回 【事前学修】　研究の進捗をまとめる。
【授業内容】　研究計画書の発表
【事後学修】　授業中の課題を振り返り、研究計画を実施可能な形にする。

第17回 【事前学修】　文献『質的研究法マッピング』『初学者のための質的研究26の教え』を読む。
【授業内容】　データの分析（1）　データ分析手法（質的研究）
【事後学修】　自分の研究におけるデータ分析計画を立てる。
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第18回 【事前学修】　『日本語教育のためのはじめての統計分析』を読む
【授業内容】　データの分析（2）　データ分析手法（量的研究）
【事後学修】　自分の研究におけるデータを分析する。

第19回 【事前学修】　研究の進捗状況を言語化し、課題を明確にする。
【授業内容】　進捗状況の共有
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第20回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（1）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第21回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（2）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第22回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（3）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第23回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（4）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第24回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（5）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第25回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（6）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第26回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（7）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第27回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（8）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第28回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（1）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第29回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（2）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第30回 【事前学修】　論文のアウトラインに基づき、論文を修正する。
【授業内容】　総括・ふり返り
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表＆授業での積極性（50％）、課題（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。
※提出課題や発表の内容に関しては、授業中に口頭でフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1）事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2）文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3）文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。
（4）自身の研究テーマのみならず、日本語学、教育学、心理学等の見識を深めてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語コミュニケーション論、人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）

■テキスト■テキスト

授業初回に指示します。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

日本語教育学

■テーマ■テーマ

内容重視の日本語教育（Content-based Instruction）の理論と実践

■講義内容■講義内容

内容重視の日本語教育（Content-based Instruction）の文献を読み、持続可能性日本語教育、多言語多文化共生社会にお
ける日本語教育、言語生態学、内容重視の批判的言語教育などにも触れながら、議論する。受講生による報告と議論を行
う。

■達成目標■達成目標

1．内容重視の日本語教育（Content-based Instruction）の理論と実践を学び、グローバル化社会における日本語教育の
あり方を模索する。
2．今後、日本語教育の現場で実践をデザインする際の視座を得ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　配布資料（日本語教育のパラダイム再考）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　日本語教育のパラダイム再考
【事後学修】　授業内容（日本語教育のパラダイム再考）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）

第３回 【事前学修】　配布資料（学習観の変遷と新しい日本語教育の実践）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　学習観の変遷と新しい日本語教育の実践
【事後学修】　授業内容（学習観の変遷と新しい日本語教育の実践）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第４回 【事前学修】　配布資料（外国語教育における内容重視の言語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　外国語教育における内容重視の言語教育
【事後学修】　授業内容（外国語教育における内容重視の言語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第５回 【事前学修】　配布資料（日本における内容重視の日本語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　日本における内容重視の日本語教育
【事後学修】　授業内容（日本における内容重視の日本語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返り
は、次回授業時にクラスで共有する）

第６回 【事前学修】　配布資料（アメリカにおける内容重視の日本語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　アメリカにおける内容重視の日本語教育
【事後学修】　授業内容（アメリカにおける内容重視の日本語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第７回 【事前学修】　配布資料（フレイレ的教育学の視点）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　フレイレ的教育学の視点
【事後学修】　授業内容（フレイレ的教育学の視点）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授
業時にクラスで共有する）

第８回 【事前学修】　配布資料（言語生態学的視点：言語教育と人間活動の一体化）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　言語生態学的視点：言語教育と人間活動の一体化
【事後学修】　授業内容（言語生態学的視点：言語教育と人間活動の一体化）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第９回 【事前学修】　配布資料（初級日本語の文字プロジェクト）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（1）初級日本語の文字プロジェクト
【事後学修】　授業内容（初級日本語の文字プロジェクト）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、
次回授業時にクラスで共有する）

第10回 【事前学修】　配布資料（介護福祉士候補者を対象とした生きる力を醸成する日本語教育）を読み、レジュメを
作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（2）介護福祉士候補者を対象とした生きる力を醸成する日本語教
育
【事後学修】　授業内容（介護福祉士候補者を対象とした生きる力を醸成する日本語教育）を復習しながら、ふ
り返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第11回 【事前学修】　配布資料（地域日本語教育における対話的問題提起学習の実践）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（3）地域日本語教育における対話的問題提起学習の実践
【事後学修】　授業内容（地域日本語教育における対話的問題提起学習の実践）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第12回 【事前学修】　配布資料（多言語多文化共生社会における日本語教育）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（4）多言語多文化共生社会における日本語教育
【事後学修】　授業内容（多言語多文化共生社会における日本語教育）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふ
り返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第13回 【事前学修】　配布資料（3.11地震・津波・原発-学習者の社会参加と責任を育むために-）を読み、レジュメを
作成する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（5）3.11地震・津波・原発-学習者の社会参加と責任を育むため
に-
【事後学修】　授業内容（3.11地震・津波・原発-学習者の社会参加と責任を育むために-育）を復習しながら、
ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）
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第14回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ）を読み、レジュメを作成
する。
【授業内容】　内容重視の日本語教育　実践編（6）持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ）を復習しながら、ふり返
りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第15回 【事前学修】　授業全体をふり返り、まとめる。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの授業をふり返って、期末課題を作成し提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

参加態度（50％）、レポート評価（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1） 事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2） 文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3） 文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）

■テキスト■テキスト

『未来を創ることばの教育をめざして[新装版]: 内容重視の批判的言語教育（Critical Content-Based Instruction）の
理論と実践 』佐藤慎司・高見智子・神吉宇一・熊谷由理編、2018、ココ出版（ISBN：4866760079）

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

持続可能性日本語教育

■講義内容■講義内容

世界規模のパンデミック、金融不安、環境、食糧、雇用問題など生存を?支える基盤が脆弱化しており、大量生産・大量消
費する社会のあり方の見直しを迫られている。つまり、私たち一人ひとりが自らを、グローバル化社会を生きる当事者と
して捉え、自他の持続可能な生き方を追求することが求められている。本演習では、グローバル化の下、持続可能な社会
を切り拓く日本語教育学である「持続可能性日本語教育」について仲間と議論しながら理解を深める。

■達成目標■達成目標

1．持続可能性日本語教育の理論的背景がわかる。
2．グローバル化社会における日本語教育の課題が理解できる。
3．生態学的リテラシー育成をめぐる課題と方法を理解し、授業をデザインすることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価?法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　配布資料（岡崎眸（2013）「持続可能性日本語教育－言語教育への生態学的アプローチ」）を読
み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育とは
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育とは）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回
授業時にクラスで共有する）

第３回 【事前学修】　教科書（第1章：言語生態学とは何か①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の理論的背景－言語教育への生態学的アプローチ①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の理論的背景①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第４回 【事前学修】　教科書（第1章：言語生態学とは何か②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の理論的背景－言語教育への生態学的アプローチ②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の理論的背景②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第５回 【事前学修】　教科書（第2章：想像力の衰退の下にある言語生態①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　言語生態学の課題①
【事後学修】　授業内容（言語生態学の課題①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する）

第６回 【事前学修】　教科書（第2章：想像力の衰退の下にある言語生態②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　言語生態学の課題②
【事後学修】　授業内容（言語生態学の課題②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する）

第７回 【事前学修】　教科書（第3章：言語生態学と言語教育①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　グローバル化社会における?本語教育の課題①
【事後学修】　授業内容（グローバル化社会における?本語教育の課題①）を復習しながら、ふり返りを書く。
（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第８回 【事前学修】　教科書（第3章：言語生態学と言語教育②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　グローバル化社会における日本語教育の課題②
【事後学修】　授業内容（グローバル化社会における日本語教育の課題②）を復習しながら、ふり返りを書く。
（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第９回 【事前学修】　教科書（第4章：生態学的リテラシー育成をめぐる課題と方法①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシー育成のための学習デザイン①
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシー育成のための学習デザイン①）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第10回 【事前学修】　教科書（第4章：生態学的リテラシー育成をめぐる課題と方法②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシー育成のための学習デザイン②
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシー育成のための学習デザイン②）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第11回 【事前学修】　配布資料（ライフストーリ作成）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験①：ライフストーリ作成
【事後学修】　授業内容（ライフストーリ作成）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する）

第12回 【事前学修】　配布資料（対話的問題提起学習）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験②：対話的問題提起学習
【事後学修】　授業内容（対話的問題提起学習）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時
にクラスで共有する

第13回 【事前学修】　教科書（第5章：生態学的リテラシーの育成①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシーの育成①
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシーの育成①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）
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第14回 【事前学修】　教科書（第5章：生態学的リテラシーの育成②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシーの育成②
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシーの育成②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）

第15回 【事前学修】　教科書（第5章：生態学的リテラシーの育成③）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　生態学的リテラシーの育成③
【事後学修】　授業内容（生態学的リテラシーの育成③）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次
回授業時にクラスで共有する）

第16回 【事前学修】　配布資料（ロールレタリング）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験③：ロールレタリング
【事後学修】　授業内容（ロールレタリング）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時に
クラスで共有する）

第17回 【事前学修】　配布資料（キーワードプロジェクト）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験④：キーワードプロジェクト
【事後学修】　授業内容（キーワードプロジェクト）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授
業時にクラスで共有する）

第18回 【事前学修】　配布資料（世界のつながりを紡ぐつながりの図①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験⑤：世界のつながりを紡ぐつながりの図①
【事後学修】　授業内容（世界のつながりを紡ぐつながりの図①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第19回 【事前学修】　配布資料（世界のつながりを紡ぐつながりの図②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　体験⑥：世界のつながりを紡ぐつながりの図②
【事後学修】　授業内容（世界のつながりを紡ぐつながりの図②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返
りは、次回授業時にクラスで共有する）

第20回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：留学生①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：留学生①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：留学生①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第21回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：留学生②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：留学生②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：留学生②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第22回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：EPA介護福祉士候補者）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：EPA介護福祉士候補者
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：EPA介護福祉士候補者）を復習しながら、ふり返りを書
く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第23回 【事前学修】　配布資料（言語習得・保持研究の再構築と非母語話者年少者日本語教育）を読み、レジュメを作
成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：非母語話者年少者日本語教育
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：非母語話者年少者日本語教育）を復習しながら、ふり
返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第24回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：学部生①）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：学部生①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：学部生①）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第25回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育の実践：学部生②）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育の実践：学部生②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育の実践：学部生②）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり
返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第26回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育における教師の役割：同?者としての教師①）を読み、レジュメ
を作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師①
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師①）を復習しなが
ら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第27回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師②）を読み、レジュ
メを作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師②
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育における教師の役割：同行者としての教師②）を復習しなが
ら、ふり返りを書く。（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第28回 【事前学修】　配布資料（持続可能性日本語教育における教師の自己研修・教師養成研究）を読み、レジュメを
作成する。
【授業内容】　持続可能性日本語教育における教師の自己研修
【事後学修】　授業内容（持続可能性日本語教育における教師の自己研修）を復習しながら、ふり返りを書く。
（ふり返りは、次回授業時にクラスで共有する）

第29回 【事前学修】　教科書（おわりに：自然史を追うものとしての問い）を読み、レジュメを作成する。
【授業内容】　自然史を追うものとしての問い
【事後学修】　授業内容（自然史を追うものとしての問い）を復習しながら、ふり返りを書く。（ふり返りは、
次回授業時にクラスで共有する）

第30回 【事前学修】　授業全体をふり返り、まとめる。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　これまでの授業をふり返って、期末課題を作成し提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

参加態度（50％）、レポート評価（50％）具体的な評価基準は、授業時に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

1．事前学修・事後学修は必ず行ってください。
2．文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
3．文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本語教育学

■テキスト■テキスト

岡崎敏雄（2009）『言語生態学と言語教育』凡人社.（ISBN:4893587285）

■参考文献■参考文献

授業時に適宜紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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房　賢嬉

人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

日本語教育を研究する

■講義内容■講義内容

本演習では、自分の研究関心に基づき、テーマ設定、データ収集・分析、アウトライン作成、執筆、推敲のプロセスを報
告し合い、議論しながら論文を完成させる。

■達成目標■達成目標

修士論文執筆のために必要な思考力と基礎スキルを身につける。
（1） 先行研究を読みながら、問題意識を持ち、独自の研究テーマを設定することができる。
（2） 研究テーマについて、文献収集およびそのレビューができる。
（3） 修正論文を完成させるための論理的思考、分析的思考、情報収集方法を学び、自分の研究課題を発信するための基
礎力をつける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくる。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業概要や成績評価方法を確認しておく。

第２回 【事前学修】　自分が研究したいテーマについて考えてくる。
【授業内容】　研究テーマについての検討（1）　マインドマップ作成
【事後学修】　マインドマップを精緻化する。

第３回 【事前学修】　最も興味のあるテーマに絞る。
【授業内容】　研究テーマについての検討（2）　構想マップ作成
【事後学修】　構想マップを精緻化する。

第４回 【事前学修】　文献を検索するためのキーワードを複数考えてくる。
【授業内容】　文献検索・情報収集
【事後学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を調べる。

第５回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究のリストを作る。
【授業内容】　文献・情報の整理
【事後学修】　自分仕立ての文献・情報の整理法を考案する。

第６回 【事前学修】　「テキスト批評の仕方」についての文献を読んでくる。
【授業内容】　先行研究を批評するとは？
【事後学修】　文献を読み、テキスト批評を行う。

第７回 【事前学修】　自分の研究テーマに関するレビュー論文を読んでくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（1）　レビュー論文を読む
【事後学修】　先行研究の文献レビューを読み、そのテーマに関する現状と課題を把握しておく。

第８回 【事前学修】　レビュー論文を読み、どのような構成になっているか分析してくる。
【授業内容】　先行研究のレビューの仕方（2）　レビュー論文の書き方
【事後学修】　レビュー論文の書き方についてまとめる。

第９回 【事前学修】　自分の研究テーマに関する先行研究を収集する。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（1） 先行研究を分類する
【事後学修】　先行研究を時系列やテーマ別に分類して整理する。

第10回 【事前学修】　先行研究と自分の研究の関係を考えてくる。
【授業内容】　先行研究のレビューと課題設定（2）　先行研究の中に自分の研究を位置づける
【事後学修】　先行研究の空白を見出し、自分の研究を位置づける。

第11回 【事前学修】　先行研究をレビューする。
【授業内容】　文献レビューの検討
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、文献レビューを修正する。

第12回 【事前学修】　研究計画書のアウトラインを作成する。
【授業内容】　研究計画書の発表　
【事後学修】　授業で受けたコメントやアドバイスを踏まえて、研究計画書ーを修正する。

第13回 【事前学修】　研究計画書に基づき、パイロット調査を行う。
【授業内容】　パイロット調査（1）　準備
【事後学修】　パイロット調査のための準備（インタビュー項目、質問紙）を整える。

第14回 【事前学修】　パイロット調査を実施する。
【授業内容】　パイロット調査（2）　報告
【事後学修】　理論枠組みや方法が研究目的・研究対象に照らして適切かどうか検討する。

第15回 【事前学修】　パイロット調査を踏まえて、研究計画を再検討する。
【授業内容】　総括
【事後学修】　研究計画を練り直す。

第16回 【事前学修】　研究の進捗をまとめる。
【授業内容】　研究計画書の発表
【事後学修】　授業中の課題を振り返り、研究計画を実施可能な形にする。

第17回 【事前学修】　文献『質的研究法マッピング』『初学者のための質的研究26の教え』を読む。
【授業内容】　データの分析（1）　データ分析手法（質的研究）
【事後学修】　自分の研究におけるデータ分析計画を立てる。
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第18回 【事前学修】　『日本語教育のためのはじめての統計分析』を読む
【授業内容】　データの分析（2）　データ分析手法（量的研究）
【事後学修】　 自分の研究におけるデータを分析する。

第19回 【事前学修】　研究の進捗状況を言語化し、課題を明確にする。
【授業内容】　進捗状況の共有
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第20回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（1）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第21回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（2）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第22回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（3）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第23回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（4）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第24回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（5）　
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第25回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（6）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第26回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（7）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第27回 【事前学修】　研究計画に基づき、研究を進める。
【授業内容】　論文執筆指導（8）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、研究を進める。

第28回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（1）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第29回 【事前学修】　発表のための資料を作成する。
【授業内容】　研究成果の発表（2）
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

第30回 【事前学修】　論文のアウトラインに基づき、論文を修正する。
【授業内容】　総括・ふり返り
【事後学修】　授業中に受けたコメントなどに基づき、論文を加筆・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

参加態度（50％）、レポート評価（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

（1） 事前学修・事後学修は必ず行ってください。
（2） 文献を読む際は、自分なりの視点を持って批判的に読んでください。
（3） 文献について自分なりの考察を行い、疑問がある場合は関連文献を積極的に調べてください。
（4） 自身の研究テーマのみならず、日本語学、教育学、心理学等の見識を深めてください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

言語コミュニケーション論、人間情報学演習Ⅰ（言語コミュニケーション論）

■テキスト■テキスト

授業初回に指示します。

■参考文献■参考文献

授業時に随時、紹介します。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐藤　真紀

日本語教育学

■テーマ■テーマ

年少者日本語教育学

■講義内容■講義内容

日本社会で育つ、「複言語環境で育つ子ども」や「外国につながる子ども」が増加傾向にある。本講義は、そのような
「子ども」に注目し、年少者日本語教育の観点から現状を捉え、必要な教育やサポートを考えていく。主に年少者日本語
教育学やバイリンガル教育学に関する文献を読み、受講者による報告と議論を中心に進めていく。

■達成目標■達成目標

①「外国につながる子ども」が直面する問題について自分の言葉で説明することができる。
②バイリンガル教育に関する基礎知識を理解し、自分の言葉で説明することができる。
③バイリンガル育成の理論的モデルを理解し、実際の事例と照らし合わせながら説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読んでおく
【授業内容】オリエンテーション
【事後学修】現時点で自身が持つ「バイリンガル（教育）」についてのイメージを言語化する

第２回 【事前学修】資料（増加・多様化する「外国につながる子ども」）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリス
トアップしておく
【授業内容】増加・多様化する「外国につながる子ども」
【事後学修】「増加・多様化する『外国につながる子ども』」について資料を読み返しながら議論したことをふ
り返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第３回 【事前学修】資料（バイリンガルの型）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】バイリンガルの型
【事後学修】「バイリンガルの型」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体
的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第４回 【事前学修】資料（バイリンガル教育の基礎知識）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしてお
く
【授業内容】バイリンガル教育の基礎知識
【事後学修】「バイリンガル教育の基礎知識」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の
学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第５回 【事前学修】資料（海外のバイリンガル教育の実態）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップして
おく
【授業内容】海外のバイリンガル教育の実態
【事後学修】「海外のバイリンガル教育の実態」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身
の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第６回 【事前学修】資料（日本のバイリンガル教育の実態）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップして
おく
【授業内容】日本のバイリンガル教育の実態
【事後学修】 「日本のバイリンガル教育の実態」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身
の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第７回 【事前学修】資料（日本の外国人児童生徒教育）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】日本の外国人児童生徒教育
【事後学修】 「日本の外国人児童生徒教育」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学
びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第８回 【事前学修】資料（バイリンガル育成の理論的モデル①）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップ
しておく
【授業内容】バイリンガル育成の理論的モデル①：社会的文脈の中の言語習得モデル
【事後学修】「バイリンガル育成の理論的モデル①」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、
自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第９回 【事前学修】資料（バイリンガル育成の理論的モデル②）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップ
しておく
【授業内容】バイリンガル育成の理論的モデル②：カミンズのバイリンガル育成理論
【事後学修】「バイリンガル育成の理論的モデル②」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、
自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第10回 【事前学修】資料（二言語の関係）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】二言語の関係：転移とバイリンガル育成
【事後学修】「二言語の関係」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第11回 【事前学修】資料（心理的・社会的・文化的要因とモデル）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアッ
プしておく
【授業内容】心理的・社会的・文化的要因とモデル
【事後学修】「心理的・社会的・文化的要因とモデル」について資料を読み返しながら議論したことをふり返
り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第12回 【事前学修】資料（バイリンガリズムの決定要因）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしてお
く
【授業内容】バイリンガリズムの決定要因：巨視的モデル
【事後学修】「バイリンガリズムの決定要因」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の
学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）
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第13回 【事前学修】資料（教科・母語・日本語相互育成学習モデル）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリスト
アップしておく
【授業内容】教科・母語・日本語相互育成学習モデル
【事後学修】「教科・母語・日本語相互育成学習モデル」について資料を読み返しながら議論したことをふり返
り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第14回 【事前学修】資料（マルチリンガル教育の方法）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】マルチリンガル教育の方法
【事後学修】「マルチリンガル教育の方法」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学
びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第15回 【事前学修】ここまでの学びをふり返り、改めて、自身が持つ「バイリンガル（教育）」のイメージを言語化し
ておく
【授業内容】まとめ
【事後学修】これまでの授業で学んだことをふり返り、期末レポートを作成し提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①日本語教育に関する基礎知識を習得していることを前提とする。
②日頃から日本語教育や多文化共生に関連する実践やフィールドに積極的に参加し、問題意識を醸成しておくこと。
③文献はただまとめるだけでなく、自己に引き付けて読んだり、批判的に読んだりし、読んだ後に自分なりの考えをまと
めておくこと。疑問に思ったことは関連する事柄を積極的に調べていくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）

■テキスト■テキスト

初回授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

中島和子（2010）『マルチリンガル教育への招待―言語資源としての外国人・日本人年少者―』ひつじ書房（ISBN：978-
89476-446-0）
その他の参考文献は授業内で随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。また、manabaの個別指導コレクションやEメール（開講時に指示する）も
使用する。
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佐藤　真紀

人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

多言語多文化共生社会と日本語教育

■講義内容■講義内容

多言語多文化共生社会を目指す上で、日本語教育は何を志し、どのような理念のもと、どのような実践を行い、どのよう
な役割を果たすことができるだろうか。本演習では、地域日本語教育および目的別日本語教育を柱に、様々な日本語教育
の理念や実践について幅広く学び、日本語教育の役割を再考する。また同時に、各ジャンルの先行研究をもとに、この分
野の研究がどのようなものなのか、その研究手法についても学び、体験を通して学んでいく。

■達成目標■達成目標

①地域日本語教育のこれまでの展開について、自身の言葉で説明できる。
②目的別日本語教育のこれまでの展開について、自身の言葉で説明できる。
③日本語教育の現場を分析する方法として、談話分析、インタビュー調査、フィールドワークなどの質的調査方法につい
て理解し、実践することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスをよく読んでおく
【授業内容】オリエンテーション
【事後学修】自身が日本語教育を志す理由や日本語教育で目指すところについて、言語化する

第２回 【事前学修】資料（多様化する日本社会）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】多様化する日本社会：「共生」の意味
【事後学修】 「多様化する日本社会」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具
体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第３回 【事前学修】資料（多文化共生社会で求められる日本語教育）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリスト
アップしておく
【授業内容】多文化共生社会で求められる日本語教育
【事後学修】「多文化共生社会で求められる日本語教育」について資料を読み返しながら議論したことをふり返
り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第４回 【事前学修】資料（地域日本語教育の展開）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の展開
【事後学修】 「地域日本語教育の展開」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第５回 【事前学修】資料（地域日本語教育の現状と課題）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしてお
く
【授業内容】地域日本語教育の現状と課題
【事後学修】 「地域日本語教育の現状と課題」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の
学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第６回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の実践：論文①
【事後学修】 「地域日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第７回 【事前学修】資料（談話分析）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文①の研究方法：談話分析
【事後学修】談話分析について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に言語化す
る（ふり返りは次回授業で共有する）

第８回 【事前学修】自身の実践の一部を談話分析を用いて分析してみる
【授業内容】談話分析のミニ実践
【事後学修】談話分析のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有す
る）

第９回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の実践：論文②
【事後学修】「地域日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第10回 【事前学修】資料（インタビュー調査）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文②の研究方法：インタビュー調査
【事後学修】インタビュー調査について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第11回 【事前学修】自身の実践の一部をインタビュー調査を用いて分析してみる
【授業内容】インタビュー調査のミニ実践
【事後学修】インタビュー調査のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第12回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】地域日本語教育の実践：論文③
【事後学修】「地域日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを
具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1656 -



第13回 【事前学修】資料（フィールドワーク）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文③の研究方法：フィールドワーク
【事後学修】フィールドワークについて資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第14回 【事前学修】自身の実践の一部をフィールドワークを用いて分析してみる
【授業内容】フィールドワークのミニ実践
【事後学修】フィールドワークのミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第15回 【事前学修】ここまでの資料を再度読んで理解を補強しておく
【授業内容】まとめ
【事後学修】ここまでの学びをふり返り、理解をまとめる。期末レポートを作成し、提出する

第16回 【事前学修】自分が行っている実践についてまとめておく
【授業内容】後期オリエンテーション、実践の共有
【事後学修】自身が実践を通して達成したいことを言語化する

第17回 【事前学修】資料（日本社会を構成する多様な背景を持つ人々）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリスト
アップしておく
【授業内容】日本社会を構成する多様な背景を持つ人々
【事後学修】 「日本社会を構成する多様な背景を持つ人々」について資料を読み返しながら議論したことをふり
返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第18回 【事前学修】資料（多様化・専門化していく日本語教育）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップ
しておく
【授業内容】多様化・専門化していく日本語教育
【事後学修】「多様化・専門家していく日本語教育」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、
自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第19回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の展開）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の展開
【事後学修】 「目的別日本語教育の展開」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第20回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の現状と課題）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップして
おく
【授業内容】目的別日本語教育の現状と課題
【事後学修】 「目的別日本語教育の現状と課題」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身
の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第21回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の実践：論文①
【事後学修】 「目的別日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第22回 【事前学修】資料（談話分析）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文①の研究方法：談話分析
【事後学修】談話分析について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に言語化す
る（ふり返りは次回授業で共有する）

第23回 【事前学修】自身の実践の一部を談話分析を用いて分析してみる
【授業内容】目的別日本語教育における談話分析のミニ実践
【事後学修】談話分析のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有す
る）

第24回 【事前学修】資料（目的別日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の実践：論文②
【事後学修】「目的別日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第25回 【事前学修】資料（インタビュー調査）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文②の研究方法：インタビュー調査
【事後学修】インタビュー調査について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第26回 【事前学修】自身の実践の一部をインタビュー調査を用いて分析してみる
【授業内容】目的別日本語教育におけるインタビュー調査のミニ実践
【事後学修】インタビュー調査のミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第27回 【事前学修】資料（地域日本語教育の実践）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】目的別日本語教育の実践：論文③
【事後学修】「目的別日本語教育の実践」について資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学び
を具体的に言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第28回 【事前学修】資料（フィールドワーク）を読み、概要をまとめ、議論したい点をリストアップしておく
【授業内容】論文③の研究方法：フィールドワーク
【事後学修】フィールドワークについて資料を読み返しながら議論したことをふり返り、自身の学びを具体的に
言語化する（ふり返りは次回授業で共有する）

第29回 【事前学修】自身の実践の一部をフィールドワークを用いて分析してみる
【授業内容】目的別日本語教育におけるフィールドワークのミニ実践
【事後学修】フィールドワークのミニ実践をふり返り、自身の学びを具体的に言語化する（ふり返りは次回授業
で共有する）

第30回 【事前学修】ここまでの資料を再度読んで理解を補強しておく
【授業内容】総括
【事後学修】ここまでの学びをふり返り、理解をまとめる。期末レポートを作成し、提出する
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①日本語教育に関する基礎知識を習得していることを前提とする。
②日頃から日本語教育や多文化共生に関連する実践やフィールドに積極的に参加し、問題意識を醸成しておくこと。
③文献はただまとめるだけでなく、自己に引き付けて読んだり、批判的に読んだりし、読んだ後に自分なりの考えをまと
めておくこと。疑問に思ったことは関連する事柄を積極的に調べていくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本語教育学

■テキスト■テキスト

初回授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業内で随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。また、manabaの個別指導コレクションやEメール（開講時に指示する）も
使用する。
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佐藤　真紀

人間情報学演習Ⅱ（日本語教育学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

日本語教育学における研究

■講義内容■講義内容

本演習では、各自の問題意識に沿って研究を計画し、実際に調査研究を行い、収集したデータを分析し、推敲を重ねなが
ら論文に仕上げていく。そのために必要なスキルを学びながら、他の受講生と議論を重ね、日本語教育分野に還元できる
研究の遂行を目指す。

■達成目標■達成目標

①修士論文執筆に向け、自身の問題意識に基づき、適当な研究計画を立てることができる。
②先行研究を十分に検討し、オリジナルの研究課題を設定することができる。
③研究課題解明のために適当な研究方法を用い、十分なデータを収集することができる。
④学んだ分析方法を活用し、適当な方法で分析し、その結果を論理的にまとめることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】シラバスを読み、修士論文執筆プロセスをイメージしてくる
【授業内容】オリエンテーション、研究スケジュールの確認
【事後学修】自身の年間スケジュールを書く

第２回 【事前学修】自身の実践を整理し、問題意識をあげてくる
【授業内容】研究テーマの検討(1）：実践からのアプローチ
【事後学修】議論したことをもとに、自身の実践を捉え返し、研究テーマをブラッシュアップする

第３回 【事前学修】自身の関心と関連する事柄について情報を集めておく
【授業内容】研究テーマの検討(2)：問題の背景・社会的状況からのアプローチ
【事後学修】議論したことをもとに、必要な情報をさらに調べ、研究テーマをブラッシュアップする

第４回 【事前学修】自身の関心と関係がありそうな先行研究を調べておく
【授業内容】関連する先行研究の整理
【事後学修】自身の研究と関連する先行研究について、文献リストを作成する

第５回 【事前学修】関連分野の先行研究を読み、報告できるようにしておく
【授業内容】先行研究のレビュー(1)：関連分野について
【事後学修】議論したことをもとに、さらに先行研究を集め、読んで内容をまとめる

第６回 【事前学修】関連する理論に関する先行研究を読み、報告できるようにしておく
【授業内容】先行研究のレビュー(2)：主軸となる理論について
【事後学修】主軸となる理論について、さらに先行研究を集め、読んで理論を文章化する

第７回 【事前学修】研究課題を3つ以上挙げておく
【授業内容】研究課題の立案
【事後学修】先行研究と自身の研究課題の関連を考え、文章化する

第８回 【事前学修】研究課題を見直し、修正案を考えておく
【授業内容】研究課題の精緻化
【事後学修】研究目的を踏まえ、研究課題を具体な文言に落とし込む

第９回 【事前学修】可能な調査方法を考えておく
【授業内容】研究方法の検討(1)：対象・データ収集方法を検討する
【事後学修】データ収集方法について関連する文献を読む

第10回 【事前学修】予備調査の調査項目案を作成する
【授業内容】予備調査の計画立案
【事後学修】議論をもとに、予備調査の項目を修正する

第11回 【事前学修】先行研究から、援用可能な分析方法を複数挙げておく
【授業内容】研究方法の検討(2)：分析方法を検討する
【事後学修】分析方法について関連する文献を読む

第12回 【事前学修】予備調査を実施し、見えたことを報告できるようにしておく
【授業内容】予備調査の結果報告
【事後学修】予備調査を踏まえ、改善策を考える

第13回 【事前学修】本調査の計画を作成しておく
【授業内容】本調査の計画立案
【事後学修】議論したことをもとに、本調査の研究計画について修正する

第14回 【事前学修】研究倫理に関する先行研究を読んでおく
【授業内容】研究倫理
【事後学修】授業内容を踏まえ、研究倫理に配慮しながら依頼文の作成やフィールドエントリーを行う

第15回 【事前学修】ここまでの研究プロセスをふり返り、必要な改善策を考える
【授業内容】ここまでの総括
【事後学修】具体的な課題を洗い出し、長期休暇中の研究の進め方を計画する

第16回 【事前学修】長期休暇中の進捗状況について、報告できるようにしておく
【授業内容】進捗状況の報告、研究計画の修正
【事後学修】修正した計画をもとに、今後の研究の進め方について、具体的な調整を行う

第17回 【事前学修】データを文字化し、情報を整理しておく
【授業内容】データの検討
【事後学修】今後必要な追加データを整理する
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第18回 【事前学修】関連する論文の構成をまとめておく
【授業内容】章立て
【事後学修】作成した章立てにもとづき、アウトラインを書く

第19回 【事前学修】分析結果の前までの部分について、初稿を書いておく
【授業内容】論文執筆：前半部分の検討
【事後学修】議論したことにもとづき、分析結果の前までの部分の加筆修正を行う

第20回 【事前学修】ここまでの研究経過について報告できるようにしておく
【授業内容】中間発表
【事後学修】議論を踏まえ、今後の研究計画について修正を行う

第21回 【事前学修】分析をして見えてきたことをまとめておく
【授業内容】分析結果の検討
【事後学修】議論を踏まえ、データの解釈について、他の可能性を考える

第22回 【事前学修】さらに分析して見えてきたことをまとめておく
【授業内容】分析結果の再検討
【事後学修】議論を踏まえ、データの解釈について、他の可能性を考える

第23回 【事前学修】分析の結果見えてきたことを文章化しておく
【授業内容】論文執筆：後半部分の検討
【事後学修】議論したことにもとづき、分析結果の部分の加筆修正を行う

第24回 【事前学修】問題意識や研究目的を踏まえ、自分の研究で何が言えるかを箇条書きにしておく
【授業内容】考察：問題意識との関連
【事後学修】議論したことにもとづき、考察を文章化する

第25回 【事前学修】先行研究を踏まえ、自分の研究で何が言えるかを箇条書きにしておく
【授業内容】考察：先行研究との関連
【事後学修】議論したことにもとづき、考察を文章化する

第26回 【事前学修】各章の第2稿を作成しておく
【授業内容】第2稿の推敲
【事後学修】議論したことにもとづき、各章の第2稿を修正する

第27回 【事前学修】論文全体を通した原稿を作成しておく
【授業内容】論文全体の推敲
【事後学修】議論したことに基づき、論文全体を修正する

第28回 【事前学修】研究成果を報告するための資料を作成しておく
【授業内容】研究成果の発表(発表者①)
【事後学修】議論を踏まえ、コメントを再度検討し、論文に必要な加筆修正を行う

第29回 【事前学修】研究成果を報告するための資料を作成しておく
【授業内容】研究成果の発表(発表者②)
【事後学修】議論を踏まえ、コメントを再度検討し、論文に必要な加筆修正を行う

第30回 【事前学修】これまでの研究プロセスをふり返り、達成できたことと課題をまとめておく
【授業内容】研究の総括
【事後学修】研究を通して日本語教育にどう貢献したか、文章化する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への取り組み（50％）とレポート（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①日本語教育に関する基礎知識を習得していることを前提とする。
②日頃から日本語教育や多文化共生に関連する実践やフィールドに積極的に参加し、問題意識を醸成しておくこと。
③文献はただまとめるだけでなく、自己に引き付けて読んだり、批判的に読んだりし、読んだ後に自分なりの考えをまと
めておくこと。疑問に思ったことは関連する事柄を積極的に調べていくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

日本語教育学、人間情報学演習Ⅰ（日本語教育学）

■テキスト■テキスト

初回授業時に指示する。

■参考文献■参考文献

受講者の関心に応じ適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。また、manabaの個別指導コレクションやEメール（開講時に指示する）も
使用する。
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岸　浩介

言語情報処理論

■テーマ■テーマ

自然言語の情報処理と文法モデル

■講義内容■講義内容

本講義では、自然言語（＝人間の言語）を産出し、処理する脳内の文法（＝言語計算モデル）がどのようなものであるべ
きか、理論言語学の観点から、具体的な言語現象に対する討論などを通して考察する。また、人間の言語獲得や失語症の
観点から、その文法モデルがどのような特質を持つのかについても探求する。

■達成目標■達成目標

①本講義での学修を通して、言語学の基本的な知識と思考法が身に付く。
②本講義での学修を通して、自然言語の諸特徴がどのようなものか説明できるようになる。
③本講義での学修を通して、脳内の文法モデルがどのようなものであるべきか深く考察できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスをよく読んでくること。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価方法、その他留意すべき点を確認しておくこと。

第２回 【事前学修】　人間の言語と動物のコミュニケーション体系の類似点と相違点について考えてくること。
【授業内容】　自然言語と動物のコミュニケーション
【事後学修】　人間の言語と動物のコミュニケーション体系の相違点を整理しておくこと。

第３回 【事前学修】　文法と実際の言語使用の関連について考えてくること。
【授業内容】　言語能力と言語運用（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　言語能力と言語運用の違いについてよく確認しておくこと。

第４回 【事前学修】　文法のモデルはどうあるべきか考えてくること。
【授業内容】　文法モデルの概要（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　統語部門の役割について復習しておくこと。

第５回 【事前学修】　言語音の産出のさいどのような仕組みが働いているか考えてくること。
【授業内容】　音韻部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　言語音産出の際の仕組みをよく確認しておくこと。

第６回 【事前学修】　言語音の処理のさいどのような仕組みが働いているか考えてくること。
【授業内容】　音韻部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　言語音処理の際の仕組みをよく確認しておくこと。

第７回 【事前学修】　単語内の構造について考えてくること。
【授業内容】　形態部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　派生と屈折の違いを整理しておくこと。

第８回 【事前学修】　単語と節の関係について考えてくること。
【授業内容】　形態部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　単語と節の平行性に関する事柄を整理しておくこと。

第９回 【事前学修】　文の形式にはどのようなものがあるか考えてくること。
【授業内容】　統語部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　平叙・疑問・命令などの文の形式と機能についてよく確認しておくこと。

第10回 【事前学修】　文の派生のさいどのような仕組みが働いているか考えてくること。
【授業内容】　統語部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　文派生の過程を復習しておくこと。

第11回 【事前学修】　人間の言語の「意味」とはどのようなものか考えてくること。
【授業内容】　意味部門での言語情報処理①（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　「意味」の集合論的な捉え方について復習しておくこと。

第12回 【事前学修】　数量表現による多義性について考えてくること。
【授業内容】　意味部門での言語情報処理②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　数量表現による多義性がどのようにしてに生じるのか復習しておくこと。

第13回 【事前学修】　幼児がどのように言語獲得を達成するのか考えてくること。
【授業内容】　言語の獲得（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　生得説と経験説について復習しておくこと。

第14回 【事前学修】　失語症の分類について調べてくること。
【授業内容】　言語の喪失（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　文法モジュールの部分的喪失を表す事例について復習しておくこと。

第15回 【事前学修】　各自、授業全体の内容を振り返り、重要だと思う点をまとめてくること。
【授業内容】　まとめ：講義内容の確認
【事後学修】　授業全体のまとめをふまえて、期末課題を期限までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末に提出する期末課題（40％）と、授業期間中の課題（30％）、授業への参加状況（30％）を総合して成績評価を行
う。評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回指示する予習、もしくは課題を遂行すること。また、講義の後には必ず復習し、知識の定着を図ること。

■テキスト■テキスト

資料を配布する。
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■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岸　浩介

人間情報学演習Ⅰ（言語情報処理論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

理論言語学（生成文法理論）の基礎と言語分析

■講義内容■講義内容

本演習は、生成文法理論の基本的な枠組みを理解することと、それに基づいた言語分析の基礎を身につけることを目的と
する。特に、フェイズ理論を採用した極小主義理論の枠組みにおける統語分析を紹介するとともに、それに関する討論な
どを通して理解を深める。

■達成目標■達成目標

①本演習での学修を通して、生成文法の基本的な知識と思考法が身に付く。
②本演習での学修を通して、自然言語の科学的な分析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスをよく読んでくること。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　授業概要や成績評価方法、その他留意すべき点を確認しておくこと。

第２回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、極小主義理論の枠組み全体につい
て復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、併合操作の基本について復習して
おくこと。

第４回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、素性が果たす役割について復習し
ておくこと。

第５回 【事前学修】　Chapter 1 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 1 The Minimalist Program （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 1 の内容について振り返ること。特に、一致操作について復習しておくこ
と。

第６回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、フェイズの基本概念について復習
しておくこと。

第７回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、フェイズ不可侵性条件について復
習しておくこと。

第８回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、多重スペルアウトについて復習し
ておくこと。

第９回 【事前学修】　Chapter 2 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 2 Introducing Phases （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 2 の内容について振り返ること。特に、素性継承について復習しておくこ
と。

第10回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの確定方法について復習
しておくこと。

第11回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの音韻的特性について復
習しておくこと。
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第12回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの意味的特性について復
習しておくこと。

第13回 【事前学修】　Chapter 3 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 3 Phasehood Diagnostics （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 3 の内容について振り返ること。特に、フェイズの統語的特性について復
習しておくこと。

第14回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、典型的なフェイズとは何か復習し
ておくこと。

第15回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、CP フェイズについて復習してお
くこと。

第16回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、vP フェイズについて復習してお
くこと。

第17回 【事前学修】　Chapter 4 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 4 Classic Phases （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 4 の内容について振り返ること。特に、DP フェイズについて復習してお
くこと。

第18回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、典型的なフェイズ以外のものには
どのようなものがあるか復習しておくこと。

第19回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、PrP フェイズについて復習してお
くこと。

第20回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、PP フェイズについて復習してお
くこと。

第21回 【事前学修】　Chapter 5 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 5 Other Ph（r）ases （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 5 の内容について振り返ること。特に、ApplPフェイズについて復習して
おくこと。

第22回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （1/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、フェイズの拡大の基本について復
習しておくこと。

第23回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （2/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、フェイズの拡大の具体例について
復習しておくこと。

第24回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （3/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、言語の多様性とフェイズの関連に
ついて復習しておくこと。

第25回 【事前学修】　Chapter 6 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（4/4）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 6 Variation in Phasehood （4/4）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 6 の内容について振り返ること。特に、音韻的フェイズと意味的フェイズ
の関係について復習しておくこと。
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第26回 【事前学修】　Chapter 7 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（1/3）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 7 Phases and the Interfaces （1/3）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 7 の内容について振り返ること。特に、フェイズと外的体系との関連の基
本について復習しておくこと。

第27回 【事前学修】　Chapter 7 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（2/3）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 7 Phases and the Interfaces （2/3）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 7 の内容について振り返ること。特に、フェイズと感覚運動体系との関係
について復習しておくこと。

第28回 【事前学修】　Chapter 7 のうち、あらかじめ教員に指示された範囲（3/3）をよく読み、疑問点を整理しておく
こと。
【授業内容】　Chapter 7 Phases and the Interfaces （3/3）についての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 7 の内容について振り返ること。特に、フェイズと概念・意図体系との関
係について復習しておくこと。

第29回 【事前学修】　Chapter 8 をよく読み、疑問点を整理しておくこと。
【授業内容】　Chapter 8 Summaryについての内容報告とディスカッション
【事後学修】　授業で扱った Chapter 8 の内容について振り返ること。特に、フェイズが言語計算の際に果たす
役割について総復習しておくこと。

第30回 【事前学修】　各自、授業全体の内容を振り返り、重要だと思う点をまとめてくること。
【授業内容】　まとめ：演習内容の確認
【事後学修】　授業全体のまとめをふまえて、期末課題を期限までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学期末に提出する期末課題（50％）と、授業への参加状況（50％）を総合して成績評価を行う。評価基準についてはルー
ブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回指示する一定範囲の予習、もしくは課題を遂行すること。また、演習の後には必ず復習し、知識の定着を図ること。

■テキスト■テキスト

Citko， Barbara （2014）Phase Theory : An Introduction， Cambridge University Press.（ISBN: 978-1107040847）

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岸　浩介

人間情報学演習Ⅱ（言語情報処理論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

理論言語学（生成文法理論）の基礎と言語分析

■講義内容■講義内容

本演習は、「人間情報学演習 I」に基づき、生成文法理論の枠組みで言語分析を行い、研究論文を執筆することを目的と
する。特に、極小主義理論の枠組みにおける統語分析を中心に行う。

■達成目標■達成目標

①本演習での学修を通して、生成文法の基本的な知識と思考法が身に付き、自然言語の科学的な分析ができる。
②本演習での学修を通して、修士論文を完成させることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本シラバスをよく読んでくること。また、論文作成の基本について復習しておくこと。
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　修士論文作成のスケジュールを確認しておくこと。

第２回 【事前学修】　生成文法理論の基礎概念、特に全体的枠組みについて確認しておくこと。
【授業内容】　生成文法理論の基礎①（内容確認とディスカッション）　
【事後学修】　生成文法理論の基礎概念、特に統語部門の役割について復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　生成文法理論の基礎概念、特に統語操作全般について確認しておくこと。
【授業内容】　生成文法理論の基礎②（内容確認とディスカッション）
【事後学修】　生成文法理論の基礎概念、特に極小主義理論での統語操作について確認しておくこと。

第４回 【事前学修】　関心がある構文の基本的な音韻的・形態的特性について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の音韻的・形態的特性に関する調査を続
けること。

第５回 【事前学修】　関心がある構文の基本的な統語的特性について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の統語的特性に関する調査を続けるこ
と。

第６回 【事前学修】　関心がある構文の基本的な意味的・語用論的特性について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の意味的・語用論的特性に関する調査を
続けること。

第７回 【事前学修】　関心がある構文のどの領域を扱うか考えておくこと。
【授業内容】　構文研究④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の詳細領域に関する文献を調査するこ
と。

第８回 【事前学修】　関心がある構文の詳細領域について調べ、よく理解しておくこと。
【授業内容】　構文研究⑤（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、関心がある構文の詳細領域に関する調査を続けること。

第９回 【事前学修】　関心がある構文を扱った先行研究（第9回授業用）をよく読むこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究（第9回授業用）の内容や問題点をまとめておく
こと。

第10回 【事前学修】　関心がある構文を扱った先行研究（第10回授業用）をよく読むこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究（第10回授業用）の内容や問題点をまとめてお
くこと。

第11回 【事前学修】　関心がある構文を扱った先行研究（第11回授業用）をよく読むこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究（第11回授業用）に関する調査を続けること。

第12回 【事前学修】　先行研究の調査などを踏まえ、論文で扱う問題を考えておくこと。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどを、論文での問題設定に活かすこと。

第13回 【事前学修】　先行研究の調査などを踏まえ、論文で扱う問題を定式化すること。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定⑤（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどを、論文での問題の定式化に活かすこと。

第14回 【事前学修】　先行研究の調査などを踏まえ、論文で扱う問題の設定に不備がないか精査すること。
【授業内容】　先行研究のまとめと問題設定⑥（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどを、論文での問題設定に不備がないか確認しておくこと。

第15回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析の方向性を考えておくこと。
【授業内容】　基本的分析の考案①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の方向性を確認しておくこと。

第16回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析の方法論を確認すること。
【授業内容】　基本的分析の考案②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の方法論を確認しておくこと。
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第17回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析を実施し、概要を報告できるよう準備すること。
【授業内容】　基本的分析の考案③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の結果、内容などを確認しておくこと。

第18回 【事前学修】　設定した問題点を解決できる分析を継続し、概要を報告できるよう準備すること。
【授業内容】　基本的分析の考案④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、継続して行った分析の結果、内容などを確認し、まとめ
ておくこと。

第19回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備などを修正し、精緻化するにはどのようにすれば良いか考えておく
こと。
【授業内容】　分析の精緻化①（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の問題点や不備を修正しておくこと。

第20回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備が他にないか確認しておくこと。
【授業内容】　分析の精緻化②（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の新たな問題点や不備を修正しておくこと。

第21回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備が他にないか引き続き確認しておくこと。
【授業内容】　分析の精緻化③（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析の新たな問題点や不備を修正しておくとともに、分
析がもたらす帰結や予測について考えておくこと。

第22回 【事前学修】　考案した分析の問題点や不備が他にないか引き続き確認するとともに、分析がもたらす帰結や予
測について考えたことをまとめておくこと。
【授業内容】　分析の精緻化④（内容報告とディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、分析新たな問題点や不備を修正しておくとともに、分析
がもたらす帰結や予測が正しいかどうか確認しておくこと。また、論文の章立てを確認しておくこと。

第23回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究の部分（1/3）を執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導①（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究の部分（1/3）について加筆・修正を加えておく
こと。

第24回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究の部分（2/3）を執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導②（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究の部分（2/3）について加筆・修正を加えておく
こと。

第25回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究の部分（3/3）を執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導③（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究の部分（3/3）について加筆・修正を加えておく
こと。

第26回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、自身の分析の部分（基本的な提案部分）を
執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導④（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、自身の分析の部分（基本的な提案部分）について加筆・
修正を加えておくこと。

第27回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、自身の分析の部分（基本的提案の論証）を
執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導⑤（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、自身の分析の部分（基本的提案の論証）について加筆・
修正を加えておくこと。

第28回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、自身の分析の部分（問題の解決の説明）を
執筆すること。
【授業内容】　論文執筆指導⑥（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、自身の分析の部分（問題の解決の説明）について加筆・
修正を加えておくこと。

第29回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究と自身の分析以外の部分（分析の
帰結など）を執筆すること。また、全体的に書式などを点検しておくこと。
【授業内容】　論文執筆指導⑦（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究と自身の分析以外の部分（分析の帰結など）お
よび全体的な書式について加筆・修正を加えておくこと。

第30回 【事前学修】　論文の章立てに基づき、論文を執筆すること。特に、先行研究と自身の分析以外の部分（序章、
終章、参考文献など）を執筆すること。また、全体的に書式などを点検しておくこと。
【授業内容】　論文執筆指導⑧（執筆内容の確認と添削、ディスカッション）
【事後学修】　教員から受けたコメントなどに基づき、先行研究と自身の分析以外の部分（序章、終章、参考文
献など）および全体的な書式について加筆・修正を加えておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

最終的に提出する論文（50％）と、口頭発表（25％）、研究への取り組み（25％）を総合して成績評価を行う。評価基準
についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回指示する予習、もしくは課題を遂行すること。また、演習の後には必ず復習し、知識の定着を図ること。

■テキスト■テキスト

受講者の関心に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

受講者の関心に応じて指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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杉浦　茂樹

プログラム言語論

■テーマ■テーマ

プログラム言語の構成法

■講義内容■講義内容

プログラム言語の変遷を概観し、典型的なプログラム言語の構成法を論じる。
具体的には、コンパイラを中心とするプログラム言語処理系を設計・実装するための技法を学ぶとともに、コンピュータ
の利用方法の変化にともなってプログラム言語に要求される論理が変化してきていること、および、プログラム言語が
ハードウェアに大きな影響を与えていることを理解する。

■達成目標■達成目標

①代表的なプログラム言語の分類について、それぞれの特徴を説明できるようになる。
②プログラム言語がコンピュータの中でどのように処理されているかを説明できるようになる。
③代表的な字句解析技法について、それぞれの概要と特徴を説明できるようになる。
④代表的な構文解析技法について、それぞれの概要と特徴を説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　プログラム言語の歴史を調査し、まとめる。
【授業内容】　ガイダンスと受講環境の準備
【事後学修】　受講環境の使用法を身につける。

第２回 【事前学修】　ソフトウェアにおけるプログラム言語の位置づけを調査し、まとめる。
【授業内容】　プログラム言語に関する基礎知識
【事後学修】　第2回講義資料の演習問題を解答する。

第３回 【事前学修】　プログラム言語の分類について調査し、まとめる。
【授業内容】　プログラム言語の歴史と分類
【事後学修】　第3回講義資料の演習問題を解答する。

第４回 【事前学修】　CPUの実装の3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　機械語・アセンブリ言語①：CPUと機械語
【事後学修】　第4回講義資料の演習問題を解答する。

第５回 【事前学修】　アセンブリ言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　機械語・アセンブリ言語②：アセンブリ言語
【事後学修】　第5回講義資料の演習問題を解答する。

第６回 【事前学修】　手続き型言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　手続き型言語
【事後学修】　第6回講義資料の演習問題を解答する。

第７回 【事前学修】　関数型言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　関数型言語
【事後学修】　第7回講義資料の演習問題を解答する。

第８回 【事前学修】　論理型言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　論理型言語
【事後学修】　第8回講義資料の演習問題を解答する。

第９回 【事前学修】　オブジェクト指向言語の具体例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　オブジェクト指向言語
【事後学修】　第9回講義資料の演習問題を解答する。

第10回 【事前学修】　プログラム言語情報系とは何であるかを調査し、まとめる。
【授業内容】　プログラム言語情報系の概要
【事後学修】　第10回講義資料の演習問題を解答する。

第11回 【事前学修】　正規表現とBNFの概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　正規表現とBNF
【事後学修】　第11回講義資料の演習問題を解答する。

第12回 【事前学修】　字句解析の概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　字句解析
【事後学修】　第12回講義資料の演習問題を解答する。

第13回 【事前学修】　構文解析の概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　構文解析
【事後学修】　第13回講義資料の演習問題を解答する。

第14回 【事前学修】　意味解析の概要を調査し、まとめる。
【授業内容】　意味解析とコード生成
【事後学修】　第14回講義資料の演習問題を解答する。

第15回 【事前学修】　プログラム言語処理系の応用事例を3つ以上探し、それぞれの概要を調査する。
【授業内容】　応用事例
【事後学修】　第15回講義資料の演習問題を解答する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の課題提出（60％）、最終レポート（20％）、受講態度（30％）。
毎回の課題提出と最終レポートについては到達目標の達成度にもとづき評価する。
受講態度については授業中の発言や質問の積極性にもとづき評価する。
提出物については、〆切の次回授業で講評を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎週、受講前にmanabaとGoogleドライブで公開された資料を確認する必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

manabaとGoogleドライブで資料を公開する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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杉浦　茂樹

人間情報学演習Ⅰ（プログラム言語論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

コンパイラに関する最新技術の理解

■講義内容■講義内容

コンパイラ作成における問題点を理解するために、コンパイラに関する教科書・論文を題材とした演習を行う。
演習の内容を理解するためにハードウェア、特にCPUの詳細な理解が必要となるが、現実のCPUマニュアルなどを適宜参考
にして演習の理解を深める。

■達成目標■達成目標

①コンパイラ型言語処理系に関して深く理解できるようになる。
②CPUの動作原理に関して深く理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の原案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の原案をさらに詰める。

第２回 【事前学修】　手続き型言語に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム①：手続き型言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第２回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第３回 【事前学修】　関数型言語に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム②：関数型言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第３回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第４回 【事前学修】　論理型言語に関連する著書・論文を 3 点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム③：論理型言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第４回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第５回 【事前学修】　発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム④：古典的プログラミング言語に関する発表と討論
【事後学修】　第５回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第６回 【事前学修】　オブジェクト指向言語に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム⑤：オブジェクト指向言語関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第６回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第７回 【事前学修】　オブジェクト指向言語に関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　コンパイラのパラダイム⑥：オブジェクト指向言語に関する発表と討論
【事後学修】　第７回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第８回 【事前学修】　コンパイラの基本構成に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作①：コンパイラの基本構成に関する著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第８回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第９回 【事前学修】　字句解析に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作②：字句解析関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第９回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第10回 【事前学修】　構文解析に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作③：構文解析関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第10回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第11回 【事前学修】　意味解析に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作④：意味解析関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第11回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第12回 【事前学修】　最適化に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　コンパイラの動作⑤：最適化関連の著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第12回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第13回 【事前学修】　コンパイラの動作原理に関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　コンパイラの動作⑥：発表と討論
【事後学修】　第13回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第14回 【事前学修】　コンパイラ全般に関する配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　コンパイラ全般に関しての発表準備
【事後学修】　コンパイラ全般に関する配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第15回 【事前学修】　コンパイラ全般に関する配布資料と発表用スライドを完成する。
【授業内容】　コンパイラ全般に関しての発表と討論
【事後学修】　コンパイラ全般に関する発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　CPUの動作原理に関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　CPUの動作原理①：著書・論文の調査・分析
【事後学修】　第16回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第17回 【事前学修】　CPUの動作原理に関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　CPUの動作原理②：発表と討論
【事後学修】　第17回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。
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第18回 【事前学修】　シミュレータのインストーラをダウンロードする。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解①：シミュレータの導入
【事後学修】　シミュレータのマニュアルを熟読する。

第19回 【事前学修】　シミュレータによる演算ユニットとレジスタの動作確認方法を習得する。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解②：演算ユニットとレジスタ
【事後学修】　シミュレータによる演算ユニットとレジスタの動作確認結果をまとめる。

第20回 【事前学修】　シミュレータによるメモリアクセスの動作確認方法を習得する。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解③：メモリアクセス
【事後学修】　シミュレータによるメモリアクセスの動作確認結果をまとめる。

第21回 【事前学修】　シミュレータによる命令デコーダの動作確認方法を習得する。
【授業内容】　シミュレータを用いたCPU動作原理の理解④：命令デコーダ
【事後学修】　シミュレータによる命令デコーダの動作確認結果をまとめる。

第22回 【事前学修】　統合開発環境のインストーラをダウンロードする。
【授業内容】　逆アセンブラを用いた現実のCPUの調査①：調査環境の構築
【事後学修】　統合開発環境のマニュアルを熟読する。

第23回 【事前学修】　統合開発環境の基本的な使用方法を習得する。
【授業内容】　逆アセンブラを用いた現実のCPUの調査②：調査の実施
【事後学修】　CPUの調査結果をまとめる。

第24回 【事前学修】　現実のCPUに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　逆アセンブラを用いた現実のCPUの調査③：発表と討論
【事後学修】　第24回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第25回 【事前学修】　統合開発環境のデバッグ用追加パッケージをダウンロードする。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査①：調査環境の構築
【事後学修】　統合開発環境のデバッグ用追加パッケージのマニュアルを熟読する。

第26回 【事前学修】　統合開発環境の発展的な使用方法を習得する。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査②：CPUに依存しない最適化の調査の実施
【事後学修】　CPUに依存しない最適化の調査結果をまとめる。

第27回 【事前学修】　統合開発環境の応用設定の仕方を習得する。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査③：CPUに依存する最適化の調査の実施
【事後学修】　CPUに依存する最適化の調査結果をまとめる。

第28回 【事前学修】　現実のコンパイラに関する発表用のスライドを作成する。
【授業内容】　デバッガを用いた現実のコンパイラの調査④：発表と討論
【事後学修】　第28回授業での質疑を踏まえて発表用スライドを修正する。

第29回 【事前学修】　現実の最適化に関する配布資料と発表用スライドの原案を作成する。
【授業内容】　CPUで使用される技術が最適化へ与える影響に関しての発表準備
【事後学修】　現実の最適化に関する配布資料と発表用スライドの原案を修正する。

第30回 【事前学修】　現実の最適化に関する配布資料と発表用スライドを完成する。
【授業内容】　CPUで使用される技術が最適化へ与える影響に関しての発表と討論
【事後学修】　現実の最適化に関する発表のふり返りをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（30％）、討論（30％）、演習ノート（40％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時公開する。
演習ノートは、授業中に講評を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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杉浦　茂樹

人間情報学演習Ⅱ（プログラム言語論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

簡易コンパイラの設計・実装と論文指導

■講義内容■講義内容

オープンソースとして流通しているインタプリタやコンパイラを参考にして、簡単な言語処理系の作成を目指す。主要な
目的は、実用的な言語処理系を作成することではなく、言語処理系を実際に設計・実装することを通して言語処理系に用
いられている各技法をより深く理解することである。

■達成目標■達成目標

①簡易コンパイラの設計を行えるようになる。
②簡易コンパイラの実装を行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究計画の修正案を作成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　研究計画の修正案を修正する。

第２回 【事前学修】　関連する著書・論文を3点以上探し、各論文の概要をまとめる。
【授業内容】　既存の言語処理系の調査・分析
【事後学修】　授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第３回 【事前学修】　解析対象とするオープンソースのインタプリタを3点以上探す。
【授業内容】　オープンソースのインタプリタの解析
【事後学修】　インタプリタの解析結果を報告書にまとめる。

第４回 【事前学修】　解析対象とするオープンソースのコンパイラを3点以上探す。
【授業内容】　オープンソースのコンパイラの解析
【事後学修】　コンパイラの解析結果を報告書にまとめる。

第５回 【事前学修】　簡易コンパイラの基本構成の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計①：概要設計
【事後学修】　簡易コンパイラの基本構成の原案を修正する。

第６回 【事前学修】　文法（字句・構文）の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計②：文法（字句・構文）の定義
【事後学修】　文法（字句・構文）の定義の原案を修正する。

第７回 【事前学修】　データ型の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計③：データ型の定義
【事後学修】　データ型の定義の原案を修正する。

第８回 【事前学修】　仮想実行環境の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計④：仮想実行環境の定義
【事後学修】　仮想実行環境の定義の原案を修正する。

第９回 【事前学修】　目的コードによる意味の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑤：目的コードによる意味の定義
【事後学修】　目的コードによる意味の定義の原案を修正する。

第10回 【事前学修】　最適化の定義の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑥：最適化の定義
【事後学修】　最適化の定義の原案を修正する。

第11回 【事前学修】　設計書の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑦：設計書の作成
【事後学修】　設計書の原案を修正する。

第12回 【事前学修】　設計書レビューの原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの設計⑧：設計書のレビュー
【事後学修】　設計書レビューの原案を修正する。

第13回 【事前学修】　中間発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　中間発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　中間発表の全体構成を修正する。

第14回 【事前学修】　中間発表用スライドを作成する。
【授業内容】　中間発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　中間発表用スライドを修正する。

第15回 【事前学修】　中間発表練習を行う。
【授業内容】　中間発表と討論
【事後学修】　中間発表のふり返りをまとめる。

第16回 【事前学修】　字句解析の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装①：字句解析
【事後学修】　第16回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第17回 【事前学修】　構文解析の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装②：構文解析
【事後学修】　第17回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。
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第18回 【事前学修】　意味解析とコード生成の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装③：意味解析とコード生成
【事後学修】　第18回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第19回 【事前学修】　最適化の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装④：最適化
【事後学修】　第19回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第20回 【事前学修】　仮想実行環境の実装を進め、進捗報告書を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの実装⑤：仮想実行環境
【事後学修】　第20回授業中の質疑とそれに対する回答をまとめる。

第21回 【事前学修】　評価の原案を作成する。
【授業内容】　簡易コンパイラの評価
【事後学修】　評価を行い、評価報告書を作成する。

第22回 【事前学修】　論文の全体構成を作成する。
【授業内容】　論文作成指導①：全体構成（序論、関連研究、本論、結論）の検討
【事後学修】　論文の全体構成を修正する。

第23回 【事前学修】　論文の序章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導②：序論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の序章を修正する。

第24回 【事前学修】　論文の関連研究を作成する。
【授業内容】　論文作成指導③：関連研究に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の関連研究を修正する。

第25回 【事前学修】　論文の本論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導④：本論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の本論を修正する。

第26回 【事前学修】　論文の結論を作成する。
【授業内容】　論文作成指導⑤：結論に関する詳細な検討
【事後学修】　論文の結論を修正する。

第27回 【事前学修】　論文全体を見直し、完成度を高める。
【授業内容】　論文作成指導⑥：各ページの推敲
【事後学修】　論文を完成させる。

第28回 【事前学修】　最終発表の全体構成を作成する。
【授業内容】　最終発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　最終発表の全体構成を修正する。

第29回 【事前学修】　最終発表用スライドを作成する。
【授業内容】　最終発表準備②：各スライドの推敲
【事後学修】　最終発表用スライドを修正する。

第30回 【事前学修】　最終発表の発表練習を行う。
【授業内容】　最終発表と討論
【事後学修】　最終発表のふり返りをまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（30％）、発表（20％）、討論（20％）、演習ノート（30％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時公開する。
演習ノートは、授業中に講評を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回、講義内容を復習して「演習ノート」としてまとめる必要がある。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

授業の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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乙藤　岳志

計算と論理
Computation and Logic

■テーマ■テーマ

計算可能性
チューリングマシン

■講義内容■講義内容

計算できるとはなにか、無限個の内容を有限なステップで処理（証明）できるとはなにか。

■達成目標■達成目標

数学基礎論の初歩を理解し、計算の具体例として Turing machine を理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.1.1）
【授業内容】　数えるとはどういうことか？
【事後学修】　授業の復習（Ch.1.1）

第２回 【事前学修】　教科書該当部分の予習
【授業内容】　無限集合について数え上げるとはどういうことなのか？
【事後学修】　授業の復習（Ch.1.2）

第３回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.1.3）
【授業内容】　演習問題 1（無限集合について要素を数える工夫、可算性の証明）
【事後学修】　授業の復習（Ch.1.3）

第４回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.2.1）
【授業内容】　対角線論法
【事後学修】　授業の復習（Ch.2.1）

第５回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.2.2）
【授業内容】　非可算無限集合の例（P の全部分集合の集合）
【事後学修】　授業の復習（Ch.2.2）

第６回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.2.3）
【授業内容】　演習問題 2（対角線論法による証明）
【事後学修】　授業の復習（Ch.2.3）

第７回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.3.1）
【授業内容】　Turing Machine 概説
【事後学修】　授業の復習（Ch.3.1）

第８回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.3.2）
【授業内容】　Turing Machine の実現（エミュレーションを含む）
【事後学修】　授業の復習（Ch.3.2）

第９回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.3.3）
【授業内容】　演習問題 3 （加算、乗算などの万能 Turing Machine のマシンテーブル）
【事後学修】　授業の復習（Ch.3.3）

第10回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.4.1）
【授業内容】　計算不可能問題と非可算無限（計算不可能な関数の存在証明）
【事後学修】　授業の復習（Ch.4.1）

第11回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.4.2）
【授業内容】　Busy Beaver 問題の計算不可能性と停止問題の計算不可能の関係
【事後学修】　授業の復習（Ch.4.2）

第12回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.4.3）
【授業内容】　対角線論法による計算不可能関数の存在証明
【事後学修】　授業の復習（Ch.4.3）

第13回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.5.1）
【授業内容】　同等な計算不可能性 1：　Abacus 計算可能なら Turing 計算可能
【事後学修】　授業の復習（Ch.5.1）

第14回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.5.2）
【授業内容】　同等な計算不可能性 2：再帰関数は Turing 計算可能
【事後学修】　授業の復習（Ch.5.2）

第15回 【事前学修】　教科書該当部分の予習（Ch.5.ex）
【授業内容】　演習問題 3（再帰関数に関する話題）
【事後学修】　授業の復習（Ch.5.ex）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習形式で授業をすすめるので、毎回の参加姿勢、議論への参加（60％）、理解の程度（40％）を総合的に判断する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学基礎論、コンピュータの基礎知識。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

George S. Boolos， John P Burgess and Richad C. Jeffrey， Computability and Logic， 5th ed， Cambridge
University Press
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■参考文献■参考文献

特になし。
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高橋　秀幸

データベース特論
Special Topics in Database

■テーマ■テーマ

データベースの役割と基礎知識を習得する。

■講義内容■講義内容

社会、経済、文化をはじめとして様々な面で情報化が進展している。今後の超情報化社会においてもデータの蓄積および
データの活用が様々な分野において必要不可欠となる。そのデータ蓄積や活用の基盤となるデータベース技術について、
概念的内容ならびに基礎的な仕組み、設計方法、応用などについて演習を交えながら説明する。

■達成目標■達成目標

新規にデータベースを設計する際に必要となるデータモデル、スキーマーさらにデータ構造などの基礎的な知識や設計方
法を理解できるようになる。また、基本的なデータベースシステムの概念設計、論理設計、物理設計ができるようにな
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　社会におけるデータの利活用について調べる。
【授業内容】　情報化社会とデータベースとの関係（データベースの利活用）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベースが社会、経済、文化などにおいてどのように利用
されているかを確認する。

第２回 【事前学修】　データベースに関する歴史や動向などを調べる。
【授業内容】　情報化社会とデータベースとの関係（データベースの概念および目的）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベースの概念とこれまでの発展について確認する。

第３回 【事前学修】　データベース設計で扱うデータモデルについて調べる。
【授業内容】　情報化社会とデータベースとの関係（データベースの役割と基本モデル）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベースモデルの種類と特徴などに関する知識を定着させ
ること。

第４回 【事前学修】　階層型データベースモデルの基本的な概念について事前に調べる。
【授業内容】　階層型データベースモデルの構造と基本機能
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、階層型データベースモデルの特徴などに関する知識を定着させ
ること。

第５回 【事前学修】　リレーショナル型データベースモデルの基本的な概念について事前に調べる。
【授業内容】　リレーショナル型データベースモデルの構造と基本機能
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、リレーショナル型データベースモデルの特徴などに関する知識
を定着させること。

第６回 【事前学修】　データベース管理システムの基本的な役割について事前に調べる。
【授業内容】　データベース管理システムの役割と基本機能
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベース管理システムの役割と機能に関する知識を定着さ
せること。

第７回 【事前学修】　データベース管理システムにおける代表的な機能について調べる。
【授業内容】　データベース管理システム機能（トランザクション処理とファイル管理機能）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、トランザクション処理と管理機能に関する知識を定着させるこ
と。

第８回 【事前学修】　データベース管理システムにおけるセキュリティおよび障害復旧機能などについて調べる。
【授業内容】　データベース管理システム機能（セキュリティ、障害復旧機能）
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、データベース管理システムにおけるセキュリティと障害復旧機
能に関する知識を定着させること。

第９回 【事前学修】　データベース言語について調べる。
【授業内容】　SQL の概要とテーブルおよびデータ操作
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、SQL のテーブルとデータ操作に関する知識を定着させること。

第10回 【事前学修】　SQLにおける基本的なテーブルの作成と操作法について調べる。
【授業内容】　SQLにおけるテーブルの作成と複数テーブル操作、関数について
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、SQLにおけるテーブルの作成や複数テーブル操作に関する知識を
定着させること。

第11回 【事前学修】　データの正規化および正規形について事前に調べたうえで授業に臨むようにすること。
【授業内容】　SQLにおける正規化の目的と規則について
【事後学修】　教科書や配布資料などを確認し、正規化および規則に関する知識を定着させること。

第12回 【事前学修】　設計するデータベースの概要についてまとめておくこと。
【授業内容】　データベースシステムにおける概念設計の基礎
【事後学修】　演習で扱った基本的なデータベースシステムの概念設計書を完成させること。

第13回 【事前学修】　設計するデータベースの機能についてまとめておくこと。
【授業内容】　データベースシステムにおける論理設計の基礎
【事後学修】　演習で扱った基本的なデータベースシステムの論理設計書を完成させること。

第14回 【事前学修】　設計するデータの管理方法についてまとめておくこと。
【授業内容】　データベースシステムにおける物理設計の基礎
【事後学修】　演習で扱った基本的なデータベースシステムの物理設計書を完成させること。
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第15回 【事前学修】　プレゼンテーション用スライドと概要についてまとめておくこと。
【授業内容】　設計したデータベースシステムに関するプレゼンテーションとディスカッション
【事後学修】　議論の内容を反映したプレゼンテーション用スライドを修正および提出を行うとともに、第1回か
ら第15回目の授業内容の振り返りを行い、知識を定着させること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題（60％）、プレゼンテーション（40％）にもとづき評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

データ構造に関する知識を有すること。授業計画に記載の事前学修および事後学修を必ず行うこと。また、本講義では、
Microsoft社のPowerPoint、Word、Excelを用いた演習および課題の作成を課すため、PowerPoint、Word、Excelの操作にも
慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

未来へつなぐ　デジタルシリーズ「データベース」　共立出版

■参考文献■参考文献

開講時および進行に応じて指示する。
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高橋　秀幸

人間情報学演習Ⅰ（データベース特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

リレーショナルデータベース管理システムの設計と開発

■講義内容■講義内容

リレーショナルデータベース管理システムの設計と開発に関する基礎的な知識と技術について、情報システムやアプリ
ケーション開発に関する演習を交えながら説明する。具体的には、リレーショナルデータベースの設計と開発、データ
ベースを扱うWebサービスの設計と開発、データベースを含む情報システムの運用と管理について説明する。

■達成目標■達成目標

新規にリレーショナルデータベースを活用した情報サーバの基本的な構築、Webサービスの基本設計と開発、データベース
連携やデータ統合を行うための情報システムの開発および運用方法に関する知識と基本的な設計方法を理解できるように
なる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノートパソコンの設定に関わる準備を行う。
【授業内容】　データベース管理システムの概要
【事後学修】　今後の演習に必要となるソフトウェアのインストールを行う。

第２回 【事前学修】　オープンソースデータベースソフトウェアについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　リレーショナルデータベースの概要と設定
【事後学修】　データベースの操作方法に関する知識を定着させること。

第３回 【事前学修】　オープンソースの各種SQLの特徴について調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　テーブル作成とデータ操作
【事後学修】　授業で扱ったSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第４回 【事前学修】　商用のSQLについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　データベース内の検索
【事後学修】　データを検索するSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第５回 【事前学修】　SQLのDML、DDL、DCLについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　データの追加、更新と削除
【事後学修】　データを更新するSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第６回 【事前学修】　NoSQLについて調査し内容をまとめてくること。
【授業内容】　統計データの収集と演算処理
【事後学修】　演算処理を行うためのSQLのコマンドを復習し知識を定着させること。

第７回 【事前学修】　PHPを用いたWebアプリケーションの開発方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションの設計
【事後学修】　PHPを用いて基本的なWebページの設計を次回の授業までに完成させること。

第８回 【事前学修】　PHPを用いたWebアプリケーションの実装方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションの開発
【事後学修】　PHPを用いて複雑な動作が可能なWebページを実装し、次回の授業までに完成させること。

第９回 【事前学修】　PHPからデータベースに接続し操作する仕組みについて調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションとデータベースの連携
【事後学修】　データベースに接続し、データベースを操作するための基本的なWebアプリケーションの設計と作
成を行い、次回の授業までに完成させること。

第10回 【事前学修】　PHPからデータベースにデータを追加するための仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベースへのデータ追加
【事後学修】　データベースに接続し、データを追加するWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成
させること。

第11回 【事前学修】　PHPからデータベース内のデータを検索する仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベース内のデータを検索する検索方法
【事後学修】　基本的な検索フォームを作成し、データベース内のデータが検索可能なWebアプリケーションを作
成し、次回の授業までに完成させること。

第12回 【事前学修】　PHPからデータベース内のデータを更新する仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベース内のデータ更新方法
【事後学修】　データベース内のデータを更新するWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第13回 【事前学修】　PHPからデータベース内のデータを削除する仕組みを調査しまとめてくること。
【授業内容】　Webアプリケーションからデータベース内のデータの削除方法
【事後学修】　データベース内のデータを削除するWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第14回 【事前学修】　データベースのトランザクションおよび排他制御について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースの排他制御
【事後学修】　データベースに排他制御を導入したWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第15回 【事前学修】　データベースのコミット制御とロールバックについて調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースのコミット制御とロールバック
【事後学修】　ロールバックを導入した基本的なWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完成させるこ
と。
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第16回 【事前学修】　データベースを含む情報システムの運用手順と管理方法を調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースの運用と管理
【事後学修】　データベースを含む情報システムの運用手順を管理方法について整理し、知識を定着させるこ
と。

第17回 【事前学修】　データベースのバックアップと復元方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースのバックアップとリストア、リカバリー
【事後学修】　データベースのバックアップのスケジュール化と実行について整理し、知識を定着させること。

第18回 【事前学修】　データベースのデータ修正と更新の手順について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースの修正と更新
【事後学修】　データベースの修正の計画と実行について整理し、知識を定着させること。

第19回 【事前学修】　データベースを用いるWebアプリケーションの修正手順と方法について調査しまとめてくること。
【授業内容】　データベースアプリケーションの改善
【事後学修】　データベースを含むWebアプリケーションの改善について検討し、改善のための計画を行う。

第20回 【事前学修】　データベースの動作テスト方法と手順について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースの動作テストの方法と手順
【事後学修】　データベースの機能テストおよび動作テストのための機能を次回の授業までに完成させること。

第21回 【事前学修】　Webアプリケーションの動作テスト方法と手順について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースを含むWebアプリケーションの動作テストの方法と手順
【事後学修】　Webアプリケーションの機能テストおよび動作テストのめの機能を次回の授業までに完成させるこ
と。

第22回 【事前学修】　データベースの性能評価方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースの性能評価
【事後学修】　データベースの性能を測定するための環境を次回の授業までに作成すること。

第23回 【事前学修】　データベースで用いられる検索アルゴリズムを調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースのパフォーマンスチューニング
【事後学修】　データベースの検索速度が向上する設定を調査・分析すること。

第24回 【事前学修】　文字列の検索を高速化する手法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　文字列検索
【事後学修】　文字列の検索処理速度が向上する設定を調査・分析すること。

第25回 【事前学修】　SQLインジェクションの概要と事例について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースのセキュリティ
【事後学修】　SQLインジェクション対策を加えた基本的なWebアプリケーションを作成し、次回の授業までに完
成させること。

第26回 【事前学修】　SQLインジェクションの対応策を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースを扱うフレームワーク
【事後学修】　SQLインジェクションを防ぐデータベースフレームワークを作成し、次回の授業までに完成させる
こと。

第27回 【事前学修】　Data Access Object（DAO）の概要について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースとオブジェクト指向
【事後学修】　オブジェクトをレコードに変換するデータベースフレームワークを作成し、次回の授業までに完
成させること。

第28回 【事前学修】　Data Access Object（DAO）の検索処理について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　オブジェクト指向の検索処理
【事後学修】　レコードをオブジェクトに変換するデータベースフレームワークを作成し、次回の授業までに完
成させること。

第29回 【事前学修】　データベースの負荷分散について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースの負荷分散方法
【事後学修】　負荷分散方法を用いたシステムの設計と構築を行い、次回の授業までに完成させること。

第30回 【事前学修】　膨大な量の検索要求を扱うデータベースシステムの構築方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データベースを含む分散システム
【事後学修】　データベースを含む基本的な分散システムを構築し、動作を確認する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画に記載の事前学修および事後学修を必ず行うこと。Microsoft社のPowerpoint、Word、Excelを用いた課題も課す
ため、授業の際に持参するノートパソコンには、Powerpoint、Word、Excelをインストールし、操作に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時および進行に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

開講時および進行に応じて指示する。
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高橋　秀幸

人間情報学演習Ⅱ（データベース特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

分散型データベースの設計と実装

■講義内容■講義内容

大規模なデータベースで発生する処理能力や安全性の問題を解決する仕組みの１つである分散型データベースの基礎につ
いて学び、大量のデータを処理するための分散型データベースシステムの設計と実装に関する知識と技術について演習を
交えながら講義を進める。具体的には、分散Key-Value Store （KVS） の構成方法、メリットとデメリット、運用管理技
術について学ぶ。

■達成目標■達成目標

分散型データベースにおいて、分散Key-Value Store （KVS） の概念と基礎的な知識と設計方法を理解し、KVSのメリット
とデメリットを説明できるようになる。また、KVSを用いた情報システムの設計と基本的な開発ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業で使用するノートパソコン等の準備を行う。
【授業内容】　Pythonの開発環境の構築
【事後学修】　演習を行う際に必要となるソフトウェアのインストールと設定を行う。

第２回 【事前学修】　Pythonの特徴およびツールの使い方を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　Pythonの基本的な文法
【事後学修】　Pythonを使った簡単なプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第３回 【事前学修】　Pythonを用いたハッシュ関数の使用方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　ハッシュ関数
【事後学修】　Pythonを用いてハッシュ関数を使った基本的なプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第４回 【事前学修】　Key-Value Store（KVS）の概要について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSのデータ構造
【事後学修】　ノートパソコン上で動作する基本的なKVSを作成し、動作の確認を行う。

第５回 【事前学修】　Pythonのデータ保存方法（pickle）について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　データの永続化
【事後学修】　登録したデータを保存する基本的なプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第６回 【事前学修】　KVSの仕組みと利用形態について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　小規模なKVSの設計と構築
【事後学修】　単一のファイルに保存されたデータを扱うKVSを作成し、動作の確認を行う。

第７回 【事前学修】　KVSにおけるデータの登録方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSにおけるデータ登録
【事後学修】　Keyに対応するデータを登録するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第８回 【事前学修】　KVSにおけるデータの検索方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSにおけるデータ検索とデータの取得
【事後学修】　Keyに対応するデータを取得するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第９回 【事前学修】　KVSにおけるデータの削除と更新方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSにおけるデータ削除
【事後学修】　Keyに対応するデータを削除するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第10回 【事前学修】　KVSにおけるデータの加工方法の概要について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSを用いた場合のデータの加工
【事後学修】　合計の計算が可能となるKVSを作成し、動作の確認を行う。

第11回 【事前学修】　KVSにおけるデータの集計方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSを用いた平均の計算
【事後学修】　平均の計算が可能となるKVSを作成し、動作の確認を行う。

第12回 【事前学修】　KVSのデータの格納方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　中規模KVSの設計と構築
【事後学修】　複数のファイルに格納されたデータを扱うことが可能なKVSを作成し、動作の確認を行う。

第13回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータの登録方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSを用いたデータ登録
【事後学修】　Keyに対応するデータを登録するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第14回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータの検索方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSを用いたデータ検索
【事後学修】　Keyに対応するデータを取得するプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第15回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータ集計方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるデータの合計に関する計算
【事後学修】　合計を計算することが可能なKVSを作成し、動作の確認を行う。

第16回 【事前学修】　ネットワークプログラミングについて調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSの構成
【事後学修】　ネットワーク通信を行うプログラムを作成し、動作の確認を行う。

第17回 【事前学修】　分散環境上で大規模データの蓄積・分析を実現するためのオープンソースについて調査しまとめ
ておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSの設計と開発
【事後学修】　ネットワーク通信機能を有するKVSを作成し、動作の確認を行う。
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第18回 【事前学修】　KVSノードの連携方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSの連携方法
【事後学修】　ネットワーク通信が可能なノード一覧を取得する基本的なプログラムを作成し、動作を確認する
こと。

第19回 【事前学修】　MQ Telemetry Transport （MQTT）の概要と特徴について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSのデータ通信
【事後学修】　ノード間でデータの送受信を行う基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第20回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータ処理方法の流れを調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSのデータ登録
【事後学修】　Keyに対応するノードにデータを登録する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第21回 【事前学修】　分散環境におけるKVSのデータの検索方法を調査しまとめておくこと。
【授業内容】　分散環境におけるKVSのデータ検索
【事後学修】　Keyに対応するノードからデータを取得する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第22回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの追加方法と仕組みについて調査しまとめておくこと。
【授業内容】　計算ノードの追加
【事後学修】　ノードの追加に対応してデータの移動が可能な基本的なプログラムを作成し、動作を確認するこ
と。

第23回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの停止方法と手順について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　計算ノードの停止
【事後学修】　ノードの停止に対応し、データの移動が可能となる基本的なプログラムを作成し、動作を確認す
ること。

第24回 【事前学修】　分散KVSのデータ集計方法と設計方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　合計値の計算
【事後学修】　分散KVSにおいてデータの合計値を集計する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第25回 【事前学修】　分散KVSのデータ集計方法と設計方法について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　平均値の計算
【事後学修】　分散KVSにおいてデータの平均値を集計する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第26回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの故障を検知する方法や対策について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　ノードの状態の検知
【事後学修】　分散KVSにおいてノードの故障を検知する基本的なプログラムを作成し、動作を確認すること。

第27回 【事前学修】　分散KVSにおけるノードの故障に対応するためのデータ配置方法について調査しまとめておくこ
と。
【授業内容】　ノードの故障を考慮したデータ配置とバックアップ
【事後学修】　分散KVSにおいてバックアップデータを配置することが可能な基本的なプログラムを作成し、動作
を確認すること。

第28回 【事前学修】　分散KVSにおいて、ノードが故障した際のバックアップ手順や復旧方法について調査しまとめてお
くこと。
【授業内容】　一部のノードが故障した場合の対応
【事後学修】　分散KVSにおいてノードの故障が発生した際にバックアップデータを移動させることが可能なプロ
グラムを作成し、動作を確認すること。

第29回 【事前学修】　分散KVSにおける排他制御について調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSと排他制御
【事後学修】　分散KVSにおいて、ファイルの内容を保存する仕組みを持つプログラムを作成し、動作を確認する
こと。

第30回 【事前学修】　KVSが導入されている情報システムについて調査しまとめておくこと。
【授業内容】　KVSが適した情報システムおよび情報サービス
【事後学修】　分散KVSを利用した情報システムを設計する際に必要となる情報を整理しまとめること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に示す課題の結果（100％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業計画に記載の事前学修および事後学修を必ず行うこと。Microsoft社のPowerpoint、Word、Excelを用いた課題も課す
ため、授業の際に持参するノートパソコンには、Powerpoint、Word、Excelをインストールし、操作に慣れておくこと。ま
た、各自のノートパソコンに、プログラミング言語の環境を構築する必要がある（具体的には、開講時に指示する）。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

開講時および進行に応じて指示する。

■参考文献■参考文献

開講時および進行に応じて指示する。
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武田　敦志

人工知能特論

■テーマ■テーマ

人工知能と深層学習について理解する。

■講義内容■講義内容

現在の人工知能において最も注目されいてる深層学習に焦点をあてて講義を行う。
具体的には以下の内容について説明する。
(1) 機械学習の概要と深層学習の重要性
(2) ニューラルネットワークの学習方法
(3) 畳み込みニューラルネットワークと時系列データの扱い
(4) 深層学習を扱うときの課題とその対処方法

■達成目標■達成目標

深層学習の仕組みについて理解することを目標とする。
具体的な目標は以下の内容となる。
(1) 現在の人工知能における深層学習の重要性を説明できる
(2) ニューラルネットワークの学習方法について説明できる
(3) 深層学習を用いた画像認識や自然言語処理について説明できる
(4) 過学習や転移学習について説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】人工知能の歴史について調べる
【授業内容】人工知能の歴史
【事後学修】現在の人工知能技術の課題についてまとめる

第２回 【事前学修】機械学習が活用されている事例を調べる
【授業内容】機械学習
【事後学修】教師あり学習と教師なし学習の違いを確認する

第３回 【事前学修】画像認識問題と機械翻訳問題について調べる
【授業内容】画像処理と自然言語処理
【事後学修】画像処理と自然言語処理の共通点を確認する

第４回 【事前学修】教科書「第2章」を読む
【授業内容】ネットワークの基本構造
【事後学修】ニューラルネットワークの各要素を確認する

第５回 【事前学修】教科書「第3章」を読む
【授業内容】確率的勾配降下法
【事後学修】勾配降下法の計算手順をまとめる

第６回 【事前学修】教科書「第4章」を読む
【授業内容】誤差逆伝播法
【事後学修】勾配消失問題についてまとめる

第７回 【事前学修】教科書「第5章」を読む
【授業内容】畳み込みニューラルネットワーク
【事後学修】畳み込みニューラルネットワークの構造を確認する

第８回 【事前学修】教科書「第6章」を読む
【授業内容】系列データのためのネットワーク
【事後学修】系列データを扱うための方法についてまとめる

第９回 【事前学修】教科書「第7章」を読む
【授業内容】集合・グラフのためのネットワークと注意機構
【事後学修】グラフ畳み込みニューラルネットワークの仕組みを確認する

第10回 【事前学修】教科書「第8章」を読む
【授業内容】推論の信頼性
【事後学修】ニューラルネットワークの検証方法についてまとめる

第11回 【事前学修】教科書「第9章」を読む
【授業内容】説明と可視化
【事後学修】学習状態の可視化手法についてまとめる

第12回 【事前学修】教科書「第10章」を読む
【授業内容】いろいろな学習方法
【事後学修】ニューラルネットワークの学習方法についてまとめる

第13回 【事前学修】教科書「第11章」を読む
【授業内容】データが少ない場合の学習
【事後学修】転移学習についてまとめる

第14回 【事前学修】教科書「第12章」を読む
【授業内容】生成モデル
【事後学修】画像生成モデルについてまとめる

第15回 【事前学修】深層強化学習について調べる
【授業内容】強化学習
【事後学修】深層強化学習の具体例をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に指示する課題の結果(100%)により成績評価を行う。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

教科書を読んでいることを前提とした講義となるため、必ず予習として教科書を読んでくること。

■テキスト■テキスト

岡谷貴之 著、深層学習 改訂第２版(機械学習プロフェッショナルシリーズ)、講談社、2022年

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅰ（人工知能特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

深層学習について調査し、現在の深層学習技術に関する課題について理解する。

■講義内容■講義内容

深層学習の仕組みについて調査し、現在の深層学習技術に関する課題について議論する。
具体的には以下の内容を実施する。
(1) 深層学習技術の調査方法
(2) 深層学習が活用されている社会的課題
(3) 現在の深層学習技術では解決できていない課題

■達成目標■達成目標

深層学習の仕組みを理解し、現在の深層学習技術の課題を把握することを目標とする。
具体的な目標は以下の内容となる。
(1) 深層学習の仕組みを理解し、その要素技術について説明できる。
(2) 深層学習が活用されている社会的課題を説明できる。
(3) 現在の深層学習技術では解決できない課題を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】受講するための機材を準備する
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】受講するための環境を整備する

第２回 【事前学修】機械学習について調べる
【授業内容】機械学習と深層学習
【事後学修】深層学習についてまとめる

第３回 【事前学修】教師あり学習と教師なし学習の違いを調べる
【授業内容】教師あり学習と教師なし学習
【事後学修】教師なし学習に必要な技術についてまとめる

第４回 【事前学修】画像認識について調べる
【授業内容】畳み込みニューラルネットワーク
【事後学修】畳み込みニューラルネットワークについてまとめる

第５回 【事前学修】自然言語処理について調べる
【授業内容】自然言語処理
【事後学修】Transformerについてまとめる

第６回 【事前学修】拡散モデルについて調べる
【授業内容】画像生成
【事後学修】画像生成手法についてまとめる

第７回 【事前学修】強化学習について調べる
【授業内容】深層強化学習
【事後学修】深層強化学習についてまとめる

第８回 【事前学修】論文検索の方法を調べる
【授業内容】深層学習の調査方法
【事後学修】主要な国際会議についてまとめる

第９回 【事前学修】深層学習の論文を読む
【授業内容】深層学習技術の分類
【事後学修】深層学習技術の分類をまとめる

第10回 【事前学修】境界分野の論文を読む
【授業内容】深層学習と他の人工知能技術との関係
【事後学修】深層学習の社会的課題への応用方法をまとめる

第11回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】調査結果のまとめ方と報告方法
【事後学修】読んだ論文について報告できる形でまとめる

第12回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】関連する深層学習手法の調査方法
【事後学修】読んだ論文と関連する論文をまとめる

第13回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】重要な深層学習技術の判別方法
【事後学修】読んだ論文の中で重要な部分をまとめる

第14回 【事前学修】今までとは異なる分野の論文を読む
【授業内容】分野の異なる深層学習手法の関連性
【事後学修】分野の異なる論文の関連性をまとまる

第15回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（深層学習の課題）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

第16回 【事前学修】深層学習に関する技術動向を調べる
【授業内容】深層学習に関する技術動向
【事後学修】現在注目されている深層学習技術をまとめる
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第17回 【事前学修】興味のある複数の論文を読む
【授業内容】論文の関連性
【事後学修】論文の関連性をまとめる

第18回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】新規性と有効性
【事後学修】読んだ論文で主張している新規性と有効性をまとめる

第19回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】実験結果と性能評価
【事後学修】読んだ論文に書いてある性能評価についてまとめる

第20回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】要素技術の性能評価
【事後学修】読んだ論文に書いてある要素技術の性能をまとめる

第21回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】技術的課題と社会的課題
【事後学修】技術的課題と社会的課題をまとめる

第22回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】要素技術と技術動向
【事後学修】深層学習に関する技術動向をまとめる

第23回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】論文に書かれていない課題
【事後学修】論文に書かれていない課題をまとめる

第24回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】既存技術では解決されていない課題
【事後学修】既存技術では解決されていない課題を考察する

第25回 【事前学修】検討すべき課題をまとめる
【授業内容】深層学習を用いた問題解決手法の着想
【事後学修】整理した課題に対する問題解決手法を考察する

第26回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】研究開発の方向性
【事後学修】研究開発の方向性について考える

第27回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】問題解決へのアプローチ
【事後学修】問題解決へのアプローチをまとめる

第28回 【事前学修】問題解決のために必要な要素技術をまとめる
【授業内容】問題解決方法の実現可能性
【事後学修】実現可能性を検証するためのプログラムを実装する

第29回 【事前学修】検証すべきポイントをまとめる
【授業内容】問題解決方法を検証するための手順
【事後学修】検証のための実験計画を作成する

第30回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（問題解決へのアプローチ）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションの結果(100%)により成績評価を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

演習に用いるコンピュータを準備しておくこと。

■テキスト■テキスト

講義中に紹介する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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武田　敦志

人間情報学演習Ⅱ（人工知能特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

深層学習の課題に対する解決方法を考え、その解決方法の有効性を検証する。

■講義内容■講義内容

深層学習の課題に対する解決方法を議論し、その解決方法の有効性を検証する。
具体的には以下の内容を実施する。
(1) 深層学習の課題に対する解決手法の考案方法
(2) 深層学習の解決方法の有効性の評価方法
(3) 実験結果のまとめ方とプレゼンテーション手法

■達成目標■達成目標

深層学習の課題に対する解決方法を提案し、その有効性を説明できることを目標とする。
具体的な目標は以下の内容となる。
(1) 深層学習の課題に対する解決方法を提案できる。
(2) 深層学習の問題解決方法の有効性を検証できる。
(3) 実験結果をまとめ、問題解決手法とその有効性を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】受講するための機材を準備する
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】受講するための環境を整備する

第２回 【事前学修】興味のある論文を読む
【授業内容】深層学習の課題と解決方法の考え方
【事後学修】考案した解決方法についてまとめる

第３回 【事前学修】解決手法の実現可能性について調べる
【授業内容】解決方法を実現するための手順
【事後学修】解決方法を実現するための手順をまとめる

第４回 【事前学修】論文を読み、その実証環境を調べる
【授業内容】解決手法を実現するための環境整備
【事後学修】解決手法を実現するための環境整備する

第５回 【事前学修】論文を読み、その評価方法を調べる
【授業内容】解決手法の評価方法
【事後学修】解決手法の評価方法をまとめる

第６回 【事前学修】論文を読み、その実装方法を調べる
【授業内容】解決手法の実装準備
【事後学修】解決手法の実装するための環境を整える

第７回 【事前学修】論文を読み、使用しているデータセットを調べる
【授業内容】データセットの準備
【事後学修】データセットを準備する

第８回 【事前学修】プログラムを開発する環境を整える
【授業内容】プロトタイプの実装
【事後学修】プロトタイプを実装する

第９回 【事前学修】プロトタイプ実装が動作することを確認する
【授業内容】プロトタイプ実装の検証
【事後学修】プロトタイプ実装を検証する

第10回 【事前学修】プロトタイプ実装が正しく動作することを確認する
【授業内容】プロトタイプ実装の評価
【事後学修】プロトタイプ実装を評価する

第11回 【事前学修】プロトタイプの実行に必要な時間を測る
【授業内容】実行時間の見積もりと実験計画
【事後学修】実験計画をまとめる

第12回 【事前学修】既存手法の公開されている実装を調べる
【授業内容】既存手法の再現
【事後学修】既存手法を再現する

第13回 【事前学修】既存手法の論文に記載されている性能を調べる
【授業内容】再現実装の検証
【事後学修】再現実装を検証する

第14回 【事前学修】データの前処理方法について調べる
【授業内容】データの前処理
【事後学修】データの前処理を実装する

第15回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（課題解決手法の提案）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

第16回 【事前学修】ハイパーパラメータの調整方法を調べる
【授業内容】ハイパーパラメータの調整
【事後学修】ハイパーパラメータを調整する
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第17回 【事前学修】問題解決手法の実装方法を調べる
【授業内容】問題解決手法の導入
【事後学修】問題解決手法を導入する

第18回 【事前学修】問題解決手法の検証手順を計画する
【授業内容】問題解決手法の検証
【事後学修】問題解決手法を検証する

第19回 【事前学修】問題解決手法の評価手順を計画する
【授業内容】問題解決手法の評価
【事後学修】問題解決手法による性能の変化を確認する

第20回 【事前学修】問題解決手法の評価実験を行う
【授業内容】実験結果の整理方法
【事後学修】実験結果を整理する

第21回 【事前学修】性能評価指標を調べる
【授業内容】問題解決手法の性能評価方法
【事後学修】問題解決手法の性能を評価する

第22回 【事前学修】データセットについて調べる
【授業内容】複数のデータセットを用いた性能評価
【事後学修】複数のデータセットを用いて性能を評価する

第23回 【事前学修】ニューラルネットワークの学習状態を確認する方法を調べる
【授業内容】ニューラルネットワークの学習状態の確認
【事後学修】ニューラルネットワークの学習状態を確認する

第24回 【事前学修】問題解決手法についてまとめる
【授業内容】論文執筆方法
【事後学修】論文を作成する

第25回 【事前学修】問題解決手法の新規性と有効性をまとめる
【授業内容】新規性と有効性の説明方法
【事後学修】新規制と有効性が明確な論文を作成する

第26回 【事前学修】問題解決手法についてまとめる
【授業内容】プレゼンテーションの重要性
【事後学修】プレゼンテーションのスライドを作成する

第27回 【事前学修】題解決手法の新規性をまとめる
【授業内容】既存手法を用いた新規性の説明方法
【事後学修】新規性が明確になるプレゼンテーション資料を作成する

第28回 【事前学修】題解決手法の有効性をまとめる
【授業内容】実験結果を用いた有効性の説明方法
【事後学修】有効性が明確になるプレゼンテーション資料を作成する

第29回 【事前学修】プレゼンテーション資料を完成させる
【授業内容】プレゼンテーションの準備と練習
【事後学修】プレゼンテーションの練習をする

第30回 【事前学修】プレゼンテーションの準備をする
【授業内容】プレゼンテーション（課題解決手法の結果）
【事後学修】質疑応答の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションの結果(100%)により成績評価を行う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

演習に用いるコンピュータを準備しておくこと。

■テキスト■テキスト

講義中に紹介する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1687 -



佐藤　篤

数理情報科学
Mathematical Informatics

■テーマ■テーマ

連分数論とその応用

■講義内容■講義内容

有理数による実数のよい近似を組織的に与える方法である連分数の基礎理論、ならびに代数的な数の場合の近似の限界に
ついて解説する。また、その応用として、Pell 方程式の理論についても触れる。

■達成目標■達成目標

1. 連分数が実数のよい近似を与える仕組みを説明できるようになる
2. 具体的に与えられた Pell 方程式を解くことができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　約数と倍数の定義について復習しておく
【授業内容】　約数と倍数
【事後学修】　有理整数環のイデアルの分類を復習する

第２回 【事前学修】　行列の積や行列式について復習しておく
【授業内容】　Euclid の互除法
【事後学修】　Euclid の互除法の図形的な意味や応用について考察する

第３回 【事前学修】　多項式の基本的な性質について復習しておく
【授業内容】　連分数の分子と分母
【事後学修】　連分数の分子・分母に現れる多項式の性質をまとめる

第４回 【事前学修】　Cauchy 列と実数の完備性について調べておく
【授業内容】　連分数の基本的性質
【事後学修】　無限連分数が収束する仕組みについて復習する

第５回 【事前学修】　連分数の分子と分母の性質を確認しておく
【授業内容】　単純連分数
【事後学修】　単純連分数の定義と基本的な性質をまとめる

第６回 【事前学修】　Euclid の互除法について復習しておく
【授業内容】　有理数の連分数展開
【事後学修】　有理数が有限連分数に展開される仕組みを理解する

第７回 【事前学修】　2 の平方根が無理数であることの証明を復習しておく
【授業内容】　無理数の連分数展開
【事後学修】　2 の平方根が無理数であることを連分数を利用して証明する

第８回 【事前学修】　全射と単射の定義を復習しておく
【授業内容】　単純連分数と実数との対応
【事後学修】　実数がどのように連分数に展開されるのかをまとめる

第９回 【事前学修】　1 次分数変換と行列の関係について調べておく
【授業内容】　連分数展開と大小関係
【事後学修】　無理数の近似値を利用して連分数展開を実際に求める

第10回 【事前学修】　代数的数と超越数について調べておく
【授業内容】　2 次無理数
【事後学修】　2 次無理数の定義と共役元について復習する

第11回 【事前学修】　循環小数について復習しておく
【授業内容】　循環連分数
【事後学修】　いくつかの循環連分数が実際に 2 次無理数であることを確認する

第12回 【事前学修】　部屋割り論法について調べておく
【授業内容】　2 次無理数の連分数展開
【事後学修】　部屋割り論法の応用について調べてみる

第13回 【事前学修】　円周率をよく近似する有理数について調べておく
【授業内容】　有理数による実数の近似
【事後学修】　連分数を利用した実数の近似の例を具体的に計算してみる

第14回 【事前学修】　有理数による無理数の近似について復習しておく
【授業内容】　Pell 方程式の解法
【事後学修】　具体的な Pell 方程式を実際に解いてみる

第15回 【事前学修】　環の単数群について調べておく
【授業内容】　Pell 方程式の解の構造
【事後学修】　Pell 方程式の解の構造について群論の言葉を用いてまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小テスト （60％） とレポート （40％） による。
小テストとレポートのフィードバック方法は初回授業時に説明する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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佐藤　篤

人間情報学演習Ⅰ（数理情報科学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

無理数・超越数とディオファントス近似

■講義内容■講義内容

無理数や超越数の基本的な性質、ならびに有理数による実数の近似について学ぶ。発表や報告は受講者が行い、それを元
にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

1. 無理性・超越性とディオファントス近似との関係について説明できるようになる。
2. eやπが超越数であることについて説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有理数と無理数
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　実数のg進法展開
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　連分数
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　πの無理性
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 1.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ヤコビのテータ関数の値の無理性
【事後学修】　テキスト 1.5 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 1.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　フィボナッチ数の逆数和の無理性
【事後学修】　テキスト 1.6 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 1.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　q対数関数の値の無理性
【事後学修】　テキスト 1.7 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 1.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ζ（3）の無理性
【事後学修】　テキスト 1.8 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 2.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　代数的数と超越数
【事後学修】　テキスト 2.1 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リューヴィル級数の値の超越性
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　フレドホルム級数の値の無理性
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 2.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　eの超越性
【事後学修】　テキスト 2.4 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 2.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　πの超越性
【事後学修】　テキスト 2.5 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 2.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　指数関数の値の超越性
【事後学修】　テキスト 2.6 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 2.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リンデマンの定理
【事後学修】　テキスト 2.7 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 2.8 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ゲルフォント－シュナイダーの定理
【事後学修】　テキスト 2.8 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　楕円関数について、基本事項をまとめた上で、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ワイエルシュトラスの楕円関数
【事後学修】　ワイエルシュトラスの楕円関数について、自分なりにまとめる

第18回 【事前学修】　モジュラ関数について、基本事項をまとめた上で、問題点を明確にしておく
【授業内容】　楕円モジュラ関数
【事後学修】　楕円モジュラ関数について、自分なりにまとめる
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第19回 【事前学修】　テキスト 2.9 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　p関数およびモジュラ関数j（τ）の値の超越性
【事後学修】　テキスト 2.9 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 3.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ロス－リドゥの定理
【事後学修】　テキスト 3.1 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　多項式のロンスキアン
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　多項式の指数
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第23回 【事前学修】　テキスト 3.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　一つの補題
【事後学修】　テキスト 3.4 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　テキスト 3.5 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　主補題
【事後学修】　テキスト 3.5 節の内容を自分なりに再構成する

第25回 【事前学修】　テキスト 3.6 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　証明の完結
【事後学修】　テキスト 3.6 節の内容を自分なりに再構成する

第26回 【事前学修】　テキスト 3.7 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ロス－リドゥの定理の応用
【事後学修】　テキスト 3.7 節の内容を自分なりに再構成する

第27回 【事前学修】　テキスト 4.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ベイカーの定理
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第28回 【事前学修】　テキスト 4.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補助関数
【事後学修】　テキスト 4.2 節の内容を自分なりに再構成する

第29回 【事前学修】　テキスト 4.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　補題
【事後学修】　テキスト 4.3 節の内容を自分なりに再構成する

第30回 【事前学修】　テキスト 4.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　証明の完結
【事後学修】　テキスト 4.4 節の内容を自分なりに再構成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

代数学と複素解析学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

塩川宇賢、無理数と超越数、森北出版、1999。ISBN: 9784627060913

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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佐藤　篤

人間情報学演習Ⅱ（数理情報科学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

線形符号と復号アルゴリズム

■講義内容■講義内容

リード・ソロモン符号の話を中心に、誤り訂正符号と復号アルゴリズムについて学ぶ。発表や報告は受講者が行い、それ
を元にして質疑や討論を行う。

■達成目標■達成目標

1. 誤り訂正符号の概念について説明できるようになる。
2. 符号の復号アルゴリズムの仕組みについて説明できるようになる。
3. これまでに学んだことを自分なりに再構成して表現できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキスト 1.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　線形符号とベクトル空間
【事後学修】　テキスト 1.1 節の内容を自分なりに再構成する

第２回 【事前学修】　テキスト 1.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　最小距離と最小重み
【事後学修】　テキスト 1.2 節の内容を自分なりに再構成する

第３回 【事前学修】　テキスト 1.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　シンドローム復号法とハミング限界
【事後学修】　テキスト 1.3 節の内容を自分なりに再構成する

第４回 【事前学修】　テキスト 1.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　重み分布
【事後学修】　テキスト 1.4 節の内容を自分なりに再構成する

第５回 【事前学修】　テキスト 2.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体の基本的な性質
【事後学修】　テキスト 2.1 節の内容を自分なりに再構成する

第６回 【事前学修】　テキスト 2.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　有限体GF（2^m）
【事後学修】　テキスト 2.2 節の内容を自分なりに再構成する

第７回 【事前学修】　テキスト 2.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　最小多項式とx^n-1の因数分解
【事後学修】　テキスト 2.3 節の内容を自分なりに再構成する

第８回 【事前学修】　テキスト 3.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　確率分布
【事後学修】　テキスト 3.1 節の内容を自分なりに再構成する

第９回 【事前学修】　テキスト 3.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　限界距離符号の失敗確率と誤り確率
【事後学修】　テキスト 3.2 節の内容を自分なりに再構成する

第10回 【事前学修】　テキスト 3.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　2元ブロック符号の最尤復号に関する限界
【事後学修】　テキスト 3.3 節の内容を自分なりに再構成する

第11回 【事前学修】　テキスト 4.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　離散メッセージとエントロピー
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第12回 【事前学修】　テキスト 4.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　相互情報量と離散通信路の通信路容量
【事後学修】　テキスト 4.1 節の内容を自分なりに再構成する

第13回 【事前学修】　テキスト 5.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リード・ソロモン符号
【事後学修】　テキスト 5.1 節の内容を自分なりに再構成する

第14回 【事前学修】　テキスト 5.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リード・ソロモン符号の復号
【事後学修】　テキスト 5.2 節の内容を自分なりに再構成する

第15回 【事前学修】　テキスト 5.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　Vendermonde行列
【事後学修】　テキスト 5.3 節の内容を自分なりに再構成する

第16回 【事前学修】　テキスト 5.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　その他の復号アルゴリズム
【事後学修】　テキスト 5.4 節の内容を自分なりに再構成する

第17回 【事前学修】　テキスト 6.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回符号
【事後学修】　テキスト 6.1 節の内容を自分なりに再構成する
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第18回 【事前学修】　テキスト 6.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回符号の生成行列とパリティ検査行列
【事後学修】　テキスト 6.2 節の内容を自分なりに再構成する

第19回 【事前学修】　テキスト 6.3 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回符号の最小距離についての一定理
【事後学修】　テキスト 6.3 節の内容を自分なりに再構成する

第20回 【事前学修】　テキスト 6.4 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　巡回リード・ソロモン符号とBCH符号
【事後学修】　テキスト 6.4 節の内容を自分なりに再構成する

第21回 【事前学修】　テキスト 11.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　ユークリッド法
【事後学修】　テキスト 11.1 節の内容を自分なりに再構成する

第22回 【事前学修】　テキスト 11.2 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　RS符号とBCH符号の復号
【事後学修】　テキスト 11.2 節の内容を自分なりに再構成する

第23回 【事前学修】　テキスト 12.1 節を読んだ上で、全ての定義を確認し、問題点を明確にしておく
【授業内容】　リスト復号
【事後学修】　テキスト 12.1 節の内容を自分なりに再構成する

第24回 【事前学修】　論文の概要についてまとめておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　論文の概要について修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　主結果について草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　主結果について修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　定理等の依存関係をまとめておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　定理等の依存関係について修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　定理等の証明の草稿を準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　定理等の証明について修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字脱字を修正しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：推敲
【事後学修】　論文の誤字脱字について修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備しておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　発表のスライドについて修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　発表の練習について修正し、適切な内容になっているか確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

普段の発表と出席状況 （40％） ならびにレポート （60％） により総合的に評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数学と代数学の基礎を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

ユステセン・ホーホルト, 誤り訂正符号入門, 第 2 版, 森北出版, 2019.
ISBN: 9784627817128

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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村上　弘志

フラクタル
Fractal

■テーマ■テーマ

フラクタル

■講義内容■講義内容

フラクタルの概要と主な実例について解説し、実際の図の作成方法や応用例の紹介を通じて考え方を伝える。資料を用い
て説明する講義形式で進めるが、講義時間の一部で適宜学生に発表させディスカッションを行う。

■達成目標■達成目標

フラクタルの考え方を理解し、いくつかの例を自分で作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクタルとはどのようなものか調べる
【授業内容】　フラクタルの考え方について
【事後学修】　フラクタルとはどのようなものであったかまとめる

第２回 【事前学修】　フラクタルの例を調べる
【授業内容】　基礎的なフラクタルの例
【事後学修】　フラクタルの例をまとめる

第３回 【事前学修】　自然界のフラクタルの例を調べる
【授業内容】　自然界に見られるフラクタル
【事後学修】　自然界のフラクタルについてまとめる

第４回 【事前学修】　一般的な次元について調べる
【授業内容】　フラクタル次元について（1）：ハウスドルフ次元
【事後学修】　次元の意味について復習する

第５回 【事前学修】　次元の意味について復習する
【授業内容】　フラクタル次元について（2）：ボックス次元
【事後学修】　次元の計算方法について復習する

第６回 【事前学修】　次元の計算方法について復習する
【授業内容】　フラクタル次元について（3）：その他の方法
【事後学修】　フラクタル次元についてまとめる

第７回 【事前学修】　C 言語の開発環境を整える
【授業内容】　数値計算、描画方法の紹介
【事後学修】　数値的にフラクタルの計算を実行する

第８回 【事前学修】　これまでの不明点を洗い出す
【授業内容】　前半を通しての復習と質疑応答
【事後学修】　これまでの内容をまとめる

第９回 【事前学修】　図形描画の開発環境を整える
【授業内容】　フラクタル図形の作成（1）：コッホ曲線
【事後学修】　コッホ曲線を作図する

第10回 【事前学修】　図形の描画方法を振り返る
【授業内容】　フラクタル図形の作成（2）：ジュリア集合
【事後学修】　ジュリア集合を作図する

第11回 【事前学修】　フラクタル図形について調べる
【授業内容】　フラクタル図形の作成（3）：セル・オートマトン
【事後学修】　セル・オートマトンをいくつか試す

第12回 【事前学修】　次元解析について調べる
【授業内容】　フラクタルを扱う数学的方法
【事後学修】　数学的にフラクタルを扱う方法について復習する

第13回 【事前学修】　フラクタルの形状について振り返る
【授業内容】　フラクタルの応用例（1）：形状の利用
【事後学修】　フラクタル形状の応用例をまとめる

第14回 【事前学修】　フラクタルの性質を振り返る
【授業内容】　フラクタルの応用例（2）：統計的処理
【事後学修】　フラクタルの統計的処理への応用例をまとめる

第15回 【事前学修】　これまでの不明点を洗い出す
【授業内容】　全体を通しての復習とまとめレポート。レポートは添削して返却する。
【事後学修】　全体の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。表面的な知識だけではなく、本質的な考え方を理解することにより自分自身で応用が可能であること
を評価する。
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義の内容について復習し、自分でも説明できるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。
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■テキスト■テキスト

教員が作成するプリントを配布する。

■参考文献■参考文献

高安秀樹・フラクタル•朝倉書店　ISBN: 978-4254102352
他、適宜紹介する。
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村上　弘志

人間情報学演習Ⅰ（フラクタル）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

フラクタルの一般論

■講義内容■講義内容

フラクタルの概要と主な実例について学ぶ。はじめに教員が紙やスライドなどの資料を用いて説明し、その後学生が実際
に計算や作図を行う演習形式で実施する。内容のまとまりごとに簡単な発表会を行うことで学生相互の意見交換を活発に
する。また、最後には各自にテーマを割り振って全体に関する発表会を行う。

■達成目標■達成目標

フラクタルについて理解を深め、簡単ないくつかの方法で次元の計算ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクタルとはどのようなものか調べる
【授業内容】　導入：フラクタルとは何か
【事後学修】　フラクタルについて振り返り、まとめる

第２回 【事前学修】　フラクタルの例を調べる
【授業内容】　導入：基礎的なフラクタルの例
【事後学修】　フラクタルの例をまとめる

第３回 【事前学修】　測度について調べる
【授業内容】　数学的準備：測度と質量分布（1）：測度
【事後学修】　測度についてまとめる

第４回 【事前学修】　質量分布について調べる
【授業内容】　数学的準備：測度と質量分布（2）：質量分布
【事後学修】　質量分布についてまとめる

第５回 【事前学修】　質量分布の復習をする
【授業内容】　数学的準備：確率論に関すること
【事後学修】　確率論についてまとめる

第６回 【事前学修】　確率論の復習をする
【授業内容】　数学的準備：確率論過程に関すること
【事後学修】　確率論過程についてまとめる

第７回 【事前学修】　ハウスドルフ次元について調べる
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ測度
【事後学修】　ハウスドフル測度についてまとめる

第８回 【事前学修】　ハウスドフル測度の復習をする
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ次元
【事後学修】　ハウスドルフ次元についてまとめる

第９回 【事前学修】　ハウスドルフ次元の復習をする
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ次元の計算―簡単な例
【事後学修】　実例についてハウスドルフ次元の計算を行う

第10回 【事前学修】　ハウスドルフ次元の計算について復習する
【授業内容】　次元の定義：ハウスドルフ次元の同値な定義
【事後学修】　ハウスドルフ次元の定義をまとめる

第11回 【事前学修】　ハウスドルフ次元の特徴をまとめる
【授業内容】　次元の定義：次元のより精密な定義
【事後学修】　次元の定義について復習する

第12回 【事前学修】　ボックス次元について調べる
【授業内容】　次元の別の定義：ボックス次元
【事後学修】　実例についてボックス次元の計算を行う

第13回 【事前学修】　ボックス次元について復習する
【授業内容】　次元の別の定義：ボックス次元の性質と問題点
【事後学修】　ボックス次元の問題点をまとめる

第14回 【事前学修】　ボックス次元の性質について復習する
【授業内容】　次元の別の定義：変形ボックス次元
【事後学修】　変形ボックス次元について実例をまとめる

第15回 【事前学修】　変形ボックス次元について復習する
【授業内容】　次元の別の定義：パッキング測度といくつかの次元
【事後学修】　パッキング測度にもとづき次元を計算する

第16回 【事前学修】　次元について調べる
【授業内容】　次元の別の定義：いくつかの他の次元の定義
【事後学修】　これまでの次元の定義についてまとめる

第17回 【事前学修】　次元の計算方法について調べる
【授業内容】　次元計算の技術：基本的方法　N
【事後学修】　実例について基本的方法により次元を計算する

第18回 【事前学修】　基本的方法による次元の計算について復習する
【授業内容】　次元計算の技術：有限測度の集合による方法
【事後学修】　実例について有限測度の集合による方法を用いて次元を計算する
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第19回 【事前学修】　有限測度の集合による次元の計算について復習する
【授業内容】　次元計算の技術：ポテンシャル論的方法
【事後学修】　実例についてポテンシャル論的方法により次元を計算する

第20回 【事前学修】　ポテンシャル論的方法による次元の計算について復習する
【授業内容】　次元計算の技術：フーリエ変換による方法
【事後学修】　実例についてフーリエ変換による方法を用いて次元を計算する

第21回 【事前学修】　フラクタル図形の例を調べる
【授業内容】　フラクタル図形の例
【事後学修】　フラクタル図形の例をまとめる

第22回 【事前学修】　様々なフラクタル図形を調べる
【授業内容】　様々なフラクタル図形の比較
【事後学修】　フラクタル図形の比較についてまとめる

第23回 【事前学修】　フラクタルの応用例を調べる
【授業内容】　フラクタルの応用例
【事後学修】　フラクタルの応用例についてまとめる

第24回 【事前学修】　形状を利用した応用例を調べる
【授業内容】　形状を利用した応用例の実践
【事後学修】　形状を利用した応用例についてまとめる

第25回 【事前学修】　統計的処理の応用例を調べる
【授業内容】　統計的処理の応用例の実践
【事後学修】　フラクタルの応用例をまとめる

第26回 【事前学修】　フラクタル図形について調べる
【授業内容】　簡単なフラクタル図形の作図
【事後学修】　フラクタル図形の作図を完了する

第27回 【事前学修】　フラクタル図形の特徴について考える
【授業内容】　フラクタル図形の特徴の把握
【事後学修】　フラクタル図形の特徴をまとめる

第28回 【事前学修】　フラクタル図形の構造について考える
【授業内容】　フラクタル図形の構造
【事後学修】　フラクタル図形の構造についてまとめる

第29回 【事前学修】　発表の準備をする
【授業内容】　発表会：各自の割り当てたテーマについて報告する
【事後学修】　発表会でのコメントについて調べ、まとめる

第30回 【事前学修】　全体を振り返り不明点を洗い出す
【授業内容】　全体を通しての復習とまとめレポート。レポートは添削して返却する。
【事後学修】　まとめレポートを完成し、提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。表面的な知識だけではなく本質的な考え方を理解しているかどうかを、実際に簡単な計算・作図がで
きるかという観点から評価する。
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回資料を見直し、次回までに自分で説明できるようになること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

教員が作成するプリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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村上　弘志

人間情報学演習Ⅱ（フラクタル）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

フラクタルの図の作成と応用

■講義内容■講義内容

フラクタルの実際の作図方法を実践し、応用方法を知る。はじめに教員が紙やスライドなどの資料を用いて説明し、その
後学生が実際に計算や作図を行う演習形式で実施する。内容のまとまりごとに簡単な発表会を行うことで学生相互の意見
交換を活発にする。また、最後には各自にテーマを割り振って全体に関する発表会を行う。

■達成目標■達成目標

フラクタル図形をいくつか自分で作図できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクタルについて調べる
【授業内容】　フラクタルの概要
【事後学修】　フラクタルについて振り返り、まとめる

第２回 【事前学修】　フラクタルの例を調べる
【授業内容】　自然界などで見られるフラクタルの例
【事後学修】　フラクタルの例をまとめる

第３回 【事前学修】　開発環境を整備する
【授業内容】　数値計算の準備
【事後学修】　開発環境の整備を完了する

第４回 【事前学修】　数値計算について調べる
【授業内容】　簡単な数値計算の例
【事後学修】　簡単な数値計算を実行する

第５回 【事前学修】　数値計算についてまとめる
【授業内容】　数値計算の演習
【事後学修】　やり残した演習を終わらせる

第６回 【事前学修】　計算結果の描画について調べる
【授業内容】　描画ライブラリの紹介
【事後学修】　描画ライブラリについて調べる

第７回 【事前学修】　描画ライブラリについて調べる
【授業内容】　描画ライブラリの準備
【事後学修】　描画ライブラリを使ってみる

第８回 【事前学修】　描画ライブラリを使ってみる
【授業内容】　簡単な図形の作成
【事後学修】　図形の作成を完了する

第９回 【事前学修】　いくつかの図形を作成する
【授業内容】　図形の作成と操作
【事後学修】　図形の操作を行う

第10回 【事前学修】　フラクタル図形について調べる
【授業内容】　フラクタル図形の特徴
【事後学修】　フラクタル図形の特徴をまとめる

第11回 【事前学修】　コッホ曲線について調べる
【授業内容】　コッホ曲線の概要
【事後学修】　コッホ曲線についてまとめる

第12回 【事前学修】　コッホ曲線の作図手順を調べる
【授業内容】　コッホ曲線の作図法の検討
【事後学修】　コッホ曲線の作図法をまとめる

第13回 【事前学修】　コッホ曲線の作図法を決定する
【授業内容】　コッホ曲線の作図の実装
【事後学修】　コッホ曲線の作図の実装を進める

第14回 【事前学修】　コッホ曲線の作図の実装を完了する
【授業内容】　コッホ曲線の作図
【事後学修】　コッホ曲線を作図する

第15回 【事前学修】　コッホ曲線を組み合わせコッホ雪片を作図する
【授業内容】　コッホ曲線の次元
【事後学修】　コッホ曲線の次元についてまとめる

第16回 【事前学修】　ジュリア集合について調べる
【授業内容】　ジュリア集合の概要
【事後学修】　ジュリア集合についてまとめる

第17回 【事前学修】　ジュリア集合の作図手順を調べる
【授業内容】　ジュリア集合の作図法の検討
【事後学修】　ジュリア集合の作図法をまとめる

第18回 【事前学修】　ジュリア集合の作図法を決定する
【授業内容】　ジュリア集合の作図の実装
【事後学修】　ジュリア集合の作図の実装を進める
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第19回 【事前学修】　ジュリア集合の作図の実装を完了する
【授業内容】　ジュリア集合の作図 1：全体像
【事後学修】　ジュリア集合を作図する

第20回 【事前学修】　動画の仕組みを調べる
【授業内容】　ジュリア集合の作図 2：動画
【事後学修】　ジュリア集合の動画を作成する

第21回 【事前学修】　パラメータを変えたジュリア集合の動画を作成する
【授業内容】　ジュリア集合の特徴の把握
【事後学修】　ジュリア集合の作図についてまとめる

第22回 【事前学修】　セル・オートマトンについて調べる
【授業内容】　セル・オートマトンの概要
【事後学修】　セル・オートマトンについてまとめる

第23回 【事前学修】　セル・オートマトンによるフラクタル図形について調べる
【授業内容】　セル・オートマトンによるフラクタル図形の検討
【事後学修】　セル・オートマトンによるフラクタル図形についてまとめる

第24回 【事前学修】　セル・オートマトンの作図手順を調べる
【授業内容】　セル・オートマトンの実装
【事後学修】　セル・オートマトンの実装を進める

第25回 【事前学修】　セル・オートマトンの実装を完了する
【授業内容】　セル・オートマトンによるフラクタル図形の作図
【事後学修】　セル・オートマトンによるフラクタル図形の作図を完了する

第26回 【事前学修】　様々なフラクタル図形の例を調べる
【授業内容】　様々なフラクタル図形
【事後学修】　様々なフラクタル図形の例をまとめる

第27回 【事前学修】　様々なフラクタル図形を列挙する
【授業内容】　フラクタル図形の比較
【事後学修】　フラクタル図形の比較をまとめる

第28回 【事前学修】　フラクタルの特徴量について調べる
【授業内容】　フラクタルの特徴量の評価
【事後学修】　発表の準備をする

第29回 【事前学修】　発表の準備をする
【授業内容】　発表会：各自の割り当てたテーマについて報告する
【事後学修】　発表会でのコメントについて調べ、まとめる

第30回 【事前学修】　全体を通して疑問点を洗い出す
【授業内容】　全体を通しての復習とまとめレポート。レポートは添削して返却する。
【事後学修】　まとめレポートを完成し、提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）。表面的な知識だけではなく本質的な考え方を理解しているかどうかを、実際に簡単な計算・作図がで
きるかという観点から評価する。
観点ごとの配点は授業時に伝える。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回資料を見直し、次回までに自分で説明できるようになること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

教員が作成するプリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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菅原　研

複雑系の科学
Science of Complex Systems

■テーマ■テーマ

複雑系の数理モデル

■講義内容■講義内容

多岐にわたる複雑系科学のうち、フラクタル、カオス、セルオートマトン、パーコレーション、複雑ネットワーク、交通
流モデルに焦点をあて、その基本概念を修得する。簡単な数理モデルの構築とコンピュータによる解析を通して実践的に
理解を深める。

■達成目標■達成目標

①複雑系の基本概念が理解できるようになる。
②数理モデルに関する理解と応用が可能になる。
③コンピュータシミュレーションを通して、解析力とプログラミング技法が習得できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを十分に読み込んでくる
【授業内容】　複雑系とは
【事後学修】　振り返り作業により「複雑系」を十分に理解する

第２回 【事前学修】　配布資料（フラクタル）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　フラクタルとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「フラクタル」を十分に理解する

第３回 【事前学修】　配布資料（フラクタル次元）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　自然に見られるフラクタルと次元の測り方
【事後学修】　振り返り作業により「次元の測り方」を十分に理解する

第４回 【事前学修】　配布資料（カオス）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　カオスとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「カオス」を十分に理解する

第５回 【事前学修】　配布資料（カオスの応用）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　カオスの応用
【事後学修】　振り返り作業により「カオスの応用」を十分に理解する

第６回 【事前学修】　配布資料（セルオートマトン）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　セルオートマトンとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「セルオートマトン」を十分に理解する

第７回 【事前学修】　配布資料（セルオートマトンの応用）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　セルオートマトンの応用
【事後学修】　振り返り作業により「セルオートマトンの応用」を十分に理解する

第８回 【事前学修】　配布資料（パーコレーション）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　パーコレーションとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「パーコレーション」を十分に理解する

第９回 【事前学修】　配布資料（パーコレーションの応用）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　パーコレーションの応用
【事後学修】　振り返り作業により「パーコレーションの応用」を十分に理解する

第10回 【事前学修】　配布資料（複雑ネットワーク）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　複雑ネットワークとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「複雑ネットワーク」を十分に理解する

第11回 【事前学修】　配布資料（複雑ネットワーク２）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　自然・社会に見られる複雑ネットワーク
【事後学修】　振り返り作業により「自然や社会に見られる複雑ネットワーク」を十分に理解する

第12回 【事前学修】　配布資料（人工生命）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　人工生命とは何か
【事後学修】　振り返り作業により「人工生命」を十分に理解する

第13回 【事前学修】　配布資料（人工生命２）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　人工生命と人工知能
【事後学修】　振り返り作業により「人工生命と人工知能」を十分に理解する

第14回 【事前学修】　配布資料（交通流モデル）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　交通流モデルとは何か
【事後学修】　振り返り作業により「交通流モデル」を十分に理解する

第15回 【事前学修】　配布資料（交通流モデル２）を十分に読み込んでくる
【授業内容】　交通流モデルと複雑系
【事後学修】　振り返り作業により「交通流モデルと複雑系の関係」を十分に理解する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

適宜課すレポートにより評価（100％）。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1700 -



■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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菅原　研

人間情報学演習Ⅰ（複雑系の科学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

複雑系の数理モデルの構築と解法

■講義内容■講義内容

複雑力学系を特徴づける二つの性質－非線形性とカオス－に注目して、複雑であることの数理的意味を力学系と非力学系
を構成してそれを解くことにより学習する。

■達成目標■達成目標

複雑系の基本モデルであるロジスティックモデル、ローレンツモデル、ホップモデルなどを材料に、力学系のコンピュー
タシミュレーション技法を学ぶことで、複雑系の性質が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる
【授業内容】　ロジスティックモデルと写像　1 自由度系
【事後学修】　第１回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第２回 【事前学修】　第２回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　プログラミングによる可視化法（1）　グラフィック表示
【事後学修】　第２回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第３回 【事前学修】　第３回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　拡張写像　2 自由度系
【事後学修】　第３回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第４回 【事前学修】　第４回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　連続線形力学系と線形微分方程式
【事後学修】　第４回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第５回 【事前学修】　第５回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　連続非線形力学系と非線形微分方程式
【事後学修】　第５回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第６回 【事前学修】　第６回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　微分方程式の数値解法（1）　オイラー法
【事後学修】　第６回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第７回 【事前学修】　第７回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　微分方程式の数値解法（2）　修正オイラー法
【事後学修】　第７回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第８回 【事前学修】　第８回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　微分方程式の数値解法（3）　ルンゲクッタ法・ブルリッシュ=ストア法
【事後学修】　第８回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第９回 【事前学修】　第９回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　プログラミングによる可視化法（2）　アニメーション
【事後学修】　第９回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第10回 【事前学修】　第10回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　保存系とカオス　4 自由度系
【事後学修】　第10回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第11回 【事前学修】　第11回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　散逸系とカオス（1）　3 自由度系
【事後学修】　第11回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第12回 【事前学修】　第12回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　散逸系とカオス（2）　4 自由度系
【事後学修】　第12回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第13回 【事前学修】　第13回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　ポアンカレ断面－系の単純化
【事後学修】　第13回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第14回 【事前学修】　第14回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　ヤコビ行列と最大リヤプノフ指数
【事後学修】　第14回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第15回 【事前学修】　第15回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　ベルーソフ=ジャポチンスキ反応と自己組織化
【事後学修】　第15回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第16回 【事前学修】　第16回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　チューリング反応と自己組織化
【事後学修】　第16回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第17回 【事前学修】　第17回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　確率過程とモンテカルロ法（1）　酔歩
【事後学修】　第17回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第18回 【事前学修】　第18回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　確率過程とモンテカルロ法（2）　統計力学
【事後学修】　第18回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する
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第19回 【事前学修】　第19回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　セルオートマトンとライフゲーム
【事後学修】　第19回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第20回 【事前学修】　第20回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　地震と自己組織化
【事後学修】　第20回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第21回 【事前学修】　第21回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　砂山と自己組織化
【事後学修】　第21回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第22回 【事前学修】　第22回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　神経回路網（1）　脳の機能
【事後学修】　第22回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第23回 【事前学修】　第23回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　神経回路網（2）　パターン認識のモデル
【事後学修】　第23回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第24回 【事前学修】　第24回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　神経回路網（3）　モデルの改良
【事後学修】　第24回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第25回 【事前学修】　第25回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズム（1）　進化
【事後学修】　第25回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第26回 【事前学修】　第26回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズム（2）　モデル
【事後学修】　第26回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第27回 【事前学修】　第27回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（1）

第28回 【事前学修】　第28回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（2）　能力と決定構造
【事後学修】　第28回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第29回 【事前学修】　第29回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（3）　モデル
【事後学修】　第29回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第30回 【事前学修】　第30回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　意思決定と組織（4）　偶然性と決定構造の役割
【事後学修】　全ての演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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菅原　研

人間情報学演習Ⅱ（複雑系の科学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

複雑系の数理モデル

■講義内容■講義内容

複雑系の数理的モデル化の方法と実際を、軍縮モデル・疫病モデル・環境モデルなどの具体例を取り上げテキスト講読を
しながら学習する。

■達成目標■達成目標

数理モデルの構成と解析の方法を理解し応用できるようになる。また、数学上の基本定理とシステムのふるまいとの関係
が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章（軍事競争・戦争・革命の数理モデル）　第 1 回講読　社会システムの特性
【事後学修】　第１回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第２回 【事前学修】　第２回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 2 回講読　Lotka-Volterra 模型
【事後学修】　第２回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第３回 【事前学修】　第３回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 3 回講読　共進化
【事後学修】　第３回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第４回 【事前学修】　第４回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 4 回講読　革新と病疫
【事後学修】　第４回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第５回 【事前学修】　第５回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 1 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第５回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第６回 【事前学修】　第６回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章（闘争の力学モデル）　第 1 回講読　闘争とは
【事後学修】　第６回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第７回 【事前学修】　第７回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 2 回講読　強化
【事後学修】　第７回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第８回 【事前学修】　第８回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 3 回講読　闘争の適応モデル
【事後学修】　第８回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第９回 【事前学修】　第９回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 4 回講読　シミュレーションの方法
【事後学修】　第９回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第10回 【事前学修】　第10回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 2 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第10回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第11回 【事前学修】　第11回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章（集団的安全と軍事競争の力学）　第 1 回講読　利他と互恵
【事後学修】　第11回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第12回 【事前学修】　第12回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 2 回講読　線型モデル
【事後学修】　第12回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第13回 【事前学修】　第13回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 3 回講読　集団的安全の連結性
【事後学修】　第13回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第14回 【事前学修】　第14回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 4 回講読　強い連結と弱い連結
【事後学修】　第14回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第15回 【事前学修】　第15回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 3 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第15回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第16回 【事前学修】　第16回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章（革新・流行・環境）　第 1 回講読　革新・革命と流行病
【事後学修】　第16回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第17回 【事前学修】　第17回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 2 回講読　不満の進化
【事後学修】　第17回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第18回 【事前学修】　第18回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 3 回講読　隔離
【事後学修】　第18回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する
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第19回 【事前学修】　第19回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 4 回講読　免疫
【事後学修】　第19回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第20回 【事前学修】　第20回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 4 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第20回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第21回 【事前学修】　第21回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章（麻薬拡散の理論）第 1 回講読　社会現象としての麻薬拡散
【事後学修】　第21回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第22回 【事前学修】　第22回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 2 回講読　モデルと解の安定性
【事後学修】　第22回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第23回 【事前学修】　第23回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 3 回講読　反応拡散の非線形モデル
【事後学修】　第23回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第24回 【事前学修】　第24回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 4 回講読　法制と教育の効果
【事後学修】　第24回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第25回 【事前学修】　第25回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 5 章　第 5 回講読と数理モデル化の実習
【事後学修】　第25回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第26回 【事前学修】　第26回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章（非線形力学系の数理）第 1 回講読　非線形 2 次元自律系
【事後学修】　第26回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第27回 【事前学修】　第27回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 2 回講読　非双曲平衡点
【事後学修】　第27回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第28回 【事前学修】　第28回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 3 回講読　Poincare-Bendixon の定理
【事後学修】　第28回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第29回 【事前学修】　第29回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 4 回講読　指数理論
【事後学修】　第29回演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

第30回 【事前学修】　第30回配布資料をよく読んでくる
【授業内容】　教科書第 6 章　第 5 回講読　ブローウェルの不動点定理
【事後学修】　全ての演習内容を振り返り、内容を確実に理解する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

oshua M. Epstein Nonlinear Dynamics， Mathematical Biology， and Social Science 1997 （Addison-Wesley， New
York）。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。
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岩田　友紀子

数理統計学特論
Special Topics in Mathematical Statistics

■テーマ■テーマ

数理統計学概論

■講義内容■講義内容

確率論と統計学の基礎とそれらのつながりについて詳しく解説する。また、それらが統計学にどのように用いられている
かを紹介する。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

母集団の特性値（平均値、分散、標準偏差、相関係数等）の概念を理解し、具体的なデータをもとにそれらの計算法を習
得する。またいろいろな確率分布の特性を理解し、推定や検定に応用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　一変数関数の微分積分について復習しておく。
【授業内容】　資料の整理、平均と分散
【事後学修】　分散は何を表す量かを復習する。

第２回 【事前学修】　度数分布表とは何かを予習してくる。
【授業内容】　標準偏差とチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式を具体的例に適用する練習をする。

第３回 【事前学修】　2 つの変量に対する相関表について予習してくる。
【授業内容】　相関と相関係数
【事後学修】　相関係数を求める練習をしておく。

第４回 【事前学修】　2 変数関数の偏微分について復習してくる。
【授業内容】　回帰直線
【事後学修】　具体例に対し回帰直線を求める練習をしておく。

第５回 【事前学修】　確率について予習してくる。
【授業内容】　確率、条件付確率、事象の独立
【事後学修】　独立な事象とそうでない事象の例をいくつか考える。

第６回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　離散確率変数と連続確率変数、確率分布
【事後学修】　確率分布の意味を復習しておく。

第７回 【事前学修】　確率変数について復習しておく。
【授業内容】　確率変数の独立性、確率変数の和差積商
【事後学修】　確率変数の和や積も確率変数であることを確認しておく。

第８回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　確率変数の平均と分散
【事後学修】　確率変数の平均・分散が、度数分布表の平均・分散と同じ概念であることを確認しておく。

第９回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　チェビシェフの不等式と大数の法則
【事後学修】　大数の法則の証明方法を復習しておく。

第10回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　モーメント母関数
【事後学修】　モーメント母関数の定義と、それを使って平均値や分散を計算する方法を復習しておく。

第11回 【事前学修】　二項分布とはどのような分布か予習してくる。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布
【事後学修】　二項分布がどのような場合にポアソン分布で近似できるか、またそれはどうしてかを復習してお
く。

第12回 【事前学修】　一変数関数の積分と置換積分について復習しておく。
【授業内容】　正規分布
【事後学修】　一般の正規分布を標準正規分布に変換する方法を復習しておく。

第13回 【事前学修】　有限個の確率変数の平均について、その平均や分散はどのように計算されるかを復習しておく。
【授業内容】　中心極限定理
【事後学修】　中心極限定理の応用について復習しておく。

第14回 【事前学修】　標本について復習しておく。
【授業内容】　推定
【事後学修】　標本平均や標本分散の期待値（平均値）について復習しておく。

第15回 【事前学修】　前回の授業の内容を復習しておく。
【授業内容】　検定
【事後学修】　仮説の検定の手順を復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

発表（70%）、レポート(30%)で評価する。
積極的な姿勢を重視する。発表準備、積極的な姿勢を総合的に評価する。具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高等学校で学習する程度の確率、および大学初年級の解析学（1 変数関数の微分積分や 2 変数関数の偏微分や重積分）の
基礎知識を理解しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅰ（数理統計学特論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

確率分布と確率過程

■講義内容■講義内容

統計学に現れる様々な理論や手法を数理科学的な観点から考察する。セミナー形式の授業を行ない指導する。双方向型授
業で行う。

■達成目標■達成目標

確率と確率変数の意味が理解でき、様々な確率分布の平均、分散、相関係数等が正しく計算できるようになる。また正規
分布表やその他の重要な数表の使い方を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　相加平均、相乗平均、調和平均とはどのようなものか予習して来る。
【授業内容】　資料の整理と代表値
【事後学修】　相加平均の計算の簡便法を、具体例を用いて復習する。

第２回 【事前学修】　度数分布表とは何かを予習して来る。
【授業内容】　度数分布表と平均・分散
【事後学修】　度数分布表から平均と分散を計算する簡便法を練習する。

第３回 【事前学修】　分散の計算法（2 種類）を復習する。
【授業内容】　標準偏差とチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式の証明法を復習する。

第４回 【事前学修】　2 変量の相関表について予習して来る。
【授業内容】　相関表と共分散
【事後学修】　共分散の持つ意味を復習する。

第５回 【事前学修】　相関の強さを表す方法を考えてくる。
【授業内容】　相関係数
【事後学修】　具体例を用いて相関係数を計算する練習をしておく。

第６回 【事前学修】　相関係数の求め方を復習しておく。
【授業内容】　回帰直線
【事後学修】　回帰直線の持つ意味を復習する。

第７回 【事前学修】　場合の数と確率について予習しておく。
【授業内容】　標本空間と事象
【事後学修】　集合の演算法則を復習する。

第８回 【事前学修】　標本空間と事象の例を復習しておく。
【授業内容】　確率の定義、組み合わせ論的確率と統計的確率
【事後学修】　組み合わせ論的確率と統計的確率について復習しておく。

第９回 【事前学修】　組み合わせ論的確率を復習しておく。
【授業内容】　確率の公理的定義、確率空間
【事後学修】　確率空間という概念を復習しておく。

第10回 【事前学修】　確率を求める具体的な問題を解く練習をする。
【授業内容】　条件付確率
【事後学修】　確率の乗法定理の応用例をいくつか解いておく。

第11回 【事前学修】　条件付確率を復習しておく。
【授業内容】　ベイズの定理とその応用
【事後学修】　ベイズの定理を使う問題をいくつか解いておく。

第12回 【事前学修】　定積分の復習をしておく。
【授業内容】　離散確率変数と連続確率変数
【事後学修】　連続確率変数の確率分布の例を復習しておく。

第13回 【事前学修】　微分積分学の基本定理を復習しておく。
【授業内容】　分布関数と確率密度関数
【事後学修】　確率密度関数の性質を理解しておく。

第14回 【事前学修】　2 種類の確率変数が必要となる例を考えてくる。
【授業内容】　2 次元分布（離散と連続）
【事後学修】　2 次元の確率変数の例を復習しておく。

第15回 【事前学修】　二重積分を復習しておく。
【授業内容】　2 次元確率密度と 2 次元確率密度関数
【事後学修】　2 次元確率変数の具体例に対して確率計算の練習をしておく。

第16回 【事前学修】　条件付き確率の復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の独立性
【事後学修】　独立な確率変数と従属な確率変数の例をそれぞれ復習をしておく。

第17回 【事前学修】　確率変数の和が確率変数になることを確かめてくる。
【授業内容】　確率変数の演算
【事後学修】　確率変数の和や積の確率分布について復習をしておく。

第18回 【事前学修】　度数分布表に対する平均・分散について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数の平均と分散
【事後学修】　確率変数の平均と分散の計算練習をしておく
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第19回 【事前学修】　データの整理で述べたチェビシェフの不等式を復習をしておく。
【授業内容】　確率変数についてのチェビシェフの不等式
【事後学修】　チェビシェフの不等式を具体例に適用する練習をしておく。

第20回 【事前学修】　統計的確率の復習をしておく。
【授業内容】　大数の法則
【事後学修】　統計的確率と大数の法則の関係を復習をしておく。

第21回 【事前学修】　確率変数とその演算について復習をしておく。
【授業内容】　確率変数のモーメント母関数
【事後学修】　平均や分散とモーメント母関数の関係を復習をしておく。

第22回 【事前学修】　分布関数とは何であったかを復習をしておく。
【授業内容】　分布関数とモーメント母関数の関係
【事後学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。

第23回 【事前学修】　二項分布とは何であったを復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をどのように計算したかを復習をしておく。

第24回 【事前学修】　モーメント母関数の基本的な性質を復習をしておく。
【授業内容】　二項分布とポアソン分布のモーメント母関数
【事後学修】　二項分布、ポアソン分布の平均・分散をモーメント母関数から導く方法を復習をしておく。

第25回 【事前学修】　正規分布とはどのような分布かを復習しておく。
【授業内容】　正規分布とそのモーメント母関数
【事後学修】　正規分布の平均・分散について復習しておく。

第26回 【事前学修】　定積分の変数変換の公式を復習しておく。
【授業内容】　標準正規分布と正規分布表
【事後学修】　正規分布表の見方を復習しておく。

第27回 【事前学修】　二重積分の計算練習をしておく
【授業内容】　正規分布の再生性
【事後学修】　正規分布の再生性を示す定理の証明法を復習しておく。

第28回 【事前学修】　確率変数の平均について復習しておく。
【授業内容】　母集団と標本、統計量
【事後学修】　標本や統計量の意味をしっかり把握する。

第29回 【事前学修】　標本平均とその分布について復習をしておく。
【授業内容】　中心極限定理
【事後学修】　中心極限定理の証明法を理解しておく。

第30回 【事前学修】　二項定理について復習しておく。
【授業内容】　中心極限定理の応用、ラプラスの定理
【事後学修】　二項分布を正規分布で近似する際の注意点を復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの提出（60％）と発表の様子（40％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学的な理論の裏づけを重視するので、日頃からいろいろな数学書をよく読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅱ（数理統計学特論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

確率論における極限定理と推定統計学と帰無仮説検定

■講義内容■講義内容

統計学に現れる様々な理論や手法を数理科学的な観点から考察し、さらなる応用や発展を試みる。セミナー形式の授業を
行ない指導する。双方向型授業で行う。

■達成目標■達成目標

推定や検定の意味とその手法を習得し、様々なモデルやデータに対して正しく推定や検定が行なえるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　特異積分について予習しておく。
【授業内容】　ガンマ関数とベータ関数
【事後学修】　ガンマ関数とベータ関数の性質及びこれらの関数の関係を復習しておく。

第２回 【事前学修】　確率変数の演算について復習しておく。
【授業内容】　カイ 2 乗分布とカイ 2 乗分布表
【事後学修】　カイ 2 乗分布表の見方を復習しておく。

第３回 【事前学修】　スターリングの近似式（公式）について予習してして来る。
【授業内容】　分布と t 分布表
【事後学修】　分布表の見方を復習しておく。

第４回 【事前学修】　二重積分の変数変換の公式を復習しておく。
【授業内容】　F 分布と F 分布表
【事後学修】　F 分布表の見方を復習しておく。

第５回 【事前学修】　カイ 2 乗分布について復習しておく。
【授業内容】　カイ 2 乗分布をする標本分布
【事後学修】　カイ 2 乗分布をする標本分布の例を復習しておく。

第６回 【事前学修】　分布について復習しておく。
【授業内容】　分布をする標本分布
【事後学修】　分布をする標本分布の例を復習しておく。

第７回 【事前学修】　F 分布について復習しておく。
【授業内容】　F 分布をする標本分布
【事後学修】　F 分布をする標本分布の例を復習しておく。

第８回 【事前学修】　確率変数の演算とその平均・分散について復習しておく。
【授業内容】　点推定と不偏推定量
【事後学修】　不偏推定量の意味と具体例を復習しておく。

第９回 【事前学修】　不変推定量の意味を復習しておく。
【授業内容】　区間推定（信頼係数と信頼区間）
【事後学修】　区間推定の基本的な考え方を復習しておく。

第10回 【事前学修】　標本と標本平均の復習をしておく。
【授業内容】　母平均の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母平均の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第11回 【事前学修】　分布について復習しておく。
【授業内容】　母平均の推定（小標本の場合）
【事後学修】　小標本の場合に対する母平均の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第12回 【事前学修】　ラプラスの定理を復習しておく。
【授業内容】　母比率の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母比率の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第13回 【事前学修】　F 分布について復習しておく。
【授業内容】　母比率の推定（小標本の場合）
【事後学修】　小標本の場合に対する母比率の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第14回 【事前学修】　正規分布の再生性について復習しておく。
【授業内容】　母平均の差の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母平均の差の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第15回 【事前学修】　分布について復習しておく。
【授業内容】　母平均の差の推定（小標本の場合）
【事後学修】　小標本の場合に対する母平均の差の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第16回 【事前学修】　ラプラスの定理を復習しておく。
【授業内容】　母比率の差の推定（大標本の場合）
【事後学修】　大標本の場合に対する母比率の差の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。

第17回 【事前学修】　相関係数について復習しておく。
【授業内容】　母相関係数の推定
【事後学修】　z 変換について復習しておく。

第18回 【事前学修】　カイ 2 乗分布について復習しておく。
【授業内容】　母分散の推定
【事後学修】　母分散の区間推定の仕方を例を用いて復習しておく。
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第19回 【事前学修】　区間推定の方法を復習しておく。
【授業内容】　仮説の検定、片側検定と両側検定
【事後学修】　片側検定と両側検定の違いを理解しておく。

第20回 【事前学修】　仮説の検定と区間推定の共通点や相違点について考察する。
【授業内容】　第 1 種の誤りと第 2 種の誤り
【事後学修】　第 1 種の誤りと第 2 種の誤りについて、その違いを復習しておく。

第21回 【事前学修】　母平均の推定（大標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　母平均の検定（母分散が既知の正規母集団、または任意の無限母集団で大標本の場合）
【事後学修】　母分散が既知の正規母集団について、母平均の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第22回 【事前学修】　母平均の推定（小標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　母平均の検定（母分散が未知の正規母集団で小標本の場合）
【事後学修】　母分散が未知の正規母集団で小標本の場合について、母平均の検定の仕方を例を用いて復習して
おく。

第23回 【事前学修】　母比率の推定について復習しておく。
【授業内容】　母比率の検定
【事後学修】　母比率の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第24回 【事前学修】　母相関係数の推定について復習しておく。
【授業内容】　母相関係数の検定
【事後学修】　母相関係数の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第25回 【事前学修】　母分散の推定について復習しておく。
【授業内容】　母分散の検定
【事後学修】　母分散の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第26回 【事前学修】　母平均の差の推定（大標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　等平均の検定（母分散が既知の正規母集団、または任意の無限母集団で大標本の場合）
【事後学修】　母分散が既知の正規母集団について、等平均の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第27回 【事前学修】　母平均の差の推定（小標本の場合）について復習しておく。
【授業内容】　等平均の検定（母分散が未知の正規母集団で小標本の場合）
【事後学修】　母分散が未知の正規母集団で小標本の場合について、等平均の検定の仕方を例を用いて復習して
おく。

第28回 【事前学修】　F 分布について復習しておく。
【授業内容】　等分散の検定
【事後学修】　等分散の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第29回 【事前学修】　カイ 2 乗分布について復習しておく。
【授業内容】　適合度の検定
【事後学修】　適合度の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

第30回 【事前学修】　前回の授業の復習をしておく。
【授業内容】　独立性の検定
【事後学修】　独立性の検定の仕方を例を用いて復習しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの提出（60％）と発表の様子（40％）によって評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

数学的な理論の裏づけを重視するので、日頃からいろいろな数学書をよく読んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した諸科目。

■テキスト■テキスト

開講時に指示する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

学生が主体となって学習をすすめることが求められる．そのため、積極的にテーマに取り組むことや授業時間以外での活
動が重要であり，研究にはそのような姿勢は欠かすことが出来ない．
研究指導は、原則週１回とし、日程は学生と指導教員の間で調整する．欠席や遅刻はその分を取り戻すのに膨大な時間と
労力を要するため，やむをえない場合以外はしないこと．
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星野　真樹

関数方程式論
Theory of Functional Equations

■テーマ■テーマ

常微分方程式論の基礎と数学モデルへの応用

■講義内容■講義内容

常微分方程式の基礎理論の概要を理解し、その応用として実際の現象を微分方程式を用いて考察する。さらに微分方程式
を解く際の計算や解の挙動の可視化のための計算機の利用についても触れる。

■達成目標■達成目標

１．常微分方程式の基礎理論を用いて、微分方程式の解を表示し、その性質を解析することができるようになる。
２．様々な現象を微分方程式を用いて考察することができるようになる。
３．コンピューターを用いて、微分方程式の解の挙動を考察することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ノルムと収束の種類について確認しておく
【授業内容】　関数の収束と関数空間
【事後学修】　具体例を探しどのような収束をしているか考察する

第２回 【事前学修】　微分と微分方程式の具体例を調べておく
【授業内容】　微分方程式と数学モデル
【事後学修】　微分方程式の例を調べその式の表す意味を考える

第３回 【事前学修】　常微分方程式の例を確認しておく
【授業内容】　常微分方程式と初期値問題
【事後学修】　初期値問題の具体例を探してその意味を調べる

第４回 【事前学修】　リプシッツ連続関数の意味と具体例を調べる
【授業内容】　解の存在
【事後学修】　簡単な初期値問題の場合に証明の手順で解を構成してみる

第５回 【事前学修】　微分不等式の意味と例について調べる
【授業内容】　解の一意性
【事後学修】　一意性が成りたたない例を考える

第６回 【事前学修】　解が爆発する現象と例について調べる
【授業内容】　解の接続と延長
【事後学修】　具体例に対し解の延長可能な範囲を考察する

第７回 【事前学修】　初期値問題と解の定義や具体例について確認しておく
【授業内容】　解の初期値とパラメーターに関する依存性
【事後学修】　初期値問題の解についてその依存性を具体例で調べてみる

第８回 【事前学修】　微分可能性と微分不可能な関数について調べておく
【授業内容】　解の初期値とパラメーターに関する微分可能性
【事後学修】　証明の概要をまとめ、再構成する

第９回 【事前学修】　線形の意味と具体例を復習しておく
【授業内容】　線形系
【事後学修】　身近にある具体例が線形であるか考察する

第10回 【事前学修】　線形空間の定義と基底について確認しておく
【授業内容】　同次線形系
【事後学修】　線形と非線形の違いを踏まえ解空間の構造について復習しておく

第11回 【事前学修】　指数関数のテイラー展開について計算できるようにしておく
【授業内容】　定数係数の線形系と解の表示
【事後学修】　対角行列をもつ線形系について、解の表示がどうなるか計算する

第12回 【事前学修】　行列の標準化について復習しておく
【授業内容】　指数行列の計算法
【事後学修】　一般の指数行列を具体的に計算してみる

第13回 【事前学修】　周期の定義と例について知らべる
【授業内容】　周期係数の線形系と解の性質
【事後学修】　周期係数を持つ具体例で解の性質を確認してみる

第14回 【事前学修】　線形微分方程式の解法とその表示についてまとめておく
【授業内容】　基礎理論の数学モデルへの応用
【事後学修】　基礎理論の数学モデルへの応用を実際に考えてみる

第15回 【事前学修】　常微分方程式の身近なモデルを探してみる
【授業内容】　数学モデルの解析に向けて
【事後学修】　数学モデルに対しコンピューターを用いた解析を行ってみる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（70％）、授業内の発表・演習（30％）によって評価する。レポートは解の存在と一意性などについて
（100％）,授業内の演習については解の構成などについて（100％）で評価する。
詳細は授業開始時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

大学初年級の解析学（イプシロンデルタ論法、イプシロンN論法、対角線論法、関数列・級数の収束など）と線形代数学
（行列と行列式、線形空間、行列の標準化など）と簡単な微分方程式の知識（求積法）が必要となる。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学に関連した科目

■テキスト■テキスト

斎藤利弥、常微分方程式論、朝倉書店（ISBN:978-4254116533）

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅰ（関数方程式論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

力学系とその応用

■講義内容■講義内容

演習を通し、解の定性的理論である力学系の基礎について、線形代数が巧妙に用いられることを中心に学ぶ。また、微分
方程式で表される様々な現象について考察する。

■達成目標■達成目標

１．力学系の基礎理論を簡単なモデル方程式に対し適用し、その解の挙動を解析することができるようになる。
２．微分方程式で表される現象について力学系の理論を用いて考察することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　変数分離形の求積法、相平面について確認しておく
【授業内容】　微分方程式の初期値問題の例とベクトル場
【事後学修】　求積できる例について微分方程式の解曲線を作図しその性質を考察する

第２回 【事前学修】　行列と計算法を確認しておく
【授業内容】　定数係数の線形微分方程式系
【事後学修】　微分方程式と対応するベクトル場や解曲線の性質を考察する

第３回 【事前学修】　単振動とそれを記述する微分方程式の導出について調べる
【授業内容】　調和振動子
【事後学修】　調和振動子に対応する微分方程式を解く

第４回 【事前学修】　合成関数の微分と勾配などベクトル解析に関する部分を復習しておく
【授業内容】　微積分からの準備
【事後学修】　勾配・発散・回転などの幾何学的意味や積分定理との関連について学ぶ

第５回 【事前学修】　運動エネルギーやポテンシャルを学習しておく
【授業内容】　保存力の場
【事後学修】　エネルギー保存則を用いて考察できる現象を調べる

第６回 【事前学修】　外積・角運動量・面積速度について調べておく
【授業内容】　中心力の場
【事後学修】　角運動量保存の法則を用いて考察できる現象を調べる

第７回 【事前学修】　ケプラーの法則・万有引力について調べておく
【授業内容】　惑星の軌道
【事後学修】　惑星の軌道について具体例を調べ、計算してみる

第８回 【事前学修】　線形空間の定義や行列の計算が出来るようにしておく
【授業内容】　行列と作用素
【事後学修】　行列と逆行列の計算や性質を復習する

第９回 【事前学修】　ユークリッド空間の部分空間の具体例や基底や次元について復習しておく
【授業内容】　部分空間・基底・次元
【事後学修】　行列の核や像を具体的に計算できるようにし、１次方程式の理論との関連を確認する

第10回 【事前学修】　ユークリッド空間の基底と座標変換の関係について復習しておく
【授業内容】　基底と座標変換
【事後学修】　教科書で証明が略された部分を完成させる

第11回 【事前学修】　基底や作用素について確認しておく
【授業内容】　作用素・基底・行列
【事後学修】　相似な行列と座標変換について具体例を調べ計算してみる

第12回 【事前学修】　３ｘ３の行列式の計算や性質について復習しておく
【授業内容】　行列式・トレース
【事後学修】　教科書の命題を証明してみる

第13回 【事前学修】　一次方程式の掃き出し法を調べておく
【授業内容】　階数
【事後学修】　行列の階数とこれまでに学んだことの関係をまとめる

第14回 【事前学修】　固有値と固有ベクトルについて確認しておく
【授業内容】　直和分解と固有値
【事後学修】　具体的な行列の直和分解や固有値を求める

第15回 【事前学修】　異なる実固有値を持つ行列の性質を調べておく
【授業内容】　異なる実固有値を持つ微分方程式
【事後学修】　異なる実固有値を持つ微分方程式の具体例と解の挙動を考察する

第16回 【事前学修】　複素数と複素平面について確認しておく
【授業内容】　複素固有値
【事後学修】　複素固有値が得られた場合の幾何学的解釈を具体例で行う

第17回 【事前学修】　実ベクトル空間と複素ベクトル空間を比較して調べておく
【授業内容】　複素ベクトル空間からの準備
【事後学修】　複素ベクトル空間の具体例について考察する

第18回 【事前学修】　複素固有値を持つ行列と意味を確認しておく
【授業内容】　複素ベクトル空間の微分方程式への応用
【事後学修】　複素数を用いた解の表現が有用であることを具体例を通して確認する
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第19回 【事前学修】　ユークリッド空間の開区間や閉区間の定義やその性質について調べておく
【授業内容】　ユークリッド空間の位相
【事後学修】　ユークリッド空間におけるコンパクト性が有界閉集合と同値であることについて示す

第20回 【事前学修】　ユークリッド空間の距離とその性質を確認しておく
【授業内容】　種々のノルム
【事後学修】　ユークリッド空間におけるノルムと集合の性質の関係について調べる

第21回 【事前学修】　指数関数のテイラー展開ができるようにしておく
【授業内容】　作用素の指数関数
【事後学修】　行列の指数関数とノルムが計算できるようにする

第22回 【事前学修】　線形の定義や意味を確認し具体例を調べておく
【授業内容】　同次線形微分方程式系
【事後学修】　同次線形微分方程式系の具体例について行列をもちいて解を構成してみる

第23回 【事前学修】　非同次線形の定義を確認しておく
【授業内容】　非同次線形微分方程式系
【事後学修】　同次線形微分方程式系の具体例について定数変化法を用いて解を構成してみる

第24回 【事前学修】　高階の微分方程式について具体例と意味をしらべておく
【授業内容】　高階の微分方程式系
【事後学修】　高階の微分方程式系の具体例について連立系に直して解を構成する

第25回 【事前学修】　行列の作用素としての働きをしらべておく
【授業内容】　作用素の基本分解
【事後学修】　具体例について基本分解をしてべきゼロ行列が現れることを確認する

第26回 【事前学修】　行列の分解について調べておく
【授業内容】　S+N分解
【事後学修】　具体的な行列についてS+N分解を求める

第27回 【事前学修】　対角成分や上三角行列の性質について確認しておく
【授業内容】　べき零行列と標準形
【事後学修】　4次元空間において定理を述べその証明を試みる

第28回 【事前学修】　行列の固有値と固有ベクトルが求められるようにしておく
【授業内容】　ジョルダン標準形
【事後学修】　具体的な行列について固有値と広義固有空間を求めジョルダン標準形と変換行列を求める

第29回 【事前学修】　様々な微分方程式について具体例を調べておく
【授業内容】　微分方程式と標準形
【事後学修】　具体的な行列についてこれまでの標準化の方法を用いて行列の指数関数を求める

第30回 【事前学修】　関数空間について例を調べておく
【授業内容】　関数空間上の作用素
【事後学修】　教科書の証明を完成させる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業内の発表・演習及び質疑応答（80％）、レポート（20％）で評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

微分積分学、線形代数学、複素関数論、微分方程式論の基礎

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

関数方程式特論

■テキスト■テキスト

Morris W.Hirsch, Stephen Smale, Robert L.Devaney共著, 力学系入門 ―微分方程式からカオスまで[原著第3版], 共立
出版, ISBN 978-4-3201-1136-3

■参考文献■参考文献

必要に応じて紹介する。
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星野　真樹

人間情報学演習Ⅱ（関数方程式論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

諸現象の数学モデルと力学系

■講義内容■講義内容

具体的なモデル方程式に対する演習を通して、力学系の理論を基にした解の挙動に関する安定性の話題を中心に学ぶ。ま
た、微分方程式で表される現象について計算機を用いながら考察する。

■達成目標■達成目標

研究課題に対し、力学系の理論を用いて考察し、そのことをまとめ発表することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　行列の固有値を計算できるようにしておく
【授業内容】　沈点と源点
【事後学修】　縮小型の流れをもつ具体例を調べ、問題演習を行う

第２回 【事前学修】　正と負の固有値をもつ行列の例を調べる
【授業内容】　双曲型の流れ
【事後学修】　双曲型の流れを持つ具体例を調べ、問題演習を行う

第３回 【事前学修】　開集合や稠密など位相的な性質について確認しておく
【授業内容】　作用素の生成的な性質
【事後学修】　生成的な作用素とそうでないものの具体例を調べ、問題演習を行う

第４回 【事前学修】　ベクトル場について復習する
【授業内容】　力学系とベクトル場
【事後学修】　これまで学んだことを力学系の視点から捉えなおす

第５回 【事前学修】　解の存在定理の条件と一意性の条件を満たす微分方程式の具体例を調べる
【授業内容】　基本定理
【事後学修】　具体例に対し逐次近似法で解を構成し、その収束と一意性を確認する

第６回 【事前学修】　解の初期値やパラメータに関しその連続性について具体例で確認しておく
【授業内容】　初期条件に関する解の連続性
【事後学修】　証明を再構成し、問題演習を行う

第７回 【事前学修】　爆発する解についてしらべておく
【授業内容】　解の延長と大域解
【事後学修】　具体例について局所解を構成しその延長を行う

第８回 【事前学修】　力学系とベクトル場について復習しておく
【授業内容】　微分方程式の流れ
【事後学修】　具体的な解に関して定理の内容を対応させてみる

第９回 【事前学修】　テイラー展開や線形化について調べおく
【授業内容】　非線形の沈点
【事後学修】　非線形の源点を定義し、それに関して成立することを考察する

第10回 【事前学修】　極限の性質や収束などについて具体例を調べながら復習しておく
【授業内容】　安定性
【事後学修】　漸近安定、安定、不安定な平衡点をもつ具体例を調べ、問題演習を行う

第11回 【事前学修】　エネルギーやその保存則について調べる
【授業内容】　Liapunov関数
【事後学修】　Liapunov関数をもつ微分方程式の具体例を調べ、平衡点の安定性を示す

第12回 【事前学修】　勾配について確認しておく
【授業内容】　勾配系
【事後学修】　勾配系であるような具体例を調べ、その極限集合を考察する

第13回 【事前学修】　対称行列の性質や正規直交基底について確認しておく
【授業内容】　勾配系と自己随伴作用素
【事後学修】　勾配系であるような具体例に関し、その平衡点の固有値を作用素の観点から考察する

第14回 【事前学修】　キルヒホッフの法則など電気回路について調べておく
【授業内容】　RLC回路
【事後学修】　RLC回路の微分方程式を導出する

第15回 【事前学修】　モデル方程式の意味を理解しておく
【授業内容】　回路の方程式の解析
【事後学修】　RLC回路に関し、その方程式の解の性質を平衡点の固有値をもとめ考察する

第16回 【事前学修】　Van der Polの方程式の意味を確認しておく
【授業内容】　Van der Polの方程式
【事後学修】　Van der Polの方程式に関して断面写像を用いて解の挙動を解析する

第17回 【事前学修】　その他にどのような電気回路の方程式があるか調べてみる
【授業内容】　一般の回路の方程式
【事後学修】　種々の回路に対応する微分方程式の具体例を調べ、教科書の問題を中心に演習を行う

第18回 【事前学修】　数列と極限など点列の収束に関する意味や性質を復習しておく
【授業内容】　極限集合
【事後学修】　教科書の問題を中心に演習を行う
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第19回 【事前学修】　収束や集積点など位相的な言葉の意味や性質を調べておく
【授業内容】　局所切断面と流れ箱
【事後学修】　具体例に対し、定理の内容を再構成して確認する

第20回 【事前学修】　単調列について具体的な例を調べておく
【授業内容】　平面力学系における単調列
【事後学修】　教科書の問題を中心に演習を行う

第21回 【事前学修】　不動点とその固有値の意味を確認しておく
【授業内容】　ポアンカレ・ベンディクソンの定理
【事後学修】　定理が適用できる有限個の平衡点を持つ具体例を調べ、極限集合を考察する

第22回 【事前学修】　不動点とその固有値の計算が出来るようにしておく
【授業内容】　ポアンカレ・ベンディクソンの定理の応用
【事後学修】　定理が適用できる具体例を調べ、その極限周期軌道を考察する

第23回 【事前学修】　研究課題について概要を発表できるようにしておく
【授業内容】　論文作成指導①：論文概要の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第24回 【事前学修】　序論と主結果の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導②：導入と主結果の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第25回 【事前学修】　本論の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導③：本論の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第26回 【事前学修】　証明の内容の草稿について準備しておく
【授業内容】　論文作成指導④：証明の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第27回 【事前学修】　全体のバランスや構成を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑤：論文全体に関する検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第28回 【事前学修】　論文の誤字や脱字など詳細を見直しておく
【授業内容】　論文作成指導⑥：推敲
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第29回 【事前学修】　発表のスライドを準備して発表できるようにしておく
【授業内容】　発表準備①：全体構成の検討
【事後学修】　指摘された点を修正し、適切な内容になっているか確認する

第30回 【事前学修】　発表の練習を進めておく
【授業内容】　発表準備②：発表練習
【事後学修】　これまでの反省を踏まえ発表を行えるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文作成と発表（50％）、質疑応答（25％）、レポート（25％）で評価する。詳細は初回授業時に指示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

微分積分学、線形代数学、複素関数論、微分方程式論の基礎

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

関数方程式特論

■テキスト■テキスト

Morris W.Hirsch, Stephen Smale, Robert L.Devaney共著, 力学系入門 ―微分方程式からカオスまで[原著第3版], 共立
出版, ISBN 978-4-3201-1136-3

■参考文献■参考文献

必要に応じて講義内で紹介する。
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土原　和子

遺伝・進化情報学
Genetic Information Systems

■テーマ■テーマ

遺伝子 DNA の機能、ゲノムの組み立て、および生命の進化の仕組みを、分子生物学、遺伝学、情報科学の複数の視点から
概観する

■講義内容■講義内容

生命が長い時間をかけて育ててきたゲノムシステムをミクロのレベルで学習する。ゲノムシステムは、それぞれの遺伝子
とそれらの関係を仲介する転写制御因子の組み合わせで形成されたネットワークシステムであり、しばしばコンピュータ
と比較される中枢神経系はそのようなゲノムシステムを模倣したものと位置づけることができる。生命の進化とは、記憶
を基礎とするゲノムシステムの不可逆な変化のことであり、ゲノムシステムの変化の仕組みや歴史を知ることは、生命と
はなにかについての理解を深め、また現在の人間社会を見る新たな視点を得ることにもつながる。具体的内容は、遺伝子
DNA の構造の基本から始めることで、非専門分野の院生でも充分理解できるように構成されている。

■達成目標■達成目標

①遺伝子の機能を遺伝子のデジタル性で説明することができるようになる
②ゲノムを転写制御因子でつながれたネットワークシステムとして説明することができるようになる
③生命の進化を遺伝子のネットワークの複雑化、重層化で説明することができるようになる
④ゲノムシステムの外界との関わりから、生命と機械の差異、主体性の由来などについて考察することができるようにな
る

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　配布資料の基礎用語集に目を通す
【授業内容】　DNA の物理化学　共有結合と水素結合の性質
【事後学修】　共有結合のシグマ結合とπ結合の違いをノートにまとめる

第２回 【事前学修】　分子の一般的な性質を配布資料で確認する
【授業内容】　DNA の物理化学　塩基の種類と構造
【事後学修】　ヌクレオシド、ヌクレオチドの違いと ATGCU のそれぞれの名称をノートにまとめておく。

第３回 【事前学修】　酸素、窒素、水素、炭素などの元素間で電気陰性度に違いがある理由を考えてくる
【授業内容】　DNA の物理化学　塩基間の相補的水素結合の意味
【事後学修】　ATGC が DNA の塩基として使われる理由を考察しノートにまとめる

第４回 【事前学修】　20 種類の L αアミノ酸の側鎖の違い、特に水溶性、疎水性を配布資料で確認する
【授業内容】　DNA の物理化学　塩基配列を認識するタンパク質
【事後学修】　転写制御因子のうち基本転写因子は共通である。その意味を考察しノートにまとめる

第５回 【事前学修】　DNA の基本構造、5?、3? の意味を配布資料で学習する
【授業内容】　遺伝子発現の制御の仕組み　遺伝子の基本構造
【事後学修】　遺伝子の構造で転写領域と転写制御領域の違いは塩基配列のみで、他の構造上の差異はない。理
由を考察しノートにまとめる

第６回 【事前学修】　DNA と RNA の違い、複製、転写、翻訳の違いが説明できるように準備する
【授業内容】　遺伝子発現の制御の仕組み　転写制御因子群
【事後学修】　細胞分化と転写制御因子の関係をノートにまとめよ

第７回 【事前学修】　TATA ボックスについて、配布資料で学習しておく
【授業内容】　遺伝子発現の制御の仕組み　遺伝子の基本構造
【事後学修】　転写制御因子が発現を制御する機構の例を 3 つ図示せよ

第８回 【事前学修】　遺伝子発現に直接関わる因子を 4 種類に分けておく
【授業内容】　ゲノムシステムはチューリングマシン
【事後学修】　遺伝子発現に関わる 4 要素とチューリングマシンの要素の対応表を作成する

第９回 【事前学修】　アナログは形を介した関係形成、デジタルは IF-THEN を介した関係形成といえることを説明でき
るよう準備する
【授業内容】　タンパク質のアナログな世界　vs　ゲノムシステムのデジタルな世界
【事後学修】　デジタル性がアルゴリズムに不可欠である理由を考察しノートにまとめよ

第10回 【事前学修】　遺伝子、染色体、ゲノムの違いをまとめておく
【授業内容】　ゲノム構造と染色体
【事後学修】　ヒトの染色体とチンパンジーの染色体を比較し、塩基配列の違いや染色体上の位置の違いを 2、3
の遺伝子を用いてまとめよ

第11回 【事前学修】　事前に配布する文献を通読してくること
【授業内容】　染色体の倍数化、環境変化への適応と進化
【事後学修】　配布した文献の要約を作成する

第12回 【事前学修】　配布資料の進化モデルについて、よく説明される事項と残される課題とを表にまとめる
【授業内容】　進化についての多様なモデル
【事後学修】　生物種によって進化の速度が異なる理由を考察しノートにまとめよ

第13回 【事前学修】　生命の進化における競争（適者生存など）の位置づけを考察してくる
【授業内容】　遺伝的アルゴリズムと実際の進化
【事後学修】　遺伝的アルゴリズムが再現する進化はどのような状況で見られる変化と考えられるか考察しノー
トにまとめよ

第14回 【事前学修】　配布資料を通読する
【授業内容】　遺伝子のネットワークモデル
【事後学修】　しがらみのタンパクの世界とアルゴリズムの遺伝子の世界の差異をノートにまとめよ
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第15回 【事前学修】　細胞外や体外の状況が転写制御因子の作用にどのように反映されているかを考察してくる
【授業内容】　ニューロンのネットワークなどの他の生命システムとの比較
【事後学修】　人間社会の歴史との差異や類似点を右の語句を用いてノートにまとめよ（階層　競争　進化　変
化　多様性　生態系　不可逆性）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は次の２点でおこなう。1）授業における発表（60％）、2）発表資料（40％）
評価基準と配点を以下に示す
1）授業における発表、発表の仕方（60％）、資料作成（30％）、質疑応答（50％）で評価する。配点：4点 × 15回 = 60
点
2）発表資料は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：40点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に配布する資料を通読してくること、授業後ノートの整理を行い次回の授業に備えること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

適宜資料配布

■参考文献■参考文献

適宜資料配布
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土原　和子

人間情報学演習Ⅰ（遺伝・進化情報学）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ゲノム情報の解析とその利用

■講義内容■講義内容

生体はゲノム情報で成り立っている。現在はゲノムプロジェクトがかなりの種で終了しているため、その情報の蓄積があ
る。そのゲノム情報は活用して初めて価値がある。本演習ではこれらに関る事象を、生命情報学・計算論的な立場から討
論を交えて学習する。

■達成目標■達成目標

ゲノム、DNA、遺伝子各々と違いを説明することができる。生命情報学を理解した上でゲノム解析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　生体をつかさどる、分子の情報についてゲノムを中心に調べてくる。
【授業内容】　ゲノムとは何か
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　核酸について調べてくる。
【授業内容】　DNA、遺伝子
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　メンデル遺伝について復習してくる。
【授業内容】　遺伝の法則
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　体細胞分裂について復習してくる。
【授業内容】　細胞周期
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　減数分裂について復習してくる。
【授業内容】　減数分裂における染色体、配偶子形成
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　セントラルドグマについて調べてくる。
【授業内容】　遺伝子発現
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　転写について調べてくる
【授業内容】　原核細胞と真核細胞の転写
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　翻訳について調べてくる
【授業内容】　真核生物におけるプロセシング、原核細胞と真核細胞の翻訳
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　４回から８回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第10回 【事前学修】　染色体について調べてくる
【授業内容】　性染色体と常染色体
【事後学修】　第10回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第11回 【事前学修】　生染色体と性決定について調べてくる
【授業内容】　ヒトの性決定過程
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　伴性遺伝について調べてくる
【授業内容】　伴性遺伝
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　遺伝子の組み換えについて調べてくる
【授業内容】　連鎖、乗り換え、組み換え
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　遺伝子の連鎖地図について調べてくる
【授業内容】　連鎖地図
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　染色体異常について調べてくる
【授業内容】　染色体異常と疾病
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　10回から15回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第17回 【事前学修】　ハーディ・ワインベルグの法則について調べてくる
【授業内容】　集団遺伝の基礎
【事後学修】　第17回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第18回 【事前学修】　量的遺伝について調べてくる
【授業内容】　量的遺伝の基礎１
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する
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第19回 【事前学修】　量的遺伝における回帰について調べてくる
【授業内容】　量的遺伝の基礎２
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　進化について調べてくる
【授業内容】　遺伝と進化１（生殖隔離）
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　ホールデンの法則について調べてくる
【授業内容】　遺伝と進化２（雑種形成）
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　小進化と大進化について調べてくる
【授業内容】　遺伝と進化３（小進化と大進化）
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　17回から22回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第24回 【事前学修】　確率について復習してくる
【授業内容】　確率分析
【事後学修】　第24回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第25回 【事前学修】　優性、劣性、表現型などの遺伝用語について復習いておく
【授業内容】　家系分析
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　DNAの複製について調べてくる
【授業内容】　DNAの複製
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　DNAの修復について調べてくる
【授業内容】　DNAの修復機構、突然変異
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　原核生物の遺伝子発現について調べてくる
【授業内容】　原核生物における遺伝子作用の調節
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　ヒトの免疫について調べてくる
【授業内容】　免疫遺伝学
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　これまでの学修を振り返り、疑問点を洗い出してくる
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）-3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点 × 2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点 × 15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。生体高分子の復習をしておく。特に核酸、タンパク質についてはもう一度まとめなおし
ておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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土原　和子

人間情報学演習Ⅱ（遺伝・進化情報学）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

バイオインフォマティクス
ゲノム時代のアプローチ・タンパク質の構造と機能

■講義内容■講義内容

遺伝を理解するにはゲノムを理解しなければない。21世紀はゲノム時代といわれうが、そのゲノム時代のアプロ―チとし
て、まずはバイオインフォマティクスを理解しなければその情報は活用できない。本演習ではこれらに関る事象を、生命
情報学・バイオインフォマティクスの立場から討論を交えて学習する。

■達成目標■達成目標

ゲノム、遺伝子、タンパク質の位置づけをを説明することができる。生命情報学を理解した上でバイオインフォマティク
スを活用できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　バイオインフォマティクスに調べてくる。
【授業内容】　バイオインフォマティクスとは何か
【事後学修】　第１回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第２回 【事前学修】　細胞について復習してくる。
【授業内容】　原核細胞と真核細胞
【事後学修】　第２回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第３回 【事前学修】　核酸について復習してくる。
【授業内容】　遺伝子としてのDNAの構造
【事後学修】　第３回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第４回 【事前学修】　遺伝子発現について復習してくる。
【授業内容】　タンパク質合成の分子機構
【事後学修】　第４回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第５回 【事前学修】　遺伝子組み換えについて調べてくる。
【授業内容】　DNAクローニング技術
【事後学修】　第５回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第６回 【事前学修】　DNA配列の突然変異について調べてくる。
【授業内容】　DNA配列の突然変異と進化
【事後学修】　第６回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第７回 【事前学修】　遺伝子解析について調べてくる
【授業内容】　分子の相同配列比較の基礎
【事後学修】　第７回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第８回 【事前学修】　ネット上の解析ソフトについて調べてくる
【授業内容】　データベース検索
【事後学修】　第８回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第９回 【事前学修】　アライメントについて調べてくる
【授業内容】　マルチプルアライメント
【事後学修】　第９回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第10回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　５回から９回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第11回 【事前学修】　タンパク質のモチーフについて復習してくる。
【授業内容】　モチーフ検索
【事後学修】　第11回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第12回 【事前学修】　分子系統樹について調べてくる
【授業内容】　分子系統樹の作成
【事後学修】　第12回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第13回 【事前学修】　BLASTについて調べてくる
【授業内容】　BLAST, PSI-BLASTの利用
【事後学修】　第13回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第14回 【事前学修】　タンパク質の立体構造について復習してくる。
【授業内容】　タンパク質の立体構造解析とは？
【事後学修】　第14回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第15回 【事前学修】　構造バイオインフォマティクスについて調べてくる
【授業内容】　構造バイオインフォマティクス
【事後学修】　第15回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第16回 【事前学修】　タンパク質立体構造の分類について調べてくる
【授業内容】　立体構造の分類学の必要性
【事後学修】　第16回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第17回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　11回から16回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。
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第18回 【事前学修】　ゲノム塩基配列解析について調べてくる
【授業内容】　塩基配列の決定方法
【事後学修】　第18回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第19回 【事前学修】　遺伝子予測について調べてくる
【授業内容】　ゲノム塩基配列の決定方法、遺伝子予測
【事後学修】　第19回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第20回 【事前学修】　遺伝子の機能予測について調べてくる
【授業内容】　遺伝子の機能予測と分類
【事後学修】　第20回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第21回 【事前学修】　トランスクリプトームについて調べてくる
【授業内容】　トランスクリプトーム解析の実験的手法
【事後学修】　第21回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第22回 【事前学修】　GeneChipについて調べてくる
【授業内容】　GeneChip技術
【事後学修】　第22回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第23回 【事前学修】　アレイインフォマティクスについて調べてくる
【授業内容】　クラスター解析とネットワーク解析
【事後学修】　第23回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第24回 【事前学修】　自分の興味のもった内容に対してのプレゼン準備
【授業内容】　18回から23回までの内容におけるプレゼンテーション
【事後学修】　プレゼンに対しての修正をおこない、レポートを提出する。

第25回 【事前学修】　プロテオームについて調べてくる
【授業内容】　プロテオーム１（発現プロテオーム）
【事後学修】　第25回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第26回 【事前学修】　相互作用プロテオームについて調べてくる
【授業内容】　プロテオーム２（タンパク質間相互作用のインフォマティクス）
【事後学修】　第26回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第27回 【事前学修】　パスウェイデータベースについて調べてくる
【授業内容】　パスウェイ１（ゲノム解析とパスウェイ）
【事後学修】　第27回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第28回 【事前学修】　原核生物の遺伝子発現について調べてくる
【授業内容】　パスウェイ２（パスウェイ解析の最近の話題と今後）
【事後学修】　第28回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第29回 【事前学修】　システム生物学について調べてくる
【授業内容】　システム同定・解析
【事後学修】　第29回の内容をまとめ、授業で提示された課題を次回までに提出する

第30回 【事前学修】　これまでの学修を振り返り、疑問点を洗い出してくる
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　第30回の内容をまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は1）-3）でおこなう。1）レポート25％、2）プレゼンテーションおよび質疑応答30％、3）授業における取組態
度45％
評価基準と配点を以下に示す
1）レポート課題は問題に対する論理性（60％）と形式および字数の順守（40％）で評価する。配点：12点 + 13点 = 25点
2）プレゼンテーションにおける質疑応答は、発表の仕方（40％）、資料作成（30％）、質疑応答（30％）で評価する。配
点：15点 × 2回 = 30点
3）授業における取組態度は講義で指示された内容に対しての取り組む姿勢（50％）と達成度（50％）で評価する。配点：
3点 × 15点 ＝ 45点

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各回の復習とまとめを行うこと。生体高分子の復習をしておく。特にゲノム、タンパク質、遺伝子解析についてはもう一
度まとめなおしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

プリントを使用する

■参考文献■参考文献

随時紹介する
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伊藤　晶文

地球環境史
History of Global Environments

■テーマ■テーマ

地形からみた過去の環境変遷史

■講義内容■講義内容

日本列島における地形発達史とそれに関連する環境変遷について講義する。前半は臨海沖積低地，後半は河成段丘を事例
に挙げて説明する。

■達成目標■達成目標

1．日本列島の地形発達史（臨海沖積低地と河成段丘の地形発達史）を説明できる
2．第四紀後期の環境変遷史を説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　地理院地図（以下，Web地図）で，日本における沖積低地や河成段丘の分布を把握する。

第２回 【事前学修】　低地や平野という言葉について調べる。
【授業内容】　沖積低地とは
【事後学修】　沖積低地や沖積層の定義について復習する。

第３回 【事前学修】　日本における扇状地および三角州の分布を調べる。
【授業内容】　沖積低地の地形1：沖積平野
【事後学修】　沖積平野の地形について復習する。

第４回 【事前学修】　日本における浜堤（列）平野や海岸砂丘の分布を調べる。
【授業内容】　沖積低地の地形2：海岸平野
【事後学修】　海岸平野の地形について復習する。

第５回 【事前学修】　氷河性海水準変動について調べる。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動1：第四紀末期の気候・海水準変動
【事後学修】　第四紀末期の気候・海水準変動について復習する。

第６回 【事前学修】　最終間氷期から最終最盛期にかけての海水準変動を確認する。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動2：最終間氷期～最終氷期最盛期
【事後学修】　最終間氷期～最終氷期最盛期の環境変動と沖積低地を構成する沖積層の基底地形の形成について
復習する。

第７回 【事前学修】　最終氷期最盛期から縄文海進高頂期までの海水準変動を確認する。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動3：晩氷期～後氷期（縄文海進高頂期まで）
【事後学修】　晩氷期から縄文海進高頂期までの環境変動と沖積低地の形成について復習する。

第８回 【事前学修】　縄文海進高頂期以降，現在までの海水準変動を確認する。
【授業内容】　沖積低地の形成と環境変動4：後氷期（縄文海進高頂期以降）
【事後学修】　縄文海進高頂期以降の環境変動と沖積低地の形成について復習する。

第９回 【事前学修】　段丘地形について調べる。
【授業内容】　河成段丘とは
【事後学修】　段丘（河成段丘）の定義について復習する。

第10回 【事前学修】　日本で確認される段丘の種類について調べる。
【授業内容】　段丘の分類
【事後学修】　さまざまな基準による段丘の分類について復習する。

第11回 【事前学修】　Web地図で河川上流域にみられる低地の特徴を把握する。
【授業内容】　段丘化前の河成低地（谷底堆積低地と谷底侵食低地）
【事後学修】　谷底堆積低地および谷底侵食低地の形成や地形の特徴について復習する。

第12回 【事前学修】　侵食復活（回春）について調べる。
【授業内容】　河成段丘の形成要因：侵食復活の原因
【事後学修】　河成段丘の形成要因となる環境変動について復習する。

第13回 【事前学修】　侵食基準面について調べる。
【授業内容】　河成段丘の形成と環境変動1：海水準変動
【事後学修】　海水準変動による河成段丘形成について復習する。

第14回 【事前学修】　河川の掃流力について調べる。
【授業内容】　河成段丘の形成と環境変動2：気候変化
【事後学修】　気候変化による河成段丘形成について復習する。

第15回 【事前学修】　日本における最終間氷期から現在までの環境変動（気候・海水準変動）を確認する。
【授業内容】　河成段丘の形成と環境変動3：間氷期・氷期・後氷期における河成段丘形成モデル
【事後学修】　モデルによる河成段丘形成の説明とその限界について復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における議論への参加状況（30％），適宜課すレポート（70％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授
業時に公開する。レポートの講評・解説は授業中またはmanabaで行う。5回以上欠席した場合は，単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

高校または学部レベルの地学や自然地理学の知識を習得しておくこと。

■テキスト■テキスト

特に指定しない。
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■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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目代　邦康

地球環境論
Global Environments

■テーマ■テーマ

地球環境変動と地域資源の適切な管理

■講義内容■講義内容

地球環境変動や地域資源の保全に関わる課題について，理論的な考察とともに各地の地域資源に関わる諸問題について考
察する。講義の中では，グローバルな課題とともに各地で発生している環境問題についても考察し，受講者が問題を多面
的に分析しその解決策を考える演習も行う。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

1992年の「環境と開発に関するリオ宣言」にある「持続可能な開発」の概念に基づいた，地球環境の変動と各地域の自然
資源の科学的な評価ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　日本列島の自然環境について，地図帳を使って調べる
【授業内容】　日本列島の自然環境：世界との比較
【事後学修】　日本列島の自然環境が，世界と比較する視点で説明ができる。

第２回 【事前学修】　過去の世界の様々な文明について調べる
【授業内容】　文明の成立と資源の開発
【事後学修】　文明の成立と資源の開発について説明ができる。

第３回 【事前学修】　生物多様性と生態系サービスの文献を調べる。
【授業内容】　生物多様性と生態系サービス
【事後学修】　生物多様性と生態系サービスについて説明ができる。

第４回 【事前学修】　自然環境保全の歴史と持続可能な開発の文献を調べる。
【授業内容】　自然環境保全の歴史と持続可能な開発
【事後学修】　自然環境保全の歴史と持続可能な開発について説明ができる。

第５回 【事前学修】　湿潤変動帯における自然の恵みと禍の文献を調べる。
【授業内容】　湿潤変動帯における自然の恵みと禍
【事後学修】　湿潤変動帯における自然の恵みと禍について説明ができる。

第６回 【事前学修】　コモンズと入会権，所有権の文献を調べる。
【授業内容】　コモンズと入会権，所有権
【事後学修】　コモンズと入会権，所有権について説明できる。

第７回 【事前学修】　Protected areaの保全と活用の文献を読む。
【授業内容】　Protected areaの保全と活用
【事後学修】　Protected areaの保全と活用について説明できる。

第８回 【事前学修】　順応的管理（adaptive management）と自然再生文献を読む。
【授業内容】　順応的管理（adaptive management）と自然再生
【事後学修】　順応的管理（adaptive management）と自然再生について説明できる。

第９回 【事前学修】　国際NGOと環境ガバナンスの文献を読む。
【授業内容】　国際NGOと環境ガバナンス
【事後学修】　国際NGOと環境ガバナンスについて説明できる。

第10回 【事前学修】　山岳地域における自然の利用と破壊の文献を読む。
【授業内容】　山岳地域における自然の利用と破壊
【事後学修】　山岳地域における自然の利用と破壊について説明ができる。

第11回 【事前学修】　里地里山の利用と森林管理の文献を読む。
【授業内容】　里地里山の利用と森林管理
【事後学修】　里地里山の利用と森林管理について説明ができる。

第12回 【事前学修】　沿岸環境と海の埋め立ての文献を読む。
【授業内容】　沿岸環境と海の埋め立て
【事後学修】　沿岸環境と海の埋め立てについての説明ができる。

第13回 【事前学修】　湿地の開発と湿地環境の破壊の文献を読む。
【授業内容】　湿地の開発と湿地環境の破壊
【事後学修】　湿地の開発と湿地環境の破壊についての説明ができる。

第14回 【事前学修】　汽水湖の淡水化と環境変化の文献を読む。
【授業内容】　汽水湖の淡水化と環境変化
【事後学修】　汽水湖の淡水化と環境変化についての説明ができる。

第15回 【事前学修】　地球環境変動と地域資源の適切な管理の文献を読む。
【授業内容】　地球環境変動と地域資源の適切な管理
【事後学修】　地球環境変動と地域資源の適切な管理の議論ができる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート作成 ４回各25％。レポートの内容についての講評は，講義中に行う。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地図帳（高校で使ったもので良い）を準備すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目
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■テキスト■テキスト

講義の際に紹介する。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介する。
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目代　邦康

人間情報学演習Ⅰ（地球環境論）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ジオ多様性の評価と持続可能な開発

■講義内容■講義内容

テーマに関連する文献を講読し，内容に関連した調査を実施する。収集したデータを分析する技法を指導するとともに，
資料作成・学会発表について支援する。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

ジオ多様性の評価と地球科学的自然遺産の保全について分析し，地球科学的視点からの持続可能な開発についての詳細を
説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　生物多様性とジオ多様性について用語の意味を調べる。
【授業内容】　ガイダンス（演習の進め方）
【事後学修】　生物多様性とジオ多様性の基本事項を復習する。

第２回 【事前学修】　地球科学的自然遺産の保全に関する事例を調べる。
【授業内容】　地球科学的自然遺産の保全に関する概説
【事後学修】　地球科学的自然遺産の保全について復習する。

第３回 【事前学修】　地質学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　地質学文献の講読
【事後学修】　地質学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第４回 【事前学修】　地球物理学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　地球物理学文献の講読
【事後学修】　地球物理学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第５回 【事前学修】　地形学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　地形学文献の講読
【事後学修】　地形学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第６回 【事前学修】　気候学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　気候学文献の講読
【事後学修】　気候学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第７回 【事前学修】　水文学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　水文学文献の講読
【事後学修】　水文学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第８回 【事前学修】　土壌学研究に関連する文献を調べる。
【授業内容】　土壌学文献の講読
【事後学修】　土壌学研究に関連する文献を熟読してまとめる。

第９回 【事前学修】　地生態学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　地生態学文献の講読
【事後学修】　地生態学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第10回 【事前学修】　生態学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　生態学文献の講読
【事後学修】　生態学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第11回 【事前学修】　環境社会学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　環境社会学研究に関連する論文の講読
【事後学修】　環境社会学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第12回 【事前学修】　環境倫理学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　環境倫理学研究に関する論文の講読
【事後学修】　環境倫理学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第13回 【事前学修】　人文地理学研究に関する論文を調べる。
【授業内容】　人文地理学研究に関する論文の講読
【事後学修】　人文地理学研究に関する論文を熟読してまとめる。

第14回 【事前学修】　文献調査結果について発表資料を作成する。
【授業内容】　総括・発表
【事後学修】　文献調査結果について発表資料を見直す。

第15回 【事前学修】　フィールドワークについて情報を収集。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（基礎データの収集）
【事後学修】　授業内容を踏まえてフィールドワークの計画を再度検討する。

第16回 【事前学修】　フィールドワークの計画を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールドの調査準備（調査項目の検討）
【事後学修】　調査項目について再検討をする。

第17回 【事前学修】　フィールドワークの計画を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（1）
【事後学修】　フィールドワーク調査の結果を整理する。

第18回 【事前学修】　次回のフィールドワークの計画を立てる。
【授業内容】　研究テーマに関連したフィールド調査（2）
【事後学修】　2回目のフィールドワークの調査の結果を整理する。
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第19回 【事前学修】　収集データの整理方法を考える。
【授業内容】　収集したデータの整理（GIS等による図面作成）
【事後学修】　GISでの作業をすすめる。

第20回 【事前学修】　前回授業で整理したデータの確認をする。
【授業内容】　収集したデータの整理（各自然遺産の評価）
【事後学修】　評価の妥当性を検討する。

第21回 【事前学修】　保全計画について検討する。
【授業内容】　収集したデータの分析（保全計画の検討）
【事後学修】　授業の内容を踏まえ、保全計画を再検討する。

第22回 【事前学修】　リスク評価について考える。
【授業内容】　収集したデータの分析（リスク評価）
【事後学修】　リスク評価の妥当性について検討する。

第23回 【事前学修】　調査結果の発表準備をする。
【授業内容】　中間報告会
【事後学修】　調査結果の発表資料を修正する。

第24回 【事前学修】　法的保護の可能性を考える。
【授業内容】　法的保護の可能性の検討（GISによる分析）
【事後学修】　法的保護の可能性について再検討する。

第25回 【事前学修】　地域活動との連携方法を考える。
【授業内容】　地域活動との連携方法
【事後学修】　地域活動との連携の可能性について再検討する。

第26回 【事前学修】　環境教育について調べる。
【授業内容】　環境教育との連携方法
【事後学修】　環境教育との連携方法について再検討する。

第27回 【事前学修】　報告書の書き方を調べる。
【授業内容】　報告書の作成方法（主題の明確化）
【事後学修】　報告書の主題について授業を踏まえて再度考える。

第28回 【事前学修】　報告書の構成を考える。
【授業内容】　報告書の構成
【事後学修】　報告書の構成を検討する。

第29回 【事前学修】　報告書に掲載する図表について既存文献を見ておく。
【授業内容】　報告書の作成（図表と論理）
【事後学修】　図表を完成させる。

第30回 【事前学修】　研究成果の発表準備をする。
【授業内容】　研究成果の発表会
【事後学修】　研究成果の発表資料を修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの作成（50％）と発表・報告内容（50％）。中韓報告会と最終の発表会で、内容について講評をする。
評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テーマについて、関連する文献や情報を集めておく。また、関連する論文を読み、専門用語に慣れておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義の際に紹介。

■参考文献■参考文献

講義の際に紹介。
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目代　邦康

人間情報学演習Ⅱ（地球環境論）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

湿潤変動帯における自然環境の保全と活用に関する方法論の深化

■講義内容■講義内容

湿潤変動帯における自然環境の保全と活用に関する研究論文を関係学会誌から選定して紹介する。そこから，それらの視
点と方法に学び，その問題点についての討論を行う。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

先行研究における自然環境保全と活用の見方が理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自然環境保全に関する議論はどのような分野で行われているか調べる
【授業内容】　ガイダンス、基本的文献の紹介、発表順決め
【事後学修】　授業内容の復習をして、不明点を明らかにしておく

第２回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 1を読んでくる
【授業内容】　GeodiversityとGeodiversity
【事後学修】　Biodiversityについてまとめる

第３回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 2を読んでくる
【授業内容】　地球の進化とプレートテクトニクスについての発表
【事後学修】　地球の進化についてまとめる

第４回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 3 前半（3.1）を読んでくる
【授業内容】　地質学・鉱物学についての発表
【事後学修】　地質学・鉱物学についてまとめる

第５回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 3 後半（3.2）を読んでくる
【授業内容】　地形学についての発表
【事後学修】　地形学についてまとめる

第６回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 4 前半（4.1～4.4）を読んでくる
【授業内容】　生態系サービスとジオ多様性についての発表
【事後学修】　生態系サービスとジオ多様性についてまとめる

第７回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 4 前半（4.5）を読んでくる
【授業内容】　供給作用とジオ多様性についての発表
【事後学修】　供給作用とジオ多様性についてまとめる

第８回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 4 後半（4.6～4.9）を読んでくる
【授業内容】　文化的効用とジオ多様性についての発表
【事後学修】　文化的効用とジオ多様性についてまとめる

第９回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 5 前半（5.1～5.7）を読んでくる
【授業内容】　自然資源とジオ多様性の危機についての発表
【事後学修】　自然資源とジオ多様性の危機についてまとめる

第10回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 5 後半（5.8～5.17）を読んでくる
【授業内容】　産業とジオ多様性の危機についての発表
【事後学修】　産業とジオ多様性の危機についてまとめる

第11回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 6を読んでくる
【授業内容】　国際的なジオコンサベーションの活動についての発表
【事後学修】　国際的なジオコンサベーションの活動についてまとめる

第12回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 7を読んでくる
【授業内容】　世界自然遺産についての発表
【事後学修】　世界自然遺産についてまとめる

第13回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 8を読んでくる
【授業内容】　世界ジオパークについての発表
【事後学修】　世界ジオパークについてまとめる

第14回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.1～9.2）を読んでくる
【授業内容】　アメリカのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　アメリカのジオコンサベーションについてまとめる

第15回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.3～9.4）を読んでくる
【授業内容】　カナダとイギリスのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　カナダとイギリスのジオコンサベーションについてまとめる

第16回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.5～9.6）を読んでくる
【授業内容】　ヨーロッパのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　ヨーロッパのジオコンサベーションについてまとめる

第17回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 9（9.7～9.9）を読んでくる
【授業内容】　オーストラリア，ニュージーランドのジオコンサベーションについての発表
【事後学修】　オーストラリア，ニュージーランドのジオコンサベーションについてまとめる

第18回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 10前半（10.1～10.3）を読んでくる
【授業内容】　ワイダーランドスケープについての発表
【事後学修】　ワイダーランドスケープについてまとめる
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第19回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 10後半（10.4～10.5）を読んでくる
【授業内容】　ジオレストレーションについての発表
【事後学修】　ジオレストレーションについてまとめる

第20回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 11を読んでくる
【授業内容】　ジオコンサベーションと土地利用についての発表
【事後学修】　ジオコンサベーションと土地利用についてまとめる

第21回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 12を読んでくる
【授業内容】　ジオコンサベーションと政策についての発表
【事後学修】　ジオコンサベーションと政策についてまとめる

第22回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 13を読んでくる
【授業内容】　ジオ多様性とジオ多様性についての発表
【事後学修】　ジオ多様性とジオ多様性についてまとめる

第23回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 14を読んでくる
【授業内容】　生物多様性とジオ多様性の統合についての発表
【事後学修】　生物多様性とジオ多様性の統合についてまとめる

第24回 【事前学修】　Geodiversity Chap. 15を読んでくる
【授業内容】　ジオ多様性の将来についての発表
【事後学修】　ジオ多様性の将来についてまとめる

第25回 【事前学修】　海岸地域のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　海岸地域におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき海岸地域におけるジオ多様性についてまとめる

第26回 【事前学修】　河川のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　河川におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき河川におけるジオ多様性についてまとめる

第27回 【事前学修】　湖沼のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　湖沼におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき湖沼におけるジオ多様性についてまとめる

第28回 【事前学修】　丘陵地のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　丘陵地におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき丘陵地におけるジオ多様性についてまとめる

第29回 【事前学修】　山地のジオ多様性に関する事前資料を読んでくる
【授業内容】　山地におけるジオ多様性と保全（野外巡検）
【事後学修】　巡検に基づき山地におけるジオ多様性についてまとめる

第30回 【事前学修】　これまでの講義を振り返り内容を整理しておく
【授業内容】　ジオ多様性とは
【事後学修】　日本ならびに世界におけるジオ多様性の保全のために何をすべきか考える

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

文献を読んでの発表（80％）、期末課題（20%）。文献を読んでの発表については、その授業ごとに講評を行う。
具体的にはルーブリックの形で提示。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

次回紹介となる文献については発表者以外も読み込んでくること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

Gray Murray(2013)Geodiversity. Wiley Blackwell.

■参考文献■参考文献

授業において随時紹介。
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平吹　喜彦

地域環境論特講
Special Lectures on Regional Environment

■テーマ■テーマ

「持続可能な地域づくり」をめざすランドスケープエコロジーを学ぶ

■講義内容■講義内容

地域生態系をランドスケープエコロジーの視点・手法から分析し、持続可能な地域づくりに活用してゆくためのプロセス
構築を念頭においた講義を行う。特に(1)自然環境の基盤のひとつとして重要であり、また土地利用や生産活動といった人
為と密接なかかわりを有する植生、および(2)活動主体としての市民に大きな影響を及ぼすエコマネジメント・環境教育の
進め方に注目したい。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

多様な地域環境の実態にふれながら、「景観を読み解く」視点と手法を修得できる。さらに、地域の環境特性に調和した
地域づくりの進め方を認識できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通す。また文献も用いて、「持続可能な地域とは何か」検討する。
【授業内容】　導入：「持続可能な地域づくり」の必要性
【事後学修】　文献も参照して、第１回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第２回 【事前学修】　文献も用いて、「地域を構成する自然要素」について、居住地域の実態を調べる。
【授業内容】　地域とは：ヒトと自然の関係史
【事後学修】　文献も参照して、第２回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第３回 【事前学修】　文献も用いて、「温帯域の暮らしと自然環境」について、グローバルな視点で調べる。
【授業内容】　多様な暮らし、多様な自然環境　（1）温帯域
【事後学修】　文献も参照して、第３回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第４回 【事前学修】　文献も用いて、「熱帯域の暮らしと自然環境」について、グローバルな視点で調べる。
【授業内容】　多様な暮らし、多様な自然環境　（2）熱帯域
【事後学修】　文献も参照して、第４回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第５回 【事前学修】　文献も用いて、「乾燥域の暮らしと自然環境」について、グローバルな視点で調べる。
【授業内容】　多様な暮らし、多様な自然環境　（3）乾燥域
【事後学修】　文献も参照して、第５回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第６回 【事前学修】　「ランドスケープエコロジーとは何か」、文献も用いて検討する。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（1）風景を読み解く
【事後学修】　文献も参照して、第６回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第７回 【事前学修】　文献も用いて、「海岸・島しょの景観特性とその成り立ち」について調べる。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（2）海岸・島しょ
【事後学修】　文献も参照して、第７回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第８回 【事前学修】　文献も用いて、「平野の景観特性とその成り立ち」について調べる。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（3）平野
【事後学修】　文献も参照して、第８回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第９回 【事前学修】　文献も用いて、「丘陵・山地の景観特性とその成り立ち」について調べる。
【授業内容】　ランドスケープエコロジーの視点と手法　（4）丘陵・山地
【事後学修】　文献も参照して、第９回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。

第10回 【事前学修】　文献も用いて、「エコマネジメントとは何か」検討する。
【授業内容】　エコマネジメントの視点と手法　（1）エコマネジメントとは
【事後学修】　文献も参照して、第10回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。提示されたテーマに関し
て、レポート作成に着手する。

第11回 【事前学修】　文献も用いて、「優れたエコマネジメントの事例」を調べる。
【授業内容】　エコマネジメントの視点と手法　（2）事例に学ぶ
【事後学修】　文献も参照して、第11回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポートの骨組みを固め
る。

第12回 【事前学修】　「ESD（持続を可能にする教育）とは何か」、文献も用いて検討する。
【授業内容】　環境教育の視点と手法　（1）ESD とは
【事後学修】　文献も参照して、第12回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポートの肉付けを行
う。

第13回 【事前学修】　文献も用いて、「優れた ESD の事例」について調べる。
【授業内容】　環境教育の視点と手法　（2）事例に学ぶ
【事後学修】　文献も参照して、第13回授業で学修した内容をまとめ、課題をこなす。レポートを充実させる。

第14回 【事前学修】　文献も用いてこれまでの学修成果を総括し、「景観を読み解くこと」と「持続可能な地域をつく
ること」に関する意義・手法を検討する。レポートを仕上げる。
【授業内容】　レポートの発表と総合討論：地域と地球をつないで
【事後学修】　レポートに対するコメントをふり返る。文献も参照して、これまでの学修内容を総括する。

第15回 【事前学修】　文献も用いてこれまでの学修成果を総括し、「景観を読み解くこと」と「持続可能な地域をつく
ること」に関する課題・克服方法を検討する。
【授業内容】　残された課題とまとめ
【事後学修】　文献も用いて、これまでの学修内容を総括する。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における課題発表や発言の①主体性・積極性、②論理展開、③学術性の3
基準で評価）、および 2)レポート（総点の40％; 記述の①論理展開、②学術性、③書式・体裁の3基準で評価）による。
課題やレポートに対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

身近な地域、あるいはグローバル化の下で日常生活に直結している地域に対して、日ごろから関心を持つこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

ランドスケープエコロジーの視点から「持続可能な地域づくり」を考究する

■講義内容■講義内容

地域環境論特講で取りあげた「持続可能な地域づくりを進めるためのランドスケープエコロジー」に関して、文献の講読
および現象の確認（フィールド調査を含む）を行う。大学院において、自ら調査・収集したデータに基づいて研究が進め
られるよう、調査や研究の技法についても指導する。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入
して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

ランドスケープエコロジーの視点や手法に基づいて、地域の環境や人間活動を合理的に調査し、地域づくりに反映させて
ゆくためのスキームを、すぐれた先行事例を読み解く中で身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、「ランドスケープエコロジー」の概要を調べてくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　授業全体の学修内容・過程を明確化する。

第２回 【事前学修】　指定した書籍に目を通す。
【授業内容】　「ランドスケープエコロジー」を見渡す
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第２回授業の学修内容をまとめる。

第３回 【事前学修】　「書籍 A 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (1) 書籍の講読　A 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　「書籍 B 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (2) 書籍の講読　B 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　「書籍 C 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (3) 書籍の講読　C 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　「書籍 D 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (4) 書籍の講読　D 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　「書籍 E 章」を読み込んでくる。
【授業内容】　包括的な学修 (5) 書籍の講読　E 章
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　書籍で学修した内容全体をふりかえってくる。
【授業内容】　包括的な学修 (6) 書籍の講読　総括
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　探求したい領域を選択してくる。
【授業内容】　学修を深める領域の選定
【事後学修】　今後の学修内容 ･ 過程を明確化する。

第10回 【事前学修】　インターネット上の学術情報検索サイトをいくつか閲覧してくる。
【授業内容】　文献検索の技法
【事後学修】　「領域 F」に関して、最適な学術論文等を複数探し出す。

第11回 【事前学修】　「F1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (1) 論文等の講読　F1 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「F2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (2) 論文等の講読　F2 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「F3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 F の学修 (3) 論文等の講読　F3 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　第14回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 F にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第14回授業の調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　第15回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 F の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第15回授業の学修内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　「G1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (1) 論文等の講読　G1 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第16回授業の学修内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　「G2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (2) 論文等の講読　G2 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第17回授業の学修内容をまとめる。
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第18回 【事前学修】　「G3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 G の学修 (3) 論文等の講読　G3 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第18回授業の学修内容をまとめる。

第19回 【事前学修】　第19回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 G にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　第20回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 G の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第20回授業の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　「H1 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (1) 論文等の講読　H1 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第21回授業の学修内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　「H2 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (2) 論文等の講読　H2 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第22回授業の学修内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　「H3 論文」を読み込んでくる。
【授業内容】　領域 H の学修 (3) 論文等の講読　H3 論文等
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　第24回授業で訪問するフィールドの概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　領域 H にかかわるフィールド巡検
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第24回授業の調査内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　第25回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　領域 H の学修の総括（プレゼンテーションを含む）
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第25回授業の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　これまでの学修成果（主にランドスケープエコロジーの諸原理）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体のふりかえり (1) ランドスケープエコロジーの諸原理
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第26回授業の学修内容を総括する。報告書の構想を練る。

第27回 【事前学修】　これまでの学修成果（主に調査・研究技法）を総括してくる。
【授業内容】　学修全体のふりかえり (2) 調査・研究技法
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第27回授業の学修内容を総括する。報告書の骨組みを決める。

第28回 【事前学修】　先行事例も参照しつつ、報告書を作成する。
【授業内容】　演習報告書の作成 (1) 全体を見渡す
【事後学修】　報告書の肉付けを行う。

第29回 【事前学修】　先行事例も参照しつつ、報告書を作成を進める。
【授業内容】　演習報告書の作成 (2) 細部を埋める
【事後学修】　報告書を仕上げる。

第30回 【事前学修】　第30回授業のプレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：演習報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および2)報告書（総点の40％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や報告書に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろより書籍を読むなどして、専門的な議論を遂行しうる基礎力を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域環境論特講、生態学特論

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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平吹　喜彦

人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

ランドスケープエコロジーの実践スキルの向上

■講義内容■講義内容

副指導教員の協力の下、学生に主体的な課題設定と研究活動を促し、学修成果の報告・発表をめぐる討論を通じて、論文
作成を指導する。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

フィールドにおいて自ら課題を設定した上で、調査・分析・発表・報告書作成を体験することにより、1年次より育んでき
た基礎力を検証しつつ、実践力・応用力を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスおよびいくつかの修士・博士論文に目を通してくる。
【授業内容】　ガイダンス：演習の進め方、使用する機器等の紹介
【事後学修】　課題（研究テーマ）や今後の探求内容・過程を構想する。

第２回 【事前学修】　探求したい課題（研究テーマ）を構想してくる。
【授業内容】　研究テーマの検討
【事後学修】　課題および探求の道筋を明確化する。

第３回 【事前学修】　探求に適したフィールドの要件を整理してくる。
【授業内容】　研究フィールドの検討
【事後学修】　第３回授業の学修内容をまとめる。

第４回 【事前学修】　研究企画を構想してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の作成
【事後学修】　第４回授業の学修内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　研究企画の結果を整理し、プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 1」の発表
【事後学修】　第５回授業の学修内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　第５回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (1) 図書館の活用
【事後学修】　第６回授業の学修内容をまとめる。

第７回 【事前学修】　第６回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (2) 環境資料室の活用
【事後学修】　第７回授業の学修内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　第７回授業をふまえて、研究企画上の課題を整理してくる。
【授業内容】　文献検索 (3) インターネットの活用
【事後学修】　第８回授業の学修内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　優れた先行研究におけるデータ分析技法について整理してくる。
【授業内容】　先行研究の分析技法
【事後学修】　第９回授業の学修内容をまとめる。

第10回 【事前学修】　優れた先行研究におけるプレゼンテーション技法について整理してくる。
【授業内容】　分析結果のプレゼンテーション技法
【事後学修】　第10回授業の学修内容をまとめる。

第11回 【事前学修】　「文献 A」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (1) 文献 A
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第11回授業の学修内容をまとめる。

第12回 【事前学修】　「文献 B」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (2) 文献 B
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第12回授業の学修内容をまとめる。

第13回 【事前学修】　「文献 C」を読み込んでくる。
【授業内容】　文献紹介 (3) 文献 C
【事後学修】　関連する文献も参照しつつ、第13回授業の学修内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　これまでの学修をふりかえって、研究方法詳細を構想してくる。
【授業内容】　研究方法詳細の検討
【事後学修】　第14回授業の学修内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　「フィールド D」 の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (1) フィールド D
【事後学修】　第15回授業の調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　「フィールド E」 の概要や行程、調査手順を把握し、準備を整える。
【授業内容】　研究フィールド訪問 (2) フィールド E
【事後学修】　第16回授業の調査内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　これまでの学修を総括して、研究企画を再構想してくる。
【授業内容】　「研究企画書 ver. 2」の作成・発表
【事後学修】　第17回授業の学修内容をまとめる。

第18回 【事前学修】　第18回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (1) 概況調査 F1
【事後学修】　第18回授業の調査内容をまとめる。
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第19回 【事前学修】　第19回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (2) 詳細調査 F2
【事後学修】　第19回授業の調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　２回の調査結果を検討し、調査方法を見直す。
【授業内容】　調査結果の検討、フィールド調査方法の修正
【事後学修】　第20回授業の学修内容をまとめる。

第21回 【事前学修】　第21回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (3) 詳細調査 F3
【事後学修】　第21回授業の調査内容をまとめる。

第22回 【事前学修】　第22回授業の調査手順を明確にして、準備を整える。
【授業内容】　フィールド調査 (4) 詳細調査 F4
【事後学修】　第22回授業の調査内容をまとめる。

第23回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な表示方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (1) データの視覚化
【事後学修】　第23回授業の学修内容をまとめる。

第24回 【事前学修】　調査結果を整理し、最適な解析方法を構想してくる。
【授業内容】　調査結果の分析 (2) データの統計解析
【事後学修】　第24回授業の学修内容をまとめる。

第25回 【事前学修】　調査結果をとりまとめてくる。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ
【事後学修】　第25回授業の学修内容をまとめる。

第26回 【事前学修】　プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　調査結果のプレゼンテーション
【事後学修】　第26回授業の学修内容をまとめる。

第27回 【事前学修】　報告書の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成技法
【事後学修】　報告書をの骨組みをつくる。

第28回 【事前学修】　報告書（主に全体構成）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (1) 全体を見わたす
【事後学修】　報告書を肉付けする。

第29回 【事前学修】　報告書（主に詳細部分）を構想してくる。
【授業内容】　研究報告書の作成 (2) 細部を埋める
【事後学修】　報告書を仕上げる。

第30回 【事前学修】　プレゼンテーションを準備する。
【授業内容】　まとめ：研究報告書のプレゼンテーションと総合討論
【事後学修】　授業全体の学修内容を総括する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における課題発表や調査活動、発言の①主体性・積極性、②論理展開の
妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)報告書（総点の40％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書式・体
裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や報告書に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に授業全体を見通し、学修環境を整えること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域環境論特講、人間情報学演習Ⅰ（地域環境論特講）、生態学特論

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅰ（地球環境史）
Seminar in Human Informatics I

■テーマ■テーマ

地形学分野（主に発達史地形学）の研究課題および最新の研究動向を探る

■講義内容■講義内容

地形学分野（主に発達史地形学）における修士論文のテーマ設定に向けて、関連文献や論文の講読をとおして，当該分野
の研究課題および最新の研究動向を把握する。本授業では、ディベートや受講生による報告などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

1．地形学分野（主に発達史地形学）の研究課題を説明できる
2．地形学分野（主に発達史地形学）における最新の研究動向を説明できる
3．修士論文の研究テーマを設定できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを通読し，本授業の全体計画を確認する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の研究計画を立てる。

第２回 【事前学修】　卒業論文に関する発表資料（レジュメおよびパワーポイント資料）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告1：卒業論文
【事後学修】　卒業論文と修士論文との関連やつながりについて考える。

第３回 【事前学修】　第２回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読1：地形と地形学
【事後学修】　第３回の内容に関連する他の文献を調べる。

第４回 【事前学修】　第３回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読2：地表形態と地形の年代
【事後学修】　第４回の内容に関連する他の文献を調べる。

第５回 【事前学修】　第４回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読3：地形物質
【事後学修】　第５回の内容に関連する他の文献を調べる。

第６回 【事前学修】　第５回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読4：内作用とそれによる地形
【事後学修】　第６回の内容に関連する他の文献を調べる。

第７回 【事前学修】　第６回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読5：外作用とそれによる地形1
【事後学修】　第７回の内容に関連する他の文献を調べる。

第８回 【事前学修】　第７回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読6：外作用とそれによる地形2
【事後学修】　第８回の内容に関連する他の文献を調べる。

第９回 【事前学修】　第８回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読7：地形の時・空系列と地形変化の速さ
【事後学修】　第９回の内容に関連する他の文献を調べる。

第10回 【事前学修】　第９回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読8：中・小地形の発達史1
【事後学修】　第10回の内容に関連する他の文献を調べる。

第11回 【事前学修】　第10回の授業時に指定した文献を熟読してまとめる。
【授業内容】　文献講読9：中・小地形の発達史2
【事後学修】　第11回の内容に関連する他の文献を調べる。

第12回 【事前学修】　第３回から第11回までの内容をまとめる。
【授業内容】　文献講読10：大地形の発達史
【事後学修】　授業での議論をふまえて，まとめた内容を整理する。

第13回 【事前学修】　卒業論文作成の際に用いた検索サイト等の利用方法を確認する。
【授業内容】　論文検索方法
【事後学修】　授業で確認した検索方法により，関心のある論文を収集する。

第14回 【事前学修】　第17回以降に報告する論文リスト（3本以上のモデル論文を含む）を作成する。
【授業内容】　受講者による報告2：論文リスト
【事後学修】　授業での議論をふまえて，論文リストを修正する。

第15回 【事前学修】　現時点で関心を持つ研究テーマに即したパイロット調査計画案を作成する。
【授業内容】　受講者による報告3：パイロット調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，パイロット調査計画案を再検討する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施したパイロット調査の結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告4：パイロット調査結果
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマ案などを考える。

第17回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文1を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読1：論文1
【事後学修】　論文1の内容に関連する他の文献を調べる。
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第18回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文2を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読2：論文2
【事後学修】　論文2の内容に関連する他の文献を調べる。

第19回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文3を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読3：論文3
【事後学修】　論文3の内容に関連する他の文献を調べる。

第20回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文4を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読4：論文4
【事後学修】　論文4の内容に関連する他の文献を調べる。

第21回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文5を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読5：論文5
【事後学修】　論文5の内容に関連する他の文献を調べる。

第22回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文6を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読6：論文6
【事後学修】　論文6の内容に関連する他の文献を調べる。

第23回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文7を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読7：論文7
【事後学修】　論文7の内容に関連する他の文献を調べる。

第24回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文8を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読8：論文8
【事後学修】　論文8の内容に関連する他の文献を調べる。

第25回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文9を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読9：論文9
【事後学修】　論文9の内容に関連する他の文献を調べる。

第26回 【事前学修】　論文リストに掲載された研究論文10を熟読してまとめる。
【授業内容】　論文講読10：論文10
【事後学修】　論文10の内容に関連する他の文献を調べる。

第27回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究テーマ案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：修士論文の研究テーマ案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究テーマについて再検討する。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究方法案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：修士論文の研究方法案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究方法について再検討する。

第29回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，修士論文の研究計画案についてレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：修士論文の研究計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

第30回 【事前学修】　春季休業中の予備調査計画案について，レジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告8：修士論文の予備調査計画案
【事後学修】　授業での議論をふまえて，修士論文の研究計画について再検討する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

授業時に紹介する。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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堀毛　裕子、井川　純一、佐々木　健太

福祉分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

公認心理師の職域の一つである福祉分野における心理学的支援に関して、主要な理論や具体的な支援の展開について考え
る。

■講義内容■講義内容

福祉とは、広く言えば「人を幸せにする営み」である。診察室の中で相談に応じるような心理学的支援と異なり、福祉心
理学の実践においては、人々の生活の中で心理学的支援を行うことになる。ここでは、公認心理師の重要な職域の一つで
ある福祉分野における、心理学的支援の理論や具体的展開について学ぶ。講義にとどまらず、随時、事例検討など具体的
な問題に関するディスカッション（アクティブラーニング）も含めて理解を深める。
授業担当者はいずれも公認心理師であるが、井川は、精神保健福祉士および精神障害者支援等の経験を生かし、社会福祉
の理念や制度・法律、さらに支援者支援などについて解説する。佐々木は、被害者支援に係る経験をもとに、各種の被害
体験に関する心理的支援について具体的な説明を行う。また堀毛は、精神科病院の心理職やさまざまな福祉分野の相談機
関での心理相談業務の経験などを生かして、福祉領域における心理学的支援について具体的な検討を行う。

■達成目標■達成目標

福祉分野におけるさまざまな公認心理師の実践について論じることができる。具体的には以下の通り。
1.　福祉現場において生じる問題やその背景について説明できる。
2.　福祉現場における心理社会的課題と必要な支援について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、教科書等を用意しておく。
【授業内容】　オリエンテーション（堀毛）
【事後学修】　オリエンテーションの内容を踏まえて授業の目的・方法や学生自身の達成目標をよく理解する。

第２回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の法律と制度について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　福祉分野の基礎：法律と制度（井川）
【事後学修】　福祉分野の法律と制度について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第３回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の多職種連携について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。 
【授業内容】　福祉分野における多職種連携・多機関連携（井川）
【事後学修】　多職種・多機関連携について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第４回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の地域福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　地域福祉の展開（井川）
【事後学修】　地域福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。
　　　　　　　　社会福祉のあり方に関する課題（課題1）を、manabaを通して提出する。提出課題については、
manaba上で全体的なコメントを提示する。

第５回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の生活や家庭への支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を
通しておく。
【授業内容】　家庭に関する問題の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　家庭に関する問題について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第６回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の児童福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　児童福祉の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　児童福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第７回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の障害者福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　障害者福祉の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　障害者福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第８回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の高齢者福祉について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　高齢者福祉の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　高齢者福祉について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第９回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の認知症への支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通し
ておく。
【授業内容】　認知症の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　認知症への支援について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第10回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の児童・障害者・高齢者虐待について振り返るとともに、教科書の関連部分
に目を通しておく。
【授業内容】　虐待に関する問題の理解と心理支援（堀毛）
【事後学修】　虐待に関する問題について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。

第11回 【事前学修】　学部「福祉心理学」のDV・犯罪被害者支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を
通しておく。
【授業内容】　被害者支援：DV・犯罪被害の理解と支援（佐々木）
【事後学修】　被害者支援について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。
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第12回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の災害支援やPTSDについて振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通し
ておく。
【授業内容】　被害者支援：災害支援およびPTSDの理解と心理支援（佐々木）
【事後学修】　被害者支援について不明な点は調べ、学習内容を定着させる。
　　　　　　　　被害者支援に関する課題（課題2）を、manabaを通して提出する。提出課題については、manaba
上で全体的なコメントを提示する。

第13回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の家族支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　支援者支援：介護家族に対する心理支援（井川）
【事後学修】　家族支援について不明な点があれば調べ、学習内容を定着させる。

第14回 【事前学修】　学部「福祉心理学」の支援者支援について振り返るとともに、教科書の関連部分に目を通してお
く。
【授業内容】　支援者支援：専門職に対する心理支援（井川）
【事後学修】　支援者支援について不明な点があれば調べ、学習内容を定着させる。

第15回 【事前学修】　これまでの学習内容を復習しておく。
【授業内容】　全体のまとめ：福祉分野に関する理論と支援の展開（堀毛）
【事後学修】　福祉分野における心理支援の留意点（課題3）について、manabaを通して提出する。提出課題につ
いては、manaba上で全体的なコメントを提示する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

・3回の課題（各25％）および授業全体を通じた参加態度（事例検討における発言の量と内容等：25％）により総合的に評
価する。
・授業時に提示される3つの課題については、達成目標にかかわる部分の達成度を確認する。
　評価基準：指示された形式・文字数等の遵守（50％）、記述の適切さ（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろからTVニュースや新聞、県や市の広報等で、身の回りの福祉に関する話題に敏感にアンテナを張り、情報を収集す
ること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

他の公認心理師関連科目

■テキスト■テキスト

片岡玲子・米田弘枝（編）　2019　『福祉分野・理論と支援の展開（公認心理師分野別テキスト2）』　創元社
※そのほか、随時、資料を提示する。

■参考文献■参考文献

中島健一（編）　2018　『福祉心理学（公認心理師の基礎と実践17）』　遠見書房

■履修上の注意■履修上の注意

・オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導コレクションを使用する。
・この科目は、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必要な科目をすべて修めた者のみが履修で
きる。
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伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅱ（地球環境史）
Seminar in Human Informatics II

■テーマ■テーマ

地形学分野（主に発達史地形学）の修士論文作成に向けた研究指導

■講義内容■講義内容

地形学分野（主に発達史地形学）の修士論文作成のための研究指導を行う。本授業では、ディベートや受講生による報告
などの活動を行う。

■達成目標■達成目標

各自の研究テーマに即した研究方法により取得した各種試・資料の解析および実験等を行い，完成度の高い修士論文を作
成できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　人間情報学演習Ⅰ（地球環境史）で実施した各種作業の進捗状況を整理し，今年度の計画案を作
成する。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　授業での議論をふまえて，今年度の計画を立てる。

第２回 【事前学修】　前年度に実施した予備調査結果をレジュメにまとめる。
【授業内容】　受講者による報告1：予備調査
【事後学修】　授業での議論の内容を整理する。

第３回 【事前学修】　研究テーマに関する複数のモデル論文の概略をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告2：モデル論文
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，研究テーマを検討する。

第４回 【事前学修】　研究テーマについてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告3：研究テーマ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，研究テーマを決定する。

第５回 【事前学修】　調査地域と調査理由についてまとめる
【授業内容】　受講者による報告4：調査地域と選定理由
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査地域を決定する。

第６回 【事前学修】　調査項目と調査方法についてまとめる。
【授業内容】　受講者による報告5：調査項目と調査方法
【事後学修】　授業での議論や前年度の検討結果をふまえて，調査項目および調査方法を決定する。

第７回 【事前学修】　調査地域の地形に関する先行研究1の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告6：調査地域の先行研究1
【事後学修】　第７回の授業での議論の内容をまとめる。

第８回 【事前学修】　調査地域に地形に関する先行研究２の内容をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告7：調査地域の先行研究2
【事後学修】　第８回の授業での議論の内容をまとめる。

第９回 【事前学修】　地形の区分について専門書で調べ，地形分類に必要な資料を収集する。 
【授業内容】　調査準備1：地形図読図
【事後学修】　読図結果を整理する。

第10回 【事前学修】　地理院地図で調査地域の地表の起伏を把握する。
【授業内容】　調査準備2：空中写真判読1（主に中・小地形）
【事後学修】　判読結果を参照しながら地形図の読図作業結果を適宜修正する。

第11回 【事前学修】　専門書で写真判読の手がかりについて調べる。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読2（主に微地形）
【事後学修】　判読作業結果をまとめる。

第12回 【事前学修】　先行研究の地形分類図を参照する。
【授業内容】　調査準備3：空中写真判読3（主に微地形）
【事後学修】　微地形に関する判読作業結果をまとめる。

第13回 【事前学修】　読図および判読作業結果を整理する。
【授業内容】　調査準備5：地形分類図（予察図）の作成
【事後学修】　地形分類図（予察図）を完成させる。

第14回 【事前学修】　これまでの作業内容をまとめて発表資料を作成する。
【授業内容】　受講者による報告8：調査準備のまとめ
【事後学修】　授業での議論の内容をまとめ，現地調査計画を検討する。

第15回 【事前学修】　夏季休業中の調査計画書を作成する。
【授業内容】　受講者による報告9：現地調査計画
【事後学修】　授業での議論をふまえて，現地調査の段取りを再検討し，適宜修正する。

第16回 【事前学修】　夏季休業中に実施した現地調査の結果（概略）をまとめる。
【授業内容】　受講者による報告10：現地調査
【事後学修】　第16回の授業での議論の内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　収集したデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験1
【事後学修】　第17回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。
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第18回 【事前学修】　第17回で扱わなかったデータの解析や試料を用いた実験を行う。
【授業内容】　データ解析・実験2
【事後学修】　第18回の授業での議論をふまえて，データ解析・実験結果の考察を行う。

第19回 【事前学修】　これまでの作業で得られた各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ1：図表作成1
【事後学修】　第19回の授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第20回 【事前学修】　第19回で扱わなかった各種データを図表化する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ2：図表作成2
【事後学修】　第20回の授業での議論をふまえて，各種図表を修正する。

第21回 【事前学修】　これまでの各種結果を整理し，結論の核になる短い文章を作成する。
【授業内容】　調査結果のとりまとめ5：まとめ
【事後学修】　授業での議論をふまえて，結論の核になる内容を適宜修正する。

第22回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論1
【事後学修】　授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進める。

第23回 【事前学修】　第22回に引き続き，序論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：序論2
【事後学修】　第23回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第24回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査地域に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査地域
【事後学修】　第24回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第25回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，調査方法に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：調査方法
【事後学修】　第25回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第26回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果1
【事後学修】　第26回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第27回 【事前学修】　第26回に引き続き，結果に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結果2
【事後学修】　第27回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第28回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察1
【事後学修】　第28回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第29回 【事前学修】　第28回に引き続き，考察に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：考察2
【事後学修】　第29回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

第30回 【事前学修】　これまでの内容をふまえて，結論に関する文章を作成する。
【授業内容】　論文作成指導：結論
【事後学修】　第30回の授業での議論をふまえて，必要に応じて追加の情報収集を行いながら，文章作成を進め
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告内容（50％）および議論への参加（50％）で評価する。評価基準はルーブリックなどの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関心をもった研究テーマについて，各種文献や情報を集めておくこと。また，関連論文に頻出する専門用語を辞典で確認
しておくこと。

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

授業時に随時紹介する。
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平野　幹雄、早川　典子

教育分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

教育分野の心理学理論と支援

■講義内容■講義内容

本講義では、児童生徒や保護者を対象とした支援のあり方や、教職員に対する支援者支援のあり方について学ぶととも
に、発達障害などに対する特性の理解と支援のあり方や校内連携のあり方、協力体制のあり方について等についても取り
上げて体系的に学ぶこととする。

■達成目標■達成目標

・教育分野における基礎的な心理支援のあり方について理解できる。
・学校での心理支援の実際について理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスの中身を熟読してくること
【授業内容】　オリエンテーション
【事後学修】　教育現場での心理支援の現状について調べること

第２回 【事前学修】　教育相談と生徒指導の現状について調べてくること
【授業内容】　教育相談と生徒指導
【事後学修】　具体的な支援の方法についての復習をすること

第３回 【事前学修】　教育現場で行われている学習支援について調べてくること
【授業内容】　学習支援の基盤
【事後学修】　学習支援について、講義で紹介した内容についてまとめ直すこと

第４回 【事前学修】　特別支援教育の歴史について調べてくること
【授業内容】　発達障害と特別支援教育
【事後学修】　発達障害の定義や特性についてまとめ直すこと

第５回 【事前学修】　インテグレーションとインクルージョンについて調べてくること
【授業内容】　インクルージブ教育
【事後学修】　特別支援教育コーディネーターの役割について復習しておくこと

第６回 【事前学修】　チーム学校の理念について調べてくること
【授業内容】　チーム学校
【事後学修】　チーム学校の中での心理職の役割についてまとめておくこと

第７回 【事前学修】　バリアフリーとユニバーサルデザインについて調べてくること
【授業内容】　ユニバーサルデザインと合理的配慮(関連法規を含む)
【事後学修】　関連法規についてまとめ直しておくこと

第８回 【事前学修】　多文化的な背景を持つ子どもの教育の現状について調べてくること
【授業内容】　多文化的背景を持つ子どもの心理的理解と支援
【事後学修】　実際の支援のあり方についてまとめ直しておくこと

第９回 【事前学修】　教育基本法（前文、一章、二章）を読み、疑問点をメモしてくること
【授業内容】　教育分野における公認心理師の役割と主な業務
【事後学修】　公認心理師の役割と業務の実際についてまとめ直しておくこと

第10回 【事前学修】　身近な体験としての不登校・いじめ問題の実際について振り返り、メモしてくること
【授業内容】　不登校およびいじめ問題の理解と支援
【事後学修】　実際の支援のあり方と実際について復習しておくこと

第11回 【事前学修】　学齢期に体験した「スクールカウンセラーの役割・仕事」のイメージについてメモしてくること
【授業内容】　スクールカウンセリング
【事後学修】　スクールカウンセリングの実際について復習しておくこと

第12回 【事前学修】　心理教育について調べてくること
【授業内容】　心理教育的アセスメント
【事後学修】　心理教育の実際についてまとめ直しておくこと

第13回 【事前学修】　コンサルテーションとコーディネーションの意味と目的について調べてくること
【授業内容】　コンサルテーションとコーディネーション
【事後学修】　コンサルテーションとコーディネーションの目的と実際について復習しておくこと

第14回 【事前学修】　学習・発達支援の必要な子どもの状態・状況について考えてくること
【授業内容】　学習・発達支援
【事後学修】　学習・発達支援の目的とあり方について復習しておくこと

第15回 【事前学修】　緊急支援が必要な時・状態について考え、メモしてくること
【授業内容】　緊急支援
【事後学修】　緊急支援の目的とあり方について復習しておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の講義後のミニレポートをマナバに提出すること(30%)。また、二回のレポートの提出によって評価する(70%)。具体
的な評価の基準については講義中に示すこととする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビ番組でとりあげられる心理学的話題をメモしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理的アセスメントに関する理論と実践等の公認心理師科目
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■テキスト■テキスト

なし。

■参考文献■参考文献

野島一彦監修(2019) 教育分野理論と支援の展開. 創元社.
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菅藤　健一

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

司法・犯罪領域における心理学の基本的な事項を踏まえつつ，それを応用し，将来の公認心理師資格取得に向けて知識の
習得を目指す。また，平素から司法・犯罪領域への興味関心を高め，社会規範を遵守する構えや防犯意識の高揚を図る。

■講義内容■講義内容

犯罪・非行についての基本的知識，戦後の少年事件史について概説する。犯罪・非行の理論全般について事例を通して解
説する。司法犯罪分野における心理アセスメントについて実習を・講義によって解説する。さらに，犯罪・非行臨床に関
わる関係機関について，児童相談所，法務省の関係機関，家庭裁判所等にそれぞれ触れる。犯罪被害，家事事件，犯罪捜
査について個別の話題を提供する。防犯について解説した後で，授業の振り返りを行う。
授業全般について担当者が長年少年鑑別所・刑務所に勤務していた実務経験を活かしてコメントを提供する。この授業は
対面授業として行う。対面授業不可の場合は、オンタイム授業として行う。

■達成目標■達成目標

司法・犯罪心理学に係る基本的知識を確実に習得する。
司法・犯罪に係る関係機関について概略を説明でき，現状の問題点について認識する。
防犯についての知識を習得し，その意識を高める。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】犯罪と非行の違いについて自分なりに考えをまとめておく
【授業内容】授業の進め方，評価方法等の説明，犯罪・非行の基本的知識
【事後学修】少年非行に関わる様々な法律についてその相違を整理する。

第２回 【事前学修】これまでの少年犯罪のうち興味ある事件をインターネットで調べる。
【授業内容】少年事件史の説明
【事後学修】少年犯罪と時代との関連をまとめる。

第３回 【事前学修】法務省，最高裁判所のホームページを閲覧し，少年保護法制とは何かを認識する。
【授業内容】成人犯罪者処遇の流れ，少年保護手続の解説
【事後学修】具体的な非行事例について，事件処理の流れを調べる。

第４回 【事前学修】児童相談所，家庭裁判所とは何か調べる。
【授業内容】児童相談所における非行への対応，家庭裁判所の在宅事件における非行への対応
【事後学修】テキストの復習問題を解く。

第５回 【事前学修】これまでに学習した心理検査について復習しておく。
【授業内容】司法犯罪分野における心理アセスメントについて
【事後学修】人が行動観察するときにおける見方の偏りについてまとめる。

第６回 【事前学修】拘禁された状態とは何かを調べる。
【授業内容】矯正施設における拘禁反応
【事後学修】拘禁反応の特徴について復習する。

第７回 【事前学修】非行に関する動画（MOJチャンネル）を視聴して感想をまとめる。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。薬物犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第８回 【事前学修】非行に至る要因についてできる限り考える。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。放火犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第９回 【事前学修】非行に至る要因についてできる限り考える。発達障害の特徴について復習する。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。性犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第10回 【事前学修】非行に至る要因についてできる限り考える。
【授業内容】事例検討を通じて非行に至る要因を解説する。性犯
【事後学修】非行要因のうち授業で取り上げたものについてまとめる。

第11回 【事前学修】犯罪被害に関する動画を視聴する。
【授業内容】犯罪被害についての基本的知識
【事後学修】犯罪被害者を支援する組織についてまとめてみる。

第12回 【事前学修】家庭裁判所の機能について復習する。
【授業内容】家事事件についての基本的知識
【事後学修】児童虐待に関して学んだことをまとめる。

第13回 【事前学修】警察機関の心理職について調べる。
【授業内容】犯罪捜査と心理学
【事後学修】プロファイリングについて調べる。

第14回 【事前学修】割れ窓理論を調べる。
【授業内容】犯罪予防と心理学
【事後学修】防犯についてひとつの理論をまとめる。

第15回 【事前学修】授業資料を復習する。
【授業内容】授業の振り返りとレポート課題作成
【事後学修】レポート課題のほかの犯罪心理学上の話題に目を通す。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊毎授業後のリアクションペーパー30％，授業最後のレポート課題70％をもとに総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊新聞，テレビ，ネット等を丹念にチェックし，日々のニュース（とくに事件）に興味関心をもってください。
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■テキスト■テキスト

＊森丈弓ほか（2021）司法・犯罪心理学　サイエンス社　その他，自作の資料（PPT）を中心に授業を進める。

■参考文献■参考文献

＊日本犯罪心理学会編（2016）犯罪心理学事典　丸善出版，細江達郎（2001）図解　犯罪心理学　ナツメ社

■履修上の注意■履修上の注意

担当授業の前後に質問等に対応します。また，リアクションペーパーを毎授業後に記載していただきますが，そこに記さ
れた質問等にもできるだけ丁寧にお答えしますので，積極的に記載してください。
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井川　純一

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

■テーマ■テーマ

産業・労働分野における公認心理師の役割

■講義内容■講義内容

現代の産業社会の構造は、急速な技術革新や国際化、企業組織の統合や合理化など、大きな変貌を遂げつつあり、働く
人々の意識や行動、生活場面においても様々な変化が生じている。これらの変化に対応するため、本講義では、産業・労
働分野における公認心理師の役割とともに、あわせて最新の研究知見にも目を向けて、現代の産業・組織心理学の概要を
提示する。なお、担当者は、医療機関や専門学校等におけるソーシャルワーカーの経験を持つため、授業内容においても
随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

1. 産業・労働領域の基礎的な知識について説明することができる。
2. 産業・組織労働領域における研究と実践の広がりの現状について論じることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、講義内容や達成目標についてまとめておく。
【授業内容】　オリエンテーション・文献及びテキスト紹介等
【事後学修】　オリエンテーションの内容を踏まえて、講義内容や関連文献等をよく理解する。

第２回 【事前学修】　指定テキストの序論を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　公認心理師とは
【事後学修】　公認心理師とはについて復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノートにま
とめる。

第３回 【事前学修】　指定テキストの1章を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要
【事後学修】　産業・労働分野の概要について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第４回 【事前学修】　指定テキストの2章を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要2
【事後学修】　産業・労働分野の概要2について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第５回 【事前学修】　指定テキストの3章を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要3
【事後学修】　公認心理師とはについて復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノートにま
とめる。

第６回 【事前学修】　指定テキストの4章　(前半)を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要4
【事後学修】　産業・労働分野の概要4について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第７回 【事前学修】　指定テキストの4章　(後半)を読み、300字程度に要約しておく。
【授業内容】　産業・労働分野の概要5
【事後学修】　産業・労働分野の概要5について復習し、理解できない部分については指定テキストを読んでノー
トにまとめる。

第８回 【事前学修】　文献（1）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論1
【事後学修】　第8回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第９回 【事前学修】　文献（2）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論2
【事後学修】　第9回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第10回 【事前学修】　文献（3）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論3
【事後学修】　第10回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第11回 【事前学修】　文献（4）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論4
【事後学修】　第11回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第12回 【事前学修】　文献（5）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論5
【事後学修】　第12回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第13回 【事前学修】　文献（6）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論6
【事後学修】　第13回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第14回 【事前学修】　文献（7）を選択し、議論のためのレジュメを作成しておく。
【授業内容】　課題論文の発表と議論7
【事後学修】　第14回の授業をもとに講義内での議論の内容についての記録を作成する。

第15回 【事前学修】　これまでの授業内容を総合的に復習し、問題点や関心を持った点を考える。
【授業内容】　まとめと課題：授業の中で関心を持ったテーマに関するレポート作成
【事後学修】　自分自身の日常生活あるいは研究課題において、健康心理学の知見を活かしたい問題を考える。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

事前学習の内容 (50％)、レジュメの形式及び内容で確認する。講義中の質問や発言 (50％)、積極性及び内容で判断す
る。具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

毎回の講義内容について、日常生活に援用して吟味・検討するという形での復習を行うことが望ましい。また、あらかじ
め文献を指定された回については、事前に文献に目を通す予習が必要となる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

公認心理師指定科目

■テキスト■テキスト

公認心理師分野別テキスト5 産業・労働分野理論と支援の展開 平木典子・松本桂樹[編著] 創元社

■参考文献■参考文献

田中堅一郎 (編) 産業・組織エッセンシャルズ ナカニシヤ出版
変更する可能性があるため、購入は2回目以降としてください。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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金井　嘉宏、佐藤　あけみ、東海林　渉、槙　貴浩

心理的アセスメントに関する理論と実践

■テーマ■テーマ

公認心理師の実践における心理的アセスメントの理論的背景と実施方法を理解し実践する

■講義内容■講義内容

　心理的な支援はアセスメントに基づいて行われる。本授業では，心理的アセスメントの意義と基本姿勢，および心理的
支援への適用について学ぶ。そのうえで，アセスメントに用いられるさまざまな心理検査や測定ツールの理論的背景や具
体的な測定方法に関する知識を獲得するとともに，検査結果に関する所見の書き方とフィードバックの仕方を学ぶ。受講
者は，事前に調べた内容について発表を行うことや，授業の中でディスカッションに参加を求められる。
　なお，担当者の佐藤と槙は，精神科クリニックと病院における心理職としての勤務の経験を生かして，東海林は学校現
場および病院の精神科・身体科での心理相談業務の経験を生かして，金井は医療機関や学校，および産業・労働分野にお
ける心理相談業務の経験を生かし，それぞれの現場に即した心理的アセスメントの実施方法と運用について具体的な検討
を行う。

■達成目標■達成目標

（１）公認心理師の実践における心理的アセスメントの意義と基本的姿勢を説明できる。
（２）アセスメントに用いる心理検査の理論と方法について説明し実践することができる。
（３）アセスメント結果を心理的支援に応用する方法や留意点について説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み，心理的アセスメントについて学部で学んだことを振り返る。
【授業内容】　心理的アセスメントの意義と基本姿勢（金井）
【事後学修】　授業で学んだことを復習し，関連する文献を調べる。

第２回 【事前学修】　ケースフォーミュレーション，アウトカムデータ，プロセスデータについて調べる。
【授業内容】　心理的支援へのアセスメントの適用（金井）
【事後学修】　アセスメントが心理的支援に活かされている事例研究の文献を調べる。

第３回 【事前学修】　学部で学んだパーソナリティ検査について復習する。
【授業内容】　パーソナリティ検査：質問紙法，作業検査法，投影法（金井）
【事後学修】　授業で学んだ検査について復習するとともに，当該カテゴリーに含まれる他の検査を調べる。

第４回 【事前学修】　心理検査一般について調べる。
【授業内容】　ロールシャッハテスト（１）　投影法としてのロールシャッハテスト（佐藤）
【事後学修】　ロールシャッハテストについてまとめる。

第５回 【事前学修】　『新・心理診断法：ロールシャッハ・テストの解説と研究』（片口安史 著）で予習を行う。
【授業内容】　ロールシャッハテスト（２）　テストの実施法（ロールプレイを用いて）（佐藤）
【事後学修】　実施データのまとめと解釈を行う。

第６回 【事前学修】　精神分析理論，特に防衛機制について予習を行う。
【授業内容】　ロールシャッハテスト（３）　継起分析を中心としての解釈の実際（佐藤）
【事後学修】　馬場禮子著のロールシャッハ関係文献で復習を行う。

第７回 【事前学修】　発達障害（自閉スペクトラム症，注意欠如・多動症，限局性学習症）について調べる。
【授業内容】　発達検査（東海林）
【事後学修】　授業で学んだ発達検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文献を調べ
て読む。

第８回 【事前学修】　知能検査について調べる。
【授業内容】　知能検査（ウェクスラー式）の理論と実践について（槙）
【事後学修】　授業で学んだ知能検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文献を調べ
て読む。

第９回 【事前学修】　知能検査（ウェクスラー式）のマニュアルを読む。
【授業内容】　知能検査（ウェクスラー式）の実施方法（ロールプレイの実施）（槙）
【事後学修】　授業で学んだ検査の実施方法についてマニュアルを再度読み復習する。

第10回 【事前学修】　知能検査（ウェクスラー式）のマニュアルの採点部分を読む。
【授業内容】　知能検査（ウェクスラー式）の結果の解釈と理解（データのまとめと活用）（槙）
【事後学修】　授業で学んだ検査の結果の解釈と理解について復習し，関連文献を調べて読む。

第11回 【事前学修】　認知症について調べてくる。
【授業内容】　神経心理学的検査（東海林）
【事後学修】　授業で学んだ神経心理学的検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文
献を調べて読む。

第12回 【事前学修】　学部で学んだDSMとICDについて復習する。
【授業内容】　操作的診断分類と構造化面接法（東海林）
【事後学修】　構造化面接法が臨床実践と研究においてどのように用いられているかさらに調べる。

第13回 【事前学修】　不安症とうつ病について調べてくる。
【授業内容】　症状評価尺度　不安関連・うつ病関連（東海林）
【事後学修】　授業で学んだ症状評価尺度について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文献を
調べて読む。

第14回 【事前学修】　心電図，血圧，皮膚電気活動，脳波について調べてくる。
【授業内容】　生理心理学的検査（金井）
【事後学修】　授業で学んだ生理心理学的検査について復習するとともに，実際に当該検査が用いられている文
献を調べて読む。

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1750 -



第15回 【事前学修】　アセスメント結果を心理的支援に応用した事例研究の文献を読んでくる。
【授業内容】　心理に関する相談，助言，指導における心理的アセスメントの応用（金井）
【事後学修】　行動観察や生態学的アセスメントを取り入れた文献を調べて読む。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

manabaや用紙で提出される課題（60%），発表内容（30%），ディスカッションなど授業への積極的参加態度（10 %）
観点（あるいは領域）毎の配点を授業時に明示する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各検査に関する書籍や，各検査が用いられている事例研究について情報収集し授業の中で共有する姿勢が求められる。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

大学院における公認心理師関係科目

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜，授業のなかで紹介したりmanabaのコンテンツにアップロードする。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり，manabaの個別指導コレクションを使用する。
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平泉　拓

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践

■テーマ■テーマ

ブリーフセラピー・家族療法・集団療法・地域支援の要諦と実践

■講義内容■講義内容

本講義は，心理に関する相談・助言・指導等に生かすブリーフセラピー・家族療法・集団療法・地域支援の要諦を学修す
る。前半は講義と文献を通じた理論学習，中盤はアセスメントツールの使用と実際面接の観察学習，後半は簡易模擬事例
をロールプレイし体験学習する。以って，それぞれの現場で家族・集団組織・地域支援を提供し，あり方を自ら学び続け
ることができる力を習得する。担当者が教育機関・福祉機関・病院・企業その他で家族・組織の支援に従事した経験を生
かして，毎回実践を踏まえたコメントを提供する。

■達成目標■達成目標

① 家族関係等集団の関係性に焦点を当てた心理支援の理論と方法を説明することができる。
② 地域社会や集団・組織に働きかける心理学的援助に関する理論と方法を説明することができる。
③ 心理に関する相談，助言，指導等への（１）及び（２）の応用を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】 シラバスをよく読み，この講義の内容と運営方法についてよく理解しておくこと。manaba course
及びResponを利用できるように準備しておくこと。
【授業内容】 コミュニケーションとダイアローグの概念を検討する。
【事後学修】 第１回授業をもとに、学修内容を自らの経験と関連づけて整理すること。オーディエンスレスポン
スシステム (ARS) 上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第２回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，ブリーフセラピーと家族療法について部分的に
説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 ブリーフセラピーと家族療法の理論を検討する。
【事後学修】 第２回授業をもとに、学修内容を自らの事前学習を関連づけて整理すること。ARS上に授業に対す
る振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第３回 【事前学修】 「ブリーフセラピーの基本的要素」（R・フィッシュ)に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】 　ブリーフセラピーに関する論文「ブリーフセラピーの基本的要素」（R・フィッシュ)を精読・解
題する。
【事後学修】 第３回授業をもとにARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知るこ
と。精読が不十分な箇所を自分で再読すること。

第４回 【事前学修】 「言語システムとしてのヒューマンシステム」(H.アンダーソン)に関する事前配布資料を一読する
こと。
【授業内容】 ブリーフセラピーに関する論文「言語システムとしてのヒューマンシステム」(H.アンダーソン,H.
グーリシャン)を精読・解題する。
【事後学修】第４回授業をもとに、 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知る
こと。精読が不十分な箇所を自分で再読すること。

第５回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，ジェノグラム・エコマップ・ICHIGEKIについて
部分的に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 家族のアセスメントツールの使い方を実践的に学習する。
【事後学修】 　第５回授業をもとに、学修内容を自らの事前学習を関連づけて整理すること。ARS上に授業に対
する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第６回 【事前学修】 家族面接に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】 家族面接に関する動画を視聴し，家族面接のエッセンスを議論する。
【事後学修】 学習内容を第4回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿
し，自他の考えの異同を知ること。

第７回 【事前学修】 家族面接に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】 第6回授業に引き続き，家族面接の実際に関する動画を視聴し，家族面接のエッセンスを議論す
る。
【事後学修】 学習内容を第4回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿
し，自他の考えの異同を知ること。

第８回 【事前学修】家族療法の事例に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】簡易模擬事例をロールプレイし，ライブ・スーパービジョンを行う。
【事後学修】 学習内容を第6・7回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。

第９回 【事前学修】 家族療法の事例に関する事前配布資料を一読すること。
【授業内容】第9回講義に引き続き，簡易模擬事例をロールプレイし，ライブ・スーパービジョンを行う。
【事後学修】 学習内容を第6・7回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。

第10回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，介入技法について部分的に説明できるようにし
ておくこと。
【授業内容】 家族・集団・組織に対する介入技法（リフレーミング，行動的介入法，心理教育）を検討する。
【事後学修】 学習内容と第8・9回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。

第11回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，ケースフォーミュレーションとケースマネジメ
ントについて部分的に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 事例論文を輪読し，ケースフォーミュレーションとケースマネジメントについて議論する。
【事後学修】 学習内容と第3・4回講義と関連づけて整理すること。ARS上に授業に対する振り返りコメントを投
稿し，自他の考えの異同を知ること。
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第12回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，集団・組織へのアプローチについて部分的に説
明できるようにしておくこと。
【授業内容】 集団・組織へのアプローチを検討する。
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。産業・労働分野
の理論と支援に関する学習内容と関連づけて整理すること。

第13回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，地域社会・コミュニティへのアプローチについ
て部分的に説明できるようにしておくこと。
【授業内容】 地域社会への支援（コンサルテーション、サポートネットワーキングなど）、災害とコミュニティ
アプローチを検討する。
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第14回 【事前学修】 Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，遠隔心理支援について部分的に説明できるよう
にしておくこと。
【授業内容】 遠隔心理支援（有効性と留意点、倫理とガイドラインの要諦、実践のTips）を検討する
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。

第15回 【事前学修】 第1～14回の学習内容、配布資料を復習すること。
【授業内容】 第1〜14回の学習内容を振り返り，到達目標に照らして自己・相互点検する
【事後学修】 ARS上に授業に対する振り返りコメントを投稿し，自他の考えの異同を知ること。第15回講義の後
日，指定の期日までに指定試験としてレポートを提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回提出する振り返りコメントの内容をもとに達成目標①②を評価する（20％）。第6・7・11回のディスカッション（各
自の意見の口頭叙述）から目標③の達成度を評価する（30％）。ディスカッションの配点は、論理性（10％），独自性
（10％），応用可能性（10％）である。指定試験として第15回講義終了後の指定日までにレポートを提出すること
（2,000〜3,000字程度）。レポートの内容をもとに達成目標①②③を評価する（50％）。それぞれの評価基準はルーブ
リックとして初回授業時に公開する。レポートの傾向についてはmanaba を通してフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①Webで入手できる資料，各自の書籍等に目を通し，各回の授業計画に記載されたキーワードについて調べておくこと。こ
れらの事前学習を前提にして講義を行う。
②クリティカルシンキングに関するスキルについて，特に，論証モデルについて学習し，理解しておくこと。クリティカ
ルシンキングについての基本的な理解があることを前提にして講義を行う。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

心理支援に関する理論と実践，福祉分野に関する理論と支援，産業・労働分野に関する理論と実践

■テキスト■テキスト

自作の資料と視聴覚コンテンツを使用する。

■参考文献■参考文献

適宜manabaのコンテンツにアップロードする。

■履修上の注意■履修上の注意

①初回授業で受講方法に関する詳しい説明をするので履修希望者は必ず参加すること。
②この授業はmanaba course 及びRespon，その他のオーディエンスレスポンスシステム（ALS）を使用する。Wifiにつなげ
られるスマホ等を準備し，manabaを使用できるように操作になれておくこと。manabaの説明・使用法は大学ホームページ
や各キャンパスのmanaba支援係に問い合わせること。
③オフィス・アワーに代わり，担当教員のアドレスを開講時に公開する。
④以下の関連URLでクリティカル・シンキングについて事前学習してから授業に参加すること。
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堀毛　裕子、井川　純一、加藤　健二、金井　嘉宏、櫻井　研三、東海林　渉、萩原　俊彦、

平野　幹雄、福野　光輝

心理実践実習Ⅰ

■テーマ■テーマ

学部段階での授業や実習を通じて得た公認心理師に必要な知識・技能の基礎的な理解の上に、各施設での実習を通して、
公認心理師の業務に関する知識や理解を深め、基本的技能を修得する。

■講義内容■講義内容

・学部科目の履修を通じて得た公認心理師に必要な知識・技能の基礎的な理解の上に、公認心理師の主要5分野のうち4分
野（保健医療、福祉、教育、司法・犯罪）の施設における実習を通して、以下の事項について学修する。
　（ア）心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得
　　　（1）コミュニケーション
　　　（2）心理検査
　　　（3）心理面接
　　　（4）地域支援等
　（イ）心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成
　（ウ）心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ
　（エ）多職種連携及び地域連携
　（オ）公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解
・通年30回（45時間）の授業では、実習の事前学習・実習内容に係る具体的な検討や担当教員による指導・事後の振り返
り等を行う。この授業時間に加えて、別途、各施設の定めた日程で施設の実習指導者のもとで実習を行う。また実習中
は、毎日連続する場合は週1回、連続しない場合は5回に1回の頻度で、教員が各施設に出向いて訪問指導を行う。
・授業にはグループワークや発表・討論を含み、また授業時間外に施設実習を行う、アクティブラーニング科目である。
・本科目に加えて前期課程2年の「心理実践実習Ⅱ」を履修することで、公認心理師の大学院科目「心理実践実習」に必要
な450時間以上（うち担当ケースに関する実習時間270 時間以上）の実習時間を満たすことになる。
・実際の各施設の実習日程に対応して、30回の授業内容は順番を入れ替え、あるいは日程を変更する可能性がある。
・実務経験者担当科目である。井川は精神保健福祉士および精神障害者支援等の経験、東海林は学校現場および病院の精
神科・身体科での心理相談業務・他職種連携の経験、金井は医療機関や学校および産業・労働分野における心理相談業務
の経験、また平野は教育や福祉の分野における心理相談・支援業務および多職種・地域連携等の経験、そして堀毛は精神
科病院における心理職としての勤務やさまざまな相談機関での心理相談業務の経験を生かして、現場に即した実習指導を
行う。

■達成目標■達成目標

公認心理師の業務の基本となる以下の5点について、①・②はその基本的な技能を修得し、③～⑤は具体的に説明すること
ができるようになる。
①心理に関する支援を要する者等に関する知識及び技能の修得
②心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成
③心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ
④多職種連携及び地域連携
⑤公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読み、この科目の進め方や内容について確認しておく。
【授業内容】　全体オリエンテーション第1回：心理実践実習Ⅰの概要、履修条件、実習の心得等
【事後学修】　授業内容や配布資料等をよく確認して、この科目のねらいを理解する。

第２回 【事前学修】　シラバスをよく読み、この科目の進め方や内容について確認しておく。
【授業内容】　全体オリエンテーション第2回：施設における支援実習とケース担当に関する説明等
【事後学修】　授業内容や配布資料等をよく確認して、この科目のねらいを理解する。

第３回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、福祉分野における心理職の業務を確
認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（仙台市
北部発達相談支援センター）
【事後学修】　不明の点は調べ、仙台市北部発達相談支援センターでの実習準備を整える。

第４回 【事前学修】　仙台市北部発達相談支援センターの実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめて
おく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（仙台市北部発達相談支援センター）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて発達相談支援における心理職の業務について理
解を深める。

第５回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に少年鑑別所に
おける心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（仙台少
年鑑別所）
【事後学修】　不明の点は調べ、仙台少年鑑別所での実習準備を整える。

第６回 【事前学修】　仙台市少年鑑別所の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（模擬資料による見立て・面接・結果通知書作成など）について検討す
る。（仙台少年鑑別所）
【事後学修】　仙台少年鑑別所での次回の実習準備を整える。

第７回 【事前学修】　仙台市少年鑑別所のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをま
とめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（仙台少年鑑別所）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて少年鑑別所における心理職の業務について理解
を深める。
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第８回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に刑務所におけ
る心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（宮城刑
務所）
【事後学修】　不明の点は調べ、宮城刑務所での実習準備を整える。

第９回 【事前学修】　宮城刑務所の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（宮城刑務所）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて刑務所における心理職の業務について理解を深
める。

第10回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に少年院におけ
る心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（東北少
年院・青葉女子学園）
【事後学修】　不明の点は調べ、東北少年院・青葉女子学園での実習準備を整える。

第11回 【事前学修】　東北少年院・青葉女子学園の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（模擬資料による矯正教育計画作成・面接・処遇ケース検討など）につ
いて検討する。（東北少年院・青葉女子学園）
【事後学修】　東北少年院・青葉女子学園での次回の実習準備を整える。

第12回 【事前学修】　東北少年院・青葉女子学園のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモ
などをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（東北少年院・青葉女子学園）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて少年院における心理職の業務について理解を深
める。

第13回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、司法・犯罪分野、特に保護観察所に
おける心理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（仙台保
護観察所）
【事後学修】　不明の点は調べ、仙台保護観察所での実習準備を整える。

第14回 【事前学修】　仙台保護観察所の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（仙台保護観察所）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて保護観察所における心理職の業務について理解
を深める。

第15回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、保健分野における心理職の業務を確
認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（宮城県
精神保健福祉センター）
【事後学修】　不明の点は調べ、宮城県精神保健福祉センターでの実習準備を整える。

第16回 【事前学修】　宮城県精神保健福祉センターの実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめてお
く。
【授業内容】　実習におけるケース担当（デイケアプログラム作成・運営等）について検討する。（宮城県精神
保健福祉センター）
【事後学修】　宮城県精神保健福祉センターでの次回の実習準備を整える。

第17回 【事前学修】　宮城県精神保健福祉センターのケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メ
モなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（宮城県精神保健福祉センター）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて精神保健福祉センターにおける心理職の業務に
ついて理解を深める。

第18回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、教育分野における心理職の業務を確
認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（東北学
院中・高等学校）
【事後学修】　不明の点は調べ、東北学院中・高等学校での実習準備を整える。

第19回 【事前学修】　東北学院中・高等学校の実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（保護者・生徒面接の陪席等）について検討する。（東北学院中・高等
学校）
【事後学修】　東北学院中・高等学校での次回の実習準備を整える。

第20回 【事前学修】　面接陪席等のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめて
おく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（保健室での生徒対応等）について検討する。（東北学院中・高等学
校）
【事後学修】　ケース担当についてよく検討し、次回の実習準備を整える。

第21回 【事前学修】　保健室での生徒支援等のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなど
をまとめておく。
【授業内容】　実習におけるケース担当（グループワーク実施等）について検討する。（東北学院中・高等学
校）
【事後学修】　これまでのケース担当全体をよく振り返り、次回の実習準備を整える。

第22回 【事前学修】　グループワーク等のケース担当について、実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをま
とめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（東北学院中・高等学校）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためてスクールカウンセラーとしての心理職の業務に
ついて理解を深める。
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第23回 【事前学修】　学部・大学院の公認心理師関連科目の授業内容を振り返り、福祉及び司法・犯罪分野における心
理職の業務を確認しておく。
【授業内容】　実習施設における公認心理師の業務や関連する制度・法律を確認し、実習の準備を行う（みやぎ
被害者支援センター）
【事後学修】　不明の点は調べ、みやぎ被害者支援センターでの実習準備を整える。

第24回 【事前学修】　みやぎ被害者支援センターの実習指導者による指導内容や自分の感想メモなどをまとめておく。
【授業内容】　実習で学修した内容のまとめと自己評価（みやぎ被害者支援センター）
【事後学修】　他の実習生の振り返りなども含めて、あらためて被害者支援における心理職の業務について理解
を深める。

第25回 【事前学修】　各施設の実習におけるコミュニケーションや面接等を振り返っておく。
【授業内容】　達成目標①について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援に必要な知識と技能について理解を
深める。

第26回 【事前学修】　各施設の実習における、支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画等を振り返ってお
く。
【授業内容】　達成目標②について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援を要する者の理解とニーズ把握、支
援計画の作成について理解を深める。

第27回 【事前学修】　各施設の実習におけるチームアプローチ等について振り返っておく。
【授業内容】　達成目標③について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援に係るチームアプローチについて理
解を深める。

第28回 【事前学修】　各施設の実習における、多職種連携・地域連携支援について振り返っておく。
【授業内容】　達成目標④について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、心理支援に係る多職種連携と地域連携につい
て理解を深める。

第29回 【事前学修】　各施設の実習における、職業倫理及び法的義務について振り返っておく。
【授業内容】　達成目標⑤について、各施設の実習を通して検討する。
【事後学修】　授業における他の実習生の振り返りなども含めて、公認心理師としての職業倫理および法的義務
について理解を深める。

第30回 【事前学修】　実習全体を振り返り、達成目標で十分な点・不十分な点を考えておく。
【授業内容】　実習全体を通じた学修の成果をまとめ、発表する。
【事後学修】　次年度の「心理実践実習Ⅱ」に向けて、必要な準備を進められるようにしておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

各施設の実習における学生の自己評価（40%）のほか、実習時の態度や実習記録ノートの記載、学習成果のまとめの発表内
容など（60%）を総合的に評価する。
達成目標に関する提出物の評価基準：記述の適切さ等（50%）、指示された形式・作法・字数の遵守等（50%）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

・授業時間に加えて、授業期間および長期休暇中の施設実習（8施設で合計141.5時間）が必須であるため、他の科目との
日程調整に留意すること。
・実習参加に支障をきたすことのないよう、自分の心身の健康について日常的な管理を十分に行うこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

今年度開講の公認心理師に必要な科目

■テキスト■テキスト

使用しない。必要に応じて、随時資料を提示する。

■履修上の注意■履修上の注意

・オフィス・アワーに代えて、manabaの個別指導コレクションを使用する。
・この科目は、公認心理師試験の受験資格取得要件科目のうち、学部における必要な科目をすべて修めた者のみが履修で
きる。
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（本年度　休講）
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人間情報学専攻
博士後期課程

人間情報学研究科

講 義 内 容



片瀬　一男、神林　博史、小林　信重、仙田　幸子

人間情報学演習Ⅲ（社会情報処理システムの制御に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムの制御に関する研究

■講義内容■講義内容

現代社会の構造変動、特に高度情報社会の進展とそれに伴う人間関係や意識、制度的規制のあり方を新しい社会情報シス
テムの導入との関連において、実証的・理論的に考究する。特に情報リテラシー、情報公開、個人情報保護などの情報規
範意識、生活の質の確保といった課題について、現実の地域社会における行政施策や住民ニーズに関連づけながら体系的
なアプローチを展開する。

■達成目標■達成目標

履修者が関連学会で報告し、論文を発表することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　問題関心の確定 （1）
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　問題関心の確定 （1）

第２回 【事前学修】　問題関心の確定 （2）
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス
【事後学修】　問題関心の確定 （2）

第３回 【事前学修】　研究テーマの構想発表準備
【授業内容】　研究テーマの構想発表
【事後学修】　研究テーマの構想発表のまとめ

第４回 【事前学修】　先行研究の検討（1）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（1）
【事後学修】　先行研究の検討（1）の復習

第５回 【事前学修】　先行研究の検討（2）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（2）
【事後学修】　先行研究の検討（2）の復習

第６回 【事前学修】　先行研究の検討（3）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（3）
【事後学修】　先行研究の検討（3）の復習

第７回 【事前学修】　先行研究の検討（4）の予習
【授業内容】　先行研究の検討（4）
【事後学修】　先行研究の検討（4）の復習

第８回 【事前学修】　先行研究をふまえての問題設定の練り直しの予習
【授業内容】　先行研究をふまえての問題設定の練り直し
【事後学修】　先行研究をふまえての問題設定の練り直しの復習

第９回 【事前学修】　調査方法についての予習
【授業内容】　調査方法のガイダンス
【事後学修】　調査方法についての復習

第10回 【事前学修】　調査手続きについての予習
【授業内容】　調査手続きについて
【事後学修】　調査手続きについての復習

第11回 【事前学修】　データ収集法についての予習
【授業内容】　データ収集法について
【事後学修】　データ収集法についての復習

第12回 【事前学修】　データ分析方法についての予習
【授業内容】　データ分析方法について
【事後学修】　データ分析方法についての復習

第13回 【事前学修】　調査の実施の予習
【授業内容】　調査の実施
【事後学修】　調査の実施の復習

第14回 【事前学修】　補充調査の予習
【授業内容】　補充調査
【事後学修】　補充調査の復習

第15回 【事前学修】　データ分析（1）の予習
【授業内容】　データ分析（1）
【事後学修】　データ分析（1）の復習

第16回 【事前学修】　データ分析（2）の予習
【授業内容】　データ分析（2）
【事後学修】　データ分析（2）の復習

第17回 【事前学修】　データ分析（3）の予習
【授業内容】　データ分析（3）
【事後学修】　データ分析（3）の復習
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第18回 【事前学修】　図表の作成についての予習
【授業内容】　図表の作成について
【事後学修】　図表の作成についての復習

第19回 【事前学修】　データの解釈についての予習
【授業内容】　データの解釈について
【事後学修】　データの解釈についての復習

第20回 【事前学修】　研究論文の構成についての予習
【授業内容】　研究論文の構成について
【事後学修】　研究論文の構成についての復習

第21回 【事前学修】　研究論文の文体についての予習
【授業内容】　研究論文の文体について
【事後学修】　研究論文の文体についての復習

第22回 【事前学修】　作成された研究論文の論理構成に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の論理構成に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の論理構成に関する検討の復習

第23回 【事前学修】　作成された研究論文の文章表現に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の文章表現に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の文章表現に関する検討の復習

第24回 【事前学修】　作成された研究論文の図表に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の図表に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の図表に関する検討の復習

第25回 【事前学修】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討の予習
【授業内容】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討
【事後学修】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討の復習

第26回 【事前学修】　研究論文の構成の再検討の予習
【授業内容】　研究論文の構成の再検討
【事後学修】　研究論文の構成の再検討の復習

第27回 【事前学修】　作成された研究論文の注に関する検討の予習
【授業内容】　作成された研究論文の注に関する検討
【事後学修】　作成された研究論文の注に関する検討の復習

第28回 【事前学修】　研究論文の文章表現に関する再検討の予習
【授業内容】　研究論文の文章表現に関する再検討
【事後学修】　研究論文の文章表現に関する再検討の復習

第29回 【事前学修】　結論部の再検討の予習
【授業内容】　結論部の再検討
【事後学修】　結論部の再検討の復習

第30回 【事前学修】　社会情報学研究の展望についての予習
【授業内容】　まとめ：社会情報学研究の展望
【事後学修】　社会情報学研究の展望についての復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

小論文４回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐久間　政広、遠藤　尚、津上　誠、紺野　祐

人間情報学演習Ⅲ（コミュニティと地域文化に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

現代社会におけるコミュニティと地域文化に関する研究

■講義内容■講義内容

コミュニティおよび地域文化に関する諸理論の検討をおこない、それらを十分に踏まえた実証研究の手法を教示する。

■達成目標■達成目標

先行研究を踏まえて問題設定をおこない、この問題設定にしたがった実証研究を遂行し、論文作成の準備を進めることが
できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読する。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業全体のスケジュールを確認する。

第２回 【事前学修】　研究論文作成に関する文献を読む。
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス　（佐久間）
【事後学修】　問題設定から論文発表までの研究の過程を確認する。

第３回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（1）。
【授業内容】　先行研究の検討（1）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（1）。

第４回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（2）。
【授業内容】　先行研究の検討（2）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（2）。

第５回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（3）。
【授業内容】　先行研究の検討（3）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（3）。

第６回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（4）。
【授業内容】　先行研究の検討（4）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（4）。

第７回 【事前学修】　自分が設定したテーマに関する先行研究論文を収集し、精読する（5）。
【授業内容】　先行研究の検討（5）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（5）。

第８回 【事前学修】　これまでの先行研究の検討結果を踏まえて問題設定を再検討する。
【授業内容】　問題設定の再検討　（佐久間）
【事後学修】　再検討した問題設定を確認する。

第９回 【事前学修】　設定した問題に関して最も適切な調査方法を考える。
【授業内容】　調査方法に関するガイダンス　（津上）
【事後学修】　調査方法の具体化について整理する。

第10回 【事前学修】　設定した問題に関して最も適切なデータ収集方法を考える。
【授業内容】　データ収集に関するガイダンス　（津上）
【事後学修】　データ収集方法の具体化について整理する。

第11回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（1）。
【授業内容】　現地調査の遂行（1）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（1）。

第12回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（2）。
【授業内容】　現地調査の遂行（2）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（2）。

第13回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（3）。
【授業内容】　現地調査の遂行（3）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（3）。

第14回 【事前学修】　現地調査のための準備を実施する（4）。
【授業内容】　現地調査の遂行（4）　（津上）
【事後学修】　現地調査で収集したデータを整理する（4）。

第15回 【事前学修】　データ整理法に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　収集したデータの整理法に関するガイダンス　（津上）
【事後学修】　これまでの収集したデータ全体を整理する。

第16回 【事前学修】　データの分析方法の案を考えておく（1）。
【授業内容】　データの整理と分析（1）　（津上）
【事後学修】　データの分析手法を確認する（1）。

第17回 【事前学修】　データの分析方法の案を考えておく（2）。
【授業内容】　データの整理と分析（2）　（津上）
【事後学修】　データの分析手法を確認する（2）。

第18回 【事前学修】　分析結果に関する解釈の案を考えておく（1）。
【授業内容】　分析結果の検討（1）　（遠藤）
【事後学修】　データ分析の解釈について確認しておく（1）。
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第19回 【事前学修】　分析結果に関する解釈の案を考えておく（2）。
【授業内容】　分析結果の検討（2）　（遠藤）
【事後学修】　データ分析の解釈について確認しておく（2）。

第20回 【事前学修】　分析結果に関する解釈の案を考えておく（3）。
【授業内容】　分析結果の検討（3）　（遠藤）
【事後学修】　データ分析の解釈について確認しておく（3）。

第21回 【事前学修】　論文の構成について案を考えておく。
【授業内容】　論文の構成の検討　（遠藤）
【事後学修】　論文の構成について確認しておく。

第22回 【事前学修】　論文で使用する図表を作成しておく（1）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（1）　（遠藤）
【事後学修】　論文で使用する図表の最終版を完成させる（1）。

第23回 【事前学修】　論文で使用する図表を作成しておく（2）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（2）　（遠藤）
【事後学修】　論文で使用する図表の最終版を完成させる（2）。

第24回 【事前学修】　論文前半のプロットを考え文章を作成する。
【授業内容】　論文で展開する論理の検討（1）　（遠藤）
【事後学修】　論文前半部分を修正する。

第25回 【事前学修】　論文後半のプロットを考え文章を作成する。
【授業内容】　論文で展開する論理の検討（2）　（遠藤）
【事後学修】　論文後半部分を修正する。

第26回 【事前学修】　論文全体を通して検討しておく。
【授業内容】　論文の構成の再検討　（遠藤）
【事後学修】　論文全体を通して修正を加える。

第27回 【事前学修】　口頭発表のためのスライドを作成する（1）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（1）　（佐久間）
【事後学修】　口頭発表のためのスライドの修正をおこなう（1）。

第28回 【事前学修】　口頭発表のためのスライドを作成する（2）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（2）　（佐久間）
【事後学修】　口頭発表のためのスライドの修正をおこなう（2）。

第29回 【事前学修】　図表の細部をチェックしておく。
【授業内容】　データの細部のチェック（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　口頭発表の図表を完成させる。

第30回 【事前学修】　授業全体を振り返っておく。
【授業内容】　まとめ（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　ポイントを自分なりに確認しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における参加態度を主とする平常点（評価の 60％）と完成したレポート（評価の 40％）。評価基準はルーブリック
の形で授業時に公開する。レポートに関しては、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組の視聴を通して現代社会における地域問題に関する知見を深めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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増子　正、大澤　史伸、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅲ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

現代社会における福祉課題と課題解決のための福祉市民活動を検討する

■講義内容■講義内容

少子・高齢化の進展によりもたらされるさまざまな生活課題についての制度的アプローチと、インフォーマルなアプロー
チである市民活動によるアプローチの検討と事例分析を行う。

■達成目標■達成目標

少子・高齢化によりもたらされる課題を分析することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究論文の構想を考える
【授業内容】　授業に関するガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想をまとめる

第２回 【事前学修】　研究論文の構想を考える
【授業内容】　研究論文構想発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想をまとめる

第３回 【事前学修】　自分の研究の目的を整理する
【授業内容】　研究論文に関する動向（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究の目的をまとめる

第４回 【事前学修】　自分の研究に関連する研究先行研究を調べる
【授業内容】　先行研究のレビュー①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究から自分の研究に活用できることを整理する

第５回 【事前学修】　自分の研究に関連する研究先行研究を調べる
【授業内容】　先行研究のレビュー②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究から自分の研究に活用できることを整理する

第６回 【事前学修】　自分の研究に関連する研究先行研究を調べる
【授業内容】　先行研究のレビュー③（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究から自分の研究に活用できることを整理する

第７回 【事前学修】　地域をアセスメントする手法に関する先行研究を調べる
【授業内容】　地域アセスメントの方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域をアセスメントする手法をまとめる

第８回 【事前学修】　地域アセスメントに関する先行研究を調べる
【授業内容】　地域アセスメントのシミュレーション（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域をアセスメントする手法をまとめる

第９回 【事前学修】　基本統計量の読み方を復習する
【授業内容】　データ分析の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　基本統計量についてまとめる

第10回 【事前学修】　多変量解析について復習する
【授業内容】　データ分析①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　多変量解析についてまとめる

第11回 【事前学修】　多変量解析について復習する
【授業内容】　データ分析②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　多変量解析についてまとめる

第12回 【事前学修】　データ解析結果の読み方を調べる
【授業内容】　データ解析の解釈（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　データ解析結果の解釈の仕方をまとめる

第13回 【事前学修】　社会福祉協議会の概要を調べる
【授業内容】　フィールド視察（社会福祉協議会）（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　社会福祉協議会の概要をまとめる

第14回 【事前学修】　地域福祉に関わる行政機関を調べる
【授業内容】　フィールド視察（行政機関）（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉に関わる行政機関を一覧にする

第15回 【事前学修】　自分の研究の構想を整理する
【授業内容】　15 回のまとめとガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究の構想をまとめる

第16回 【事前学修】　自分の研究に関連する事例を収集する（国内）
【授業内容】　事例の収集方法（増子、大澤）
【事後学修】　事例研究から自分の研究に活用できることを整理する（国内）

第17回 【事前学修】　自分の研究に関連する事例を収集する（国外）
【授業内容】　事例の収集（増子、大澤）
【事後学修】　事例研究から自分の研究に活用できることを整理する（国外）

第18回 【事前学修】　事例の分析方法を検討する
【授業内容】　事例分析の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　事例研究から地域アセスメントの方法をまとめる
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第19回 【事前学修】　事例の分析計画を立案する
【授業内容】　事例分析発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　事例研究の分析方法を整理する

第20回 【事前学修】　自分の研究論文の構成を考える
【授業内容】　研究論文の構成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究論文の構成をまとめる

第21回 【事前学修】　先行研究の研究論文の構成を調べる
【授業内容】　研究論文の検討①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究の研究論文の構成を整理する

第22回 【事前学修】　自分の研究論文の目次をつくる
【授業内容】　研究論文の検討②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究論文の章構成を整理する

第23回 【事前学修】　調査のフィールドについて調べる
【授業内容】　フィールド調査のガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査のフィールドについて整理する

第24回 【事前学修】　フィールド調査の目的を考える
【授業内容】　調査概要の検討①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　フィールド調査の目的を整理する

第25回 【事前学修】　フィールド調査の対象を考える
【授業内容】　調査概要の検討②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　フィールド調査の対象を整理する

第26回 【事前学修】　フィールド調査の方法を考える
【授業内容】　分析の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　フィールド調査の方法を整理する

第27回 【事前学修】　調査計画と分析計画を立てる
【授業内容】　分析計画作成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査計画と分析計画を整理する

第28回 【事前学修】　質問紙の質問項目を考える
【授業内容】　質問紙の検討（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　質問紙の質問項目を決める

第29回 【事前学修】　パイロット調査の準備を行なう
【授業内容】　質問紙の作成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　質問紙の修正を行なう

第30回 【事前学修】　分析方法を再確認する
【授業内容】　データ分析について（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析方法を決める

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

現代社会における地域の福祉課題に関心を持ち、NPO など市民活動についての予備知識をつけておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

社会福祉及び NPO に関する科目、統計学。

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

授業の中でその都度紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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津上　誠、鈴木　努

人間情報学演習Ⅲ（比較文化・異文化交流に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

比較文化・異文化交流に関する研究

■講義内容■講義内容

文化論・比較文化論の理論的・学説史的展開をふまえ、それらを重視しつつも抽象論に流れることなく、具体的な文化パ
タンや地域文化を対象とした実証的な比較研究を実施する。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

履修者が関連学会で報告できるようになることに目標を置く。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第２回 【事前学修】　第２回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス
【事後学修】　第２回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第３回 【事前学修】　第３回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究テーマの構想発表
【事後学修】　第３回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第４回 【事前学修】　第４回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（1）
【事後学修】　第４回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第５回 【事前学修】　第５回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（2）
【事後学修】　第５回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第６回 【事前学修】　第６回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（3）
【事後学修】　第６回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第７回 【事前学修】　第７回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究の検討（4）
【事後学修】　第７回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第８回 【事前学修】　第８回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究をふまえての問題設定の練り直し
【事後学修】　第８回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第９回 【事前学修】　第９回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査方法のガイダンス
【事後学修】　第９回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第10回 【事前学修】　第10回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査手続きについて
【事後学修】　第10回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第11回 【事前学修】　第11回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　聴き取り・インタビュー法について
【事後学修】　第11回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第12回 【事前学修】　第12回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　収集したデータの整理記録について
【事後学修】　第12回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第13回 【事前学修】　第13回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査の実施
【事後学修】　第13回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第14回 【事前学修】　第14回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　補充調査
【事後学修】　第14回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第15回 【事前学修】　第15回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ分析（1）
【事後学修】　第15回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第16回 【事前学修】　第16回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ分析（2）
【事後学修】　第16回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第17回 【事前学修】　第17回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ分析（3）
【事後学修】　第17回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第18回 【事前学修】　第18回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データ解釈
【事後学修】　第18回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること
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第19回 【事前学修】　第19回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　データの解釈
【事後学修】　第19回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第20回 【事前学修】　第20回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の構成について
【事後学修】　第20回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第21回 【事前学修】　第21回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の文体について
【事後学修】　第21回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第22回 【事前学修】　第22回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の論理構成に関する検討
【事後学修】　第22回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第23回 【事前学修】　第23回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の文章表現に関する検討
【事後学修】　第23回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第24回 【事前学修】　第24回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の図表に関する検討
【事後学修】　第24回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第25回 【事前学修】　第25回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　当該テーマに関する先行研究との関連の検討
【事後学修】　第25回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第26回 【事前学修】　第26回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の構成の再検討
【事後学修】　第26回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第27回 【事前学修】　第27回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　作成された研究論文の注に関する検討
【事後学修】　第27回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第28回 【事前学修】　第28回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　研究論文の文章表現に関する再検討
【事後学修】　第28回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第29回 【事前学修】　第29回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　結論部の再検討
【事後学修】　第29回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

第30回 【事前学修】　第30回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　まとめ：比較文化、異文化交流の展望と課題
【事後学修】　第30回の学習内容を踏まえて研究論文の準備を進めること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（50％）、レポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岩動　志乃夫、柳井　雅也、楊　世英

人間情報学演習Ⅲ（現代における地域構造の変容と地域問題に関
す
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

最近の研究の紹介とそれをめぐる討議を通した研究課題の理解、および予備調査

■講義内容■講義内容

参加者が輪番で最新の研究や自らの研究を紹介し、それをめぐって論評しあう。前期末に紹介された諸研究の相互比較を
行い、現代の地域問題とその探求方法の特徴についての理解を深める。後期は、研究テーマに沿って、実地の予備調査を
行いその成果を討議する。

■達成目標■達成目標

①最新の地域問題の捉え方についての理解を深め、研究能力を向上できるようになる。
②博士論文の作成に向けた研究調査計画を具体化できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　自らの研究テーマを簡単に紹介できるように準備しておく
【授業内容】　自己紹介、演習の進め方と発表順の決定（以下は受講者 3 人の場合の例）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第１回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第２回 【事前学修】　第２回講義前に文献検索サイトで、教員の研究論文のリストを作ってくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 1 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第２回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第３回 【事前学修】　第３回講義前に文献検索サイトで、教員の研究論文のリストを作ってくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 1 回目、討論（2）　－オムニバス方式－（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第３回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第４回 【事前学修】　第４回講義前に文献検索サイトで、教員の研究論文のリストを作ってくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 1 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第４回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第５回 【事前学修】　第５回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 1 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第５回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第６回 【事前学修】　第６回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 1 回目、討論（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第６回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第７回 【事前学修】　第７回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 1 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第７回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第８回 【事前学修】　第８回講義前に教育の研究論文を１つ入手して読んでくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 2 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第８回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第９回 【事前学修】　第９回講義前に教育の研究論文を２つ入手して読んでくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 2 回目、討論（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第９回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第10回 【事前学修】　第10回講義前に教育の研究論文を３つ入手して読んでくる
【授業内容】　教員による研究の紹介 2 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第10回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第11回 【事前学修】　第11回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 2 回目、討論（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第11回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第12回 【事前学修】　第12回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 2 回目、討論（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第12回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第13回 【事前学修】　第13回講義前に研究テーマを深く紹介できるように準備しておく
【授業内容】　受講者による研究紹介 2 回目、討論（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第13回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第14回 【事前学修】　第14回講義前に紹介された研究課題について、自説をまとめてくる
【授業内容】　紹介された課題に関する総合討論と前期のまとめ課題（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第14回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第15回 【事前学修】　第15回講義前に紹介された研究課題について、自説をまとめてくる
【授業内容】　紹介された課題に関する総合討論と前期のまとめ課題（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第15回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第16回 【事前学修】　第16回講義前に紹介された研究課題について、自説をまとめてくる
【授業内容】　受講者によるこれまでの研究・調査成果の発表（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第16回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第17回 【事前学修】　第17回講義前にExcel の四則演算ができるようにしてくる
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第17回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく
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第18回 【事前学修】　第17回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第18回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第19回 【事前学修】　第18回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第19回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第20回 【事前学修】　第19回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第20回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第21回 【事前学修】　第20回講義の復習をしておく
【授業内容】　関連統計データの分析、論点、対象地域の抽出（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第21回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第22回 【事前学修】　第21回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第22回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第23回 【事前学修】　第22回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第23回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第24回 【事前学修】　第23回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第24回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第25回 【事前学修】　第24回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第25回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第26回 【事前学修】　第25回講義の復習をしておく
【授業内容】　実地調査とその経過の発表（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第26回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第27回 【事前学修】　第26回講義の復習をしておく
【授業内容】　予備調査のまとめ（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第27回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第28回 【事前学修】　第27回講義の復習をしておく
【授業内容】　予備調査のまとめ（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第28回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第29回 【事前学修】　第28回講義の復習をしておく
【授業内容】　予備調査のまとめ（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第29回授業内容を復習して、不明点を明らかにしておく

第30回 【事前学修】　春休みの研究計画を作成してくる
【授業内容】　まとめをふまえた春休みの研究計画の討議（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　本講義の授業内容を各自の研究に役立てられるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎時の参加・発表状況（60％）、前・後期末のまとめ課題（各 40％）。
具体的にはルーブリックの形で提示し、内容について解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろから人文地理関連分野の関連雑誌に紹介される研究をサーチしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「地域」領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中で随時紹介。

■履修上の注意■履修上の注意

発表は十分に調べて臨んでください。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男、神林　博史、小林　信重、仙田　幸子

人間情報学演習Ⅳ（社会情報処理システムの制御に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムとしてのコミュニティに関する研究

■講義内容■講義内容

演習 III から論文執筆能力のスキルアップをはかり、博士論文執筆の準備をさせる。

■達成目標■達成目標

演習 III から、さらに論文のスキルアップをはかり、学位論文の要件である査読審査のある学会誌への投稿に挑戦し、予
備審査に合格することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　問題関心の再検討（1）
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　問題関心の再検討（1）

第２回 【事前学修】　問題関心の再検討（2）
【授業内容】　前年度の演習 III に提出したレポートを学会投稿用に加筆修正
【事後学修】　問題関心の再検討（2）

第３回 【事前学修】　問題関心の再検討（3）
【授業内容】　論理構成の推敲
【事後学修】　問題関心の再検討（3）

第４回 【事前学修】　先行研究の再検討（1）
【授業内容】　文章表現の推敲
【事後学修】　先行研究の再検討（1）

第５回 【事前学修】　先行研究の再検討（2）
【授業内容】　図表、注の推敲
【事後学修】　先行研究の再検討（2）

第６回 【事前学修】　先行研究の再検討（3）
【授業内容】　先行研究との関連の再検討
【事後学修】　先行研究の再検討（3）

第７回 【事前学修】　学会報告準備（1）
【授業内容】　投稿論文内容の発表
【事後学修】　学会報告準備（1）

第８回 【事前学修】　学会報告準備（2）
【授業内容】　学会報告準備（1）
【事後学修】　学会報告準備（2）

第９回 【事前学修】　投稿論文の準備（1）
【授業内容】　学会報告準備（2）
【事後学修】　投稿論文の準備（1）

第10回 【事前学修】　投稿論文の準備（2）
【授業内容】　投稿論文の指摘箇所の整理と対策
【事後学修】　投稿論文の準備（2）

第11回 【事前学修】　投稿論文の準備（1）
【授業内容】　投稿論文の改稿（1）
【事後学修】　投稿論文の準備（1）

第12回 【事前学修】　博士論文の構想作成
【授業内容】　投稿論文の改稿（2）
【事後学修】　博士論文の構想作成

第13回 【事前学修】　章構成の作成
【授業内容】　博士論文の構想兼用
【事後学修】　章構成の作成

第14回 【事前学修】　方法手続きの確認
【授業内容】　章構成の検討
【事後学修】　方法手続きの確認

第15回 【事前学修】　調査データの拡充（1）
【授業内容】　方法手続きの確認
【事後学修】　調査データの拡充（1）

第16回 【事前学修】　調査データの拡充（2）
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　調査データの拡充（2）

第17回 【事前学修】　調査データの拡充（3）
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　調査データの拡充（3）

第18回 【事前学修】　調査データの拡充（4）
【授業内容】　調査データの拡充（3）
【事後学修】　調査データの拡充（4）
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第19回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（1）
【授業内容】　調査データの拡充（4）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（1）

第20回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（2）
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（1）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（2）

第21回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（3）
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（2）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（3）

第22回 【事前学修】　関連文献の検討の拡充（4）
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（3）
【事後学修】　関連文献の検討の拡充（4）

第23回 【事前学修】　予備審査の心得
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（4）
【事後学修】　予備審査の心得

第24回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（1）
【授業内容】　予備審査の心得
【事後学修】　予備審査に向けての準備（1）

第25回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（2）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（1）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（2）

第26回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（3）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（2）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（3）

第27回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（4）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（3）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（4）

第28回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（5）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（4）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（5）

第29回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（6）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（5）
【事後学修】　予備審査に向けての準備（6）

第30回 【事前学修】　予備審査に向けての準備（7）
【授業内容】　予備審査に向けての準備（6）
【事後学修】　論文構想の再検討

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐久間　政広、遠藤　尚、津上　誠、紺野　祐

人間情報学演習Ⅳ（コミュニティと地域文化に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

現代社会におけるコミュニティと地域文化に関する研究

■講義内容■講義内容

演習Ⅲを踏まえ、現地調査にもとづく論文作成の能力を向上させるために必要な事柄を教示する。

■達成目標■達成目標

これまでおこなってきた現地調査を中心とするデータ収集および分析をもとに論文作成の具体的な作業を実施することが
できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを丁寧にみておく。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業全体のスケジュールを確認する。

第２回 【事前学修】　研究論文作成に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　問題設定から論文発表までの研究の過程を確認する。

第３回 【事前学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（1）。
【授業内容】　先行研究の再検討（1）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（1）。

第４回 【事前学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（2）。
【授業内容】　先行研究の再検討（2）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（2）。

第５回 【事前学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（3）。
【授業内容】　先行研究の再検討（3）（佐久間）
【事後学修】　授業で実施した先行研究論文の議論を整理する（3）。

第６回 【事前学修】　データ収集方法に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　研究対象に関するデータ収集方法の再吟味（1）（佐久間）
【事後学修】　データ収集方法に関する再吟味の結果を確認しておく（1）。

第７回 【事前学修】　データ収集方法に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　研究対象に関するデータ収集方法の再吟味（2）（佐久間）
【事後学修】　データ収集方法に関する再吟味の結果を確認しておく（2）。

第８回 【事前学修】　資料批判に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　文書資料の批判（1）（佐久間）
【事後学修】　論文で使用する文書資料に関する扱い方を確認する（1）。

第９回 【事前学修】　資料批判に関する文献を読む（2）。
【授業内容】　文書資料の批判（2）（津上）
【事後学修】　論文で使用する文書資料に関する扱い方を確認する（2）。

第10回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく（1）。
【授業内容】　統計データの分析（1）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する（1）。

第11回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく（2）。
【授業内容】　統計データの分析（2）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する（2）。

第12回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく（3）。
【授業内容】　統計データの分析（3）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する（3）。

第13回 【事前学修】　インタビュー手法に主題とした文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　インタビューによるデータの批判的検討（1）（津上）
【事後学修】　論文におけるインタビューデータの使い方に関して再検討をおこなう（1）。

第14回 【事前学修】　インタビュー手法に主題とした文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　インタビューによるデータの批判的検討（2）（津上）
【事後学修】　論文におけるインタビューデータの使い方に関して再検討をおこなう（2）。

第15回 【事前学修】　インタビュー手法に主題とした文献を読んでおく（3）。
【授業内容】　インタビューによるデータの批判的検討（3）（津上）
【事後学修】　論文におけるインタビューデータの使い方に関して再検討をおこなう（3）。

第16回 【事前学修】　これまでの授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　中間的まとめ（津上）
【事後学修】　これまでの授業の要点を確認する。

第17回 【事前学修】　これまで作成した論文の論理展開を図式化しおく（1）。
【授業内容】　論理展開に関する検討（1）（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　論文の論理展開に関し必要な修正をおこなう（1）。

第18回 【事前学修】　これまで作成した論文の論理展開を図式化しおく（2）。
【授業内容】　論理展開に関する検討（2）（遠藤）
【事後学修】　論文の論理展開に関し必要な修正をおこなう（2）。
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第19回 【事前学修】　先行研究をもう一度収集し精読する（1）。
【授業内容】　先行研究との関連についての検討（1）（遠藤）
【事後学修】　論文論旨にとっての先行研究の位置づけを確認する（1）。

第20回 【事前学修】　先行研究をもう一度収集し精読する（2）。
【授業内容】　先行研究との関連についての検討（2）（遠藤）
【事後学修】　論文論旨にとっての先行研究の位置づけを確認する（2）。

第21回 【事前学修】　論文の構成を図式化しおく。
【授業内容】　論文の構成の検討（遠藤）
【事後学修】　論文の構成を確認する。

第22回 【事前学修】　論文においていずれの図表を使用するか案を考える（1）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（1）（遠藤）
【事後学修】　論文において使用する図表を完成させる（1）。

第23回 【事前学修】　論文においていずれの図表を使用するか案を考える（2）。
【授業内容】　論文において使用する図表の検討（2）（遠藤）
【事後学修】　論文において使用する図表を完成させる（2）。

第24回 【事前学修】　引用文献のリストを作成しておく
【授業内容】　論文で言及する文献の検討（1）（遠藤）
【事後学修】　引用文献のリストを完成させる。

第25回 【事前学修】　参照文献のリストを作成する。
【授業内容】　論文で言及する文献の検討（2）（遠藤）
【事後学修】　参照文献のリストを完成させる。

第26回 【事前学修】　論文の各箇所に付す注について確認しておく。
【授業内容】　注の検討（遠藤）
【事後学修】　論文の注の修正をおこなう。

第27回 【事前学修】　発表のためのスライドを作成する（1）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（1）（佐久間）
【事後学修】　発表用スライドの修正をおこなう（1）。

第28回 【事前学修】　発表のためのスライドを作成する（2）。
【授業内容】　発表資料の作成と検討（2）（佐久間）
【事後学修】　発表用スライドの修正をおこなう（2）。

第29回 【事前学修】　最終的なデータチェックをおこなっておく。
【授業内容】　データの細部のチェック（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　必要なデータ修正をおこなう。

第30回 【事前学修】　授業内容を振り返っておく。
【授業内容】　まとめ（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業内容を振り返っておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における参加態度を主とする平常点（評価の 60％）と完成したレポート（評価の 40％）。評価基準はルーブリック
の形で授業時に公開する。レポートは、コメントを付して返却する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新聞やテレビのニュース、ドキュメンタリー番組の視聴を通して現代社会における地域問題に関する知見を深めておくこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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増子　正、大澤　史伸、菅原　真枝

人間情報学演習Ⅳ（福祉市民活動と地域福祉に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

地域福祉を支える市民活動の現状と課題を分析する

■講義内容■講義内容

社会福祉を目的とする事業を経営するもの、活動を行うものとして NPO などの市民活動の課題を分析、評価するととも
に、博士論文作成のためのデータ分析の方法を検討する。

■達成目標■達成目標

地域で起きている人々の生活課題解決に向けたフォーマルセクターとインフォーマルのセクターの役割を理解するととも
に、研究論文作成に向けたデータ分析ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究論文の構想発表の準備をする
【授業内容】　授業に関するガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想を整理する

第２回 【事前学修】　研究論文の構想を修正する
【授業内容】　研究論文構想発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構想のアドバイスを整理する

第３回 【事前学修】　研究論文の計画発表の準備をする
【授業内容】　研究計画発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究計画の構想をまとめる

第４回 【事前学修】　研究論文の動向を調べる
【授業内容】　研究論文に関する動向（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の動向を整理する

第５回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究の精読①
【授業内容】　先行研究のレビューと発表①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文に関連する先行研究のまとめ①

第６回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究の精読②
【授業内容】　先行研究のレビューと発表②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文に関連する先行研究のまとめ②

第７回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究の精読③
【授業内容】　先行研究のレビューと発表③（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文に関連する先行研究のまとめ③

第８回 【事前学修】　研究論文に関連する先行研究のサーベイ
【授業内容】　事例研究①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉に関連する先行研究をまとめる①

第９回 【事前学修】　地域福祉に関連する先行研究の精読
【授業内容】　事例研究②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉に関連する先行研究をまとめる②

第10回 【事前学修】　NPO の活動の評価方法を考える
【授業内容】　NPO の活動と評価（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　NPO の活動の評価方法をまとめる

第11回 【事前学修】　NPO の活動の評価の事例を調べる
【授業内容】　評価手法の検討（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　NPO の活動を評価してみる

第12回 【事前学修】　行政機関の政策評価の手法を調べる
【授業内容】　政策評価（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　行政機関の政策評価の手法を研究にどう活かすかをまとめる

第13回 【事前学修】　ベンチマークと評価の関係性について調べる
【授業内容】　ベンチマークと評価の考え方（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　ベンチマークと評価の関係性についてまとめる

第14回 【事前学修】　情報公開の現状を調べる
【授業内容】　情報公開とアカウンタビリティ（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　情報公開の現状をまとめる

第15回 【事前学修】　自分の研究に用いる評価手法について検討する
【授業内容】　15 回のまとめとガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　自分の研究に用いる評価手法をまとめる

第16回 【事前学修】　地域福祉計画について関する先行研究を精読する
【授業内容】　地域福祉計画について（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉計画に関する先行研究と自分の研究の関連をまとめる

第17回 【事前学修】　地域福祉活動計画に関する先行研究を精読する
【授業内容】　地域福祉計画と地域福祉活動計画（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉活動計画に関する先行研究と自分の研究の関連をまとめる

第18回 【事前学修】　地域福祉計画と政策評価に関する先行研究を精読する
【授業内容】　地域福祉計画と政策評価（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　地域福祉計画と政策評価に関する先行研究と自分の研究の関連をまとめる
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第19回 【事前学修】　政策評価に関する先行研究を精読する
【授業内容】　政策評価の手法の事例研究①（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　政策評価に関する先行研究から自分の研究の関連をまとめる

第20回 【事前学修】　政策評価に関する動向を調べる
【授業内容】　政策評価に関する事例発表②（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　政策評価に関する動向から自分の研究の関連をまとめる

第21回 【事前学修】　博士論文の構想を考える
【授業内容】　博士論文の構想（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　博士論文の構想を、まとめる

第22回 【事前学修】　調査設計を行う
【授業内容】　調査設計（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査設計をまとめる

第23回 【事前学修】　データ収集の方法を検討する
【授業内容】　データ収集の方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　データ収集の方法をまとめる

第24回 【事前学修】　分析方法を検討する
【授業内容】　分析計画（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析方法をまとめる

第25回 【事前学修】　予備審査に向けた準備①
【授業内容】　予備審査に向けて（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正①

第26回 【事前学修】　予備審査に向けた準備②
【授業内容】　予備審査への準備 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正②

第27回 【事前学修】　予備審査に向けた準備③
【授業内容】　予備審査への準備 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正③

第28回 【事前学修】　予備審査に向けた準備④
【授業内容】　予備審査への準備 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正④

第29回 【事前学修】　予備審査に向けた準備⑤
【授業内容】　予備審査への準備 4（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けた準備の修正⑤

第30回 【事前学修】　予備審査に向けたリハーサルの準備
【授業内容】　中間発表とまとめ（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備審査に向けたリハーサルの修正

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題の発表（50％）、レポート（50％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地域福祉と市民活動に関心を持ち、論文作成に向けた先行研究のサーベイを十分にしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域福祉と NPO に関する科目及び統計学。

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

授業のなかでその都度紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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津上　誠、鈴木　努

人間情報学演習Ⅳ（比較文化・異文化交流に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

比較文化・異文化交流に関する研究

■講義内容■講義内容

演習Ⅲから、論文を書く能力をアップさせ、博士論文の準備を整える。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

演習Ⅲから、さらに論文のスキルアップをはかり、学位論文の要件である査読審査のある学会誌への投稿に挑戦し、予備
審査に合格することを目指す。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第２回 【事前学修】　第２回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　前年度の演習Ⅲに提出したレポートを学会投稿用に加筆修正
【事後学修】　第２回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第３回 【事前学修】　第３回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論理構成の推敲
【事後学修】　第３回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること　－オムニバス方式－

第４回 【事前学修】　第４回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　文章表現の推敲
【事後学修】　第４回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第５回 【事前学修】　第５回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　図表、注の推敲
【事後学修】　第５回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第６回 【事前学修】　第６回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　先行研究との関連の再検討
【事後学修】　第６回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第７回 【事前学修】　第７回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文内容の発表
【事後学修】　第７回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第８回 【事前学修】　第８回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　学会報告準備（1）
【事後学修】　第８回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第９回 【事前学修】　第９回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　学会報告準備（2）
【事後学修】　第９回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第10回 【事前学修】　第10回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文の指摘箇所の整理と対策
【事後学修】　第10回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第11回 【事前学修】　第11回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文の改稿（1）
【事後学修】　第11回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第12回 【事前学修】　第12回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　投稿論文の改稿（2）
【事後学修】　第12回の学習内容を踏まえて投稿論文の準備を進めること

第13回 【事前学修】　第13回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文の構想
【事後学修】　第13回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第14回 【事前学修】　第14回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　章構成の検討
【事後学修】　第14回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第15回 【事前学修】　第15回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　方法手続きの確認
【事後学修】　第15回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第16回 【事前学修】　第16回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　第16回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第17回 【事前学修】　第17回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　第17回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第18回 【事前学修】　第18回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（3）
【事後学修】　第18回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること
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第19回 【事前学修】　第19回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（4）
【事後学修】　第19回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第20回 【事前学修】　第20回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（1）
【事後学修】　第20回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第21回 【事前学修】　第21回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（2）
【事後学修】　第21回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第22回 【事前学修】　第22回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（3）
【事後学修】　第22回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第23回 【事前学修】　第23回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の検討の拡充（4）
【事後学修】　第23回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第24回 【事前学修】　第24回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査の心得
【事後学修】　第24回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第25回 【事前学修】　第25回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（1）
【事後学修】　第25回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第26回 【事前学修】　第26回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（2）
【事後学修】　第26回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第27回 【事前学修】　第27回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（3）
【事後学修】　第27回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第28回 【事前学修】　第28回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（4）
【事後学修】　第28回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第29回 【事前学修】　第29回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（5）
【事後学修】　第29回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

第30回 【事前学修】　第30回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査に向けての準備（6）
【事後学修】　第30回の学習内容を踏まえて博士論文予備審査への準備を進めること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告（50％）、レポート（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岩動　志乃夫、柳井　雅也、楊　世英

人間情報学演習Ⅳ（現代における地域構造の変容と地域問題に関
す
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

博士論文の作成に向けた関連文献、データの分析、論点抽出

■講義内容■講義内容

関連文献と統計データの収集・分析・整理を進める。博士論文の論点を明確にする。この授業はオンデマンド授業として
行う。

■達成目標■達成目標

最新の地域問題の捉え方についての理解を深め、研究能力を向上させ、博士論文の作成に向けた研究調査計画を具体化で
きるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　各自の研究課題を明らかにしてくる
【授業内容】　演習Ⅲとその後の学習成果をふまえた演習の進め方の討議・決定（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第２回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第３回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第４回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第５回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第６回 【事前学修】　指定文献を読解してくる
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第７回 【事前学修】　指定文献を読解してくる　－オムニバス方式－
【授業内容】　関連文献の収集、読解、発表（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第８回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第９回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第10回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第11回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第12回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第13回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第14回 【事前学修】　指定データを指定の仕方で分析しておく
【授業内容】　関連データの収集と分析、成果の発表（7）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第15回 【事前学修】　前期のまとめをしてくる
【授業内容】　前期の成果の総括と残された課題の確認（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第16回 【事前学修】　今後の研究の進め方について、明らかにしてくる
【授業内容】　その後の学習の深化をふまえた後期の進め方の確認（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第17回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする
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第18回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第19回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第20回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第21回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第22回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　それをふまえた研究指導、深化（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第23回 【事前学修】　予備審査資料を作成してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第24回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第25回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第26回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第27回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第28回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（6）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第29回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　予備審査用資料の作成（7）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

第30回 【事前学修】　前時をふまえて、今時の課題を整理してくる
【授業内容】　後期のまとめ、春休みに向けた研究計画の討議（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　授業での知見を復習して、自らの研究に役立てられるようにする

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎時の参加・発表状況（60％）、前・後期末のまとめ課題（各40％）。
具体的にはルーブリックの形で提示。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日ごろから人文地理関連分野の関連雑誌に紹介される研究をサーチしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「地域」領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中で随時紹介。

■履修上の注意■履修上の注意

討論には積極的に参加するよう、事前の準備を怠らないように。オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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片瀬　一男、神林　博史、小林　信重、仙田　幸子

論文指導（社会情報処理システムの制御に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

社会情報処理システムとしてのコミュニティに関する研究

■講義内容■講義内容

演習 IV から論文執筆能力のスキルアップをはかり、博士論文執筆の準備をさせる。

■達成目標■達成目標

予備審査で明らかになった不十分な箇所を克服しながら、さらに論文のスキルアップをはかり、学位論文の要件である査
読審査のある学会誌への投稿に挑戦し、予備審査に合格することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　問題関心の再確認（1）
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　問題関心の再確認（1）

第２回 【事前学修】　問題関心の再確認（2）
【授業内容】　博士論文の具体例と備えるべき要件
【事後学修】　問題関心の再確認（2）

第３回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（1）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（1）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（1）

第４回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（2）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（2）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（2）

第５回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（3）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（3）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（3）

第６回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（4）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（4）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（4）

第７回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（5）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（5）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（5）

第８回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（6）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（6）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（6）

第９回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（7）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（7）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（7）

第10回 【事前学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（8）
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（8）
【事後学修】　予備審査で指摘された項目の整理と対策（8）

第11回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（1）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（1）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（1）

第12回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（2）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（2）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（2）

第13回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（3）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（3）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（3）

第14回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（4）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（4）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（4）

第15回 【事前学修】　博士論文草稿各章の検討（5）
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（5）
【事後学修】　博士論文草稿各章の検討（5）

第16回 【事前学修】　調査データの拡充（1）
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　調査データの拡充（1）

第17回 【事前学修】　調査データの拡充（2）
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　調査データの拡充（2）

第18回 【事前学修】　関連文献の拡充（1）
【授業内容】　関連文献の拡充（1）
【事後学修】　関連文献の拡充（1）
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第19回 【事前学修】　関連文献の拡充（2）
【授業内容】　関連文献の拡充（2）
【事後学修】　関連文献の拡充（2）

第20回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）

第21回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）

第22回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）

第23回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）

第24回 【事前学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）
【事後学修】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）

第25回 【事前学修】　本審査に向けての準備（1）
【授業内容】　本審査に向けての準備（1）
【事後学修】　本審査に向けての準備（1）

第26回 【事前学修】　本審査に向けての準備（2）
【授業内容】　本審査に向けての準備（2）
【事後学修】　本審査に向けての準備（2）

第27回 【事前学修】　本審査に向けての準備（3）
【授業内容】　本審査に向けての準備（3）
【事後学修】　本審査に向けての準備（3）

第28回 【事前学修】　論文発表の準備（1）
【授業内容】　論文発表の指導（1）
【事後学修】　論文発表の準備（1）

第29回 【事前学修】　論文発表の準備（2）
【授業内容】　論文発表の指導（2）
【事後学修】　論文発表の準備（2）

第30回 【事前学修】　論文発表の準備（3）
【授業内容】　論文発表の指導（3）
【事後学修】　論文発表の準備（3）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文４回（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

開講時に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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佐久間　政広、遠藤　尚、紺野　祐、津上　誠

論文指導（コミュニティと地域文化に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

現代社会におけるコミュニティと地域文化に関する研究

■講義内容■講義内容

コミュニティおよび地域文化に関する論文を作成するために必要な事項を教授する。

■達成目標■達成目標

コミュニティおよび地域文化に関連する事柄をテーマとした学術論文を作成できる。　－オムニバス方式－

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを丁寧にみておく。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業全体のスケジュールを確認する。

第２回 【事前学修】　研究論文作成に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文作成のガイダンス（佐久間）
【事後学修】　問題設定から論文発表までの研究の過程を確認する。

第３回 【事前学修】　研究論文収集に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　先行研究の収集法（1）（佐久間）
【事後学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（1）。

第４回 【事前学修】　研究論文収集に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　先行研究の収集法（2）（佐久間）
【事後学修】　設定したテーマに関する先行研究を収集し精読する（2）。

第５回 【事前学修】　研究法に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　先行研究の検討法（1）（佐久間）
【事後学修】　研究法の検討結果を確認しておく（1）。

第６回 【事前学修】　研究法に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　先行研究の検討法（2）（佐久間）
【事後学修】　研究法の検討結果を確認しておく（2）。

第７回 【事前学修】　検討した先行研究をふまえて問題設定を再度検討しておく（1）。
【授業内容】　先行研究を踏まえた問題設定（1）（佐久間）
【事後学修】　授業で検討した問題設定に関する議論を確認しておく（1）。

第８回 【事前学修】　検討した先行研究をふまえて問題設定を再度検討しておく（2）。
【授業内容】　先行研究を踏まえた問題設定（2）（佐久間）
【事後学修】　授業で検討した問題設定に関する議論を確認しておく（2）。

第９回 【事前学修】　設定した問題を追究するために適切な調査方法を考えておく。
【授業内容】　調査方法に関するガイダンス（津上）
【事後学修】　授業で議論した調査方法について確認しておく。

第10回 【事前学修】　設定した問題を追及するために適切なデータ収集法を考えておく。
【授業内容】　データ収集に関するガイダンス（津上）
【事後学修】　授業で議論したデータ収集法について確認しておく。

第11回 【事前学修】　統計データの分析手法を確認しておく。
【授業内容】　現地調査の手法（1）（津上）
【事後学修】　論文でおこなった統計データの分析に関して確認する。

第12回 【事前学修】　インタビュー手法を主題とした文献を読んでおく。
【授業内容】　現地調査の手法（2）（津上）
【事後学修】　インタビュー手法で得たデータの分析について確認しておく。

第13回 【事前学修】　これまで収集したデータの所在を確認しておく。
【授業内容】　収集したデータの管理について（津上）
【事後学修】　授業で検討したデータ管理法によって収集したデータを管理保管する。

第14回 【事前学修】　データ批判に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　収集したデータの批判的検討について（津上）
【事後学修】　収集したデータに関する批判をおこなう。

第15回 【事前学修】　データ分析を主題とした文献を読んでおく。
【授業内容】　収集したデータの分析方法について（津上）
【事後学修】　授業で確認したデータ分析の手法を用いてみる。

第16回 【事前学修】　データ解釈を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　データの解釈について（津上）
【事後学修】　自分の論文におけるデータ解釈を振り返ってみる。

第17回 【事前学修】　図表作成に関する文献を読んでおく（1）。
【授業内容】　図表作成の手法（1）（津上）
【事後学修】　授業で学んだことをもとにこれまで作成した図表の修正をおこなう（1）。

第18回 【事前学修】　図表作成に関する文献を読んでおく（2）。
【授業内容】　図表作成の手法（2）（遠藤）
【事後学修】　授業で学んだことをもとにこれまで作成した図表の修正をおこなう（2）。
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第19回 【事前学修】　研究論文の構成に関する文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文の構成について（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の構成について検討をおこなう。

第20回 【事前学修】　学術論文の文章を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　研究論文の文体について（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の文章について検討をおこなう。

第21回 【事前学修】　自分の論文の引用文献・参照文献のリストを見直しておく
【授業内容】　文献の引用について（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の引用文献・参照文献のリストを修正しておく。

第22回 【事前学修】　自分の論文の注を読み返しておく。
【授業内容】　研究論文の注に関する検討（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の注の修正をおこなう。

第23回 【事前学修】　学術論文の文章を論じた文献を読んでおく。
【授業内容】　作成した論文の文体についての検討（遠藤）
【事後学修】　自分の論文の文体について検討をおこなう。

第24回 【事前学修】　作成した図表を改めて確認しておく。
【授業内容】　作成した論文で使用する図表の検討（遠藤）
【事後学修】　図表に関して必要な修正をおこなう。

第25回 【事前学修】　論文の論理展開を図式化しておく。
【授業内容】　作成した論文の論理展開に関する再検討（遠藤）
【事後学修】　論理展開の関して必要な修正をおこなう。

第26回 【事前学修】　問題設定と結論が何であるかを確認しておく。
【授業内容】　問題設定と結論の対応に関する再検討（遠藤）
【事後学修】　設定された問題と結論が整合しているのかを確認する。

第27回 【事前学修】　論文の体裁全般に関して確認しておく。
【授業内容】　論文の体裁についての最終確認（佐久間）
【事後学修】　論文の体裁について必要な修正をおこなう。

第28回 【事前学修】　発表用資料のスライドを作成する。
【授業内容】　口頭発表資料の作成と検討（1）（佐久間）
【事後学修】　個々のスライドの内容に関して必要な修正をおこなう。

第29回 【事前学修】　発表用資料のスライドの順番について検討しておく
【授業内容】　口頭発表資料の作成と検討（2）（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　スライドの順番に関して必要な修正をおこなう。

第30回 【事前学修】　授業の内容を振り返っておく。
【授業内容】　まとめ（佐久間、津上、遠藤）
【事後学修】　授業の要点を確認しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業における参加態度を主とする平常点（評価の 60％）と完成したレポート（評価の 40％）。レポートは、コメントを
付して返却する。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

論文作成には明敏な論理的思考力が必要とされるので、日常的に学術書および学術論文に親しむこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。
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増子　正、大澤　史伸、菅原　真枝

論文指導（福祉市民活動と地域福祉に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

地域福祉を支える市民活動の現状と課題に関する研究

■講義内容■講義内容

地域福祉と福祉市民活動に関する論文の作成指導を行う。

■達成目標■達成目標

研究論文を完成させる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　論文の書き方の精読
【授業内容】　ガイダンス（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の書き方の精読

第２回 【事前学修】　研究計画を立てる
【授業内容】　研究計画について（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究計画を立てる

第３回 【事前学修】　研究計画の再考をする
【授業内容】　研究計画の発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　発表のアドバイスを整理する

第４回 【事前学修】　研究に関連する論文の精読
【授業内容】　関連する研究論文に関する動向（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究に関連する論文の精読

第５回 【事前学修】　研究に関連する論文のサーベイ
【授業内容】　先行研究の検討（増子、大澤）
【事後学修】　研究に関連する先行研究の動向を整理

第６回 【事前学修】　研究に関連する論文収集
【授業内容】　先行研究の収集（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究収集方法の整理

第７回 【事前学修】　発表用先行研究の準備
【授業内容】　先行研究の発表（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　先行研究のまとめ

第８回 【事前学修】　研究に関連する論文の精読
【授業内容】　研究計画の再考（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究計画の再確認

第９回 【事前学修】　論文の章構成を考える
【授業内容】　研究論文の章構成の検討 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　章構成の見直しをする①

第10回 【事前学修】　研究に関連する論文の章構成の整理
【授業内容】　研究論文の章構成の検討 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　章構成の見直しをする②

第11回 【事前学修】　章構成を決める
【授業内容】　研究論文の章構成の検討 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　章構成の見直しをする③

第12回 【事前学修】　調査計画の再考をする
【授業内容】　調査計画（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査計画を修正する

第13回 【事前学修】　研究の仮設の設定
【授業内容】　調査票の設計方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究の仮設の見直し

第14回 【事前学修】　評価手法の検討
【授業内容】　評価手法の作成（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　評価手法の見直し

第15回 【事前学修】　予備調査の実施構想を立てる
【授業内容】　予備調査の実施（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　予備調査の実施構想の見直し

第16回 【事前学修】　質問紙の検討をする
【授業内容】　調査票の作成方法（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　質問紙の見直し

第17回 【事前学修】　調査対象の検討
【授業内容】　調査の実施 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査対象の見直し

第18回 【事前学修】　調査方法の検討
【授業内容】　調査の実施 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査方法の見直し
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第19回 【事前学修】　調査の準備
【授業内容】　調査の実施 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　調査準備の決定

第20回 【事前学修】　分析計画を立てる
【授業内容】　データ分析 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析計画を立てる

第21回 【事前学修】　分析計画見直し
【授業内容】　データ分析 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析計画の見直し

第22回 【事前学修】　分析結果のまとめ方の検討
【授業内容】　データ分析 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　分析結果のまとめ方の見直し

第23回 【事前学修】　研究論文の構成を再検討する
【授業内容】　研究論文の構成の確定（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　研究論文の構成の修正

第24回 【事前学修】　課題の整理①
【授業内容】　執筆指導 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の修正①

第25回 【事前学修】　課題の整理②
【授業内容】　執筆指導 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の修正②

第26回 【事前学修】　課題の整理③
【授業内容】　執筆指導 3（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文の修正③

第27回 【事前学修】　本審査のプロセス確認
【授業内容】　本審査に向けて 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　本審査準備の確認

第28回 【事前学修】　本審査に向けた課題の整理①
【授業内容】　本審査に向けて 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文発表の準備

第29回 【事前学修】　発表に向けた課題の整理
【授業内容】　論文発表指導 1（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文発表の見直し

第30回 【事前学修】　発表リハーサル
【授業内容】　論文発表指導 2（増子、大澤、菅原）
【事後学修】　論文発表の最終確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（90％）、レポート（10％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。
結果は授業のなかで解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地域福祉と市民活動に関心を持ち、論文作成に向けた先行研究のサーベイを十分にしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地域福祉と NPO に関する科目及び統計学。

■テキスト■テキスト

開講時に指定する。

■参考文献■参考文献

授業のなかでその都度紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、manaba の個別指導機能を使用する。
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津上　誠、鈴木　努

論文指導（比較文化・異文化交流に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

比較文化・異文化交流に関する研究

■講義内容■講義内容

演習Ⅳから論文執筆能力のスキルアップをはかり、博士論文完成をめざす。受講生による報告と議論を行う。

■達成目標■達成目標

予備審査で明らかになった不十分な箇所を克服しながら、博士論文の完成を目指す。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第２回 【事前学修】　第２回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文の具体例と備えるべき要件
【事後学修】　第２回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第３回 【事前学修】　第３回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　予備審査で指摘された項目の整理と対策
【事後学修】　第３回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第４回 【事前学修】　第４回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（1）
【事後学修】　第４回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第５回 【事前学修】　第５回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（2）
【事後学修】　第５回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第６回 【事前学修】　第６回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（3）
【事後学修】　第６回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第７回 【事前学修】　第７回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（4）
【事後学修】　第７回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第８回 【事前学修】　第８回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
　－オムニバス方式－
【授業内容】　上記作業の継続（5）
【事後学修】　第８回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第９回 【事前学修】　第９回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（6）
【事後学修】　第９回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第10回 【事前学修】　第10回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　上記作業の継続（7）
【事後学修】　第10回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第11回 【事前学修】　第11回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（1）
【事後学修】　第11回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第12回 【事前学修】　第12回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（2）
【事後学修】　第12回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第13回 【事前学修】　第13回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（3）
【事後学修】　第13回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第14回 【事前学修】　第14回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（4）
【事後学修】　第14回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第15回 【事前学修】　第15回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿各章の検討（5）
【事後学修】　第15回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第16回 【事前学修】　第16回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（1）
【事後学修】　第16回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第17回 【事前学修】　第17回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　調査データの拡充（2）
【事後学修】　第17回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第18回 【事前学修】　第18回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の拡充（1）
【事後学修】　第18回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること
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第19回 【事前学修】　第19回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　関連文献の拡充（2）
【事後学修】　第19回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第20回 【事前学修】　第20回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（1）
【事後学修】　第20回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第21回 【事前学修】　第21回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（2）
【事後学修】　第21回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第22回 【事前学修】　第22回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（3）
【事後学修】　第22回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第23回 【事前学修】　第23回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（4）
【事後学修】　第23回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第24回 【事前学修】　第24回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　博士論文草稿の各章の再度の検討（5）
【事後学修】　第24回の学習内容を踏まえて博士論文の準備を進めること

第25回 【事前学修】　第25回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　本審査に向けての準備（1）
【事後学修】　第25回の学習内容を踏まえて博士論文本審査への準備を進めること

第26回 【事前学修】　第26回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　本審査に向けての準備（2）
【事後学修】　第26回の学習内容を踏まえて博士論文本審査への準備を進めること

第27回 【事前学修】　第27回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　本審査の向けての準備（3）
【事後学修】　第27回の学習内容を踏まえて博士論文本審査への準備を進めること

第28回 【事前学修】　第28回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論文発表の指導（1）
【事後学修】　第28回の学習内容を踏まえて博士論文発表の準備を進めること

第29回 【事前学修】　第29回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論文発表の指導（2）
【事後学修】　第29回の学習内容を踏まえて博士論文発表の準備を進めること

第30回 【事前学修】　第30回の学習内容に向けて自分が報告できそうなことを発表レジュメ等にして準備しておくこと
【授業内容】　論文発表の指導（3）
【事後学修】　第30回の学習内容を踏まえて博士論文発表の準備を進めること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

論文（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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岩動　志乃夫、柳井　雅也、楊　世英

論文指導（現代における地域構造の変容と地域問題に関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

研究テーマに応じた論文の作成指導

■講義内容■講義内容

研究テーマに応じた博士論文の作成指導を行う。

■達成目標■達成目標

研究論文を完成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回講義前に自らの研究テーマについての基本知見を整理しておく。
【授業内容】　ガイダンス、博士論文の要件の確認（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第１回授業をふまえて、研究のテーマ設定を再検討してみる。

第２回 【事前学修】　第２回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第２回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第３回 【事前学修】　第３回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第３回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第４回 【事前学修】　第４回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第４回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第５回 【事前学修】　第５回講義前に研究対象となる事象について研究史的意義を整理してくる。
【授業内容】　対象事象の研究史的意義の整理と討議（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第５回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第６回 【事前学修】　第６回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第６回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第７回 【事前学修】　第７回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第７回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第８回 【事前学修】　第８回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第８回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第９回 【事前学修】　第９回講義前に研究対象地域の地域特性を整理してくる。
【授業内容】　対象地域の地域性の整理・分析（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第９回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第10回 【事前学修】　第10回講義前に実地調査に適切な地区をどのように選べばよいか、検討してくる。
【授業内容】　対象地域内の実態調査地区の検出（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第10回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第11回 【事前学修】　第11回講義前に実地調査に適切な地区を抽出してくる。
【授業内容】　対象地域内の実態調査地区の検出（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第11回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第12回 【事前学修】　第12回講義前に対象地区の基本特性を整理してくる
【授業内容】　対象地域おける対象事象の関連研究の整理、調査方法の決定（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第12回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第13回 【事前学修】　第13回講義前に対象地区の基本特性を整理してくる
【授業内容】　対象地域おける対象事象の関連研究の整理、調査方法の決定（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第13回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第14回 【事前学修】　第14回講義前に調査事項・方法の案を考えてくる。
【授業内容】　現地調査の計画（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第14回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第15回 【事前学修】　第15回講義前に調査事項・方法の案を考えてくる。
【授業内容】　現地調査の計画（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第15回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第16回 【事前学修】　第16回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第16回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第17回 【事前学修】　第17回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第17回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第18回 【事前学修】　第18回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第18回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。
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第19回 【事前学修】　第19回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第19回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第20回 【事前学修】　第20回講義前に追加調査の方法を考えてくる。
【授業内容】　調査経過・結果の報告とさらなる調査課題の確認および追加調査（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第20回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第21回 【事前学修】　第21回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第21回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第22回 【事前学修】　第22回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第22回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第23回 【事前学修】　第23回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第23回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第24回 【事前学修】　第24回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第24回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第25回 【事前学修】　第25回講義前にこれまでの知見をふまえて、研究論文の章節構成を検討してくる。
【授業内容】　章節構成の検討、執筆指導（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第25回授業の討議をふまえて、研究テーマと方法を洗練させる。

第26回 【事前学修】　第26回講義前に研究の発表準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（1）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第26回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第27回 【事前学修】　第27回講義前に研究の発表準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（2）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第27回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第28回 【事前学修】　第28回講義前に研究発表の準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（3）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第28回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第29回 【事前学修】　第29回講義前に研究発表の準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（4）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　第29回授業の討議をふまえて、発表の仕方を洗練させる。

第30回 【事前学修】　第30回講義前に研究発表の準備をする。
【授業内容】　論文発表の指導（5）（岩動、柳井、楊）
【事後学修】　本授業の討議をふまえて、研究論文とその発表会の仕方を完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業への参加態度20％、発表内容20％、研究論文の完成度60％。
具体的にはルーブリックの形で提示し、内容について解説する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日頃から自らの研究の充実に向けた努力を怠らないこと。学会誌掲載論文の作成にも努力してください。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

「地域」領域の関連科目。

■テキスト■テキスト

特になし。授業中で紹介。

■参考文献■参考文献

授業中で紹介。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三、加藤　健二、東海林　渉

人間情報学演習Ⅲ（行動情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

行動情報処理システムに関する研究

■講義内容■講義内容

学生・教員間で、論文主題の決定、研究の方向性、研究の方法、研究対象の選択、参考文献の選択など必要な基礎的問題
について、論議を重ねながら論文作成過程に関する指導を行う。基本的に心理学を中心に、専門の多少異なる複数教員に
よって指導する。

■達成目標■達成目標

①自らの研究主題に即して長期的な研究計画を見通せるようになる。
②長期的研究計画の中で行うべき実験の、実現可能性、優先順位、短期的計画等を自ら吟味できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　後期課程進学時に立案した研究計画をもとに、3 年間で何をどこまで明らかにするのかを確認し
ておく。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第１回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　修士課程までの研究内容を概観し、問題点を明らかにしておく。
【授業内容】　これまでの研究の批判的吟味（研究成果発表の準備を含む）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第２回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　修士課程までの研究内容をどの学会で発表し、論文化についても検討しておく。
【授業内容】　今後の研究の方向性の検討（1）（研究成果発表の準備を含む）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第３回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　前回に受け取ったコメントをもとに今後の研究の方向について素案を作成しておく。
【授業内容】　今後の研究の方向性の検討（2）（研究成果発表の準備を含む）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第４回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　長期的研究計画として D1 でどのような問題に焦点を当てるのかを考えておく。
【授業内容】　長期的研究計画の立案（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第５回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　長期的研究計画として D2 でどのような問題に焦点を当てるのかを考えておく。
【授業内容】　長期的研究計画の立案（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第６回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　短期的研究計画として、それぞれの学年で取り組む個別の問題の細分化された部分への取り組み
を考えておく。
【授業内容】　短期的研究計画の立案（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第７回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　当該研究テーマが注目されるきっかけとなった先行研究について、具体的に解説できるようにし
ておく。
【授業内容】　先行研究事例検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第８回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　当該研究テーマの新たな展開をみせた先行研究について、具体的に解説できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究事例検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第９回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　当該研究テーマの新たな展開をみせた先行研究の意義について、説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究事例検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第10回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　D1 で取り組む問題に対して、有効な解決策を提供する実験計画を考えておく。
【授業内容】　実験計画の立案（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第11回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善された実験計画を複数提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　実験準備（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第12回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　実験準備の進捗状況を報告する準備をしておく。
【授業内容】　実験準備（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第13回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　実験準備の改善案を報告する準備をしておく。
【授業内容】　実験準備（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第14回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　実験準備の進捗状況と改善案をまとめ、夏季休業中に何をどこまで進めるかを報告する準備をし
ておく。
【授業内容】　実験準備（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第15回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　収集したデータ１について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第16回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第17回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析１を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第17回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第18回 【事前学修】　収集したデータ２について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第18回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析２を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第19回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　収集したデータ３について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第20回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析３を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第21回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　収集したデータ４について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第22回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析４を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第23回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　収集したデータ５について報告し、どのような解析をするのかを原案を準備しておく。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第24回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　前回のコメントをもとに改善されたデータ解析５を提案し、具体化の準備を始める。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第25回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　収集したデータ１をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第26回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　収集したデータ２をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第27回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　収集したデータ３をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第28回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　収集したデータ４をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第29回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　収集したデータ５をもとに学会発表と論文化の準備をする。
【授業内容】　レポートの検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第30回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学会発表などの確実な成果（40％）と、博士号取得に向けた研究としての新規性、論理性、体系性（60％）を評価する。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

常に新たに得た情報に基づいて、自らの研究を批判的に検討する姿勢を持ち続けること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則、岡﨑　勘造、坂本　譲、高橋　信二

人間情報学演習Ⅲ（生理・運動機能に関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

生理・運動機能に関する研究

■講義内容■講義内容

学生・教員間で、論文主題の決定、研究の方向性、研究の方法、研究対象の選択、参考文献の選択など必要な基礎的問題
について論議を重ねながら論文作成過程に関する指導を行う。基本的にスポーツ科学の運動生理学を中心に、専門の異な
る複数教員によって指導する。

■達成目標■達成目標

①博士論文作成のための全般的な研究の進め方について理解できるようになる
②博士論文作成に向けて、研究テーマおよび研究計画の設定できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認しておくこと
【授業内容】　オリエンテーション（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第１回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第２回 【事前学修】　修士論文の紹介ができるようにしておくとともに研究の方向性について提示できるように準備す
ること
【授業内容】　院生による修士論文の紹介と今後の研究展望の提示（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第２回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第３回 【事前学修】　博士論文のテーマが示せるよう準備しておくこと
【授業内容】　院生による博士論文テーマの提示（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第３回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第４回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第５回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第６回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、博士論文に関わる文献を調べ内容を検討しておくこと
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第７回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第８回 【事前学修】　博士論文の構成を検討しておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決し－オムニバス方式－ておく
こと

第９回 【事前学修】　博士論文の課題について検討しておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　第９回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第10回 【事前学修】　博士論文の課題について再検討をしておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　第10回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第11回 【事前学修】　博士論文の課題の見直しをしておくこと
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高
橋）
【事後学修】　第11回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第12回 【事前学修】　研究課題の仮説を検討しておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第12回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
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第13回 【事前学修】　研究課題の仮説の再検討をしておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第13回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第14回 【事前学修】　研究課題における仮説と検証方法について考えておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第14回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第15回 【事前学修】　研究課題における仮説と検証方法について再度考えておくこと
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第15回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第16回 【事前学修】　研究 1 の実施のための準備をしておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第16回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第17回 【事前学修】　研究 1 の実施のための予備実験をしておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第17回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第18回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第19回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第20回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究 1 の実施における諸問題を解決しておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第21回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、得られたデータの確認作業を行うこと
【授業内容】　研究 1 の実施（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第22回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、得られたデータの再確認作業を行うこと
【授業内容】　研究 1 の実施（8）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第23回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第24回 【事前学修】　データの整理を行うこと
【授業内容】　研究 1 の実施（9）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第24回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第25回 【事前学修】　データの整理とともにデータの加工作業をしておくこと
【授業内容】　研究 1 の実施（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第25回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第26回 【事前学修】　研究 1 の目的と方法を作成しておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第26回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第27回 【事前学修】　研究 1 の目的に適した結果を提示できるようにしておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決しておくこと

第28回 【事前学修】　研究 1 の結果から考察を考えておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第28回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第29回 【事前学修】　研究 1 の結論が作成できるようにしておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第29回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第30回 【事前学修】　研究 1 の論文を完成させておくこと
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　研究 1 の論文の完成度を高めておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成状況（20％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業をすすめること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅲ（適応情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

研究上の基本的問題に関する指導

■講義内容■講義内容

院生・教員間で、研究主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択、参考文献の選択など、博士論文作成に必
要な基礎的問題について論議を重ねながら、論文作成過程に関する指導を行う。基本的に心理学を中心に、専門領域の多
少異なる複数教員によって指導する。なお、担当者1名（金井）は、病院の精神科・身体科や学校、産業・労働などさまざ
まな相談機関における心理学的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

1.　博士論文作成のための、全般的な研究の進め方について説明することができる。
2.　博士論文作成に向けて、各自の関心に応じた研究テーマや研究計画の設定など、基本的な部分を確定することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　オリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による修士論文の紹介と今後の研究展望の提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による博士論文テーマの提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確定する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念を確定する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確定する。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確定する。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正する。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、データ分析を終了する。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の状況（20％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、博士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅲ（社会行動システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

社会行動システム研究上の基本的問題に関する指導

■講義内容■講義内容

院生・教員間で、研究主題の決定、研究の方向性、研究方法、研究対象の選択、参考文献の選択など、博士論文作成に必
要な基礎的問題について議論を重ねながら、論文作成過程に関する指導を行う。基本的に社会心理学を中心に、専門領域
の多少異なる複数教員に　－オムニバス方式－よって指導する。この授業は対面授業として行う（予定）。

■達成目標■達成目標

①博士論文作成のための、全般的な研究の進め方について理解し、実践することができる。
②博士論文作成に向けて、各自の関心に応じた研究テーマや研究計画の設定など、基本的な部分を確定する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた初年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による修士論文の紹介と今後の研究展望の提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、自分の修士論文の概要をまとめ、博士論文で取り上げたいテーマと 3年
間の作業の見通しについて考える。
【授業内容】　院生による博士論文テーマの提示（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確認・修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、これまでの文献レビューに基づき、博士論文のテーマを設定する。
【授業内容】　文献レビューと研究主題の設定に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、博士論文のテーマを確定する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念について確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、具体的な課題に関する理論的枠組みと概念を定める。
【授業内容】　具体的な研究課題における理論的枠組みと概念定義に関する検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、課題に関する理論枠組みと概念を確定する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究課題について仮説と検証方法を考える。
【授業内容】　研究課題における仮説と検証方法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、課題に関する仮説と検証方法を確定する。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確認・修正する。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、データ収集について具体的な検討を行う。
【授業内容】　対象者選択、データ収集技法、データ処理法の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、具体的なデータ収集法について確定する。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、データ収集を進めながらデータ分析について確認・修正す
る。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究課題（研究 1）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 1 の実施（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、データ分析を終了する。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1 の論文化を行う。
【授業内容】　研究 1 に関する論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、研究 1 の論文内容を確認・修正する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な分解読解の準備と理解の程度（40％）、議論への参加状況（40％）、論文作成の状況（20％）。これらの評価基準
はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が、博士論文のための文献読解、実証データの収集と分析、研究の論理的検討などについて、常に積極的に作業
を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし。

■テキスト■テキスト

とくになし。

■参考文献■参考文献

適宜配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三、加藤　健二、東海林　渉

人間情報学演習Ⅳ（行動情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

行動情報処理システムに関する研究

■講義内容■講義内容

博士論文の構成と内容の検討を中心に進める。全体の主張とその構成要素になる実証研究の関係、実証研究の進め方を討
議する。実証研究では学会での発表から投稿論文の作成へとつながるように、研究を進め、学位論文へと結実させる。

■達成目標■達成目標

①博士論文全体が独創性と論理性と体系性を有するように計画を立てられるようになる。
②学会発表とそこから論文を投稿できるように論文作成力を磨く。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　年間の学会日程を確認し、D2 での論文投稿の目標を立てて、年度計画の素案を作成しておく。
【授業内容】　年度計画（学会日程と論文投稿の目標など）の検討と確定（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第１回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文１と２を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（1）　－オムニバス方式－（櫻井・加藤・東海
林）
【事後学修】　第２回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文３と４を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第３回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文５と６を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第４回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文７と８を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第５回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文９と10を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第６回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究の論文11と12を熟読して、概要を説明できるようにしておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第７回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　研究テーマに関わる先行研究で、何が問題とされ、どこまで解明されているのかをまとめてお
く。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第８回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　当該研究テーマでは、何が未解明のまま残されているのかをまとめておく。
【授業内容】　先行研究のレビューと今後の研究の展開の検討（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第９回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　学会発表の準備と、論文投稿の準備を並行して進めておく。
【授業内容】　学会発表の練習と投稿論文の構想（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第10回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　計画立案（1）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第11回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　計画立案（2）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第12回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　計画立案（3）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第13回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　計画立案（4）複数の問題設定に対応する実験計画を立て、未解明の問題にどのように取り組むの
か説明できるようにしておく。
【授業内容】　データの収集と解析（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第14回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　データ解析（1）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第15回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　データ解析（2）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第16回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第17回 【事前学修】　データ解析（3）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第17回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第18回 【事前学修】　データ解析（4）実験結果を解析し、設定した問題にどのような答えを出せるのか考察しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第18回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　複数の実験結果をまとめて、D2 で論文化できる範囲を設定しておく。
【授業内容】　データの収集と解析（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第19回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　D2 で論文化する範囲にあわせ、結果の体系化を考えておく。
【授業内容】　データの収集と解析（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第20回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　D1 と D2 での研究進展状況をまとめて、個々の論文化の状況と博士論文の概要（案）を作成して
おく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第21回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　投稿準備（1）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第22回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　投稿準備（2）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第23回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　投稿準備（3）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第24回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　投稿準備（4）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第25回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　投稿準備（5）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第26回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　投稿準備（6）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第27回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　投稿準備（7）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第28回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　投稿準備（8）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第29回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　投稿準備（9）個々の投稿論文の進展状況を報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　予備審査に向けての論文のまとめ（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第30回演習で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

投稿論文の進展状況（100％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則、岡﨑　勘造、坂本　譲、高橋　信二

人間情報学演習Ⅳ（生理・運動機能に関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

生理・運動機能に関する研究

■講義内容■講義内容

院生と教員の間で、博士論文の作成に向けた運動生理学的研究の進め方について論議を行い、院生が実施したデータの収
集、処理、論文作成などについて、スポーツ科学を中心とした関連領域の複数教員により綿密な指導を行う。

■達成目標■達成目標

①論文作成のための研究を実施できるようになる
②上記研究に基づいて論文を作成し、学会誌等への投稿論文を準備できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し内容を確認しておくこと
【授業内容】　オリエンテーション（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　研究 2 を進めるための計画を検討すること

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、今年度の作業計画を検討しておくこと
【授業内容】　院生による前年度までの進捗状況、および今年度の作業計画の報告（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　今年度の作業計画を再検討すること

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第３回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第４回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第５回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第６回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決し－
オムニバス方式－ておくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第７回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第８回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第９回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（8）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第10回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（9）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第11回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第12回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（11）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第13回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（12）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第14回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第15回 【事前学修】　投稿規程を確認し形式に十分注意し執筆作業をしておくこと
【授業内容】　研究 2 の発表と議論、学会誌等への投稿論文作成の準備（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第15回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第16回 【事前学修】　今後の作業計画の再検討をしておくこと
【授業内容】　院生によるこれまでの研究経過の報告と今後の作業計画の報告（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第16回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（1）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第17回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（2）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第18回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（3）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第19回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（4）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第20回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（5）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第21回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（6）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第22回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（7）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第23回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（8）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第24回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（9）
（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第25回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

人

間

情

報

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 1801 -



第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第26回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（11）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第27回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（12）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第28回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（13）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第29回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿
（14）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第30回の授業をうけて、ディスカッションで不明な点を文献等を使用して調べ問題点を解決して
おくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

研究の進捗状況と完成度（60％）、議論への参加状況（20％）、論文作成状況（20％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業をすすめること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（適応情報処理システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

実証研究の実施に関する指導

■講義内容■講義内容

院生と教員の間で、博士論文の作成に向けた実証的研究の進め方について論議を行い、院生が実施したデータの収集、処
理、論文作成などについて、心理学を中心とした関連領域の複数教員により、綿密な指導を行う。なお、担当者1名（金
井）は、病院の精神科・身体科や学校、産業・労働などさまざまな相談機関における心理学的支援の経験を持つため、授
業内容においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

1．論文作成のための研究を実施することができる。
2．上記研究に基づいて論文を作成し、学会誌等への投稿論文を準備することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度までの進捗状況、および今年度の作業計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後1年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、研究課題（研究2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ分析を終了する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　研究 2 の発表と議論、学会誌等への投稿論文作成の準備（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。
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第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　院生によるこれまでの研究経過の報告と今後の作業計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（1）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（2）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（3）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（4）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（5）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（6）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（7）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（8）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）。投稿論文の執筆と投稿（9）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。
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第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）および予備審査の準備。投稿
論文の執筆と投稿（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実証研究の進捗状況と完成度（60％）、議論への参加状況（20％）、論文作成状況（20％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業をすすめること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

人間情報学演習Ⅳ（社会行動システムに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

社会的行動システムの実証研究の実施に関する指導

■講義内容■講義内容

院生と教員間で、博士論文の作成に向けた実証的研究の進め方についての議論を行い、院生が実施したデータの収集、処
理、論文作成などについて社会心理学を中心とした関連領域の複数の教員により、綿密な指導を行う。

■達成目標■達成目標

①論文作成のための研究を実施できる。
②上記研究に基づいて論文を作成、学会誌等への投稿論文を準備できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度の進捗状況をまとめ、博士論文作成に向けた今年度の作業の見通
しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度までの研究の進捗状況、今年度計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ収集を進めながらデータ分析について確認・
修正する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、研究課題（研究 2）についてデータ収集とデータ分析を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、研究 2 のデータ分析を終了する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。　－オムニバス方式－
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、研究課題（研究 2）について論文化を行う。
【授業内容】　研究 2 の実施とデータ処理、論文作成（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、研究 2 の論文内容を確認・修正する。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　研究 2 の発表と議論、学会誌等への投稿論文作成の準備（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、研究 1・2 の成果の確認を行いながら、学術雑誌への投稿準備を行う。
【授業内容】　院生によるこれまでの研究経過の報告と今後の作業計画の報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿準備の見通しを立てる。
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第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（1）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（2）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（3）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（4）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（5）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（6）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（7）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（8）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業を行いながら、学術雑誌への投稿論文も執筆
する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿（9）
（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと投稿論文執筆を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、研究 1・2 をまとめる作業と予備審査の準備を行いながら、学術雑誌へ
の投稿論文も執筆する。
【授業内容】　研究 1 と研究 2 のまとめの作業（必要に応じて追加研究の実施）、投稿論文の執筆と投稿
（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、研究 1・2 のまとめと予備審査の準備および投稿論文執筆を
行う。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実証研究の進捗状況と完成度（60％）、議論への参加状況（20％）、論文作成の状況（20％）。これらの評価基準はルー
ブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が博士論文作成に積極的に関わる準備をして、作業を進めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし。

■テキスト■テキスト

とくになし。

■参考文献■参考文献

適宜配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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櫻井　研三、加藤　健二、東海林　渉

論文指導（行動情報処理システムに関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

行動情報処理システムに関する研究

■講義内容■講義内容

人間と情報のかかわりに関する基礎から応用までの広い分野を見通しながら、博士論文の構成と内容を検討し、学位論文
に値する独創的、論理的、体系的な研究論文を仕上げる。

■達成目標■達成目標

①博士論文を完成させられるようになる。
②博士論文の独創性と論理性と体系性を練り上げられるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　D2 までの研究進展状況をまとめ、予備審査に備えて博士論文の素案を作成しておく。
【授業内容】　年度計画と博士論文の具体例と備えるべき要件（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第１回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第２回 【事前学修】　予備審査で指摘された事項を整理し、改善案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第２回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第３回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、全体の論理構成を見直して対案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第３回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第４回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、導入部分の見直しをして修正案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第４回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第５回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、文献研究の不足部分をリストアップし、補足すべき内容を確認し
ておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第５回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第６回 【事前学修】　第５回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第６回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第７回 【事前学修】　第６回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第７回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第８回 【事前学修】　第７回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第８回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第９回 【事前学修】　第８回で指示された補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善と、研究の展開の検討（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第９回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第10回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、実験研究の方法までの不足部分をリストアップし、補足すべき内
容を確認しておく。　－オムニバス方式－
【授業内容】　予備審査での指摘事項が改善されたかの再検討（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第10回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第11回 【事前学修】　第10回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第11回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第12回 【事前学修】　第11回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第12回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第13回 【事前学修】　第12回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第13回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第14回 【事前学修】　第13回で指示された補足すべき実験の案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第14回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第15回 【事前学修】　実験部分までの新たな構成案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第15回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第16回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、実験研究の結果の不足部分をリストアップし、補足すべき内容を
確認しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第16回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第17回 【事前学修】　第16回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第17回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。
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第18回 【事前学修】　第17回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第18回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第19回 【事前学修】　第18回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第19回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第20回 【事前学修】　第19回で指示された補足実験のデータ処理とその結果のまとめ方に関する案を作成しておく。
【授業内容】　学位論文の各章の検討（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第20回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第21回 【事前学修】　前回までのコメントをもとに、考察の不足部分をリストアップし、補足すべき内容を確認してお
く。
【授業内容】　論文の発表の指導（1）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第21回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第22回 【事前学修】　第21回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（2）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第22回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第23回 【事前学修】　第22回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（3）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第23回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第24回 【事前学修】　第23回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（4）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第24回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第25回 【事前学修】　第24回で指示された考察に補足すべき内容の加筆案を作成しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（5）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第25回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第26回 【事前学修】　博士論文を完成させて、論文提出の準備をしておく
【授業内容】　論文の発表の指導（6）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第26回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第27回 【事前学修】　博士論文に添える他の書類の準備をしておく
【授業内容】　論文の発表の指導（7）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第27回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第28回 【事前学修】　博士論文を完成させて、口頭試問の準備をしておく
【授業内容】　論文の発表の指導（8）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第28回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第29回 【事前学修】　口頭試問で受けたコメントへの対応を行ない、博士論文に最後の修正を加えておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（9）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第29回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

第30回 【事前学修】　博士号取得後の行動計画について報告できるよう準備しておく。
【授業内容】　論文の発表の指導（10）（櫻井・加藤・東海林）
【事後学修】　第30回の指導で受けたコメントを整理し、改善作業を済ませておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学位論文の評価（100％）。
具体的な評価基準についてはルーブリック等の形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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千葉　智則、岡﨑　勘造、坂本　譲、高橋　信二

論文指導（生理・運動機能に関する研究）　－オムニバス方式－
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

博士論文作成に関する指導

■講義内容■講義内容

人間の運動実施による生理的適応に関わる研究主題について、博士論文作成の指導を行う。学位論文の完成を目指して、
論文の枠組み、理論構成、データの収集・整理などについて、スポーツ科学を中心とした関連領域の複数教員により綿密
な指導を行う。

■達成目標■達成目標

博士論文を完成させられるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　今年度のスケジュールを確認し計画を明確にしておくこと
【授業内容】　ガイダンス（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第２回 【事前学修】　博士論文の提出までの日程・必要要件等の確認をおこない、提出までのスケジュールを明確にし
ておくこと
【授業内容】　博士論文の提出までの日程・必要要件等の確認（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第２回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第３回 【事前学修】　博士論文の作成にあたり問題点を整理しておくこと
【授業内容】　学生の論文作成に関する進捗状況の確認と今後の展望（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第３回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（1）－オムニバス方式－（千葉・坂本・岡
﨑・高橋）
【事後学修】　第４回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第５回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第６回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第７回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第８回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第９回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　予備審査での指摘事項の整理と改善に向けての対応（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第10回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第11回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第12回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第13回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第14回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第15回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（6）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第16回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（7）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第17回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
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第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（8）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第18回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（9）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第19回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（10）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第20回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（11）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第21回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（12）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第22回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（13）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第23回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（14）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第24回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること
【授業内容】　論文の各章の検討（15）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第25回の授業をうけて、博士論文の作成にあたり参考文献等を用い前進させること

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（1）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第26回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第27回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（2）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第27回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第28回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（3）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第28回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第29回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（4）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第29回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

第30回 【事前学修】　博士論文の発表の準備をすること
【授業内容】　論文発表の指導（5）（千葉・坂本・岡﨑・高橋）
【事後学修】　第30回の授業をうけて、博士論文の発表の準備をすること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

議論への参加状況（30％）、研究論文の完成度（70％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

日頃から院生自身が積極的に作業を進めていること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

適宜配付する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

論文指導（適応情報処理システムに関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

博士論文作成に関する指導

■講義内容■講義内容

人間の心理的適応に関わる研究主題について、博士論文作成の指導を行う。学位論文の完成を目指して、論文の枠組み、
理論構成、実証データの収集やデータの整理などについて、院生と論議を重ねながら、心理学を中心とした関連領域の複
数教員により綿密な指導を行う。
なお、1名の担当者（金井）は、ともに病院の精神科・身体科や学校、産業・労働などさまざまな相談機関における心理学
的支援の経験を持つため、授業内容においても随時その体験が反映される。

■達成目標■達成目標

質の高い博士論文を完成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文提出に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　院生による、前年度までの進捗状況および今年度の展望についての報告（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　博士論文提出までの日程・必要要件等の確認と検討（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業日程を確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であれば準備を行って審査を受
ける）（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（15）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（20％）、議論への参加状況（20％）、論文作成の状況（60％）。
評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が積極的に作業を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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福野　光輝、金井　嘉宏、萩原　俊彦

論文指導（社会行動システムに関する研究）
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

社会的行動システム領域の博士論文作成に関する指導

■講義内容■講義内容

人間の社会的行動システムに関わる研究主題について、博士論文作成の指導を行う。学位　－オムニバス方式－論文の完
成を目指して、論文の枠組み、理論構成、実証データの収集やデータの整理と処理について、社会心理学を中心とした関
連領域の複数教員により、綿密な指導を行う。

■達成目標■達成目標

社会行動システム領域における質の高い博士論文を完成させられるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　オリエンテーション（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第１回のオリエンテーションを踏まえて、博士論文提出に向けた今年度の作業の見通しを持つ。

第２回 【事前学修】　第２回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　院生による前年度までの作業進捗状況、および今年度の展望についての報告（福野・萩原・金
井）
【事後学修】　第２回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業の見通しを確認する。

第３回 【事前学修】　第３回の授業に向けて、前年度までの進捗状況をまとめ、博士論文提出に向けた今年度の作業の
見通しについて考える。
【授業内容】　博士論文提出までの日程、必要要検討の確認と検討（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第３回の授業での検討を踏まえて、今後 1 年間の作業日程を確認する。

第４回 【事前学修】　第４回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（1）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第４回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第５回 【事前学修】　第５回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（2）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第５回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第６回 【事前学修】　第６回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（3）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第６回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第７回 【事前学修】　第７回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（4）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第７回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第８回 【事前学修】　第８回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（5）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第８回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第９回 【事前学修】　第９回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（6）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第９回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第10回 【事前学修】　第10回の授業に向けて、予備審査における指摘項目を検討し対応の準備を行う（この段階までに
予備審査を終えていない場合、準備を行って予備審査を受ける）。
【授業内容】　予備審査における指摘項目の整理とそれに関する対応（審査未了であればそれの準備）（7）（福
野・萩原・金井）
【事後学修】　第10回の授業での検討を踏まえて、予備審査における指摘項目について対応する。

第11回 【事前学修】　第11回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第11回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第12回 【事前学修】　第12回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第12回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。
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第13回 【事前学修】　第13回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第13回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第14回 【事前学修】　第14回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第14回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第15回 【事前学修】　第15回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第15回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第16回 【事前学修】　第16回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（6）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第16回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第17回 【事前学修】　第17回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（7）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第17回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第18回 【事前学修】　第18回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（8）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第18回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第19回 【事前学修】　第19回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（9）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第19回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第20回 【事前学修】　第20回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（10）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第20回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第21回 【事前学修】　第21回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（11）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第21回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第22回 【事前学修】　第22回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（12）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第22回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第23回 【事前学修】　第23回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（13）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第23回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第24回 【事前学修】　第24回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（14）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第24回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第25回 【事前学修】　第25回の授業に向けて、博士論文について、章ごとに最終的な仕上げを行う。
【授業内容】　論文の各章の検討（15）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第25回の授業での検討を踏まえて、博士論文の各章の内容について確認・修正を行う。

第26回 【事前学修】　第26回の授業に向けて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（1）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第26回の授業での検討を踏まえて、博士論文を完成させ、発表の準備を行う。

第27回 【事前学修】　第27回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（2）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第27回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第28回 【事前学修】　第28回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（3）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第28回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第29回 【事前学修】　第29回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（4）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第29回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

第30回 【事前学修】　第30回の授業に向けて、博士論文の発表準備を行う。
【授業内容】　論文発表の指導（5）（福野・萩原・金井）
【事後学修】　第30回の授業での検討を踏まえて、発表の準備を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

必要な文献読解の準備と理解の程度（20％）、議論への参加状況（20％）、論文作成の状況（60％）。これらの評価基準
はルーブリックの形で授業時に公開します。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

院生自身が博士論文作成のために積極的な態度で作業を進めていること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし。

■テキスト■テキスト

とくになし。

■参考文献■参考文献

適宜配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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杉浦　茂樹、武田　敦志

人間情報学演習Ⅲ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

コンピュータにおけるユーザインターフェース

■講義内容■講義内容

障害者にも健常者にとっても利用しやすいユニバーサルデザインとしてコンピュータの利用方法について考察をすすめて
いく。
問題点を明らかにするための実験的な方法などについて、体系的に体得した上で、問題点を解消する具体的な方法につい
て、過去の報告も参考にしながら、解析をすすめる。

■達成目標■達成目標

ユニバーサルデザインの観点からユーザインターフェースの問題点を明らかにすることができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　概要の調査
【授業内容】　全体ガイダンス
【事後学修】　スケジュールの確認、作成

第２回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（1）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（1）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（1）結果のまとめ

第３回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（2）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（2）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（2）結果のまとめ

第４回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（3）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（3）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（3）結果のまとめ

第５回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（4）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（4）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（4）結果のまとめ

第６回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（5）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（5）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（5）結果のまとめ

第７回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（6）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（6）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（6）結果のまとめ

第８回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（7）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（7）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（7）結果のまとめ

第９回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（8）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（8）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（8）結果のまとめ

第10回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（9）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（9）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（9）結果のまとめ

第11回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（10）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（10）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（10）結果のまとめ

第12回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（11）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（11）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（11）結果のまとめ

第13回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（12）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（12）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（12）結果のまとめ

第14回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（13）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（13）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（13）結果のまとめ

第15回 【事前学修】　関連研究（論文、学会）の検討（14）の調査
【授業内容】　関連研究（論文、学会）の検討（14）
【事後学修】　関連研究（論文、学会）の検討（14）結果のまとめ

第16回 【事前学修】　モデル作成と解析（1）概念の整理
【授業内容】　モデル作成と解析（1）
【事後学修】　モデル作成と解析（1）概念の整理、結果のまとめ

第17回 【事前学修】　モデル作成と解析（2）要求仕様の概要
【授業内容】　モデル作成と解析（2）
【事後学修】　モデル作成と解析（2）要求仕様の概要、結果のまとめ
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第18回 【事前学修】　モデル作成と解析（3）要求仕様の整理
【授業内容】　モデル作成と解析（3）
【事後学修】　モデル作成と解析（3）要求仕様の整理、結果のまとめ

第19回 【事前学修】　モデル作成と解析（4）プロトタイプ設計
【授業内容】　モデル作成と解析（4）
【事後学修】　モデル作成と解析（4）プロトタイプ設計、結果のまとめ

第20回 【事前学修】　モデル作成と解析（5）プロトタイプ完成
【授業内容】　モデル作成と解析（5）
【事後学修】　モデル作成と解析（5）プロトタイプ完成、結果のまとめ

第21回 【事前学修】　モデル作成と解析（6）反省、修正点の確認
【授業内容】　モデル作成と解析（6）
【事後学修】　モデル作成と解析（6）反省、修正点の確認、結果のまとめ

第22回 【事前学修】　モデル作成と解析（7）完成版にむけて
【授業内容】　モデル作成と解析（7）
【事後学修】　モデル作成と解析（7）完成版にむけて、結果のまとめ

第23回 【事前学修】　モデル作成と解析（8）中間報告
【授業内容】　モデル作成と解析（8）
【事後学修】　モデル作成と解析（8）中間報告、結果のまとめ

第24回 【事前学修】　モデル作成と解析（9）修正、改良
【授業内容】　モデル作成と解析（9）
【事後学修】　モデル作成と解析（9）修正、改良、結果のまとめ

第25回 【事前学修】　モデル作成と解析（10）完成版
【授業内容】　モデル作成と解析（10）
【事後学修】　モデル作成と解析（10）完成版、結果のまとめ

第26回 【事前学修】　レポート作成および検討（1）
【授業内容】　レポート作成および検討（1）
【事後学修】　レポート作成および検討（1）反省点、修正点のまとめ

第27回 【事前学修】　レポート作成および検討（2）
【授業内容】　レポート作成および検討（2）
【事後学修】　レポート作成および検討（2）反省点、修正点のまとめ

第28回 【事前学修】　レポート作成および検討（3）
【授業内容】　レポート作成および検討（3）
【事後学修】　レポート作成および検討（3）修正点、改良のまとめ

第29回 【事前学修】　レポート作成および検討（4）
【授業内容】　レポート作成および検討（4）
【事後学修】　レポート作成および検討（4）反省点、改良のまとめ

第30回 【事前学修】　レポート作成および検討（5）
【授業内容】　レポート作成および検討（5）
【事後学修】　レポート作成および検討（5）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートによる（80％）、平常点（20％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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松尾　行雄、牧野　悌也

人間情報学演習Ⅲ（高次機能の制御に関する研究）　－オムニバス
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する論文の講読を通して、この分野におけるこの分野の研究課題と
研究方法を指導する

■講義内容■講義内容

ニューロンの分子生物学と生理学、ネットワークモデルについての最新の論文の講読、感覚情報の処理のモデル、脳内で
分散している情報が統合される機構について、各種のモデルの学習を行う。研究テーマの研究指導を行う。

■達成目標■達成目標

ニューロンの分子生物学と生理学、ネットワークモデルの基礎を元に感覚情報と先行経験が統合され行動に結びつく過程
について、実験結果や論文についての考察、議論する素養を涵養することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回で学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　第１回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（1）
【事後学修】　第２回で学んだ内容を復習してくること

第３回 【事前学修】　第２回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（2）
【事後学修】　第３回で学んだ内容を復習してくること

第４回 【事前学修】　第３回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（3）
【事後学修】　第４回で学んだ内容を復習してくること

第５回 【事前学修】　第４回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（4）
【事後学修】　第５回で学んだ内容を復習してくること

第６回 【事前学修】　第５回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（5）
【事後学修】　第６回で学んだ内容を復習してくること

第７回 【事前学修】　第６回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（6）
【事後学修】　第７回で学んだ内容を復習してくること

第８回 【事前学修】　第７回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（7）
【事後学修】　第８回で学んだ内容を復習してくること

第９回 【事前学修】　第８回の課題をまとめてくること　－オムニバス方式－
【授業内容】　先行研究事例検討（8）
【事後学修】　第９回で学んだ内容を復習してくること

第10回 【事前学修】　第９回の課題をまとめてくること
【授業内容】　先行研究事例検討（9）
【事後学修】　第10回で学んだ内容を復習してくること

第11回 【事前学修】　第10回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）
【事後学修】　第11回で学んだ内容を復習してくること

第12回 【事前学修】　第11回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）
【事後学修】　第12回で学んだ内容を復習してくること

第13回 【事前学修】　第12回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）
【事後学修】　第13回で学んだ内容を復習してくること

第14回 【事前学修】　第13回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）
【事後学修】　第14回で学んだ内容を復習してくること

第15回 【事前学修】　第14回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）
【事後学修】　第15回で学んだ内容を復習してくること

第16回 【事前学修】　第15回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）
【事後学修】　第16回で学んだ内容を復習してくること

第17回 【事前学修】　第16回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）
【事後学修】　第17回で学んだ内容を復習してくること
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第18回 【事前学修】　第17回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）
【事後学修】　第18回で学んだ内容を復習してくること

第19回 【事前学修】　第18回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）
【事後学修】　第19回で学んだ内容を復習してくること

第20回 【事前学修】　第19回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）
【事後学修】　第20回で学んだ内容を復習してくること

第21回 【事前学修】　第20回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（11）
【事後学修】　第21回で学んだ内容を復習してくること

第22回 【事前学修】　第21回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（12）
【事後学修】　第22回で学んだ内容を復習してくること

第23回 【事前学修】　第22回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（13）
【事後学修】　第23回で学んだ内容を復習してくること

第24回 【事前学修】　第23回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（14）
【事後学修】　第24回で学んだ内容を復習してくること

第25回 【事前学修】　第24回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（15）
【事後学修】　第25回で学んだ内容を復習してくること

第26回 【事前学修】　第25回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（1）
【事後学修】　第26回で学んだ内容を復習してくること

第27回 【事前学修】　第26回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（2）
【事後学修】　第27回で学んだ内容を復習してくること

第28回 【事前学修】　第27回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（3）
【事後学修】　第28回で学んだ内容を復習してくること

第29回 【事前学修】　第28回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（4）
【事後学修】　第29回で学んだ内容を復習してくること

第30回 【事前学修】　第29回の課題をまとめてくること
【授業内容】　レポートの検討（5）
【事後学修】　第30回で学んだ内容を復習してくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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菅原　研、岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅲ（複雑系の解析及びモデルに関する研究）　－オ
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

自然現象に見られる複雑系の理解

■講義内容■講義内容

自然現象に見られる複雑系の解析法に関する論文や形態形成に関連した複雑系の科学分野の論文の講読を行い、さらにコ
ンピュータモデル化の研究の進め方を指導する。実験結果の時系列に関する論文講読と研究を指導する。微分方程式を用
いた複雑系のモデル化についての研究と論文講読を指導する。

■達成目標■達成目標

自然現象の中に複雑系を見出し、解析しモデル化する手法を修得し、活用できるようになる。また複雑系全般について考
察し議論する素養をもつことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第２回 【事前学修】　先行研究事例検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（1）
【事後学修】　第２回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第３回 【事前学修】　先行研究事例検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（2）
【事後学修】　第３回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第４回 【事前学修】　先行研究事例検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（3）
【事後学修】　第４回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第５回 【事前学修】　先行研究事例検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（4）　－オムニバス方式－
【事後学修】　第５回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第６回 【事前学修】　先行研究事例検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（5）
【事後学修】　第６回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第７回 【事前学修】　先行研究事例検討（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（6）
【事後学修】　第７回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第８回 【事前学修】　先行研究事例検討（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（7）
【事後学修】　第８回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第９回 【事前学修】　先行研究事例検討（8）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（8）
【事後学修】　第９回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第10回 【事前学修】　先行研究事例検討（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（9）
【事後学修】　第10回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第11回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）
【事後学修】　第11回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第12回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）
【事後学修】　第12回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第13回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）
【事後学修】　第13回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第14回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）
【事後学修】　第14回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第15回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）
【事後学修】　第15回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第16回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）
【事後学修】　第16回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第17回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）
【事後学修】　第17回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。
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第18回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（8）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）
【事後学修】　第18回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第19回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）
【事後学修】　第19回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第20回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（10）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）
【事後学修】　第20回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第21回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（11）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（11）
【事後学修】　第21回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第22回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（12）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（12）
【事後学修】　第22回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第23回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（13）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（13）
【事後学修】　第23回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第24回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（14）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（14）
【事後学修】　第24回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第25回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（15）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（15）
【事後学修】　第25回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第26回 【事前学修】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【事後学修】　第26回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第27回 【事前学修】　レポートの検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（2）
【事後学修】　第27回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第28回 【事前学修】　レポートの検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（3）
【事後学修】　第28回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第29回 【事前学修】　レポートの検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（4）
【事後学修】　第29回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第30回 【事前学修】　レポートの検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（5）
【事後学修】　全ての学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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栁澤　英明、伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅲ（地表環境の変遷とその形成要因に関する研
究）
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

地球環境の変遷とそれに伴う自然災害発生のメカニズムならびに自然条件の評価に基づく地域の自然環境の成立と維持機
構の分析

■講義内容■講義内容

演習題目に沿って、各自の研究課題の遂行に資する一連の演習を行い、博士論文の作成を支援する。GIS、様々な画像情
報、統計資料などの既存情報と自らが獲得した調査データを組み合わせて、一連の分析を行い、さらに現地調査を実施し
てデータの完璧を期し、成果を学会などで発表することで、博士論文作成の一助とする。受講生の設定するテーマによっ
ては野外調査が必須となる。

■達成目標■達成目標

博士論文を作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（調査研究動向について）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査研究動向について）

第２回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（調査・研究の課題について）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査・研究の課題について）

第３回 【事前学修】　現地調査計画書試案作成
【授業内容】　現地調査計画書作成・現地側との連絡（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査計画書が作成できる。

第４回 【事前学修】　初動調整開始
【授業内容】　初動調整開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地側関係者と調整できる

第５回 【事前学修】　研究実施計画修正案作成
【授業内容】　研究実施計画修正（ステークホルダーの抽出と整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　研究実施計画修正版ができる。

第６回 【事前学修】　学会発表まで遂行計画作成
【授業内容】　修士論文作成までのマイルストン設定と遂行開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表試案が作成できる。

第７回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（web調査）
【授業内容】　当該研究の焦点を明確にし、明快な結果を得るために。先行研究の評価と応用（分野編）（栁
澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分野編）。

第８回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（図書館など）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（技術編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（技術編）。

第９回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（論文整理）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（分析編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分析編）。

第10回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（研究報告書整理）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（論理的思考）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（論理的思考）。

第11回 【事前学修】　先行研究の総括と該当研究の意義をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（先行研究の総括と該当研究の意義の評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価を行う。

第12回 【事前学修】　画像データを作成する。（画像処理）
【授業内容】　予察データ作成（画像処理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（画像処理）ができる。

第13回 【事前学修】　画像データを作成する。（GIS データ）
【授業内容】　予察データ作成（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（GIS データ）ができる。

第14回 【事前学修】　調査実施体制案を作る。
【授業内容】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確定（栁澤、伊藤）
【事後学修】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確認ができる。

第15回 【事前学修】　調査実施体制案を修正する。
【授業内容】　現地調査直前準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査直前準備が完了する

第16回 【事前学修】　現地調査
【授業内容】　現地調査（7・8 月に 1～3 週間）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査を実施する。
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第17回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）ができる。

第18回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（画像データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）ができる。

第19回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）ができる

第20回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）ができる。

第21回 【事前学修】　現地調査データの総括案を作成する。
【授業内容】　現地調査データの総括ドラフト作成（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査データの総括ドラフト作成ができる

第22回 【事前学修】　学会発表の可能性をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）ができる

第23回 【事前学修】　学会発表準備（素材整理）
【授業内容】　学会発表準備（素材整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（素材整理）報告ができる。

第24回 【事前学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）
【授業内容】　学会発表準備（パワーポイントなど）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）が試案として完成する。

第25回 【事前学修】　学会発表準備（発表予行演習）
【授業内容】　学会発表準備（発表予行演習）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（発表予行演習）を行う。

第26回 【事前学修】　学会発表（対外評価を受ける）
【授業内容】　学会発表（対外評価を受ける）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表（対外評価を受ける）を行う。

第27回 【事前学修】　補足調査の準備を行う。
【授業内容】　補足調査準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査準備ができる。

第28回 【事前学修】　補足調査実施する。
【授業内容】　補足調査実施（1 週間程度）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査実施できる。

第29回 【事前学修】　補足データを整理する。
【授業内容】　補足データの整理（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足データの整理ができる。

第30回 【事前学修】　年次報告を作成する。
【授業内容】　成果報告会の実施。（栁澤、伊藤）
【事後学修】　成果発表が成功する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1）調査・解析・考察へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における発表・発言や探求活動の①主体性・積極性、②論
理展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2）学会発表へのかかわり方（総点の40％; ①論理展開の妥当性、②
学術性、③プレゼンテーション力・コミュニケーション力の3基準で評価）による。基本的な評価基準はルーブリックの形
で提示する。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必要なソフトを使えるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

必要な際に指示する。
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平吹　喜彦、目代　邦康

人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）　－
Seminar in Human Informatics III

■テーマ■テーマ

地域の景観生態と環境教育に関する研究

■講義内容■講義内容

バーチャル化・グローバル化された情報が氾濫する時代にあって、事例地域（フィールド）における体験的・学際的な学
びを重視して、「私たちの社会・暮らし・生命の基盤を構成する自然環境とどのように接するべきか」探求する。なお、
この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

景観生態学（ランドスケープエコロジー）と環境教育（持続を可能にする教育、ESD）の理論や手法に基づいて、地域の自
然環境と人間活動を合理的に調査・解析・評価・予見し、地域づくりに反映させてゆくスキルを、体験・実践を通じて、
身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバス、およびこれまでの研究活動の中で感銘を受けた文献に目を通してくる。
【授業内容】　授業全体のガイダンス（平吹、目代）
【事後学修】　授業をふりかえり、研究デザインを構想する。

第２回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 1」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案（1）先行研究 1（平吹、目代）
【事後学修】　研究デザインを明確化する。

第３回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 2」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案（2）先行研究 2（平吹、目代）
【事後学修】　研究デザインをさらに明確化する。

第４回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、踏査準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案（1）踏査（平吹、目代）
【事後学修】　第４回授業の調査内容をまとめる。

第５回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、インタビュー準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案（2）インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　第５回授業の調査内容をまとめる。

第６回 【事前学修】　議論と予察調査を踏まえて、研究デザインを明確にしてくる。
【授業内容】　総括 1：研究デザインの確定（1）議論 1（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインを構築する。

第７回 【事前学修】　議論と予察調査を踏まえて、研究デザインをさらに明確にしてくる。
【授業内容】　総括 1：研究デザインの確定（2）議論 2（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインをさらに構築する。

第８回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、種々の統計データを収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析（1）統計資料（平吹、目代）
【事後学修】　第８回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第９回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、自然科学領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析（2）自然科学領域（平吹、目代）
【事後学修】　第９回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第10回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、人文社会領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析（3）人文社会領域（平吹、目代）
【事後学修】　第10回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第11回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、研究デザインを完成させてくる。
【授業内容】　総括 2：事例地域の特性把握および研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　第11回授業までの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第12回 【事前学修】　調査事例地域の特性や調査手順を踏まえて、踏査準備を整える。
【授業内容】　事例地域の現地調査に向けた準備（1）踏査（平吹、目代）
【事後学修】　踏査準備を再確認する。

第13回 【事前学修】　調査事例地域の特性や調査手順を踏まえて、インタビュー準備を整える。
【授業内容】　事例地域の現地調査に向けた準備（2）インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　インタビュー準備を再確認する。

第14回 【事前学修】　調査の手順と準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（1）課題 1（平吹、目代）
【事後学修】　第14回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　第14回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（2）課題 2（平吹、目代）
【事後学修】　第15回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　第15回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（3）課題 3（平吹、目代）
【事後学修】　第16回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第17回 【事前学修】　第16回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査（4）課題 4（平吹、目代）
【事後学修】　第17回授業に基づいて、調査内容をまとめる。
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第18回 【事前学修】　踏査結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ（1）踏査（平吹、目代）
【事後学修】　第18回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第19回 【事前学修】　インタビュー結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ（2）インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　第19回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第20回 【事前学修】　調査結果を解析・総括してくる。
【授業内容】　総括 3：現地調査結果の検討および研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　第20回授業までの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第21回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、ESD 実践活動について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備（1）シナリオ構築（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のシナリオを確認する。

第22回 【事前学修】　ESD 実践活動で使用する教材について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備（2）資料等作成（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の教材を確認する。

第23回 【事前学修】　ESD 実践活動リハーサルの準備を整える。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備（3）リハーサル（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のリハーサルをふりかえり、改善する。

第24回 【事前学修】　ESD 実践活動の準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域における実践（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動をまとめる。

第25回 【事前学修】　ESD 実践活動の結果をまとめてくる。
【授業内容】　総括 4：事例地域における実践の評価（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の評価を整理する。

第26回 【事前学修】　授業全体をふりかえり、分析・総括してくる。
【授業内容】　授業全体のふりかえり・総括（平吹、目代）
【事後学修】　授業全体を総括する。

第27回 【事前学修】　小論文の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　小論文の作成（1）前半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の作成に取り組む。

第28回 【事前学修】　小論文の作成を進める。
【授業内容】　小論文の作成（2）後半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文を仕上げる。

第29回 【事前学修】　小論文の評価に向けて準備してくる。
【授業内容】　総括 5：小論文の評価（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の評価を整理し、微修正する。

第30回 【事前学修】　学修成果の公開に向けて準備してくる。
【授業内容】　学修成果の公表：事例地域への報告とインターネット公開（平吹、目代）
【事後学修】　成果公開に向けて対応する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の70％; 毎回の授業における課題発表や調査・実践活動、発言の①主体性・積極性、②論理
展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)小論文（総点の30％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書
式・体裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や小論文に対しては、コメントを添えてフィードバックす
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに体得した知識や技法を統合し、事例地域で調査・実践を進めることから、専門的な議論と地域活動（フィール
ドワーク）を遂行しうる体制を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）、人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）、地域環境論特講、人間情報学演習
Ⅰ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する
研究）

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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杉浦　茂樹、武田　敦志

人間情報学演習Ⅳ（人間とコンピュータとの関わりに関する研究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

コンピュータにおけるユーザインターフェースの実現

■講義内容■講義内容

障害者などのコンピュータ利用における弱者における、コンピュータ利用上の諸問題を実践的に検証し、コンピュータ利
用におけるユニバーサルデザインの方向、実現方法を、理論的、実践的に検証する。

■達成目標■達成目標

ユニバーサルデザインにもとづくユーザインターフェースが実現できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　構想の妄想
【授業内容】　全体ガイダンス
【事後学修】　まとめ

第２回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（1）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（1）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（1）、結果の整理

第３回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（2）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（2）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（2）、結果の整理

第４回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（3）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（3）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（3）、結果の整理

第５回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（4）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（4）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（4）、結果の整理

第６回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（5）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（5）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（5）、結果の整理

第７回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（6）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（6）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（6）、結果の整理

第８回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（7）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（7）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（7）、結果の整理

第９回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（8）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（8）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（8）、結果の整理

第10回 【事前学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（9）
【授業内容】　演習Ⅲの検討、関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（9）
【事後学修】　関連研究との関連及び今後の研究の展開の検討（9）、結果の整理

第11回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（1）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（1）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（1）、結果の整理

第12回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（2）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（2）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（2）、結果の整理

第13回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（3）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（3）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（3）、結果の整理

第14回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（4）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（4）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（4）、結果の整理

第15回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（5）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（5）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（5）、結果の整理

第16回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（6）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（6）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および内部テストの準備（6）、結果の整理

第17回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（7）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（7）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（7）、結果の整理

第18回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（8）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（8）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（8）、結果の整理
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第19回 【事前学修】　実地テストに向けての実装（9）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（9）
【事後学修】　実地テストに向けての実装（9）、結果の整理

第20回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（10）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（10）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（10）、結果の整理

第21回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（11）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（11）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テストの準備（11）、結果の整理

第22回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（12）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（12）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（12）、結果の整理

第23回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（13）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（13）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（13）、結果の整理

第24回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（14）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（14）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（14）、結果の整理

第25回 【事前学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（15）
【授業内容】　実地テストに向けての実装および予備テスト（15）
【事後学修】　実地テストに向けての実装および予備テスト（15）、結果の整理

第26回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（1）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（1）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（1）、結果の整理

第27回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（2）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（2）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（2）、結果の整理

第28回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（3）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（3）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（3）、結果の整理

第29回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（4）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（4）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（4）、結果の整理

第30回 【事前学修】　予備審査用資料の作成（5）
【授業内容】　予備審査用資料の作成（5）
【事後学修】　予備審査用資料の作成（5）、結果の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実現システムによる（80％）、平常点（20％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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松尾　行雄、牧野　悌也

人間情報学演習Ⅳ（高次機能の制御に関する研究）　－オムニバス
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する論文の講読を通して、この分野におけるこの分野の研究課題と
研究方法を指導する

■講義内容■講義内容

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する研究課題を、論文の講読、実験、データの整理などを通して、
この分野における学術雑誌への投稿と予備審査の準備を　－オムニバス方式－指導する。

■達成目標■達成目標

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する研究を主体的に計画し、実験データの評価や、論文の作成が行
うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回で学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　第１回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（1）
【事後学修】　第２回で学んだ内容を復習してくること

第３回 【事前学修】　第２回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（2）
【事後学修】　第３回で学んだ内容を復習してくること

第４回 【事前学修】　第３回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（3）
【事後学修】　第４回で学んだ内容を復習してくること

第５回 【事前学修】　第４回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（4）
【事後学修】　第５回で学んだ内容を復習してくること

第６回 【事前学修】　第５回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（5）
【事後学修】　第６回で学んだ内容を復習してくること

第７回 【事前学修】　第６回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（6）
【事後学修】　第７回で学んだ内容を復習してくること

第８回 【事前学修】　第７回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（7）
【事後学修】　第８回で学んだ内容を復習してくること

第９回 【事前学修】　第８回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（8）
【事後学修】　第９回で学んだ内容を復習してくること

第10回 【事前学修】　第９回の課題をまとめてくること
【授業内容】　演習Ⅲのレポートと先行研究事例との関わり、今後の研究の展開方針の検討（9）
【事後学修】　第10回で学んだ内容を復習してくること

第11回 【事前学修】　第10回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（1）
【事後学修】　第11回で学んだ内容を復習してくること

第12回 【事前学修】　第11回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（2）
【事後学修】　第12回で学んだ内容を復習してくること

第13回 【事前学修】　第12回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（3）
【事後学修】　第13回で学んだ内容を復習してくること

第14回 【事前学修】　第13回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（4）
【事後学修】　第14回で学んだ内容を復習してくること

第15回 【事前学修】　第14回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（5）
【事後学修】　第15回で学んだ内容を復習してくること

第16回 【事前学修】　第15回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（6）
【事後学修】　第16回で学んだ内容を復習してくること

第17回 【事前学修】　第16回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（7）
【事後学修】　第17回で学んだ内容を復習してくること
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第18回 【事前学修】　第17回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（8）
【事後学修】　第18回で学んだ内容を復習してくること

第19回 【事前学修】　第18回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（9）
【事後学修】　第19回で学んだ内容を復習してくること

第20回 【事前学修】　第19回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの収集と解析（10）
【事後学修】　第20回で学んだ内容を復習してくること

第21回 【事前学修】　第20回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（1）
【事後学修】　第21回で学んだ内容を復習してくること

第22回 【事前学修】　第21回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（2）
【事後学修】　第22回で学んだ内容を復習してくること

第23回 【事前学修】　第22回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（3）
【事後学修】　第23回で学んだ内容を復習してくること

第24回 【事前学修】　第23回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（4）
【事後学修】　第24回で学んだ内容を復習してくること

第25回 【事前学修】　第24回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（5）
【事後学修】　第25回で学んだ内容を復習してくること

第26回 【事前学修】　第25回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（6）
【事後学修】　第26回で学んだ内容を復習してくること

第27回 【事前学修】　第26回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（7）
【事後学修】　第27回で学んだ内容を復習してくること

第28回 【事前学修】　第27回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（8）
【事後学修】　第28回で学んだ内容を復習してくること

第29回 【事前学修】　第28回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（9）
【事後学修】　第29回で学んだ内容を復習してくること

第30回 【事前学修】　第29回の課題をまとめてくること
【授業内容】　予備審査用資料の作成（10）
【事後学修】　第30回で学んだ内容を復習してくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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菅原　研、岩田　友紀子

人間情報学演習Ⅳ（複雑系の解析及びモデルに関する研究）　－オ
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

自然現象に見られる複雑系の理解

■講義内容■講義内容

自然現象に見られる複雑系の解析法に関する論文や形態形成に関連した複雑系の科学分野の論文の講読を行い、さらにコ
ンピュータモデル化の研究の進め方を指導する。実験結果の時系列に関する論文講読と研究を指導する。微分方程式を用
いた複雑系のモデル化についての研究と論文講読を指導する。

■達成目標■達成目標

自然現象の中に複雑系を見出し、解析しモデル化する手法を修得し、活用できるようになる。また複雑系全般について考
察し議論する素養をもつことができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読む。
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第２回 【事前学修】　先行研究事例検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（1）
【事後学修】　第２回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第３回 【事前学修】　先行研究事例検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（2）
【事後学修】　第３回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第４回 【事前学修】　先行研究事例検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（3）
【事後学修】　第４回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第５回 【事前学修】　先行研究事例検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（4）
【事後学修】　第５回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第６回 【事前学修】　先行研究事例検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（5）
【事後学修】　第６回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第７回 【事前学修】　先行研究事例検討（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（6）
【事後学修】　第７回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第８回 【事前学修】　先行研究事例検討（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（7）
【事後学修】　第８回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第９回 【事前学修】　先行研究事例検討（8）に関する資料を精読する。　－オムニバス方式－
【授業内容】　先行研究事例検討（8）
【事後学修】　第９回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第10回 【事前学修】　先行研究事例検討（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　先行研究事例検討（9）
【事後学修】　第10回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第11回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（1）
【事後学修】　第11回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第12回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（2）
【事後学修】　第12回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第13回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（3）
【事後学修】　第13回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第14回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（4）
【事後学修】　第14回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第15回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（5）
【事後学修】　第15回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第16回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（6）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（6）
【事後学修】　第16回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第17回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（7）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（7）
【事後学修】　第17回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。
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第18回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（8）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（8）
【事後学修】　第18回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第19回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（9）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（9）
【事後学修】　第19回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第20回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（10）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（10）
【事後学修】　第20回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第21回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（11）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（11）
【事後学修】　第21回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第22回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（12）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（12）
【事後学修】　第22回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第23回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（13）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（13）
【事後学修】　第23回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第24回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（14）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（14）
【事後学修】　第24回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第25回 【事前学修】　データの収集と解析、レポート作成（15）に関する資料を精読する。
【授業内容】　データの収集と解析、レポート作成（15）
【事後学修】　第25回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第26回 【事前学修】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（1）に関する資料を精読する。
【事後学修】　第26回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第27回 【事前学修】　レポートの検討（2）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（2）
【事後学修】　第27回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第28回 【事前学修】　レポートの検討（3）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（3）
【事後学修】　第28回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第29回 【事前学修】　レポートの検討（4）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（4）
【事後学修】　第29回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第30回 【事前学修】　レポートの検討（5）に関する資料を精読する。
【授業内容】　レポートの検討（5）
【事後学修】　全ての学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前配付の文献はかならず通読すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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栁澤　英明、伊藤　晶文

人間情報学演習Ⅳ（地表環境の変遷とその形成要因に関する研
究）
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

地球環境の変遷とそれに伴う自然災害発生のメカニズムならびに自然条件の評価に基づく地域の自然環境の成立と維持機
構の分析

■講義内容■講義内容

演習題目に沿って、各自の研究課題の遂行に資する一連の演習を行い、博士論文の作成を支援する。GIS、様々な画像情
報、統計資料などの既存情報と自らが獲得した調査データを組み合わせて、一連の分析を行い、さらに現地調査を実施し
てデータの完璧を期し、成果を学会などで発表することで、博士論文の作成に見通しがつく。

■達成目標■達成目標

博士論文を作成できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（web調査）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査研究動向について）

第２回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（図書館など）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。（調査研究の課題について）

第３回 【事前学修】　現地調査計画書試案作成
【授業内容】　現地調査計画書作成・現地側との連絡（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査計画書が作成できる。

第４回 【事前学修】　初動調整開始
【授業内容】　初動調整開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地側関係者と調整できる

第５回 【事前学修】　研究実施計画修正案作成
【授業内容】　研究実施計画修正（ステークホルダーの抽出と整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　研究実施計画修正版ができる。

第６回 【事前学修】　学会発表まで遂行計画作成
【授業内容】　修士論文作成までのマイルストン設定と遂行開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表試案が作成できる。

第７回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（web調査）
【授業内容】　当該研究の焦点を明確にし、明快な結果を得るために。先行研究の評価と応用（分野編）（栁
澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分野編）。

第８回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（図書館など）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（技術編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（技術編）。

第９回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（論文整理）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（分析編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分析編）。

第10回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。（研究報告書）
【授業内容】　先行研究の評価と応用（論理的思考）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（論理的思考）。

第11回 【事前学修】　先行研究の総括と該当研究の意義をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（先行研究の総括と該当研究の意義の評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価を行う。

第12回 【事前学修】　画像データを作成する。（画像処理）
【授業内容】　予察データ作成（画像処理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（画像処理）ができる。

第13回 【事前学修】　画像データを作成する。（GIS データ）
【授業内容】　予察データ作成（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（GIS データ）ができる。

第14回 【事前学修】　調査実施体制案を作る。
【授業内容】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確定（栁澤、伊藤）
【事後学修】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確認ができる。

第15回 【事前学修】　調査実施体制案を修正する。
【授業内容】　現地調査直前準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査直前準備が完了する

第16回 【事前学修】　現地調査
【授業内容】　現地調査（7・8 月に 1～ 3 週間）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査を実施する。

第17回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）ができる。
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第18回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（画像データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）ができる。

第19回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）ができる

第20回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）ができる。

第21回 【事前学修】　現地調査データの総括案を作成する。
【授業内容】　現地調査データの総括ドラフト作成（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査データの総括ドラフト作成ができる

第22回 【事前学修】　学会発表の可能性をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）ができる

第23回 【事前学修】　学会発表準備（素材整理）
【授業内容】　学会発表準備（素材整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（素材整理）報告ができる。

第24回 【事前学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）
【授業内容】　学会発表準備（パワーポイントなど）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）が試案として完成する。

第25回 【事前学修】　学会発表準備（発表予行演習）
【授業内容】　学会発表準備（発表予行演習）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（発表予行演習）を行う。

第26回 【事前学修】　学会発表（対外評価を受ける）
【授業内容】　学会発表（対外評価を受ける）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表（対外評価を受ける）を行う。

第27回 【事前学修】　補足調査の準備を行う。
【授業内容】　補足調査準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査準備ができる。

第28回 【事前学修】　補足調査実施する。
【授業内容】　補足調査実施（1 週間程度）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査実施できる。

第29回 【事前学修】　補足データを整理する。
【授業内容】　補足データの整理（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足データの整理ができる。

第30回 【事前学修】　年次報告を作成する。
【授業内容】　修士論文報告会の実施。（栁澤、伊藤）
【事後学修】　修士論文発表が成功する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1）調査・解析・考察へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における発表・発言や探求活動の①主体性・積極性、②論
理展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および2）学会発表へのかかわり方（総点の40％; ①論理展開の妥当性、②
学術性、③プレゼンテーション力・コミュニケーション力の3基準で評価）による。基本的な評価基準については授業で
ルーブリックの形式で提示する。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必要なソフトを使えるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

必要な際に指示する。
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平吹　喜彦、目代　邦康

人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）　－
Seminar in Human Informatics IV

■テーマ■テーマ

地域の景観生態と環境教育に関する研究

■講義内容■講義内容

バーチャル化・グローバル化された情報が氾濫する中、事例地域（フィールド）における体験的・学際的な学びを重視し
て、「私たちの社会・暮らし・生命の基盤を構成する自然環境とどのように接するべきか」、さらに深く探求する。な
お、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合理的に実施する。

■達成目標■達成目標

景観生態学（ランドスケープエコロジー）と環境教育（持続を可能にする教育、ESD）の理論や手法に基づいて、地域の自
然環境と人間活動を合理的に調査・解析・評価・予見し、地域づくりに反映させてゆくスキルを、体験・実践を通じて、
より深いレベルで身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通し、研究テーマや調査事例地域を構想してくる。
【授業内容】　授業全体のガイダンス（平吹、目代）
【事後学修】　研究テーマや調査事例地域をさらに鮮明化する。

第２回 【事前学修】　人間情報学演習Ⅲの学習内容を総括してくる。
【授業内容】　人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）の振り返り（平吹、目代）
【事後学修】　景観生態学と環境教育（ESD）の視点と手法をふりかえる。

第３回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 1」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案 (1) 先行研究 1（平吹、目代）
【事後学修】　第３回授業の検討に基づいて、研究デザインを構築する。

第４回 【事前学修】　優れた先行研究「事例 2」を検討して、研究デザインを構想してくる。
【授業内容】　先行研究の検討による研究デザインの立案 (2) 先行研究 2（平吹、目代）
【事後学修】　第４回授業の検討に基づいて、研究デザインを構築する。

第５回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、踏査準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案 (1) 踏査（平吹、目代）
【事後学修】　予察調査の結果に基づいて、研究デザインを構築する。

第６回 【事前学修】　調査事例地域を俯瞰して、インタビュー準備を整える。
【授業内容】　事例地域訪問による研究デザインの立案 (2) インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　予察調査の結果に基づいて、研究デザインを確立する。

第７回 【事前学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインを明確にしてくる。
【授業内容】　総括　1：研究デザインの確定（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを踏まえて、研究デザインを構築する。

第８回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、種々の統計データを収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析 (1) 統計資料（平吹、目代）
【事後学修】　第８回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第９回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、自然科学領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析 (2) 自然科学領域（平吹、目代）
【事後学修】　第９回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第10回 【事前学修】　調査事例地域の特性を明らかにするために、人文社会領域の資料を収集してくる。
【授業内容】　事例地域の詳細データの収集・解析 (3) 人文社会領域（平吹、目代）
【事後学修】　第10回授業で収集したデータの整理・解析を行う。

第11回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、研究デザインを完成させてくる。
【授業内容】　総括 2：事例地域の特性把握および研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　第11回授業までの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第12回 【事前学修】　調査デザインを踏まえて、調査準備を構想してくる。
【授業内容】　事例地域の現地調査に向けた準備（平吹、目代）
【事後学修】　調査準備を再確認する。

第13回 【事前学修】　調査の手順と準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域の現地調査 (1) 課題 1（平吹、目代）
【事後学修】　第13回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第14回 【事前学修】　第13回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査 (2) 課題 2（平吹、目代）
【事後学修】　第14回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第15回 【事前学修】　第14回授業に基づいて、調査状況を検討しつつ、調査方法を微修正する。
【授業内容】　事例地域の現地調査 (3) 課題 3（平吹、目代）
【事後学修】　第15回授業に基づいて、調査内容をまとめる。

第16回 【事前学修】　踏査結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ (1) 踏査（平吹、目代）
【事後学修】　踏査結果をまとめる。

第17回 【事前学修】　インタビュー結果をまとめてくる。
【授業内容】　現地調査のとりまとめ (2) インタビュー（平吹、目代）
【事後学修】　インタビュー結果をまとめる。
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第18回 【事前学修】　調査結果を解析・総括してくる。
【授業内容】　総括　3：現地調査結果の検討（平吹、目代）
【事後学修】　調査を総括する。

第19回 【事前学修】　第18回授業までの取り組みを総括し、研究デザインを再検討してくる。
【授業内容】　総括　3：研究デザインの修正（平吹、目代）
【事後学修】　これまでの取り組みを総括した上で、研究デザインを微修正する。

第20回 【事前学修】　これまでの取り組みを総括し、ESD 実践活動について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備 (1) シナリオ構築（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のシナリオを確認する。

第21回 【事前学修】　ESD 実践活動で使用する教材について構想してくる。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備 (2) 資料等作成（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の教材を確認する。

第22回 【事前学修】　ESD 実践活動リハーサルの準備を整える。
【授業内容】　事例地域の持続性強化のための実践に向けた準備 (3) リハーサル（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動のリハーサルをふりかえり、改善する。

第23回 【事前学修】　ESD 実践活動の準備を再確認する。
【授業内容】　事例地域における実践（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動を総括する。

第24回 【事前学修】　ESD 実践活動の結果をまとめてくる。
【授業内容】　総括　4：事例地域における実践の評価（平吹、目代）
【事後学修】　ESD 実践活動の評価を整理する。

第25回 【事前学修】　授業全体をふりかえり、分析・総括してくる。
【授業内容】　授業全体のふりかえり・総括（平吹、目代）
【事後学修】　授業全体を総括する。

第26回 【事前学修】　小論文の構成・作成上の要点を構想してくる。
【授業内容】　小論文の作成（1）前半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の骨組みをつくる。

第27回 【事前学修】　小論文の作成を進める。
【授業内容】　小論文の作成（2）後半部（平吹、目代）
【事後学修】　小論文に肉付けする。

第28回 【事前学修】　小論文を充実させる。
【授業内容】　小論文の作成（3）全体（平吹、目代）
【事後学修】　小論文を仕上げる。

第29回 【事前学修】　小論文の評価に向けて準備してくる。
【授業内容】　総括　5：小論文の評価（平吹、目代）
【事後学修】　小論文の評価を整理し、微修正する。

第30回 【事前学修】　学修成果の公開に向けて準備してくる。
【授業内容】　学修成果の公表：事例地域への報告とインターネット公開（平吹、目代）
【事後学修】　成果公開に向けて対応する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1)授業へのかかわり方（総点の70％; 毎回の授業における課題発表や調査・実践活動、発言の①主体性・積極性、②論理
展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および 2)小論文（総点の30％; 記述の①論理展開の妥当性、②学術性、③書
式・体裁・プレゼンテーション力の3基準で評価）による。課題や小論文に対しては、コメントを添えてフィードバックす
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに体得した知識や技法を統合し、事例地域で調査・実践を進めることから、専門的な議論と地域活動（フィール
ドワーク）を遂行しうる体制を育んでおくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）、人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）、地域環境論特講、人間情報学演習
Ⅰ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する
研究）

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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杉浦　茂樹、武田　敦志

論文指導（人間とコンピュータとの関わりに関する研究）　－オム
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

ユニバーサルデザインにもとづくシステムの実現

■講義内容■講義内容

コンピュータ利用におけるユニバーサルデザインの方向を具体化させ、実証的に検討を加える。問題設定、問題解決方法
の解析、問題解決の具体化、具体化の客観的評価を行い、その過程のなかで論文作成の指導を行う。

■達成目標■達成目標

システムの実現、評価、検証ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　予備審査の反省
【授業内容】　全体ガイダンス
【事後学修】　結果の整理

第２回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（1）改良すべき点の検討（1）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（1）改良すべき点の検討（1）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（1）改良すべき点の検討（1）結果の整理

第３回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（2）改良すべき点の検討（2）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（2）改良すべき点の検討（2）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（2）改良すべき点の検討（2）結果の整理

第４回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（3）改良すべき点の検討（3）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（3）改良すべき点の検討（3）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（3）改良すべき点の検討（3）結果の整理

第５回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（4）改良すべき点の検討（4）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（4）改良すべき点の検討（4）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（4）改良すべき点の検討（4）結果の整理

第６回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（5）改良すべき点の検討（5）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（5）改良すべき点の検討（5）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（5）改良すべき点の検討（5）結果の整理

第７回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（6）改良すべき点の検討（6）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（6）改良すべき点の検討（6）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（6）改良すべき点の検討（6）結果の整理

第８回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（7）改良すべき点の検討（7）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（7）改良すべき点の検討（7）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（7）改良すべき点の検討（7）結果の整理

第９回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（8）改良すべき点の検討（8）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（8）改良すべき点の検討（8）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（8）改良すべき点の検討（8）結果の整理

第10回 【事前学修】　予備審査での問題点の解析（9）改良すべき点の検討（9）
【授業内容】　予備審査での問題点の解析（9）改良すべき点の検討（9）
【事後学修】　予備審査での問題点の解析（9）改良すべき点の検討（9）結果の整理

第11回 【事前学修】　実地テスト及び改良（1）
【授業内容】　実地テスト及び改良（1）
【事後学修】　実地テスト及び改良（1）

第12回 【事前学修】　実地テスト及び改良（2）
【授業内容】　実地テスト及び改良（2）
【事後学修】　実地テスト及び改良（2）

第13回 【事前学修】　実地テスト及び改良（3）
【授業内容】　実地テスト及び改良（3）
【事後学修】　実地テスト及び改良（3）

第14回 【事前学修】　実地テスト及び改良（4）
【授業内容】　実地テスト及び改良（4）
【事後学修】　実地テスト及び改良（4）結果の整理

第15回 【事前学修】　実地テスト及び改良（5）
【授業内容】　実地テスト及び改良（5）
【事後学修】　実地テスト及び改良（5）

第16回 【事前学修】　実地テスト及び改良（6）
【授業内容】　実地テスト及び改良（6）
【事後学修】　実地テスト及び改良（6）

第17回 【事前学修】　実地テスト及び改良（7）
【授業内容】　実地テスト及び改良（7）
【事後学修】　実地テスト及び改良（7）

第18回 【事前学修】　実地テスト及び改良（8）
【授業内容】　実地テスト及び改良（8）
【事後学修】　実地テスト及び改良（8）結果の整理
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第19回 【事前学修】　実地テスト及び改良（9）
【授業内容】　実地テスト及び改良（9）
【事後学修】　実地テスト及び改良（9）結果の整理

第20回 【事前学修】　実地テスト及び改良（10）
【授業内容】　実地テスト及び改良（10）
【事後学修】　実地テスト及び改良（10）結果の整理

第21回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（1）
【授業内容】　論文作成（1）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（1）結果の整理

第22回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（2）
【授業内容】　論文作成（2）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（2）結果の整理

第23回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（3）
【授業内容】　論文作成（3）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（3）結果の整理

第24回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（4）
【授業内容】　論文作成（4）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（4）結果の整理

第25回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（5）
【授業内容】　論文作成（5）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（5）結果の整理

第26回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（6）
【授業内容】　論文作成（6）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（6）結果の整理

第27回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（7）
【授業内容】　論文作成（7）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（7）結果の整理

第28回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（8）
【授業内容】　論文作成（8）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（8）結果の整理

第29回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（9）
【授業内容】　論文作成（9）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（9）結果の整理

第30回 【事前学修】　論文作成及び発表の指導（10）
【授業内容】　論文作成（10）
【事後学修】　論文作成及び発表の指導（10）結果の整理

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実現システムの評価、検証による。（100％）
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

配付資料を読み,予習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

適宜配付する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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松尾　行雄、牧野　悌也

論文指導（高次機能の制御に関する研究）　－オムニバス方式－
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

高次神経機能における情報処理機構の解明

■講義内容■講義内容

動物の高次神経機能、とりわけ脳における情報処理機構の解明は情報システムとしての人間の行動を理解するためにきわ
めて重要である。ここでは、神経生理学と情報科学の双方の観点から、システムとしての高次神経の機能制御およびそれ
に関わる個々の細胞の機能制御に関係する研究論文の作成を指導する。

■達成目標■達成目標

動物の高次神経機能における情報処理機構と行動に関する研究を主体的に計画実行でき、実験データの評価や、学位論
文、投稿論文を作成することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを読んでくること
【授業内容】　論文作成の流れの確認
【事後学修】　第１回で学んだ内容を復習してくること

第２回 【事前学修】　第１回の課題をまとめてくること
【授業内容】　論文内容の概要と論文の組み立て
【事後学修】　第２回で学んだ内容を復習してくること

第３回 【事前学修】　第２回の課題をまとめてくること
【授業内容】　関連する主要な先行研究の整理
【事後学修】　第３回で学んだ内容を復習してくること

第４回 【事前学修】　第３回の課題をまとめてくること
【授業内容】　他の先行研究研の評価
【事後学修】　第４回で学んだ内容を復習してくること

第５回 【事前学修】　第４回の課題をまとめてくること
【授業内容】　論文のロジックの構築
【事後学修】　第５回で学んだ内容を復習してくること

第６回 【事前学修】　第５回の課題をまとめてくること
【授業内容】　ロジックに従った論文構成の検討
【事後学修】　第６回で学んだ内容を復習してくること

第７回 【事前学修】　第６回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの整理 1
【事後学修】　第７回で学んだ内容を復習してくること

第８回 【事前学修】　第７回の課題をまとめてくること
【授業内容】　データの整理 2
【事後学修】　第８回で学んだ内容を復習してくること

第９回 【事前学修】　第８回の課題をまとめてくること
【授業内容】　統計処理
【事後学修】　第９回で学んだ内容を復習してくること

第10回 【事前学修】　第９回の課題をまとめてくること
【授業内容】　作成する図表の決定
【事後学修】　第10回で学んだ内容を復習してくること

第11回 【事前学修】　第10回の課題をまとめてくること
【授業内容】　論文論旨の流れに沿った図表の位置決定
【事後学修】　第11回で学んだ内容を復習してくること

第12回 【事前学修】　第11回の課題をまとめてくること　－オムニバス方式－
【授業内容】　図表の説明（レジェンド）内容の確認
【事後学修】　第12回で学んだ内容を復習してくること

第13回 【事前学修】　第12回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意したレジェンドの検討
【事後学修】　第13回で学んだ内容を復習してくること

第14回 【事前学修】　第13回の課題をまとめてくること
【授業内容】　序論の記述内容の事前確認
【事後学修】　第14回で学んだ内容を復習してくること

第15回 【事前学修】　第14回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した序論の検討
【事後学修】　第15回で学んだ内容を復習してくること

第16回 【事前学修】　第15回の課題をまとめてくること
【授業内容】　序論の完成
【事後学修】　第16回で学んだ内容を復習してくること

第17回 【事前学修】　第16回の課題をまとめてくること
【授業内容】　研究手法の記述内容の事前確認
【事後学修】　第17回で学んだ内容を復習してくること
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第18回 【事前学修】　第17回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した研究手法の原稿の検討 -1
【事後学修】　第18回で学んだ内容を復習してくること

第19回 【事前学修】　第18回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した研究手法の原稿の検討 -2
【事後学修】　第19回で学んだ内容を復習してくること

第20回 【事前学修】　第19回の課題をまとめてくること
【授業内容】　研究手法の完成
【事後学修】　第20回で学んだ内容を復習してくること

第21回 【事前学修】　第20回の課題をまとめてくること
【授業内容】　実験結果の記述内容の事前確認
【事後学修】　第21回で学んだ内容を復習してくること

第22回 【事前学修】　第21回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した実験結果の原稿の検討 -1
【事後学修】　第22回で学んだ内容を復習してくること

第23回 【事前学修】　第22回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した実験結果の原稿の検討 -2
【事後学修】　第23回で学んだ内容を復習してくること

第24回 【事前学修】　第23回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した実験結果の原稿の検討 -3
【事後学修】　第24回で学んだ内容を復習してくること

第25回 【事前学修】　第24回の課題をまとめてくること
【授業内容】　実験結果の完成
【事後学修】　第25回で学んだ内容を復習してくること

第26回 【事前学修】　第25回の課題をまとめてくること
【授業内容】　考察の記述内容の事前確認
【事後学修】　第26回で学んだ内容を復習してくること

第27回 【事前学修】　第26回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した考察の原稿の検討 -1
【事後学修】　第27回で学んだ内容を復習してくること

第28回 【事前学修】　第27回の課題をまとめてくること
【授業内容】　用意した考察の原稿の検討 -2
【事後学修】　第28回で学んだ内容を復習してくること

第29回 【事前学修】　第28回の課題をまとめてくること
【授業内容】　考察の完成
【事後学修】　第29回で学んだ内容を復習してくること

第30回 【事前学修】　第29回の課題をまとめてくること
【授業内容】　引用文献の整理と論文の確認
【事後学修】　第30回で学んだ内容を復習してくること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（50％）、討論（50％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

その回の授業で指導を受ける論文原稿とその要約とを Word ファイルとしてあらかじめ用意すること。前回の指摘に従っ
て改訂した個所を下線で明示し、プリント出力して指導者の確認を得ること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

適宜資料配付。

■参考文献■参考文献

研究に関わる国内外の代表的論文。
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菅原　研、岩田　友紀子

論文指導（複雑系の解析及びモデルに関する研究）　－オムニバス
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

学位論文の作成

■講義内容■講義内容

自然現象に見られる複雑系の解析法や形態形成に関連した複雑系の科学分野の研究を行う。さらにコンピュータモデル化
や、微分方程式を用いた複雑系のモデル化についての研究をすすめ、これらの成果をもとにした論文作成を指導する。

■達成目標■達成目標

学位論文としてまとめ、専門分野の学会等で公表できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　担当教員との打ち合わせ
【授業内容】　全体の授業ガイダンス
【事後学修】　第１回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第２回 【事前学修】　博士論文として備えるべき要件についての関連資料を精読する。
【授業内容】　博士論文として備えるべき要件について
【事後学修】　第２回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第３回 【事前学修】　論文の構成についての関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の構成について
【事後学修】　第３回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第４回 【事前学修】　論文の構成と付図についての関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の構成と付図について
【事後学修】　第４回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第５回 【事前学修】　論文予備審査に向けた課題の検討の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文予備審査に向けた課題の検討
【事後学修】　第５回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第６回 【事前学修】　論文予備審査に向けた課題の解決法の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文予備審査に向けた課題の解決法
【事後学修】　第６回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第７回 【事前学修】　論文予備審査に向けた課題の解決の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文予備審査に向けた課題の解決
【事後学修】　第７回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第８回 【事前学修】　予備審査資料の作成（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　予備審査資料の作成（1）　－オムニバス方式－
【事後学修】　第８回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第９回 【事前学修】　予備審査資料の作成（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　予備審査資料の作成（2）
【事後学修】　第９回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第10回 【事前学修】　予備審査意の十分な準備。
【授業内容】　予備審査
【事後学修】　第10回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第11回 【事前学修】　論文全体についての再検討の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文全体についての再検討
【事後学修】　第11回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第12回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（1）
【事後学修】　第12回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第13回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（2）
【事後学修】　第13回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第14回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（3）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（3）
【事後学修】　第14回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第15回 【事前学修】　論文の各章についての詳細検討（4）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文の各章についての詳細検討（4）
【事後学修】　第15回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第16回 【事前学修】　補足調査および補足データ収集（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　補足調査および補足データ収集（1）
【事後学修】　第16回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第17回 【事前学修】　補足調査および補足データ収集（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　補足調査および補足データ収集（2）
【事後学修】　第17回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第18回 【事前学修】　収集データの整理（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　収集データの整理（1）
【事後学修】　第18回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。
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第19回 【事前学修】　収集データの整理（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　収集データの整理（2）
【事後学修】　第19回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第20回 【事前学修】　付図についての詳細検討（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての詳細検討（1）
【事後学修】　第20回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第21回 【事前学修】　付図についての詳細検討（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての詳細検討（2）
【事後学修】　第21回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第22回 【事前学修】　付図についての修正（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての修正（1）
【事後学修】　第22回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第23回 【事前学修】　付図についての修正（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　付図についての修正（2）
【事後学修】　第23回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第24回 【事前学修】　論文添付データの作成（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文添付データの作成（1）
【事後学修】　第24回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第25回 【事前学修】　論文添付データの作成（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　論文添付データの作成（2）
【事後学修】　第25回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第26回 【事前学修】　全体構成の再検討（1）の関連資料を精読する。
【授業内容】　全体構成の再検討（1）
【事後学修】　第26回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第27回 【事前学修】　全体構成の再検討（2）の関連資料を精読する。
【授業内容】　全体構成の再検討（2）
【事後学修】　第27回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第28回 【事前学修】　論文発表（1）の準備
【授業内容】　論文発表（1）
【事後学修】　第28回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第29回 【事前学修】　論文発表（2）の準備
【授業内容】　論文発表（2）
【事後学修】　第29回学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

第30回 【事前学修】　これまでの内容を一通り振り返る。
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　全ての学習内容を振り返り、自力で活用できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

学位論文の内容によって評価する（100％）。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

受講者自身のこれまでの研究成果について十分な理解に達していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

テキストはとくに設定しない。

■参考文献■参考文献

適宜自分で検索すること。
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栁澤　英明、伊藤　晶文

論文指導（地表環境の変遷とその形成要因に関する研究）　－オム
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

地球環境の変遷とそれに伴う自然災害の発生メカニズムならびに災害復旧の方策

■講義内容■講義内容

激しい地殻変動、津波の来襲、豪雨、洪水、土石流によって自然は大きな痛手を被っている。ここでは日本の先進的な災
害危険度評価や調査の手法を精査・応用し、現在および過去において日本や世界各地で生じている大規模災害の実態を把
握するとともに，自然の復旧に関する手法を構築する。論文作成にあたり野外調査は必須となる。

■達成目標■達成目標

博士論文が提出できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（web調査）
【授業内容】　企画（研究課題設定の仕方と調査実行計画の立案）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が想定できる。

第２回 【事前学修】　研究課題設定のために、関連分野の論文を読む。（図書館など）
【授業内容】　企画（当該分野に関する調査研究動向の紹介）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　企画案が作れる。

第３回 【事前学修】　現地調査計画書試案作成
【授業内容】　現地調査計画書作成・現地側との連絡（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査計画書が作成できる。

第４回 【事前学修】　初動調整開始
【授業内容】　初動調整開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地側関係者と調整できる。

第５回 【事前学修】　研究実施計画修正案作成－オムニバス方式－
【授業内容】　研究実施計画修正（ステークホルダーの抽出と整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　研究実施計画修正版ができる。

第６回 【事前学修】　学会発表まで遂行計画作成
【授業内容】　博士論文作成までのマイルストン設定と遂行開始（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表試案が作成できる。

第７回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　当該研究の焦点を明確にし、明快な結果を得るために、先行研究の評価と応用（分野編）（栁
澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（分野編）。

第８回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　先行研究の評価と応用（地域編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（地域編）。

第９回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　先行研究の評価と応用（技術編）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（技術編）。

第10回 【事前学修】　先行研究の文献調査を行う。
【授業内容】　先行研究の評価と応用（総括）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　先行研究の評価ができ、自分の研究に応用できる（総括）。

第11回 【事前学修】　先行研究の総括と該当研究の意義をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（先行研究の総括と該当研究の意義の評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価を行う。

第12回 【事前学修】　画像データを作成する。
【授業内容】　予察データ作成（画像処理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（画像処理）ができる。

第13回 【事前学修】　画像データを作成する。
【授業内容】　予察データ作成（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　予察データ作成（GIS データ）ができる。

第14回 【事前学修】　調査実施体制案を作る。
【授業内容】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確定（栁澤、伊藤）
【事後学修】　調査計画・許可・共同調査実施体制の確認ができる。

第15回 【事前学修】　調査実施体制案を修正する。
【授業内容】　現地調査直前準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査直前準備が完了する。

第16回 【事前学修】　現地調査
【授業内容】　現地調査（7・8 月に 1～3 週間）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査を実施する。

第17回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（GIS データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（GIS データ）ができる。
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第18回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（画像データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（画像データ）ができる。

第19回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（聞き取りデータ）ができる。

第20回 【事前学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）
【授業内容】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査取得データの整理（計測・観測データ）ができる。

第21回 【事前学修】　現地調査データの総括案を作成する。
【授業内容】　現地調査データの総括ドラフト作成（栁澤、伊藤）
【事後学修】　現地調査データの総括ドラフト作成ができる。

第22回 【事前学修】　学会発表の可能性をまとめる。
【授業内容】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　マイルストン評価（学会発表可能性評価）ができる。

第23回 【事前学修】　学会発表準備（素材整理）
【授業内容】　学会発表準備（素材整理）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（素材整理）報告ができる。

第24回 【事前学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）
【授業内容】　学会発表準備（パワーポイントなど）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（パワーポイントなど）が試案として完成する。

第25回 【事前学修】　学会発表準備（発表予行演習）
【授業内容】　学会発表準備（発表予行演習）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表準備（発表予行演習）を行う。

第26回 【事前学修】　学会発表（対外評価を受ける）
【授業内容】　学会発表（対外評価を受ける）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　学会発表（対外評価を受ける）を行う。

第27回 【事前学修】　補足調査の準備を行う。
【授業内容】　補足調査準備（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査準備ができる。

第28回 【事前学修】　補足調査実施する。
【授業内容】　補足調査実施（ 1 週間程度）（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足調査実施できる。

第29回 【事前学修】　補足データを整理する。
【授業内容】　補足データの整理（栁澤、伊藤）
【事後学修】　補足データの整理ができる。

第30回 【事前学修】　年次報告を作成する。
【授業内容】　博士論文構想発表会の実施（栁澤、伊藤）
【事後学修】　発表会が成功する。
※【授業内容】　大略以下の通りに実行される。4・5 月（前年度の成果確認と本年度初動調査準備）、6 月（調
査準備）、7・8 月（調査）、9 月（データ整理）、10・11月（学会）、12・1 月（博士論文作成準備の総括）。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

1）調査・解析・考察へのかかわり方（総点の60％; 毎回の授業における発表・発言や探求活動の①主体性・積極性、②論
理展開の妥当性、③学術性の3基準で評価）、および2）学会発表へのかかわり方（総点の40％; ①論理展開の妥当性、②
学術性、③プレゼンテーション力・コミュニケーション力の3基準で評価）による。なお，基礎的な評価基準については授
業でルーブリック形式で提示する。課題およびレポートを授業期間内に返却し、改善点を検討する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

必要なソフトを使えるようにしておく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

使用しない。

■テキスト■テキスト

使用しない。

■参考文献■参考文献

必要な際に指示する。
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平吹　喜彦、目代　邦康

論文指導（地域の景観生態と環境教育に関する研究）　－オムニバ
Guidance for Dissertation Writing

■テーマ■テーマ

地域の景観生態と環境教育に関する研究

■講義内容■講義内容

人間情報学演習Ⅲ・Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）の学びも踏まえて、学位申請論文の作成にかかわる諸
課題を克服するための学術的取り組みを行う。なお、この授業は双方向のやりとりを交えたオンライン形式も導入して合
理的に実施する。

■達成目標■達成目標

景観生態学（ランドスケープエコロジー）と環境教育（持続を可能にする教育、ESD）の視座から、学位申請論文の完成に
向けた学術的スキル・思考、統合力、応用力等を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに目を通す。また、これまでの研究活動をふりかえった上で、論文作成の道筋を構想し
てくる。
【授業内容】　授業全体のガイダンス、人間情報学演習 Ⅲ・IV の振り返り（平吹、目代）
【事後学修】　論文作成の道筋を明瞭にする。

第２回 【事前学修】　学位申請論文の構成・内容について、試案を準備してくる。
【授業内容】　学位申請論文の構成・内容にかかわる検討（平吹、目代）
【事後学修】　学位申請論文の構成・内容を再検討する。

第３回 【事前学修】　学位申請論文の作成にかかわる諸課題を抽出してくる。
【授業内容】　学位申請論文の作成にかかわる諸課題の抽出（平吹、目代）
【事後学修】　学位申請論文の作成にかかわる諸課題を明瞭にする。

第４回 【事前学修】　課題 1 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 1 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 1 にかかわる議論を踏まえて、さらに検討する。

第５回 【事前学修】　議論を踏まえて、課題 1 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 1 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 1 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第６回 【事前学修】　課題 2 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 2 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる議論を踏まえて、追加野外調査を企画・準備する。

第７回 【事前学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査の準備をしてくる。
【授業内容】　課題 2 にかかわる追加野外調査（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果をまとめる。

第８回 【事前学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果の解析を進める。
【授業内容】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果の解析（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる追加野外調査結果を踏まえて、さらに解析する。

第９回 【事前学修】　追加野外調査を踏まえて、課題 2 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 2 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 2 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第10回 【事前学修】　課題 3 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 3 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 3 にかかわる議論を踏まえて、解析手順を立案する。

第11回 【事前学修】　課題 3 にかかわる解析手順を構想してくる。
【授業内容】　課題 3 にかかわる解析・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 3 にかかわる解析結果をまとめる。

第12回 【事前学修】　解析を踏まえて、課題 3 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 3 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 3 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第13回 【事前学修】　課題 4 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 4 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 4 にかかわる議論を踏まえて、さらに検討する。

第14回 【事前学修】　議論を踏まえて、課題 4 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 4 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 4 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第15回 【事前学修】　学位請求論文全体を見渡し、第14回授業までの取り組みを反映させた構成を策定してくる。
【授業内容】　総括 1：課題修正を踏まえた学位申請論文の構成・内容の再検討（平吹、目代）
【事後学修】　学位請求論文全体を見渡し、第15回授業までの取り組みを反映させる。

第16回 【事前学修】　課題 5 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 5 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 5 にかかわる議論を踏まえて、解析手順を立案する。

第17回 【事前学修】　課題 5 にかかわる解析手順を構想してくる。
【授業内容】　課題 5 にかかわる解析・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 5 にかかわる解析結果をまとめる。
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第18回 【事前学修】　解析を踏まえて、課題 5 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 5 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 5 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第19回 【事前学修】　課題 6 にかかわる発表準備をしてくる。
【授業内容】　課題 6 にかかわる発表・議論（平吹、目代）
【事後学修】　課題 6 にかかわる議論を踏まえて、さらに検討する。

第20回 【事前学修】　議論を踏まえて、課題 6 にかかわる検討・修正結果を準備してくる。
【授業内容】　課題 6 にかかわる検討・修正（平吹、目代）
【事後学修】　課題 6 にかかわる新知見を、学位申請論文に反映させる。

第21回 【事前学修】　学位請求論文全体を見渡し、第20回授業までの取り組みを反映させた構成を策定してくる。
【授業内容】　総括 2：課題修正を踏まえた学位申請論文の構成・内容の再検討（平吹、目代）
【事後学修】　学位請求論文全体を見渡し、第21回授業までの取り組みを反映させる。

第22回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、論理構成を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：論理構成（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、論理構成の修正を進める。

第23回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、文章表現を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：文章表現(1)（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、文章表現の修正を進める。

第24回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、文章表現を再度検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：文章表現(2)（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、文章表現の修正を再度進める。

第25回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、図表・写真を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：図表・写真（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、図表・写真の修正を進める。

第26回 【事前学修】　学位申請論文の完成に向けて、引用文献を検討してくる。
【授業内容】　学位申請論文の最終検討：引用文献（平吹、目代）
【事後学修】　議論を踏まえて、引用文献の修正を進める。

第27回 【事前学修】　学位請求論文全体を見渡し、第26回授業までの取り組みを反映させた内容とする。
【授業内容】　総括 3：学位申請論文の最終修正の確認（平吹、目代）
【事後学修】　学位請求論文全体を見渡し、これまでの取り組みを反映させる。

第28回 【事前学修】　審査に向けた発表準備をしてくる。
【授業内容】　審査に向けた検討：発表（平吹、目代）
【事後学修】　審査に向けた発表準備を進める。

第29回 【事前学修】　審査に向けた配布資料を作成してくる。
【授業内容】　審査に向けた検討：配布資料（平吹、目代）
【事後学修】　審査に向けた配布資料作成を進める。

第30回 【事前学修】　一連の取り組みをふりかえり、授業の到達目標にかかわる成果や課題を抽出してくる。
【授業内容】　授業全体の総括（平吹、目代）
【事後学修】　一連の取り組みを振り返り、授業の到達目標にかかわる成果や課題をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

諸課題克服へのかかわり方によって評価する。具体的には、毎回の授業における課題発表や調査・実践活動における1)発
言（総点の40％）、2)資料等の提出物（総点の30％）、3)発表（総点の30％）に着目して、それぞれ①主体性・積極性、
②論理展開の妥当性、③学術性、④統合的な理解の度合い、④書式・体裁・プレゼンテーション力の4基準で評価する。発
表や提出物に対しては、コメントを添えてフィードバックする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

新規性・論理性・独創性に支えられた学位申請論文の完成に向けて、ていねいな取り組みをスケジュールに沿って実行す
る必要がある。学術団体が主催する学会大会や専門雑誌における発表も、奨励・支援する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

生態学特論、人間情報学演習Ⅰ（生態学特論）、人間情報学演習Ⅱ（生態学特論）、地域環境論特講、人間情報学演習
Ⅰ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅱ（地域環境論特講）、人間情報学演習Ⅲ（地域の景観生態と環境教育に関する
研究）、人間情報学演習Ⅳ（地域の景観生態と環境教育に関する研究）

■テキスト■テキスト

授業中に指示する。

■参考文献■参考文献

授業中に指示する。
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